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〈教養教育科目〉 

建学の精神と仏教 

科目分類（2025 年

～入学者） 
SD-L-111（Ｊ） 

科目分類（～2024 年

入学者） 

100-110-11

（Ｊ） 
授業コード F04010 

科目名称 建学の精神と仏教 単位数 2.0 単位 

英文名称 BuddhismⅠ 授業区分 講義 

科目責任者 山本 元隆 必修・選択 履修ガイド参照 

担当教員 山本 元隆 開講時期 1 年 

オフィスアワー 
前期 月曜日 14:40～16:10 金曜日 09:00～10:30 

後期 月曜日 14:40～16:10 金曜日 09:00～10:30 
研究室 10-506 

授業概要 

本講義では、駒沢女子大学の建学の精神「行学一如」「正念」と、その基底にある仏教の開祖・釈尊と曹洞宗の開祖・道元の

教えと人間観について概説する。また、本学園の創立者・山上曹源先生の教育観についても建学の精神と関連付けながら講じ
る。本学での学びの礎となる建学の精神、および仏教の人間観が今を生きる私たちにどのように関わり合ってくるのか、本科の学び
を現代社会に活かす視点をもって授業をすすめる。本講義の学びを通じて、今後の人生の指針となる教養と作法を身につけると

ともに、仏教と禅の観点から「人間」をより深く理解する契機とする。 

授業では課題解決型学習を行う。 

到達目標 
１．釈尊と道元の教えや人間観、山上曹源先生の教育観を理解することができる。 

２．建学の精神を礎にした駒沢女子大学での学びの意義をみずから説明することができる。 

アクティブ・ラーニング

型授業 
有 全授業回数 15 回 メディア科目 － 

複数教員の場

合の授業形態 
 

授業 
回数 

担当者 授業の内容 

1 山本 元隆 

※必要に応じて授業後には「課題解決型学習」の手段として課題レポートを作成してもらい、次回授業時に課題に

対する解説と回答をおこなう。 

【第 1 回】 

予習 ：建学の精神について調べておく 

授業 ：ガイダンス 建学の精神と仏教 「課題解決型学習」 

復習 ：建学の精神をこれからの学生生活に照らし合わせまとめる 

2 山本 元隆 

【第 2 回】 

予習 ：駒澤学園の歴史について調べておく 

授業 ：山上曹源先生の教育観 駒澤学園の歴史 

復習 ：山上先生の教育観についてまとめる 

3 山本 元隆 

【第 3 回】 

予習 ：「花まつり」について調べておく 

授業 ：釈尊の誕生（花まつり） 「中道」の教え 「課題解決型学習」 

復習 ：「命の尊さ」について考えをまとめる 

4 山本 元隆 

【第 4 回】 

予習 ：「成道」「初転法輪」について調べておく 

授業 ：成道と「縁起」 初転法輪と「四諦八正道」 

復習 ：釈尊の教え（縁起・四諦八正道）の要点をまとめる 

5 山本 元隆 

【第 5 回】 

予習 ：「諸行無常」について調べておく 

授業 ：釈尊の伝道 「涅槃」と「諸行無常」 釈尊に関する学校行事 「課題解決型学習」 

復習 ：学校行事（三仏忌）の意義をまとめる 

6 山本 元隆 

【第 6 回】 

予習：坐禅の意義と作法について調べておく 

授業 ：坐禅実習 建学の精神「正念」の実践 

復習 ：坐禅の三つの心得、身体と心の関係についてまとめる 

7 山本 元隆 

【第 7 回】 

予習：「菩薩」について調べておく 

授業：大乗仏教の展開 「菩薩」の教え 「課題解決型学習」 

復習：「菩薩」と利他行について要点をまとめる 

8 山本 元隆 

【第 8 回】 

予習 ：道元の生涯について調べておく 

授業 ：道元の誕生から出家、入宋 

復習：駒澤学園の仏教行事「誕生記念日」の意義をまとめる 

9 山本 元隆 

【第 9 回】 

予習 ：「典座教訓」について調べておく 

授業 ：典座の教え（典座教訓） 道元の大悟（身心脱落） 「課題解決型学習」 
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復習 ：「身心脱落」の教えの要点をまとめる 

10 山本 元隆 

【第 10 回】 

予習 ：永平寺について調べておく 

授業 ：道元の接化 永平寺の建立 道元の示寂 

復習 ：駒澤学園の仏教行事「追善記念日」の意義をまとめる 

11 山本 元隆 

【第 11 回】 

予習：坐禅の作法と心得（調身・調息・調心）について復習しておく 

授業 ：坐禅実習 建学の精神「正念」の実践 

復習 ：「正念」を実践して身心に感じたことをまとめる 

12 山本 元隆 

【第 12 回】 

予習 ：身のまわりの仏教（文化）について調べる 

授業 ：仏教と日本文化 仏教の建築美 仏教と芸術 「課題解決型学習」 

復習 ：多彩な仏教文化の特色についてまとめる 

13 山本 元隆 

【第 13 回】 

予習 ：身のまわりの禅（文化）について調べる 

授業 ：禅と日本文化 禅の空間美 禅と芸術 

復習 ：多彩な禅文化の特色についてまとめる 

14 山本 元隆 

【第 14 回】 

予習 ：みずからの学びと仏教・禅の関連について調べておく 

授業 ：仏教・禅の学際的な学び 現代社会と仏教・禅 

復習 ：みずからの学びと仏教・禅の関連について考えをまとめる 

15 山本 元隆 

【第 15 回】 

予習 ：建学の精神と仏教Ⅱの要点を振り返る 

授業 ：建学の精神など本科の学びの総括 

復習 ：建学の精神を礎とした駒沢女子大学での学びの意義をまとめる 

授業開始前学習 担当教員の指示に基づき、指定された用語（語句）、ならびに配付資料を読んでおくこと。 

授業内課題のフィー

ドバックの方法 
授業で課した提出物（レポート等）は次回の授業で総評する。また、必要に応じて個別にフィードバックする。 

テキスト・教材 必要に応じてプリントを配付する。 

参考書 『英文対訳 道元禅師の典座教訓』（駒沢学園） その他、必要に応じて指示する。 

評価の基準と方法 授業での提出物（30％）とテスト・レポート（70％）で総合的に評価する。 

ディプロマポリシー 「カリキュラムマップ」 

学修指針 教養力 人間性 
コミュニケーショ

ン力 
社会性 専門力 判断力 技術力 実践力 

科目の該当 ◎ ○  △    △ 

関連科目 仏教と古典／仏教文学 

その他 
照心館での坐禅実習（2 回）は予定が変更される場合があるので、授業時に日程を確認し、服装を整えて参加すること。 

建学の精神の学びの場である学校行事には積極的に参加し、幅広い教養を身につけてほしい。 

予習・復習の 

所要時間 
講義時間 30 時間（2 時間×15 週）＋予習・復習時間 60 時間（4 時間×15 週） 

実務経験を活かした

教育内容 
曹洞宗の僧侶としての実務経験有り。その経験を生かして建学の精神と仏教・禅の教えについて講じる。 
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☆空間ﾃﾞｻﾞｲﾝ入門Ⅰ／住空間ﾃﾞｻﾞｲﾝ入門Ⅰ 

科目分類（2025 年

～入学者） 
SD-L-111 

科目分類（～2024 年

入学者） 
100-120-11 授業コード F00410 

科目名称 ☆空間ﾃﾞｻﾞｲﾝ入門Ⅰ／住空間ﾃﾞｻﾞｲﾝ入門Ⅰ 単位数 2.0 単位 

英文名称 
Introduction to Space Design Ⅰ／Introduction to Living 

Space Design Ⅰ 
授業区分 講義 

科目責任者 佐藤 勉 必修・選択 履修ガイド参照 

担当教員 渡辺･佐藤(勉)･堀邉･茂木･山崎 開講時期 1 年 

オフィスアワー - 研究室 - 

授業概要 

住宅から店舗、公共施設、まちづくりといった、建物の内観から外観までの空間デザインに関わる基本的な知識を養います。将来

の自分が専門性を持って社会とどのように向き合っていくかをイメージしながら、空間を総合的にデザインし提案するための初歩的
な技術を学びます。また、見学会や共同作業などの実践の場を通してデザインの基礎を学び、自分の考えを表現する力や人に
伝達する力、批判する力を身に付け、主体的な学習方法を体得します。 

到達目標 

自分の考えの表現、伝達、他者への批評を行えるよう、主体的な学習方法を体得すること。またこれらを通じて自己の能力を発

見し、高められるようになる。建築、インテリア分野が目指す基礎的なデザイン内容と領域を理解しイメージできるようになる。同時

にそれぞれの分野の特徴と差異を理解する事を目標とする。 

アクティブ・ラーニング

型授業 
有 全授業回数 15 回 メディア科目 － 

複数教員の場

合の授業形態 
共同 

授業 
回数 

担当者 授業の内容 

1 
佐藤、堀邉、茂木、

山崎、渡辺 

【第 1 回】 
予習：履修ガイド学科該当ページの熟読 
授業：ガイダンス 

復習：ガイダンスのふりかえり 

2 
佐藤、堀邉、茂木、

山崎、渡辺 

【第 2 回】 

予習：学生生活ガイド該当ページの熟読 
授業：学内ツアー、図書館の使い方 
復習：学内ツアー、図書館の使い方のふりかえり 

3 
佐藤、堀邉、茂木、

山崎、渡辺 

【第 3 回】 
予習：「空間デザイン入門交流会」予備調査 

授業：「空間デザイン入門交流会」課題説明（グループワーク） 
復習：「空間デザイン入門交流会」企画準備 

4 
佐藤、堀邉、茂木、

山崎、渡辺 

【第 4 回】 
予習：「空間デザイン入門交流会」準備 
授業：「空間デザイン入門交流会」実施（グループワーク） 

復習：「空間デザイン入門交流会」報告レポート作成 

5 
佐藤、堀邉、茂木、

山崎、渡辺 

【第 5 回】 

予習：建築デザインについて考える 
授業：「空間と建築デザイン（講義）」、「日本のくらし」課題出題 
復習：配布資料のふりかえり 

6 
佐藤、堀邉、茂木、

山崎、渡辺 

【第 6 回】 
予習：「日本のくらし」事前準備 

授業：「日本のくらし」資料作成、レポートの書き方 
復習：「日本のくらし」調査資料のまとめ 

7 
佐藤、堀邉、茂木、

山崎、渡辺 

【第 7 回】 
予習：「日本のくらし」発表内容の整理 
授業：「日本のくらし」見学時調査項目発表（グループ発表）、文献の調査方法と文献の読み方 

復習：「日本のくらし」見学時調査項目の整理 

8 
佐藤、堀邉、茂木、

山崎、渡辺 

【第 8 回】 

予習：「日本のくらし」見学会事前準備 
授業：「日本のくらし」江戸東京たてもの園見学会実施（フィールドワーク） 
復習：「日本のくらし」見学会調査結果まとめ 

9 
佐藤、堀邉、茂木、

山崎、渡辺 

【第 9 回】 
予習：「日本のくらし」プレゼン資料準備 

授業：「日本のくらし」プレゼン制作作業 
復習：「日本のくらし」プレゼン資料作成、レポート作成 

10 
佐藤、堀邉、茂木、

山崎、渡辺 

【第 10 回】 
予習：「日本のくらし」クラス発表資料作成 
授業：「日本のくらし」プレゼンテーション発表会（グループ発表・プレゼンテーション） 

復習：「日本のくらし」クラス発表整理、レポート作成 
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11 
佐藤、堀邉、茂木、

山崎、渡辺 

【第 11 回】 
予習：インテリアデザインについて考える 

授業：「空間とインテリアデザイン（講義）」、「店舗のインテリアを考える」課題出題 
復習：配布資料のふりかえり 

12 
佐藤、堀邉、茂木、

山崎、渡辺 

【第 12 回】 
予習：「店舗のインテリアを考える」事前準備 
授業：「店舗のインテリアを考える」調査資料作成、「空間と家具デザイン（講義）」 

復習：「店舗のインテリアを考える」調査資料のまとめ 

13 
佐藤、堀邉、茂木、

山崎、渡辺 

【第 13 回】 

予習：「店舗のインテリアを考える」事前準備 
授業：「店舗のインテリアを考える」発表資料作成 
復習：「店舗のインテリアを考える」発表資料のまとめ 

14 
佐藤、堀邉、茂木、

山崎、渡辺 

【第 14 回】 
予習：「店舗のインテリアを考える」クラス発表資料作成 

授業：「店舗のインテリアを考える」プレゼンテーション発表会（プレゼンテーション） 
復習：「店舗のインテリアを考える」クラス発表整理、レポート作成 

15 
佐藤、堀邉、茂木、

山崎、渡辺 

【第 15 回】 
予習：前期のふりかえり 
授業：夏休み課題出題、前期のふりかえり 

復習：夏休み課題 

授業開始前学習 
大学で学ぶための基本的な姿勢や心構えやについて、履修ガイドの該当する項目を熟読すること。 

日本人のくらしや住まいについて、書籍やインターネットを通して基本的な知識を得ること。 

授業内課題のフィー

ドバックの方法 
各課題の実施後に講評を行う。 

テキスト・教材 資料・プリント等を適宜配布する。 

参考書 資料等を適宜配布・紹介する。 

評価の基準と方法 
提出物、受講態度などにより評価する。 

評価は提出物 70％、受講態度など 30％。 

ディプロマポリシー 「カリキュラムマップ」 

学修指針 教養力 人間性 
コミュニケーショ

ン力 
社会性 専門力 判断力 技術力 実践力 

科目の該当 ○ ○ ◎  △    

関連科目  

その他 

「日本のくらし」江戸東京たてもの園 見学会は３時間程度行われる。 

見学会を実施するかどうかは、その時の状況に応じて判断する。 

見学会の交通費は自己負担となる。見学先での記録道具としてスマートフォンやデジタルカメラなどを用意すること。 

予習・復習の 

所要時間 
講義時間 30 時間（2 時間×15 週）＋予習・復習時間 60 時間（4 時間×15 週） 

実務経験を活かした

教育内容 
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☆空間ﾃﾞｻﾞｲﾝ入門Ⅱ／住空間ﾃﾞｻﾞｲﾝ入門Ⅱ 

科目分類（2025 年

～入学者） 
SD-L-111 

科目分類（～2024 年

入学者） 
100-120-11 授業コード F00420 

科目名称 ☆空間ﾃﾞｻﾞｲﾝ入門Ⅱ／住空間ﾃﾞｻﾞｲﾝ入門Ⅱ 単位数 2.0 単位 

英文名称 
Introduction to Space Design Ⅱ／Introduction to Living 

Space Design Ⅱ 
授業区分 講義 

科目責任者 佐藤 勉 必修・選択 履修ガイド参照 

担当教員 渡辺･佐藤(勉)･堀邉･茂木･山崎 開講時期 1 年 

オフィスアワー - 研究室 - 

授業概要 

住宅から店舗、公共施設、まちづくり、プロダクトデザイン、グラフィックデザインといった、建物の内観から外観までの空間デザインに

ついて、幅広く客観的な視点から学びます。また、見学会や共同作業などの実践の場を通してデザインの基礎を学び、自分の考
えを表現する力や人に伝達する力、批判する力を身に付け、主体的な学習方法を習得するとともに、将来の自分が専門性を持
って社会と向き合っていくために必要な調査力や分析力、表現力も体得します。 

到達目標 

自分の考えの表現、伝達、他者への批評を行えるよう、主体的な学習方法を体得すること。またこれらを通じて自己の能力を発

見し、高められるようになる。 

与えられた課題に対して調査を行い、その結果を分析して独自の結論を導き出せるようになる。またその結論をプレゼンテーション
して他者に伝えることを目標とする。 

アクティブ・ラーニング

型授業 
有 全授業回数 15 回 メディア科目 － 

複数教員の場
合の授業形態 

共同 

授業 

回数 
担当者 授業の内容 

1 
佐藤、堀邉、茂木、

山崎、渡辺 

【第 1 回】 
予習：夏休み課題の確認 

授業：ガイダンス、「看護学科・健康栄養学科との協同学習」課題説明、KJ 法の説明と練習 
復習：配布資料のふりかえり 

2 
佐藤、堀邉、茂木、

山崎、渡辺 

【第 2 回】 
予習：「看護学科・健康栄養学科との協同学習」事前準備 
授業：「看護学科・健康栄養学科との協同学習」実施（グループワーク） 

復習：「看護学科・健康栄養学科との協同学習」調査資料のまとめ 

3 
佐藤、堀邉、茂木、

山崎、渡辺 

【第 3 回】 

予習：「看護学科・健康栄養学科との協同学習」事前準備 
授業：「看護学科・健康栄養学科との協同学習」発表資料作成（グループワーク、プレゼンテーション） 
復習：「看護学科・健康栄養学科との協同学習」発表資料のまとめ 

4 
佐藤、堀邉、茂木、

山崎、渡辺 

【第 4 回】 
予習：「りんどう祭展示」運営の事前準備 

授業：「りんどう祭展示」運営 
復習：「りんどう祭展示」のふりかえり 

5 
佐藤、堀邉、茂木、

山崎、渡辺 

【第 5 回】 
予習：「日本の住まい（団地とは何か）」予備調査 
授業：「日本の住まい（団地とは何か）」課題出題 

復習：「日本の住まい（団地とは何か）」事前調査レポート 

6 
佐藤、堀邉、茂木、

山崎、渡辺 

【第 6 回】 

予習：「日本の住まい（団地とは何か）」事前調査レポート発表準備 
授業：「日本の住まい（団地とは何か）」事前調査レポート発表（プレゼンテーション） 
復習：「日本の住まい（団地とは何か）」発表のふりかえり 

7 
佐藤、堀邉、茂木、

山崎、渡辺 

【第 7 回】 
予習：「日本の住まい（団地とは何か）」見学準備 

授業：「日本の住まい（団地とは何か）」見学会 
復習：「日本の住まい（団地とは何か）」見学会ふりかえり 

8 
佐藤、堀邉、茂木、

山崎、渡辺 

【第 8 回】 
予習：「日本の住まい（団地とは何か）」プレゼンシート準備 
授業：「日本の住まい（団地とは何か）」プレゼンシート制作作業 

復習：「日本の住まい（団地とは何か）」レポート作成 

9 
佐藤、堀邉、茂木、

山崎、渡辺 

【第 9 回】 

予習：「日本の住まい（団地とは何か）」プレゼンシート制作準備 
授業：「日本の住まい（団地とは何か）」プレゼンシート制作作業 
復習：「日本の住まい（団地とは何か）」レポート作成 

10 
佐藤、堀邉、茂木、

山崎、渡辺 

【第 10 回】 
予習：「日本の住まい（団地とは何か）」発表準備 

授業：「日本の住まい（団地とは何か）」発表会（グループ発表・プレゼンテーション） 
復習：「日本の住まい（団地とは何か）」発表のふりかえり 
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11 
佐藤、堀邉、茂木、

山崎、渡辺 

【第 11 回】 
予習：「まち歩き」予備調査 

授業：「まち歩き」課題出題 
復習：「まち歩き」事前調査レポート 

12 
佐藤、堀邉、茂木、

山崎、渡辺 

【第 12 回】 
予習：「フィールドワーク」とは何か調べる 
授業：「フィールドワーク」の案内、プレゼンテーションについて（講義） 

復習： 講義のふりかえり 

13 
佐藤、堀邉、茂木、

山崎、渡辺 

【第 13 回】 

予習：「まち歩き」事前調査レポート発表準備 
授業：「まち歩き」事前調査レポート発表（グループ発表）、冬休み課題出題 
復習：「まち歩き」事前調査レポート発表のふりかえり、冬休み課題 

14 
佐藤、堀邉、茂木、

山崎、渡辺 

【第 14 回】 
予習：「まち歩き」発表準備 

授業：「まち歩き」発表会（プレゼンテーション） 
復習：「まち歩き」発表会ふりかえり 

15 
佐藤、堀邉、茂木、

山崎、渡辺 

【第 15 回】 
予習：これまでの学修内容をふりかえる 
授業：「まち歩き」発表会、春休み課題出題、後期授業アンケート実施、後期のふりかえり 

復習：春休み課題 

授業開始前学習 
前期の住空間デザイン入門Ⅰで出題された夏休み課題を見直しておくこと。 

現在居住しているの地域や歴史について、書籍やインターネットを通して基本的な知識を得ること。 

授業内課題のフィー

ドバックの方法 
各課題の実施後に講評を行う。 

テキスト・教材 資料･プリント等を適宜配布する。 

参考書 資料等を適宜紹介する。 

評価の基準と方法 
提出物、受講態度などにより評価する。 

評価は提出物 70％、受講態度など 30％。 

ディプロマポリシー 「カリキュラムマップ」 

学修指針 教養力 人間性 
コミュニケーショ

ン力 
社会性 専門力 判断力 技術力 実践力 

科目の該当 ○ ○ ◎  △    

関連科目  

その他 

正課学外活動として見学会が土日または祝日のいずれかに実施される。 

見学会を実施するかどうかは、その時の状況に応じて判断する。 

交通費は自己負担、見学先によっては入場料がかかる場合がある。 

見学先での記録道具としてスマートフォンやデジタルカメラなどを用意すること。 

予習・復習の 

所要時間 
講義時間 30 時間（2 時間×15 週）＋予習・復習時間 60 時間（4 時間×15 週） 

実務経験を活かした

教育内容 
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☆ｷｬﾘｱﾃﾞｻﾞｲﾝⅠ／ｷｬﾘｱﾃﾞｻﾞｲﾝ／進路設計 

科目分類（2025 年

～入学者） 

CS-L-111 

SD-L-111 

科目分類（～2024 年

入学者） 
 授業コード F01675 

科目名称 ☆ｷｬﾘｱﾃﾞｻﾞｲﾝⅠ／ｷｬﾘｱﾃﾞｻﾞｲﾝ／進路設計 単位数 2.0 単位 

英文名称 Career DesignⅠ／Career Design／Career Planning 授業区分 講義 

科目責任者 西尾 尚子 必修・選択 履修ガイド参照 

担当教員 西尾 尚子 開講時期 1 年 

オフィスアワー 
前期 水曜日 13:00～14:30 水曜日 14:40～16:10 

後期 水曜日 13:00～14:30 水曜日 14:40～16:10 
研究室 2-214 

授業概要 

経済のグローバル化にともない、これまでの日本の経済を支えてきた産業構造や人口構造は大きく変化し、就業形態や人生観も

多様化している。本講義では、女性の「生き方」について「就業観」「生きがい」「子育て」などを通して議論を進める。この作業を
通して、卒業後の就業に際して「企業が求める人物像」と「個人の抱く社会人観」「家族観」をつなぐ価値観を再編し、具体的に
語ることのできる素養を身につけることを目指す。 

到達目標 

①自己理解を深める：自分の関心が向く分野や得意なこと、そして大切にしたい価値観を明確にできるようになる。 

②社会の仕組みを知る：現代社会で求められるスキルや、多様な業界・企業・職業における働き方を理解する。 

③未来への道筋を描く：自己理解と社会理解をもとに、大学生活をどう過ごし、どのようなキャリアを築くかを考え、目標を設定す
る。 

アクティブ・ラーニング

型授業 
無 全授業回数 15 回 メディア科目 － 

複数教員の場
合の授業形態 

共同 

授業 

回数 
担当者 授業の内容 

1 西尾 尚子 

【第 1 回】 
予習 ：シラバスに目を通す。 

授業 ：授業全体のガイダンス、キャリアデザインの考え方 
復習 ：授業時間内に明示 

2 西尾 尚子 

【第 2 回】 
予習 ：配布資料の事前参照 
授業 ：キャリアを知る① 

復習 ：授業時間内に明示 

3 西尾 尚子 

【第 3 回】 

予習 ：配布資料の事前参照 
授業 ：マナーを知る①（社会人としてのマナーの基礎） 
復習 ：授業時間内に明示 

4 西尾 尚子 

【第 4 回】 
予習 ：配布資料の事前参照 

授業 ：マナーを知る②（社会人としてのマナーの応用と実践） 
復習 ：授業時間内に明示 

5 西尾 尚子 

【第 5 回】 
予習 ：配布資料の事前参照 
授業 ：キャリアを知る② 

復習 ：授業時間内に明示 

6 西尾 尚子 

【第 6 回】 

予習 ：配布資料の事前参照 
授業 ：キャリアを知る③ 
復習 ：授業時間内に明示 

7 西尾 尚子 

【第 7 回】 
予習 ：配布資料の事前参照 

授業 ：資格について知る/業界・企業・職種について知る① 
復習 ：授業時間内に明示 

8 西尾 尚子 

【第 8 回】 
予習 ：配布資料の事前参照 
授業 ：キャリアを知る④ 

復習 ：授業時間内に明示 

9 西尾 尚子 

【第 9 回】 

予習 ：配布資料の事前参照 
授業 ：キャリアを知る⑤ 
復習 ：授業時間内に明示 

10 西尾 尚子 

【第 10 回】 
予習 ：配布資料の事前参照 

授業 ：キャリアを知る⑥ 
復習 ：授業時間内に明示 
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11 西尾 尚子 

【第 11 回】 
予習 ：配布資料の事前参照 

授業 ：業界・企業・職種について知る② 
復習 ：授業時間内に明示 

12 西尾 尚子 

【第 12 回】 
予習 ：配布資料の事前参照 
授業 ：自分を知る①（自己分析と目標設定） 

復習 ：授業時間内に明示 

13 西尾 尚子 

【第 13 回】 

予習 ：配布資料の事前参照 
授業 ：キャリアを知る⑦ 
復習 ：授業時間内に明示 

14 西尾 尚子 

【第 14 回】 
予習 ：配布資料の事前参照 

授業 ：法律を知る（自己分析と目標設定） 
復習 ：授業時間内に明示 

15 西尾 尚子 

【第 15 回】 
予習 ：配布資料の事前参照 
授業 ：自分を知る②(目標設定の共有) 

復習 ：授業時間内に明示 

授業開始前学習  

授業内課題のフィー

ドバックの方法 

各回の授業を通じて得た気づきや感想、疑問点などを振り返り、それらをリアクションペーパーとしてまとめ、提出。 

提出された内容には、講師がコメントを添え、次回の授業内でフィードバックを行う。 

 

テキスト・教材 特になし。適宜プリントを配布する。 

参考書  

評価の基準と方法 
平常点（授業態度及び各回のリアクションペーパー内容の評価：60%）と提出課題（授業内にて実施も含む）（40%）

を基準とし、総合的に判断する。 

ディプロマポリシー 「カリキュラムマップ」 

学修指針 教養力 人間性 
コミュニケーショ

ン力 
社会性 専門力 判断力 技術力 実践力 

科目の該当 ○  ○ ◎   ○  

関連科目  

その他  

予習・復習の 

所要時間 
講義時間 30 時間（2 時間×15 週）＋予習・復習時間 60 時間（4 時間×15 週） 

実務経験を活かした

教育内容 
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☆ICT ﾘﾃﾗｼｰ／ICT ﾘﾃﾗｼｰの基礎／ｺﾝﾋﾟｭｰﾀ演習Ⅰ 

科目分類（2025 年

～入学者） 

CS-L-112 

CT-L-112 

SD-L-112 

科目分類（～2024 年

入学者） 
 授業コード F03118 

科目名称 ☆ICT ﾘﾃﾗｼｰ／ICT ﾘﾃﾗｼｰの基礎／ｺﾝﾋﾟｭｰﾀ演習Ⅰ 単位数 1.0 単位 

英文名称 Basics of ICT Literacy／Computer Laboratory Ⅰ 授業区分 演習 

科目責任者 鈴木 利彦 必修・選択 履修ガイド参照 

担当教員 鈴木 利彦 開講時期 1 年 

オフィスアワー 
前期 火曜日 09:00～12:10 

後期 火曜日 09:00～12:10 
研究室 10-509 

授業概要 

ここ数年の情報を取り巻く環境とそれを取り扱う情報機器の変化は著しく、コンピュータ、スマートフォン、タブレット端末を使ってテレ

ワークや遠隔授業などを行うようになりました。こうした中、ICT リテラシーでは ICT（情報通信技術）を中心とした情報リテラシ
ーを身につけるため、基礎理論の講義とその演習を中心に広範囲にわたって授業を行います。授業では、社会的に多用している
オフィス系ソフト（ドキュメント、スプレッドシート、スライド）の基礎的な操作技術と、1 年後期以降の授業で生かせるよう課題解

決型学習に準じて演習を行います。 

到達目標 

コンピュータとスマートフォン（タブレット）を連携し、適切な情報収集および情報処理ができるようになる。具体的には、オフィス系

ソフトを駆使して今後社会人として求められる文書や図表、スライド資料を作成できるようになる。併せてメールやクラウドの概念を
理解し、倫理観を持った情報のやり取りができるようになる。 

アクティブ・ラーニング

型授業 
有 全授業回数 15 回 メディア科目 － 

複数教員の場
合の授業形態 

 

授業 

回数 
担当者 授業の内容 

1 鈴木 利彦 

予習 ：履修ガイド・学生生活ガイドを読んでおくこと／使用するノート PC を各自用意すること 
授業 ：コンピュータの仕組みと起動①／Wi-Fi の接続方法／KOMAJO ポータルの使い方／Google クラスルーム

の使い方／メールの使い方 
復習 ：KOMAJO ポータルのログインやメールの送受信などおさらいして慣れておくこと 

2 鈴木 利彦 
予習 ：使用するノート PC を各自用意すること／クラスルームに掲出の授業予定と資料を確認すること 
授業 ：コンピュータの仕組みと起動②／ワープロ演習：タイピングのホームポジション 
復習 ：PC のキーボード入力とフリック入力の違いを振り返っておくこと 

3 鈴木 利彦 
予習 ：使用するノート PC を各自用意すること／クラスルームに掲出の授業予定と資料を確認すること 
授業 ：ワープロ演習：四字熟語・慣用句の入力 

復習 ：四字熟語・慣用句の意味を振り返っておくこと 

4 鈴木 利彦 

予習 ：使用するノート PC を各自用意すること／クラスルームに掲出の授業予定と資料を確認すること 

授業 ：ワープロ演習：文書作成とレイアウト 
復習 ：さまざまな文章のレイアウトを確認すること 

5 鈴木 利彦 
予習 ：使用するノート PC を各自用意すること／クラスルームに掲出の授業予定と資料を確認すること 
授業 ：ワープロ演習：罫線処理とレイアウト処理①「料理レシピ作成（１）」 
復習 ：作成した料理レシピから操作方法を振り返ること 

6 鈴木 利彦 
予習 ：使用するノート PC を各自用意すること／クラスルームに掲出の授業予定と資料を確認すること 
授業 ：ワープロ演習：罫線処理とレイアウト処理②「料理レシピ作成（２）」 

復習 ：作成した料理レシピから画像の取り扱いを振り返ること 

7 鈴木 利彦 

予習 ：使用するノート PC を各自用意すること／クラスルームに掲出の授業予定と資料を確認すること 

授業 ：表計算演習：計算とグラフの基本① セル入力と四則計算 
復習 ：ワープロソフトと表計算ソフトの操作方法の相違を振り返ること 

8 鈴木 利彦 
予習 ：使用するノート PC を各自用意すること／クラスルームに掲出の授業予定と資料を確認すること 
授業 ：表計算演習：計算とグラフの基本② 代表的な関数計算 
復習 ：作成した表から操作方法を振り返ること 

9 鈴木 利彦 
予習 ：使用するノート PC を各自用意すること／クラスルームに掲出の授業予定と資料を確認すること 
授業 ：表計算演習：計算とグラフの基本③ 特殊な関数計算 

復習 ：作成した表から操作方法や関数計算を振り返ること 

10 鈴木 利彦 

予習 ：使用するノート PC を各自用意すること／クラスルームに掲出の授業予定と資料を確認すること 

授業 ：表計算演習：計算とグラフの基本④ 歳入・歳出の概要（１） 
復習 ：それぞれの区分について理解すること 

11 鈴木 利彦 
予習 ：使用するノート PC を各自用意すること／クラスルームに掲出の授業予定と資料を確認すること 
授業 ：表計算演習：計算とグラフの基本⑤ 歳入・歳出の概要（２） 
復習 ：財政状況と時事問題を理解すること 

12 鈴木 利彦 

予習 ：使用するノート PC を各自用意すること／クラスルームに掲出の授業予定と資料を確認すること／ドキュメン
トで作成した料理レシピの内容を確認すること 

授業 ：スライド演習：スライド資料の作成①「料理レシピ紹介」スライド作成のための操作練習 
復習 ：作成した料理レシピの内容をわかりやすく伝えるスライドを検討すること 
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13 鈴木 利彦 
予習 ：使用するノート PC を各自用意すること／クラスルームに掲出の授業予定と資料を確認すること／ 
授業 ：スライド演習：スライド資料の作成②「料理レシピ紹介」スライド作成の実行 

復習 ：作成した料理レシピの内容をわかりやすく伝えるために、追加の図や画像を収集すること 

14 鈴木 利彦 

予習 ：使用するノート PC を各自用意すること／クラスルームに掲出の授業予定と資料を確認すること 

授業 ：スライド演習：スライド資料の作成③ 「料理レシピ紹介」図や画像の挿入 
復習 ：作成した料理レシピから画像の取り扱いを振り返ること 

15 鈴木 利彦 
予習 ：使用するノート PC を各自用意すること／クラスルームに掲出の授業予定と資料を確認すること 
授業 ：スライド演習：スライド資料の作成④「料理レシピ紹介」さまざまな出力 
復習 ：ドキュメント、スプレッドシート、スライドのそれぞれについて、出力操作を振り返ること 

授業開始前学習 高校の教科「情報」の教科書を読んでおくと全体像をつかみやすい。 

授業内課題のフィー

ドバックの方法 
全体には、次の回に復習として解説を行う。個別には、課題返却時にクラスルームのコメントを通してアドバイスを行う。 

テキスト・教材 GWE（Google クラスルーム）で適宜配布する。 

参考書  

評価の基準と方法 授業内提出の課題 40%、課題の内容および出来ばえ 40%、授業に対する取り組み（授業態度）20%で評価を決める。 

ディプロマポリシー 「カリキュラムマップ」 

学修指針 教養力 人間性 
コミュニケーショ

ン力 
社会性 専門力 判断力 技術力 実践力 

科目の該当 ○  ◎    ○  

関連科目 
空間デザインと ICT 

CADI 

その他 

・授業では毎回ノートパソコンを各自で持参すること。充電は授業前までに十分に行っておくこと。 

・初回授業までにノート PC が用意できなかった場合は、初回授業で申し出ること。 

・GWE(Google Workspace for Education)＝Google クラスルームを中心に、Microsoft オフィスもしくは、Google ドキュ
メント、スプレッドシート、スライドにて課題作成を行う。 

・課題の提出および資料の配布は、GWE を通して行う。 

予習・復習の 

所要時間 
講義時間 30 時間（2 時間×15 週）＋予習・復習時間 15 時間（1 時間×15 週） 

実務経験を活かした

教育内容 
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☆ICT ﾘﾃﾗｼｰ／ICT ﾘﾃﾗｼｰの基礎／ｺﾝﾋﾟｭｰﾀ演習Ⅰ 

科目分類（2025 年

～入学者） 

CS-L-112 

CT-L-112 

SD-L-112 

科目分類（～2024 年

入学者） 
 授業コード F03119 

科目名称 ☆ICT ﾘﾃﾗｼｰ／ICT ﾘﾃﾗｼｰの基礎／ｺﾝﾋﾟｭｰﾀ演習Ⅰ 単位数 1.0 単位 

英文名称 Basics of ICT Literacy／Computer Laboratory Ⅰ 授業区分 演習 

科目責任者 中澤 美奈 必修・選択 履修ガイド参照 

担当教員 中澤 美奈 開講時期 1 年 

オフィスアワー - 研究室 - 

授業概要 

ここ数年の情報を取り巻く環境とそれを取り扱う情報機器の変化は著しく、コンピュータ、スマートフォン、タブレット端末を使ってテレ

ワークや遠隔授業などを行うようになりました。こうした中、ICT リテラシーでは ICT（情報通信技術）を中心とした情報リテラシ
ーを身につけるため、基礎理論の講義とその演習を中心に広範囲にわたって授業を行います。授業では、社会的に多用している
オフィス系ソフト（ドキュメント、スプレッドシート、スライド）の基礎的な操作技術と、1 年後期以降の授業で生かせるよう課題解

決型学習に準じて演習を行います。 

到達目標 

コンピュータとスマートフォン（タブレット）を連携し、適切な情報収集および情報処理ができるようになる。具体的には、オフィス系

ソフトを駆使して今後社会人として求められる文書や図表、スライド資料を作成できるようになる。併せてメールやクラウドの概念を
理解し、倫理観を持った情報のやり取りができるようになる。 

アクティブ・ラーニング

型授業 
有 全授業回数 15 回 メディア科目 － 

複数教員の場
合の授業形態 

 

授業 

回数 
担当者 授業の内容 

1 中澤 美奈 

予習 ：履修ガイド・学生生活ガイドを読んでおくこと／使用するノート PC を各自用意すること 
授業 ：コンピュータの仕組みと起動①／Wi-Fi の接続方法／KOMAJO ポータルの使い方／Google クラスルーム

の使い方／メールの使い方 
復習 ：KOMAJO ポータルのログインやメールの送受信などおさらいして慣れておくこと 

2 中澤 美奈 
予習 ：使用するノート PC を各自用意すること／クラスルームに掲出の授業予定と資料を確認すること 
授業 ：コンピュータの仕組みと起動②／ワープロ演習：タイピングのホームポジション 
復習 ：PC のキーボード入力とフリック入力の違いを振り返っておくこと 

3 中澤 美奈 
予習 ：使用するノート PC を各自用意すること／クラスルームに掲出の授業予定と資料を確認すること 
授業 ：ワープロ演習：四字熟語・慣用句の入力 

復習 ：四字熟語・慣用句の意味を振り返っておくこと 

4 中澤 美奈 

予習 ：使用するノート PC を各自用意すること／クラスルームに掲出の授業予定と資料を確認すること 

授業 ：ワープロ演習：文書作成とレイアウト 
復習 ：さまざまな文章のレイアウトを確認すること 

5 中澤 美奈 
予習 ：使用するノート PC を各自用意すること／クラスルームに掲出の授業予定と資料を確認すること 
授業 ：ワープロ演習：罫線処理とレイアウト処理①「料理レシピ作成（１）」 
復習 ：作成した料理レシピから操作方法を振り返ること 

6 中澤 美奈 
予習 ：使用するノート PC を各自用意すること／クラスルームに掲出の授業予定と資料を確認すること 
授業 ：ワープロ演習：罫線処理とレイアウト処理②「料理レシピ作成（２）」 

復習 ：作成した料理レシピから画像の取り扱いを振り返ること 

7 中澤 美奈 

予習 ：使用するノート PC を各自用意すること／クラスルームに掲出の授業予定と資料を確認すること 

授業 ：表計算演習：計算とグラフの基本① セル入力と四則計算 
復習 ：ワープロソフトと表計算ソフトの操作方法の相違を振り返ること 

8 中澤 美奈 
予習 ：使用するノート PC を各自用意すること／クラスルームに掲出の授業予定と資料を確認すること 
授業 ：表計算演習：計算とグラフの基本② 代表的な関数計算 
復習 ：作成した表から操作方法を振り返ること 

9 中澤 美奈 
予習 ：使用するノート PC を各自用意すること／クラスルームに掲出の授業予定と資料を確認すること 
授業 ：表計算演習：計算とグラフの基本③ 特殊な関数計算 

復習 ：作成した表から操作方法や関数計算を振り返ること 

10 中澤 美奈 

予習 ：使用するノート PC を各自用意すること／クラスルームに掲出の授業予定と資料を確認すること 

授業 ：表計算演習：計算とグラフの基本④ 歳入・歳出の概要（１） 
復習 ：それぞれの区分について理解すること 

11 中澤 美奈 
予習 ：使用するノート PC を各自用意すること／クラスルームに掲出の授業予定と資料を確認すること 
授業 ：表計算演習：計算とグラフの基本⑤ 歳入・歳出の概要（２） 
復習 ：財政状況と時事問題を理解すること 

12 中澤 美奈 

予習 ：使用するノート PC を各自用意すること／クラスルームに掲出の授業予定と資料を確認すること／ドキュメン
トで作成した料理レシピの内容を確認すること 

授業 ：スライド演習：スライド資料の作成①「料理レシピ紹介」スライド作成のための操作練習 
復習 ：作成した料理レシピの内容をわかりやすく伝えるスライドを検討すること 
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13 中澤 美奈 
予習 ：使用するノート PC を各自用意すること／クラスルームに掲出の授業予定と資料を確認すること／ 
授業 ：スライド演習：スライド資料の作成②「料理レシピ紹介」スライド作成の実行 

復習 ：作成した料理レシピの内容をわかりやすく伝えるために、追加の図や画像を収集すること 

14 中澤 美奈 

予習 ：使用するノート PC を各自用意すること／クラスルームに掲出の授業予定と資料を確認すること 

授業 ：スライド演習：スライド資料の作成③ 「料理レシピ紹介」図や画像の挿入 
復習 ：作成した料理レシピから画像の取り扱いを振り返ること 

15 中澤 美奈 
予習 ：使用するノート PC を各自用意すること／クラスルームに掲出の授業予定と資料を確認すること 
授業 ：スライド演習：スライド資料の作成④「料理レシピ紹介」さまざまな出力 
復習 ：ドキュメント、スプレッドシート、スライドのそれぞれについて、出力操作を振り返ること 

授業開始前学習 高校の教科「情報」の教科書を読んでおくと全体像をつかみやすい。 

授業内課題のフィー

ドバックの方法 
全体には、次の回に復習として解説を行う。個別には、課題返却時にクラスルームのコメントを通してアドバイスを行う。 

テキスト・教材 GWE（Google クラスルーム）で適宜配布する。 

参考書  

評価の基準と方法 授業内提出の課題 40%、課題の内容および出来ばえ 40%、授業に対する取り組み（授業態度）20%で評価を決める。 

ディプロマポリシー 「カリキュラムマップ」 

学修指針 教養力 人間性 
コミュニケーショ

ン力 
社会性 専門力 判断力 技術力 実践力 

科目の該当 ○  ◎    ○  

関連科目 
空間デザインと ICT 

CADI 

その他 

・授業では毎回ノートパソコンを各自で持参すること。充電は授業前までに十分に行っておくこと。 

・初回授業までにノート PC が用意できなかった場合は、初回授業で申し出ること。 

・GWE(Google Workspace for Education)＝Google クラスルームを中心に、Microsoft オフィスもしくは、Google ドキュ
メント、スプレッドシート、スライドにて課題作成を行う。 

・課題の提出および資料の配布は、GWE を通して行う。 

予習・復習の 

所要時間 
講義時間 30 時間（2 時間×15 週）＋予習・復習時間 15 時間（1 時間×15 週） 

実務経験を活かした

教育内容 
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空間ﾃﾞｻﾞｲﾝと ICT 

科目分類（2025 年

～入学者） 
SD-L-112 

科目分類（～2024 年

入学者） 
 授業コード F04111 

科目名称 空間ﾃﾞｻﾞｲﾝと ICT 単位数 1.0 単位 

英文名称 Space Design and ICT 授業区分 演習 

科目責任者 西尾 尚子 必修・選択 履修ガイド参照 

担当教員 西尾 尚子 開講時期 1 年 

オフィスアワー 
前期 水曜日 13:00～14:30 水曜日 14:40～16:10 

後期 水曜日 13:00～14:30 水曜日 14:40～16:10 
研究室 2-214 

授業概要 

本授業は、大学で授業を受けるために必要な ICT リテラシーおよび、CAD ソフトの基本を身につけることを目的とする。建築設

計やインテリアデザイン、プロダクトデザインなどの分野で一般的となっているコンピューターによる作図（CAD：キャド、Computer 

Aided Design）の基礎課題を通して、ファイル管理や教場機材の使用方法などを身につける。CAD ソフトは
「VectorWorks(エーアンドエー株式会社）」を使用する。 

到達目標 

①ICT リテラシーの基礎を習得する 

②CAD ソフト「VectorWorks」の基本操作を習得する 

③デジタルツールを活用したデザインワークフローを理解する 

アクティブ・ラーニング

型授業 
無 全授業回数 15 回 メディア科目 － 

複数教員の場
合の授業形態 

共同 

授業 

回数 
担当者 授業の内容 

1 西尾 尚子 

【第 1 回】 
予習 ：シラバスに目を通す 

授業 ：授業全体のガイダンス 
復習 ：授業時間内に明示 

2 西尾 尚子 

【第 2 回】 
予習 ：配布資料の事前参照 
授業 ：CAD の基礎概念と VectorWorks の概要① 

復習 ：授業時間内に明示 

3 西尾 尚子 

【第 3 回】 

予習 ：配布資料の事前参照 
授業 ：CAD の基礎概念と VectorWorks の概要② 
復習 ：授業時間内に明示 

4 西尾 尚子 

【第 4 回】 
予習 ：配布資料の事前参照 

授業 ：基本図形の作成と編集① 
復習 ：授業時間内に明示 

5 西尾 尚子 

【第 5 回】 
予習 ：配布資料の事前参照 
授業 ：基本図形の作成と編集② 

復習 ：授業時間内に明示 

6 西尾 尚子 

【第 6 回】 

予習 ：配布資料の事前参照 
授業 ：基本図形の作成と編集③ 
復習 ：授業時間内に明示 

7 西尾 尚子 

【第 7 回】 
予習 ：配布資料の事前参照 

授業 ：レイヤーとクラスの概念 
復習 ：授業時間内に明示 

8 西尾 尚子 

【第 8 回】 
予習 ：配布資料の事前参照 
授業 ：寸法・注釈・テキストの挿入 

復習 ：授業時間内に明示 

9 西尾 尚子 

【第 9 回】 

予習 ：配布資料の事前参照 
授業 ：図面の基本作成① 
復習 ：授業時間内に明示 

10 西尾 尚子 

【第 10 回】 
予習 ：配布資料の事前参照 

授業 ：図面の基本作成② 
復習 ：授業時間内に明示 
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11 西尾 尚子 

【第 11 回】 
予習 ：配布資料の事前参照 

授業 ：ビジュアル表現 
復習 ：授業時間内に明示 

12 西尾 尚子 

【第 12 回】 
予習 ：配布資料の事前参照 
授業 ：レイアウトと図面の出力 

復習 ：授業時間内に明示 

13 西尾 尚子 

【第 13 回】 

予習 ：配布資料の事前参照 
授業 ：CAD データの管理と共有 
復習 ：授業時間内に明示 

14 西尾 尚子 

【第 14 回】 
予習 ：配布資料の事前参照 

授業 ：CAD の活用事例 
復習 ：授業時間内に明示 

15 西尾 尚子 

【第 15 回】 
予習 ：配布資料の事前参照 
授業 ：まとめと今後の活用 

復習 ：授業時間内に明示 

授業開始前学習  

授業内課題のフィー

ドバックの方法 
毎回の課題は翌週の講義の最初にポイントを解説する。 

テキスト・教材 必要資料を適宜配布する。 

参考書  

評価の基準と方法 
出席状況、授業中の演習課題の提出内容および受講態度 30%、提出作品 70%の総合的な判断に基づき評価する。 

出席回数が授業回数の 3 分の 2 未満の場合は単位取得できない。 

ディプロマポリシー 「カリキュラムマップ」 

学修指針 教養力 人間性 
コミュニケーショ

ン力 
社会性 専門力 判断力 技術力 実践力 

科目の該当 ○  ◎    ○  

関連科目  

その他  

予習・復習の 

所要時間 
講義時間 30 時間（2 時間×15 週）＋予習・復習時間 15 時間（1 時間×15 週） 

実務経験を活かした

教育内容 
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言語表現演習Ⅰ 

科目分類（2025 年

～入学者） 

CS-L-112 

CT-L-112 

SD-L-112 

科目分類（～2024 年

入学者） 
100-110-21 授業コード F02019 

科目名称 言語表現演習Ⅰ 単位数 1.0 単位 

英文名称 Seminar on Japanese RepresentationⅠ 授業区分 演習 

科目責任者 中尾 真樹 必修・選択 履修ガイド参照 

担当教員 中尾 真樹 開講時期 1 年 

オフィスアワー - 研究室 - 

授業概要 

ふだん意識せずに使っている日本語の特徴や、自分の日本語に関する知識を確認しながら、コミュニケーションツールとしての日本

語を適切に使いこなすための基礎的な技術を学ぶ。敬語の使い方、文法上問題のある表現、文章の形式や構成などについて、
教科書の問題を考え、実際に文章を書いて理解を深めていく。この授業では課題解決型学習を行う。 

到達目標 

大学生として、また社会人として必要な日本語の運用能力を養うことや、様々な文章表現に親しみ、各自の言語生活を豊かな

ものにしながら、大学生にふさわしい文章を書けるようになること、日本語についての知識と教養を深め、専門分野での発表やレポ
ート作成に必要な日本語力を身につけることを目標とする。 

アクティブ・ラーニング

型授業 
有 全授業回数 15 回 メディア科目 － 

複数教員の場

合の授業形態 
 

授業 
回数 

担当者 授業の内容 

1 中尾 真樹 

【第 1 回】 
予習 ：教科書 2 冊（a と b）を準備して目を通す。教科書 a の 12～14 頁を読んでおく。 
授業 ：前期の授業の進め方について説明する。教科書 a「敬語の種類と使い分け」（12～14 頁）について説明

する。 
復習 ：教科書 a の 12～14 頁を復習する。 

2 中尾 真樹 

【第 2 回】 
予習 ：教科書 a の 15～17 頁の練習・応用問題を予習する。 
授業 ：教科書 a「敬語の種類と使い分け」の練習・応用問題（15～17 頁）の答え合わせと解説を行う（課題

解決型学習）。 
復習 ：教科書 a の 15～17 頁を復習する。 

3 中尾 真樹 

【第 3 回】 
予習 ：教科書 a の 18～20 頁を読み、21～23 頁の練習・応用問題を予習しておく。 
授業 ：教科書 a「注意すべき敬語」（18～20 頁）について説明し、練習・応用問題（21～23 頁）の答え合

わせと解説を行う（課題解決型学習）。 
復習 ：教科書 a の 18～23 頁を復習する 

4 中尾 真樹 

【第 4 回】 
予習 ：教科書 a の 24～26 頁と、教科書 b の 39～46 頁を読んでおく。 
授業 ：教科書 a「配慮を示す言葉」（24～26 頁）について説明する。教科書 b「手紙を書こう」（39～46

頁）について説明する。 
復習 ：教科書 a の 24～26 頁と、教科書 b の 39～46 頁を復習する。 

5 中尾 真樹 

【第 5 回】 
予習 ：教科書 b の 39～46 頁を読み直す。 
授業 ：教科書 b「手紙を書こう」（39～46 頁）の知識が身に付いているかを小テスト 1 で確認する。作文課題

1（手紙文）を授業時間内に書いて提出する（課題解決型学習）。 
復習 ：手紙文の書き方を復習する。 

6 中尾 真樹 

【第 6 回】 
予習 ：教科書 a の 27～29 頁の練習・応用問題を予習しておく。 
授業 ：作文課題 1 を返却し、解説する。教科書 a「配慮を示す言葉」の練習・応用問題（27～29 頁）の答え

合わせと解説を行う（課題解決型学習）。 
復習 ：教科書 a の 27～29 頁を復習する。 

7 中尾 真樹 

【第 7 回】 
予習 ：教科書 a の 32～34 頁を読み、35～36 頁の練習問題を予習しておく。 
授業 ：教科書 a「品詞・活用の種類」（32～34 頁）について説明してから、練習問題（35～36 頁）の答え

合わせと解説を行う（課題解決型学習）。 
復習 ：教科書 a の 32～36 頁を復習する。 

8 中尾 真樹 

【第 8 回】 
予習 ：教科書 a の 37 頁の応用問題を予習しておく。教科書 b の 5～10 頁を読んでおく。 
授業 ：教科書 a「品詞・活用の種類」の応用問題（37 頁）の答え合わせと解説を行う（課題解決型学習）。

教科書 b「まずは書いてみよう」（5～10 頁）について説明する。 
復習 ：教科書 a の 37 頁と、教科書 b の 5～10 頁を復習する。 
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9 中尾 真樹 

【第 9 回】 
予習 ：教科書 b の 11～18 頁を読んでおく。 

授業 ：教科書 b「よい文章を書くために」（11～18 頁）の「（1）「文」を書くときの注意点」（11～13 頁）に
ついて説明してから、作文課題 2（原稿用紙に書く）を授業時間内に書いて提出する（課題解決型学習）。 
復習 ：「文」を書くときの注意点と、原稿用紙の使い方を復習する。 

10 中尾 真樹 

【第 10 回】 
予習 ：教科書 b の 11～18 頁を読み直す。 

授業 ：作文課題 2 を返却し、解説する。教科書 b「よい文章を書くために」（11～18 頁）の「(2)「文」から「文
章」へ」以降（13～18 頁）について説明する。 
復習 ：教科書 b の 11～18 頁を復習する。 

11 中尾 真樹 

【第 11 回】 
予習 ：教科書 a の 38～40 頁を読んでおく。教科書 b の 5～18 頁を読み直す。 

授業 ：教科書 b「まずは書いてみよう」（5～10 頁）・「よい文章を書くために」（11～18 頁）の知識が身に付
いているかを小テスト 2 で確認する。教科書 a「ら抜き言葉・レタス言葉・さ入れ言葉」（38～40 頁）について説明
する。 

復習 ：教科書 a の 38～40 頁と、教科書 b の 5～18 頁を復習する。 

12 中尾 真樹 

【第 12 回】 

予習 ：教科書 a の 41～43 頁の練習・応用問題を予習し、44～46 頁を読んでおく。 
授業 ：教科書 a「ら抜き言葉・レタス言葉・さ入れ言葉」の練習・応用問題（41～43 頁）の答え合わせと解説
を行い（課題解決型学習）、「文のねじれと言葉の係り受け・あいまい文」（44～46 頁）について説明する。 

復習 ：教科書 a の 41～46 頁を復習する。 

13 中尾 真樹 

【第 13 回】 

予習 ：教科書 b の 19～21 頁を読んでおく。 
授業 ：教科書 b「さあ文章を書いてみよう」（19～21 頁）を説明してから、作文課題 3（論理的な文章）の下
書き（構成）を考えさせた上で、宿題にする（課題解決型学習）。 

復習 ：教科書 b の 19～21 頁を復習する。作文課題 3 を書いて Classroom に提出する。 

14 中尾 真樹 

【第 14 回】 

予習 ：教科書 a の 47～49 頁の練習・応用問題を予習する。 
授業 ：教科書 a「文のねじれと言葉の係り受け・あいまい文」の練習・応用問題（47～49 頁）の答え合わせと解
説を行う（課題解決型学習）。教科書 a で前期に学んだことを振り返る。 

復習 ：教科書 a の 47～49 頁と、教科書 a で前期に学んだことを復習する。 

15 中尾 真樹 

【第 15 回】 

予習 ：教科書 b の 19～21 頁を読み直す。前期の授業内容を振り返る。 
授業 ：教科書 b の「さあ文章を書いてみよう」（19～21 頁）の知識が身に付いているかを小テスト 3 で確認す
る。作文課題 3 を解説する。教科書 b で前期に学んだことを振り返る。 

復習 ：教科書 b で前期の授業で学んだことを復習する。 

授業開始前学習 教科書に目を通して、どんなことを学ぶのか内容を確認しておくこと。 

授業内課題のフィー

ドバックの方法 

日本語についての基礎的な問題や、作文課題、授業内テストを実施する。課題は返却後講評を行い、個別の質問に回答す

る。 

テキスト・教材 

a『スキルアップ! 日本語力』名古屋大学日本語研究会 GK７著（東京書籍） 

b『日本語表現法 新訂版』庄司達也・山岸郁子・小野美典・安達原達晴著（翰林書房） 

教科書は必ず 2 冊とも買うこと。 

参考書  

評価の基準と方法 定期試験（60％）と作文課題・授業内テスト（40％）で評価する。 

ディプロマポリシー 「カリキュラムマップ」 

学修指針 教養力 人間性 
コミュニケーショ

ン力 
社会性 専門力 判断力 技術力 実践力 

科目の該当 ○  ◎    ○  

関連科目  

その他 毎回、国語辞典（電子辞書可）を持ってくること。 

予習・復習の 

所要時間 
講義時間 30 時間（2 時間×15 週）＋予習・復習時間 15 時間（1 時間×15 週） 

実務経験を活かした

教育内容 
 



17 

 

言語表現演習Ⅱ 

科目分類（2025 年

～入学者） 

CS-L-112 

CT-L-112 

SD-L-112 

科目分類（～2024 年

入学者） 
100-110-21 授業コード F02069 

科目名称 言語表現演習Ⅱ 単位数 1.0 単位 

英文名称 Seminar on Japanese RepresentationⅡ 授業区分 演習 

科目責任者 中尾 真樹 必修・選択 履修ガイド参照 

担当教員 中尾 真樹 開講時期 1 年 

オフィスアワー - 研究室 - 

授業概要 

言語表現演習Ⅰを受け、自分の日本語に関する知識を確認しながら、多くの語彙やさまざまな表現に触れることで、コミュニケー

ションツールとしての日本語力を高めるための技術を学んでいく。正確な表記で各種の文章を作成できる能力を身につけるため

に、文の構造や文体、表記の仕方、文章の形式や構成などについて、教科書の問題を考えたり、実際に文章を書いたりしながら
理解を深めていく。この授業では課題解決型学習を行う。 

到達目標 

日本語の正しい語法に習熟し、日本語の運用能力を高めることを目指す。文体、言葉の意味、表記などの日本語の基礎を学

んだうえで、専門分野での発表やレポート作成に必要な日本語力を習得し、状況に応じて適切な文章を書けるようになる。日本

語についての知識と教養を深め、社会人にふさわしいコミュニケーション力を身につけることを目標とする。 

アクティブ・ラーニング

型授業 
有 全授業回数 15 回 メディア科目 － 

複数教員の場

合の授業形態 
 

授業 
回数 

担当者 授業の内容 

1 中尾 真樹 

【第 1 回】 
予習 ：教科書 2 冊（a と b）を準備して目を通す。教科書 a の 50～52 頁を読み、53～54 頁の練習問題を
予習する。 

授業 ：後期の授業の進め方について説明する。教科書 a「接続語・指示語と文章」（50～52 頁）について説明
し、53～54 頁の練習問題の答え合わせと解説を行う（課題解決型学習）。 
復習 ：教科書 a の 50～54 頁を復習する。 

2 中尾 真樹 

【第 2 回】 
予習 ：教科書 a の 55 頁の応用問題を予習し、58～60 頁を読んでおく。 

授業 ：教科書 a「接続語・指示語と文章」の応用問題（55 頁）の答え合わせと解説を行い（課題解決型学
習）、「類義語・対義語」（58～60 頁）について説明する。 
復習 ：教科書 a の 55 頁、58～60 頁を復習する。 

3 中尾 真樹 

【第 3 回】 
予習 ：教科書 a の 61～63 頁の練習・応用問題を予習する。教科書 b の 47～52 頁を読んでおく。 

授業 ：教科書 a「類義語・対義語」の練習・応用問題（61～63 頁）の答え合わせと解説を行い（課題解決
型学習）、教科書 b の「効果的な電子メールとは？」（47～52 頁）について説明する。作文課題 1（電子メー
ルの文章）を宿題にする（課題解決型学習）。 

復習 ：教科書 a の 61～63 頁、教科書 b の 47～52 頁を復習し、作文課題 1 を書いて Classroom に提出
する。 

4 中尾 真樹 

【第 4 回】 
予習 ：教科書 b の 23～27 頁を読んでおく。 
授業 ：作文課題 1 について解説する。教科書 b の「インターネットとデジタル機器を用いた文章作成」（23～27 

頁）について説明する。 
復習 ：電子メールの書き方と、教科書 b の 23～27 頁を復習する。 

5 中尾 真樹 

【第 5 回】 
予習 ：教科書 a の 64～66 頁を読んでおく。教科書 b の 23～27 頁と 47～52 頁を読み直す。 
授業 ：教科書 b「効果的な電子メールとは？」（47～52 頁）と「インターネットとデジタル機器を用いた文章作

成」（23～27 頁）の知識が身に付いているかを小テスト 1 で確認する。教科書 a の「動詞の自他・視点」（64
～66 頁）について説明する。 
復習 ：教科書 a の 64～66 頁を復習する。 

6 中尾 真樹 

【第 6 回】 
予習 ：教科書 a の 67～69 頁の練習・応用問題を予習し、70～72 頁を読んでおく。 

授業 ：教科書 a「動詞の自他・視点」の練習・応用問題（67～69 頁）の答え合わせと解説を行い（課題解決
型学習）、「文体・話し言葉・書き言葉」（70～72 頁）について説明する。 
復習 ：教科書 a の 67～72 頁を復習する。 

7 中尾 真樹 

【第 7 回】 
予習 ：教科書 a の 73～75 頁の練習・応用問題を予習する。教科書 b の 53～57 頁を読んでおく。 

授業 ：教科書 a「文体・話し言葉・書き言葉」の練習・応用問題（73～75 頁）の答え合わせと解説を行い
（課題解決型学習）、教科書 b「効果的な文書作成」（53～57 頁）について説明する。 
復習 ：教科書 a の 73～75 頁、教科書 b の 53～57 頁を復習する。 
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8 中尾 真樹 

【第 8 回】 
予習 ：教科書 b の 53～57 頁を読み直す。 

授業 ：教科書 b「効果的な文書作成」（53～57 頁）の知識が身に付いているかを小テスト 2 で確認する。作
文課題 2（履歴書・エントリーシート）を授業時間内に書いて提出する（課題解決型学習）。 
復習 ：履歴書・エントリーシートの書き方について復習する。 

9 中尾 真樹 

【第 9 回】 
予習 ：教科書 a の 76～78 頁を読んでおく。 

授業 ：作文課題 2 を返却し、解説する。教科書 a「コロケーション」（76～78 頁）について説明する。 
復習 ：教科書 a の 76～78 頁を復習する。 

10 中尾 真樹 

【第 10 回】 
予習 ：教科書 a の 79～81 頁の練習・応用問題を予習し、84～86 頁を読んでおく。 
授業 ：教科書 a「コロケーション」の練習・応用問題（79～81 頁）の答え合わせと解説を行い（課題解決型学

習）、「部首・音訓・熟語」（84～86 頁）について説明する。 
復習 ：教科書 a の 79～81 頁と 84～86 頁を復習する。 

11 中尾 真樹 

【第 11 回】 
予習 ：教科書 a の 87～89 頁の練習・応用問題を予習し、教科書 b の 59～63 頁を読んでおく。 
授業 ：教科書 a「部首・音訓・熟語」の練習・応用問題（87～89 頁）の答え合わせと解説を行い（課題解決

型学習）、教科書 b の「冠婚葬祭・贈答のしきたり」（59～63 頁）について説明する。 
復習 ：教科書 a の 87～89 頁と、教科書 b の 59～63 頁を復習する。 

12 中尾 真樹 

【第 12 回】 
予習 ：教科書 b の 59～63 頁を読み直す。教科書 a の 90～92 頁を読んでおく。 
授業 ：教科書 b「冠婚葬祭・贈答のしきたり」（59～63 頁）の知識が身に付いているかを小テスト 3 で確認す

る。教科書 a「仮名遣い・送り仮名」（90～92 頁）について説明する。 
復習 ：冠婚葬祭について復習する。教科書 a の 90～92 頁を復習する。 

13 中尾 真樹 

【第 13 回】 
予習 ：教科書 a の 93～95 頁の練習・応用問題を予習する。 
授業 ：教科書 a「仮名遣い・送り仮名」の練習・応用問題（93～95 頁）の答え合わせと解説を行う（課題解

決型学習）。作文課題 3（授業で学んだこと）を宿題にする（課題解決型学習）。 
復習 ：教科書の 93～95 頁を復習する。作文課題 3 を書いて Classroom に提出する。 

14 中尾 真樹 

【第 14 回】 
予習 ：教科書 b の 29～31 頁と 33～38 頁を読んでおく。 
授業 ：教科書 b「プレゼンテーションをより効果的に」（29～31 頁）と「敬語を適切に使おう」（33～38 頁）に

ついて説明する。 
復習 ：教科書 b の 29～31 頁と 33～38 頁を復習する。 

15 中尾 真樹 

【第 15 回】 
予習 ：教科書 b の 33～38 頁を読んでおく。 
授業 ：教科書 b の「敬語を適切に使おう」（33～38 頁）の内容を理解しているか問題を出して確認する。教科

書 a・b で後期の授業で学んだことを振り返る。 
復習 ：後期の授業で学んだことを復習する。 

授業開始前学習 教科書に目を通して、どんなことを学ぶのか内容を確認しておくこと。 

授業内課題のフィー

ドバックの方法 

日本語についての基礎的な問題や、作文課題、授業内テストを実施する。課題は返却後講評を行い、個別の質問に回答す

る。 

テキスト・教材 

a『スキルアップ! 日本語力』名古屋大学日本語研究会 GK７著（東京書籍） 

b『日本語表現法 新訂版』庄司達也・山岸郁子・小野美典・安達原達晴著（翰林書房） 

教科書は必ず 2 冊とも買うこと。 

参考書  

評価の基準と方法 定期試験（60 ％）と作文課題・授業内テスト（40％）で評価する。 

ディプロマポリシー 「カリキュラムマップ」 

学修指針 教養力 人間性 
コミュニケーショ

ン力 
社会性 専門力 判断力 技術力 実践力 

科目の該当 ○  ◎    ○  

関連科目  

その他 毎回、国語辞典（電子辞書可）を持ってくること。 

予習・復習の 

所要時間 
講義時間 30 時間（2 時間×15 週）＋予習・復習時間 15 時間（1 時間×15 週） 

実務経験を活かした

教育内容 
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☆英語(会話表現)Ⅰ／英語 AⅠ 

科目分類（2025 年

～入学者） 

CS-L-112 

CT-L-112 

SD-L-112 

科目分類（～2024 年

入学者） 
 授業コード F02151 

科目名称 ☆英語(会話表現)Ⅰ／英語 AⅠ 単位数 1.0 単位 

英文名称 English (Conversational Expressions) Ⅰ／EnglishAⅠ 授業区分 演習 

科目責任者 佐々 うらら 必修・選択 履修ガイド参照 

担当教員 佐々 うらら 開講時期 1 年 

オフィスアワー - 研究室 - 

授業概要 

高校までの英語学習を基に、基礎的な英語力の向上を目指す。基本的な英語表現を用いて、質問したり、答えたりできるよう

にする。日常生活において、必要かつ重要な情報を正確に聞き取ったり、伝えたりできるようにする。簡単な単語やフレーズを使っ
て、自分の気持ちや意見を相手に伝えられるかを意識しながら、会話や英作文での表現の幅を広げる。また、積極的に英語でコ
ミュニケーションをとれる態度を育成する。 

到達目標 基礎的な英会話能力を習得する。また、TOEIC の得点アップを目指す。 

アクティブ・ラーニング

型授業 
有 全授業回数 15 回 メディア科目 － 

複数教員の場
合の授業形態 

 

授業 

回数 
担当者 授業の内容 

1 佐々 うらら 

【第 1 回】 
予習： シラバスを読んでおく。テキスト購入。 

           これまでに学習してきた英語（ボキャブラリー・文法）の見直し。 
授業 ：ガイダンス（今後の授業方針、成績評価基準の説明等） 
復習 ：今後の学習内容の確認。 

2 佐々 うらら 

【第 2 回】 
予習 ：教科書 p.12-14 (概観。わからない単語を調べる。） 

授業 ：Unit1 Jobs & Careers p.12-14 ロールプレイなど 
復習 ：第２回の学習内容 

3 佐々 うらら 

【第 3 回】 
予習 ：教科書 p.15-17 (概観。わからない単語を調べる。） 
授業 ：Unit1 Jobs & Careers p.15-17 ロールプレイなど 

小テスト：Unit1 の確認 
復習 ：第 3 回の学習内容 

4 佐々 うらら 

【第 4 回】 
予習 ：教科書 p.18-20 (概観。わからない単語を調べる。) 
授業 ：Unit2 Entertainment p.18-20 ロールプレイなど 

復習 ：第 4 回の学習内容 

5 佐々 うらら 

【第 5 回】 

予習 ：教科書 p.21-23 (概観。わからない単語を調べる。) 
授業：Unit2 Entertainment p.21-23 ロールプレイなど 
小テスト：Unit2 の確認 

復習 ：第 5 回の学習内容 

6 佐々 うらら 

【第 6 回】 

予習 ：教科書 p.24-26 (概観。わからない単語を調べる。） 
授業 ：Unit3 Work Schedule p.24-26 ロールプレイなど 
復習 ：第 6 回の学習内容 

7 佐々 うらら 

【第 7 回】 
予習 ：教科書 p.27-29 (概観。わからない単語を調べる。） 

授業 ：Unit3 Work Schedule p.27-29 ロールプレイなど 
小テスト：Unit3 の確認 
復習 ：第 7 回の学習内容 

8 佐々 うらら 

【第 8 回】 
予習 ：教科書 p.30-32 (概観。わからない単語を調べる。） 

授業 ：Unit4 Health & Fitness p.30-32 ロールプレイなど 
復習 ：第 8 回の学習内容 

9 佐々 うらら 

【第 9 回】 
予習 ：教科書 p.33-35 (概観。わからない単語を調べる。) 
授業 ：Unit4 Health & Fitness p.33-35 ロールプレイなど 

小テスト：Unit4 の確認 
復習 ：第 9 回の学習内容 
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10 佐々 うらら 

【第 10 回】 
予習 ：教科書 p.36-38 (概観。わからない単語を調べる。) 

授業 ：Unit5 Shopping p.36-38 ロールプレイなど 
復習 ：第 10 回の学習内容 

11 佐々 うらら 

【第 11 回】 
予習 ：教科書 p.39-41 (概観。わからない単語を調べる。） 
授業 ：Unit5 Shopping p.39-41 ロールプレイなど 

小テスト：Unit5 の確認 
復習 ：第 11 回の学習内容 

12 佐々 うらら 

【第 12 回】 
予習 ：教科書 p.42-44 (概観。わからない単語を調べる。） 
授業 ：Unit6 Business Meeting p.42-44 ロールプレイなど 

復習 ：第 12 回の学習内容 

13 佐々 うらら 

【第 13 回】 

予習 ：教科書 p.45-47 (概観。わからない単語を調べる。） 
授業 ：Unit6 Business Meeting p.45-47 ロールプレイなど 
小テスト：Unit6 の確認 

復習 ：第 13 回の学習内容 

14 佐々 うらら 

【第 14 回】 

予習 ：教科書 p.48-50 (概観。わからない単語を調べる。) 
授業 ：Unit7 Recruitment p.48-50 ロールプレイなど 
復習 ：第 14 回の学習内容 

15 佐々 うらら 

【第 15 回】 
予習 ：教科書 p.51-53 (概観。わからない単語を調べる。) 

授業 ：Unit7 Shopping p.51-53 ロールプレイなど 
小テスト：Unit7 の確認 
復習 ：第 15 回の学習内容 

授業開始前学習 
今までに学んできた英語（特に単語・文法）を復習しておく。 

テキストを購入しておく。 

授業内課題のフィー

ドバックの方法 

各ユニット終了のタイミングで小テストを実施する。 

適宜レポートの提出や口頭試問を実施（基本的には講義中）。 

提出物については、評価基準を明確にした上で採点し返却する。 

テキスト・教材 

①Robert Hickling / Misato Usukura 著『English Switch』(金星堂） 

②濵﨑潤之輔著『中学英語からやり直す TOEIC®L&R テスト超入門』（ask） 

※①②の２冊を通年使用する。 

参考書  

評価の基準と方法 

テスト 50%、課題提出・Presentation・授業態度 50%で評価。 

定期試験は実施しない。ただし、授業内でまとめのテストを実施する。                    

その他、第 1 回の授業で説明する。 

ディプロマポリシー 「カリキュラムマップ」 

学修指針 教養力 人間性 
コミュニケーショ

ン力 
社会性 専門力 判断力 技術力 実践力 

科目の該当 ○  ◎    △ ○ 

関連科目  

その他 
講義ではシラバスに沿って、①English Switch を使って会話表現を学びつつ、確かな英語力を身に着けるため、 

②TOEIC®L&R テスト超入門を使って文法の確認も実施する。毎回、①②両方のテキストを持参すること。 

予習・復習の 

所要時間 
講義時間 30 時間（2 時間×15 週）＋予習・復習時間 15 時間（1 時間×15 週） 

実務経験を活かした

教育内容 
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☆英語(会話表現)Ⅰ／英語 AⅠ 

科目分類（2025 年

～入学者） 

CS-L-112 

CT-L-112 

SD-L-112 

科目分類（～2024 年

入学者） 
100-110-21 授業コード F02134 

科目名称 ☆英語(会話表現)Ⅰ／英語 AⅠ 単位数 1.0 単位 

英文名称 EnglishAⅠ 授業区分 演習・実習・実技 

科目責任者 薬師 英子 必修・選択 履修ガイド参照 

担当教員 薬師 英子 開講時期 1 年 

オフィスアワー 
前期 火曜日 12:10～13:00 金曜日 12:10～14:30 

後期 火曜日 10:00～13:00 
研究室 10-55 

授業概要 

英語（会話表現）Ⅰ／英語ＡⅠでは、英語の基礎的な運用能力の習得のために、「リスニング」「スピーキング」「リーディング」

「ライティング」の４技能を効果的に統合したグループワーク、ディスカッション、プレゼンテーション等の活動を行う。英語のコミュニケ
ーションスキルを高めることを目的とする。 

到達目標 基本的な英語表現を使って、日常的なトピックについて自分の考えを述べたり、やりとりをすることができる。 

アクティブ・ラーニング

型授業 
有 全授業回数 15 回 メディア科目 － 

複数教員の場

合の授業形態 
 

授業 
回数 

担当者 授業の内容 

1 薬師 英子 

【第 1 回】 
予習 ：自分の英語学習を振り返る 
授業 ：オリエンテーション（授業のねらい、授業の進め方等について）グループワーク 

復習 ：家庭学習を考える 

2 薬師 英子 

【第 2 回】 

予習 ：教科書の該当箇所を読む 
授業 ：Unit 1 Icebreaking (pp.16~18) Unit の Dialogue を活用したグループワークとディスカッション 
復習 ：授業中の活動を振り返る 

3 薬師 英子 

【第 3 回】 
予習 ：教科書の該当箇所を読む 

   授業 ：Unit 1 Icebreaking (pp.19~21) Review & Activity 前週のディスカッションをふまえた発表 
   復習 ：授業中の活動を振り返る 

4 薬師 英子 

【第 4 回】 
予習 ：教科書の該当箇所を読む 
授業 ：Unit 2 Describing People (Character) (pp.22~24) Unit の Dialogue を活用したグループワー

クとディスカッション 
復習 ：授業中の活動を振り返る 

5 薬師 英子 

【第 5 回】 
予習 ：教科書の該当箇所を読む 
授業 ：Unit 2 Describing People (Character) (pp.25~27) Review & Activity 前週のディスカッション

をふまえた発表 
復習 ：授業中の活動を振り返る 

6 薬師 英子 

【第 6 回】 
予習 ：教科書の該当箇所を読む 
授業 ：Unit 3 Describing People (Appearance) (pp.28~30) Unit の Dialogue を活用したグループワ

ーク 
復習 ：授業中の活動を振り返る 

7 薬師 英子 

【第 7 回】 
予習 ：教科書の該当箇所を読む 
授業 ：Unit 3 Describing People (Appearance) (pp.31~33) Review & Activity、これまで学んできた

Unit1~3(pp.16~33)についてのまとめ提出 
復習 ：授業中の活動を振り返る 

8 薬師 英子 

【第 8 回】 
予習 ：ここまでの授業を総復習する 
授業 ：前期前半のまとめをする 

復習 ：まとめを振り返る 

9 薬師 英子 

【第 9 回】 

予習 ：教科書の該当箇所を読む 
授業 ：Unit 4 Inviting People (pp.34~36)、これまで学んできた Unit1~4(pp.16~36)についてのまとめの
講評 

復習 ：授業中の活動を振り返る 
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10 薬師 英子 

【第 10 回】 
予習 ：教科書の該当箇所を読む 

授業 ：Unit 4 Inviting People (pp.37~39) Review & Activity Unit の Dialogue を活用したグループ
ワーク 
復習 ：授業中の活動を振り返る 

11 薬師 英子 

【第 11 回】 
予習 ：教科書の該当箇所を読む 

授業 ：Unit 5 Giving Directions (pp.40~42) Unit の Dialogue を活用したグループワークとディスカッショ
ン 
復習 ：授業中の活動を振り返る 

12 薬師 英子 

【第 12 回】 
予習 ：教科書の該当箇所を読む 

授業 ：Unit 5 Giving Directions (pp.43~45) Review & Activity 前週のディスカッションをふまえた発表 
復習 ：授業中の活動を振り返る 

13 薬師 英子 

【第 13 回】 
予習 ：教科書の該当箇所を読む 
授業 ：Unit 6 Complaining & Apologizing (pp.46~48)、これまで学んできた Unit1~6(pp.16~48)に

ついてのまとめ提出 
復習 ：授業中の活動を振り返る 

14 薬師 英子 

【第 14 回】 
予習 ：教科書の該当箇所を読む 
  授業 ：Unit 6 Complaining & Apologizing (pp.49~51) Review & Activity グループワーク 

  復習 ：授業中の活動を振り返る 

15 薬師 英子 

【第 15 回】 

予習 ：今まで授業で学んだことを振り返る 
 授業 ：Review of Unit 1 Icebreaking ~ Unit 6 Complaining & Apologizing (pp.16~51)、これま
で学んできた Unit1~6(pp.16~51)についてのまとめの講評 

 復習 ：自分の課題を見つけ対策を立てる 

授業開始前学習 
学習予定の Unit の内容・単語の予習と小テストに向けての学習を必ず行うこと。映画・音楽・テレビ・新聞記事など、英語に触

れる機会を多く持ち、国際的な事柄に積極的に興味を持つこと。 

授業内課題のフィー

ドバックの方法 

毎時間授業の冒頭で小テストを行う。授業 7 回目、13 回目に提出するまとめについては、2 週間後（授業９回目、15 回

目）に全体の講評を行い、個別の質問に回答する。 

テキスト・教材 吉富 昇著 『Communication Builder  -Revised Edition』（南雲堂） 

参考書 授業中に紹介する。 

評価の基準と方法 試験 60％、平常点 40％（小テスト、課題提出、Presentation、授業参加意欲） 

ディプロマポリシー 「カリキュラムマップ」 

学修指針 教養力 人間性 
コミュニケーショ

ン力 
社会性 専門力 判断力 技術力 実践力 

科目の該当 〇  ◎    △ 〇 

関連科目  

その他 

出席を重視する。単位認定には全授業数の３分の２以上の出席が必須とする。遅刻３回で欠席 1 回とみなす。講義開始後

30 分以上の遅刻は欠席とみなす。テキスト忘れ、授業内での携帯使用等は授業参加意欲の減点対象とする。その他、1 回目
の授業で説明する。欠席した回の学習内容はシラバス、配信資料等を確認し、各自でフォローアップする。 

予習・復習の 

所要時間 
講義時間 30 時間（2 時間×15 週）＋予習・復習時間 15 時間（1 時間×15 週） 

実務経験を活かした

教育内容 
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☆英語(会話表現)Ⅱ／英語 AⅡ 

科目分類（2025 年

～入学者） 

CS-L-112 

CT-L-112 

SD-L-112 

科目分類（～2024 年

入学者） 
 授業コード F02201 

科目名称 ☆英語(会話表現)Ⅱ／英語 AⅡ 単位数 1.0 単位 

英文名称 English (Conversational Expressions) Ⅱ／EnglishAⅡ 授業区分 演習 

科目責任者 佐々 うらら 必修・選択 履修ガイド参照 

担当教員 佐々 うらら 開講時期 1 年 

オフィスアワー - 研究室 - 

授業概要 

英語（会話表現）Ⅰを基に、基礎的な英語力の向上を目指す。基本的な英語表現を用いて、質問したり、答えたりできるよう

にする。自分の身の回りのトピックについて、具体的な情報を聞き取ったり、自分の言いたいことを伝えられるようにする。簡単な単

語やフレーズを使い、会話や英作文での表現の幅を広げていく。また、積極的にコミュニケーションを図る態度も育成する。 

到達目標 基礎的な英会話能力を習得する。また、TOEIC の得点アップを目指す。 

アクティブ・ラーニング

型授業 
有 全授業回数 15 回 メディア科目 － 

複数教員の場

合の授業形態 
 

授業 
回数 

担当者 授業の内容 

1 佐々 うらら 

【第 1 回】 
予習 ：教科書 p.54-56 (概観。わからない単語を調べる。） 
授業 ：Unit8 Customer Needs p.54-56 ロールプレイなど 

復習 ：第 1 回の学習内容 

2 佐々 うらら 

【第 2 回】 

予習 ：教科書 p.57-59 (概観。わからない単語を調べる。） 
授業 ：Unit8 Customer Needs p.57-59 ロールプレイなど 
小テスト：Uniti8 の確認 

復習 ：第２回の学習内容 

3 佐々 うらら 

【第 3 回】 

予習 ：教科書 p.60-62 (概観。わからない単語を調べる。） 
授業 ：Unit9 Business Trip p.60-62 ロールプレイなど 
復習 ：第 3 回の学習内容 

4 佐々 うらら 

【第 4 回】 
予習 ：教科書 p.63-65 (概観。わからない単語を調べる。) 

授業 ：Unit9 Business Trip p.63-65 ロールプレイなど 
小テスト：Unit9 の確認 
復習 ：第 4 回の学習内容 

5 佐々 うらら 

【第 5 回】 
予習 ：教科書 p.66-68 (概観。わからない単語を調べる。) 

授業 ：Unit10 Advertising p.66-68 ロールプレイなど 
復習 ：第 5 回の学習内容 

6 佐々 うらら 

【第 6 回】 
予習 ：教科書 p.69-71 (概観。わからない単語を調べる。） 
授業 ：Unit10 Advertising p.69-71 ロールプレイなど 

小テスト：Unit10 の確認 
復習 ：第 6 回の学習内容 

7 佐々 うらら 

【第 7 回】 
予習 ：教科書 p.72-74 (概観。わからない単語を調べる。） 
授業 ：Unit11 Factory Tour p.72-74 ロールプレイなど 

復習 ：第 7 回の学習内容 

8 佐々 うらら 

【第 8 回】 

予習 ：教科書 p.75-77 (概観。わからない単語を調べる。） 
授業 ：Unit11 Factory Tour p.75-77 ロールプレイなど 
小テスト：Unit11 の確認 

復習 ：第 8 回の学習内容 

9 佐々 うらら 

【第 9 回】 

予習 ：教科書 p.78-80 (概観。わからない単語を調べる。) 
授業 ：Unit12 Money Matters p.78-80 ロールプレイなど 
復習 ：第 9 回の学習内容 
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10 佐々 うらら 

【第 10 回】 
予習 ：教科書 p.81-83 (概観。わからない単語を調べる。) 

授業 ：Unit12 Money Matters p.81-83 ロールプレイなど 
小テスト：Unit12 の確認 
復習 ：第 10 回の学習内容 

11 佐々 うらら 

【第 11 回】 
予習 ：教科書 p.84-86 (概観。わからない単語を調べる。） 

授業 ：Unit13 Leisure p.84-86 ロールプレイなど 
復習 ：第 11 回の学習内容 

12 佐々 うらら 

【第 12 回】 
予習 ：教科書 p.87-89 (概観。わからない単語を調べる。） 
授業 ：Unit13 Leisure p.87-89 ロールプレイなど 

小テスト：Unit13 の確認 
復習 ：第 12 回の学習内容 

13 佐々 うらら 

【第 13 回】 
予習 ：教科書 p.90-92 (概観。わからない単語を調べる。） 
授業 ：Unit14 Environment p.90-92 ロールプレイなど 

復習 ：第 13 回の学習内容 

14 佐々 うらら 

【第 14 回】 

予習 ：教科書 p.93-95 (概観。わからない単語を調べる。) 
授業 ：Unit14 Environment p.93-95 ロールプレイなど 
小テスト：Unit14 の確認 

復習 ：第 14 回の学習内容 

15 佐々 うらら 

【第 15 回】 

予習 ：教科書 p.96-98 (概観。わからない単語を調べる。) 
授業 ：Unit15 Business Tie-Up p.96-98 ロールプレイなど 
復習 ：第 15 回の学習内容 

授業開始前学習 前期の学習内容（特に単語・文法、フレーズ）を復習しておく。 

授業内課題のフィー

ドバックの方法 

各ユニット終了後、小テストを実施する。 

レポートの提出や口頭試問を実施（基本的には講義中）。 

テキスト・教材 

※前期と同じテキストを使用。 

①Robert Hickling / Misato Usukura 著『English Switch』(金星堂） 

②濵﨑潤之輔著『中学英語からやり直す TOEIC®L&R テスト超入門』（ask） 

参考書  

評価の基準と方法 

テスト 50%、課題提出・Presentation・授業態度等 50%で評価。 

定期試験は実施しない。授業内にまとめテストを実施する。                      

その他、第 1 回の授業で説明する。 

ディプロマポリシー 「カリキュラムマップ」 

学修指針 教養力 人間性 
コミュニケーショ

ン力 
社会性 専門力 判断力 技術力 実践力 

科目の該当 ○  ◎    △ ○ 

関連科目  

その他  

予習・復習の 

所要時間 
講義時間 30 時間（2 時間×15 週）＋予習・復習時間 15 時間（1 時間×15 週） 

実務経験を活かした

教育内容 
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☆英語(会話表現)Ⅱ／英語 AⅡ 

科目分類（2025 年

～入学者） 

CS-L-112 

CT-L-112 

SD-L-112 

科目分類（～2024 年

入学者） 
100-110-21 授業コード F02184 

科目名称 ☆英語(会話表現)Ⅱ／英語 AⅡ 単位数 1.0 単位 

英文名称 EnglishAⅡ 授業区分 演習・実習・実技 

科目責任者 薬師 英子 必修・選択 履修ガイド参照 

担当教員 薬師 英子 開講時期 1 年 

オフィスアワー 
前期 火曜日 12:10～13:00 金曜日 12:10～14:30 

後期 火曜日 10:00～13:00 
研究室 10-55 

授業概要 

英語（会話表現）Ⅱ／英語ＡⅡでは、英語（会話表現）Ⅰ／英語ＡⅠで修得した英語の運用能力をさらに向上させるた

めに「リスニング」「スピーキング」「リーディング」「ライティング」の４技能を効果的に統合したグループワーク、ディスカッション、プレゼン
テーション等の活動を行う。英語のコミュニケーションスキルを高めることを目的とする。 

到達目標 標準的な英語表現を使って、さまざまなトピックについて自分の考えを述べたり、やりとりをすることができる。 

アクティブ・ラーニング

型授業 
有 全授業回数 15 回 メディア科目 － 

複数教員の場

合の授業形態 
 

授業 
回数 

担当者 授業の内容 

1 薬師 英子 

【第 1 回】 
予習 ：自分の英語学習を振り返る 
授業 ：Talk about Summer Vacation / Review of the first term & Introduction  ペアワーク 

復習 ：家庭学習を考える 

2 薬師 英子 

【第 2 回】 

予習 ：教科書の該当箇所を読む 
授業 ： Unit 7 Giving Advice (pp.52~54) Unit の Dialogue を活用したグループワークとディスカッション 
復習 ：授業中の活動を振り返る 

3 薬師 英子 

【第 3 回】 
予習 ：教科書の該当箇所を読む 

授業 ： Unit 7 Giving Advice (pp.55~57) Review & Activity 前週のディスカッションをふまえた発表 
復習 ：授業中の活動を振り返る 

4 薬師 英子 

【第 4 回】 
予習 ：教科書の該当箇所を読む 
授業 ： Unit 8 Getting Information (pp.58~60) Unit の Dialogue を活用したグループワークとディスカッ

ション 
復習 ：授業中の活動を振り返る 

5 薬師 英子 

【第 5 回】 
予習 ：教科書の該当箇所を読む 
授業 ： Unit 8 Getting Information (pp.61~63) Review & Activity 前週のディスカッションをふまえた

発表 
復習 ：授業中の活動を振り返る 

6 薬師 英子 

【第 6 回】 
予習 ：教科書の該当箇所を読む 
授業 ： Unit 9 Comparing & Contrasting (pp.64~66) Unit の Dialogue を活用したグループワークとデ

ィスカッション 
復習 ：授業中の活動を振り返る 

7 薬師 英子 

【第 7 回】 
予習 ：教科書の該当箇所を読む 
授業 ： Unit 9 Comparing & Contrasting (pp.67~69) Review & Activity、これまで学んできた

Unit7~9(pp.52~69)についてのまとめ提出 
復習 ：授業中の活動を振り返る 

8 薬師 英子 

【第 8 回】 
予習 ：ここまでの授業を総復習する 
授業 ：後期前半のまとめをする 

復習 ：まとめを振り返る 

9 薬師 英子 

【第 9 回】 

予習 ：教科書の該当箇所を読む 
授業 ： Unit 10 Talking about Experiences (pp.70~72)、これまで学んできた
Unit7~10(pp.52~72)についてのまとめの講評 

復習 ：授業中の活動を振り返る 
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10 薬師 英子 

【第 10 回】 
予習 ：教科書の該当箇所を読む 

授業 ： Unit 10 Talking about Experiences (pp.73~75) Review & Activity グループワーク 
復習 ：授業中の活動を振り返る 

11 薬師 英子 

【第 11 回】 
予習 ：教科書の該当箇所を読む 
授業 ： Unit 11 Interviewing (pp.76~78) Unit の Dialogue を活用したグループワークとディスカッション 

復習 ：授業中の活動を振り返る 

12 薬師 英子 

【第 12 回】 

予習 ：教科書の該当箇所を読む 
授業 ： Unit 11 Interviewing (pp.79~81) Review & Activity 前週のディスカッションをふまえた発表 
復習 ：授業中の活動を振り返る 

13 薬師 英子 

【第 13 回】 
予習 ：教科書の該当箇所を読む 

授業 ：Prepare for Presentation、これまで学んできた Unit7~11(pp.52~81)についてのまとめ提出   
復習 ：授業中の活動を振り返る 

14 薬師 英子 

【第 14 回】 
予習 ：教科書の該当箇所を読む 
授業 ：Presentation 

復習 ：授業中の活動を振り返る 

15 薬師 英子 

【第 15 回】 

予習 ：今までの授業で学んだことを振り返る 
授業 ：Review of Unit 7 Giving Advice ~ Unit 11 Interviewing (pp.52~81) 、これまで学んできた
Unit7~11(pp.52~81)についてのまとめの講評 

復習 ：自分の課題を見つけ対策を立てる 

授業開始前学習 
学習予定の Unit の内容・単語の予習と小テストに向けての学習を必ず行うこと。映画・音楽・テレビ・新聞記事など、英語に触

れる機会を多く持ち、国際的な事柄に積極的に興味を持つこと。 

授業内課題のフィー

ドバックの方法 

毎時間授業の冒頭で小テストを行う。授業 7 回目、13 回目に提出するまとめについては、2 週間後（授業９回目、15 回

目）に全体の講評を行い、個別の質問に回答する。 

テキスト・教材 吉富 昇著 『Communication Builder  -Revised Edition』（南雲堂） 

参考書 授業中に紹介する。 

評価の基準と方法 試験 60％、平常点 40％（小テスト、課題提出、Presentation、授業参加意欲） 

ディプロマポリシー 「カリキュラムマップ」 

学修指針 教養力 人間性 
コミュニケーショ

ン力 
社会性 専門力 判断力 技術力 実践力 

科目の該当 〇  ◎    △ 〇 

関連科目  

その他 

出席を重視する。単位認定には全授業数の３分の２以上の出席を必須とする。遅刻３回で欠席 1 回とみなす。講義開始後

30 分以上の遅刻は欠席とみなす。テキスト忘れ、授業内での携帯使用等は授業参加意欲の減点対象とする。その他、1 回目
の授業で説明する。欠席した回の授業内容はシラバスや配信資料等を確認し、各自フォローアップする。 

予習・復習の 

所要時間 
講義時間 30 時間（2 時間×15 週）＋予習・復習時間 15 時間（1 時間×15 週） 

実務経験を活かした

教育内容 
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☆英語(読解)Ⅰ／英語 BⅠ 

科目分類（2025 年

～入学者） 

CS-L-112 

CT-L-112 

SD-L-112 

科目分類（～2024 年

入学者） 
 授業コード F02351 

科目名称 ☆英語(読解)Ⅰ／英語 BⅠ 単位数 1.0 単位 

英文名称 English (Reading Comprehension) Ⅰ／EnglishBⅠ 授業区分 演習 

科目責任者 加藤 久子 必修・選択 履修ガイド参照 

担当教員 加藤 久子 開講時期 1 年 

オフィスアワー - 研究室 - 

授業概要 

これまで学んできた英語の基礎力をもとに、英語の運用能力を育成することを目指す授業である。英語運用能力がみについたか

どうかを測定するために、TOEIC 等の資格試験を活用する。毎年、受講開始時と受講終了時に同一資格試験を受験すること
により、成績を比較し、自己分析する。自身の英語力の得意分野と不得意分野を特定し、以後の学習に活用する機会とする。
授業後半では毎時間演習問題に取り組む。本授業では、主に「語彙・語法」について学ぶ。 

 

到達目標 
基本的な構文で書かれた英文を複数回にわたり聞き取りをすると、理解できる。基本的な構文で書かれた英文を時間をかけて

読むと理解できる。身近な話題について、書いたり話したりすることができる。 

アクティブ・ラーニング

型授業 
有 全授業回数 15 回 メディア科目 － 

複数教員の場
合の授業形態 

 

授業 
回数 

担当者 授業の内容 

1 加藤 久子 

【第 1 回】 

予習：履修ガイド学科該当ページの熟読 
授業：オリエンテーション（授業概要、到達目標、成績評価基準の説明等） 
復習：授業中に説明を受けた授業概要、到達目標、成績評価基準の説明等を確認する 

 

2 加藤 久子 

【第 2 回】 

予習：TOEIC テキスト Unit1 Part1～Part４の分からない単語を調べておく。 
   Unit1 ①Critical cartoons、②Core vocabulary を読み、分からない単語を調べておく。 
授業： TOEIC テスト演習及び解答・解説 / Unit 1 前半およびペアワーク 

復習：第２回で学んだ内容を振り返る。 

3 加藤 久子 

【第 3 回】 

予習：TOEIC テキスト Unit1 Part5～Part7 の分からない単語を調べておく。 
   Unit1 ⓹Reading skill を読み、分からない単語を調べておく。 
授業：TOEIC テスト演習及び解答・解説 / Unit 1 後半およびグループワーク、Unit1 小テスト 

復習：第 3 回で学んだ内容を振り返る。 

4 加藤 久子 

【第 4 回】 

予習：TOEIC テキスト Unit2 Part1～Part４の分からない単語を調べておく。 
   Unit2 ①Critical cartoons、②Core vocabulary を読み、分からない単語を調べておく。 
授業： TOEIC テスト演習及び解答・解説 / Unit 2 前半およびペアワーク 

復習：第 4 回で学んだ内容を振り返る。 

5 加藤 久子 

【第 5 回】 

予習：TOEIC テキスト Unit2 Part5～Part7 の分からない単語を調べておく。 
           Unit 2⑤Reading skills を読み、分からない単語を調べておく。 
授業：TOEIC テスト演習及び解答・解説 / Unit 2 後半およびグループワーク、Unit 2 小テスト 

復習：第 5 回で学んだ内容を振り返る。 

6 加藤 久子 

【第 6 回】 

予習：TOEIC テキスト Unit３ Part1～Part４の分からない単語を調べておく。 
   Unit３ ①Critical cartoons、②Core vocabulary を読み、分からない単語を調べておく。 
授業： TOEIC テスト演習及び解答・解説 / Unit 3 前半およびペアワーク 

復習：第６回で学んだ内容を振り返る。 

7 加藤 久子 

【第 7 回】 

予習：TOEIC テキスト Unit3 Part5～Part7 の分からない単語を調べておく。 
           Unit 3 ⑤Reading skills を読み、分からない単語を調べておく。 
授業：TOEIC Unit1-Unit3 まとめテスト / Unit 3 後半およびグループワーク 

復習：第 7 回で学んだ内容を振り返る。 

8 加藤 久子 

【第 8 回】 

予習：TOEIC テキスト Unit4 Part1～Part４の分からない単語を調べておく。 
   Unit４ ①Critical cartoons、②Core vocabulary を読み、分からない単語を調べておく。 
授業：まとめテスト返却、解答・解説 

    TOEIC テスト演習及び解答・解説 / Unit 4 前半およびペアワーク 
復習：第８回で学んだ内容を振り返る。 
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9 加藤 久子 

【第 9 回】   
予習：TOEIC テキスト Unit4 Part5～Part7 の分からない単語を調べておく。 

           Unit 4 ⑤Reading skills を読み、分からない単語を調べておく。 
授業： TOEIC テスト演習及び解答・解説 / Unit 4 後半およびグループワーク、Unit4 小テスト 
復習：第 9 回で学んだ内容を振り返る。 

10 加藤 久子 

【第 10 回】 
予習：TOEIC テキスト Unit5 Part1～Part４の分からない単語を調べておく。 

   Unit5 ①Critical cartoons、②Core vocabulary を読み、分からない単語を調べておく。 
授業： TOEIC テスト演習及び解答・解説 / Unit 5 前半およびペアワーク 
復習：第 10 回で学んだ内容を振り返る。 

11 加藤 久子 

【第 11 回】 
予習：TOEIC テキスト Unit5 Part5～Part7 の分からない単語を調べておく。 

           Unit 5 ⑤Reading skills を読み、分からない単語を調べておく。 
授業：TOEIC テスト演習及び解答・解説 / Unit 5 後半およびグループワーク、Unit5 小テスト 
復習：第 11 回で学んだ内容を振り返る。 

12 加藤 久子 

【第 12 回】 
予習：TOEIC テキスト Unit6 Part1～Part４の分からない単語を調べておく。 

   Unit6 ①Critical cartoons、②Core vocabulary を読み、分からない単語を調べておく。 
授業： TOEIC テスト演習及び解答・解説 / Unit6 前半およびペアワーク 
復習：第 12 回で学んだ内容を振り返る。 

13 加藤 久子 

【第 13 回】 
予習：TOEIC テキスト Unit6 Part5～Part7 の分からない単語を調べておく。 

           Unit 6 ⑤ Reading skills を読み、分からない単語を調べておく。 
授業： TOEIC Unit4-Unit6 まとめテスト / Unit 6 後半およびグループワーク 
復習：第 13 回で学んだ内容を振り返る。 

14 加藤 久子 

【第 14 回】 
予習：TOEIC テキスト Unit7 Part1～Part４の分からない単語を調べておく。 

   Unit7 ①Critical cartoons、②Core vocabulary を読み、分からない単語を調べておく。 
授業：まとめテスト返却、解答・解説 
           TOEIC テスト演習及び解答・解説 / Unit 7 前半及びペアワーク 

復習：第 14 回で学んだ内容を振り返る。 

15 加藤 久子 

【第 15 回】 

予習：TOEIC テキスト Unit7 Part5～Part７の分からない単語を調べておく。 
   Unit 7 ⑤Reading skills を読み、分からない単語を調べておく。 
授業：TOEIC テスト演習及び解答・解説 / Unit 7 後半およびグループワーク 

復習：第 15 回で学んだ内容を振り返る。 

授業開始前学習 
高校までの英単語、英文法をできるだけ見直しておくこと。映画・音楽・テレビ・新聞など、英語に触れる機会を多く持ち、興味の

ある文章や単語を辞書で調べること。 

授業内課題のフィー

ドバックの方法 
各演習、テスト、課題返却後に解答・解説及び講評を行う。 

テキスト・教材 

①Robert Hickling 著『FIRST TRY FOR THE TOEIC®L&R テスト』（金星堂） 

②Charles Browne /Brent Culligan / Joseph Phillips 著『IN FOCUS INTRO』(金星堂） 

※①②の２冊を通年使用する。 

参考書  

評価の基準と方法 

小テスト 30%、まとめテスト 40%、平常点(授業態度、課題提出、Presentation 等)30%を総合して評価する。 

定期試験は実施しない。                      

その他、第 1 回の授業で説明する。 

ディプロマポリシー 「カリキュラムマップ」 

学修指針 教養力 人間性 
コミュニケーショ

ン力 
社会性 専門力 判断力 技術力 実践力 

科目の該当 ○  ◎    △ ○ 

関連科目  

その他 

①授業前半に『FIRST TRY FOR THE TOEIC®L&RTEST』を使って演習問題実践後、解答・解説を行い、自身の英語力

を向上させる。 

②授業後半には、『IN FOCUS INTRO』を使用し、グループワーク、ディスカッション、プレゼンテーション等の活動も行いながら語
彙、語法を身につける。 

毎回、①②両方のテキストを持参すること。 

予習・復習の 

所要時間 
講義時間 30 時間（2 時間×15 週）＋予習・復習時間 15 時間（1 時間×15 週） 

実務経験を活かした

教育内容 
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☆英語(読解)Ⅱ／英語 BⅡ 

科目分類（2025 年

～入学者） 

CS-L-112 

CT-L-112 

SD-L-112 

科目分類（～2024 年

入学者） 
 授業コード F02401 

科目名称 ☆英語(読解)Ⅱ／英語 BⅡ 単位数 1.0 単位 

英文名称 English (Reading Comprehension) Ⅰ／EnglishBⅡ 授業区分 演習 

科目責任者 加藤 久子 必修・選択 履修ガイド参照 

担当教員 加藤 久子 開講時期 1 年 

オフィスアワー - 研究室 - 

授業概要 

これまで学んできた英語の基礎力をもとに、英語の運用能力を育成することを目指す授業である。英語運用能力がみについたか

どうかを測定するために、TOEIC 等の資格試験を活用する。毎年、受講開始時と受講終了時に同一資格試験を受験すること
により、成績を比較し、自己分析する。自身の英語力の得意分野と不得意分野を特定し、以後の学習に活用する機会とする。
授業後半では毎時間演習問題に取り組む。本授業では、主に「文法」について学ぶ。 

到達目標 
基本的な構文で書かれた英文を複数回にわたり聞き取りをすると、理解できる。基本的な構文で書かれた英文を時間をかけて

読むと理解できる。身近な話題について、書いたり話したりすることができる。 

アクティブ・ラーニング

型授業 
有 全授業回数 15 回 メディア科目 － 

複数教員の場
合の授業形態 

 

授業 

回数 
担当者 授業の内容 

1 加藤 久子 

【第 1 回】 
予習：TOEIC テキスト Unit8 Part1～Part４の分からない単語を調べておく。 

   Unit8 ①Critical cartoons、②Core vocabulary を読み、分からない単語を調べておく。 
授業： TOEIC テスト演習及び解答・解説 / Unit 8 前半およびペアワーク 
復習：第 1 回で学んだ内容を振り返る。 

2 加藤 久子 

【第 2 回】 
予習：TOEIC テキスト Unit8 Part5～Part7 の分からない単語を調べておく。 

          Unit 8 ⑤Reading skills を読み、分からない単語を調べておく。 
授業：TOEIC テスト演習及び解答・解説 
          Unit 8 後半およびグループワーク、Unit 8 小テスト 

復習：第 2 回で学んだ内容を振り返る。 

3 加藤 久子 

【第 3 回】 

予習：TOEIC テキスト Unit9 Part1～Part４の分からない単語を調べておく。 
   Unit9 ①Critical cartoons、②Core vocabulary を読み、分からない単語を調べておく。 
授業： TOEIC テスト演習及び解答・解説 / Unit 9 前半およびペアワーク 

復習：第 3 回で学んだ内容を振り返る。 

4 加藤 久子 

【第 4 回】 

予習：TOEIC テキスト Unit9 Part5～Part7 の分からない単語を調べておく。 
           Unit 9 ⑤Reading skills を読み、分からない単語を調べておく。 
授業：TOEIC テスト演習及び解答・解説 

           Unit 9 後半およびグループワーク、Unit 9 小テスト 
復習：第 4 回で学んだ内容を振り返る。 

5 加藤 久子 

【第 5 回】 
予習：TOEIC テキスト Unit10 Part1～Part４の分からない単語を調べておく。 
   Unit10 ①Critical cartoons、②Core vocabulary を読み、分からない単語を調べておく。 

授業：TOEIC テスト演習及び解答・解説 / Unit10 前半およびペアワーク 
   プレゼンテーション原稿準備① 
復習：第 5 回で学んだ内容を振り返る。 

6 加藤 久子 

【第 6 回】 
予習：TOEIC テキスト Unit10 Part5～Part7 の分からない単語を調べておく。 

   Unit10 ⑤Reading skills を読み、分からない単語を調べておく。 
授業：TOEIC テスト演習及び解答・解説 / Unit 10 後半およびグループワーク 
   プレゼンテーション原稿準備② 

復習：第 6 回で学んだ内容を振り返る。 
 

7 加藤 久子 

【第 7 回】 
予習：TOEIC テキスト Unit11 Part1～Part４の分からない単語を調べておく。 
   Unit11 ①Critical cartoons、②Core vocabulary を読み、分からない単語を調べておく。 

授業： TOEIC テスト演習及び解答・解説 / Unit11 前半およびペアワーク 
   プレゼンテーション原稿準備③ 
復習：第 7 回で学んだ内容を振り返る。 
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8 加藤 久子 

【第 8 回】 
予習：TOEIC テキスト Unit11 Part5～Part7 の分からない単語を調べておく。 

授業： TOEIC テスト演習及び解答・解説 / まとめテスト① 
   プレゼンテーション原稿準備④ 
復習：第 8 回で学んだ内容を振り返る。 

9 加藤 久子 

【第 9 回】 
予習：TOEIC テキスト Unit12 Part1～Part４の分からない単語を調べておく。 

授業： TOEIC テスト演習及び解答・解説 / プレゼンテーション原稿準備⓹ 
復習：第 9 回で学んだ内容を振り返る。 

10 加藤 久子 

【第 10 回】 
予習：TOEIC テキスト Unit12 Part5～Part7 の分からない単語を調べておく。 
授業： TOEIC テスト演習及び解答・解説 / プレゼンテーション発表準備 

復習：第 10 回で学んだ内容を振り返る。 

11 加藤 久子 

【第 11 回】 

予習：TOEIC テキスト Unit13 Part1～Part４の分からない単語を調べておく。    
授業： TOEIC テスト演習及び解答・解説 /プレゼンテーション発表(1) 
復習：第 11 回で学んだ内容を振り返る。 

 

12 加藤 久子 

【第 12 回】 

予習：TOEIC テキスト Unit13 Part5～Part7 の分からない単語を調べておく。    
授業： TOEIC テスト演習及び解答・解説 / プレゼンテーション発表(2) 
復習：第 12 回で学んだ内容を振り返る。 

13 加藤 久子 

【第 13 回】 
予習：TOEIC テキスト Unit14 Part1～Part４の分からない単語を調べておく。   

授業： TOEIC テスト演習及び解答・解説 /  まとめテスト② 
復習：第 13 回で学んだ内容を振り返る。 
 

14 加藤 久子 

【第 14 回】 
予習：TOEIC テキスト Unit14 Part5～Part7 を読み、分からない単語を調べておく。 

    Unit12 ①Critical cartoons、②Core vocabulary を読み、分からない単語を調べておく。 
授業：まとめテスト② 解答・解説・講評 
   TOEIC テスト演習及び解答・解説 / AI についてディスカッション(1) 

復習：第 14 回で学んだ内容を振り返る。 
 

15 加藤 久子 

【第 15 回】 
予習：TOEIC テキスト Unit15  
   Unit12⓹Reading skills を読み、分からない単語を調べておく。 

授業： TOEIC テスト演習及び解答・解説 / AI についてディスカッション(2) 
復習：第 15 回で学んだ内容を振り返る。 
 

授業開始前学習 前期の学習内容（特に語彙、語法）を復習しておく。 

授業内課題のフィー

ドバックの方法 
各演習、テスト、課題返却後に解答・解説及び講評を行う。 

テキスト・教材 

①Robert Hickling 著『FIRST TRY FOR THE TOEIC®L&R テスト』（金星堂） 

②Charles Browne /Brent Culligan / Joseph Phillips 著『IN FOCUS INTRO』(金星堂） 

※①②の２冊を通年使用する。 

参考書  

評価の基準と方法 
小テスト 30%、まとめテスト 40%、平常点(授業態度、課題提出、Presentation 等)30%を総合して評価する。 

定期試験は実施しない。 

ディプロマポリシー 「カリキュラムマップ」 

学修指針 教養力 人間性 
コミュニケーショ

ン力 
社会性 専門力 判断力 技術力 実践力 

科目の該当 ○  ◎    △ ○ 

関連科目  

その他 

①授業前半に『FIRST TRY FOR THE TOEIC®L&RTEST』を使って演習問題実践後、解答・解説を行い、自身の英語力

を向上させる。 

②授業後半には、『IN FOCUS INTRO』を使用し、グループワーク、ディスカッション、プレゼンテーション等の活動も行いながら語

彙、文法を身につける。 

毎回、①②両方のテキストを持参すること。 

予習・復習の 

所要時間 
講義時間 30 時間（2 時間×15 週）＋予習・復習時間 15 時間（1 時間×15 週） 

実務経験を活かした

教育内容 
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☆英語(読解)Ⅱ／英語 BⅡ 

科目分類（2025 年

～入学者） 

CS-L-112 

CT-L-112 

SD-L-112 

科目分類（～2024 年

入学者） 
100-110-21 授業コード F02384 

科目名称 ☆英語(読解)Ⅱ／英語 BⅡ 単位数 1.0 単位 

英文名称 EnglishBⅡ 授業区分 演習・実習・実技 

科目責任者 薬師 英子 必修・選択 履修ガイド参照 

担当教員 薬師 英子 開講時期 1 年 

オフィスアワー 
前期 火曜日 12:10～13:00 金曜日 12:10～14:30 

後期 火曜日 10:00～13:00 
研究室 10-55 

授業概要 

英語（読解）Ⅰ／英語 BⅠに引き続き、英語Ｂ（読解）Ⅱ／英語 BⅡでは、標準的な英語を読むのに必要な力を養うこと

を目標とする。ただし、読解力に限らず、英語の基礎的な運用能力向上のために、グループワーク、ディスカッション、プレゼンテーシ
ョン等の活動を行い、総合的な英語力を養う。 

到達目標 
標準的な構文で書かれた英文を読み、内容やその意図を理解することができる。読んだ文章をもとに、標準的な表現を使って、

書いたり話したりすることができる。 

アクティブ・ラーニング

型授業 
有 全授業回数 15 回 メディア科目 － 

複数教員の場

合の授業形態 
 

授業 
回数 

担当者 授業の内容 

1 薬師 英子 

【第 1 回】 
予習 ：自分の英語学習を振り返る 
 授業 ：ガイダンス（授業についての説明や事前指導） TOEIC Pre-Test 

復習：授業で学んだ語彙・文法・活動を振り返る 

2 薬師 英子 

【第 2 回】 

予習：教科書の該当箇所を読む  
 授業：Unit 7 ①：Bank & Post office (P57-65) 人間や物の位置関係を表す表現を学ぶ。 
 復習 ：授業中の活動を振り返る 

3 薬師 英子 

【第 3 回】 
予習 ：教科書の該当箇所を読む 

 授業 ： Unit 7 ②：Bank & Post office (P57-65) 不定詞と動名詞 グループワーク 
 復習 ：授業中の活動を振り返る 

4 薬師 英子 

【第 4 回】 
予習 ：教科書の該当箇所を読む 
授業 ： Unit 8  ①：Job Hunting (P66-74)  会話の詳細な情報を聞き取る グループワーク 

復習 ：授業中の活動を振り返る 

5 薬師 英子 

【第 5 回】 

予習 ：教科書の該当箇所を読む 
授業 ： Unit 8 ②：Job Hunting (P66-74) ストーリーの流れ：例示、追加表現の使い方 
復習 ：授業中の活動を振り返る 

6 薬師 英子 

【第 6 回】 
予習 ：教科書の該当箇所を読む 

授業 ： Unit 9 ① Health (P75-86) 全体把握のための鍵を知る。 グループワーク 
復習 ：授業中の活動を振り返る 

7 薬師 英子 

【第 7 回】 
予習 ：教科書の該当箇所を読む 
授業 ： Unit 9 ② Health (P75-86)  これまで学んできた TOEIC の問題についてのまとめ提出。 

復習 ：授業中の活動を振り返る 

8 薬師 英子 

【第 8 回】 

予習 ：ここまでの授業を総復習する 
授業 ：【第 1 回】～【第 7 回】の学習のまとめ 
復習 ：まとめを振り返る 

9 薬師 英子 

【第 9 回】 
予習 ：教科書の該当箇所を読む 

授業 ： Unit 10 ①： Tourism : Travel by Lnad (P87-95) 物が主語になる受動態の表現 これまで学
んできた Unit7~9(pp.67~86)についてのまとめの講評・ 
  復習 ：授業中の活動を振り返る 

10 薬師 英子 

【第 10 回】 
予習 ：教科書の該当箇所を読む 

授業 ：Unit 10 ②：Tourism : Travel by Land (P87-95)  比較表現を学ぶ グループワーク 
復習 ：授業中の活動を振り返る 
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11 薬師 英子 

【第 11 回】 
予習 ：教科書の該当箇所を読む 

授業 ： Unit 11 ①：Tourism : Travel by Air (P96-104)  意図問題：文の真意を理解する グループ
ワーク 
復習 ：授業中の活動を振り返る 

12 薬師 英子 

【第 12 回】 
予習 ：教科書の該当箇所を読む 

授業 ： Unit 11 ②：Tourism : Travel by Air (P96-104)  ストーリーの流れ：結論を述べる表現を学ぶ 
復習 ：授業中の活動を振り返る 

13 薬師 英子 

【第 13 回】 
予習 ：教科書の該当箇所を読む 
授業 ： Unit 12 ①：Tourism: Hotels (P105-115) 図表問題：グラフの見方と情報を聞き取る 

 これまで学んできた TOEIC の問題についてのまとめ提出。 
復習 ：授業中の活動を振り返る 

14 薬師 英子 

【第 14 回】 
予習 ：教科書の該当箇所を読む 
授業 ： Unit 12 ②：Tourism: Hotels (P105-115) ストーリーの流れ：追加・結論の表現を学ぶ 

復習 ：授業中の活動を振り返る 

15 薬師 英子 

【第 15 回】 

予習 ：今までの授業で学んだことを振り返る 
授業 ：【第 8 回】～【第 14 回】の学習のまとめ  これまで学んできた TOEIC の問題につてのまとめの講評。 
 復習 ：自分の課題を見つけ対策を立てる 

授業開始前学習 
学習予定の Unit の内容・単語の予習と小テストに向けての学習を必ず行うこと。映画・音楽・テレビ・新聞記事など、英語に触

れる機会を多く持ち、国際的な事柄に積極的に興味を持つこと。 

授業内課題のフィー

ドバックの方法 

毎時間授業の冒頭で小テストを行う。授業 7 回目、13 回目に提出するまとめについては、2 週間後（授業９回目、15 回

目）に全体の講評を行い、個別の質問に回答する。 

テキスト・教材 
"AN AMAZING APPROACH TO THE TOEIC L&R TEST"、蘒 寛美、Eleanor Smith、福井 美奈子、中井 達也、

倉田 誠 著、成美堂 

参考書 授業中に紹介する。 

評価の基準と方法 試験 60％、平常点 40％（小テスト、課題提出、Presentation、授業参加意欲） 

ディプロマポリシー 「カリキュラムマップ」 

学修指針 教養力 人間性 
コミュニケーショ

ン力 
社会性 専門力 判断力 技術力 実践力 

科目の該当 〇  ◎    △ 〇 

関連科目  

その他 

出席を重視する。単位認定には全授業数の３分の２以上の出席を必須とする。遅刻３回で欠席 1 回とみなす。講義開始後

30 分以上の遅刻は欠席とみなす。テキスト忘れ、授業内での携帯電話の使用等は授業参加意欲の減点対象とする。その他、

1 回目の授業で説明する。欠席した回の授業内容はシラバスや配信資料等を確認し、各自フォローアップする。 

予習・復習の 

所要時間 
講義時間 30 時間（2 時間×15 週）＋予習・復習時間 15 時間（1 時間×15 週） 

実務経験を活かした

教育内容 
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英会話Ⅰ 

科目分類（2025 年

～入学者） 

CS-L-132 

CT-L-132 

SD-L-132 

科目分類（～2024 年

入学者） 
100-131-21 授業コード F02611 

科目名称 英会話Ⅰ 単位数 1.0 単位 

英文名称 English ConversationⅠ 授業区分 演習 

科目責任者 K.バーンズ 必修・選択 履修ガイド参照 

担当教員 K.バーンズ 開講時期 1･2 年 

オフィスアワー - 研究室 - 

授業概要 

The emphasis of this class will be on speaking. However, listening, reading and writing will also be 

developed. This class though, focuses on improving the productive skills of speaking. In principle, 
lessons are conducted in English. If we are online we will still do speaking using software. 

到達目標 
After this class, students will be able to communicate more freely in English.  They will be able to 

have a basic conversation in English. 

アクティブ・ラーニング

型授業 
有 全授業回数 15 回 メディア科目 － 

複数教員の場

合の授業形態 
 

授業 
回数 

担当者 授業の内容 

1 K.バーンズ 

【第 1 回】 
予習 ：Read pp. 9-12 in the textbook/ Listen to CD, tracks 3-7 
授業 ：Self-Introductions/Course goals (groupwork) 

復習 ：Review notes/ Do homework 

2 K.バーンズ 

【第 2 回】 

予習 ：Read pp. 13-16/ Listen to tracks 10-14 
授業 ：Talking about entertainment ? movies and music (groupwork) 
復習 ：Review notes/ Do homework 

3 K.バーンズ 

【第 3 回】 
予習 ：Read pp. 17-20/ Listen to tracks 17-21 

授業 ：Talking about art and impressions (groupwork) 
復習 ：Review notes/ Do homework 

4 K.バーンズ 

【第 4 回】 
予習 ：Read pp. 21-24 /Listen to tracks 24-28 
授業 ：Talking about family members (groupwork) 

復習 ：Review notes/ Do homework p. 84 

5 K.バーンズ 

【第 5 回】 

予習 ：Prepare a short talk about your family 
授業 ：Talking about family customs and traditions (groupwork) 
復習 ：Review  notes/ Do homework 

6 K.バーンズ 

【第 6 回】 
予習 ：Prepare any questions you have about class material 

授業 ：Consolidation and review 
復習 ：Reread textbook pp.9-24 

7 K.バーンズ 

【第 7 回】 
予習 ：Prepare several topics you want to talk about 
授業 ：Conversation advice and coaching (groupwork) 

復習 ：Write self-evaluation for your conversation practice 

8 K.バーンズ 

【第 8 回】 

予習 ：Review all homework assignments 
授業 ：General review 
復習 ：Reread textbook pp.9-24 

9 K.バーンズ 

【第 9 回】 
予習 ：Read pp. 25-28/ Listen to tracks 31-35 

授業 ：Talking about beliefs and fears (groupwork) 
復習 ：Review notes/ Do homework 

10 K.バーンズ 

【第 10 回】 
予習 ：Read pp. 29-32/ Listen to tracks 38-43 
授業 ：Talking about experiences (groupwork) 

復習 ：Review notes/ Do homework 
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11 K.バーンズ 

【第 11 回】 
予習 ：Read pp. 33-36/ Listen to tracks 46-48 

授業 ：Telling stories (groupwork) 
復習 ：Review notes/ Do homework 

12 K.バーンズ 

【第 12 回】 
予習 ：Prepare some sentences about your plans for summer vacation 
授業 ：Talking about future plans (groupwork) 

復習 ：Review  notes/ Do homework 

13 K.バーンズ 

【第 13 回】 

予習 ：Prepare any questions you have about class material 
授業 ：Consolidation and review 
復習 ：Reread textbook pp.25-36 

14 K.バーンズ 

【第 14 回】 
予習 ：Prepare several topics you want to talk about 

授業 ：Conversation advice and coaching (groupwork) 
復習 ：Write self-evaluation for your conversation practice 

15 K.バーンズ 

【第 15 回】 
予習 ：Review all homework assignments 
授業 ：General review 

復習 ：Reread textbook pp.9-36 

授業開始前学習 
Before the class starts students can prepare by listening to English recordings and reading English 

books, magazines or comics.  Look up words in the dictionary. 

授業内課題のフィー

ドバックの方法 

Once class starts, homework assignments will be provided after each class to help students review and 

better understand the material. 

テキスト・教材 Impact Conversation 1  Kirsten Sullivan, Todd Beuckens (Pearson Longman) 

参考書  

評価の基準と方法 
Students are evaluated on a total of class participation points of 40% (mini tests, submitted coursework, 

presentations, class participation etc.)  and regular examinations 60% 

ディプロマポリシー 「カリキュラムマップ」 

学修指針 教養力 人間性 
コミュニケーショ

ン力 
社会性 専門力 判断力 技術力 実践力 

科目の該当   ◎    △ ○ 

関連科目 English Conversation 

その他 

It is important for students to attend each class.  Credit will not be given to students who miss more 

than a third of the classes.  3 late arrivals will be counted as 1 absence.  Arrival after 30 minutes or 
more after the start of class will be counted a 

予習・復習の 

所要時間 
講義時間 30 時間（2 時間×15 週）＋予習・復習時間 15 時間（1 時間×15 週） 

実務経験を活かした

教育内容 
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英会話Ⅰ 

科目分類（2025 年

～入学者） 

CS-L-132 

CT-L-132 

SD-L-132 

科目分類（～2024 年

入学者） 
100-131-21 授業コード F02612 

科目名称 英会話Ⅰ 単位数 1.0 単位 

英文名称 English ConversationⅠ 授業区分 演習 

科目責任者 D.バートレイ 必修・選択 履修ガイド参照 

担当教員 D.バートレイ 開講時期 1･2 年 

オフィスアワー - 研究室 - 

授業概要 

This course aims at enjoyment & interest. When you are interested in something, you will enjoy 

doing it, so this class is based on enjoyment & interest. The key to success in anything you do 
depends on how interesting it is & how much you enjoy doing it. Through interest & enjoyment, you 
will improve your ability to speak English. 

到達目標 

The goal of this class is a purely practical one: to get you to speak English better. To do this, we 

must find out what you are interested in because when you are interested in something, you will 

want to talk about it. So our lessons are designed to be i 

アクティブ・ラーニング

型授業 
有 全授業回数 15 回 メディア科目 － 

複数教員の場

合の授業形態 
 

授業 
回数 

担当者 授業の内容 

1 D.バートレイ 

【第 1 回】 

予習：Getting settled in 

授業：Course Introduction: I will explain the policies (attendance, participation & 

assignments) & protocols (contact, feedback & evaluation) of this course. 

復習：generally assess the English you have studied from high school unt 

2 D.バートレイ 

【第 2 回】 

予習：Checking class materials (paper, dictionary, writing implements). 

授業：Preparation: What things interest you? 

復習：Take stock of the English you have studied up until now. 

3 D.バートレイ 

【第 3 回】 

予習：Review all class notes from the previous lesson, Q&A 

授業：Practice: talking about what interests you with your classmates & I will explain how to 

prepare your class notes so that you can express your thoughts more easily.   

復習：Review today’s exp 

4 D.バートレイ 

【第 4 回】 

予習：Study your class notes in preparation for our discussion of the 1st topic. 

授業：Begin our first group discussion on the 1st topic. 

復習：Review & revise your class in preparation for our next discussion. 

5 D.バートレイ 

【第 5 回】 

予習：Review class notes by going over the important points we discussed in the last lesson, 

Q&A 

授業：Continue the discussion of the 1st topic.  

復習：Review & revise your class in preparation for our next discussion. 

6 D.バートレイ 

【第 6 回】 

予習：Review class notes by going over the important points we discussed in the last lesson 

授業：Conclude our discussion of the 1st topic by presenting your final points or arguments 

to the group. 

復習：Review & revise your class note in order to write y 

7 D.バートレイ 

【第 7 回】 

予習：Prepare to announce & decide the 2nd topic of discussion.  

授業：Decide the 2nd topic & have a free discussion on the second most popular topic 

decided by your group. 

復習：Prepare your class notes by gathering information about the topic so that yo 

8 D.バートレイ 

【第 8 回】 

予習：Review the class notes you prepared for today's discussion. 

授業：Begin your group's discussion on the 2nd topic. 

復習：Review & revise your class in preparation for our next discussion. 
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9 D.バートレイ 

【第 9 回】 

予習：Review class notes by going over the important points we discussed in the last 

discussion, Q&A 

授業：Continue the discussion of the 2nd topic.  

復習：Review & revise your class in preparation for our next discussion. 

10 D.バートレイ 

【第 10 回】 

予習：Review class notes by going over the important points we discussed in the last lesson, 

Q&A. 

授業：Conclude our discussion of the 2nd topic by presenting your final points or arguments 

to the group. 

復習：Review & revise your class note in order to 

11 D.バートレイ 

【第 11 回】 

予習：Prepare to announce & decide the 3rd topic of discussion.  

授業：Decide the 3rd topic & have a free discussion on the second most popular topic 

decided by your group. 

復習：Prepare your class notes by gathering information about the topic so that y 

12 D.バートレイ 

【第 12 回】 

予習：Review the class notes you prepared for today's discussion. 

授業：Begin your group's discussion on the 3rd topic. 

復習：Review & revise your class in preparation for our next discussion. 

13 D.バートレイ 

【第 13 回】 

予習：Review class notes by going over the important points we discussed in the last 

discussion, Q&A 

授業：Continue the discussion of the 2nd topic.  

復習：Review & revise your class in preparation for our next discussion. 

14 D.バートレイ 

【第 14 回】 

予習：Review class notes by going over the important points we discussed in the last lesson, 

Q&A. 

授業：Conclude our discussion of the 3rd topic by presenting your final points or arguments 

to the group. 

復習：Review & revise your class note in order to 

15 D.バートレイ 

【第 15 回】 

予習：Prepare to submit all post-discussion rewrites (optional activity). 

授業：We will have a general assessment of our progress this semester. 

復習：Students will complete their final reports & submit them to me by email. 

授業開始前学習 
Students are encouraged to encounter English in their daily lives whenever & wherever possible 

whether it be watching TV, listening to music, or reading English newspapers. 

授業内課題のフィー

ドバックの方法 

Feedback is an essential part of the course & is embedded in every lesson. A thorough review of the 

previous lesson is assessed in the daily lesson activities which provide ample opportunities for both the 
student & the teacher to appraise her level of pr 

テキスト・教材 

No textbook is assigned for this course. All necessary & relevant materials will be provided by the 

teacher. However, every student is required to bring paper, a dictionary, & writing implements to every 
lesson. 

参考書 notebook, dictionary, pen & pencil 

評価の基準と方法 continuous assessment based on attendance, participation & post-discussion reports（100%）. 

ディプロマポリシー 「カリキュラムマップ」 

学修指針 教養力 人間性 
コミュニケーショ

ン力 
社会性 専門力 判断力 技術力 実践力 

科目の該当   ◎    △ ○ 

関連科目  

その他  

予習・復習の 

所要時間 
講義時間 30 時間（2 時間×15 週）＋予習・復習時間 15 時間（1 時間×15 週） 

実務経験を活かした

教育内容 
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英会話Ⅱ 

科目分類（2025 年

～入学者） 

CS-L-132 

CT-L-132 

SD-L-132 

科目分類（～2024 年

入学者） 
100-131-21 授業コード F02621 

科目名称 英会話Ⅱ 単位数 1.0 単位 

英文名称 English ConversationⅡ 授業区分 演習 

科目責任者 K.バーンズ 必修・選択 履修ガイド参照 

担当教員 K.バーンズ 開講時期 1･2 年 

オフィスアワー - 研究室 - 

授業概要 

The emphasis of this class will be on speaking. However, listening, reading and writing will also be 

developed. This class though, focuses on improving the productive skills of speaking. In principle, 
lessons are conducted in English. If we are online we will still do speaking using software. 

到達目標 
After this class, students will be able to communicate more freely in English.  They will be able to 

have a basic conversation in English. 

アクティブ・ラーニング

型授業 
有 全授業回数 15 回 メディア科目 － 

複数教員の場

合の授業形態 
 

授業 
回数 

担当者 授業の内容 

1 K.バーンズ 

【第 1 回】 
予習 ：Read pp. 37-40 in the textbook/ Listen to CD, tracks 51-55 
授業 ：Self-Introductions/Course goals (groupwork) 

復習 ：Review notes/ Do homework 

2 K.バーンズ 

【第 2 回】 

予習 ：Read pp. 45-48/ Listen to tracks 58-59 
授業 ：Taking about health and habits (groupwork) 
復習 ：Review notes/ Do homework 

3 K.バーンズ 

【第 3 回】 
予習 ：Read pp. 49-52/ Listen to track 62 

授業 ：Talking about friends and relationships (groupwork) 
復習 ：Review notes/ Do homework 

4 K.バーンズ 

【第 4 回】 
予習 ：Read pp. 53-56/ Listen to tracks 65-69 
授業 ：Talking about family members (groupwork) 

復習 ：Review notes/ Do homework p. 84 

5 K.バーンズ 

【第 5 回】 

予習 ：Prepare a short talk about a travel experience 
授業 ：Talking about travel and studying abroad (groupwork) 
復習 ：Review notes/ Do homework 

6 K.バーンズ 

【第 6 回】 
予習 ：Prepare any questions you have about class material 

授業 ：Consolidation and review 
復習 ：Reread textbook pp.37-40,45-56 

7 K.バーンズ 

【第 7 回】 
予習 ：Prepare several topics you want to talk about 
授業 ：Conversation advice and coaching (groupwork) 

復習 ：Write self-evaluation for your conversation practice 

8 K.バーンズ 

【第 8 回】 

予習 ：Review all homework assignments 
授業 ：General review 
復習 ：Reread textbook pp.37-40,45-56 

9 K.バーンズ 

【第 9 回】 
予習 ：Read pp. 57-60/ Listen to tracks 72-73 

授業 ：Talking about behavior and qualities in people (groupwork) 
復習 ：Review notes/ Do homework 

10 K.バーンズ 

【第 10 回】 
予習 ：Read pp. 61-64/ Listen to tracks 76-77 
授業 ：Talking about cultural stereotypes (groupwork) 

復習 ：Review notes/ Do homework 
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11 K.バーンズ 

【第 11 回】 
予習 ：Read pp. 65-68/ Listen to tracks 80-84 

授業 ：Talking about cooking and food (groupwork) 
復習 ：Review notes/ Do homework 

12 K.バーンズ 

【第 12 回】 
予習 ：Prepare some sentences about something interesting you have done recently 
授業 ：Talking about past experiences (groupwork) 

復習 ：Review notes/ Do homework 

13 K.バーンズ 

【第 13 回】 

予習 ：Prepare any questions you have about class material 
授業 ：Consolidation and review 
復習 ：Reread textbook pp.57-68 

14 K.バーンズ 

【第 14 回】 
予習 ：Prepare several topics you want to talk about 

授業 ：Conversation advice and coaching (groupwork) 
復習 ：Write self-evaluation for your conversation practice 

15 K.バーンズ 

【第 15 回】 
予習 ：Review all homework assignments 
授業 ：General review 

復習 ：Reread textbook pp. 37-40,45-68 

授業開始前学習 
Before the class starts students can prepare by listening to English recordings and reading English 

books, magazines or comics.  Look up words in the dictionary. 

授業内課題のフィー

ドバックの方法 

Once class starts, homework assignments will be provided after each class to help students review and 

better understand the material. 

テキスト・教材 Impact Conversation 1  Kirsten Sullivan, Todd Beuckens (Pearson Longman) 

参考書  

評価の基準と方法 
Students are evaluated on a total of class participation points of 40% (mini tests, submitted coursework, 

presentations, class participation etc.)  and regular examinations 60% 

ディプロマポリシー 「カリキュラムマップ」 

学修指針 教養力 人間性 
コミュニケーショ

ン力 
社会性 専門力 判断力 技術力 実践力 

科目の該当   ◎    △ ○ 

関連科目 English Conversation 

その他 

It is important for students to attend each class.  Credit will not be given to students who miss more 

than a third of the classes.  3 late arrivals will be counted as 1 absence.  Arrival after 30 minutes or 
more after the start of class will be counted a 

予習・復習の 

所要時間 
講義時間 30 時間（2 時間×15 週）＋予習・復習時間 15 時間（1 時間×15 週） 

実務経験を活かした

教育内容 
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英会話Ⅱ 

科目分類（2025 年

～入学者） 

CS-L-132 

CT-L-132 

SD-L-132 

科目分類（～2024 年

入学者） 
100-131-21 授業コード F02622 

科目名称 英会話Ⅱ 単位数 1.0 単位 

英文名称 English ConversationⅡ 授業区分 演習 

科目責任者 D.バートレイ 必修・選択 履修ガイド参照 

担当教員 D.バートレイ 開講時期 1･2 年 

オフィスアワー - 研究室 - 

授業概要 

This course builds upon the foundation of the previous course & also aims at enjoyment & interest. 

When you are interested in something, you will enjoy doing it, so this class is based on enjoyment & 
interest. The key to success in anything you do depends on how interesting it is & how much you 
enjoy doing it. Through interest & enjoyment, you will improve your ability to speak English. 

到達目標 

As in the previous course, this course, the goal of this class is a purely practical one: to get you to 

speak English better. To do this, we must find out what you are interested in because when you are 

interested in something, you will want to talk about 

アクティブ・ラーニング

型授業 
有 全授業回数 15 回 メディア科目 － 

複数教員の場

合の授業形態 
 

授業 
回数 

担当者 授業の内容 

1 D.バートレイ 

【第 1 回】 

予習：Getting settled in 

授業：Course Introduction: I will explain the policies (attendance, participation & 

assignments) & protocols (contact, feedback & evaluation) of this course. 

復習：generally assess the English you have studied from high school unt 

2 D.バートレイ 

【第 2 回】 

予習：Checking class materials (paper, dictionary, writing implements). 

授業：Preparation: What things interest you? 

復習：Take stock of the English you have studied up until now. 

3 D.バートレイ 

【第 3 回】 

予習：Review all class notes from the previous lesson, Q&A 

授業：Practice: talking about what interests you with your classmates & I will explain how to 

prepare your class notes so that you can express your thoughts more easily.   

復習：Review today’s exp 

4 D.バートレイ 

【第 4 回】 

予習：Study your class notes in preparation for our discussion of the 1st topic. 

授業：Begin our first group discussion on the 1st topic. 

復習：Review & revise your class in preparation for our next discussion. 

5 D.バートレイ 

【第 5 回】 

予習：Review class notes by going over the important points we discussed in the last lesson, 

Q&A 

授業：Continue the discussion of the 1st topic.  

復習：Review & revise your class in preparation for our next discussion. 

6 D.バートレイ 

【第 6 回】 

予習：Review class notes by going over the important points we discussed in the last lesson 

授業：Conclude our discussion of the 1st topic by presenting your final points or arguments 

to the group. 

復習：Review & revise your class note in order to write y 

7 D.バートレイ 

【第 7 回】 

予習：Prepare to announce & decide the 2nd topic of discussion.  

授業：Decide the 2nd topic & have a free discussion on the second most popular topic 

decided by your group. 

復習：Prepare your class notes by gathering information about the topic so that yo 

8 D.バートレイ 

【第 8 回】 

予習：Review the class notes you prepared for today's discussion. 

授業：Begin your group's discussion on the 2nd topic. 

復習：Review & revise your class in preparation for our next discussion. 
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9 D.バートレイ 

【第 9 回】 

予習：Review class notes by going over the important points we discussed in the last 

discussion, Q&A 

授業：Continue the discussion of the 2nd topic.  

復習：Review & revise your class in preparation for our next discussion. 

10 D.バートレイ 

【第 10 回】 

予習：Review class notes by going over the important points we discussed in the last lesson, 

Q&A. 

授業：Conclude our discussion of the 2nd topic by presenting your final points or arguments 

to the group. 

復習：Review & revise your class note in order to 

11 D.バートレイ 

【第 11 回】 

予習：Prepare to announce & decide the 3rd topic of discussion.  

授業：Decide the 3rd topic & have a free discussion on the second most popular topic 

decided by your group. 

復習：Prepare your class notes by gathering information about the topic so that y 

12 D.バートレイ 

【第 12 回】 

予習：Review the class notes you prepared for today's discussion. 

授業：Begin your group's discussion on the 3rd topic. 

復習：Review & revise your class in preparation for our next discussion. 

13 D.バートレイ 

【第 13 回】 

予習：Review class notes by going over the important points we discussed in the last 

discussion, Q&A 

授業：Continue the discussion of the 2nd topic.  

復習：Review & revise your class in preparation for our next discussion. 

14 D.バートレイ 

【第 14 回】 

予習：Review class notes by going over the important points we discussed in the last lesson, 

Q&A. 

授業：Conclude our discussion of the 3rd topic by presenting your final points or arguments 

to the group. 

復習：Review & revise your class note in order to 

15 D.バートレイ 

【第 15 回】 

予習：Prepare to submit all post-discussion rewrites (optional activity). 

授業：We will have a general assessment of our progress this semester. 

復習：Students will complete their final reports & submit them to me by email. 

授業開始前学習 
Students are encouraged to encounter English in their daily lives whenever & where-ever possible 

whether it be watching TV, listening to music or reading English newspapers. 

授業内課題のフィー

ドバックの方法 

Feedback is an essential part of the course & is embedded in every lesson. A thorough review of the 

previous lesson is assessed in the daily lesson activities which provide ample opportunities for both the 
student & the teacher to appraise her level of pr 

テキスト・教材 

No textbook is assigned for this course. All necessary & relevant materials will be provided by the 

teacher. However, every student is required to bring paper, a dictionary, & writing implements to every 
lesson. 

参考書 notebook, dictionary, pen & pencil 

評価の基準と方法 continuous assessment based on attendance, participation & module tests（100%）. 

ディプロマポリシー 「カリキュラムマップ」 

学修指針 教養力 人間性 
コミュニケーショ

ン力 
社会性 専門力 判断力 技術力 実践力 

科目の該当   ◎    △ ○ 

関連科目  

その他  

予習・復習の 

所要時間 
講義時間 30 時間（2 時間×15 週）＋予習・復習時間 15 時間（1 時間×15 週） 

実務経験を活かした

教育内容 
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ﾌﾗﾝｽ語Ⅰ 

科目分類（2025 年

～入学者） 

CS-L-132 

CT-L-132 

SD-L-132 

科目分類（～2024 年

入学者） 
100-130-21 授業コード F02811 

科目名称 ﾌﾗﾝｽ語Ⅰ 単位数 1.0 単位 

英文名称 FrenchⅠ 授業区分 演習 

科目責任者 松村 悠子 必修・選択 履修ガイド参照 

担当教員 松村 悠子 開講時期 1 年 

オフィスアワー - 研究室 - 

授業概要 

フランスは文化・芸術・観光の面で世界的に知られ、フランス語や文化に触れる機会も多い。 

本授業では、フランス語を初めて学ぶ学生を対象とし、基礎的な会話練習を出発点としてフランス語の学修を行う。 

会話練習に加え、必要に応じて文法学習、聞き取り、簡単な読解や作文も行い、文法理解と「話す・聞く・読む・書く」の 4 技
能をバランスよく養う。 

あわせて、フランスやフランス語圏の日常生活、習慣、食文化、季節の行事などの具体的な話題に触れ、楽しみながら文化に親
しめるようにする。 

 

※教科書は使用せず、教員が独自に用意した教材を用います。内容はフランス語 I-b とも関連づけてあります。基礎から無理な
く、かつしっかり学べる構成です。 

到達目標 

基礎的な文法、語彙、表現を習得して、初歩的な会話を理解し遂行できるようになる。 

これらの文法、語彙、表現を用いた短い文を読み、簡単な文が書けるようになる。フランス語が使われる日常の場面や文化にも
親しむ。 

アクティブ・ラーニング

型授業 
有 全授業回数 15 回 メディア科目 － 

複数教員の場
合の授業形態 

 

授業 
回数 

担当者 授業の内容 

1 松村 悠子 

【第 1 回】 
予習 ：フランス語やフランスについて調べる 
授業 ：前期授業案内、挨拶と自己紹介、アルファベの学習 
復習 ：身の回りにあるフランス語とアルファベについての課題に取り組む 

2 松村 悠子 

【第 2 回】 
予習 ：フランス語の挨拶表現について調べる 
授業 ：挨拶表現、フランス語圏の地域紹介。アルファベと特徴的な発音の確認（発見学習） 
復習：挨拶表現の反復、特徴的な発音の練習、アルファベの復習 

3 松村 悠子 

【第 3 回】 
予習 ：複母音字、鼻母音について調べる。第 3 回目授業の音声教材を聴く 
授業 ：綴り字の読み方（発見学習）。挨拶、自分の名前を言う、国籍を言う（ペアワーク） 
復習 ：綴り字の読み方の復習。挨拶、名前を言う表現の反復練習 

4 松村 悠子 

【第 4 回】 
予習 ：第 4 回目授業の音声教材を聴く 
授業 ：挨拶、自分や相手の名前と国籍を言う・聞く［基本］（ペアワーク） 
   国の名前と国籍の語彙 
復習 ：授業で扱った語彙・表現の復習 

5 松村 悠子 

【第 5 回】 
予習 ：第 5 回目授業の音声教材を聴く 
授業 ：国・国籍の語彙の練習、人称について 
           自分や相手の名前と国籍を言う・聞く［応用］（ペアワーク） 
復習 ：授業で扱った語彙・表現の復習 

6 松村 悠子 

【第 6 回】 
予習 ：第 6 回目授業の音声教材を聴く 
授業 ：自分や相手の職業を言う・聞く［基本］、数字 1 から 10（ペアワーク） 
復習 ：授業で扱った語彙・表現の復習 

7 松村 悠子 

【第 7 回】 
予習 ：授業 7 の音声教材を聴く 
授業 ：第 1 回目から第 6 回目授業内容の復習 
   職業の語彙の練習、自分や相手の職業を言う・聞く［応用］（ペアワーク） 
復習 ：授業で扱った語彙・表現の復習 

8 松村 悠子 

【第 8 回】 
予習 ：第 1 回目から第 6 回目授業内容の復習（小テスト 1 の準備） 
授業 ：小テスト 1    
   第三者の国籍を言う・聞く［基本］（ペアワーク） 
復習 ：小テスト 1 の問題再考 
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9 松村 悠子 

【第 9 回】 
予習 ：第 9 回目授業の音声教材を聴く 
授業 ：第三者の職業を言う・聞く［応用］（ペアワーク） 
復習 ：授業で扱った語彙・表現の復習 

10 松村 悠子 

【第 10 回】 
予習 ：第 10 回目授業の音声教材を聴く 
授業 ：第 7 回目から第 9 回目授業内容の復習。街の名前とフランス語圏の街について 
   自分や相手の住んでいる場所を言う・聞く（ペアワーク） 
復習 ：授業で扱った語彙・表現の復習 

11 松村 悠子 

【第 11 回】 
予習 ：第 7 回目から第 9 回目授業内容の復習（小テスト 2 の準備） 
授業 ：小テスト 2  
   第三者が住んでいる場所を言う・聞く（ペアワーク） 
復習 ：小テスト 2 の問題再考 

12 松村 悠子 

【第 12 回】 
予習 ：第 12 回目授業の音声教材を聴く 
授業 ：自分、相手、第三者が話せる言語について言う・聞く（ペアワーク）  
    数字 11 から 16 
復習 ：授業で扱った語彙・表現の復習 

13 松村 悠子 

【第 13 回】 
予習 ：第 13 回目授業の音声教材を聴く 
授業 ：第 10 回目から第 12 回目授業内容の復習 
           物の名前と冠詞 
復習 ：授業で扱った語彙・表現の復習 

14 松村 悠子 

【第 14 回】 
予習 ：第 10 回目から第 12 回目授業内容の復習（小テスト 3 の準備） 
授業 ：小テスト 3    
           様々な動詞を使って表現する（ペアワーク） 
復習 ：小テスト 3 の問題再考 

15 松村 悠子 

【第 15 回】 
予習 ：第 14 回目までの授業内容を振り返る 
授業 ：前期授業のまとめ、数字 17-20 
復習 ：授業で扱った項目の復習 

授業開始前学習  

授業内課題のフィー

ドバックの方法 
課題、小テストを返却後、問題を再考させ解説を行う。 

テキスト・教材 教科書は使用せず、教員が独自に用意した教材を用いる。教材は授業内で配布し、必要に応じて LMS にもアップする。 

参考書 仏和辞書は必須ではないが、主なものを初回授業で紹介する。その他参考資料も適宜授業で紹介する。 

評価の基準と方法 

評価の基準と方法：小テスト：40％、平常点（授業参加・発話・ミニワーク）：60％ 

 

・小テストについては、授業で扱った内容をもとに出題します。問題内容は事前に分かりやすく示します。 

・ミニワークは基本的に授業内で取り組みますが、欠席しても提出できます。 

※中間試験や期末試験は行いません。授業に継続して参加し、発話や課題に取り組むことで、十分に学習内容を確認できま

す。 

ディプロマポリシー 「カリキュラムマップ」 

学修指針 教養力 人間性 
コミュニケーショ

ン力 
社会性 専門力 判断力 技術力 実践力 

科目の該当 ○  ◎ ○   △  

関連科目 

フランス語 I-b 

海外観光資源研究 A（ヨーロッパ１） 

海外観光資源研究 B（ヨーロッパ２） 

言葉と心理 

観光のフランス語 

その他 
単位取得には 3 分の 2 以上の出席が必要。遅刻・早退は所定の基準に従って出席数に換算する。出席に関する配慮は、原

則として証明書類の提出により検討する。 

予習・復習の 

所要時間 
講義時間 30 時間（2 時間×15 週）＋予習・復習時間 15 時間（1 時間×15 週） 

実務経験を活かした

教育内容 
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ﾌﾗﾝｽ語Ⅰ 

科目分類（2025 年

～入学者） 

CS-L-132 

CT-L-132 

SD-L-132 

科目分類（～2024 年

入学者） 
100-130-21 授業コード F02812 

科目名称 ﾌﾗﾝｽ語Ⅰ 単位数 1.0 単位 

英文名称 FrenchⅠ 授業区分 演習 

科目責任者 米金 孝雄 必修・選択 履修ガイド参照 

担当教員 米金 孝雄 開講時期 1 年 

オフィスアワー 

前期 水曜日 10:10～10:40 木曜日 10:30～13:00 

後期 水曜日 10:00~10:40～12:10~13:00 木曜日 10:00～

10:40～12:10～13:00 

研究室 10-711 

授業概要 

基礎的なフランス語の表現・成句を通して、様々なシチュエーションを想定した日常会話の修得を目指す（氏名、職業、国籍、 

挨拶の仕方、自己紹介、住んでいる場所の表現、tu と vous,  性数の一致、アルファべ、冠詞の縮約形、など）。また、Etre
動詞や ER 動詞 (parler,  habiter,  s'appeler、など)を学習し、基本的な文の構造を理解する。特に、フランス語特有の

音に慣れ親しむため、R の発音、重母音、鼻母音などを理解し、練習を重ね、単に文を暗誦するだけでなく、現実的なインターラ
クション（「ロール・プレイ」、「シュミレーション」など）に即したコミュニケーションのための言語使用に重点を置いた授業である。 

到達目標 
初歩的なフランス語運用能力（話す・聞く・読む・書く）を習得することが目標である。 

フランス語特有のアルファべの発音・基本的な挨拶の仕方・綴り字などを学び、積極的に使用する。 

アクティブ・ラーニング

型授業 
有 全授業回数 15 回 メディア科目 － 

複数教員の場
合の授業形態 

 

授業 
回数 

担当者 授業の内容 

1 米金 孝雄 

【第 1 回】 

予習：自分の知っているフランス語、フランス文化の紹介 1 

授業：自己紹介、授業概要、授業の進め方、勉強の仕方、教科書、辞書の紹介、注意点など 

復習：アルファべの復習 

2 米金 孝雄 

【第 2 回】 

予習：自分の知っているフランス語、フランス文化を紹介する 2 

授業：特有の音、フランス語の使われている国、フランス語に慣れ親しむ（テキスト６-7 頁） 

復習：基本的なフランス語表現、アルファべの復習 

3 米金 孝雄 

【第 3 回】 

予習：レッスン１の音声を聴くこと 

授業：綴り字と発音の仕方、挨拶の仕方、名前を言う、国籍を言う、男性形と女性形（8-9 頁）（ペアワーク） 

復習：主語人称代名詞、ｓ'appeler 動詞、Etre 動詞、国籍の表現 

4 米金 孝雄 

【第 4 回】 

予習：レッスン１の音声を聴くこと 

授業：国籍、数の数え方、職業、名前、数字、アルファべの練習（10-11 頁）（ペアワーク） 

復習：職業名詞、 形容詞性数に一致 

5 米金 孝雄 

【第 5 回】 

予習：レッスン１,1+の音声を聴くこと 

授業：名前・国籍、数字、アルファべの練習,  基本表現、アクサン記号（11 頁、76-77 頁）（ペアワーク） 

復習：名前の言い方、対話練習 

6 米金 孝雄 

【第 6 回】 

予習：レッスン２の音声を聴くこと 

授業：綴り字と発音の仕方、国籍、職業（12-13 頁）（ペアワーク） 

復習：質問と答え 

7 米金 孝雄 

【第 7 回】 

予習：レッスン２の音声を聴くこと 

授業：数の数え方、職業（14-15 頁）（ペアワーク） 

復習：女性形、自己紹介、職業 

8 米金 孝雄 

【第 8 回】 

予習：レッスン２,2+の音声を聴くこと 

授業：国籍、職業、tu と vous の表現（78 頁）（ペアワーク） 

復習：女性形、自己紹介 

9 米金 孝雄 

【第 9 回】 

予習：レッスン３の音声を聴くこと 

授業：発音の仕方、アポストロフ、名前・職業・国籍を言う、住んでいる場所を尋ねる、国名、都市、 

            人称代名詞強制形、En＋国籍、冠詞の縮約形 （16-17 頁）（ペアワーク） 

復習：Etre,Habiter, S'appeler 動詞の活用、対話練習、En＋国籍、冠詞の縮約形 
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10 米金 孝雄 

【第 10 回】 

予習：レッスン 3,3+の音声を聴くこと 

授業：否定文の答え方、名前、職業、国籍、住んでいる場所の質問と答え。（18 頁、79 頁）（ペアワーク） 

復習：対話練習 

11 米金 孝雄 

【第 11 回】 

予習：レッスン 3,3+の音声を聴くこと 

授業：練習問題（19,79,91 頁）（ペアワーク） 

復習：練習問題の確認と再考 

12 米金 孝雄 

【第 12 回】 

予習：レッスン 4 の音声を聴くこと 

授業：アンシェンヌマン、この人は誰？、場所を示す疑問文、Parler,habiter,etre 動詞活用の確認（20-21

頁）（ペアワーク） 

復習：人・場所を示す質問と答え、Parler,habiter,etre 動詞活用 

13 米金 孝雄 

【第 13 回】 

予習：レッスン 4 の音声を聴くこと 

授業：parler 動詞を使った質問と答え、数字、紹介と質問の仕方、練習問題（22-23 頁）（ペアワーク） 

復習：「名前、国籍、職業、住んでいる場所、話せる言語」についての質問と答え 

14 米金 孝雄 

【第 14 回】 

予習：レッスン 4,4+の音声を聴くこと 

授業：er 動詞の確認、quel を使った疑問文、練習問題（80 頁）（ペアワーク） 

復習：er 動詞(aimer,preferer...),quel の用法、練習問題の確認と再考 

15 米金 孝雄 

【第 15 回】 

予習：フランス語を話す国・フランス語に慣れ親しむ・特有の音の確認と再考  

授業：前期授業の復習と確認（Dans la classe1 から lecon4/4+）、場所の表現と都市（C'est ou？）

（6-25 頁,77-80 頁）（ペアワーク） 

復習：前期学習事項を再考し、自分の弱点を克服すること 

授業開始前学習 前回の学習事項の復習と、次回の学習事項の予習をすること。 

授業内課題のフィー

ドバックの方法 
課題(レポート・練習問題・小テスト等)を提出後、内容を再考させ、各人の弱点を把握させ、確実な学習事項の修得へと導く。 

テキスト・教材 Petites Conversations(プティットゥ・コンヴェルサスィオン) （駿河台出版社） 

参考書 適宜、授業内で資料を配布する。 

評価の基準と方法 【配点】：小テスト・提出課題・レポート 80 点,  平常点(授業態度)20 点 

ディプロマポリシー 「カリキュラムマップ」 

学修指針 教養力 人間性 
コミュニケーショ

ン力 
社会性 専門力 判断力 技術力 実践力 

科目の該当 ○  ◎ ○   △  

関連科目 

海外観光資源研究 A(ヨーロッパ１） 

言葉と心理 

観光のフランス語 

その他 

注意事項： 

3 回の遅刻で 1 回欠席とみなす 

予習・復習を怠らないこと 

予習・復習の 

所要時間 
講義時間 30 時間（2 時間×15 週）＋予習・復習時間 15 時間（1 時間×15 週） 

実務経験を活かした

教育内容 
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ﾌﾗﾝｽ語Ⅱ 

科目分類（2025 年

～入学者） 

CS-L-132 

CT-L-132 

SD-L-132 

科目分類（～2024 年

入学者） 
100-130-21 授業コード F02821 

科目名称 ﾌﾗﾝｽ語Ⅱ 単位数 1.0 単位 

英文名称 FrenchⅡ 授業区分 演習 

科目責任者 松村 悠子 必修・選択 履修ガイド参照 

担当教員 松村 悠子 開講時期 1 年 

オフィスアワー - 研究室 - 

授業概要 

フランスは文化・芸術・観光の面で世界的に知られ、フランス語や文化に触れる機会も多い。 

本授業では、フランス語を初めて学ぶ学生を対象とし、基礎的な会話練習を出発点としてフランス語の学修を行う。 

会話練習に加え、必要に応じて文法学習、聞き取り、簡単な読解や作文も行い、文法理解と「話す・聞く・読む・書く」の 4 技
能をバランスよく養う。 

あわせて、フランスやフランス語圏の日常生活、習慣、食文化、季節の行事などの具体的な話題に触れ、楽しみながら文化に親
しめるようにする。 

 

※本授業の内容は、前期科目フランス語 I-a の学習内容の続きです。教科書は使用せず、教員が独自に用意した教材を用い
ますが、内容はフランス語 II-b とも関連づけてあります。 

到達目標 

基礎的な文法、語彙、表現を習得して、初歩的な会話を理解し遂行できるようになる。 

これらの文法、語彙、表現を用いた短い文を読み、簡単な文が書けるようになる。フランス語が使われる日常の場面や文化にも
親しむ。 

アクティブ・ラーニング

型授業 
有 全授業回数 15 回 メディア科目 － 

複数教員の場
合の授業形態 

 

授業 
回数 

担当者 授業の内容 

1 松村 悠子 

【第 1 回】 
予習 ：前期に学習した項目の要点をまとめる 
授業 ：後期授業案内、前期内容の復習 
復習 ：授業で扱った文法、語彙、表現の復習 

2 松村 悠子 

【第 2 回】 
予習 ：第 2 回目授業の音声教材を聴く 
授業 ：国籍、職業について否定形を用いて表現する（ペアワーク） 
           状態を表す語彙［色々な形容詞］ 
復習：授業で扱った語彙・表現の復習 

3 松村 悠子 

【第 3 回】 
予習 ：第 3 回目授業の音声教材を聴く 
授業 ：状態の表現［être＋色々な形容詞］とその否定形（ペアワーク） 
復習 ：授業で扱った語彙・表現の復習 

4 松村 悠子 

【第 4 回】 
予習 ：第 4 回目授業の音声教材を聴く 
授業 ：住んでいる場所、話せる言語について否定形を用いて表現する（ペアワーク） 
           数字 17-30 
復習 ：授業で扱った語彙・表現の復習 

5 松村 悠子 

【第 5 回】 
予習 ：第 5 回目授業の音声教材を聴く 
授業 ：第 1 回目から第 4 回目授業内容の復習 
           数字の練習。自分、相手、第三者の年齢を言う・聞く（ペアワーク） 
復習 ：授業で扱った語彙・表現の復習 

6 松村 悠子 

【第 6 回】 
第 1 回目から第 4 回目授業内容の復習（小テスト 1 の準備） 
授業 ：小テスト 1 
         「お腹が空いている」など avoir の熟語表現（ペアワーク） 
復習 ：小テスト 1 の問題再考 

7 松村 悠子 

【第 7 回】 
予習 ：第 7 回目授業の音声教材を聴く 
授業 ：年齢表現、avoir の熟語表現の否定形（ペアワーク） 
復習 ：授業で扱った語彙・表現の復習 

8 松村 悠子 

【第 8 回】 
予習 ：授業 8 の音声教材を聴く 
授業 ：曜日の語彙、人を指し示す練習 
           C’est…を使った提示表現とその否定形［基本］（ペアワーク） 
復習 ：授業で扱った語彙・表現の復習 
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9 松村 悠子 

【第 9 回】 
予習 ：第 9 回目授業の音声教材を聴く 
授業 ：第 5 回目から第 8 回目授業内容の復習 
           物を指し示す練習、C’est…を使った提示表現とその否定形［応用］（ペアワーク） 
復習 ：授業で扱った語彙・表現の復習 

10 松村 悠子 

【第 10 回】 
予習 ：第 10 回目から第 8 回目授業内容の復習（小テスト 2 の準備） 
授業 ：小テスト 2 
           形容詞と名詞の練習、C’est…を使った提示表現とその否定形［発展］（ペアワーク） 
復習 ：小テスト 2 の問題再考 

11 松村 悠子 

【第 11 回】 
予習 ：第 11 回目授業の音声教材を聴く 
授業 ：動詞 être、avoir、-er 動詞の形態変化、数字 31-50 
復習 ：授業で扱った語彙・表現の復習 

12 松村 悠子 

【第 12 回】 
予習 ：第 12 回目授業の音声教材を聴く 
授業 ：値段を言う・聞く、C’est…を使った提示表現とその否定形［発展つづき］（ペアワーク） 
復習 ：授業で扱った語彙・表現の復習 

13 松村 悠子 

【第 13 回】 
予習 ：第 13 回目授業の音声教材を聴く 
授業 ：第 9 回目から第 12 回目授業内容の復習 
           受講している科目の表現［基本］ 
復習 ：授業で扱った語彙・表現の復習 

14 松村 悠子 

【第 14 回】 
予習 ：第 10 回目から第 12 回目授業内容の復習（小テスト 3 の準備） 
授業 ：小テスト 3    
           受講している科目の表現［応用］ 
復習 ：小テスト 3 の問題再考 

15 松村 悠子 

【第 15 回】 
予習 ：第 14 回目までの授業を振り返る 
授業 ：後期授業のまとめ 
復習 ：授業で扱った項目の復習 

授業開始前学習  

授業内課題のフィー

ドバックの方法 
課題、小テストを返却後、問題を再考させ解説を行う。 

テキスト・教材 教科書は使用せず、教員が独自に用意した教材を用いる。教材は授業内で配布し、必要に応じて LMS にもアップする。 

参考書 仏和辞書は必須ではないが、主な辞書のリストを LMS にアップする。その他参考資料も適宜授業で紹介する。 

評価の基準と方法 

小テスト：40％、平常点（授業参加・発話・ミニワーク）：60％ 

 

・小テストについては、授業で扱った内容をもとに出題します。問題内容は事前に分かりやすく示します。 

・ミニワークは基本的に授業内で取り組みますが、欠席しても提出できます。 

※中間試験や期末試験は行いません。授業に継続して参加し、発話や課題に取り組むことで、十分に学習内容を確認できま

す。 

ディプロマポリシー 「カリキュラムマップ」 

学修指針 教養力 人間性 
コミュニケーショ

ン力 
社会性 専門力 判断力 技術力 実践力 

科目の該当 ○  ◎ ○   △  

関連科目 

フランス語 II-b 

海外観光資源研究 A（ヨーロッパ１） 

海外観光資源研究 B（ヨーロッパ２） 

言葉と心理 

観光のフランス語 

その他 
単位取得には 3 分の 2 以上の出席が必要。遅刻・早退は所定の基準に従って出席数に換算する。出席に関する配慮は、原

則として証明書類の提出により検討する。 

予習・復習の 

所要時間 
講義時間 30 時間（2 時間×15 週）＋予習・復習時間 15 時間（1 時間×15 週） 

実務経験を活かした

教育内容 
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ﾌﾗﾝｽ語Ⅱ 

科目分類（2025 年

～入学者） 

CS-L-132 

CT-L-132 

SD-L-132 

科目分類（～2024 年

入学者） 
100-130-21 授業コード F02822 

科目名称 ﾌﾗﾝｽ語Ⅱ 単位数 1.0 単位 

英文名称 FrenchⅡ 授業区分 演習 

科目責任者 米金 孝雄 必修・選択 履修ガイド参照 

担当教員 米金 孝雄 開講時期 1 年 

オフィスアワー 

前期 水曜日 10:10～10:40 木曜日 10:30～13:00 

後期 水曜日 10:00~10:40～12:10~13:00 木曜日 10:00～

10:40～12:10～13:00 

研究室 10-711 

授業概要 

基礎的なフランス語の表現・成句を通して、様々なシチュエーションを想定した日常会話の修得を目指す(否定形、年齢を言う、

疑問詞、日時、曜日、科目名の表現、c'est の表現、体調を伝える、不定冠詞の用法、など)。フランス語Ⅰで学んだ基本的な
音 (R の発音、重母音、鼻母音) や文の構造 (Etre 動詞、ER 動詞を使用した構文、新たに、Avoir 動詞や人称代名詞

On を用いた構文）の理解を深める。さらに、「音の連鎖や音の省略」(リエゾン、アンシェンヌマン、エリジオン、など)の練習を重
ね、フランス語の音に慣れ親しむ。 

特に、現実的なインターラクション (「ロール・プレイ」、「シュミレーション」など）に即した実践的なコミュニケーションのための言語使

用に重点を置いた授業である。 

到達目標 
初歩的なフランス語運用能力（話す・聞く・読む・書く）を習得することが目標である。 

フランス語特有のアルファべの発音・基本的な挨拶の仕方・綴り字などを学び、積極的に使用する。 

アクティブ・ラーニング

型授業 
有 全授業回数 15 回 メディア科目 － 

複数教員の場
合の授業形態 

 

授業 

回数 
担当者 授業の内容 

1 米金 孝雄 

【第 1 回】 

予習：前期の復習(レッスン 1-4)とレッスン 5 の音声を聴くこと 

授業：前期の復習、前期課題の確認、否定形の作り方と答え方、エリズィオン（26-27 頁,80 頁）（ペアワー

ク） 

復習：国籍名詞、habiter の練習 

2 米金 孝雄 

【第 2 回】 

予習：レッスン 5 の音声を聴くこと 

授業：どこに住んでるの、否定形、名前、職業 数字、不定冠詞、男性名詞、女性名詞（27-28 頁）（ペアワ

ーク） 

復習：職業名詞、 いいえの答え方、1-20 の数字、C'est ＋名詞の練習 

3 米金 孝雄 

【第 3 回】 

予習：レッスン 5 ,5+の音声を聴くこと 

授業：練習問題（女性形、否定文）、Etre de + 地名、対話練習（29 頁、81 頁）（ペアワーク） 

復習：地図、国籍と名前の言い方 

4 米金 孝雄 

【第 4 回】 

予習：レッスン 6 の音声を聴くこと 

授業：発音、年齢を言う、数字、リエゾン（30-31 頁）（ペアワーク） 

復習：1-30 の数字、年齢表現 

5 米金 孝雄 

【第 5 回】 

予習：レッスン６の音声を聴くこと 

授業：年号、曜日、科目名詞、練習問題（31-33 頁）（ペアワーク） 

復習：年号、曜日、科目名を言う 

6 米金 孝雄 

【第 6 回】 

予習：レッスン６,6+の音声を聴くこと 

授業：前回の復習、自己紹介、会話練習（34 頁、82 頁）（ペアワーク） 

復習：自己紹介の練習 

7 米金 孝雄 

【第 7 回】 

予習：レッスン 5,６の復習と確認 

授業：レッスン 5, 6 の課題（27-34 頁、81-82 頁）（ペアワーク） 

復習：レッスン 5, 6 の課題再考 

8 米金 孝雄 

【第 8 回】 

予習：レッスン 7 の音声を聴くこと 

授業：中間試験再考、フランス語圏、体調を伝える、On の用法、Avoir 動詞の疑問文と答え（35-36 頁）（ペ

アワーク） 

復習：on の用法、Aoir 動詞の確認、 
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9 米金 孝雄 

【第 9 回】 

予習：レッスン 7 の音声を聴くこと 

授業：数字、形容詞の質問と答え、Etre の否定文（37-38 頁）（ペアワーク） 

復習：1-40 の数字、形容詞を使った表現 

10 米金 孝雄 

【第 10 回】 

予習：レッスン 7,7+の音声を聴くこと 

授業：練習問題（形容詞の用法と avoir/etre 動詞）（39 頁、83 頁）（ペアワーク） 

復習：練習問題、レッスン 5-7 の復習 

11 米金 孝雄 

【第 11 回】 

予習：レッスン 8 の音声を聴くこと 

授業：不定冠詞の種類と用法、「C'est?」表現（40-41 頁）（ペアワーク） 

復習：不定冠詞の練習、C'est?の練習 

12 米金 孝雄 

【第 12 回】 

予習：レッスン 8 の音声を聴くこと 

授業：数字 1-50、「C'est combien ?」表現 , 練習問題（42-43 頁）（ペアワーク） 

復習：数字表現の練習、C'est?の練習 

13 米金 孝雄 

【第 13 回】 

予習：レッスン 8,8+の音声を聴くこと 

授業：Revisions 会話表現, 練習問題（44-45 頁）（ペアワーク） 

復習：聞き取り練習、応答練習 

14 米金 孝雄 

【第 14 回】 

予習：レッスン 8,8+の音声を聴くこと 

授業：「Qu'est-ce que c'est？」の応答練習（84 頁）（ペアワーク） 

復習：「Qu'est-ce que c'est？」の練習、課題 

15 米金 孝雄 

【第 15 回】 

予習：後期授業の復習 

授業：1 年次授業内容・重要事項の確認 

復習：1 年次授業内容再考 

授業開始前学習 前回の学習事項の復習と、次回の学習事項の予習をすること。 

授業内課題のフィー

ドバックの方法 
小テスト・課題・レポート等提出後、内容を再考させ、各人の弱点を把握させ、確実な学習事項の習得へと導く。 

テキスト・教材 Petites Conversations(プティットゥ・コンヴェルサスィオン)（駿河台出版社） 

参考書 適宜、授業内で資料を配布する。 

評価の基準と方法 配点：小テスト・提出課題・レポート 80 点,  平常点(授業態度)20 点 

ディプロマポリシー 「カリキュラムマップ」 

学修指針 教養力 人間性 
コミュニケーショ

ン力 
社会性 専門力 判断力 技術力 実践力 

科目の該当 ○  ◎ ○   △  

関連科目 

海外観光資源研究 A(ヨーロッパ１) 

言葉と心理 

観光のフランス語 

その他 

注意事項： 

3 回の遅刻で 1 回欠席とみなす 

予習・復習を怠らないこと 

予習・復習の 

所要時間 
講義時間 30 時間（2 時間×15 週）＋予習・復習時間 15 時間（1 時間×15 週） 

実務経験を活かした

教育内容 
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ﾄﾞｲﾂ語Ⅰ 

科目分類（2025 年

～入学者） 

CS-L-132 

CT-L-132 

SD-L-132 

科目分類（～2024 年

入学者） 
100-130-21 授業コード F02850 

科目名称 ﾄﾞｲﾂ語Ⅰ 単位数 1.0 単位 

英文名称 GermanⅠ 授業区分 演習 

科目責任者 岡野 史 必修・選択 履修ガイド参照 

担当教員 岡野 史 開講時期 1 年 

オフィスアワー - 研究室 - 

授業概要 

ドイツ語初学者を対象とし、ドイツ語初級文法の修得を目指す。具体的な文法事項としては、ドイツ語の読み方、発音からはじ

め、人称代名詞、動詞の現在形活用、名詞の性と格変化、ドイツ語の語順、様々な冠詞類や並列接続詞の習得を目標とす
る。合わせて基本的な挨拶などの表現や、ドイツ語圏における様々な都市や文化について触れていく。各課において短いドイツ語
の文章読解や、ドイツ語作文に取り組み、初級ドイツ語の基礎を確実に身につける。さらに動画資料や文学作品、時事的なニュ

ースなど実際に用いられているドイツ語表現を紹介し、ドイツ語圏文化に対する関心をさらに高めていくことができるよう進めていく。 

到達目標 

基本的なドイツ語の読み方、発音ができるようになることをはじめ、ドイツ語学習の基礎となる人称代名詞の変化、動詞の現在

形、冠詞の格変化や語順のルールなどを理解し、簡単な文章読解、ドイツ語作文のなかで用いることができるようになることを目

標とする。また基本的な挨拶や自己紹介などの会話表現を学び、短くともドイツ語でコミュニケーションをとることができるようにな
る。同時に、第二外国語としてドイツ語を学ぶ意義や目標を各々が見つけられるよう、ドイツ語圏への文化理解を深めていく。 

アクティブ・ラーニング

型授業 
無 全授業回数 15 回 メディア科目 － 

複数教員の場

合の授業形態 
 

授業 
回数 

担当者 授業の内容 

1 岡野 史 

【第１回】 
予習：シラバスの内容を確認。 
授業：ガイダンス・ドイツ語とは：ヨーロッパにおけるドイツ語圏。アルファベート 

復習：授業計画の内容確認。配布資料の確認。 

2 岡野 史 

【第 2 回】 

予習：テキスト p.iii-v「アルファベート」「綴りと発音」の予習。前回の授業での配布資料を確認。  
授業：アルファベート、つづりと発音① 
復習：テキスト p.iii-v までの範囲で不明点を再チェック。配布資料の確認。 

3 岡野 史 

【第 3 回】 
予習：テキスト p.iii-v「アルファベート」「つづりと発音」の確認。テキスト p.vi-vii「あいさつ」「数字」の確認。前回の

授業での配布資料を確認。 
授業：つづりと発音②、簡単な挨拶と数字 
復習 : テキスト p.iii-vii までの内容を確認。配布資料の確認。 

4 岡野 史 

【第 4 回】 
予習：テキスト p.2-3 基礎 A-1「動詞と人称代名詞（１）」の確認。 

授業：基礎 A-1 : 主語になる人称代名詞、動詞の現在人称変化（規則変化） 
復習：テキスト p.2-3 の文法事項と単語を確認すること。配布資料の確認。 

5 岡野 史 

【第 5 回】 
予習：テキスト p.4-5 の確認。p.5「練習問題」 
授業：基礎 A-1 : 疑問詞、基本の語順：基礎 A-1「練習問題」 

復習：テキストｐ. 2-5 の表現と単語の確認、確認テストの準備。 

6 岡野 史 

【第 6 回】 

予習：確認テスト（基礎 A-1）の準備。読解①の確認。 
授業：確認テスト（基礎 A-1）、読解①、基礎 A-2：名詞の性、定冠詞・不定冠詞 
復習：テキスト p.6 の文法事項と単語の確認をすること。 

7 岡野 史 

【第 7 回】 
予習：テキスト基礎 A-2、p.6-8「名詞の性、定冠詞・不定冠詞」の予習。 

授業：基礎 A-2 : 名詞の性・冠詞、格の用法 
復習：テキスト p. 6-8 の文法事項と単語の確認をすること。配布資料の確認。 

8 岡野 史 

【第 8 回】 
予習：テキスト p.6-8「名詞の性、定冠詞・不定冠詞」の予習。p.9「練習問題」 
授業：基礎 A-2: haben の人称変化、基礎 A-2「練習問題」 

復習：テキスト p.6-9 の表現と単語の確認、確認テストの準備。 

9 岡野 史 

【第 9 回】 

予習：確認テスト（基礎 A-2）の準備。読解②の確認。 
授業：確認テスト（基礎 A-2）、読解②、基礎 A-3「複数形」 
復習：テキスト p.10 の文法事項と単語の確認をすること。配布資料の確認。 
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10 岡野 史 

【第 10 回】 
予習：テキスト p.11-12「定冠詞類・不定冠詞類」の予習。 

授業：基礎 A-3 : 定冠詞類・不定冠詞類 
復習：テキスト p.10-12 の文法事項と単語の確認をすること。配布資料の確認。 

11 岡野 史 

【第 11 回】 
予習：テキスト p.12「不規則動詞」の予習。 p.13「練習問題」 
授業：基礎 A-3 : 不規則動詞：p.13「練習問題」 

復習：テキスト p.10-13 の表現と単語の確認、確認テストの準備。 

12 岡野 史 

【第 12 回】 

予習：確認テスト（基礎 A-3）の準備。読解③の確認。 
授業：確認テスト（基礎 A-3）、読解③、基礎 A-4「疑問詞」 
復習：テキスト p.14 の文法事項と単語の確認をすること。配布資料の確認。 

13 岡野 史 

【第 13 回】 
予習：テキスト p.14-16「並列接続詞、kein と nicht」の予習。 

授業：基礎 A-4 : 並列接続詞、kein と nicht 
復習：テキスト p.14-16 の文法事項と単語の確認をすること。配布資料の確認。 

14 岡野 史 

【第 14 回】 
予習：基礎 A-4「練習問題」 
授業：基礎 A-4「練習問題」：基礎 A-3 の復習 

復習：テキスト p.17 まで全体の復習。 

15 岡野 史 

【第 15 回】 

予習：ドイツ語Ⅰで扱った内容について、不明点がないか確認。全体の復習。  
授業：ドイツ語Ⅰで扱った内容の確認 
復習：基礎 A-1~A-4 の内容を確認、これまでの配布資料の確認。 

授業開始前学習 
ドイツ語がどのような言語であるのかを知るために、教科書などに目を通しておくこと。 

ドイツ文学、映画、音楽などにふれ、ドイツ語文化圏への理解を深めておくこと。 

授業内課題のフィー

ドバックの方法 
授業内で確認小テストを行う。次週までに返却し、解説を行う。 

テキスト・教材 神竹道士『ドイツ文法ベーシック３ 三訂版』(朝日出版社) 

参考書 
授業内で適宜紹介。 

独和辞典については紙でも電子でも可 

評価の基準と方法 平常点（授業内での課題への取り組み、確認テスト）50%、期末試験 50% 

ディプロマポリシー 「カリキュラムマップ」 

学修指針 教養力 人間性 
コミュニケーショ

ン力 
社会性 専門力 判断力 技術力 実践力 

科目の該当 ○  ◎ ○   △  

関連科目 観光のドイツ語、海外観光資源研究 B（ﾖｰﾛｯﾊﾟ 2） 

その他  

予習・復習の 

所要時間 
講義時間 30 時間（2 時間×15 週）＋予習・復習時間 15 時間（1 時間×15 週） 

実務経験を活かした

教育内容 
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ﾄﾞｲﾂ語Ⅱ 

科目分類（2025 年

～入学者） 

CS-L-132 

CT-L-132 

SD-L-132 

科目分類（～2024 年

入学者） 
100-130-21 授業コード F02860 

科目名称 ﾄﾞｲﾂ語Ⅱ 単位数 1.0 単位 

英文名称 GermanⅡ 授業区分 演習 

科目責任者 岡野 史 必修・選択 履修ガイド参照 

担当教員 岡野 史 開講時期 1 年 

オフィスアワー - 研究室 - 

授業概要 

ドイツ語Ⅰでの学習内容を復習しつつ、基礎文法についてさらに学習を進める。文法事項や単語などを繰り返し確認することで、

初級ドイツ語の知識の定着を目指していく。前置詞・話法の助動詞・未来形・不定代名詞などの文法事項を新たに学び、ドイツ
語の表現の幅を広げていく。また同時に、様々な資料を通してドイツ語圏の文化に対する理解を深める。動画や音声などを利用
した学習により、ドイツ語の音に親しみ、自然なドイツ語の表現を学んでいく。 

到達目標 

ドイツ語の初級文法を理解し、ドイツ語でさらに幅広い表現ができるようになる。ドイツ語の音に慣れ親しむことで、簡単な会話を

聞き取り、さらにそれに答えることができるようになる。またドイツ語圏についての知識を得ることで、言葉だけでなくドイツ文化の理解

も深める。 

アクティブ・ラーニング

型授業 
無 全授業回数 15 回 メディア科目 － 

複数教員の場

合の授業形態 
 

授業 
回数 

担当者 授業の内容 

1 岡野 史 

【第１回】 
予習：シラバスの内容を確認。ドイツ語Ⅰでの既習事項について、復習と確認をすること。 
授業：ガイダンス・発音と綴りの復習と確認 

復習：授業計画の内容確認。発音と綴りの範囲で不明点があるか確認。 

2 岡野 史 

【第 2 回】 

予習：基礎 A-1、基礎 A-2 の復習  
授業：基本の人称変化と冠詞の活用 
復習：テキスト p.2-8 までの範囲で不明点を再チェック。配布資料の確認。 

3 岡野 史 

【第 3 回】 
予習：基礎 A-3、基礎 A-4 の復習  

授業：様々な冠詞類、不規則動詞、疑問詞について復習 
復習：テキスト p.10-17 までの範囲で不明点を再チェック。配布資料の確認。 

4 岡野 史 

【第 4 回】 
予習：テキスト p.18-19 基礎 A-5「命令形」の確認。 
授業：基礎 A-5 : 命令形 

復習：テキスト p.18-19 の文法事項と単語を確認すること。配布資料の確認。 

5 岡野 史 

【第 5 回】 

予習：テキスト p.19-20 の確認。基礎 A-5「練習問題」 
授業：基礎 A-5 : 人称代名詞、es の用法：基礎 A-1「練習問題」 
復習：テキストｐ. 18-21 の表現と単語の確認、確認テストの準備。 

6 岡野 史 

【第 6 回】 
予習：確認テスト（基礎 A-5）の準備。読解④の確認。 

授業：確認テスト（基礎 A-5）、読解④ 
復習：テキスト p.18-21 の文法事項と単語の確認をすること。 

7 岡野 史 

【第 7 回】 
予習：テキスト基礎 A-6、p.22-24「前置詞」の予習。 
授業：基礎 A-6 : 前置詞① 

復習：テキスト p. 22-24 の文法事項と単語の確認をすること。配布資料の確認。 

8 岡野 史 

【第 8 回】 

予習：テキスト基礎 A-6、p.22-24「前置詞」の予習。 
授業：基礎 A-6 : 前置詞② 
復習：テキスト p. 22-24 の文法事項と単語の確認をすること。配布資料の確認。 

9 岡野 史 

【第 9 回】 
予習：テキスト基礎 A-6、p.22-24「前置詞」の予習。p.25「練習問題」 

授業：基礎 A-6 : 前置詞③ 
復習：テキスト p. 22-24 の文法事項と単語の確認をすること。配布資料の確認。確認テストの準備。 

10 岡野 史 

【第 10 回】 
予習：確認テスト（基礎 A-6）の準備。読解④の確認。 
授業：確認テスト（基礎 A-6）、読解④、基礎 B-2「話法の助動詞」 

復習：テキスト p.36 の文法事項と単語の確認をすること。配布資料の確認。 
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11 岡野 史 

【第 11 回】 
予習：テキスト p.36-38「話法の助動詞、未来形」の予習。 

授業：基礎 B-2：話法の助動詞②、未来形 
復習：テキスト p.36-38 の表現と単語の確認。 

12 岡野 史 

【第 12 回】 
予習：テキスト p.36-38「話法の助動詞、未来形」の予習。p.39「練習問題」 
授業：基礎 B-2：話法の助動詞③：p.39「練習問題」 

復習：テキスト p.36-39 の表現と単語の確認。 

13 岡野 史 

【第 13 回】 

予習：基礎 A-5、A-6 の復習 
授業：基礎 A-5、A-6：確認と練習 
復習：テキスト p.18-25 の文法事項と単語の確認をすること。配布資料の確認。 

14 岡野 史 

【第 14 回】 
予習：基礎 B-2 の復習 

授業：基礎 B-2：確認と練習 
復習：テキスト p.36-39 の文法事項と単語の確認をすること。配布資料の確認。 

15 岡野 史 

【第 15 回】 
予習：ドイツ語Ⅱで扱った内容について、不明点がないか確認。全体の復習。  
授業：ドイツ語Ⅱで扱った内容の確認 

復習：基礎 A-5~A-6、B-2 の内容を確認、これまでの配布資料の確認。 

授業開始前学習 
ドイツ語がどのような言語であるのかを知るために、教科書などに目を通しておくこと。 

ドイツ文学、映画、音楽などにふれ、ドイツ語文化圏への理解を深めておくこと。 

授業内課題のフィー

ドバックの方法 
授業内で確認小テストを行う。次週までに返却し、解説を行う。 

テキスト・教材 神竹道士『ドイツ文法ベーシック３ 三訂版』(朝日出版社) 

参考書 
授業内で適宜紹介。 

独和辞典については紙でも電子でも可 

評価の基準と方法 平常点（授業内での課題への取り組み、確認テスト）50%、期末試験 50% 

ディプロマポリシー 「カリキュラムマップ」 

学修指針 教養力 人間性 
コミュニケーショ

ン力 
社会性 専門力 判断力 技術力 実践力 

科目の該当 ○  ◎ ○   △  

関連科目 観光のドイツ語、海外観光資源研究 B（ﾖｰﾛｯﾊﾟ 2） 

その他  

予習・復習の 

所要時間 
講義時間 30 時間（2 時間×15 週）＋予習・復習時間 15 時間（1 時間×15 週） 

実務経験を活かした

教育内容 
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韓国語Ⅰ 

科目分類（2025 年

～入学者） 

CS-L-232（Ｊ） 

CT-L-232（Ｊ） 

SD-L-232（Ｊ） 

科目分類（～2024 年

入学者） 
 授業コード F04070 

科目名称 韓国語Ⅰ 単位数 1.0 単位 

英文名称 Korean Ⅰ 授業区分 演習 

科目責任者 李 貞恩 必修・選択 履修ガイド参照 

担当教員 李 貞恩 開講時期 1 年 

オフィスアワー - 研究室 - 

授業概要 

本講義ではハングルや韓国に関心がある初心者の学生を対象に基本的なハングルを学びながら、韓国の文化や社会についても

学習することを目的にする。講義内容は分かりやすく韓国語を覚えさせ、日常会話、すなわち実用会話を中心に学習する。その
上、韓国に関する理解を高めることにする。 

到達目標 

学生には下記の目標を達成することが期待される。  

１．韓国社会や文化に対して基本的なことを理解する。  

２．ハングルの文字を覚え、韓国語の読み、書きができる。  

３．簡単な日常会話ができる。  

４．韓国語で簡単な自己紹介ができる。  

５．韓国旅行のとき必要な基本的な言葉を覚える。 

アクティブ・ラーニング

型授業 
有 全授業回数 15 回 メディア科目 － 

複数教員の場
合の授業形態 

 

授業 

回数 
担当者 授業の内容 

0 李 貞恩 

【第 1 回】 
予習：シラバス確認および学習用ノートを準備し講義へ臨むこと  

授業：第 1 課 韓国語と文字について（テキスト p12～17）、第 2 課 基本母音字（テキスト p18～21） 
復習：韓国語について理解したことをまとめる、基本母音と子音の理解を確認 

2 李 貞恩 

【第 2 回】 
予習：ハングルの特徴と構成を理解する 。 
授業：第 3 課 基本子音字（1）（テキスト pp22～25） 

復習：授業で理解した内容をまとめる。 

3 李 貞恩 

【第 3 回】 

予習：基本母音と子音（1）を覚える。 
授業：基本子音字（2）（テキスト pp26～29） 
復習：基本母音と子音の理解を確認 

4 李 貞恩 

【第 4 回】 
予習：基本母音と子音（1）、（2）を覚える。 

授業：基本子音字（3）（テキスト pp30～33） 
復習：基本母音と子音の理解を確認 

5 李 貞恩 

【第 5 回】 
予習：テキスト pp.18～34 の基本母音字と子音字をしっかり覚える。 
授業：第 6 課 合成子音字（テキスト pp34～37） 

復習：合成子音字を覚える。 

6 李 貞恩 

【第 6 回】 

予習：合成子音字を覚える。  
授業：第 7 課 合成母音字（テキスト pp38～41） 
復習：合成母音の理解を確認 

7 李 貞恩 

【第 7 回】 
予習：母音と子音字をしっかり覚える。  

授業：第 8 課 終声（パッチム）（テキスト pp42～47） 
復習：終声子音の理解を確認 

8 李 貞恩 

【第 8 回】 
予習：終声子音字を理解する。 
授業：第 9 課 発音のルール （テキスト pp48～54） 

復習：発音を書きながら覚える。 

9 李 貞恩 

【第 9 回】 

予習：母音と子音を覚えて授業に臨む。  
授業：小テスト、フィードバック及び母音と子音の整理 
復習：母音と子音を覚えて授業に臨む。 
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10 李 貞恩 

【第 10 回】 
予習：母音と子音を覚えて授業に臨む。  

授業：第 10 課 안녕하세요?  （テキスト pp55～60）、グループワーク有り 
復習：授業で練習した会話の内容を覚える。 

11 李 貞恩 

【第 11 回】 
予習：新出単語を読んでくる。 
授業：第 11 課 이것은 무엇입니까? （テキスト pp61～66）、グループワーク有り 

復習：授業で練習した会話の基本内容を覚える。 

12 李 貞恩 

【第 12 回】 

予習：新出単語を読んでくる。 
授業：第 12 課 누구 거예요? (テキスト pp67～72)、グループワーク有り 
復習：授業で練習した会話の基本内容を覚える。 

13 李 貞恩 

【第 13 回】 
予習：新出単語を読んでくる。 

授業：第 13 課 어디에 있어요? (テキスト pp73～78)、グループワーク有り 
復習：授業で練習した会話の基本内容を覚える。 

14 李 貞恩 

【第 14 回】 
予習：新出単語を読んでくる。 
授業：第 14 課 무엇을 합니까? (テキスト pp79～84)、グループワーク有り 

復習：授業で練習した会話の基本内容を覚える。 

15 李 貞恩 

【第 15 回】 

予習：新出単語を読んでくる。 
授業：第 15 課 어디에 갑니까? (テキスト pp85～90)、グループワーク有り 
復習：授業で練習した会話の基本内容を覚える。 

授業開始前学習 できれば、基本をしっかり覚えるようにしてください。最初は覚えるのに時間かかりますが、必ず授業理解の助けになります。 

授業内課題のフィー

ドバックの方法 
授業ごとに出される練習帳課題に基づいて行います。 

テキスト・教材 
【教科書】  

李昌圭『韓国語を学ぼう(初級)改訂新版』朝日出版社、2026 年 

参考書  

評価の基準と方法 

単位取得の前提として 10 回以上の出席が必要ですが、ただ出席するだけでは単位はもらいませんので気を付けてください。 

  

1．ミニテスト及び授業への参加度：30％  

2．課題ノート：50％  

3．小テスト：20％ 

ディプロマポリシー 「カリキュラムマップ」 

学修指針 教養力 人間性 
コミュニケーショ

ン力 
社会性 専門力 判断力 技術力 実践力 

科目の該当 ○  ◎ ○   △  

関連科目  

その他 

１）授業中は積極的な態度で授業に参加することや発音などの練習のときは大きな声を出すこと。  

２）授業中に理解できなかったことをそのまま放っておかず、質問をすること。  

３）授業中は私語、また途中入出をしないこと(正当な理由以外は減点の対象になる)。  

４）宿題及びレポートの提出期間を厳守すること。  

５）ペアー練習時には積極的に参加することと他人が発表するときはきちんと 傾聴すること。 

予習・復習の 

所要時間 
講義時間 30 時間（2 時間×15 週）＋予習・復習時間 15 時間（1 時間×15 週） 

実務経験を活かした

教育内容 
授業内容においては、グループワーク、発表があります。 



55 

 

韓国語Ⅱ 

科目分類（2025 年

～入学者） 

CS-L-232（Ｊ） 

CT-L-232（Ｊ） 

SD-L-232（Ｊ） 

科目分類（～2024 年

入学者） 
 授業コード F04080 

科目名称 韓国語Ⅱ 単位数 1.0 単位 

英文名称 Korean Ⅱ 授業区分 演習 

科目責任者 李 貞恩 必修・選択 履修ガイド参照 

担当教員 李 貞恩 開講時期 1 年 

オフィスアワー - 研究室 - 

授業概要 

前期に引き続き、ハングル文字の仕組みを理解したうえで、主に音声のシャドウィングとディクテーションを通して韓国語の日常会

話に必要な基本語彙と表現を習得し、最低限のコミュニケーション能力を身につけることを目的とする。なお、この科目では、「自
分の意見を口頭や文書によって表現し、相手の意見を理解することで、良好なコミュニケーションをとることができる」ようになること
を目指す。 

到達目標 

１ ハングル文字と発音の変化を理解し、簡単な会話のディクテーションができる。 

２ シャドウィングを通して韓国語の基本的文型を習得し、正確に発音できる。 

３ 必要な基本語彙と表現を使い自己紹介と簡単な日所会話ができる。 

アクティブ・ラーニング

型授業 
有 全授業回数 15 回 メディア科目 － 

複数教員の場

合の授業形態 
 

授業 
回数 

担当者 授業の内容 

1 李 貞恩 

【第 1 回】 
予習：前期学習内容のおさらいをする。 
授業：第 16 課 무슨 일을 해요? (テキスト 16-1, 16-2) 、グループワーク有り 

復習：文法の理解の程度を確認する。 

2 李 貞恩 

【第 2 回】 

予習：文法の理解の程度を確認する。  
授業：第 16 課 무슨 일을 해요? (テキスト 16-３, 16-４) 、、グループワーク有り 
復習：テキストの「文法と表現」の例文と「文型練習」の習得の程度を確認する。 

3 李 貞恩 

【第 3 回】 
予習：「文法と表現」の習得の程度を確認する。  

授業：第 17 課 토요일에 뭐 해요? (テキスト 17-1, 17-2) 、、グループワーク有り 
復習：文法の理解の程度を確認する。 

4 李 貞恩 

【第 4 回】 
予習：文法の理解の程度を確認する。 
授業：第 17 課 토요일에 뭐 해요? (テキスト 17-3, 17-4) 、、グループワーク有り 

復習：テキストの「文法と表現」の例文と「文型練習」の習得の程度を確認する。 

5 李 貞恩 

【第 5 回】 

予習：「文法と表現」の習得の程度を確認する。  
授業：第 18 課 추석에 뭐 했어요? (テキスト 18-1, 18-2) 、グループワーク有り 
復習：文法の理解の程度を確認する。 

6 李 貞恩 

【第 6 回】 
予習：文法の理解の程度を確認する。 

授業：第 18 課 추석에 뭐 했어요? (テキスト 18-3) 、グループワーク有り 
復習：テキストの「文法と表現」の例文と「文型練習」の習得の程度を確認する。 

7 李 貞恩 

【第 7 回】 
予習：「文法と表現」の習得の程度を確認する。  
授業：第 19 課 방학이 언제부터예요? (テキスト 19-1, 19-2) 、グループワーク有り 

復習：文法の理解の程度を確認する。 

8 李 貞恩 

【第 8 回】 

予習：文法の理解の程度を確認する。 
授業：第 19 課 방학이 언제부터예요? (テキスト 19-3, 19-4) 、グループワーク有り 
復習：テキストの「文法と表現」の例文と「文型練習」の習得の程度を確認する。 

9 李 貞恩 

【第 9 回】 
予習：「文法と表現」の習得の程度を確認する。  

授業：第 20 課 한 개 주세요. (テキスト 20-1, 20-2) 、グループワーク有り 
復習：文法の理解の程度を確認する。 

10 李 貞恩 

【第 10 回】 
予習：文法の理解の程度を確認する。 
授業：第 20 課 한 개 주세요. (テキスト 20-3) 、グループワーク有り 

復習：テキストの「文法と表現」の例文と「文型練習」の習得の程度を確認する。 
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11 李 貞恩 

【第 11 回】 
予習：「文法と表現」の習得の程度を確認する。  

授業：第 21 課 몇 시까지 일해요? (テキスト 21-1) 、グループワーク有り 
復習：文法の理解の程度を確認する。 

12 李 貞恩 

【第 12 回】 
予習：文法の理解の程度を確認する。 
授業：第 21 課 몇 시까지 일해요? (テキスト 21-2. 21-3)、グループワーク有り  

復習：テキストの「文法と表現」の例文と「文型練習」の習得の程度を確認する。 

13 李 貞恩 

【第 13 回】 

予習：「文法と表現」の習得の程度を確認する。  
授業：第 22 課 어디서 만날까요? (テキスト 22-1, 22-2, 22-3) 、グループワーク有り 
復習：文法の理解の程度を確認する。 

14 李 貞恩 

【第 14 回】 
予習：文法の理解の程度を確認する。 

授業：第 22 課 어디서 만날까요? (テキスト 22-4. 22-5, 22-6) 、グループワーク有り 
復習：テキストの「文法と表現」の例文と「文型練習」の習得の程度を確認する。 

15 李 貞恩 

【第 15 回】 
予習：文法の理解の程度を確認する。 
授業：期末試験、フィードバック 

復習：テキストの「文法と表現」の習得の程度を確認する。 

授業開始前学習  

授業内課題のフィー

ドバックの方法 
毎回の授業では練習帳が出される。それに問題点を一緒に考えながら、質問に応じる。 

テキスト・教材 李昌圭 『韓国語を学ぼう（初級） 改訂新版』 朝日出版社、2026 年 

参考書  

評価の基準と方法 

１）授業中の参加度 10％ 

２）提出された宿題などに対する評価 45% 

３）授業中に行なう小テストの結果に対する評価 20% 

４） 期末試験 35% 

授業への出席回数が 10 回以上になること。（ただ出席するだけでは単位はもらいません。） 

ディプロマポリシー 「カリキュラムマップ」 

学修指針 教養力 人間性 
コミュニケーショ

ン力 
社会性 専門力 判断力 技術力 実践力 

科目の該当 ○  ◎ ○   △  

関連科目  

その他 テキストの進み具合は、シラバスと異なる場合があります。 

予習・復習の 

所要時間 
講義時間 30 時間（2 時間×15 週）＋予習・復習時間 15 時間（1 時間×15 週） 

実務経験を活かした

教育内容 
授業内容によってはグループワーク、発表があります。 



57 

 

中国語Ⅰ 

科目分類（2025 年

～入学者） 

CS-L-132 

CT-L-132 

SD-L-132 

科目分類（～2024 年

入学者） 
100-130-21 授業コード F02931 

科目名称 中国語Ⅰ 単位数 1.0 単位 

英文名称 ChineseⅠ 授業区分 演習 

科目責任者 保坂 律子 必修・選択 履修ガイド参照 

担当教員 ● 開講時期 1 年 

オフィスアワー 
前期 水曜日 10:00～13:00 

後期 水曜日 10:00～13:00 
研究室 10-709 

授業概要 

隣国中国は歴史的、地理的、文化的に日本と関わりが深い。さらに中国市場の開放や、経済的躍進などによって、中国に対す

る関心がますます高まっている。中国語は日本語と同様に漢字で表記されることもあり親しみやすいが、同じ漢字でも意味も発音
も全く異なることが少なくないため、誤解を生むことも多々ある。授業では中国語と日本語の相違点なども取り上げながら、中国
語の文法ルールを中国語の発想と共に学ぶ。 

到達目標 
中国語のピンイン表記の規則を理解し、４つの声調と母音、子音が正しく発音できる。中国語で基本的な挨拶ができる。基本

的な文法ルールを身につけ、中国語で簡単な意思疎通ができる。 

アクティブ・ラーニング

型授業 
有 全授業回数 15 回 メディア科目 － 

複数教員の場
合の授業形態 

 

授業 

回数 
担当者 授業の内容 

1 保坂 律子 

【第 1 回】 
予習 ：テキスト 8 頁～９頁の講読 

授業 ：中国語入門オリエンテーション、中国語の発音表記 
復習 ：テキスト 8～9 頁の音読 

2 保坂 律子 

【第 2 回】 
予習 ：テキスト 10 頁～12 頁の講読 
授業 ：４つの声調、単母音(テキスト 10 頁～12 頁）（ペア・グループワーク） 

復習 ：４つの声調、単母音の発音練習 

3 保坂 律子 

【第 3 回】 

予習 ：テキスト 13 頁～15 頁の講読 
授業 ：複母音 3 タイプ(テキスト 13 頁～15 頁）（ペア・グループワーク） 
復習 ：複母音 3 タイプの発音練習 

4 保坂 律子 

【第 4 回】 
予習 ：テキスト 16 頁～19 頁の講読 

授業 ：子音、無気音と有気音、そり舌音(テキスト 16 頁～19 頁）（ペア・グループワーク） 
復習 ：子音、無気音と有気音、そり舌音の発音練習 

5 保坂 律子 

【第 5 回】 
予習 ：テキスト 20 頁～22 頁の講読 
授業 ：鼻音を伴う母音、声調変化の規則(テキスト 20 頁～22 頁）（ペア・グループワーク） 

復習 ：鼻音を伴う母音、声調変化の発音練習 

6 保坂 律子 

【第 6 回】 

予習 ：テキスト 23 頁～25 頁の講読 
授業 ：ピンイン表記の規則、数字の読み方(テキスト 23 頁～25 頁）（ペア・グループワーク） 
復習 ：数字の読み方の発音練習 

7 保坂 律子 

【第 7 回】 
予習 ：テキスト 26 頁～29 頁の講読 

授業 ：声調の組み合わせ、挨拶言葉(テキスト 26 頁～29 頁）（ペア・グループワーク） 
復習 ：声調の組み合わせ、挨拶言葉の発音練習 

8 保坂 律子 

【第 8 回】 
予習 ：テキスト 29 頁までの復習 
授業 ：中間テストと問題解説 

復習 ：中間テストの解き直し 

9 保坂 律子 

【第 9 回】 

予習 ：テキスト 30 頁～32 頁の講読、単語の復習 
授業 ：人称代名詞、動詞述語文（テキスト 30 頁～32 頁）（ペア・グループワーク） 
復習 ：人称代名詞、動詞述語文のドリル 

10 保坂 律子 

【第 10 回】 
予習 ：テキスト 33 頁～35 頁の講読 

授業 ：諾否疑問文、名前の聞き方(テキスト 33 頁～35 頁）（ペア・グループワーク） 
復習 ：諾否疑問文、名前の聞き方のドリル 
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11 保坂 律子 

【第 11 回】 
予習 ：テキスト 36 頁～38 頁の講読 

授業 ：指示代詞、連体修飾語(テキスト 36 頁～38 頁）（ペア・グループワーク） 
復習 ：指示代詞、連体修飾語のドリル 

12 保坂 律子 

【第 12 回】 
予習 ：テキスト 39 頁～41 頁の講読 
授業：経験の表し方（テキスト 39 頁～41 頁）（ペア・グループワーク） 

復習 ：疑問詞疑問文のドリル 

13 保坂 律子 

【第 13 回】 

予習 ：テキスト 42 頁～44 頁の講読 
授業 ：モノの数え方、所有の表し方(テキスト 42 頁～44 頁）（ペア・グループワーク） 
復習 ：モノの数え方、所有の表し方のドリル 

14 保坂 律子 

【第 14 回】 
予習 ：テキスト 45 頁～47 頁の講読 

授業 ：数、数量のたずね方(テキスト 45 頁～47 頁）（ペア・グループワーク） 
復習 ：数、数量のたずね方のドリル 

15 保坂 律子 

【第 15 回】 
予習 ：挨拶言葉の暗唱、単語のまとめ 
授業 ：前期ポイントのまとめ 

復習 ：前期ポイント構文の音読 

授業開始前学習 身の回りにみられる中国語表記や街中で耳にする中国語、中国に関するニュースに関心を持つように心がける。 

授業内課題のフィー

ドバックの方法 

授業内で実施する中間テストは採点の上返却し、弱点の補強とステップアップのためのポイントについてアドバイスする。また適宜

実施する小テストについても都度解説する。 

テキスト・教材 『ケンタくんの中国語』（朝日出版社） 

参考書 辞書も含め授業内で適宜紹介する。 

評価の基準と方法 中間テスト 40 点、小テスト 30 点、平常点（授業態度・課題提出等）30 点とする。 

ディプロマポリシー 「カリキュラムマップ」 

学修指針 教養力 人間性 
コミュニケーショ

ン力 
社会性 専門力 判断力 技術力 実践力 

科目の該当 ○  ◎ ○   △  

関連科目  

その他  

予習・復習の 

所要時間 
講義時間 30 時間（2 時間×15 週）＋予習・復習時間 15 時間（1 時間×15 週） 

実務経験を活かした

教育内容 
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中国語Ⅰ 

科目分類（2025 年

～入学者） 

CS-L-132 

CT-L-132 

SD-L-132 

科目分類（～2024 年

入学者） 
100-130-21 授業コード F02932 

科目名称 中国語Ⅰ 単位数 1.0 単位 

英文名称 ChineseⅠ 授業区分 演習 

科目責任者 盧 尤 必修・選択 履修ガイド参照 

担当教員 盧 尤 開講時期 1 年 

オフィスアワー - 研究室 - 

授業概要 

隣国中国は歴史的、地理的、文化的に日本と関わりが深い。さらに中国市場の開放や、経済的躍進などによって、中国に対す

る関心がますます高まっている。中国語は日本語と同様に漢字で表記されることもあり親しみやすいが、同じ漢字でも意味も発音
も全く異なることが少なくないため、誤解を生むことも多々ある。授業では中国語と日本語の相違点なども取り上げながら、中国
語の文法ルールを中国語の発想と共に学ぶ。 

到達目標 
中国語のピンイン表記の規則を理解し、４つの声調と母音、子音が正しく発音できる。中国語で基本的な挨拶ができる。基本

的な文法ルールを身につけ、中国語で簡単な意思疎通ができる。 

アクティブ・ラーニング

型授業 
有 全授業回数 15 回 メディア科目 － 

複数教員の場
合の授業形態 

 

授業 

回数 
担当者 授業の内容 

1 盧 尤 

【第 1 回】 
予習 ：テキスト 8 頁～９頁の講読 

授業 ：中国語入門オリエンテーション、中国語の発音表記 
復習 ：テキスト 8～9 頁の音読 

2 盧 尤 

【第 2 回】 
予習 ：テキスト 10 頁～12 頁の講読 
授業 ：４つの声調、単母音(テキスト 10 頁～12 頁）（ペア・グループワーク） 

復習 ：４つの声調、単母音の発音練習 

3 盧 尤 

【第 3 回】 

予習 ：テキスト 13 頁～15 頁の講読 
授業 ：複母音 3 タイプ(テキスト 13 頁～15 頁）（ペア・グループワーク） 
復習 ：複母音 3 タイプの発音練習 

4 盧 尤 

【第 4 回】 
予習 ：テキスト 16 頁～19 頁の講読 

授業 ：子音、無気音と有気音、そり舌音(テキスト 16 頁～19 頁）（ペア・グループワーク） 
復習 ：子音、無気音と有気音、そり舌音の発音練習 

5 盧 尤 

【第 5 回】 
予習 ：テキスト 20 頁～22 頁の講読 
授業 ：鼻音を伴う母音、声調変化の規則(テキスト 20 頁～22 頁）（ペア・グループワーク） 

復習 ：鼻音を伴う母音、声調変化の発音練習 

6 盧 尤 

【第 6 回】 

予習 ：テキスト 23 頁～25 頁の講読 
授業 ：ピンイン表記の規則、数字の読み方(テキスト 23 頁～25 頁）（ペア・グループワーク） 
復習 ：数字の読み方の発音練習 

7 盧 尤 

【第 7 回】 
予習 ：テキスト 26 頁～29 頁の講読 

授業 ：声調の組み合わせ、挨拶言葉(テキスト 26 頁～29 頁）（ペア・グループワーク） 
復習 ：声調の組み合わせ、挨拶言葉の発音練習 

8 盧 尤 

【第 8 回】 
予習 ：テキスト 29 頁までの復習 
授業 ：中間テストと問題解説 

復習 ：中間テストの解き直し 

9 盧 尤 

【第 9 回】 

予習 ：テキスト 30 頁～32 頁の講読、単語の復習 
授業 ：人称代名詞、動詞述語文（テキスト 30 頁～32 頁） 
復習 ：人称代名詞、動詞述語文のドリル 

10 盧 尤 

【第 10 回】 
予習 ：テキスト 33 頁～35 頁の講読 

授業 ：諾否疑問文、名前の聞き方(テキスト 33 頁～35 頁）（ペア・グループワーク） 
復習 ：諾否疑問文、名前の聞き方のドリル 
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11 盧 尤 

【第 11 回】 
予習 ：テキスト 36 頁～38 頁の講読 

授業 ：指示代詞、連体修飾語(テキスト 36 頁?38 頁） 
復習 ：指示代詞、連体修飾語のドリル 

12 盧 尤 

【第 12 回】 
予習 ：テキスト 39 頁～41 頁の講読 
授業：経験の表し方（テキスト 39 頁～41 頁） 

復習 ：疑問詞疑問文のドリル 

13 盧 尤 

【第 13 回】 

予習 ：テキスト 42 頁～44 頁の講読 
授業 ：モノの数え方、所有の表し方(テキスト 42 頁～44 頁）（ペア・グループワーク） 
復習 ：モノの数え方、所有の表し方のドリル 

14 盧 尤 

【第 14 回】 
予習 ：テキスト 45 頁～47 頁の講読 

授業 ：数、数量のたずね方(テキスト 45 頁～47 頁）（ペア・グループワーク） 
復習 ：数、数量のたずね方のドリル 

15 盧 尤 

【第 15 回】 
予習 ：挨拶言葉の暗唱、単語のまとめ 
授業 ：前期ポイントのまとめ 

復習 ：前期ポイント構文の音読 

授業開始前学習 身の回りにみられる中国語表記や、中国に関するニュースに関心を持つように心がける。 

授業内課題のフィー

ドバックの方法 

授業内で実施する中間テストは採点の上返却し、弱点の補強とステップアップのためのポイントについてアドバイスする。また適宜

実施する小テスト（クイズ）についても都度解説する。 

テキスト・教材 『ケンタくんの中国語』（朝日出版社） 

参考書 辞書も含め授業内で適宜紹介する。 

評価の基準と方法 中間テスト 40 点、小テスト 30 点、平常点（授業態度・課題提出等）30 点とする。 

ディプロマポリシー 「カリキュラムマップ」 

学修指針 教養力 人間性 
コミュニケーショ

ン力 
社会性 専門力 判断力 技術力 実践力 

科目の該当 ○  ◎ ○   △  

関連科目  

その他  

予習・復習の 

所要時間 
講義時間 30 時間（2 時間×15 週）＋予習・復習時間 15 時間（1 時間×15 週） 

実務経験を活かした

教育内容 
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中国語Ⅱ 

科目分類（2025 年

～入学者） 

CS-L-132 

CT-L-132 

SD-L-132 

科目分類（～2024 年

入学者） 
100-130-21 授業コード F02941 

科目名称 中国語Ⅱ 単位数 1.0 単位 

英文名称 ChineseⅡ 授業区分 演習 

科目責任者 保坂 律子 必修・選択 履修ガイド参照 

担当教員 保坂 律子 開講時期 1 年 

オフィスアワー 
前期 水曜日 10:00～13:00 

後期 水曜日 10:00～13:00 
研究室 10-709 

授業概要 

隣国中国は歴史的、地理的、文化的に日本と関わりが深い。さらに中国市場の開放や、経済的躍進などによって、中国に対す

る関心はますます高まっている。中国語は日本語と同様に漢字で表記されることもあり親しみやすいが、同じ漢字でも意味も発音
も全く異なることが少なくないため、誤解を生むことも多々ある。授業では中国語と日本語の相違点なども取り上げながら、中国
語の文法ルールを中国語の発想と共に学ぶ。 

到達目標 中国語の基本文法を理解し、正しく簡体字を書くことができる。中国語の語彙を増やし、単文の基本文型が理解できる。 

アクティブ・ラーニング

型授業 
有 全授業回数 15 回 メディア科目 － 

複数教員の場
合の授業形態 

 

授業 

回数 
担当者 授業の内容 

1 保坂 律子 

【第 1 回】 
予習 ：テキスト 48 頁～49 頁の講読 

授業 ：形容詞述語文、程度を表す副詞（テキスト 48 頁～49 頁） 
復習 ：形容詞述語文、程度を表す副詞のドリル 

2 保坂 律子 

【第 2 回】 
予習 ：テキスト 50 頁～52 頁の講読 
授業 ：反復疑問文、名詞＋“?”疑問文(テキスト 50 頁～52 頁）（ペア・グループワーク） 

復習 ：反復疑問文、名詞＋“?”疑問文のドリル 

3 保坂 律子 

【第 3 回】 

予習 ：テキスト 53 頁～55 頁の講読 
授業 ：場所を表す指示代詞、存在の表し方 (テキスト 53 頁～55 頁）（ペア・グループワーク） 
復習 ：場所を表す指示代詞、存在の表し方のドリル 

4 保坂 律子 

【第 4 回】 
予習 ：テキスト 56 頁～58 頁の講読 

授業 ：願望を表す助動詞(テキスト 56 頁～58 頁）（ペア・グループワーク） 
復習 ：願望を表す助動詞のドリル 

5 保坂 律子 

【第 5 回】 
予習 ：テキスト 59 頁～60 頁の講読 
授業 ：日付・時を表す言葉 (テキスト 59 頁～60 頁）（ペア・グループワーク） 

復習：日付・時を表す言葉のドリル 

6 保坂 律子 

【第 6 回】 

予習 ：テキスト 61 頁～62 頁の講読 
授業 ：名詞述語文(テキスト 61 頁～62 頁）（ペア・グループワーク） 
復習 ：名詞述語文のドリル 

7 保坂 律子 

【第 7 回】 
予習 ：テキスト 63 頁～64 頁の講読 

授業 ：提案、推量の表し方(テキスト 63 頁～64 頁）（ペア・グループワーク） 
復習 ：提案、推量の表し方のドリル 

8 保坂 律子 

【第 8 回】 
予習 ：テキスト 64 頁までの復習 
授業 ：中間テストと問題解説 

復習 ：中間テストの解き直し 

9 保坂 律子 

【第 9 回】 

予習 ：テキスト 65 頁～66 頁の講読 
授業 ：連動文（テキスト 65 頁～66 頁）（ペア・グループワーク） 
復習 ：連動文のドリル 

10 保坂 律子 

【第 10 回】 
予習 ：テキスト 67 頁～68 頁の講読 

授業 ：時間量、介詞 (テキスト 67 頁～68 頁）（ペア・グループワーク） 
復習 ：時間量、介詞のドリル 
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11 保坂 律子 

【第 11 回】 
予習 ：テキスト 69 頁～70 頁の講読 

授業 ：どれくらい～？のたずね方(テキスト 69 頁～70 頁）（ペア・グループワーク） 
復習 ：どれくらい～？のドリル 

12 保坂 律子 

【第 12 回】 
予習 ：テキスト 71 頁～72 頁の講読 
授業 ：経験の表し方 (テキスト 71 頁～72 頁）（ペア・グループワーク） 

復習 ：経験の表し方のドリル 

13 保坂 律子 

【第 13 回】 

予習 ：テキスト 73～74 頁の講読 
授業 ：動詞の繰り返し型 (テキスト 73 頁～74 頁）（ペア・グループワーク） 
復習 ：動詞の繰り返し型のドリル 

14 保坂 律子 

【第 14 回】 
予習 ：テキスト 75 頁～77 頁の講読 

授業 ：選択疑問文(テキスト 75 頁～77 頁）（ぺア・グループワーク） 
復習 ：選択疑問文のドリル 

15 保坂 律子 

【第 15 回】 
予習：挨拶言葉の暗誦、単語のまとめ 
授業 ：後期ポイントのまとめ 

復習 ：後期ポイント構文の音読 

授業開始前学習 身の回りにみられる中国語表記や、中国に関するニュースに関心を持つようにしておく。 

授業内課題のフィー

ドバックの方法 

授業内に実施する中間テストは返却時に全体の講評を行い、弱点補強とステップアップのためのポイントについてアドバイスする。

また適宜実施する小テストについても都度解説する。 

テキスト・教材 『ケンタくんの中国語』（朝日出版社） 

参考書 辞書も含め授業内で適宜紹介する。 

評価の基準と方法 中間テスト 40 点、小テスト 30 点、平常点（授業態度・課題提出）30 点とする。 

ディプロマポリシー 「カリキュラムマップ」 

学修指針 教養力 人間性 
コミュニケーショ

ン力 
社会性 専門力 判断力 技術力 実践力 

科目の該当 ○  ◎ ○   △  

関連科目  

その他  

予習・復習の 

所要時間 
講義時間 30 時間（2 時間×15 週）＋予習・復習時間 15 時間（1 時間×15 週） 

実務経験を活かした

教育内容 
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中国語Ⅱ 

科目分類（2025 年

～入学者） 

CS-L-132 

CT-L-132 

SD-L-132 

科目分類（～2024 年

入学者） 
100-130-21 授業コード F02942 

科目名称 中国語Ⅱ 単位数 1.0 単位 

英文名称 ChineseⅡ 授業区分 演習 

科目責任者 盧 尤 必修・選択 履修ガイド参照 

担当教員 盧 尤 開講時期 1 年 

オフィスアワー - 研究室 - 

授業概要 

隣国中国は、歴史的、地理的、文化的に日本と関わりが深い。さらに中国市場の開放や、経済的躍進などによって、中国に対

する関心が高まっている。中国語は日本語と同様に、漢字で表記されることもあり、親しみやすいが、同じ漢字でも意味も発音も
全く異なることが少なくないため、誤解を生むことも多々ある。授業では中国語と日本語の相違点なども取り上げながら、中国語
の文法ルールを中国語の発想と共に学ぶ。 

到達目標 中国語の基本文法を理解し、正しく簡体字を書くことができる。中国語の語彙を増やし、単文の基本文型が理解できる。 

アクティブ・ラーニング

型授業 
有 全授業回数 15 回 メディア科目 － 

複数教員の場
合の授業形態 

 

授業 

回数 
担当者 授業の内容 

1 盧 尤 

【第 1 回】 
予習 ：テキスト 48 頁～49 頁の講読 

授業 ：形容詞述語文、程度を表す副詞（テキスト 48 頁～49 頁） 
復習 ：形容詞述語文、程度を表す副詞のドリル 

2 盧 尤 

【第 2 回】 
予習 ：テキスト 50 頁～52 頁の講読 
授業 ：反復疑問文、名詞＋“?”疑問文(テキスト 50 頁～52 頁）（ペア・ワーク） 

復習 ：反復疑問文、名詞＋“?”疑問文のドリル 

3 盧 尤 

【第 3 回】 

予習 ：テキスト 53 頁～55 頁の講読 
授業 ：場所を表す指示代詞、存在の表し方 (テキスト 53 頁～55 頁） 
復習 ：場所を表す指示代詞、存在の表し方のドリル 

4 盧 尤 

【第 4 回】 
予習 ：テキスト 56 頁～58 頁の講読 

授業 ：願望を表す助動詞(テキスト 56 頁～58 頁）（ペア・ワーク） 
復習 ：願望を表す助動詞のドリル 

5 盧 尤 
【第 5 回】 
予習 ：テキスト 59 頁～60 頁の講読 
授業 ：日付・時を表す言葉 (テキスト 59 頁～60 頁） 

6 盧 尤 

【第 6 回】 
予習 ：テキスト 61 頁～62 頁の講読 

授業 ：名詞述語文(テキスト 61 頁～62 頁）（ペア・ワーク） 
復習 ：名詞述語文のドリル 

7 盧 尤 

【第 7 回】 
予習 ：テキスト 63 頁～64 頁の講読 
授業 ：提案、推量の表し方(テキスト 63 頁～64 頁） 

復習 ：提案、推量の表し方 

8 盧 尤 

【第 8 回】 

予習 ：テキスト 64 頁までの復習 
授業 ：小テストと問題解説 
復習 ：小テストの解き直し 

9 盧 尤 

【第 9 回】 
予習 ：テキスト 65 頁～66 頁の講読 

授業 ：連動文（テキスト 65 頁～66 頁）（ペア・ワーク）  
復習 ：連動文のドリル 

10 盧 尤 

【第 10 回】 
予習 ：テキスト 67 頁～68 頁の講読 
授業 ：時間量、介詞 (テキスト 67 頁～68 頁） 

復習 ：時間量、介詞のドリル 
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11 盧 尤 

【第 11 回】 
予習 ：テキスト 69 頁～70 頁の講読 

授業 ：どれくらい? ？のたずね方(テキスト 69 頁～70 頁）（ペア・ワーク） 
復習 ：どれくらい? ？のドリル 

12 盧 尤 

【第 12 回】 
予習 ：テキスト 71 頁～72 頁の講読 
授業 ：経験の表し方 (テキスト 71 頁～72 頁） 

復習 ：経験の表し方のドリル 

13 盧 尤 

【第 13 回】 

予習 ：テキスト 73 頁～74 頁の講読 
授業 ：動詞の繰り返し型 (テキスト 73 頁～74 頁）（ペア・ワーク） 
復習 ：動詞の繰り返し型のドリル 

14 盧 尤 

【第 14 回】 
予習 ：テキスト 75 頁～77 頁の講読 

授業 ：選択疑問文(テキスト 75 頁～77 頁） 
復習 ：選択疑問文のドリル 

15 盧 尤 

【第 15 回】 
予習：挨拶言葉の暗誦、単語のまとめ 
授業 ：後期ポイントのまとめ 

復習 ：後期ポイント構文の音読 

授業開始前学習 身の回りにみられる中国語表記や、中国に関するニュースに関心を持つようにしておく。 

授業内課題のフィー

ドバックの方法 

授業内に適宜実施する小テストおよび中間テストは採点の上翌週返却し、弱点の補強とステップアップのポイントについてアドバイ

スする。 

テキスト・教材 『ケンタくんの中国語』（朝日出版社） 

参考書 辞書も含め授業内で適宜紹介する。 

評価の基準と方法 中間テスト 40 点、小テスト 30 点、平常点（授業態度・課題提出）30 点とする。 

ディプロマポリシー 「カリキュラムマップ」 

学修指針 教養力 人間性 
コミュニケーショ

ン力 
社会性 専門力 判断力 技術力 実践力 

科目の該当 ○  ◎ ○   △  

関連科目  

その他  

予習・復習の 

所要時間 
講義時間 30 時間（2 時間×15 週）＋予習・復習時間 15 時間（1 時間×15 週） 

実務経験を活かした

教育内容 
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日本語Ⅰ 

科目分類（2025 年

～入学者） 

CS-L-112 

CT-L-112 

SD-L-112 

科目分類（～2024 年

入学者） 
 授業コード F04120 

科目名称 日本語Ⅰ 単位数 1.0 単位 

英文名称 Japanese Ⅰ 授業区分 演習 

科目責任者 中尾 真樹 必修・選択 履修ガイド参照 

担当教員 中尾 真樹 開講時期 1 年 

オフィスアワー - 研究室 - 

授業概要 

 大学で授業を受けるための総合的な日本語能力を身につけることを目標とする。「読む・書く・聞く・話す」という４技能の習得を

目指す。 

 特に講義を聞くための聴解力と、ゼミや研究発表のための口頭表現能力を養うことに重点を置く。同時に日本語能力試験Ｎ
１レベルの語彙・文型を身につけ、表現力の向上を図る。 

 聞きやすく分かりやすい発音で話せるようになること、人前で話すことに慣れること、そして論理的な表現ができるようになることを
目指す。この授業では発表とディスカッションを行う。 

到達目標 

1 日本語能力試験Ｎ１レベルの語彙・文型を身につける 

2 あるテーマについて、自分の考えをまとめ、聞き手に伝わるように話せるようになる 

3 口頭発表のための資料を、分かりやすく作成することができるようになる 

4 他者のスピーチを聞いて要点を理解し、質問できるようになる 

アクティブ・ラーニング

型授業 
有 全授業回数 15 回 メディア科目 － 

複数教員の場

合の授業形態 
 

授業 
回数 

担当者 授業の内容 

1 中尾 真樹 

【第 1 回】 
予習 ：印象に残る自己紹介を考えておく。 
授業 ：自己紹介（１）：スピーチをするときの段取りを身につける。（発表） 
    「時間・時期に関する文型」の学習。 
復習 ：授業で学習した文型を使って文を作る。 

2 中尾 真樹 

【第 2 回】 
予習 ：前回配布したプリントの内容を見直す。 
授業 ：自己紹介（２）：聞き手が聞きとりやすい発声やスピードを身につける。（発表） 
    「立場・状況・場合に関する文型」の学習。 
復習 ：立場・状況・場合に関する文型を使って文を作る。 

3 中尾 真樹 

【第 3 回】 
予習 ：前回配布したプリントの内容を見直す。 
授業 ：時事問題を扱った新聞記事を読み、内容について話し合う。（ディスカッション） 
    「限定に関する文型」の学習。 
復習 ：授業で取り上げた時事問題について、自分の意見を文章にまとめる。限定の文型を使って文を作る。 

4 中尾 真樹 

【第 4 回】 
予習 ：前回とりあげた時事問題についてまとめた文章を、発表できるように準備する。 
授業 ：前回取り上げた時事問題について、各自意見を発表する。（発表） 
    「例示・比喩に関する文型」の学習。 
復習 ：例示・比喩に関する文型を使って文を作る。 

5 中尾 真樹 

【第 5 回】 
予習 ：ニュースや新聞を見て、時事問題を調べる。 
授業 ：時事問題を扱った新聞記事を読み、内容について話し合う。（ディスカッション） 
    「対比に関する文型」の学習。 
復習 ：授業で取り上げた時事問題について、自分の意見を文章にまとめる。 
    対比に関する文型を使って文を作る。 

6 中尾 真樹 

【第 6 回】 
予習 ：これまでに学習した文型について復習する。 
    前回とりあげた時事問題についてまとめた文章を、発表できるように準備する。 
授業 ：文型に関する小テスト。 
    前回取り上げた時事問題について、各自意見を発表する。（発表） 
復習 ：小テストで出題された文型を使って文を作る。 

7 中尾 真樹 

【第 7 回】 
予習 ：自分の出身地について、情報をまとめる。 
授業 ：出身地紹介（１）：聞き手が興味をもつようなテーマ選びを考える。（発表） 
    「同時・2 つの事柄を述べる文型」の学習。 
復習 ：同時・2 つの事柄を述べる文型を使って文を作る。 
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8 中尾 真樹 

【第 8 回】 
予習 ：前回学んだ発表の仕方について復習する。 
授業 ：出身地紹介（２）：発表に際してはポイントを絞り、分かりやすく伝える工夫をする。（発表） 
    「不変・無関係に関する文型」の学習。 
復習 ：不変・無関係に関する文型を使って文を作る 

9 中尾 真樹 

【第 9 回】 
予習 ：ニュースや新聞を見て、時事問題を調べる。 
授業 ：時事問題を扱った新聞記事を読み、内容について話し合う。（ディスカッション） 
    「強調・繰り返しに関する文型」の学習。 
復習 ：授業で取り上げた時事問題について、自分の意見を文章にまとめる。 
    強調・繰り返しに関する文型を使って文を作る。 

10 中尾 真樹 

【第 10 回】 
予習 ：前回とりあげた時事問題についてまとめた文章を、発表できるように準備する。 
授業 ：前回取り上げた時事問題について、各自意見を発表する。（発表） 
    「逆接・意外な気持ちに関する文型」の学習。 
復習 ：逆接・意外な気持ちに関する文型を使って文を作る。 

11 中尾 真樹 

【第 11 回】 
予習 ：ニュースや新聞を見て、時事問題を調べる。 
授業 ：時事問題を扱った新聞記事を読み、内容について話し合う。（ディスカッション） 
    「結果に関する文型」の学習。 
復習 ：授業で取り上げた時事問題について、自分の意見を文章にまとめる。 
    結果に関する文型を使って文を作る。 

12 中尾 真樹 

【第 12 回】 
予習 ：前回とりあげた時事問題についてまとめた文章を、発表できるように準備する。 
授業 ：前回取り上げた時事問題について、各自意見を発表する。（発表） 
    「条件に関する文型」の学習。 
復習 ：条件に関する文型を使って文を作る。 

13 中尾 真樹 

【第 13 回】 
予習 ：ニュースや新聞を見て時事問題を調べる。 
授業 ：時事問題を扱った新聞記事を読み、内容について話し合う。（ディスカッション） 
    「基準に関する文型」の学習 
復習 ：授業で取り上げた時事問題について、自分の意見を文章にまとめる。 
    基準に関する文型を使って文を作る。 

14 中尾 真樹 

【第 14 回】 
予習 ：前回とりあげた時事問題についてまとめた文章を、発表できるように準備する。 
    これまでに学習した文型を見直す。 
授業 ：文型に関する小テスト。 
    前回取り上げた時事問題について、各自意見を発表する。（発表） 
復習 ：小テストで取り上げた文型を使って、文を作る。 

15 中尾 真樹 

【第 15 回】 
予習 ：ニュースや新聞を見て時事問題について調べる。 
授業 ：時事問題について、問題点を明確にしながらディスカッションする。（ディスカッション） 
復習 ：授業で取り上げた時事問題について、自分の意見を文章にまとめる。 
    これまでに学んだ発表の仕方を復習する。 

授業開始前学習 N2,N3 の語彙・文法などを復習しておくこと。 

授業内課題のフィー

ドバックの方法 

受講者の発表について、直すべきところなどを指摘する。随時小テストを実施して、次の授業でフィードバックする。また、提出され

た意見文を添削して返却する。 

テキスト・教材 テキストは使用しない。授業時にプリントを配布する。 

参考書 

三浦香苗ほか『最初の一歩から始める日本語学習者と日本人学生のための アカデミックプレゼンテーション入門』ひつじ書

房,2006 年 12 月 

その他、随時指示する。 

評価の基準と方法 課題への取り組みと到達度を総合的に評価する。発表・作文 60％、ディスカッション 20％、小テスト 20％。 

ディプロマポリシー 「カリキュラムマップ」 

学修指針 教養力 人間性 
コミュニケーショ

ン力 
社会性 専門力 判断力 技術力 実践力 

科目の該当 ○  ◎ ○   △  

関連科目  

その他  

予習・復習の 

所要時間 
講義時間 30 時間（2 時間×15 週）＋予習・復習時間 15 時間（1 時間×15 週） 

実務経験を活かした

教育内容 
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日本語Ⅰ 

科目分類（2025 年

～入学者） 

CS-L-112 

CT-L-112 

SD-L-112 

科目分類（～2024 年

入学者） 
 授業コード F04121 

科目名称 日本語Ⅰ 単位数 1.0 単位 

英文名称 Japanese Ⅰ 授業区分 演習 

科目責任者 何 芸芃 必修・選択 履修ガイド参照 

担当教員 何 芸芃 開講時期 1 年 

オフィスアワー 
前期 月曜日 14:40～16:10 水曜日 14:40～16:10 

後期 月曜日 14:40～16:10 水曜日 14:40～16:10 
研究室 16-307 

授業概要 

 大学で授業を受けるための総合的な日本語能力を身につけることを目標とする。「読む・書く・聞く・話す」という４技能の習得を

目指す。 

 特に講義を聞くための聴解力と、ゼミや研究発表のための口頭表現能力を養うことに重点を置く。同時に日本語能力試験Ｎ
１レベルの語彙・文型を身につけ、表現力の向上を図る。 

 聞きやすく分かりやすい発音で話せるようになること、人前で話すことに慣れること、そして論理的な表現ができるようになることを
目指す。この授業では発表とディスカッションを行う。 

到達目標 

1 日本語能力試験Ｎ１レベルの語彙・文型を身につける 

2 あるテーマについて、自分の考えをまとめ、聞き手に伝わるように話せるようになる 

3 口頭発表のための資料を、分かりやすく作成することができるようになる 

4 他者のスピーチを聞いて要点を理解し、質問できるようになる 

アクティブ・ラーニング

型授業 
有 全授業回数 15 回 メディア科目 － 

複数教員の場

合の授業形態 
 

授業 
回数 

担当者 授業の内容 

1 何 芸芃 

【第 1 回】 
予習 ：印象に残る自己紹介を考えておく。 
授業 ：自己紹介（１）：スピーチをするときの段取りを身につける。（発表） 
    「時間・時期に関する文型」の学習。 
復習 ：授業で学習した文型を使って文を作る。 

2 何 芸芃 

【第 2 回】 
予習 ：前回配布したプリントの内容を見直す。 
授業 ：自己紹介（２）：聞き手が聞きとりやすい発声やスピードを身につける。（発表） 
    「立場・状況・場合に関する文型」の学習。 
復習 ：立場・状況・場合に関する文型を使って文を作る。 

3 何 芸芃 

【第 3 回】 
予習 ：前回配布したプリントの内容を見直す。 
授業 ：時事問題を扱った新聞記事を読み、内容について話し合う。（ディスカッション） 
    「限定に関する文型」の学習。 
復習 ：授業で取り上げた時事問題について、自分の意見を文章にまとめる。限定の文型を使って文を作る。 

4 何 芸芃 

【第 4 回】 
予習 ：前回とりあげた時事問題についてまとめた文章を、発表できるように準備する。 
授業 ：前回取り上げた時事問題について、各自意見を発表する。（発表） 
    「例示・比喩に関する文型」の学習。 
復習 ：例示・比喩に関する文型を使って文を作る。 

5 何 芸芃 

【第 5 回】 
予習 ：ニュースや新聞を見て、時事問題を調べる。 
授業 ：時事問題を扱った新聞記事を読み、内容について話し合う。（ディスカッション） 
    「対比に関する文型」の学習。 
復習 ：授業で取り上げた時事問題について、自分の意見を文章にまとめる。 
    対比に関する文型を使って文を作る。 

6 何 芸芃 

【第 6 回】 
予習 ：これまでに学習した文型について復習する。 
    前回とりあげた時事問題についてまとめた文章を、発表できるように準備する。 
授業 ：文型に関する小テスト。 
    前回取り上げた時事問題について、各自意見を発表する。（発表） 
復習 ：小テストで出題された文型を使って文を作る。 

7 何 芸芃 

【第 7 回】 
予習 ：自分の出身地について、情報をまとめる。 
授業 ：出身地紹介（１）：聞き手が興味をもつようなテーマ選びを考える。（発表） 
    「同時・2 つの事柄を述べる文型」の学習。 
復習 ：同時・2 つの事柄を述べる文型を使って文を作る。 
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8 何 芸芃 

【第 8 回】 
予習 ：前回学んだ発表の仕方について復習する。 
授業 ：出身地紹介（２）：発表に際してはポイントを絞り、分かりやすく伝える工夫をする。（発表） 
    「不変・無関係に関する文型」の学習。 
復習 ：不変・無関係に関する文型を使って文を作る 

9 何 芸芃 

【第 9 回】 
予習 ：ニュースや新聞を見て、時事問題を調べる。 
授業 ：時事問題を扱った新聞記事を読み、内容について話し合う。（ディスカッション） 
    「強調・繰り返しに関する文型」の学習。 
復習 ：授業で取り上げた時事問題について、自分の意見を文章にまとめる。 
    強調・繰り返しに関する文型を使って文を作る。 

10 何 芸芃 

【第 10 回】 
予習 ：前回とりあげた時事問題についてまとめた文章を、発表できるように準備する。 
授業 ：前回取り上げた時事問題について、各自意見を発表する。（発表） 
    「逆接・意外な気持ちに関する文型」の学習。 
復習 ：逆接・意外な気持ちに関する文型を使って文を作る。 

11 何 芸芃 

【第 11 回】 
予習 ：ニュースや新聞を見て、時事問題を調べる。 
授業 ：時事問題を扱った新聞記事を読み、内容について話し合う。（ディスカッション） 
    「結果に関する文型」の学習。 
復習 ：授業で取り上げた時事問題について、自分の意見を文章にまとめる。 
    結果に関する文型を使って文を作る。 

12 何 芸芃 

【第 12 回】 
予習 ：前回とりあげた時事問題についてまとめた文章を、発表できるように準備する。 
授業 ：前回取り上げた時事問題について、各自意見を発表する。（発表） 
    「条件に関する文型」の学習。 
復習 ：条件に関する文型を使って文を作る。 

13 何 芸芃 

【第 13 回】 
予習 ：ニュースや新聞を見て時事問題を調べる。 
授業 ：時事問題を扱った新聞記事を読み、内容について話し合う。（ディスカッション） 
    「基準に関する文型」の学習 
復習 ：授業で取り上げた時事問題について、自分の意見を文章にまとめる。 
    基準に関する文型を使って文を作る。 

14 何 芸芃 

【第 14 回】 
予習 ：前回とりあげた時事問題についてまとめた文章を、発表できるように準備する。 
    これまでに学習した文型を見直す。 
授業 ：文型に関する小テスト。 
    前回取り上げた時事問題について、各自意見を発表する。（発表） 
復習 ：小テストで取り上げた文型を使って、文を作る。 

15 何 芸芃 

【第 15 回】 
予習 ：ニュースや新聞を見て時事問題について調べる。 
授業 ：時事問題について、問題点を明確にしながらディスカッションする。（ディスカッション） 
復習 ：授業で取り上げた時事問題について、自分の意見を文章にまとめる。 
    これまでに学んだ発表の仕方を復習する。 

授業開始前学習 N2,N3 の語彙・文法などを復習しておくこと。 

授業内課題のフィー

ドバックの方法 

受講者の発表について、直すべきところなどを指摘する。随時小テストを実施して、次の授業でフィードバックする。また、提出され

た意見文を添削して返却する。 

テキスト・教材 テキストは使用しない。授業時にプリントを配布する。 

参考書 

三浦香苗ほか『最初の一歩から始める日本語学習者と日本人学生のための アカデミックプレゼンテーション入門』ひつじ書

房,2006 年 12 月 

その他、随時指示する。 

評価の基準と方法 課題への取り組みと到達度を総合的に評価する。発表・作文 60％、ディスカッション 20％、小テスト 20％。 

ディプロマポリシー 「カリキュラムマップ」 

学修指針 教養力 人間性 
コミュニケーショ

ン力 
社会性 専門力 判断力 技術力 実践力 

科目の該当 ○  ◎ ○   △  

関連科目  

その他  

予習・復習の 

所要時間 
講義時間 30 時間（2 時間×15 週）＋予習・復習時間 15 時間（1 時間×15 週） 

実務経験を活かした

教育内容 
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日本語Ⅱ 

科目分類（2025 年

～入学者） 

CS-L-112 

CT-L-112 

SD-L-112 

科目分類（～2024 年

入学者） 
 授業コード F04130 

科目名称 日本語Ⅱ 単位数 1.0 単位 

英文名称 Japanese Ⅱ 授業区分 演習 

科目責任者 中尾 真樹 必修・選択 履修ガイド参照 

担当教員 中尾 真樹 開講時期 1 年 

オフィスアワー - 研究室 - 

授業概要 

 大学で授業を受けるための総合的な日本語能力を身につけることを目標とする。「読む・書く・聞く・話す」という４技能の習得を

目指す。特に講義を聴くための聴解力と、ゼミや研究発表のための口頭表現能力を養うことに重点を置く。同時に日本語能力
試験Ｎ１レベルの語彙・文型を身につけ、表現力の向上を図る。 

 また、身近な題材について文章を書くことによって、文を書くことに慣れるとともに、文法的に正しい文を書けるようにする。 

到達目標 

1 日本語能力試験Ｎ１レベルの語彙・文型を身につける 

2 あるテーマについて、自分の考えを論理的な文章にまとめることができるようになる 

3 口頭発表のための資料を、分かりやすく作成することができるようになる 

4 他者のスピーチを聞いて要点を理解し、質問できるようになる 

アクティブ・ラーニング

型授業 
有 全授業回数 15 回 メディア科目 － 

複数教員の場

合の授業形態 
 

授業 
回数 

担当者 授業の内容 

1 中尾 真樹 

【第 1 回】 
予習 ：ニュースや新聞を見て時事問題について調べる。 
授業 ：時事問題を扱った新聞記事を読み、内容について話し合う。（ディスカッション） 
    「方法に関する文型」の学習。 
復習 ：授業で取り上げた時事問題について、自分の意見を文章にまとめる。 
    方法に関する文型を使って文を作る。 

2 中尾 真樹 

【第 2 回】 
予習 ：前回とりあげた時事問題についてまとめた文章を、発表できるように準備する。 
授業 ：前回取り上げた時事問題について、各自意見を発表する。（発表） 
    スピーチの導入について、言葉遣いや決まり文句を確認する。 
    「様子に関する文型」を学習する。 
復習 ：様子に関する文型を使って文を作る。 

3 中尾 真樹 

【第 3 回】 
予習 ：ニュースや新聞を見て時事問題について調べる。 
授業 ：時事問題を扱った新聞記事を読み、内容について話し合う。（ディスカッション） 
    スピーチをする際に、声の大きさや姿勢などが重要であることを確認する。 
    「傾向に関する文型（１）」を学習する。 
復習 ：授業で取り上げた時事問題について、自分の意見を文章にまとめる。 
    傾向に関する文型を使って文を作る。 

4 中尾 真樹 

【第 4 回】 
予習 ：前回とりあげた時事問題についてまとめた文章を、発表できるように準備する。 
授業 ：前回取り上げた時事問題について、各自意見を発表する。（発表） 
    予期せぬ質問などへの対応方法を考える。 
    「傾向に関する文型（２）」を学習する。 
復習 ：傾向に関する文型を使って文を作る。 

5 中尾 真樹 

【第 5 回】 
予習 ：ニュースや新聞を見て時事問題について調べる。 
授業 ：時事問題を扱った新聞記事を読み、内容について話し合う。（ディスカッション） 
    パワーポイントなどの資料は、情報の読み取りやすさが重要であることを確認する。 
    「話題・対象に関する文型」を学習する。 
復習 ：授業で取り上げた時事問題について、自分の意見を文章にまとめる。 
    話題・対象に関する文型を使って文を作る。 

6 中尾 真樹 

【第 6 回】 
予習 ：これまでに学習した文型を見直す。 
    前回とりあげた時事問題についてまとめた文章を、発表できるように準備する。 
授業 ：小テスト（これまでに学習した文型について） 
    前回取り上げた時事問題について、各自意見を発表する。（発表） 
    スピーチはテーマを絞り、問題点を明確にする必要があることを確認する。 
復習 ：小テストで扱った文型を使って文を作る。 

7 中尾 真樹 

【第 7 回】 
予習 ：ニュースや新聞を見て時事問題について調べる。 
授業 ：時事問題を扱った新聞記事を読み、内容について話し合う。（ディスカッション） 
    スピーチの内容を考える際には、聞き手が何を求めているかを考える必要があることを確認する。 
    「意思・意向に関する文型」を学習する。 
復習 ：授業で取り上げた時事問題について、自分の意見を文章にまとめる。 
    意思・意向に関する文型を使って文を作る。 
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8 中尾 真樹 

【第 8 回】 
予習 ：前回とりあげた時事問題についてまとめた文章を、発表できるように準備する。 
授業 ：前回取り上げた時事問題について、各自意見を発表する。（発表） 
    日頃から時事問題に接しておくことの必要性を考える。 
    「理由・根拠に関する文型」を学習する。 
復習 ：理由・根拠に関する文型を使って文を作る。 

9 中尾 真樹 

【第 9 回】 
予習 ：ニュースや新聞を見て時事問題について調べる。 
授業 ：時事問題を扱った新聞記事を読み、内容について話し合う。（ディスカッション） 
    SNS 以外の情報に目配りすることの重要性を考える。 
    「目的に関する文型」を学習する。 
復習 ：授業で取り上げた時事問題について、自分の意見を文章にまとめる。 
    目的に関する文型を使って文を作る。 

10 中尾 真樹 

【第 10 回】 
予習 ：前回とりあげた時事問題についてまとめた文章を、発表できるように準備する。 
授業 ：前回取り上げた時事問題について、各自意見を発表する。（発表） 
    時事問題の情報源には信頼性に差があることを確認する。 
    「可能・不可能に関する文型」を学習する。 
復習 ：可能・不可能に関する文型を使って文を作る。 

11 中尾 真樹 

【第 11 回】 
予習 ：ニュースや新聞を見て時事問題について調べる。 
授業 ：時事問題を扱った新聞記事を読み、内容について話し合う。（ディスカッション） 
    情報源の信頼性をどのように見分けるかを考える。 
    「評価に関する文型」を学習する。 
復習 ：授業で取り上げた時事問題について、自分の意見を文章にまとめる。 
    評価に関する文型を使って文を作る。 

12 中尾 真樹 

【第 12 回】 
予習 ：前回とりあげた時事問題についてまとめた文章を、発表できるように準備する。 
授業 ：前回取り上げた時事問題について、各自意見を発表する。（発表） 
    特定の時事問題について、いくつかの視点を設定して論じる練習をする。 
    「感想に関する文型」を学習する。 
復習 ：感想に関する文型を使って文を作る。 

13 中尾 真樹 

【第 13 回】 
予習 ：ニュースや新聞を見て時事問題について調べる。 
授業 ：時事問題を扱った新聞記事を読み、内容について話し合う。（ディスカッション） 
    意見を述べる際には、まず問題点を明確にする必要があることを確認する。 
    「見方・考え方に関する文型」を学習する。 
復習 ：授業で取り上げた時事問題について、自分の意見を文章にまとめる。 
    見方・考え方に関する文型を使って文を作る。 

14 中尾 真樹 

【第 14 回】 
予習 ：前回とりあげた時事問題についてまとめた文章を、発表できるように準備する。 
    これまでに学んだ文型を見直す。 
授業 ：小テスト：これまでに学習した文型について 
    前回取り上げた時事問題について、各自意見を発表する。（発表） 
    特定の時事問題について、各自が設定した視点を比較する。 
    「禁止に関する文型」を学習する。 
復習 ：禁止に関する文型を使って文を作る。 

15 中尾 真樹 

【第 15 回】 
予習 ：ニュースや新聞を見て時事問題について調べる。 
授業 ：時事問題を扱った新聞記事を読み、内容について話し合う。（ディスカッション） 
復習 ：授業で取り上げた時事問題について、自分の意見を文章にまとめる。 
    授業で行ったディスカッションで、他者が設定した視点からあらためて問題を見直す。 

授業開始前学習 N2、N3 の学習内容を確認しておくこと。 

授業内課題のフィー

ドバックの方法 

受講者の発表について、直すべきところなどを指摘する。随時小テストを実施して、次の授業でフィードバックする。また、提出され

た意見文を添削して返却する。 

テキスト・教材 テキストは使用しない。授業時にプリントを配布する。 

参考書 

三浦香苗ほか『最初の一歩から始める日本語学習者と日本人学生のための アカデミックプレゼンテーション入門』ひつじ書

房,2006 年 12 月 

その他、随時指示する。 

評価の基準と方法 課題への取り組みと到達度を総合的に評価する。発表・作文 60％、ディスカッション 20％、小テスト 20％。 

ディプロマポリシー 「カリキュラムマップ」 

学修指針 教養力 人間性 
コミュニケーショ

ン力 
社会性 専門力 判断力 技術力 実践力 

科目の該当 ○  ◎ ○   △  

関連科目  

その他  

予習・復習の 
所要時間 

講義時間 30 時間（2 時間×15 週）＋予習・復習時間 15 時間（1 時間×15 週） 

実務経験を活かした
教育内容 
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日本語Ⅱ 

科目分類（2025 年

～入学者） 

CS-L-112 
CT-L-112 
SD-L-112 

科目分類（～2024 年

入学者） 
 授業コード F04131 

科目名称 日本語Ⅱ 単位数 1.0 単位 

英文名称 Japanese Ⅱ 授業区分 演習 

科目責任者 何 芸芃 必修・選択 履修ガイド参照 

担当教員 何 芸芃 開講時期 1 年 

オフィスアワー 
前期 月曜日 14:40～16:10 水曜日 14:40～16:10 

後期 月曜日 14:40～16:10 水曜日 14:40～16:10 
研究室 16-307 

授業概要 

 大学で授業を受けるための総合的な日本語能力を身につけることを目標とする。「読む・書く・聞く・話す」という４技能の習得を

目指す。特に講義を聴くための聴解力と、ゼミや研究発表のための口頭表現能力を養うことに重点を置く。同時に日本語能力

試験Ｎ１レベルの語彙・文型を身につけ、表現力の向上を図る。 

 また、身近な題材について文章を書くことによって、文を書くことに慣れるとともに、文法的に正しい文を書けるようにする。 

到達目標 

1 日本語能力試験Ｎ１レベルの語彙・文型を身につける 

2 あるテーマについて、自分の考えを論理的な文章にまとめることができるようになる 

3 口頭発表のための資料を、分かりやすく作成することができるようになる 

4 他者のスピーチを聞いて要点を理解し、質問できるようになる 

アクティブ・ラーニング

型授業 
有 全授業回数 15 回 メディア科目 － 

複数教員の場
合の授業形態 

 

授業 
回数 

担当者 授業の内容 

1 何 芸芃 

【第 1 回】 
予習 ：ニュースや新聞を見て時事問題について調べる。 
授業 ：時事問題を扱った新聞記事を読み、内容について話し合う。（ディスカッション） 
    「方法に関する文型」の学習。 
復習 ：授業で取り上げた時事問題について、自分の意見を文章にまとめる。 
    方法に関する文型を使って文を作る。 

2 何 芸芃 

【第 2 回】 
予習 ：前回とりあげた時事問題についてまとめた文章を、発表できるように準備する。 
授業 ：前回取り上げた時事問題について、各自意見を発表する。（発表） 
    スピーチの導入について、言葉遣いや決まり文句を確認する。 
    「様子に関する文型」を学習する。 
復習 ：様子に関する文型を使って文を作る。 

3 何 芸芃 

【第 3 回】 
予習 ：ニュースや新聞を見て時事問題について調べる。 
授業 ：時事問題を扱った新聞記事を読み、内容について話し合う。（ディスカッション） 
    スピーチをする際に、声の大きさや姿勢などが重要であることを確認する。 
    「傾向に関する文型（１）」を学習する。 
復習 ：授業で取り上げた時事問題について、自分の意見を文章にまとめる。 
    傾向に関する文型を使って文を作る。 

4 何 芸芃 

【第 4 回】 
予習 ：前回とりあげた時事問題についてまとめた文章を、発表できるように準備する。 
授業 ：前回取り上げた時事問題について、各自意見を発表する。（発表） 
    予期せぬ質問などへの対応方法を考える。 
    「傾向に関する文型（２）」を学習する。 
復習 ：傾向に関する文型を使って文を作る。 

5 何 芸芃 

【第 5 回】 
予習 ：ニュースや新聞を見て時事問題について調べる。 
授業 ：時事問題を扱った新聞記事を読み、内容について話し合う。（ディスカッション） 
    パワーポイントなどの資料は、情報の読み取りやすさが重要であることを確認する。 
    「話題・対象に関する文型」を学習する。 
復習 ：授業で取り上げた時事問題について、自分の意見を文章にまとめる。 
    話題・対象に関する文型を使って文を作る。 

6 何 芸芃 

【第 6 回】 
予習 ：これまでに学習した文型を見直す。 
    前回とりあげた時事問題についてまとめた文章を、発表できるように準備する。 
授業 ：小テスト（これまでに学習した文型について） 
    前回取り上げた時事問題について、各自意見を発表する。（発表） 
    スピーチはテーマを絞り、問題点を明確にする必要があることを確認する。 
復習 ：小テストで扱った文型を使って文を作る。 

7 何 芸芃 

【第 7 回】 
予習 ：ニュースや新聞を見て時事問題について調べる。 
授業 ：時事問題を扱った新聞記事を読み、内容について話し合う。（ディスカッション） 
    スピーチの内容を考える際には、聞き手が何を求めているかを考える必要があることを確認する。 
    「意思・意向に関する文型」を学習する。 
復習 ：授業で取り上げた時事問題について、自分の意見を文章にまとめる。 
    意思・意向に関する文型を使って文を作る。 
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8 何 芸芃 

【第 8 回】 
予習 ：前回とりあげた時事問題についてまとめた文章を、発表できるように準備する。 
授業 ：前回取り上げた時事問題について、各自意見を発表する。（発表） 
    日頃から時事問題に接しておくことの必要性を考える。 
    「理由・根拠に関する文型」を学習する。 
復習 ：理由・根拠に関する文型を使って文を作る。 

9 何 芸芃 

【第 9 回】 
予習 ：ニュースや新聞を見て時事問題について調べる。 
授業 ：時事問題を扱った新聞記事を読み、内容について話し合う。（ディスカッション） 
    SNS 以外の情報に目配りすることの重要性を考える。 
    「目的に関する文型」を学習する。 
復習 ：授業で取り上げた時事問題について、自分の意見を文章にまとめる。 
    目的に関する文型を使って文を作る。 

10 何 芸芃 

【第 10 回】 
予習 ：前回とりあげた時事問題についてまとめた文章を、発表できるように準備する。 
授業 ：前回取り上げた時事問題について、各自意見を発表する。（発表） 
    時事問題の情報源には信頼性に差があることを確認する。 
    「可能・不可能に関する文型」を学習する。 
復習 ：可能・不可能に関する文型を使って文を作る。 

11 何 芸芃 

【第 11 回】 
予習 ：ニュースや新聞を見て時事問題について調べる。 
授業 ：時事問題を扱った新聞記事を読み、内容について話し合う。（ディスカッション） 
    情報源の信頼性をどのように見分けるかを考える。 
    「評価に関する文型」を学習する。 
復習 ：授業で取り上げた時事問題について、自分の意見を文章にまとめる。 
    評価に関する文型を使って文を作る。 

12 何 芸芃 

【第 12 回】 
予習 ：前回とりあげた時事問題についてまとめた文章を、発表できるように準備する。 
授業 ：前回取り上げた時事問題について、各自意見を発表する。（発表） 
    特定の時事問題について、いくつかの視点を設定して論じる練習をする。 
    「感想に関する文型」を学習する。 
復習 ：感想に関する文型を使って文を作る。 

13 何 芸芃 

【第 13 回】 
予習 ：ニュースや新聞を見て時事問題について調べる。 
授業 ：時事問題を扱った新聞記事を読み、内容について話し合う。（ディスカッション） 
    意見を述べる際には、まず問題点を明確にする必要があることを確認する。 
    「見方・考え方に関する文型」を学習する。 
復習 ：授業で取り上げた時事問題について、自分の意見を文章にまとめる。 
    見方・考え方に関する文型を使って文を作る。 

14 何 芸芃 

【第 14 回】 
予習 ：前回とりあげた時事問題についてまとめた文章を、発表できるように準備する。 
    これまでに学んだ文型を見直す。 
授業 ：小テスト：これまでに学習した文型について 
    前回取り上げた時事問題について、各自意見を発表する。（発表） 
    特定の時事問題について、各自が設定した視点を比較する。 
    「禁止に関する文型」を学習する。 
復習 ：禁止に関する文型を使って文を作る。 

15 何 芸芃 

【第 15 回】 
予習 ：ニュースや新聞を見て時事問題について調べる。 
授業 ：時事問題を扱った新聞記事を読み、内容について話し合う。（ディスカッション） 
復習 ：授業で取り上げた時事問題について、自分の意見を文章にまとめる。 
    授業で行ったディスカッションで、他者が設定した視点からあらためて問題を見直す。 

授業開始前学習 N2、N3 の学習内容を確認しておくこと。 

授業内課題のフィー

ドバックの方法 

受講者の発表について、直すべきところなどを指摘する。随時小テストを実施して、次の授業でフィードバックする。また、提出され

た意見文を添削して返却する。 

テキスト・教材 テキストは使用しない。授業時にプリントを配布する。 

参考書 

三浦香苗ほか『最初の一歩から始める日本語学習者と日本人学生のための アカデミックプレゼンテーション入門』ひつじ書

房,2006 年 12 月 

その他、随時指示する。 

評価の基準と方法 課題への取り組みと到達度を総合的に評価する。発表・作文 60％、ディスカッション 20％、小テスト 20％。 

ディプロマポリシー 「カリキュラムマップ」 

学修指針 教養力 人間性 
コミュニケーショ

ン力 
社会性 専門力 判断力 技術力 実践力 

科目の該当 ○  ◎ ○   △  

関連科目  

その他  

予習・復習の 
所要時間 

講義時間 30 時間（2 時間×15 週）＋予習・復習時間 15 時間（1 時間×15 週） 

実務経験を活かした
教育内容 
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日本語Ⅲ 

科目分類（2025 年

～入学者） 

CS-L-212 

CT-L-212 

SD-L-212 

科目分類（～2024 年

入学者） 
 授業コード F04141 

科目名称 日本語Ⅲ 単位数 1.0 単位 

英文名称 Japanese Ⅲ 授業区分 演習 

科目責任者 何 芸芃 必修・選択 履修ガイド参照 

担当教員 何 芸芃 開講時期 2 年 

オフィスアワー 
前期 月曜日 14:40～16:10 水曜日 14:40～16:10 

後期 月曜日 14:40～16:10 水曜日 14:40～16:10 
研究室 16-307 

授業概要 

 この授業では口頭発表の実践を通して、大学におけるゼミの発表や就職後に必要となるプレゼンテーションの基本を身につける

ことを目標とする。発表テーマに沿った資料を集め、原稿を作り、口頭で発表するまでの方法を学び、そのために必要な日本語能
力の習得をめざす。 

到達目標 

１ 自分の考えが聞き手に伝わるように、分かりやすい構成の発表原稿を作ることができるようになる。 

２ 配付資料・PPT などを、適切に作ることができるようになる。 

３ 適切な表現を用い、明確な発音で日本語による発表ができるようになる。 

アクティブ・ラーニング

型授業 
有 全授業回数 15 回 メディア科目 － 

複数教員の場
合の授業形態 

 

授業 
回数 

担当者 授業の内容 

1 何 芸芃 

【第 1 回】 

予習 ：シラバスの講読および近況発表の準備 
授業 ：授業のガイダンス。近況の発表。 
復習 ：発表に対するコメントの整理。 

 

2 何 芸芃 

【第 2 回】 

予習 ：テキスト 6-9 頁の講読およびキーワードの整理 
授業 ：プレゼンテーションとは：大学で行う発表の種類 ディスカッション 
復習 ：テキスト 6-9 頁の再読およびノートの整理 

3 何 芸芃 

【第 3 回】 
予習 ：テキスト 10-12 頁の講読およびキーワードの整理 

授業 ：プレゼンテーションとは：発表の際に気を付けるべきこと ディスカッション 
復習 ：テキスト 10-12 頁の再読およびノートの整理 
 

4 何 芸芃 

【第 4 回】 
予習 ：テキスト 13-18 頁の講読およびキーワードの整理 

授業 ：学科紹介・研究紹介（１）：発表までのプロセス ディスカッション 
復習 ：テキスト 13-18 頁の再読およびノートの整理 
 

5 何 芸芃 

【第 5 回】 
予習 ：テキスト 19-22 頁の講読およびキーワードの整理 

授業 ：学科紹介・研究紹介（１）：発表の構成 ディスカッション 
復習 ：テキスト 19-22 頁の再読およびノートの整理 

6 何 芸芃 

【第 6 回】 
予習 ：テキスト 23-24 頁の講読およびキーワードの整理 
授業 ：学科紹介・研究紹介（２）：発表しコメントし合う ディスカッション 

復習 ：テキスト 23-24 頁の再読およびノートの整理 

7 何 芸芃 

【第 7 回】 

予習 ：テキスト 25-27 頁の講読およびキーワードの整理 
授業 ：学科紹介・研究紹介（２）：発表しコメントし合う ディスカッション 
復習 ：テキスト 25-27 頁の再読およびノートの整理 

8 何 芸芃 

【第 8 回】 
予習 ：テキスト 28-30 頁の講読およびキーワードの整理 

授業 ：研究発表（１）：導入を考える ディスカッション 
復習 ：テキスト 28-30 頁の再度およびノートの整理 

9 何 芸芃 

【第 9 回】 
予習 ：テキスト 31-34 頁の講読およびキーワードの整理 
授業 ：研究発表（１）：導入を考える ディスカッション 

復習 ：テキスト 31-34 頁の再読およびノートの整理 



74 

 

10 何 芸芃 

【第 10 回】 
予習 ：テキスト 35-38 頁の講読およびキーワードの整理 

授業 ：研究発表（２）：本論 ――研究方法―― ディスカッション 
復習 ：テキスト 35-38 頁の再読およびノートの整理 

11 何 芸芃 

【第 11 回】 
予習 ：テキスト 39-42 頁の講読およびキーワードの整理 
授業 ：研究発表（２）：本論 ――研究方法―― ディスカッション 

復習 ：テキスト 39-42 頁の再読およびノートの整理 

12 何 芸芃 

【第 12 回】 

予習 ：テキスト 43-46 頁の講読およびキーワードの整理 
授業 ：研究発表（３）：本論 ――データが１つの場合の結果および考察―― ディスカッション 
復習 ：テキスト 43-46 頁の再読およびノートの整理 

13 何 芸芃 

【第 13 回】 
予習 ：テキスト 47-52 頁の講読とキーワードの整理 

授業 ：研究発表（３）：本論 ――データが１つの場合の結果および考察―― ディスカッション 
復習 ：テキスト 47-52 頁の再読とノートの整理 

14 何 芸芃 

【第 14 回】 
予習 ：テキスト 53-58 頁の講読とキーワードの整理 
授業 ：研究発表（４）：本論 ――データが複数の場合の結果および考察―― ディスカッション 

復習 ：テキスト 53-58 頁の再読とノートの整理 

15 何 芸芃 

【第 15 回】 

予習 ：テキスト 59-63 頁の講読とキーワードの整理 
授業 ：研究発表（４）：本論 ――データが複数の場合の結果および考察―― ディスカッション 
復習 ：テキスト 59-63 頁の再読とノートの整理 

授業開始前学習  

授業内課題のフィー

ドバックの方法 
発表原稿・スライドなど作成した資料を添削する。また、発表に適宜コメントする。 

テキスト・教材 仁科浩美著『留学生のための 考えを伝え合うプレゼンテーション』（くろしお出版 2020 年 8 月） 

参考書 
三浦香苗ほか著『最初の一歩から始める日本語学習者と日本人学生のための アカデミックプレゼンテーション入門』（ひつじ書

房 2006 年 12 月） 

評価の基準と方法 発表 70％。資料 30％ 

ディプロマポリシー 「カリキュラムマップ」 

学修指針 教養力 人間性 
コミュニケーショ

ン力 
社会性 専門力 判断力 技術力 実践力 

科目の該当 ○  ◎ ○   △  

関連科目  

その他  

予習・復習の 

所要時間 
講義時間 30 時間（2 時間×15 週）＋予習・復習時間 15 時間（1 時間×15 週） 

実務経験を活かした

教育内容 
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日本語Ⅲ 

科目分類（2025 年

～入学者） 

CS-L-212 

CT-L-212 

SD-L-212 

科目分類（～2024 年

入学者） 
 授業コード F04142 

科目名称 日本語Ⅲ 単位数 1.0 単位 

英文名称 Japanese Ⅲ 授業区分 演習 

科目責任者 中尾 真樹 必修・選択 履修ガイド参照 

担当教員 中尾 真樹 開講時期 2 年 

オフィスアワー - 研究室 - 

授業概要 

 この授業では口頭発表の実践を通して、大学におけるゼミの発表や就職後に必要となるプレゼンテーションの基本を身につける

ことを目標とする。発表テーマに沿った資料を集め、原稿を作り、口頭で発表するまでの方法を学び、そのために必要な日本語能
力の習得をめざす。 

到達目標 

１ 自分の考えが聞き手に伝わるように、分かりやすい構成の発表原稿を作ることができるようになる。 

２ 配付資料・PPT などを、適切に作ることができるようになる。 

３ 適切な表現を用い、明確な発音で日本語による発表ができるようになる。 

アクティブ・ラーニング

型授業 
有 全授業回数 15 回 メディア科目 － 

複数教員の場
合の授業形態 

 

授業 
回数 

担当者 授業の内容 

1 中尾 真樹 

【第 1 回】 

予習 ：シラバスの講読および近況発表の準備 
授業 ：授業のガイダンス。近況の発表。 
復習 ：発表に対するコメントの整理。 

 

2 中尾 真樹 

【第 2 回】 

予習 ：テキスト 6-9 頁の講読およびキーワードの整理 
授業 ：プレゼンテーションとは：大学で行う発表の種類 ディスカッション 
復習 ：テキスト 6-9 頁の再読およびノートの整理 

3 中尾 真樹 

【第 3 回】 
予習 ：テキスト 10-12 頁の講読およびキーワードの整理 

授業 ：プレゼンテーションとは：発表の際に気を付けるべきこと ディスカッション 
復習 ：テキスト 10-12 頁の再読およびノートの整理 
 

4 中尾 真樹 

【第 4 回】 
予習 ：テキスト 13-18 頁の講読およびキーワードの整理 

授業 ：学科紹介・研究紹介（１）：発表までのプロセス ディスカッション 
復習 ：テキスト 13-18 頁の再読およびノートの整理 
 

5 中尾 真樹 

【第 5 回】 
予習 ：テキスト 19-22 頁の講読およびキーワードの整理 

授業 ：学科紹介・研究紹介（１）：発表の構成 ディスカッション 
復習 ：テキスト 19-22 頁の再読およびノートの整理 

6 中尾 真樹 

【第 6 回】 
予習 ：テキスト 23-24 頁の講読およびキーワードの整理 
授業 ：学科紹介・研究紹介（２）：発表しコメントし合う ディスカッション 

復習 ：テキスト 23-24 頁の再読およびノートの整理 

7 中尾 真樹 

【第 7 回】 

予習 ：テキスト 25-27 頁の講読およびキーワードの整理 
授業 ：学科紹介・研究紹介（２）：発表しコメントし合う ディスカッション 
復習 ：テキスト 25-27 頁の再読およびノートの整理 

8 中尾 真樹 

【第 8 回】 
予習 ：テキスト 28-30 頁の講読およびキーワードの整理 

授業 ：研究発表（１）：導入を考える ディスカッション 
復習 ：テキスト 28-30 頁の再度およびノートの整理 

9 中尾 真樹 

【第 9 回】 
予習 ：テキスト 31-34 頁の講読およびキーワードの整理 
授業 ：研究発表（１）：導入を考える ディスカッション 

復習 ：テキスト 31-34 頁の再読およびノートの整理 
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10 中尾 真樹 

【第 10 回】 
予習 ：テキスト 35-38 頁の講読およびキーワードの整理 

授業 ：研究発表（２）：本論 ――研究方法―― ディスカッション 
復習 ：テキスト 35-38 頁の再読およびノートの整理 

11 中尾 真樹 

【第 11 回】 
予習 ：テキスト 39-42 頁の講読およびキーワードの整理 
授業 ：研究発表（２）：本論 ――研究方法―― ディスカッション 

復習 ：テキスト 39-42 頁の再読およびノートの整理 

12 中尾 真樹 

【第 12 回】 

予習 ：テキスト 43-46 頁の講読およびキーワードの整理 
授業 ：研究発表（３）：本論 ――データが１つの場合の結果および考察―― ディスカッション 
復習 ：テキスト 43-46 頁の再読およびノートの整理 

13 中尾 真樹 

【第 13 回】 
予習 ：テキスト 47-52 頁の講読とキーワードの整理 

授業 ：研究発表（３）：本論 ――データが１つの場合の結果および考察―― ディスカッション 
復習 ：テキスト 47-52 頁の再読とノートの整理 

14 中尾 真樹 

【第 14 回】 
予習 ：テキスト 53-58 頁の講読とキーワードの整理 
授業 ：研究発表（４）：本論 ――データが複数の場合の結果および考察―― ディスカッション 

復習 ：テキスト 53-58 頁の再読とノートの整理 

15 中尾 真樹 

【第 15 回】 

予習 ：テキスト 59-63 頁の講読とキーワードの整理 
授業 ：研究発表（４）：本論 ――データが複数の場合の結果および考察―― ディスカッション 
復習 ：テキスト 59-63 頁の再読とノートの整理 

授業開始前学習  

授業内課題のフィー

ドバックの方法 
発表原稿・スライドなど作成した資料を添削する。また、発表に適宜コメントする。 

テキスト・教材 仁科浩美著『留学生のための 考えを伝え合うプレゼンテーション』（くろしお出版 2020 年 8 月） 

参考書 
三浦香苗ほか著『最初の一歩から始める日本語学習者と日本人学生のための アカデミックプレゼンテーション入門』（ひつじ書

房 2006 年 12 月） 

評価の基準と方法 発表 70％。資料 30％ 

ディプロマポリシー 「カリキュラムマップ」 

学修指針 教養力 人間性 
コミュニケーショ

ン力 
社会性 専門力 判断力 技術力 実践力 

科目の該当 ○  ◎ ○   △  

関連科目  

その他  

予習・復習の 

所要時間 
講義時間 30 時間（2 時間×15 週）＋予習・復習時間 15 時間（1 時間×15 週） 

実務経験を活かした

教育内容 
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日本語Ⅳ 

科目分類（2025 年

～入学者） 

CS-L-212 

CT-L-212 

SD-L-212 

科目分類（～2024 年

入学者） 
 授業コード F04151 

科目名称 日本語Ⅳ 単位数 1.0 単位 

英文名称 Japanese Ⅳ 授業区分 演習 

科目責任者 何 芸芃 必修・選択 履修ガイド参照 

担当教員 何 芸芃 開講時期 2 年 

オフィスアワー 
前期 月曜日 14:40～16:10 水曜日 14:40～16:10 

後期 月曜日 14:40～16:10 水曜日 14:40～16:10 
研究室 16-307 

授業概要 
 日本語Ⅲ-b に引き続き、プレゼンテーションの実践を行う。調査・発表とともに、質疑応答の訓練を重ることで、日本語による

発表の技術向上をめざす。 

到達目標 

１ 他者の発表を聞き、内容を把握できるようになる。 

２ 他者の発表について、適切な表現で質問やアドバイスができるようになる。 

３ 質疑応答に際し、相手に配慮した態度や話し方ができるようになる。 

アクティブ・ラーニング

型授業 
有 全授業回数 15 回 メディア科目 － 

複数教員の場

合の授業形態 
 

授業 
回数 

担当者 授業の内容 

1 何 芸芃 

【第 1 回】 
予習 ：テキスト 64-66 頁の講読とキーワードの整理 
授業 ：研究発表（５）：結論 ――全体のまとめ―― ディスカッション 

復習 ：テキスト 64-66 頁の再読とノートの整理 

2 何 芸芃 

【第 2 回】 

予習 ：テキスト 67-71 頁の講読とキーワードの整理 
授業 ：研究発表（５）：結論 ――全体のまとめ―― ディスカッション 
復習 ：テキスト 67-71 頁の再読とノートの整理 

3 何 芸芃 

【第 3 回】 
予習 ：テキスト 72-74 頁の講読とキーワードの整理 

授業 ：発表スライド（１）：簡潔に示すための日本語の工夫 ディスカッション 
復習 ：テキスト 72-74 頁の再読とノートの整理 

4 何 芸芃 

【第 4 回】 
予習 ：テキスト 75-77 頁の講読とキーワードの整理 
授業 ：発表スライド（１）：簡潔に示すための日本語の工夫 ディスカッション 

復習 ：テキスト 75-77 頁の再読とノートの整理 

5 何 芸芃 

【第 5 回】 

予習 ：テキスト 78-81 頁の講読とキーワードの整理 
授業 ：発表スライド（２）：情報の示し方 ディスカッション 
復習 ：テキスト 78-81 頁の再読とノートの整理 

6 何 芸芃 

【第 6 回】 
予習 ：テキスト 82-85 頁の講読とキーワードの整理 

授業 ：発表スライド（２）：情報の示し方 ディスカッション 
復習 ：テキスト 82-85 頁の再読とノートの整理 

7 何 芸芃 

【第 7 回】 
予習 ：テキスト 86-88 頁の講読とキーワードの整理 
授業 ：質疑応答（１）：質問やコメントを受ける ディスカッション 

復習 ：テキスト 86-88 頁の再読とノートの整理 

8 何 芸芃 

【第 8 回】 

予習 ：テキスト 89-92 頁の講読とキーワードの整理 
授業 ：質疑応答（１）：質問やコメントを受ける ディスカッション 
復習 ：テキスト 89-92 頁の再読とノートの整理 

9 何 芸芃 

【第 9 回】 
予習 ：テキスト 93-96 頁の講読とキーワードの整理 

授業 ：質疑応答（２）：回答する ディスカッション 
復習 ：テキスト 93-96 頁の再読とノートの整理 

10 何 芸芃 

【第 10 回】 
予習 ：テキスト 97-101 頁の講読とキーワードの整理 
授業 ：質疑応答（２）：回答する ディスカッション 

復習 ：テキスト 97-101 頁の再読とノートの整理 
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11 何 芸芃 

【第 11 回】 
予習 ：テキスト 102-104 頁の講読とキーワードの整理 

授業 ：質疑応答（３）：質問者に誤解や解釈のずれがあると感じたとき ディスカッション 
復習 ：テキスト 102-104 頁の再読とノートの整理 

12 何 芸芃 

【第 12 回】 
予習 ：テキスト 105-108 頁の講読とキーワードの整理 
授業 ：質疑応答（３）：質問者に誤解や解釈のずれがあると感じたとき ディスカッション 

復習 ：テキスト 105-108 頁の再読とノートの整理 

13 何 芸芃 

【第 13 回】 

予習 ：テキスト 109-110 頁の講読とキーワードの整理 
授業 ：ポスター発表 ――ポスター作成の注意点―― ディスカッション 
復習 ：テキスト 109-110 頁の再読とノートの整理 

14 何 芸芃 

【第 14 回】 
予習 ：テキスト 111-112 頁の講読とキーワードの整理 

授業 ：ポスター発表 ――ポスター発表の注意点―― ディスカッション 
復習 ：テキスト 111-112 頁の再読とノートの整理 

15 何 芸芃 

【第 15 回】 
予習 ：テキスト 113-117 頁の講読とキーワードの整理 
授業 ：発表の実践と振り返り ディスカッション 

復習 ：テキスト 113-117 頁の再読とノートの整理 

授業開始前学習  

授業内課題のフィー

ドバックの方法 
発表原稿・スライドなど作成した資料を添削する。また、発表に適宜コメントする。 

テキスト・教材 仁科浩美著『留学生のための 考えを伝え合うプレゼンテーション』（くろしお出版 2020 年 8 月） 

参考書 
三浦香苗ほか著『最初の一歩から始める日本語学習者と日本人学生のための アカデミックプレゼンテーション入門』（ひつじ書

房 2006 年 12 月） 

評価の基準と方法 発表 70％。資料 30％ 

ディプロマポリシー 「カリキュラムマップ」 

学修指針 教養力 人間性 
コミュニケーショ

ン力 
社会性 専門力 判断力 技術力 実践力 

科目の該当 ○  ◎ ○   △  

関連科目  

その他  

予習・復習の 

所要時間 
講義時間 30 時間（2 時間×15 週）＋予習・復習時間 15 時間（1 時間×15 週） 

実務経験を活かした

教育内容 
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日本語Ⅳ 

科目分類（2025 年

～入学者） 

CS-L-212 

CT-L-212 

SD-L-212 

科目分類（～2024 年

入学者） 
 授業コード F04152 

科目名称 日本語Ⅳ 単位数 1.0 単位 

英文名称 Japanese Ⅳ 授業区分 演習 

科目責任者 中尾 真樹 必修・選択 履修ガイド参照 

担当教員 中尾 真樹 開講時期 2 年 

オフィスアワー - 研究室 - 

授業概要 
 日本語Ⅲ-b に引き続き、プレゼンテーションの実践を行う。調査・発表とともに、質疑応答の訓練を重ることで、日本語による

発表の技術向上をめざす。 

到達目標 

１ 他者の発表を聞き、内容を把握できるようになる。 

２ 他者の発表について、適切な表現で質問やアドバイスができるようになる。 

３ 質疑応答に際し、相手に配慮した態度や話し方ができるようになる。 

アクティブ・ラーニング

型授業 
有 全授業回数 15 回 メディア科目 － 

複数教員の場
合の授業形態 

 

授業 
回数 

担当者 授業の内容 

1 中尾 真樹 

【第 1 回】 

予習 ：テキスト 64-66 頁の講読とキーワードの整理 
授業 ：研究発表（５）：結論 ――全体のまとめ―― ディスカッション 
復習 ：テキスト 64-66 頁の再読とノートの整理 

2 中尾 真樹 

【第 2 回】 
予習 ：テキスト 67-71 頁の講読とキーワードの整理 

授業 ：研究発表（５）：結論 ――全体のまとめ―― ディスカッション 
復習 ：テキスト 67-71 頁の再読とノートの整理 

3 中尾 真樹 

【第 3 回】 
予習 ：テキスト 72-74 頁の講読とキーワードの整理 
授業 ：発表スライド（１）：簡潔に示すための日本語の工夫 ディスカッション 

復習 ：テキスト 72-74 頁の再読とノートの整理 

4 中尾 真樹 

【第 4 回】 

予習 ：テキスト 75-77 頁の講読とキーワードの整理 
授業 ：発表スライド（１）：簡潔に示すための日本語の工夫 ディスカッション 
復習 ：テキスト 75-77 頁の再読とノートの整理 

5 中尾 真樹 

【第 5 回】 
予習 ：テキスト 78-81 頁の講読とキーワードの整理 

授業 ：発表スライド（２）：情報の示し方 ディスカッション 
復習 ：テキスト 78-81 頁の再読とノートの整理 

6 中尾 真樹 

【第 6 回】 
予習 ：テキスト 82-85 頁の講読とキーワードの整理 
授業 ：発表スライド（２）：情報の示し方 ディスカッション 

復習 ：テキスト 82-85 頁の再読とノートの整理 

7 中尾 真樹 

【第 7 回】 

予習 ：テキスト 86-88 頁の講読とキーワードの整理 
授業 ：質疑応答（１）：質問やコメントを受ける ディスカッション 
復習 ：テキスト 86-88 頁の再読とノートの整理 

8 中尾 真樹 

【第 8 回】 
予習 ：テキスト 89-92 頁の講読とキーワードの整理 

授業 ：質疑応答（１）：質問やコメントを受ける ディスカッション 
復習 ：テキスト 89-92 頁の再読とノートの整理 

9 中尾 真樹 

【第 9 回】 
予習 ：テキスト 93-96 頁の講読とキーワードの整理 
授業 ：質疑応答（２）：回答する ディスカッション 

復習 ：テキスト 93-96 頁の再読とノートの整理 

10 中尾 真樹 

【第 10 回】 

予習 ：テキスト 97-101 頁の講読とキーワードの整理 
授業 ：質疑応答（２）：回答する ディスカッション 
復習 ：テキスト 97-101 頁の再読とノートの整理 
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11 中尾 真樹 

【第 11 回】 
予習 ：テキスト 102-104 頁の講読とキーワードの整理 

授業 ：質疑応答（３）：質問者に誤解や解釈のずれがあると感じたとき ディスカッション 
復習 ：テキスト 102-104 頁の再読とノートの整理 

12 中尾 真樹 

【第 12 回】 
予習 ：テキスト 105-108 頁の講読とキーワードの整理 
授業 ：質疑応答（３）：質問者に誤解や解釈のずれがあると感じたとき ディスカッション 

復習 ：テキスト 105-108 頁の再読とノートの整理 

13 中尾 真樹 

【第 13 回】 

予習 ：テキスト 109-110 頁の講読とキーワードの整理 
授業 ：ポスター発表 ――ポスター作成の注意点―― ディスカッション 
復習 ：テキスト 109-110 頁の再読とノートの整理 

14 中尾 真樹 

【第 14 回】 
予習 ：テキスト 111-112 頁の講読とキーワードの整理 

授業 ：ポスター発表 ――ポスター発表の注意点―― ディスカッション 
復習 ：テキスト 111-112 頁の再読とノートの整理 

15 中尾 真樹 

【第 15 回】 
予習 ：テキスト 113-117 頁の講読とキーワードの整理 
授業 ：発表の実践と振り返り ディスカッション 

復習 ：テキスト 113-117 頁の再読とノートの整理 

授業開始前学習  

授業内課題のフィー

ドバックの方法 
発表原稿・スライドなど作成した資料を添削する。また、発表に適宜コメントする。 

テキスト・教材 仁科浩美著『留学生のための 考えを伝え合うプレゼンテーション』（くろしお出版 2020 年 8 月） 

参考書 
三浦香苗ほか著『最初の一歩から始める日本語学習者と日本人学生のための アカデミックプレゼンテーション入門』（ひつじ書

房 2006 年 12 月） 

評価の基準と方法 発表 70％。資料 30％ 

ディプロマポリシー 「カリキュラムマップ」 

学修指針 教養力 人間性 
コミュニケーショ

ン力 
社会性 専門力 判断力 技術力 実践力 

科目の該当 ○  ◎ ○   △  

関連科目  

その他  

予習・復習の 

所要時間 
講義時間 30 時間（2 時間×15 週）＋予習・復習時間 15 時間（1 時間×15 週） 

実務経験を活かした

教育内容 
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日本事情Ⅰ 

科目分類（2025 年

～入学者） 

CS-L-111 

CT-L-111 

SD-L-111 

科目分類（～2024 年

入学者） 
100-110-11 授業コード F03690 

科目名称 日本事情Ⅰ 単位数 2.0 単位 

英文名称 Studies of Japanese Society Ⅰ 授業区分 講義 

科目責任者 安井 裕司 必修・選択 履修ガイド参照 

担当教員 安井 裕司 開講時期 1 年 

オフィスアワー 
前期 火曜日 13:00～14:30 水曜日 13:00～14:30 

後期 火曜日 14:40～16:10 水曜日 14:40～16:10 
研究室 16-306 

授業概要 

日本の伝統行事や日本文化を学術文献を押さえながら、学問的フレームワークを確認し、その上で、アニメ、映画、ドラマ、漫

画、小説作品を用いて、日常的な視点から「日本文化」を相対化していく。また、毎回、冒頭においてできるだけ日本社会の時
事問題を取り上げ、解説し、アクティブラーニングの一環として履修した皆さんと議論していきたい。 

到達目標 
日本の社会や文化、習慣、伝統行事を、学術書、小説、漫画、映画、ドラマなどを通じて、「日本学」として捉え直し、履修者の

それぞれの専門に役立てることを目標とする。 

アクティブ・ラーニング

型授業 
有 全授業回数 15 回 メディア科目 － 

複数教員の場

合の授業形態 
 

授業 
回数 

担当者 授業の内容 

1 安井 裕司 

【第 1 回】 
予習：お花見に関して書籍、学術論文を調べる。白幡三郎『花見と桜』（2000 年）等もできれば読んでおく。 
授業：日本の伝統行事(1)：お花見（桜） 

復習：映画『秒速 5 センチメートル』（2007 年）等、桜がテーマの映画や小説を読む。 

2 安井 裕司 

【第 2 回】 

予習：日本の暦を再確認する。時ネットや図書館で時間と文化についても調べる。 
授業：日本の暦  
復習：映画『天地明察』（2012 年）等の暦に関する映画、ドラマを観る。漫画、小説などを読む。 

3 安井 裕司 

【第 3 回】 
予習：桃の節句、ひな祭りについてネットや図書館で記事、学術文献、学術書を読んでおく。 

授業：日本の伝統行事(2): 桃の節句・ひな祭り 
復習：映画『夢』（1990 年）、映画『時をかける少女』（1983 年）等、ひな祭りがテーマや重要やシーンとなっ
ている映画、ドラマ、アニメ作品を観る。小説、漫画を読む。 

4 安井 裕司 

【第 4 回】 
予習：端午の節句、子どもの日、鯉のぼりについてネットや図書館で調べる。柳田國男『年中行事覚書』（1977

年）、是澤博昭『子供を祝う端午の節句と雛祭』（2015 年）等の学術書も読む。 
授業：日本の伝統行事(3): 端午の節句 
復習：映画『二十四の瞳』（1954 年）と「二十四の瞳映画村」のニュース。鯉のぼりや端午の節句がテーマやイメ

ージになっている映画、アニメを観る。小説、漫画を読む。 

5 安井 裕司 

【第 5 回】 

予習：三重大学国際忍者研究センターの「忍者学」の研究業績を調べておく。 
授業：忍者 
復習：アニメ『NARUTO』（2002 年）、アニメ『忍者ハットリくん』（1981 年）を忍者学の観点から考察する。 

6 安井 裕司 

【第 6 回】 
予習：将棋のルールを確認し、その歴史を調べ、今日の日本人と将棋の関係を考えておく。 

授業：日本の伝統遊戯(1)：将棋 
復習：アニメ『3 月のライオン』（2016 年）等の将棋がテーマのアニメ、映画作品などを観る。 

7 安井 裕司 

【第 7 回】 
予習：碁のルールを確認し、その歴史を調べ、今日の日本人と碁の関係を考えておく。 
授業：日本の伝統遊戯(2)：碁 

復習：映画『碁盤斬り』（2024 年）等の碁がテーマの映画作品を観る。 

8 安井 裕司 

【第 8 回】 

予習：かるた/競技かるたについてネットや書籍を調べる。できれば、楠木早紀『瞬間の記憶力』（2012 年）も読
んでおく。 
授業：日本の伝統遊戯(3)：かるた 

復習：アニメ『ちはやふる』（2011 年）等の競技かるたがテーマのアニメ、漫画作品を観てかるたを考える。 

9 安井 裕司 

【第 9 回】 

予習：日本人と俳句についてネット、図書館、調べる。 
授業：俳句 
復習：映画『サイダーのように言葉が湧き上がる』（2021 年）等、映画、漫画、小説で俳句がテーマとなっている

作品を観る、読む。 
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10 安井 裕司 

【第 10 回】 
予習：三味線についてネット、図書館で調べる。大條和雄『津軽三味線の誕生 新装版ー民俗芸能の生成と隆

盛』（2024 年）等の三味線研究を読んでおく。 
授業：日本の伝統音楽；三味線  
復習：映画『ましろのおと』（2021 年）等の三味線がテーマの映像作品を観る。小説、漫画などを読む。 

11 安井 裕司 

【第 11 回】 
予習：梅雨あるいは日本人と雨の関係、日本文化と雨についてネットや書籍、論文を読んで調べる。 

授業：日本人と梅雨 
復習：映画『天気の子』（2019 年）、映画『言の葉の庭』（2013 年）等、雨や梅雨がテーマの映画、アニメ、
ドラマを観る。 

12 安井 裕司 

【第 12 回】 
予習：ネットや書籍、学術論文で日本の妖怪について調べる。井上円了『妖怪学とは何か』（2023 年）、小松

和彦 『妖怪学新考 妖怪からみる日本人の心』（2013 年）柳田 国男『新訂 妖怪談義』（2013 年）などを
読む。 
授業：日本人と妖怪 

復習：アニメ『妖怪ウォッチ』（2014 年）、アニメ『夏目友人帳』（2008 年）、アニメ『ゲゲゲの鬼太郎』（1968
年、1971 年）、を妖怪学の視点から観る。 

13 安井 裕司 

【第 13 回】 
予習：七夕に関してネットや図書館で調べておく。七夕に関する学術論文を読む。 
授業：日本の伝統行事（4） 七夕 

復習：七夕がテーマとなっている映画、アニメ、ドラマ作品を観る。小説、漫画を読む。 

14 安井 裕司 

【第 14 回】 

予習： 花火と日本人の関係する情報をネットや図書館を使って調べる。吉田 忠雄/丁 大玉『花火学入門』
（2006 年）等の書籍に目を通す。 
授業 日本の伝統行事（5） 夏祭りと花火  

復習：映画『君の名は。』（2016 年）等、夏祭り、花火がテーマや重要やシーンとなっている映画、アニメ作品を
観る。小説、漫画を読む。 

15 安井 裕司 

【第 15 回】 
予習：ネットや書籍、学術論文でお盆について調べる。お盆に関する学術書を読む。 
授業：日本の伝統行事（6） お盆 

復習：お盆がテーマの映画、アニメ作品。小説、漫画を読む。 

授業開始前学習 シラバスに記載されている映画、ドラマ、小説、学術論文などに可能な限りに目を通す。 

授業内課題のフィー

ドバックの方法 

課題を出した場合は、次の回の授業時にフィードバックを行う。課題や授業に関する質問は、G.Classroom 内で随時受け付け

る。 

テキスト・教材  

参考書 毎回、講義前にリーディングリスト、ウォッチングリストを紹介していく。 

評価の基準と方法 平常点（授業態度・課題）30％、レポート（あるいは試験）を 70％とする。 

ディプロマポリシー 「カリキュラムマップ」 

学修指針 教養力 人間性 
コミュニケーショ

ン力 
社会性 専門力 判断力 技術力 実践力 

科目の該当 ○  ○ ◎    △ 

関連科目 日本事情Ⅱ、日本事情Ⅲ、日本事情Ⅳ 

その他 
受講者数や受講者の日本滞在年数によって、授業内容は変更になる場合がある。PPT を用いてのプレゼンテーションを課すケー

スがある。 

予習・復習の 

所要時間 
講義時間 30 時間（2 時間×15 週）＋予習・復習時間 60 時間（4 時間×15 週） 

実務経験を活かした

教育内容 
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日本事情Ⅱ 

科目分類（2025 年

～入学者） 

CS-L-111 

CT-L-111 

SD-L-111 

科目分類（～2024 年

入学者） 
100-110-11 授業コード F03700 

科目名称 日本事情Ⅱ 単位数 2.0 単位 

英文名称 Studies of Japanese Society Ⅱ 授業区分 講義 

科目責任者 安井 裕司 必修・選択 履修ガイド参照 

担当教員 安井 裕司 開講時期 1 年 

オフィスアワー 
前期 火曜日 13:00～14:30 水曜日 13:00～14:30 

後期 火曜日 14:40～16:10 水曜日 14:40～16:10 
研究室 16-306 

授業概要 

日本の季節の伝統行事や日本文化を学術文献を押さえながら、学問的フレームワークを確認し、その上で、アニメ、映画、ドラ

マ、漫画、小説作品を用いて、日常的な視点から「日本文化」を相対化していく。また、毎回、冒頭においてできるだけ日本社会
の時事問題を取り上げ、解説し、アクティブラーニングの一環として履修した皆さんと議論していきたい。 

到達目標 
日本の社会や文化、習慣、伝統行事を、学術書、小説、漫画、映画、ドラマなどを通じて、「日本学」として捉え直し、履修者の

それぞれの専門に役立てることを目標とする。 

アクティブ・ラーニング

型授業 
有 全授業回数 15 回 メディア科目 － 

複数教員の場

合の授業形態 
 

授業 
回数 

担当者 授業の内容 

1 安井 裕司 

【第 1 回】 
予習：日本の月見についてネット、図書館にて新聞記事や学術書を調べる。『新版 竹取物語 』（2001 年）を
読んでおく。 

授業：日本の文化的行事（1）： 月見 
復習：映画『かぐや姫』等の月見や竹取物語がテーマとなっている映像作品を観る。あるいは小説、漫画等を読む。 

2 安井 裕司 

【第 2 回】 
予習：寿司についてネットや図書館で新聞記事を調べる。大川智彦『現代すし学: すしの歴史と、すしの今がわか
る』（2007 年）、王昊凡『グローバル化する寿司の社会学』（2023 年）、学術論文、学術書を読む。 

授業：日本の飲食文化(1)：寿司 
復習：ドラマ「エピソード 5,第 5 話」『孤独のグルメ』（2017 年）、映画『二郎は鮨の夢を見る』（2011 年）、ア
ニメ「寿司の心」『美味しんぼ』（1988 年）等の映像作品をすし学の観点から観る。漫画『江戸前の旬』（2000

年)を同様の観点から読む。 

3 安井 裕司 

【第 3 回】 

予習：日本のラーメンについてネットや図書館で新聞記事を調べる。バラク・クシュナー『ラーメンの歴史学――ホット
な国民食からクールな世界食へ』（2018 年）等のラーメンに関する学術書、学術論文を読む。 
授業：日本の飲食文化(2):ラーメン 

復習：ラーメンがテーマの映画、ドラマ、アニメ、漫画などを鑑賞する。 

4 安井 裕司 

【第 4 回】 

予習：日本酒についてネットや図書館で新聞記事や学術文献を調べる。新潟大学日本酒学センターの研究蓄積
を調べる。  
授業：日本の飲食文化（3）: 日本酒 

復習：漫画『夏子の酒』（1988 年）等、日本酒がテーマである映画、漫画、ドラマを学術的観点から見る。 

5 安井 裕司 

【第 5 回】 

予習：茶道に関してネットや図書館で調べる。学術論文、研究書を探して読む。 
授業：茶道  
復習：映画『日日是好日』（2018 年）等の茶道がテーマの映画、ドラマを観る。小説、漫画等を読む。 

6 安井 裕司 

【第 6 回】 
予習：舞妓・芸妓についてネットや書籍、論文を読んで調べる。可能ならば西尾久美子『舞妓の言葉』（2012

年）等の書籍を読んでおく。 
授業：舞妓・芸妓 
復習：映画『舞妓はレディ』（2014 年）等の舞妓が主役の映画、小説を観る。 

7 安井 裕司 

【第 7 回】 
予習：落語についてネット、図書館で調べる。野村雅昭『落語のレトリック』（1996 年）等、落語に関する学術書

も読む。 
授業：落語  
復習：アニメ『昭和元禄落語心中』（2016 年）、ドラマ『タイガー&ドラゴン』（2005 年）等の落語がテーマの映

画、ドラマを観る。小説、漫画を読む 

8 安井 裕司 

【第 8 回】 

予習：弓道についてネット、図書館で調べる。小笠原清信・白石暁 著『弓道 増補版』（1971 年）等弓道に関
する専門書を読む。 
授業：弓道 

復習：アニメ『ツルネ -風舞高校弓道部-』（2018 年）等、弓道に関する映画、アニメを観る。小説、漫画を読
む。 
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9 安井 裕司 

【第 9 回】 
予習：日本人と紅葉の関係をネットや図書館で新聞記事や学術文献を調べる。紅葉の研究書を読む。 

授業：日本の文化的な行事（2）: 紅葉 
復習：紅葉がテーマとなっている映画、ドラマ、小説を観る、読む。 

10 安井 裕司 

【第 10 回】 
予習：日本人とお風呂の関係についてネット、図書館で新聞記事や学術書、学術文献を調べる。別府大学の温
泉学の研究蓄積を調べる。 

授業：温泉・銭湯  
復習：映画『テルマエ・ロマエ』（2012 年）を温泉学の観点から見る。 

11 安井 裕司 

【第 11 回】 
予習：富士山に関してネットや図書館で、新聞記事、学術書を調べる。富士学会の学会誌『富士学研究』、静岡
県富士山世界遺産センター発行の『富士山学』等に掲載された学術論文も読む。  

授業：日本人と富士山 
復習：富士山がテーマである映画、ドラマを観る。富士山がテーマや背景にある小説、漫画などを読む。 

12 安井 裕司 

【第 12 回】 
予習：日本のクリスマスをネット、図書館で新聞記事や学術書を調べる。日本のクリスマスに関する学術文献を読
む。 

授業：日本の文化的な行事（3）:日本のクリスマス 
復習：クリスマスがテーマとなっている映画、ドラマなどの映像作品を観る、同じく楽曲を聴き、小説、漫画を読む。 

13 安井 裕司 

【第 13 回】 
予習：『NHK 紅白歌合戦』についてネットや図書館で新聞記事、学術論文を探す。太田省一『紅白歌合戦と日
本人 』（2013 年） 

授業：NHK 紅白歌合戦 
復習：過去の『NHK 紅白歌合戦』を可能な限り、観る。 

14 安井 裕司 

【第 14 回】 
予習：日本のお正月に関して、ネットや図書館で新聞記事や学術文献を調べる。お正月に関する学術書を読む。 
授業：日本の文化的な行事を考える（4）: お正月 

復習：お正月がテーマである映画、ドラマを観て、小説、漫画などを読む。 

15 安井 裕司 

【第 15 回】 

予習：節分や日本の鬼についてネットや図書館で日本の暦について調べる。 
授業：日本の文化的な行事を考える（5）: 節分 
復習：節分や鬼に関する映画、ドラマを観る。漫画、小説などを読む。 

 

授業開始前学習 紹介する学術書、一般書、漫画を読み、映像作品（映画、ドラマ）を鑑賞することを勧める。 

授業内課題のフィー

ドバックの方法 

課題を出した場合は、次の回の授業時にフィードバックを行う。課題や授業に関する質問は、Google Classroom 内で随時受

け付ける。 

テキスト・教材 
1 冊の教科書ではなく、毎回、講義前に Google  Classroom を通じてリーディングリスト、ウォッチングリストを紹介する形式と

なる。 

参考書 講義前に Google  Classroom を通じてリーディングリスト、ウォッチングリストを紹介する。 

評価の基準と方法 平常点（授業態度・課題）30％、最終回のレポートを 70％とする。 

ディプロマポリシー 「カリキュラムマップ」 

学修指針 教養力 人間性 
コミュニケーショ

ン力 
社会性 専門力 判断力 技術力 実践力 

科目の該当 ○  ○ ◎    △ 

関連科目 日本事情 I、日本事情Ⅲ、日本事情Ⅳ 

その他 講義内容を踏まえ、日本の文化、社会をテーマに独自に調べ、講義中に短時間のプレゼンテーションを課す場合がある。 

予習・復習の 

所要時間 
講義時間 30 時間（2 時間×15 週）＋予習・復習時間 60 時間（4 時間×15 週） 

実務経験を活かした

教育内容 
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☆人間と思想／人間と思想Ⅱ 

科目分類（2025 年

～入学者） 

CS-L-121 

CT-L-121 

SD-L-121 

科目分類（～2024 年

入学者） 
100-120-11 授業コード F00620 

科目名称 ☆人間と思想／人間と思想Ⅱ 単位数 2.0 単位 

英文名称 Humans and Thought／Humans and Thought Ⅱ 授業区分 講義 

科目責任者 鈴木 由加里 必修・選択 履修ガイド参照 

担当教員 鈴木 由加里 開講時期 1 年 

オフィスアワー - 研究室 - 

授業概要 
近代以降の西洋哲学についての知識を深めつつ、人間はどのような存在として考えられてきたかということを考える。倫理や道徳に

関する現代的なテーマについてもとりあげて、知識を増やし、哲学的知識を実践で役立てる方法を講義する予定である。 

到達目標 
哲学史を覚えるだけでなく、その知識を活用して、現代社会における様々な事象や社会問題との関連の中で人間について考察

を深めていくことができるようになること。 

アクティブ・ラーニング

型授業 
無 全授業回数 15 回 メディア科目 － 

複数教員の場

合の授業形態 
 

授業 
回数 

担当者 授業の内容 

1 鈴木 由加里 

【第 1 回】 
予習：シラバスの内容を吟味し、自分の興味対象がどこにあるのかを考えてくる 
授業：現代的視点で人間について考えることについて及び授業説明  

授業の進め方評価基準などについて資料を配付 授業内で論述課題を行う 
復習：自分がすでにもっている「人間」についてのイメージをまとめる 

2 鈴木 由加里 

【第 2 回】 
予習：近代という言葉からイメージするものを考えてくる 
授業：近代とは何か 

復習：日本語で西洋のことについて学ぶことの意味について考える 

3 鈴木 由加里 

【第 3 回】 

予習：自分が考える「科学的」ということの意味を考えること  
授業：科学革命と人間 
復習：現代の科学は人間の何を明らかにしているのかを考える 

4 鈴木 由加里 

【第 4 回】 
予習：人権とは何か、箇条書きにしてくる  

授業：近代市民社会の成立 歴史的経緯と「市民」「社会」の意味  
復習：現代社会における人権侵害の事例を調べること 

5 鈴木 由加里 

【第 5 回】 
予習：人間にとって許されないこととは何かを考えてくる 
授業：人間と悪についての小論文作成  

復習：自分が言葉にできなかったことをもう一度考えてみよう 

6 鈴木 由加里 

【第 6 回】 

予習：17 世紀のヨーロッパ史について調べてくる 
授業：デカルトと理性的存在としての人間について  
復習：理性とは何かを考えてみよう 

7 鈴木 由加里 

【第 7 回】 
予習：30 年戦争の原因と結果を説明できるようにしておく 

授業：17 世紀ヨーロッパの哲学について パスカルについて 
復習：人間の弱さと強さについて考える 

8 鈴木 由加里 

【第 8 回】 
予習：17 世紀のイギリスのことを調べておく 
授業：イギリスの経験論 思考の方法 

復習：授業内で学んだ概念を原語と日本語訳を覚え、活用できるようにしておくこと 

9 鈴木 由加里 

【第 9 回】 

予習：「啓蒙」という漢字の意味を調べておくこと 
授業：啓蒙主義 ①「百科全書派」とヴォルテール 
復習：「リスボン大地震」について調べてみよう 

10 鈴木 由加里 

【第 10 回】 
予習：権力と啓蒙について考えておく 

授業：啓蒙主義 ② 啓蒙専制君主について 
復習：ルソーの思想についてまとめておく 
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11 鈴木 由加里 

【第 11 回】 
予習：人間の定義と自分の違いについて考えてみること 

授業：18 世紀から 19 世紀の思想 自由と平等を中心に 
復習：ジェンダーという概念を正しく理解しておこう 

12 鈴木 由加里 

【第 12 回】 
予習：「女性」の権利について調べておこう 
授業：「人間と女性」について 

復習：「人間」＝女性なのか、ということを考えてみる 

13 鈴木 由加里 

【第 13 回】 

予習：日本の社会について考えてこよう 
授業：現代の人間観 ①ジェンダー概念について   
復習：自分と全く異なった人間観を持つ人たちとどうやって向き合うかを考える 

14 鈴木 由加里 

【第 14 回】 
予習：これまでのノート及び資料の味読をしておく 

授業：１～13 回までの授業内容確認レポートもしくはテスト形式での質問（授業内でレポート作成）返却 
   動画視聴あるいは資料の読解とミニレポート作成 
復習：授業内容について不十分なところを補っておく 

 
＊学生の知識レベル興味関心理解度に応じて内容と講義の日程を変更する可能性がある。 

15 鈴木 由加里 

【第 15 回】 
 
予習：マイノリティという言葉について調べておく 

授業：現代の人間観 についての授業もしくは動画視聴 
   14 回目の授業内課題の返却と上記テーマについての論述課題作成 
 

復習：小テストで答えられなかったところを復習しておく 
＊学生の知識レベル興味関心理解度に応じて内容と講義の日程を変更する可能性がある。 

授業開始前学習 ルネサンス以降の西洋の歴史について概略を学んでおくこと。 

授業内課題のフィー

ドバックの方法 

基本的に、フィードバックは、GWE(Google Workspace for Education)を利用。 

対面授業の場合は、リアクションペーパーは手書き。授業時に回収し、返却はなし。 

レポート課題は、Google Classroom を利用して、出題、回収。また、連絡も Google Classroom を利用。遠隔授業の場
合の場合は、GWE(Google Workspace for Education)を通じて行う。クラス記号など詳細は「クラスプロファイル」を通じて連
絡をする予定。 

テキスト・教材 

GWE(Google Workspace for Education)Google Classroom にて、授業に必要な講義内容のレジュメと資料を PDF

形式ファイルで配付。各資料を DL したものをプリントアウトするか、PC やタブレットなどデジタル機器でノートテイクをするか、各自
の学習方法にあわせて使用すること。 

参考書 授業概要のレジメやスライドで指示 

評価の基準と方法 

GWE(Google Workspace for Education)において、課題を提出していただきます。課題を全部提出することが単位取得の

前提条件。全て提出した場合のみ、各回の点数と授業内容確認テストの点数を合計し、100 点換算の上成績評価を行いま
す。たとえば、 授業内で行う授業内容確認テストの点数 100 点とレポート課題が 4 回の場合、10 点×４＝40 点となり、合
計 140 点中、総合して 85 点（100 点換算にすると 60 点）とれないと単位の認定にいたりません。課題の詳細は授業時に

説明します。不備のあるレポー 

ディプロマポリシー 「カリキュラムマップ」 

学修指針 教養力 人間性 
コミュニケーショ

ン力 
社会性 専門力 判断力 技術力 実践力 

科目の該当 ◎ ○  △  ○   

関連科目 哲学／人間と思想Ｉ 

その他  

予習・復習の 

所要時間 
講義時間 30 時間（2 時間×15 週）＋予習・復習時間 60 時間（4 時間×15 週） 

実務経験を活かした

教育内容 
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生命の科学 

科目分類（2025 年

～入学者） 

CS-L-121 

CT-L-121 

SD-L-121 

科目分類（～2024 年

入学者） 
100-120-11 授業コード F00650 

科目名称 生命の科学 単位数 2.0 単位 

英文名称 Life Science 授業区分 講義 

科目責任者 鞠子 典子 必修・選択 履修ガイド参照 

担当教員 鞠子 典子 開講時期 1 年 

オフィスアワー - 研究室 - 

授業概要 

生命は環境の中から偶然に生まれ，今日まで生物は環境と深く関りながら進化を繰り返してきました。その結果，ＤＮＡによる

巧妙な遺伝のしくみ，バクテリアから人間までの多様な生物世界，人間の複雑極まりない脳神経系がつくられてきました。ところ
が，人間の脳は DNA やゲノムを編集する技術を開発するまで高度に発達し，その結果，遺伝子改変や生殖医療などの問題
を引き起こすようになりました。私たちはそうした時代に生きており，皆さん一人ひとりが生命倫理に関わる様々な選択が求められ

ているのです。こうした認識のもとに，この授業では，様々な視点から生物や生命について取り上げ，最新の話題を紹介してい
きます。後半の授業では，女性に特有な問題を切り抜いて，様々なテーマで講義していきます。授業は，パワーポイントを使用
し，画像や動画を取り入れながら，分かり易い言葉で進めていきます。 

到達目標 

生命とは何かを生物学的に学び，生命の科学に関する科学リテラシーの向上を目指し，生命の操作に関する諸問題について

自分の意見をもてるようになること。またヒトや女性について生物学的に理解し，自分の生き方に自信と責任をもてるようになるこ

と。 

アクティブ・ラーニング

型授業 
無 全授業回数 15 回 メディア科目 － 

複数教員の場

合の授業形態 
 

授業 
回数 

担当者 授業の内容 

1 鞠子 典子 

【第 1 回】 
授業：なぜ今，生命科学なのか（ガイダンス） 
予習：「生命」に関する話題についてネットで検索してみよう 

復習：ワンポイント・レビューで知識を固定する 

2 鞠子 典子 

【第 2 回】 

授業：生物と無生物の違いは何か 
予習：「生命の条件」について調べてみよう 
復習：ワンポイント・レビューで知識を固定する 

3 鞠子 典子 

【第 3 回】 
授業：DNA の遺伝情報が生命現象を支配するたんぱく質に置き換えられる流れ 

予習：今回のキーワードである「セントラルドグマ」について調べておこう 
復習：ワンポイント・レビューで知識を固定する 

4 鞠子 典子 

【第 4 回】 
授業：同じ遺伝子をもつはずの双子の指紋が違うのはなぜ？ 
予習：今回のキーワードである「エピジェネティクス」について調べおこう 

復習：ワンポイント・レビューで知識を固定する 

5 鞠子 典子 

【第 5 回】 

授業：ウイルスがもたらした生物の根源的進化とは何か 
予習：今回のキーワードである「レトロウイルス」について調べおこう 
復習：ワンポイント・レビューで知識を固定する 

 

6 鞠子 典子 

【第 6 回】 

授業：遺伝子組み換え大豆を使った納豆をあなたは食べますか？ 
予習：「GM 作物・食品」の利用の是非ついて家族や身近な人に尋ねてみよう 
復習：ワンポイント・レビューで知識を固定する 

7 鞠子 典子 

【第 7 回】 
授業：童話『人魚姫』は現実のものになるのか！？ 

予習：「ゲノム編集技術」に関する話題について調べてみよう 
復習：ワンポイント・レビューで知識を固定する 

8 鞠子 典子 

【第 8 回】 
授業：科学と倫理の狭間で ～いのちを操作する技術の利用～ 
予習：「生命倫理」に関する話題について調べてみよう 

復習：ワンポイント・レビューで知識を固定する 

9 鞠子 典子 

【第 9 回】 

授業：ヒトの誕生から死まで ～誕生・成長・生殖・老化・死～ 
予習：生物学的なヒトの一生について，「受精から死まで」まとめてみよう 
復習：ワンポイント・レビューで知識を固定する 
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10 鞠子 典子 

【第 10 回】 
授業：女性のための生命科学 ～知ってほしい子宮頸がんとワクチンの話～ 

予習：「子宮頸がんとワクチン」に関する話題について調べてみよう 
復習：ワンポイント・レビューで知識を固定する 

11 鞠子 典子 

【第 11 回】 
授業：女性のための生命科学 ～知ってほしいピルのはなし～ 
予習：「低用量ピル」に関する話題について調べてみよう 

復習：ワンポイント・レビューで知識を固定する 

12 鞠子 典子 

【第 12 回】 

授業：女性のための生命科学 ～知ってほしいダイエットの話～ 
予習：厚生労働省の HP に掲載されている「低出生体重児保健指導マニュアル」に目を通しておこう 
復習：ワンポイント・レビューで知識を固定する 

13 鞠子 典子 

【第 13 回】 
授業：女性のための生命科学 ～染色体が教えてくれる子どもの未来～ 

予習：「出生前診断」について調べておこう 
復習：ワンポイント・レビューで知識を固定する 

14 鞠子 典子 

【第 14 回】 
授業：あなたの一番関心のある「生命の科学」に関する疑問にお答えします！ 
予習：「生命の科学」に関する話題にアンテナを張ろう 

復習：ワンポイント・レビューで知識を固定する 

15 鞠子 典子 

【第 15 回】 

授業：生命の科学 総括と試験範囲の説明 
予習：「生命の科学」で学んだことを復習し，生命の科学リテラシーの必要性について自分の意見をまとめる 
復習：試験に向けた勉強をする 

授業開始前学習 常日頃から，授業と関連する話題に強い関心をもってニュースや新聞記事と接すること。 

授業内課題のフィー

ドバックの方法 
ワンポイントで復習できる課題の講評及び解答は講義内で行います。 

テキスト・教材 教科書は指定せず，資料を配布します。 

参考書 

「生命科学の静かなる革命 」福岡伸一著(インターナショナル新書)  

「好きになる人間生物学」吉田邦久著（講談社サイエンティフィク）  

この他，講義の中で適宜書籍を紹介します。 

評価の基準と方法 試験７０％，平常点（授業に臨む姿勢・提出物）３０％ 

ディプロマポリシー 「カリキュラムマップ」 

学修指針 教養力 人間性 
コミュニケーショ

ン力 
社会性 専門力 判断力 技術力 実践力 

科目の該当 ◎ ○  △     

関連科目  

その他 
授業の理解度などを勘案し，授業テーマの順序や内容を多少変更することがあります。 

講義で分からないことがある場合は，そのままにせず，いつでも質問してください。 

予習・復習の 

所要時間 
講義時間 30 時間（2 時間×15 週）＋予習・復習時間 60 時間（4 時間×15 週） 

実務経験を活かした

教育内容 
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倫理学 

科目分類（2025 年

～入学者） 

CS-L-121 

CT-L-121 

SD-L-121 

科目分類（～2024 年

入学者） 
100-120-11 授業コード F00660 

科目名称 倫理学 単位数 2.0 単位 

英文名称 Ethics 授業区分 講義 

科目責任者 鈴木 由加里 必修・選択 履修ガイド参照 

担当教員 鈴木 由加里 開講時期 1 年 

オフィスアワー - 研究室 - 

授業概要 
 本講義では、倫理学の概要と現代における倫理的テーマを考察する。現代社会に生きる個々人が直面する倫理的な判断を

しなければならない具体的な諸問題を紹介し、それぞれに対して論議できるようになることを目的としたい。 

到達目標 平等や正義に関する哲学的知識を身につけ、現実的な問題について議論できるようになることが到達目標。 

アクティブ・ラーニング

型授業 
無 全授業回数 15 回 メディア科目 － 

複数教員の場
合の授業形態 

 

授業 

回数 
担当者 授業の内容 

1 鈴木 由加里 

【第 1 回】 
予習：シラバスの内容を吟味し、自分の興味対象がどこにあるのかを考えてくる 

授業：倫理学を学ぶにあたって。レポートの書き方や単位取得条件及び勉強の仕方について説明する。 
論述課題を実施 
復習：配布したレジメを読む 

2 鈴木 由加里 

【第 2 回】 
予習：配布した資料を読む 

授業：倫理学の課題  
復習：問題群を確認 

3 鈴木 由加里 

【第 3 回】 
予習：配付資料を読んでくる 
授業：倫理学の歴史 ①古代ギリシア  

復習：倫理学の歴史について知識を確認する 

4 鈴木 由加里 

【第 4 回】 

予習：配布資料を読んでくる 
授業：倫理学の歴史 ②近代 
復習：倫理学の歴史についての知識を確認する 

5 鈴木 由加里 

【第 5 回】 
予習：自由の価値について自分の考えをまとめてくる 

授業：自由について① J・S・ミルの『自由論』を読む 
復習：ミルとハリエット・テイラーについて確認する 

6 鈴木 由加里 

【第 6 回】 
予習：ミル自由主義の問題点を確認する 
授業：自由について② 

復習：自由が批判されるケースの確認 

7 鈴木 由加里 

【第 7 回】 

予習：功利主義という言葉を調べてくる 
授業：功利主義について 
復習：功利主義と倫理の関係について確認 

8 鈴木 由加里 

【第 8 回】 
予習：19 世紀以降の歴史を確認してくる 

授業：倫理学の現代的展開 科学と倫理 
復習：科学の中立性について考える 

9 鈴木 由加里 

【第 9 回】 
予習：技術なしの生活を考えてみる 
授業：科学技術と倫理 

復習：科学技術の問題点を確認 

10 鈴木 由加里 

【第 10 回】 

予習：医療に対する不満を考えてくる 
授業：医療と倫理① 医療の課題 
復習：医療における課題の具体像を確認 
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11 鈴木 由加里 

【第 11 回】 
予習：終末期に何をしたいか考える 

授業：医療と倫理② 人間の尊厳について 
復習：尊厳ある死について確認 

12 鈴木 由加里 

【第 12 回】 
予習：日本における法的な自由の定義を調べる 
授業：再び自由の問題について  

復習：自由の価値について確認する 

13 鈴木 由加里 

【第 13 回】 

予習：意見の対立についての具体的なケースを考えてくる 
授業：相対主義という問題 
復習：倫理的に生きることについて考察する 

14 鈴木 由加里 

【第 14 回】 
予習：ノートと配布した資料、参考文献を読んで理解しておく  

授業 補足 授業内容確認小テスト（授業内答案作成） 
復習：授業内容について不十分なところを補っておく 

15 鈴木 由加里 

【第 15 回】 
予習：ノートと配布した資料、参考文献を読んで理解しておく 
授業：授業内容確認小テスト （ノート レジメ 持ち込み可）返却予定 

   動画資料の視聴とミニレポート作成 
復習：小テストで答えられなかったところを復習しておく 

授業開始前学習 

この授業では、課題の提出などで GWE(Google Workspace for Education)を使用する可能性がある。使用法を各自学

習しておくこと。基本的なパソコンの操作を学んでおくこと。Web の閲覧、ファイルの種類の違いや、ワープロソフトの使用法、メール
の送受信など基本的な操作ができるようにしておくこと。 

授業内課題のフィー

ドバックの方法 

基本的に、フィードバックは、GWE(Google Workspace for Education)を利用。 

対面授業の場合は、リアクションペーパーは手書き。授業時に回収し、返却はなし。 

レポート課題は、Google Classroom を利用して、出題、回収。また、連絡も Google Classroom を利用。クラス記号など

詳細は「クラスプロファイル」を通じて連絡をする予定。「クラスプロファイル」の使い方を確認しておくこと。 

生成 AI による文章作成は認めない。自分の考察を論述したものをレポートとして 

テキスト・教材 
授業概要についてのレジメと資料を授業項目ごとに配布。参考文献や必要な資料は授業時に配布もしくはデジタル版へのリンク

を指示する。 

参考書 各テーマごとにレジメで指示。ブックリスト配布を配布するので、図書館などを利用し、より多くの参考文献に目を通して欲しい。 

評価の基準と方法 

GWE(Google Workspace for Education)において、課題を提出していただきます。課題を全部提出することが単位取得の

前提条件。全て提出した場合のみ、各回の点数と授業内容確認テストの点数を合計し、100 点換算の上成績評価を行いま
す。たとえば、 授業内で行う授業内容確認テストの点数 100 点とレポート課題が 4 回の場合、10 点×４＝40 点となり、合

計 140 点中、総合して 85 点（100 点換算にすると 60 点）とれないと単位の認定にいたりません。課題の詳細は授業時に
説明します。不備のあるレポー 

ディプロマポリシー 「カリキュラムマップ」 

学修指針 教養力 人間性 
コミュニケーショ

ン力 
社会性 専門力 判断力 技術力 実践力 

科目の該当 ◎ ○  △  ○   

関連科目 特になし 

その他  

予習・復習の 

所要時間 
講義時間 30 時間（2 時間×15 週）＋予習・復習時間 60 時間（4 時間×15 週） 

実務経験を活かした

教育内容 
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☆心理学／心理学Ⅰ 

科目分類（2025 年

～入学者） 

CS-L-121 

CT-L-121 

SD-L-121 

科目分類（～2024 年

入学者） 
100-120-11 授業コード F00691 

科目名称 ☆心理学／心理学Ⅰ 単位数 2.0 単位 

英文名称 Psychology／PsychologyⅠ 授業区分 講義 

科目責任者 田口 香代子 必修・選択 履修ガイド参照 

担当教員 田口 香代子 開講時期 1 年 

オフィスアワー - 研究室 - 

授業概要 

本授業では、心理学の基礎となる知識や諸理論について概説する。「心理学」では主に認知、学習等の基礎的な領域と、発達

及びパーソナリティについて学習する。はじめに人は外界からどのように情報を得ているのか（第 2 回）、情報はどのように整理さ
れるのか（第 3 回）、人の行動の成り立ちについて学ぶ（第 4 回、5 回）。次に乳幼児から高齢期までの心身の成長や変化
の特徴（第 6 回、9-10 回）及び発達障害（第 7 回、8 回）について学ぶ。その後、人の個性や特徴の捉え方について学び

（第 11-13 回）、授業全体を通して人の心や行動に関する理解を深める。その他、第 14 回では心理療法の 1 つである「認
知行動療法」について学ぶ。 

到達目標 
心理学の基本的な知識を習得することを目標とする。また、人の心や行動について心理学的観点から理解し、説明することがで

きるようになる。 

アクティブ・ラーニング

型授業 
無 全授業回数 15 回 メディア科目 － 

複数教員の場

合の授業形態 
 

授業 
回数 

担当者 授業の内容 

1 田口 香代子 

【第 1 回】 

予習： 授業スケジュールを確認しておく 

授業： ガイダンス、心理学とは（第 1 章）※pp.8-20「心理学の歴史」を除く 

復習： ガイダンスの振り返り、キーワードの確認 

2 田口 香代子 

【第 2 回】 

予習： テキスト pp.169-170 及び pp.187-188 の「PSYCHOLOGY」を読んでおく 

授業： 感覚と知覚 －人は外界からどのように情報を得ているのか－（第 10 章、第 11 章） 

復習： キーワードの確認 

3 田口 香代子 

【第 3 回】 

予習： テキスト pp.205-206 の「PSYCHOLOGY」を読んでおく 

授業： 記憶のメカニズム －過去の経験を保持する仕組み－（第 12 章） 

復習： キーワードの確認 

4 田口 香代子 

【第 4 回】 

予習： テキスト p.221 の「PSYCHOLOGY」を読んでおく 

授業： 学習と言語 －新しい行動の学習と言語の獲得－（第 13 章） 

復習： キーワードの確認 

5 田口 香代子 

【第 5 回】 

予習： テキスト p.87 の「PSYCHOLOGY」を読んでおく 

授業： 小テスト①、動機づけと情動 －何が人を動かすのか－（第 5 章） 

復習： キーワードの確認 

6 田口 香代子 

【第 6 回】 

予習： テキスト p.51 の「PSYCHOLOGY」を読んでおく 

授業： 心の発達 −乳幼児期の心理−（第 3 章）※pp.67-68「発達障害とその支援」を除く 

復習： キーワードの確認 

7 田口 香代子 

【第 7 回】 

予習： 注意欠如・多動症、限局性学習症について調べておく 

授業： 発達障害の理解と支援 1：注意欠如・多動症、限局性学習症（第 3 章の pp.67-68） 

復習： キーワードの確認 

8 田口 香代子 

【第 8 回】 

予習： 自閉スペクトラム症について調べておく 

授業： 発達障害の理解と支援 2：自閉スペクトラム症（第 3 章の pp.67-68） 

復習： キーワードの確認 

9 田口 香代子 

【第 9 回】 

予習： テキスト p.72「人間は一生発達する」、p.80「ケース 2」を読んでおく 

授業： 小テスト②、児童期・青年期の心理（第 4 章の pp.71-81） 

復習： キーワードの確認 
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10 田口 香代子 

【第 10 回】 

予習： テキスト p.84「本章のサマリー」を読んでおく 

授業： 成人期・高齢期の心理（第 4 章の pp.81-84） 

復習： キーワードの確認 

11 田口 香代子 

【第 11 回】 

予習： テキスト p.120「本章のサマリー」を読んでおく 

授業： パーソナリティの理解と測定 1：質問紙法（第 6 章の pp.106-107、pp.112-113） 

復習： キーワードの確認 

12 田口 香代子 

【第 12 回】 

予習： テキスト p.105 の「PSYCHOLOGY」を読んでおく 

授業： パーソナリティの理解と測定 2：投映法（第 6 章の p.111-112「投映法で性格をはかる」） 

復習： キーワードの確認 

13 田口 香代子 

【第 13 回】 

予習： テキスト p.119「健康な性格とは何だろうか」を読んでおく 

授業： 小テスト③、パーソナリティの理論（第 6 章の pp.106-107、pp.113-120） 

復習： キーワードの確認 

14 田口 香代子 

【第 14 回】 

予習： テキスト pp.156-159「ベックと認知療法」を読んでおく 

授業： 認知行動療法（資料配付） 

復習： キーワードの確認 

15 田口 香代子 

【第 15 回】 

予習： これまで学んだ内容を復習しておく 

授業： キーワードの確認 

復習： 配付資料の振り返り 

授業開始前学習  

授業内課題のフィー

ドバックの方法 
小テスト実施後は、解説を行う。 

テキスト・教材 

・テキスト：長谷川寿一・東條正城・大島尚・丹野義彦・廣中直行 著『はじめて出会う心理学 第 3 版』2020 年発行（有

斐閣） 

・テキストの他に適宜資料を配布します 

参考書  

評価の基準と方法 
小テスト 30％、レポート 70％を基準とし、総合的に評価する。 

単位取得の前提として、10 回以上の出席を必要とする。 

ディプロマポリシー 「カリキュラムマップ」 

学修指針 教養力 人間性 
コミュニケーショ

ン力 
社会性 専門力 判断力 技術力 実践力 

科目の該当 ◎ ○  △     

関連科目  

その他 

・人の心や行動に関心を持ち、積極的な姿勢で受講することを期待します。 

・必要に応じて授業計画の一部を変更して講義を行うことがあります。 

・【2024 年度以前入学者】心理学Ⅰ-a（前期）と心理学Ⅱ（後期）を履修することにより、心理学について、より広く学ぶ構
成となっている。 

予習・復習の 

所要時間 
講義時間 30 時間（2 時間×15 週）＋予習・復習時間 60 時間（4 時間×15 週） 

実務経験を活かした

教育内容 
心理臨床に関わる講義内容については、教育機関、医療機関における実務経験を活かし、講義を行う。 
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☆心理学／心理学Ⅰ 

科目分類（2025 年

～入学者） 

CS-L-121（Ｊ） 

CT-L-121（Ｊ） 

SD-L-121（Ｊ） 

科目分類（～2024 年

入学者） 
100-120-11 授業コード F00692 

科目名称 ☆心理学／心理学Ⅰ 単位数 2.0 単位 

英文名称 Psychology／PsychologyⅠ 授業区分 講義 

科目責任者 朴 建映 必修・選択 履修ガイド参照 

担当教員 朴 建映 開講時期 1 年 

オフィスアワー - 研究室 - 

授業概要 
心理学は、さまざまな科学的方法を駆使して、心についての研究を行う学問である。この授業では、心理学の基礎となる知識や

諸理論について概説する。主に、認知、学習等の基礎的な領域と、発達及びパーソナリティについて学習する。 

到達目標 

この授業では、主に人間の発達について学び、赤ちゃんがさまざまな経験を通して心身ともに発達し大人になっていく過程を理解

し、自分の言葉で説明できるようになることを目標とする。受講者は子どもの発達において大切なことは何であるか、自分の意見を

述べることができるようになることが求められる。また、心の働きを知ることを通して、自分自身のストレスやメンタルヘルスについて考
える。 

アクティブ・ラーニング

型授業 
無 全授業回数 15 回 メディア科目 － 

複数教員の場
合の授業形態 

 

授業 

回数 
担当者 授業の内容 

1 朴 建映 

【第 1 回】 
予習：シラバス及び Classroom の資料 1 を確認する 

授業：心理学とは（ガイダンス） 
復習：Classroom の資料をもとにテキストを読み直し、心理学について自分の考えや意見を整理する 

2 朴 建映 

【第 2 回】 
予習：Classroom の資料 2 を確認する 
授業：感覚 

復習：Classroom の資料をもとにテキストを読み直し、様々な感覚の働きについて整理する 

3 朴 建映 

【第 3 回】 

予習：Classroom の資料 3 を確認する 
授業：知覚 
復習：Classroom の資料をもとにテキストを読み直し、知覚とその恒常性について理解する 

4 朴 建映 

【第 4 回】 
予習：Classroom の資料 4 を確認する 

授業：学習 1（古典的条件づけを中心に） 
復習：Classroom の資料をもとにテキストを読み直し、古典的条件づけについて整理する 

5 朴 建映 

【第 5 回】 
予習：Classroom の資料 5 を確認する 
授業：学習 2（オペラント条件づけを中心に） 

復習：Classroom の資料をもとにテキストを読み直し、オペラント条件づけについて整理する 

6 朴 建映 

【第 6 回】 

予習：Classroom の資料 6 を確認する 
授業：心の発達 1（新生児期の特徴を中心に） 
復習：Classroom の資料をもとにテキストを読み直し、人間の赤ちゃんの特徴について考える 

7 朴 建映 

【第 7 回】 
予習：Classroom の資料 7 を確認する 

授業：心の発達 2（乳幼児期の特徴を中心に） 
復習：Classroom の資料をもとにテキストを読み直し、乳幼児期の発達について確認し、身近な子どもを観察する 

8 朴 建映 

【第 8 回】 
予習：Classroom の資料 8 を確認する 
授業：愛着 

復習：Classroom の資料をもとにテキストを読み直し、愛着の重要性について確認する 

9 朴 建映 

【第 9 回】 

予習：Classroom の資料 9 を確認する 
授業：発達障害とその支援 
復習：Classroom の資料をもとにテキストを読み直し、発達障害にはどのような種類があるのか整理する 

10 朴 建映 

【第 10 回】 
予習：Classroom の資料 10 を確認する 

授業：ライフサイクル 
復習：Classroom の資料をもとにテキストを読み直し、ライフサイクルについて理解する 
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11 朴 建映 

【第 11 回】 
予習：Classroom の資料 11 を確認する 

授業：性格とその測定 
復習：Classroom の資料をもとにテキストを読み直し、それぞれの性格の違いについて考える 

12 朴 建映 

【第 12 回】 
予習：Classroom の資料 12 を確認する 
授業：知能 

復習：Classroom の資料をもとにテキストを読み直し、知能についての疑問点を整理する 

13 朴 建映 

【第 13 回】 

予習：Classroom の資料 13 を確認する 
授業：ストレスとメンタルヘルス 
復習：Classroom の資料をもとにテキストを読み直し、日常生活におけるストレスについて考える 

14 朴 建映 

【第 14 回】 
予習：Classroom の資料 14 を確認する 

授業：カウンセリングと心理療法 
復習：Classroom の資料をもとにテキストを読み直し、認知行動療法やクライエント中心療法について調べてみる 

15 朴 建映 

【第 15 回】 
予習：1 回~14 回の授業で扱った内容について、教科書と Classroom の資料で復習する 
授業：前期の授業を通してどんなことを学んできたのかふりかえる 

復習：理解が十分でない部分について確認し、興味がある内容についてはさらに調べてみる 

授業開始前学習  

授業内課題のフィー

ドバックの方法 
授業に関してはフィードバック課題を提出してもらい、次の授業の最初に質問への回答や興味深い意見の紹介を行う。 

テキスト・教材 
長谷川寿一・東條正城・大島尚・丹野義彦・廣中直行著『はじめて出会う心理学 第 3 版』有斐閣アルマ 

この他に、Classroom の資料を参照 

参考書  

評価の基準と方法 フィードバック課題（30 点）、アンケートへの回答（30 点）、学期末レポート(40 点)をもとに総合的に評価する 

ディプロマポリシー 「カリキュラムマップ」 

学修指針 教養力 人間性 
コミュニケーショ

ン力 
社会性 専門力 判断力 技術力 実践力 

科目の該当 ◎ ○  △     

関連科目  

その他  

予習・復習の 

所要時間 
講義時間 30 時間（2 時間×15 週）＋予習・復習時間 60 時間（4 時間×15 週） 

実務経験を活かした

教育内容 
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生涯学習論Ⅰ 

科目分類（2025 年

～入学者） 

CS-L-121（Ｊ） 

CT-L-121（Ｊ） 

SD-L-121（Ｊ） 

科目分類（～2024 年

入学者） 

100-121-11

（Ｊ） 
授業コード F00710 

科目名称 生涯学習論Ⅰ 単位数 2.0 単位 

英文名称 Life-Long Education StudiesⅠ 授業区分 講義 

科目責任者 氏家 祥美 必修・選択 履修ガイド参照 

担当教員 氏家 祥美 開講時期 1 年 

オフィスアワー - 研究室 - 

授業概要 

生涯学習は、幼少期から高齢期までを含むすべての発達段階における学習活動であり、学校・家庭・地域社会・趣味・職場な

ど、あらゆる場での学習を含んでいる。この授業ではこの「生涯学習」について、基礎理論、教育から学習への転換、歴史的背
景、関連する法律や行政とのかかわり、多様な学びのスタイルや学びのリソース、講座設計の基本について学んでいく。 

到達目標 
人生においてなぜ学びが必要なのかを歴史的背景や社会変化を踏まえて考察し理解する。生涯学習について学びながら、自分

の考えをまとめる力、伝える力、仲間と共に考える力を養い、生涯にわたって主体的に「学修」する力を身に付けていく。 

アクティブ・ラーニング

型授業 
有 全授業回数 15 回 メディア科目 － 

複数教員の場

合の授業形態 
 

授業 
回数 

担当者 授業の内容 

1 氏家 祥美 

【第 1 回】 
予習 ：シラバスに目を通し、授業に対する疑問点をまとめておく 
授業 ：ガイダンス 大学での学びと生涯学習 

復習 ：自身にとって生涯学習の学びがどう役立てるか、目的や課題を考察する 

2 氏家 祥美 

【第 2 回】 

予習 ：生涯学習と社会教育の違いについて、自分なりに調べてくる 
授業 ：生涯学習と社会教育の定義 
復習 ：生涯学習と社会教育の意味、共通点、違いについて整理する 

3 氏家 祥美 

【第 3 回】 
予習 ：戦前の社会教育について自分なりに調べる 

授業 ：生涯学習と社会教育の歴史 
復習 ：生涯学習の発達過程や歴史的反省を振り返る 

4 氏家 祥美 

【第 4 回】 
予習 ：生涯教育とはなにか予習する 
授業 ：ラングランの生涯教育論 

復習 ：ユネスコの生涯教育論と OECD のリカレント教育について整理する 

5 氏家 祥美 

【第 5 回】 

予習 ：生涯学習と学校教育の違いについて調べる 
授業 ：生涯学習における学校教育と社会教育の位置 
復習 ：生涯学習と学校教育の領域の違いや傾向を身近なケースで考察する 

6 氏家 祥美 

【第 6 回】 
予習：学校や自治体で行われる金融リテラシー教育について調べる 

授業：金融リテラシー教育（金利や税制、社会保障制度） 
復習：金融リテラシーについて教材で復習する 
 

7 氏家 祥美 

【第 7 回】 
予習：自分の人生設計について考える 

授業：社会保障制度とライフデザイン 
復習：自治体や企業等で行われるライフプラン講座について調べる 

8 氏家 祥美 

【第 8 回】 
予習 ：生涯学習施設の講座情報を対象者、学習スタイルに注目して調べる 
授業 ：生涯学習の方法と内容①（討論、パネルディスカッション、ワークショップ、独習、通信教育など） 

復習 ：それぞれの学習方法の違いや使い分けについて整理する 

9 氏家 祥美 

【第 9 回】 

予習 ：講座チラシを探して複数比較する 
授業 ：学習プログラムの編成 
復習 ：学習プログラム作成の流れと型を知る 

 

10 氏家 祥美 

【第 10 回】 

予習 ：社会教育職員について調べる 
授業 ：生涯学習と社会教育職員。社会教育主事制度 
復習：社会教育主事制度、社会教育士について整理する 
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11 氏家 祥美 

【第 11 回】 
予習 ：図書館や博物館に足を運んで新たな気づきを探す 

授業 ：生涯学習と社会教育施設 
復習 ：生涯学習における公民館、図書館、博物館の役割や課題を知る 

12 氏家 祥美 

【第 12 回】 
予習 ：青少年教育と成人教育の違いを考察する 
授業 ：青少年教育と成人教育（ペタゴジー、アンドラゴジー） 

復習 ：青少年教育と成人教育の特徴や課題を整理する 

13 氏家 祥美 

【第 13 回】 

予習 ：女性教育に必要な要素や課題を考える 
授業 ：高齢者教育と女性教育 
復習 ：少子高齢化社会における高齢者教育、女性教育の意義と課題を考察する 

14 氏家 祥美 

【第 14 回】 
予習 ：生涯学習についての学習を振り返り、疑問点や感動をまとめておく 

授業 ：生涯学習と社会教育をめぐる課題 
復習 ：生涯学習についての学びを振り返る 

15 氏家 祥美 

【第 15 回】 
予習：なぜ生涯学習が必要なのかを整理する 
授業：生涯学習についてのディスカッション 

復習 ：全 15 回の授業を振り返り、生涯を通じて学ぶ必要性を整理する 

授業開始前学習 ・生涯学習とは何か。社会教育、リカレント教育、リスキリングとの違いなどに注目して、自分なりに調べておく。 

授業内課題のフィー

ドバックの方法 
講義毎に小レポートを実施する（翌週の講義内にて、適宜、講評する）。 

テキスト・教材 佐藤晴雄著『生涯学習概論』第３次改訂版 学陽書房 

参考書  

評価の基準と方法 平常点（講義毎のワークへの参加および小レポート）（60%），期末レポート（40%） 

ディプロマポリシー 「カリキュラムマップ」 

学修指針 教養力 人間性 
コミュニケーショ

ン力 
社会性 専門力 判断力 技術力 実践力 

科目の該当 ◎    ○ ○   

関連科目 
学芸員養成課程と教職課程に位置づく本科目は、他の博物館に関する科目や教職科目と関連している。特に、生涯学習の

意義・目的、生涯学習社会の理念を踏まえた学びが展開される科目との有機的関連性は高い。 

その他 
図書館や博物館など、生涯学習の拠点となる身近な施設を訪れること 

学習ツールの活用や対話を通じて、日常の生活の中から湧き出た疑問を解決するクセをつけること 

予習・復習の 

所要時間 
講義時間 30 時間（2 時間×15 週）＋予習・復習時間 60 時間（4 時間×15 週） 

実務経験を活かした

教育内容 

ファイナンシャルプランナー・キャリアコンサルタント・社会教育士として、大学や東京都などが主催する講座にて、学生・社会人・リタ

イアメント世代等を対象に豊富な講師経験、相談業務の経験を持つ。社会保険や税金の制度改正などにも精通し、時事的な

話題や、各年代が抱える課題などリアリティのある話題を提供できる。 
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生涯学習論Ⅱ 

科目分類（2025 年

～入学者） 

CS-L-121 

CT-L-121 

SD-L-121 

科目分類（～2024 年

入学者） 
100-121-11 授業コード F00720 

科目名称 生涯学習論Ⅱ 単位数 2.0 単位 

英文名称 Life-Long Education StudiesⅡ 授業区分 講義 

科目責任者 山本 双葉 必修・選択 履修ガイド参照 

担当教員 山本 双葉 開講時期 1 年 

オフィスアワー 
前期 木曜日 11:00～14:00 

後期 木曜日 13:00～14:30 金曜日 10:30～12:00 
研究室 16-305 

授業概要 

本授業では、生涯学習に関する法制度や行政による振興政策、生涯学習を支える施設や職員の役割を学びながら、グループ

で課題を設定し、生涯学習を進める事業計画案（生涯学習プログラム）を開発し実践する（グループによる課題解決型学習
とプレゼンテーション）。 

特に、生涯学習支援者としての役割の理解を深めるため、生涯学習プログラムの実践、学習成果の評価や振り返り、改善方法

の検討についても学ぶ。 

到達目標 

本授業では、生涯学習に関する法制度や行政の振興政策を学びながら、生涯学習支援者としての役割を自覚することを目指

す。具体的な到達目標として、以下の 3 点を挙げる。 

1．生涯学習を支える制度（法律や行政の取り組み）に関する知識を修得することができる 

2．生涯学習を支える施設や職員の役割に関する知識を修得することができる 

3．生涯学習プログラムの開発を通して、生涯学習支援者としての役割を理解することができる 

アクティブ・ラーニング

型授業 
有 全授業回数 15 回 メディア科目 － 

複数教員の場

合の授業形態 
 

授業 
回数 

担当者 授業の内容 

1 山本 双葉 

【第 1 回】 
予習：「生涯学習論Ⅰ」を振り返り、疑問点をノートにまとめる 
授業：生涯学習の意義と目的① 生涯学習とは何か 

復習：自分がこれまで取り組んできた生涯学習について振り返る 

2 山本 双葉 

【第 2 回】 

予習：生涯学習、リカレント教育、リスキリングの違いを調べておく 
授業：生涯学習の意義と目的② 社会の変遷と生涯学習 
復習：生涯学習が今の時代になぜ必要なのか自分の言葉でまとめる 

3 山本 双葉 

【第３回】 
予習：興味を持てそうな講演会やワークショップの情報を探してみる 

授業：生涯学習の内容と方法 
復習：講演会やワークショップの告知情報を参加者目線、主催者目線で分析する 

4 山本 双葉 

【第４回】 
予習：学習とは何か、教育とは何か、自分の言葉でまとめておく 
授業：学習と教育の本質 

復習：授業で学んだ学習と教育の概念をふまえ、これまでの経験の中から具体例をあげて整理する 

5 山本 双葉 

【第５回】 

予習：日本国憲法と教育基本法から、生涯学習に関連する条文をノートに書き出す 
授業：生涯学習に関わる法律・政策（日本国憲法、教育基本法、社会教育法、生涯学習振興法） 
復習：生涯学習に関わる法律について整理する 

6 山本 双葉 

【第 6 回】 
予習：身近な図書館について調べる 

授業：生涯学習を支える施設① 図書館 
復習：図書館と図書館司書の役割を整理する 

7 山本 双葉 

【第 7 回】 
予習：公民館の活動情報を調べる 
授業：生涯学習を支える施設② 公民館、生涯学習センター 

復習：公民館や生涯学習センター主催の講座情報を主催者目線で読み解く 

8 山本 双葉 

【第 8 回】 

予習：興味のある博物館について調べる 
授業：生涯学習を支える施設③ 博物館  
復習：博物館と博物館学芸員の役割を整理する 

9 山本 双葉 

【第 9 回】 
予習：女性教育施設（女性センター）での講座や活動を調べて、気づいたことや疑問点をまとめる 

授業：生涯学習を支える施設④ 青少年教育施設、女性教育施設、体育施設 
復習：地域にどのような施設があるのか調べる 
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10 山本 双葉 

【第 10 回】 
予習：これまで学んだ生涯学習施設や講座を思い出し、「どのような目的・対象・内容で構成されているか」を簡単

に整理しておく 
授業：生涯学習プログラムの作り方 
復習：生涯学習プログラムを構成する要素を整理し、プログラム作成の視点をまとめる 

11 山本 双葉 

【第 11 回】 
予習：自分の興味・関心が高い事項から得られる学びの段階をノートにまとめておく 

授業：生涯学習プログラムを開発する①（グループワーク） 
復習：生涯学習プログラムの構成要素を振り返る 

12 山本 双葉 

【第 12 回】 
予習：生涯学習講座の募集チラシなどから、集客ヒントを集める 
授業：生涯学習プログラムを開発する②（グループワーク） 

復習：生涯学習プログラムの詳細を考える 

13 山本 双葉 

【第 13 回】 

予習：生涯学習プログラムの発表準備をする 
授業：作成した生涯学習プログラムを発表する①（グループワーク） 
復習：発表を振り返り、生涯学習プログラムをブラッシュアップする 

14 山本 双葉 

【第 14 回】 
予習：ブラッシュアップした生涯学習プログラムの再発表を準備する 

授業：生涯学習プログラムを発表する② （グループワーク） 
復習：2 回の発表を比較し、改善できた点についてまとめる 

15 山本 双葉 

【第 15 回】 
予習：これまでの授業や生涯学習プログラム開発・発表を振り返り、うまくいった点や課題だと感じた点を整理しておく 
授業：実践的省察について学ぶ 

復習：生涯学習支援者の立場から、自身の学びや実践を省察し、今後にどのように生かしたいかを文章でまとめる 

授業開始前学習 
前期に「生涯学習論Ⅰ」を履修した者は、「生涯学習論Ⅰ」の学習内容を振り返る 

自身の興味・関心の高い事柄について調べる 

授業内課題のフィー

ドバックの方法 

・生涯学習プログラム（事業計画）作成を課す（講義内にて適宜講評する）。 

・講義毎に小レポートを実施する（翌週の講義内にて適宜講評する）。 

テキスト・教材 授業内で適宜資料を配布する。 

参考書 
関口礼子・小池源吾・西岡正子・鈴木志元・堀薫夫著『新しい時代の生涯学習』（有斐閣アルマ） 

香川正弘・鈴木眞理・佐々木英和編『よくわかる生涯学習』（ミネルヴァ書房） 

評価の基準と方法 講義毎の小レポート（50%），生涯学習プログラム（50%） 

ディプロマポリシー 「カリキュラムマップ」 

学修指針 教養力 人間性 
コミュニケーショ

ン力 
社会性 専門力 判断力 技術力 実践力 

科目の該当 ◎    ○ ○   

関連科目 本科目は、博物館に関する科目や教職科目と関連している。 

その他 
図書館や博物館など、生涯学習の拠点となる身近な施設を訪れること。 

日常の生活の中から湧き出た疑問に着目する習慣をつけること。 

予習・復習の 

所要時間 
講義時間 30 時間（2 時間×15 週）＋予習・復習時間 60 時間（4 時間×15 週） 

実務経験を活かした

教育内容 
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☆日本の文化と歴史／日本の歴史 

科目分類（2025 年

～入学者） 

CS-L-121 

CT-L-121 

SD-L-121 

科目分類（～2024 年

入学者） 
100-120-11 授業コード F00750 

科目名称 ☆日本の文化と歴史／日本の歴史 単位数 2.0 単位 

英文名称 Japanese Culture and History／Japanese History 授業区分 講義 

科目責任者 市川 理恵 必修・選択 履修ガイド参照 

担当教員 市川 理恵 開講時期 1 年 

オフィスアワー - 研究室 - 

授業概要 

本授業では、縄文時代から江戸時代後期までの日本の文化と歴史を、各時代の代表的な遺跡・建築・人物・思想・芸術を通

じて学ぶ。毎回の授業では、事前に指定された文化財や史跡を調べることで、具体的なイメージを持って授業に臨むことができ
る。授業では、各時代の社会背景と文化の特徴を関連づけながら、視覚資料や文献を用いて理解を深める。復習では教科書
を活用し、授業内容の定着を図るとともに、時代ごとの文化の変遷を自ら整理する力を養う。最終回では、これまでの学びを総

括し、日本文化の多様性と連続性を俯瞰的に捉えることを目指す。 

到達目標 

１縄文時代から江戸時代後期までの日本の文化と歴史の基本的な流れを理解し、時代ごとの特徴を説明できるようになる。 

２各時代の代表的な文化財や建築物を通じて、当時の社会背景や人々の価値観を読み解く力を身につける。 

３調査・復習を通じて、歴史的事象を自ら調べ、整理・比較し、他者にわかりやすく伝える力を養う。 

４日本文化の多様性と変遷を理解し、現代社会とのつながりを考察する視点を持つ。 

５歴史的資料や文化遺産を尊重し、文化の継承と活用について主体的に考える態度を育む。 

アクティブ・ラーニング

型授業 
無 全授業回数 15 回 メディア科目 － 

複数教員の場

合の授業形態 
 

授業 
回数 

担当者 授業の内容 

1 市川 理恵 

【第 1 回】 
予習 ：大森貝塚について調べる 
授業 ：縄文時代の文化と歴史 

復習 ：教科書の「縄文時代の文化と歴史」を復習する 

2 市川 理恵 

【第 2 回】 

予習 ：板付遺跡について調べる 
授業 ：弥生時代の文化と歴史 
復習 ：教科書の「弥生時代の文化と歴史」を復習する 

3 市川 理恵 

【第 3 回】 
予習 ：大仙陵古墳について調べる 

授業 ：古墳時代の文化と歴史 
復習 ：教科書の「古墳時代の文化と歴史」を復習する 

4 市川 理恵 

【第 4 回】 
予習 ：法隆寺について調べる 
授業 ： 飛鳥時代の文化と歴史 

復習 ：教科書の「 飛鳥時代の文化と歴史」を復習する 

5 市川 理恵 

【第 5 回】 

予習 ：東大寺について調べる 
授業 ：奈良時代の文化と歴史 
復習 ：教科書の「奈良時代の文化と歴史」を復習する 

6 市川 理恵 

【第 6 回】 
予習 ：平等院について調べる 

授業 ：平安時代の文化と歴史 
復習 ：教科書の「平安時代の文化と歴史」を復習する 

7 市川 理恵 

【第 7 回】 
予習 ：鶴岡八幡宮について調べる 
授業 ：鎌倉時代 の文化と歴史 

復習 ：教科書の「鎌倉時代 の文化と歴史」を復習する 

8 市川 理恵 

【第 8 回】 

予習 ：金閣寺について調べる 
授業 ：南北朝時代の文化と歴史 
復習 ：教科書の「南北朝時代の文化と歴史」を復習する 

9 市川 理恵 

【第 9 回】 
予習 ：天龍寺について調べる 

授業 ：室町時代の文化と歴史 
復習 ：教科書の「室町時代の文化と歴史」を復習する 
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10 市川 理恵 

【第 10 回】 
予習 ：安土城について調べる 

授業 ：戦国時代の文化と歴史 
復習 ：教科書の「戦国時代の文化と歴史」を復習する 

11 市川 理恵 

【第 11 回】 
予習 ：大阪城について調べる 
授業 ：安土桃山時代の文化と歴史 

復習 ：教科書の「安土桃山時代の文化と歴史」を調べる 

12 市川 理恵 

【第 12 回】 

予習 ：日光東照宮について調べる 
授業 ：江戸時代初期の文化と歴史 
復習 ：教科書の「江戸時代初期の文化と歴史」を復習する 

13 市川 理恵 

【第 13 回】 
予習 ：桂離宮について調べる 

授業 ： 江戸時代中期の文化と歴史 
復習 ：教科書の「 江戸時代中期の文化と歴史」を復習する 

14 市川 理恵 

【第 14 回】 
予習 ：浅草寺について調べる 
授業 ：江戸時代後期の文化と歴史 

復習 ：教科書の「江戸時代後期の文化と歴史」について調べる 

15 市川 理恵 

【第 15 回】 

予習 ：教科書を一通り復習する 
授業 ：日本の文化と歴史の総括 
復習 ：日本の文化について時代ごとにまとめる 

授業開始前学習 縄文時代から江戸時代までの歴史を学習しておくと理解しやすい。 

授業内課題のフィー

ドバックの方法 
毎回、「授業の感想・質問」を提出する。質問は次回の授業で回答する。 

テキスト・教材 授業開始時にテキスト（駒沢女子大学教科書シリーズ）を指示する。 

参考書  

評価の基準と方法 定期試験の結果（7０％）と授業態度（30％）で評価を行う。 

ディプロマポリシー 「カリキュラムマップ」 

学修指針 教養力 人間性 
コミュニケーショ

ン力 
社会性 専門力 判断力 技術力 実践力 

科目の該当 ◎ ○  △     

関連科目  

その他  

予習・復習の 

所要時間 
講義時間 30 時間（2 時間×15 週）＋予習・復習時間 60 時間（4 時間×15 週） 

実務経験を活かした

教育内容 
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☆世界の文化と歴史／世界の歴史 

科目分類（2025 年

～入学者） 

CS-L-121 

CT-L-121 

SD-L-121 

科目分類（～2024 年

入学者） 
100-120-11 授業コード F00760 

科目名称 ☆世界の文化と歴史／世界の歴史 単位数 2.0 単位 

英文名称 World Culture and History／World History 授業区分 講義 

科目責任者 山本 興一郎 必修・選択 履修ガイド参照 

担当教員 山本 興一郎 開講時期 1 年 

オフィスアワー - 研究室 - 

授業概要 

本講義のテーマは、古代地中海世界からフランス革命前夜までのヨーロッパにおける、人々の政治参加に関わる文化や概念・諸

制度について学ぶことです。（近代以降の日本を含む）近現代の人々が参照し、更には影響を受けることとなる概念・諸制度
揺籃の地であるヨーロッパにおいて、当時の人々がどのようにそれらを獲得し或いはある者を対象から排除したのか、またどのように
認識し、運用していたのか。これらの疑問を考えることにより、本講義は受講生自身が持っている或いは利用している、権利概念

や諸制度について、改めて考える機会を提供していきます。 

到達目標 

人々の政治参加や諸制度をめぐる世界の歴史を正確に理解し、それらに関して自分の考えを述べることができるようになる。ま

た、同じ名称の概念・用語・制度であっても、時代・場所・状況により相違点があることに気づき、その意味を理解することで、歴
史的事実・認識に対する自身の考えを、多角的視点を踏まえたうえで表明できるようにすることを目標とする。 

アクティブ・ラーニング

型授業 
無 全授業回数 15 回 メディア科目 － 

複数教員の場
合の授業形態 

 

授業 

回数 
担当者 授業の内容 

1 山本 興一郎 

【第 1 回】 
予習：高等学校で使用した世界史・世界史探求の教科書を熟読しておくこと 

授業：【地中海世界・ヨーロッパ世界とは】この授業の前提になる知識を学びます。また、次回以降の授業実施方法
および評価方法を説明します。 
復習：課題を中心に復習を行うことで、「前近代の歴史」に関して大枠の理解を深める 

2 山本 興一郎 

【第 2 回】 
予習：事前学習用リード文を読み該当する時代・地域・用語について大まかに理解しておくこと 

授業：【古代地中海世界の展開１】古代ギリシアのポリス社会と古代西アジア諸文明の関係について学びます 
復習：課題を中心に復習を行うことで、古代のギリシアと西アジア諸文明の関係性に関して理解を深める 

3 山本 興一郎 

【第 3 回】 
予習：事前学習用リード文を読み該当する時代・地域・用語について大まかに理解しておくこと 
授業：【古代地中海世界の展開２】：共和政ローマの成立と国制について学びます 

復習：課題を中心に復習を行うことで、政治参加とローマ市民権に関して理解を深めること 

4 山本 興一郎 

【第 4 回】 

予習：事前学習用リード文を読み該当する時代・地域・用語について大まかに理解しておくこと 
授業：【古代地中海世界の展開３】：古代地中海世界の代表的勢力の特徴とローマの地中海世界への拡大に
ついて学びます 

復習：課題を中心に復習を行うことで、諸勢力とローマ支配のあり方に関して理解を深めること 

5 山本 興一郎 

【第 5 回】 

予習：事前学習用リード文を読み該当する時代・地域・用語について大まかに理解しておくこと 
授業：【古代地中海世界の展開４】：ローマ共和政末期の内乱と帝政の成立について学びます 
復習：課題を中心に復習を行うことで、帝政の成立に関して理解を深めること 

6 山本 興一郎 

【第 6 回】 
予習：事前学習用リード文を読み該当する時代・地域・用語について大まかに理解しておくこと 

授業：【古代地中海世界の展開５】：帝政ローマの展開と「市民」の関係について学びます 
復習：課題を中心に復習を行うことで、帝政と市民権の位置づけに関して理解を深めること 

7 山本 興一郎 

【第 7 回】 
予習：事前学習用リード文を読み該当する時代・地域・用語について大まかに理解しておくこと 
授業：【古代末期の展開】：古代と中世の断絶ではない、「古代末期」世界について概要を学びます 

復習：課題を中心に復習を行うことで、後期帝政と市民権の位置づけ、そして一神教の発展に関して理解を深める
こと 

8 山本 興一郎 

【第 8 回】 
予習：事前学習用リード文を読み該当する時代・地域・用語について大まかに理解しておくこと 
授業：【中世の展開１】：中世前期の概要について学びます 

復習：課題を中心に復習を行うことで、ポスト・ローマ世界に関して理解を深めること 

9 山本 興一郎 

【第 9 回】 

予習：事前学習用リード文を読み該当する時代・地域・用語について大まかに理解しておくこと 
授業：【中世の展開２】：中世ヨーロッパ世界の前提となる聖俗の関係について学びます 
復習：課題を中心に復習を行うことで、古代とは異なる中世の政治参加に関して理解を深めること 
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10 山本 興一郎 

【第 10 回】 
予習：事前学習用リード文を読み該当する時代・地域・用語について大まかに理解しておくこと 

授業：【中世の展開３】：中世を特徴づける封建社会と貴族・騎士について学びます 
復習：課題を中心に復習を行うことで、封建社会とそこに生きる貴族・騎士という存在に関して理解を深めること 

11 山本 興一郎 

【第 11 回】 
予習：事前学習用リード文を読み該当する時代・地域・用語について大まかに理解しておくこと 
授業：【中世の展開４】：封建社会における都市の重要性について学びます 

復習：課題を中心に復習を行うことで、王権と都市の関係に関して理解を深めること 

12 山本 興一郎 

【第 12 回】 

予習：事前学習用リード文を読み該当する時代・地域・用語について大まかに理解しておくこと 
授業：【近世の展開１】：近世初期の貴族の変容と教会大分裂の影響について学びます 
復習：課題を中心に復習を行うことで、近世の政治参加に関して理解を深めること 

13 山本 興一郎 

【第 13 回】 
予習：事前学習用リード文を読み該当する時代・地域・用語について大まかに理解しておくことと 

授業：【近世の展開２】：危機の時代における三部会（身分制議会）の活動について学びます 
復習：課題を中心に復習を行うことで、百年戦争や宗教戦争等の危機の時代における王権・三部会の関係に関し
て理解を深めること 

14 山本 興一郎 

【第 14 回】 
予習：事前学習用リード文を読み該当する時代・地域・用語について大まかに理解しておくこと 

授業：【近世の展開３】：近世社会の王権と社団の関係と「主権論」について学びます。また【レポート課題】を提
示します 
復習：課題を中心に復習を行うことで、主権論に基づく絶対王政と社団の関係性に関して理解を深めること 

15 山本 興一郎 

【第 15 回】 
予習：【第 1 回】から【第 14 回】までの授業を復習しておくこと 

授業：【ヨーロッパ世界の特徴と近現代の胎動】 
復習：配布資料を熟読しておくこと 

授業開始前学習 
高等学校で使用した世界史・世界史探求の教科書や便覧・用語集等で、本シラバスの「授業の内容」で示した範囲を熟読して

おいてください。 

授業内課題のフィー

ドバックの方法 

小課題については、提出締切日の 1 週後を目途に採点結果と適宜総評を Google Classroom 登録メールアドレスへ送信し

ます。 

課題・総評提示日等は、授業形態・学習状況により日程を変更する可能性があります。変更する場合は事前に受講者に伝達
いたします。 

テキスト・教材 適宜資料を事前配布します。 

参考書 

服部良久・南川高志・山辺規子（編著）（2007）『大学で学ぶ西洋史［古代・中世］』ミネルヴァ書房. 

小山哲・上垣豊・山田史郎・杉本淑彦（編著）（2011）『大学で学ぶ西洋史［近現代］』ミネルヴァ書房. 

池上俊一著（2021）『ヨーロッパ史入門―原型から近代への胎動』岩波ジュニア文庫. 

池上俊一著（2022）『ヨーロッパ史入門―市民革命から現代へ』岩波ジュニア文庫. 

評価の基準と方法 レポート課題の成績 50％と平常点 50％（平常点は、適宜実施する小課題の点数で評価する） 

ディプロマポリシー 「カリキュラムマップ」 

学修指針 教養力 人間性 
コミュニケーショ

ン力 
社会性 専門力 判断力 技術力 実践力 

科目の該当 ◎ ○  △     

関連科目  

その他 受講者数により授業の予定を変更することもあります。 

予習・復習の 

所要時間 
講義時間 30 時間（2 時間×15 週）＋予習・復習時間 60 時間（4 時間×15 週） 

実務経験を活かした

教育内容 
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日本美術史 

科目分類（2025 年

～入学者） 

CS-L-121（Ｊ） 

CT-L-121（Ｊ） 

SD-L-121（Ｊ） 

科目分類（～2024 年

入学者） 

100-121-11

（Ｊ） 
授業コード F00800 

科目名称 日本美術史 単位数 2.0 単位 

英文名称 Japanese Art History 授業区分 講義 

科目責任者 遠山 元浩 必修・選択 履修ガイド参照 

担当教員 遠山 元浩 開講時期 1 年 

オフィスアワー - 研究室 - 

授業概要 

日本に於ける美術の流れを追えば、日本という文化の独自性が見えてくる。信仰や各種儀式から生まれた美、装飾性の多様

さ、建築や工芸に見るデザインなど、日本人としての意識を、代表的な日本美術の作品を用いて解説しつつ、日本美術を紐解
いていく。 

到達目標 

まず、日本美術の変遷を時代ごとに理解する。そして、時代ごとに取り上げた美術品の分野、形態、その特徴や技法などを己の

知識として身につける。併せて解説に使用した作品の意味や本質を理解する。日本美術の基礎を理解した上で、自分の中にあ
る「日本の美」とは何なのか？を、導き出す事ができるようになる。 

アクティブ・ラーニング

型授業 
無 全授業回数 15 回 メディア科目 － 

複数教員の場
合の授業形態 

 

授業 
回数 

担当者 授業の内容 

1 遠山 元浩 

【第 1 回】 

予習 ：関心がある日本美術とは何か考察する。 
授業 ：ガイダンス 日本美術とは 
復習 ：日本美術にどのような特徴が顕著かまとめる。 

2 遠山 元浩 

【第 2 回】 
予習 ：美術の種類にはどんなものがあるのか確認する。 

授業 ：美術品の分類と文化財 
復習 ：美術の分類特徴をまとめる。 

3 遠山 元浩 

【第 3 回】 
予習 ：古代の美術についてどんなものがあるのか確認する。 
授業 ：古代の美術（縄文・弥生・古墳） 

復習 ：古代の美術の特徴をまとめる。 

4 遠山 元浩 

【第 4 回】 

予習 ：飛鳥の宗教美術についてどんなものがあるのか確認する。 
授業 ：飛鳥の宗教美術（信仰と美術） 
復習 ：飛鳥の宗教美術の特徴をまとめる。 

5 遠山 元浩 

【第 5 回】 
予習 ：仏像についてどんなものがあるのか確認する。 

授業 ：仏像の伝来（偶像崇拝の変遷） 
復習 ：宗教美術としての仏像の特徴をまとめる。 

6 遠山 元浩 

【第 6 回】 
予習 ：飛鳥から奈良の美術についてどんなものがあるのか確認する。 
授業 ：飛鳥から奈良時代の美術（独自の宗教美術） 

復習 ：飛鳥から奈良の美術の特徴をまとめる。 

7 遠山 元浩 

【第 7 回】 

予習 ：奈良から平安の歴史についてどんなものがあるのか確認する。 
授業 ：奈良から平安時代の美術（仏像と神像） 
復習 ：奈良から平安の美術の特徴をまとめる 

8 遠山 元浩 

【第 8 回】 
予習 ：平安から鎌倉についてどんなものがあるのか確認する。 

授業 ：平安から鎌倉時代の美術（密教と顕教） 
復習 ：平安から鎌倉のやまと絵の特徴をまとめる 

9 遠山 元浩 

【第 9 回】 
予習 ：平安から鎌倉時代の美術についてどんなものがあるのか確認する。 
授業 ：平安から鎌倉時代の美術（浄土美術とやまと絵） 

復習 ：平安から鎌倉時代の絵巻の特徴をまとめる。 

10 遠山 元浩 

【第 10 回】 

予習 ：鎌倉時代から室町時代の美術についてどんなものがあるのか確認する。 
授業 ：鎌倉から室町時代の美術（絵巻と垂迹絵画） 
復習 ：鎌倉から室町時代の美術の特徴をまとめる。 
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11 遠山 元浩 

【第 11 回】 
予習 ：中近世移行期についての歴史を確認する。 

授業 ：中近世移行期の美術（社寺参詣曼荼羅など） 
復習 ：中近世移行期の美術の特徴を整理する。 

12 遠山 元浩 

【第 12 回】 
予習 ：室町・桃山・江戸前期の歴史を確認する。 
授業 ：中近世移行期の美術（文化としての美術） 

復習 ：中近世移行期の美術の特徴をまとめる。 

13 遠山 元浩 

【第 13 回】 

予習 ：美術の技法についてどんなものがあるのか確認する。 
授業 ：彫刻・工芸からみる日本美術の技術（截金・蒔絵・彫刻など） 
復習 ：美術品制作の技法や工芸の特徴をまとめる。 

14 遠山 元浩 

【第 14 回】 
予習 ：武家の姿、流布本（浮世絵など）についてどんなものがあるのか確認する。 

授業 ：武家の美術（刀・刀装具）木版の美術（浮世絵） 
復習 ：武家の美術と浮世絵の技法や特徴をまとめる。 

15 遠山 元浩 

【第 15 回】 
予習 ：各時代の美術の特徴についてどんなものがあるのか確認する。 
授業 ：学びの総括 

復習 ：日本の美術の特徴をまとめる。 

授業開始前学習 授業テキストや美術全集などでなるべく多くの日本美術作品を見ておくこと 

授業内課題のフィー

ドバックの方法 

授業中必要と思われるタイミングに質疑応答時間を設ける 

随時その内容に対して研究意欲を掘り下げられるよう、参考文献や実際の史料画像などを提示する 

テキスト・教材 
『日本美術史 JAPANESE ART HISTORY』(美術出版ライブラリー 歴史編) 山下裕二・高岸輝 (監修) 美術出版社発

行 これ以外に適宜プリント資料等を配付する事もある。 

参考書 講義中に参考資料等を紹介、配付資料には参考文献等を掲載する。 

評価の基準と方法 

授業の平常点（30％）、課題レポート（70％）で総合的に評価する。 

授業の平常点は出席回数を評価基準とする。 

課題レポートは、指定された方法のみで受け付ける。 

提出方法などの詳細は、授業終盤に授業の中で提示する。 

ディプロマポリシー 「カリキュラムマップ」 

学修指針 教養力 人間性 
コミュニケーショ

ン力 
社会性 専門力 判断力 技術力 実践力 

科目の該当 ◎ ○  △     

関連科目 美術に関する講義、または日本史に関する講義は、日本美術史を理解する為に参考となる。 

その他 

各回パワーポイントを使用しての授業となるが、授業中に用いた美術作品や史料等は、図版集などを見て毎回確認をすること。

また専門用語はその都度解説する。余裕のある時に、博物館・美術館・寺社仏閣などを訪れ、美術に接する機会を増やす努力

をして欲しい。授業内容によっては必要と思われる最新史料の紹介、動画などを用いた視覚授業を実施することがあるので、予
定がずれることも想定される。 

予習・復習の 

所要時間 
講義時間 30 時間（2 時間×15 週）＋予習・復習時間 60 時間（4 時間×15 週） 

実務経験を活かした

教育内容 

遊行寺宝物館の現役館長である。収蔵品は国宝『一遍聖絵』重要文化財『後醍醐天皇御像』など多数。専門は日本美術。

特に日本仏教美術中の時宗美術と得意とする。保存担当学芸員の資格を有して文化財保護活動にも従事する。これらの経
験を活かして日本美術史を紐解いて行く。 
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☆日本の文化財／日本の文化財Ⅰ 

科目分類（2025 年

～入学者） 

GJ-M-221（Ｊ） 

SD-L-221（Ｊ） 

科目分類（～2024 年

入学者） 

111-331-12

（Ｊ） 
授業コード FA0780 

科目名称 ☆日本の文化財／日本の文化財Ⅰ 単位数 2.0 単位 

英文名称 
Cultural Properties of Japan／Cultural Properties of 

JapanⅠ 
授業区分 講義 

科目責任者 小山 貴子 必修・選択 履修ガイド参照 

担当教員 小山 貴子 開講時期 2･3 年 

オフィスアワー - 研究室 - 

授業概要 

文化財を後世に伝えることは，博物館の重要な責務である。近年、文化財・文化遺産については、保存と活用が要求されてお

り、博物館学芸員には、文化財保存・保護に関する基礎的事項を理解し、それらの活用が求められている。本授業では，文化
財の保護やさまざまな文化財に関する歴史を振り返りながら、その見方や活用方法などを学ぶ。 

到達目標 文化財への理解を図り、その保存・活用の方法を考えることができるようになる。 

アクティブ・ラーニング

型授業 
無 全授業回数 15 回 メディア科目 － 

複数教員の場
合の授業形態 

 

授業 
回数 

担当者 授業の内容 

1 小山 貴子 

【第 1 回】 

予習：この授業のシラバスを通読しておく。 
授業：オリエンテーション。この授業および文化財の見方・考え方について説明する。 
復習：授業の内容を確認する。 

2 小山 貴子 

【第 2 回】 
予習：文化財とは何か、文化財にはどのようなものがあるか調べる 

授業：文化財の種類や文化財保護の歴史について概説 
復習：文化財の種類、歴史を確認する 

3 小山 貴子 

【第 3 回】 
予習：文化財保護および博物館の役割を調べる 
授業：文化財保護法改正と文化財・博物館行政について概説 

復習：文化財保護法と博物館行政について確認する 

4 小山 貴子 

【第 4 回】 

予習：古代の史跡・遺跡にはどのようなものがあるか調べる 
授業：古代の史跡・遺跡について概説 
復習：古代の史跡・遺跡について確認する 

5 小山 貴子 

【第 5 回】 
予習：中世の史跡・遺跡にはどのようなものがあるか調べる 

授業：中世の史跡・遺跡について概説 
復習：中世の史跡・遺跡について確認する 

6 小山 貴子 

【第 6 回】 
予習：中世の史跡・遺跡にはどのようなものがあるか調べる 
授業：中世の史跡・遺跡について概説 

復習：中世の史跡・遺跡について確認する 

7 小山 貴子 

【第 7 回】 

予習：近世の史跡・遺跡と文化財にはどのようなものがあるか調べる 
授業：近世の史跡・遺跡と文化財について概説 
復習：近世の史跡・遺跡と文化財について確認する 

8 小山 貴子 

【第 8 回】 
予習：近現代の史跡・遺跡と文化財にはどのようなものがあるか調べる 

授業：近現代の史跡・遺跡と文化財について概説 
復習：近現代の史跡・遺跡と文化財について確認する 

9 小山 貴子 

【第 9 回】 
予習：建造物（寺院・寺社）にはどのようなものがあるか調べる 
授業：建造物（寺院・寺社）について概説 

復習：建造物（寺院・寺社）について確認する 

10 小山 貴子 

【第 10 回】 

予習：建造物（城郭）にはどのようなものがあるか調べる 
授業：建造物（城郭）について概説 
復習：建造物（城郭）について確認する 

11 小山 貴子 

【第 11 回】 
予習：住宅の歴史（中世まで）について調べる 

授業：住宅の歴史（中世まで）について概説 
復習：住宅の歴史（中世まで）について確認する 
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12 小山 貴子 

【第 12 回】 
予習：住宅の歴史（近世）について調べる 

授業：住宅の歴史（近世）について概説 
復習：住宅の歴史（近世）について確認する 

13 小山 貴子 

【第 13 回】 
予習：住宅の歴史（庶民の住宅）について調べる 
授業：住宅の歴史（庶民の住宅）について概説 

復習：住宅の歴史（庶民の住宅）について確認する 

14 小山 貴子 

【第 14 回】 

予習：石造物にはどのようなものがあるか調べる 
授業：石造物について概説 
復習：石造物について確認する 

15 小山 貴子 

【第 15 回】 
予習：石造物にはどのようなものがあるか調べる 

授業：石造物について概説 
復習：石造物について確認する 

授業開始前学習  

授業内課題のフィー

ドバックの方法 
次回授業開始時にコメントに関する講評（主に質問への回答、フィードバック）を行う。 

テキスト・教材 授業時に適宜プリントを配布する。 

参考書 参考書としては『新版 図説 歴史散歩事典』（山川出版社、２０１９年）などを使用する。 

評価の基準と方法 
レポートで評価を行う。配点（100 点満点における）は平常点（授業態度・課題提出）40 点、レポート 60 点の配分とす

る。 

ディプロマポリシー 「カリキュラムマップ」 

学修指針 教養力 人間性 
コミュニケーショ

ン力 
社会性 専門力 判断力 技術力 実践力 

科目の該当  ◎  〇 ◎ 〇   

関連科目  

その他 授業の進捗状況などによって、内容を変更することがある。 

予習・復習の 

所要時間 
講義時間 30 時間（2 時間×15 週）＋予習・復習時間 60 時間（4 時間×15 週） 

実務経験を活かした

教育内容 
博物館学芸員としての実務経験を活かし、文化財について講義をおこなう。 
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☆民俗学／民俗資料論 

科目分類（2025 年

～入学者） 

CS-L-221 

CT-L-221 

SD-L-221 

科目分類（～2024 年

入学者） 
111-331-12 授業コード FA0430 

科目名称 ☆民俗学／民俗資料論 単位数 2.0 単位 

英文名称 Folklore／Folklore Materials 授業区分 講義 

科目責任者 市田 雅崇 必修・選択 履修ガイド参照 

担当教員 市田 雅崇 開講時期 2 年 

オフィスアワー - 研究室 - 

授業概要 

昨今、文化に関するさまざまなニュースを目にする。世界遺産や文化財を問題、ジェンダーや動物愛護などの見地から祭りのあり

方を問うもの、そしてそれにともなう地域社会の変化など。この授業ではこうした文化をとりまく現代的な状況を念頭におきつつ、
（1）日本の民俗学の概要を学び、（2）祭り・伝説・信仰・芸能・民具といったテーマを通して文化について考えてゆく。（3）
折にふれて稲城市域および周辺地域の民俗資料を事例としてとりあげる。 

到達目標 

民俗資料について基礎知識を学び、その特質を理解できる。 

文化財、文化資源といった民俗資料をとりまく情勢を学び、現代の文化を理解し、他者と会話して問題を解決する姿勢を身に

着けることを目標とする。 

アクティブ・ラーニング

型授業 
有 全授業回数 15 回 メディア科目 － 

複数教員の場

合の授業形態 
 

授業 
回数 

担当者 授業の内容 

1 市田 雅崇 

【第 1 回】 
予習：シラバスを読み、学修内容を確認する 
授業：イントロダクション：民俗資料および民俗学とは 

復習：授業課題の提出 

2 市田 雅崇 

【第 2 回】 

予習：事前に配布する資料を読んでおく 
授業：民俗調査と民俗資料 
復習：授業課題の提出 

3 市田 雅崇 

【第 3 回】 
予習：事前に配布する資料を読んでおく 

授業：さまざまな祈り（1） 
復習：授業課題の提出 

4 市田 雅崇 

【第 4 回】 
予習：事前に配布する資料を読んでおく 
授業：さまざまな祈り（2） 

復習：授業課題の提出 

5 市田 雅崇 

【第 5 回】 

予習：事前に配布する資料を読んでおく 
授業：祭りと信仰（1） 
復習：授業課題の提出 

6 市田 雅崇 

【第 6 回】 
予習：事前に配布する資料を読んでおく 

授業：祭りと信仰（2） 
復習：授業課題の提出 

7 市田 雅崇 

【第 7 回】 
予習：事前に配布する資料を読んでおく 
授業：祭りと信仰（3） 

復習：授業課題の提出 

8 市田 雅崇 

【第 8 回】 

予習：事前に配布する資料を読んでおく 
授業：祈りと流行り神（1） 
復習：授業課題の提出 

9 市田 雅崇 

【第 9 回】 
予習：事前に配布する資料を読んでおく 

授業：祈りと流行り神（2） 
復習：授業課題の提出 

10 市田 雅崇 

【第 10 回】 
予習：資料を読んでおく 
授業：怪異伝承と妖怪（1） 

復習：授業課題の提出 
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11 市田 雅崇 

【第 11 回】 
予習：資料を読んでおく 

授業：怪異伝承と妖怪（2） 
復習：授業課題の提出 

12 市田 雅崇 

【第 12 回】 
予習：資料を読んでおく 
授業：怪異伝承と妖怪（3） 

復習：授業課題の提出 

13 市田 雅崇 

【第 13 回】 

予習：資料を読んでおく 
授業：現代の妖怪 
復習：授業課題の提出 

14 市田 雅崇 

【第 14 回】 
予習：資料を読んでおく 

授業：稲城市と周辺地域の民俗 
復習：授業課題の提出 

15 市田 雅崇 

【第 15 回】 
予習：民俗資料論のレビュー 
授業：まとめ 

復習：レポート課題の提出 

授業開始前学習 
民俗資料に関する書籍を 1 冊読んでおくことが望ましい。 

新聞などに目を通し、現代文化に関する記事に目を通しておく。 

授業内課題のフィー

ドバックの方法 
毎回の事前学習課題に対して、次回の授業時に受講者からの回答を紹介し、コメント・講評を行う。 

テキスト・教材 必要に応じて資料を配付する。 

参考書 授業に沿って推薦図書を紹介する。 

評価の基準と方法 授業内課題 50%、期末レポート 50%で総合的に評価する。 

ディプロマポリシー 「カリキュラムマップ」 

学修指針 教養力 人間性 
コミュニケーショ

ン力 
社会性 専門力 判断力 技術力 実践力 

科目の該当  〇   ◎ ◎ 〇  

関連科目  

その他 

授業の進捗状況や受講者数などによって、内容を変更することがある。 

稲城市または周辺地域の民俗誌を講読する場合がある。 

期末レポートでは課題にもとづき現地調査を行ったうえでレポートを提出する。 

予習・復習の 

所要時間 
講義時間 30 時間（2 時間×15 週）＋予習・復習時間 60 時間（4 時間×15 週） 

実務経験を活かした

教育内容 
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☆考古学／歴史考古学 

科目分類（2025 年

～入学者） 

CS-L-221 

CT-L-221 

SD-L-221 

科目分類（～2024 年

入学者） 
111-331-12 授業コード FA0440 

科目名称 ☆考古学／歴史考古学 単位数 2.0 単位 

英文名称 Archaeology／Historical Archaeology 授業区分 講義 

科目責任者 今野 慶信 必修・選択 履修ガイド参照 

担当教員 今野 慶信 開講時期 2 年 

オフィスアワー - 研究室 - 

授業概要 
考古学のなかでも歴史考古学、とりわけ近年進展の著しい中世考古学について、最新の研究動向を紹介しつつも、なるべく身

近な事例を取り上げて講義していく。 

到達目標 
中世考古学について理解を深め、日本中世社会の特質について説明できるようになる。同時に考古学の醍醐味と可能性を知

り、日本中世社会への自分なりの興味と視点を身に付ける。 

アクティブ・ラーニング

型授業 
無 全授業回数 15 回 メディア科目 － 

複数教員の場
合の授業形態 

 

授業 

回数 
担当者 授業の内容 

1 今野 慶信 

【第 1 回】 

予習 ：考古学について調べ、自分なりに考えておく。 

授業 ：中世考古学とは 

復習：ノート・配布資料で授業を振り返り、中世考古学について参考書等から捕捉しておく。 

2 今野 慶信 

【第 2 回】 

予習 ：前近代における日本の貨幣について調べ、自分なりに考えておく。 

授業 ：モノから見た中世経済 

復習：ノート・配布資料で授業を振り返り、中世の社会経済史について参考書等から捕捉しておく。 

3 今野 慶信 

【第 3 回】 

予習 ：現代に流通している陶磁器類について調べ、自分なりに考えておく。 

授業 ：モノから見た中世物流 

復習：ノート・配布資料で授業を振り返り、中世の物流について参考書等から捕捉しておく。 

4 今野 慶信 

【第 4 回】 

予習 ：呪い（まじない）について調べ、自分なりに考えておく。 

授業 ：モノから見た中世の信仰 

復習：ノート・配布資料で授業を振り返り、経塚などの中世特有の信仰遺物について参考書等から捕捉しておく。 

5 今野 慶信 

【第 5 回】 

予習 ：現在の葬送儀礼について調べ、自分なりに考えておく。 

授業 ：中世の葬送 

復習：ノート・配布資料で授業を振り返り、中世の葬送関係遺物について参考書等から捕捉しておく。 

6 今野 慶信 

【第 6 回】 

予習 ：古代寺院の伽藍配置や現在の鎌倉五山の伽藍配置などについて調べ、自分なりに考えておく。 

授業 ：中世のお寺 

復習：ノート・配布資料で授業を振り返り、中世寺院とその遺構について参考書等から捕捉しておく。 

7 今野 慶信 

【第 7 回】 

予習 ：近隣の中世前期の武士の本拠地について調べ、自分なりに考えておく。 

授業 ：中世の城① 

復習：ノート・配布資料で授業を振り返り、中世前期の武士の本拠地について参考書等から捕捉しておく。 

8 今野 慶信 

【第 8 回】 

予習 ：近隣の室町時代の武士の城について調べ、自分なりに考えておく。 

授業 ：中世の城② 

復習：ノート・配布資料で授業を振り返り、中世の城館について参考書等から捕捉しておく。 

9 今野 慶信 

【第 9 回】 

予習 ：近隣の戦国時代の城について調べ、自分なりに考えておく。 

授業 ：中世の城③ 

復習：ノート・配布資料で授業を振り返り、戦国時代の城について参考書等から捕捉しておく。 

10 今野 慶信 

【第 10 回】 

予習 ：古代以来の政治都市について調べ、自分なりに考えておく。 

授業 ：中世都市① 

復習：ノート・配布資料で授業を振り返り、中世の政治都市について参考書等から捕捉しておく。 
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11 今野 慶信 

【第 11 回】 

予習 ：東国の首都・鎌倉について調べ、自分なりに考えておく。 

授業 ：中世都市② 

復習：ノート・配布資料で授業を振り返り、鎌倉の都市空間について参考書等から捕捉しておく。 

12 今野 慶信 

【第 12 回】 

予習 ：中世の農村について調べ、自分なりに考えておく。 

授業 ：中世の村 

復習：ノート・配布資料で授業を振り返り、中世の農村について参考書等から捕捉しておく。 

13 今野 慶信 

【第 13 回】 

予習 ：近隣の「鎌倉街道」などの古道について調べ、自分なりに考えておく。 

授業 ：中世のみち 

復習：ノート・配布資料で授業を振り返り、中世古道について参考書等から捕捉しておく。 

14 今野 慶信 

【第 14 回】 

予習 ：稲城市・川崎市周辺の中世史について調べ、自分なりに考えておく。 

授業 ：あしもとの中世 

復習：ノート・配布資料で授業を振り返り、自分の足元の地域史について考えてみる。 

15 今野 慶信 

【第 15 回】 

予習 ：江戸時代の人々が使った様々な道具について調べ、自分なりに考えておく。 

授業 ：江戸考古へ 

復習：ノート・配布資料で半年間の授業を振り返り、歴史考古学について整理してみる。 

授業開始前学習 中学・高校で学んだ日本中世史（平安末期～戦国時代）について復習しておくこと。 

授業内課題のフィー

ドバックの方法 
出席を兼ねたレポートについては、実施の１週後に講評を行う。 

テキスト・教材 プリントを配布する。 

参考書 その都度、紹介する。 

評価の基準と方法 授業内のレポート等で評価する。 

ディプロマポリシー 「カリキュラムマップ」 

学修指針 教養力 人間性 
コミュニケーショ

ン力 
社会性 専門力 判断力 技術力 実践力 

科目の該当  〇   ◎ ◎ 〇  

関連科目  

その他 授業の進捗状況などによって、内容を変更することがある。 

予習・復習の 

所要時間 
講義時間 30 時間（2 時間×15 週）＋予習・復習時間 60 時間（4 時間×15 週） 

実務経験を活かした

教育内容 
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歴史地理学 

科目分類（2025 年

～入学者） 

CS-L-221 

CT-L-221 

SD-L-221 

科目分類（～2024 年

入学者） 
111-331-12 授業コード FA0450 

科目名称 歴史地理学 単位数 2.0 単位 

英文名称 Historical Geography 授業区分 講義 

科目責任者 武廣 亮平 必修・選択 履修ガイド参照 

担当教員 武廣 亮平 開講時期 2 年 

オフィスアワー - 研究室 - 

授業概要 
東京多摩地域の特色を歴史地理学的観点から学ぶ。多摩地域の先史時代から近現代までの歴史と地理的な特徴について、

さまざまなテーマを設定して考える。 

到達目標 
駒沢女子大学が立地する稲城市をはじめとする多摩地域の地理や歴史を学ぶことで、当該地域の地理的・歴史的意義や特

徴を再認識することができる。 

アクティブ・ラーニング

型授業 
無 全授業回数 15 回 メディア科目 － 

複数教員の場
合の授業形態 

 

授業 

回数 
担当者 授業の内容 

1 武廣 亮平 

【第 1 回】 
予習 ：シラバスによる授業内容の確認 

授業 ：オリエンテーション（「多摩」を概観する） 
復習 ：各授業テーマと要点の確認 

2 武廣 亮平 

【第 2 回】 
予習 ：多摩の地形図からその特徴を調べる 
授業 ：多摩の地形とその成り立ち 

復習 ：授業内容のノート整理と要点の確認 

3 武廣 亮平 

【第 3 回】 

予習 ：縄文～古墳時代の文化とその特徴を調べる 
授業 ：先史時代の多摩地域 
復習 ：授業内容のノート整理と要点の確認 

4 武廣 亮平 

【第 4 回】 
予習 ：律令国家の政治と地方統治について調べる 

授業 ：武蔵国の成立と多摩郡 
復習 ：授業内容のノート整理と要点の確認 
 

5 武廣 亮平 

【第 5 回】 
予習 ：古代の幹線道路である七道について調べる 

授業 ：古代・中世の交通路と多摩 
復習 ：授業内容のノート整理と要点の確認 

6 武廣 亮平 

【第 6 回】 
予習 ：『万葉集』の東歌と防人歌について調べる 
授業 ：『万葉集』に詠まれた古代の東国と多摩 

復習 ：授業内容のノート整理と要点の確認 
 

7 武廣 亮平 

【第 7 回】 
予習 ：日本古代のカミの信仰と神社の成立 
授業 ：古代・中世における多摩の神社と大國魂神社 

復習 ：穴沢天神社（京王読売ランド駅から徒歩５分）に行ってみる（可能な範囲で） 

8 武廣 亮平 

【第 8 回】 

予習 ：鎌倉・室町時代を概観する 
授業 ：鎌倉幕府と中世多摩の武士団 
復習 ：授業内容のノート整理と要点の確認 

9 武廣 亮平 

【第 9 回】 
予習 ：城郭の歴史について調べる 

授業 ：南北朝～戦国時代の多摩と城 
復習 ：授業内容のノート整理と要点の確認 

10 武廣 亮平 

【第 10 回】 
予習 ：江戸幕府の成立について調べる 
授業 ：江戸時代の地誌や絵図に見られる多摩 

復習 ：授業内容のノート整理と要点の確認 
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11 武廣 亮平 

【第 11 回】 
予習 ：開国から幕末までの政治について調べる 

授業 ：幕末の多摩と新選組の活動 
復習 ：授業内容のノート整理と要点の確認 

12 武廣 亮平 

【第 12 回】 
予習 ：明治維新から自由民権運動の展開までの近代日本の歴史を調べる  
授業 ：「絹の道」と多摩の自由民権運動   

復習 ：授業内容のノート整理と要点の確認 

13 武廣 亮平 

【第 13 回】 

予習 ：現在の東京都の行政区分を確認する 
授業 ：近現代における多摩の変遷 
復習 ：授業内容のノート整理と要点の確認 

14 武廣 亮平 

【第 14 回】 
予習 ：各自の家庭で行っている年中行事を確認する 

授業 ：多摩の年中行事と伝承 
復習 ：授業内容のノート整理と要点の確認 

15 武廣 亮平 

【第 15 回】 
予習 ：授業内容のノートの整理 
授業 ：授業の総括 

復習 ：多摩の地理と歴史を自分なりにまとめる 

授業開始前学習  

授業内課題のフィー

ドバックの方法 
授業内のレポートや課題は次回の授業時に講評を行う。個別の質問についても毎回授業終了時に対応する。 

テキスト・教材 テキストは特に指定せず、毎回プリントを配布する。 

参考書 
池 亨他編『東京の歴史９』地帯編６ 多摩Ⅰ（吉川弘文館 2020 年） 

藤田 覚『日本の開国と多摩』（吉川弘文館 2020 年）ほか 

評価の基準と方法 平常点（授業時の提出７０点、レポート３０点 

ディプロマポリシー 「カリキュラムマップ」 

学修指針 教養力 人間性 
コミュニケーショ

ン力 
社会性 専門力 判断力 技術力 実践力 

科目の該当  〇   ◎ ◎ 〇  

関連科目  

その他  

予習・復習の 

所要時間 
講義時間 30 時間（2 時間×15 週）＋予習・復習時間 60 時間（4 時間×15 週） 

実務経験を活かした

教育内容 
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西洋文化史 

科目分類（2025 年

～入学者） 

CS-L-121 

CT-L-121 

SD-L-121 

科目分類（～2024 年

入学者） 

100-120-11

（2022 年～入学

者） 

100-121-11（～

2021 年入学者） 

授業コード F00790 

科目名称 西洋文化史 単位数 2.0 単位 

英文名称 History of the Occidental Culture 授業区分 講義 

科目責任者 河合 恵美 必修・選択 履修ガイド参照 

担当教員 河合 恵美 開講時期 1 年 

オフィスアワー - 研究室 - 

授業概要 

ルネサンス以降の西洋文化を「衣・食・住」の観点より学び、研究する。文化・生活に関連した装飾美術・工芸の分野にて、大国

でありその発信地的役割を果たしたイギリス、フランスを中心に、バロック期から 20 世紀ミッド・センチュリー・モダンにおける装飾の
歴史を俯瞰し、食であるテーブルウェア（陶磁器・銀器・ガラス）、住である建築と家具、衣であるモード（服飾）、ジュエリー、
装飾小物などについて、映像・画像と共に、ものの見方、鑑定眼を身につけられるように研究し、現代の生活文化への影響やル

ーツを学ぶ。 

到達目標 
西洋工芸品・西洋装飾美術品の様式や特徴に関し、その歴史と背景、代表的な建築・美術・工芸について理解できるようにな

る。7 月に実施される西洋アンティーク鑑定検定試験協会主催「アンティーク検定試験」3 級の合格を目標とする。 

アクティブ・ラーニング

型授業 
無 全授業回数 15 回 メディア科目 － 

複数教員の場
合の授業形態 

 

授業 
回数 

担当者 授業の内容 

1 河合 恵美 

【第 1 回】 

予習 ：シラバス全体を読み、装飾美術工芸とは何かを調べる 
授業 ：美術（純粋美術）と装飾美術（応用美術）の定義、共通点と相違点について理解する 
復習 ：西洋装飾美術工芸の世界を理解する 

2 河合 恵美 

【第 2 回】 
予習 ：教科書 P12-21 を読み、「様式とは何か」について調べておく 

授業 ：バロックからモダニズムまでの装飾様式の特徴を俯瞰する  
復習 ：各様式の特徴について時代背景と共に理解する 

3 河合 恵美 

【第 3 回】 
予習 ：教科書 P24-37 を読み、西洋の家具の中で、特に椅子について調べておく 
授業 ：西洋家具の成り立ち、変遷と歴史について学ぶ 

復習 ：西洋家具の歴史と各時代の特徴について理解する 

4 河合 恵美 

【第 4 回】 

予習 ：教科書 P66-71 を読み、陶磁器について調べておく 
授業 ：西洋陶磁について、陶器・磁器それぞれの誕生の歴史と特徴を学ぶ 
復習 ：陶磁器の歴史や種類について理解する 

5 河合 恵美 

【第 5 回】 
予習 ：教科書 P110-115 を読み、ガラスについて調べておく 

授業 ：ヴェネツィアガラス、ボヘミアガラス、クリスタルガラスについて学ぶ 
復習 ：ガラスの歴史と種類、製法について理解する 

6 河合 恵美 

【第 6 回】 
予習 ：教科書 P140-143 および P218-219 を読み、銀器について調べておく 
授業 ：イギリスとフランスの銀器の刻印の読み方について学ぶ 

復習 ：西洋における銀器の歴史、刻印について理解する 

7 河合 恵美 

【第 7 回】 

予習 ：教科書 P180-183 を読み、また宝飾品（ジュエリー）について調べておく 
授業 ：貴石の種類とジュエリーの歴史について学ぶ 
復習 ：ジュエリーの歴史、ダイヤモンドの世界を理解する 

8 河合 恵美 

【第 8 回】 
予習 ：モード（服飾）とジェンダーについて調べておく 

授業 ：西洋モードの歴史と変遷について学ぶ 第 1 回レポート課題 
復習 ：生活様式の中でのモードの歴史を理解する 

9 河合 恵美 

【第 9 回】 
予習 ：教科書 P19 を読みアール・ヌーヴォーについて調べておく 
授業 ：アール・ヌーヴォー芸術と、その工芸品について学ぶ 

復習 ：アール・ヌーヴォーの芸術様式を理解する 
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10 河合 恵美 

【第 10 回】 
予習 ：教科書 P20 を読みアール・デコについて調べておく 

授業 ：アール・デコ様式と、その工芸品について学ぶ 第 1 回のレポート講評 
復習 ：アール・デコの芸術様式を理解する 

11 河合 恵美 

【第 11 回】 
予習 ：教科書 P21 を読み北欧デザインについて調べておく 
授業 ：ミッド・センチュリーの家具工芸品について学ぶ 第 2 回レポート 

復習 ：ミッド・センチュリーの家具工芸品を理解する 

12 河合 恵美 

【第 12 回】 

予習 ：19 世紀後半の万博について調べておく 
授業 ：1851 年のロンドン博から 1900 年のパリ万博までを俯瞰し、また「ジャポニスム」を理解する 
復習 ：19 世紀後半の万博について、その意義と役割を理解する 

13 河合 恵美 

【第 13 回】 
予習 ：第 12 回までの授業につき復習をする  

授業 ：アンティーク検定対策 
復習 ：アンティーク検定試験に向けての総復習をする 

14 河合 恵美 

【第 14 回】 
予習 ：テーブルウェアの歴史について調べておく 
授業 ：テーブルコーディネートの変遷について学ぶ  

復習 ：テーブルウェアの種類、テーブルコーディネートの歴史を理解する 

15 河合 恵美 

【第 15 回】 

予習 ：「アンティーク」とは何か、について調べておく 
授業 ：アンティーク、ヴィンテージ、コレクタブルなどの定義、その価値基準について学ぶ 第 2 回レポート講評 
復習 ：アートマーケットにおける実情を理解する 

授業開始前学習 
本授業にて触れる時代・地域は 17 世紀～20 世紀のヨーロッパの生活文化史であるため、ルネサンス以降の世界史、西洋美

術史の通史を読み、基本的知識を学んでおくと授業が理解しやすい。 

授業内課題のフィー

ドバックの方法 
授業 8 回目、11 回目に提出するレポートについては、それぞれ授業 10 回目、15 回目に講評を行う。 

テキスト・教材 「西洋骨董鑑定の教科書」 ジュディス・ミラー著 （パイ インターナショナル） 

参考書 

「ヨーロッパの装飾と文様」海野弘著（パイ インターナショナル） 

「アール・ヌーヴォーの美術」岡部昌幸著（東京美術） 

「世界服飾史」深井晃子監修（美術出版社） 

「ヨーロッパの宝飾芸術」山口遼著（東京美術） 

「フランステーブルウェアの教科書」イネス・ウージェル著（パイ インターナショナル） 

評価の基準と方法 

試験期間内の定期試験は実施せず、授業内に行う 2 回の課題レポート（60%）および複数回のリアクションペーパーや小テス

ト、授業態度に加え外部検定試験「アンティーク検定試験３級」（40%)とする。成績は絶対評価で加点方式となる。 

出席（授業中終始寝ている場合は出席としない）が 3 分の２以下の場合、また出席の改ざんが発覚した場合は成績にかかわ
らず単位取得不可となるので注意すること。 

ディプロマポリシー 「カリキュラムマップ」 

学修指針 教養力 人間性 
コミュニケーショ

ン力 
社会性 専門力 判断力 技術力 実践力 

科目の該当 ◎ ○       

関連科目  

その他 

「西洋骨董鑑定の教科書」：3600 円＋税 

アンティーク検定試験３級：受験料未定（学生割引あり） 7 月 12 日（日）に実施予定、本受験（任意）は、成績評価

の加点対象となる。 

予習・復習の 

所要時間 
講義時間 30 時間（2 時間×15 週）＋予習・復習時間 60 時間（4 時間×15 週） 

実務経験を活かした

教育内容 
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☆地域文化概論 

科目分類（2025 年

～入学者） 

GJ-M-121 

SD-L-121（Ｊ） 

科目分類（～2024 年

入学者） 

111-331-11

（2022 年～入学

者） 

111-331-12（～

2021 年入学者）

（Ｊ） 

授業コード FA0410 

科目名称 ☆地域文化概論 単位数 2.0 単位 

英文名称 Survey of  Regional Culture 授業区分 講義 

科目責任者 下川 雅弘 必修・選択 履修ガイド参照 

担当教員 下川 雅弘 開講時期 1･2 年 

オフィスアワー 
前期 月曜日 13:00～14:30 水曜日 14:40～16:10 

後期 月曜日 13:00～14:30 水曜日 14:40～16:10 
研究室 10-706 

授業概要 

この授業では、おもに稲城市を事例として、地域文化の調べ方や史料の読み方について概説し、その調査、読解を行うための基

礎知識を修得する。また、各自の地元を事例として、隠れた地域文化を発見し、その魅力を発表する。授業では課題解決型学
習・発表・フィールドワークを行う。 

到達目標 

１．地域文化の調べ方や史料の読み方を身に付けることができる。 

２．地域に伝わる民俗資料について、その調査・整理方法を理解できる。 

３．史料に基づいて各地の地域文化の魅力を発見し、そこから日本文化の特徴を考察できる。 

アクティブ・ラーニング

型授業 
有 全授業回数 15 回 メディア科目 － 

複数教員の場

合の授業形態 
 

授業 
回数 

担当者 授業の内容 

1 下川 雅弘 

【第 1 回】 
予習：シラバスを読み、学修内容を確認する 
授業：地域文化から考える日本文化（登戸浅間神社の富士塚から考える日本人の富士信仰）（教科書 6～8

頁） 
復習：授業内容の整理課題をフォームで提出する（5 点） 

2 下川 雅弘 

【第 2 回】 
予習：「地域文化レジュメによる発表について」の部分について教科書を読んでおく 
授業：地域文化レジュメによる発表について（教科書 9～10 頁）／『日本歴史地名大系』にみる稲城市の歴史

と文化（原始・古代～近現代） 
復習：図書館で『日本歴史地名大系』をコピーする 

3 下川 雅弘 

【第 3 回】 
予習：「地域文化レジュメの参考文献について」の部分について教科書を読んでおく 
授業：地域文化レジュメの参考文献について（教科書 11～13 頁）／『日本歴史地名大系』にみる稲城市の歴

史と文化（矢野口村）／『稲城市の歴史と文化財』にみる穴澤天神社 
復習：図書館で『新編武蔵風土記稿』『新編相模国風土記稿』をコピーする 

4 下川 雅弘 

【第 4 回】 
予習：『新編武蔵風土記稿』「菅村」（小沢城址）の現代語訳（5 点） 
授業：『新編武蔵風土記稿』「菅村」（小沢城址）の読解と考察（課題解決型学習）／小沢城をめぐる伝承と

城の構造・特徴（教科書 14～21 頁） 
復習：授業内容の整理課題をフォームで提出する（5 点） 

5 下川 雅弘 

【第 5 回】 
予習：『新編武蔵風土記稿』「金程村」（旧跡小沢原古戦場）の現代語訳（5 点） 
授業：『新編武蔵風土記稿』「金程村」（旧跡小沢原古戦場）の読解と考察（課題解決型学習）／小沢原

合戦の伝承と古戦場の故地（教科書 22～29 頁） 
復習：授業内容の整理課題をフォームで提出する（5 点） 

6 下川 雅弘 

【第 6 回】 
予習：『新編武蔵風土記稿』「矢野口村」（妙覚寺）の現代語訳（5 点） 
授業：『新編武蔵風土記稿』「矢野口村」（妙覚寺）の読解と考察（課題解決型学習）／妙覚寺の宝物と小

沢蔵屋敷の伝承（教科書 30～34 頁）／訪問する史跡の解説（教科書 43～46 頁） 
復習：授業内容の整理課題をフォームで提出する（5 点） 

7 下川 雅弘 

【第 7 回】 
予習：「民俗資料の調査・整理方法」の部分について教科書を読んでおく 
授業：民俗資料の調査・整理方法（教科書 35～39 頁） 

復習：授業内容の整理課題をフォームで提出する（5 点） 

8 下川 雅弘 

【第 8 回】 

予習：「有形民俗資料調査の実践（中世・近世の石造物）」の部分について教科書を読んでおく 
授業：有形民俗資料調査の実践（中世・近世の石造物）（教科書 40～43 頁） 
復習：授業内容の整理課題をフォームで提出する（5 点） 



116 

 

9 下川 雅弘 

【第 9 回】 
予習：「有形民俗資料調査の実践（石造物調査の方法）」の部分について教科書を読んでおく 

授業：有形民俗資料調査の実践（石造物調査の方法）（教科書 47～53 頁）／学内の六地蔵による石造
物調査の練習 
復習：石造物調査の練習用の方眼紙を提出する 

10 下川 雅弘 

【第 10 回】 
予習 ：「ありがた山の石造物調査」の部分について教科書を読んでおく 

授業 ：正課学外活動【地元発見プロジェクト】「ありがた山の石造物調査」（フィールドワーク） 
復習 ：正課学外活動の感想をフォームで提出する（5 点）／調査報告書と方眼紙を提出する（5 点） 

11 下川 雅弘 

【第 11 回】 
予習 ：地域文化レジュメを提出する（30 点）／地域文化レジュメ集を読んでおく 
授業 ：地域文化レジュメによる発表①（発表） 

復習 ：発表にコメントを寄せる 

12 下川 雅弘 

【第 12 回】 

予習 ：地域文化レジュメ集を読んでおく 
授業 ：地域文化レジュメによる発表②（発表） 
復習 ：発表にコメントを寄せる 

13 下川 雅弘 

【第 13 回】 
予習 ：地域文化レジュメ集を読んでおく 

授業 ：地域文化レジュメによる発表③（発表） 
復習 ：発表にコメントを寄せる 

14 下川 雅弘 

【第 14 回】 
予習 ：地域文化レジュメ集を読んでおく 
授業 ：地域文化レジュメによる発表④（発表） 

復習 ：発表にコメントを寄せる 

15 下川 雅弘 

【第 15 回】 

予習：ミニレポートをフォームで提出する（10 点） 
授業：地域文化から考える日本文化の学びの総括（課題解決型学習）（教科書 54 頁） 
復習：ミニレポートの感想をフォームで提出する（5 点） 

授業開始前学習  

授業内課題のフィー

ドバックの方法 

毎回の課題に対して、次回の授業時に受講者からの回答を紹介し、コメント・講評を行う。発表に対しては、授業内で補足解

説・コメントを行う。 

テキスト・教材 
駒沢女子大学講義ノートシリーズ『地域文化概論』 

必要に応じてプリントを配付する。 

参考書 

適宜、授業に沿って推薦図書を紹介する。 

また、予習課題や発表の準備に際しては、以下の辞書を必ず参照すること。 

『日本歴史地名大系』（平凡社）、『国史大辞典』（吉川弘文館） 

評価の基準と方法 予習課題１５％、復習課題４０％、発表（レジュメ）３０％、調査報告書５％、ミニレポート１０％により評価する。 

ディプロマポリシー 「カリキュラムマップ」 

学修指針 教養力 人間性 
コミュニケーショ

ン力 
社会性 専門力 判断力 技術力 実践力 

科目の該当 ○ ○  ○ ◎ ◎   

関連科目  

その他 

授業の進捗状況や受講者数などによって、内容を変更することがある。 

この授業では、11～12 月中の土曜日に正課学外活動（ありがた山の石造物調査）を行う予定である。若干の交通費の負
担が必要な場合がある。 

予習・復習の 

所要時間 
講義時間 30 時間（2 時間×15 週）＋予習・復習時間 60 時間（4 時間×15 週） 

実務経験を活かした

教育内容 
自治体史編纂の実務経験あり。地域文化の調べ方や魅力などを講義する。 
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観光地理(日本) 

科目分類（2025 年

～入学者） 

CS-L-121（Ｊ） 

CT-L-121（Ｊ） 

SD-L-121（Ｊ） 

科目分類（～2024 年

入学者） 

100-120-11 

（Ｊ） 
授業コード F00830 

科目名称 観光地理(日本) 単位数 2.0 単位 

英文名称 Tourism Geography (Japan) 授業区分 講義 

科目責任者 大室 聡志 必修・選択 履修ガイド参照 

担当教員 大室 聡志 開講時期 1 年 

オフィスアワー - 研究室 - 

授業概要 

日本各地の名所旧跡、観光施設、特産、文化、歴史、食などを知ることは観光を学ぶ基本となる。 

先ずは、何処にどのような観光資源があるかを地図上で確認し、その観光資源の魅力や歴史的背景も学ぶ。 

旅行業務取扱管理者試験合格も意識して解説を進める。 

到達目標 

目標： 

１：日本国内の観光地の歴史・文化・習慣・魅力を説明できるようにする。 

２：国内旅行業務取扱管理者試験科目 国内旅行実務の合格レベル（60 ﾊﾟｰｾﾝﾄ）に達する力をつける。 

アクティブ・ラーニング

型授業 
無 全授業回数 15 回 メディア科目 － 

複数教員の場
合の授業形態 

 

授業 
回数 

担当者 授業の内容 

1 大室 聡志 

 [第 1 回] 

予習 47 都道府県の位置関係をテキストで確認 
授業 オリエンテーション・日本を取り巻く環境から考える国内観光の重要性 
復習 47 都道府県を県庁所在地と共に覚える 

2 大室 聡志 

 [第 2 回] 
予習 観光資源にはどのような種類があるかテキストで確認 

授業 国内観光地理の基礎ー 多様な観光資源 ー 
復習 日本の主な観光資源を覚える 

3 大室 聡志 

 [第３回] 
予習 主要な日本の観光資源をテキストで確認 
授業 「旅地図日本」 日本を代表する観光地をハイライト  

復習 主な名所、位置関係、名物料理・特産品を覚える 

4 大室 聡志 

 [第４回] 

予習 日本の食文化についてテキストで確認 
授業 「おいしい！」を巡る旅！食文化と観光  
復習 主な食文化を位置、歴史背景と共に覚える 

5 大室 聡志 

 [第 5 回] 
予習 北海道 各観光地の名称と位置関係をテキストで確認 

授業 地域探検！北海道の魅力 
復習 北海道の主な名所、位置関係、名物料理・特産品を覚える 

6 大室 聡志 

 [第６回] 
予習 東北 各観光地の名称と位置関係をテキストで確認 
授業 地域探検！東北の魅力 

復習 東北の主な名所、位置関係、名物料理・特産品を覚える 

7 大室 聡志 

 [第７回] 

予習 関東 各観光地の名称と位置関係をテキストで確認 
授業 地域探検！関東の魅力 
復習 関東の主な名所、位置関係、名物料理・特産品を覚える 

8 大室 聡志 

 [第８回] 
予習 東京ディズニーランド 東京ディズニーランドについて各自確認 

授業 みんな大好き東京ディズニーランドの魅力 
復習 東京ディズニーランドの魅力を自分の意見として考える 

9 大室 聡志 

 [第９回] 
予習 中部地方 各観光地の名称と位置関係をテキストで確認 
授業 地域探検！中部地方の魅力 

復習 中部地方の主な名所、位置関係、名物料理・特産品を覚える 

10 大室 聡志 

 [第 10 回] 

予習 近畿地方 各観光地の名称と位置関係をテキストで確認 
授業 地域探検！近畿地方の魅力 
復習 近畿地方の主な名所、位置関係、名物料理・特産品を覚える 
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11 大室 聡志 

 [第 11 回] 
予習 中国・四国地方 各観光地の名称と位置関係をテキストで確認 

授業 地域探検！中国・四国地方の魅力  
復習 中国・四国地方の主な名所、位置関係、名物料理・特産品を覚える 

12 大室 聡志 

 [第 12 回] 
予習 九州・沖縄地方  各観光地の名称と位置関係をテキストで確認 
授業 地域探検！九州・沖縄地方の魅力 

復習 九州・沖縄地方の主な名所、位置関係、名物料理・特産品を覚える 

13 大室 聡志 

 [第 13 回] 

予習 屋久島・小笠原諸島 各観光地の名称と位置関係をテキストで確認 
授業 離島探検！エコツーリズムの魅力（屋久島・小笠原諸島）  
復習 屋久島・小笠原諸島の主な名所、位置関係、名物料理・特産品を覚える 

14 大室 聡志 

 [第 14 回] 
予習 日本の鉄道の歴史について各自確認 

授業 「移動」が旅の目的！？女性に大人気！可愛い鉄道列車の旅  
復習 講義で習った鉄道列車の位置関係を覚える 

15 大室 聡志 

 [第 15 回] 
予習 各県の観光地の名称を覚える  
授業 【最終テスト】 最終テスト回答の解説  

復習 出題された観光地などの所在地をテキストで確認する 

授業開始前学習 
TV の旅番組などを利用して観光地の知識を増やす 

旅行パンフレットも観光地を学ぶ有用なツールである 

授業内課題のフィー

ドバックの方法 
授業内または翌週に解答・解説を行う 

テキスト・教材 『旅地図 日本』(昭文社) 

参考書 
『旅行業実務シリーズ４ 国内観光資源』（JTB 総合研究所） ※旅行業務取扱管理者試験合格を目指す学生は購入を

推奨する 

評価の基準と方法 講義内レポート 60％、最終テスト 30％、平常点 10％ 

ディプロマポリシー 「カリキュラムマップ」 

学修指針 教養力 人間性 
コミュニケーショ

ン力 
社会性 専門力 判断力 技術力 実践力 

科目の該当    ◎    〇       

関連科目 後期に開講する観光地理（世界）の受講を推奨する 

その他  

予習・復習の 

所要時間 
講義時間 30 時間（2 時間×15 週）＋予習・復習時間 60 時間（4 時間×15 週） 

実務経験を活かした

教育内容 
旅行会社勤務により得た知見に基づいた講義を行う。 
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観光地理(世界) 

科目分類（2025 年

～入学者） 

CS-L-121（Ｊ） 

CT-L-121（Ｊ） 

SD-L-121（Ｊ） 

科目分類（～2024 年

入学者） 

100-120-11 

（Ｊ） 
授業コード F00840 

科目名称 観光地理(世界) 単位数 2.0 単位 

英文名称 Tourism Geography (World) 授業区分 講義 

科目責任者 大室 聡志 必修・選択 履修ガイド参照 

担当教員 大室 聡志 開講時期 1 年 

オフィスアワー - 研究室 - 

授業概要 

観光学の学びにおいて、世界各国の歴史・文化・習慣・魅力を知ることは基本です。 

また、多様な世界を知ることは、一般教養を高め、人生を豊かにすることにもつながります。 

 

講師は旅行会社に 25 年以上務めた経験の中で世界中を飛び回り、60 ヵ国以上を訪れてきました。 

この講義では、これらの経験を活かし、世界各国の歴史、意義、価値を考察し、文化や宗教の多様性や歴史の教訓を学ぶとと
もに、自然の恵みや伝統の重みについても触れていきます。 

講義を通じて、楽しみながら世界を学びましょう！ 

到達目標 

目標： 

１：世界各国の歴史・文化・習慣・魅力を説明できるようにする。 

２：相互理解の重要性を理解する。 

  世界各国の歴史や文化を学ぶことは「相互理解の促進」に繋がる。 

  講義を通じて世界を知り、相互理解が世界平和の第一歩であるということを理解する。 

３：総合旅行業務取扱管理者試験科目 海外旅行実務の合格レベル（60 ﾊﾟｰｾﾝﾄ）に達する力をつける。 

アクティブ・ラーニング

型授業 
無 全授業回数 15 回 メディア科目 － 

複数教員の場

合の授業形態 
 

授業 
回数 

担当者 授業の内容 

1 大室 聡志 

[第 1 回] 

予習 世界地図をもとに主要な観光地の国名と位置を確認する 

授業 世界の観光環境から考える国際観光の重要性 

復習 世界地図をもとに主要な観光地の国名と位置を覚える 

2 大室 聡志 

 [第 2 回] 

予習 「韓国」の観光資源をテキストで確認 

授業 アジア探検！「韓国」の魅力 

復習 講義で触れた韓国の観光資源を覚える 

3 大室 聡志 

 [第３回] 

予習 「台湾」「香港」「マカオ」の観光資源をテキストで確認 

授業 アジア探検！「台湾」「香港」「マカオ」の魅力 

復習 講義で触れた「台湾」「香港」「マカオ」の観光資源を覚える 

 

4 大室 聡志 

 [第４回] 

予習 「タイ」「シンガポール」「ベトナム」の観光資源をテキストで確認 

授業 東南アジア探検！「タイ」「シンガポール」「ベトナム」の魅力 

復習 講義で触れた「タイ」「シンガポール」「ベトナム」の観光資源を覚える 

 

5 大室 聡志 

 [第 5 回] 

予習 「カンボジア」、「インド」、「ネパール」「スリランカ」の観光資源をテキストで確認 

授業 南アジア探検！「カンボジア」、「インド」、「ネパール」「スリランカ」 

復習 講義で触れた「カンボジア」、「インド」、「ネパール」「スリランカ」の観光資源を覚える 

6 大室 聡志 

 [第６回] 

予習 「アメリカ」「ハワイ」の観光資源をテキストで確認 

授業 アメリカ探検！「アメリカ」「ハワイ」の魅力 

復習 講義で触れた「アメリカ」「ハワイ」の観光資源を覚える 

7 大室 聡志 

 [第７回] 

予習 世界の「ディズニーランド」について各自 WEB で確認 

授業 みんな大好き世界の「ディズニーランド」の魅力 

復習 講義で触れた世界の「ディズニーランド」の違いを覚える 
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8 大室 聡志 

 [第８回] 

予習 「イタリア」「フランス」の観光資源をテキストで確認 

授業 ヨーロッパ探検！「イタリア」「フランス」の魅力 

復習 講義で触れた「イタリア」「フランス」の観光資源を覚える 

9 大室 聡志 

 [第９回] 

予習 「スペイン」「ポルトガル」の観光資源をテキストで確認 

授業 ヨーロッパ探検！ 「スペイン」「ポルトガル」の魅力 

復習 講義で触れた「スペイン」「ポルトガル」の観光資源を覚える 

10 大室 聡志 

 [第 10 回] 

予習 「イギリス」「オランダ」「ベルギー」の観光資源をテキストで確認 

授業 ヨーロッパ探検！「イギリス」「オランダ」「ベルギー」の魅力  

復習 講義で触れた「イギリス」「オランダ」「ベルギー」の観光資源を覚える 

11 大室 聡志 

 [第 11 回] 

予習 「スイス」「ドイツ」の観光資源をテキストで確認 

授業 ヨーロッパ探検！「スイス」「ドイツ」の魅力 

復習 講義で触れた「スイス」「ドイツ」の観光資源を覚える 

12 大室 聡志 

 [第 12 回] 

予習 「カナダ」「フィンランド」の観光資源をテキストで確認 

授業 自然の神秘！オーロラ（カナダとフィンランド）の魅力  

復習 講義で触れた「カナダ」「フィンランド」の観光資源を覚える 

13 大室 聡志 

 [第 13 回] 

予習 「エジプト」「モロッコ」の観光資源をテキストで確認 

授業 中近東探検！「エジプト」「モロッコ」の魅力 

復習 講義で触れた「エジプト」「モロッコ」の観光資源を覚える 

14 大室 聡志 

 [第 14 回] 

予習 「オーストラリア」「ニュージーランド」の観光資源をテキストで確認 

授業 オセアニア探検！「オーストラリア」「ニュージーランド」の魅力 

復習 講義で触れた「オーストラリア」「ニュージーランド」の観光資源を覚える 

15 大室 聡志 

 [第 15 回] 

予習 今までの講義内容を総復習  

授業 【最終テスト】 最終テスト回答の解説  

復習 今までの講義内容を総復習 

授業開始前学習 
海外旅行パンフレット・世界遺産・世界の出来事など、日常の生活でこれらの情報対象の国名・都市名がどこにあるかを確認す

る習慣を始めましょう。 

授業内課題のフィー

ドバックの方法 
授業内または翌週に解答・解説を行う 

テキスト・教材 『旅地図 世界』（昭文社） 

参考書 
『旅行実務シリーズ７ 海外観光資源』（JTB 総合研究所）※総合旅行業務取扱管理者試験合格をめざす学生は購入を

推奨する 

評価の基準と方法 講義内レポート 60％、最終テスト 30％、平常点 10％ 

ディプロマポリシー 「カリキュラムマップ」 

学修指針 教養力 人間性 
コミュニケーショ

ン力 
社会性 専門力 判断力 技術力 実践力 

科目の該当    ◎    〇       

関連科目 前期に開講する観光地理（日本）の受講を推奨する 

その他 総合旅行業務取扱管理者試験合格をめざす学生は履修を推奨する 

予習・復習の 

所要時間 
講義時間 30 時間（2 時間×15 週）＋予習・復習時間 60 時間（4 時間×15 週） 

実務経験を活かした

教育内容 

旅行会社で２５年勤務し、その中で海外駐在（ロシア）7 年の経験もあります。趣味も旅行で、5 大陸すべてを網羅し、訪問

海外国数は 60 ヵ国を超えました。そこで見てきた世界各国について理解を深め、世界遺産検定 1 級も取得しています。旅行会

社のプロとして、また一人の旅好きとして捉える世界各国について詳細に説明し、受講生の国際感覚を養い、世界がより近くに感
じられるような授業を行います。 
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世界遺産研究 

科目分類（2025 年

～入学者） 

CT-M-221（Ｊ） 

SD-L-221（Ｊ） 

科目分類（～2024 年

入学者） 

120-321-12

（Ｊ） 
授業コード FE0410 

科目名称 世界遺産研究 単位数 2.0 単位 

英文名称 World Heritage Research 授業区分 講義 

科目責任者 大室 聡志 必修・選択 履修ガイド参照 

担当教員 大室 聡志 開講時期 2 年 

オフィスアワー - 研究室 - 

授業概要 

世界遺産は、「顕著な普遍的価値をもつもの」として人類が後世に残すべき人類共通の財産です。 

1978 年に最初の世界遺産 12 件が「世界遺産リスト」に記載されて以来その数は増え続け、2025 年 1 月現在 1,248 件の
世界遺産（そのうち日本は 26 件）が登録されています。 

しかし、世界遺産登録には、経済開発と文化保護の両立という難しい課題があります。 

実際、世界遺産登録後に経済開発を優先して世界遺産リストから抹消される遺産があったり、敢えて世界遺産リストに登録し
ない有名な観光地や遺産もあります。 

この講義では、世界遺産のすばらしさを学びつつ、経済開発と文化保護の両立や観光業が抱える観光公害について考えます。 

 

講師は旅行会社に 25 年以上務める中で世界中を飛び回り、60 ヵ国以上で世界遺産を実際に見てきました。この講義では、
これらの経験を活かし、世界遺産の歴史、意義、価値を考察し、文化や宗教の多様性や歴史の教訓を学ぶとともに、自然の恵

みや伝統の重みについても触れていきます。 

到達目標 

目標： 

１：相互理解の重要性を理解する 

  世界遺産を学ぶことは、ユネスコ憲章が掲げる「相互理解の促進」に繋がる。 

  遺産を通じて世界を知り、相互理解が世界平和の第一歩であるということを理解する。 

２：世界遺産をテーマに、皆さんが「問い」を立てる（＝研究課題を設定する）力を身につける。 

  講義は、考える力と人に伝える力を養うロジカル・シンキングを重用する。 

  ロジカルに考え、ロジカルに伝えることが、容易にできるようにスキルアップを図る。 

３：世界遺産検定 3 級合格レベルまで知識を高める① 

アクティブ・ラーニング

型授業 
有 全授業回数 15 回 メディア科目 〇 

複数教員の場

合の授業形態 
 

授業 
回数 

担当者 授業の内容 

1 大室 聡志 

「世界遺産を学ぶ＝相互理解促進」を理解する 
予習：訪れたことがある世界遺産を調査する 
授業：講師のロシア駐在経験を通じて感じた相互理解の重要性について解説 

復習：確認のクイズに答える（小課題①） 

2 大室 聡志 

「ロジカル・シンキング・スキル」を身に付ける 

予習：知っている世界遺産をリストアップする 
授業：「世界遺産とは何か？」と「ロジカル・シンキング」についての説明 
復習：確認のクイズに答える（小課題②） 

3 大室 聡志 

世界遺産の概念と登録基準を学ぶ 
予習：自分の知らない世界遺産を調べてリストアップする 

授業：世界遺産の概念を学び、「真正性」について考える 
復習：確認のクイズに答える（小課題③） 

4 大室 聡志 

世界遺産の概念と登録基準を学ぶ 
予習：世界遺産登録基準を事前に覚える 
授業：世界遺産の「負の遺産」について考える 

復習：確認のクイズに答える（小課題④） 

5 大室 聡志 

日本の世界遺産を学ぶ① 

予習：日本の世界遺産（文化遺産）について事前に調査する 
授業：日本の世界遺産（文化遺産①） 
復習：確認のクイズに答える（小課題⑤） 

6 大室 聡志 

日本の世界遺産を学ぶ② 
予習：日本の世界遺産（文化遺産）について事前に調査する 

授業：日本の世界遺産（文化遺産②） 
復習：確認のクイズに答える（小課題⑥） 

7 大室 聡志 

日本の世界遺産を学ぶ③ 
予習：日本の世界遺産（文化遺産）について事前に調査する 
授業：日本の世界遺産（文化遺産③） 

復習：確認のクイズに答える（小課題⑦） 
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8 大室 聡志 

日本の世界遺産を学ぶ④ 
予習：日本の世界遺産（文化遺産）について事前に調査する 

授業：日本の世界遺産（文化遺産④） 
復習：確認のクイズに答える（小課題⑧） 

9 大室 聡志 

日本の世界遺産を学ぶ⑤ 
予習：日本の世界遺産（文化遺産）について事前に調査する 
授業：日本の世界遺産（文化遺産⑤） 

復習：確認のクイズに答える（小課題⑨） 

10 大室 聡志 

日本の世界遺産を学ぶ⑥ 

予習：日本の世界遺産（自然遺産）について事前に調査する 
授業：日本の世界遺産（自然遺産①） 
復習：確認のクイズに答える（小課題⑩） 

11 大室 聡志 

世界で最初の世界遺産を学ぶ 
予習：世界で最初の世界遺産について事前に調査する 

授業：12 個の最初の世界遺産 
復習：確認のクイズに答える（小課題⑪） 

12 大室 聡志 

ヨーロッパの世界遺産を学ぶ 
予習：イタリアの世界遺産について事前に調査する 
授業：ヨーロッパの歴史 先史時代～近代文明まで 

復習：確認のクイズに答える（小課題⑫） 

13 大室 聡志 

イスラム教の世界遺産を学ぶ 

予習：イスラム教の世界遺産について事前に調査する 
授業：イスラム教の世界遺産（トルコ・ドバイ・サウジアラビア） 
復習：確認のクイズに答える（小課題⑬） 

14 大室 聡志 

アジアの世界遺産について 
予習：アジアの世界遺産について事前に調査する 

授業：アジアの世界遺産（仏教遺跡を中心に） 
復習：確認のクイズに答える（小課題⑭） 

15 大室 聡志 
まとめと最終確認テスト 
予習：最終確認テストに向けて準備 
授業：15 回の講義の総括のあと、確認テスト 

授業開始前学習 

日 頃 か ら 世 界 遺 産 や 主 要 な 観 光 地 に 関 心 を 持 つ と と も に 、 UNESCO の 世 界 遺 産 リ ス ト
<http://whc.unesco.org/ja/list/>を見ておく。 

図書館にある世界遺産の DVD の視聴もお勧めする。 

授業内課題のフィー

ドバックの方法 
授業内課題に関しては、実施後すぐに結果がフィードバックするよう Google フォームを活用する。 

テキスト・教材 
『くわしく学ぶ世界遺産 300』-世界遺産検定 2 級公式テキスト-（発行：NPO 法人世界遺産アカデミー） 

※世界遺産検定受験予定者は特に購入を推奨する。 

参考書 

『世界遺産検定』公式過去問題集３・４級（発行：NPO 法人世界遺産アカデミー） 

旅地図世界-世界の名所をめぐる誌上旅行-（発行：昭文社） 

旅地図日本-全国の名所をめぐる誌上旅行-（発行：昭文社） 

評価の基準と方法 

評価に関しては、出席・課題・レポート・テストの総合評価を行います。 

・出席点 2 点 ×１５回 ＝ ３０点 

・毎週の課題 ２点 × １４回 ＝ ２８点（※半分以下の正解の場合１点、半分以上の正解の場合２点とする） 

・１５回目の講義での最終レポート「自分が伝えたい世界遺産」＝1５点 

    採点ポイント 

 １．講義内容を反映したテーマになっているか？（3 点） 

 ２.  発表内容が論理的であるか？（3 点） 

 ３．資料のクオリティはどうか？（3 点） 

 ４．テーマに新規性 or オリジナリティがある 

ディプロマポリシー 「カリキュラムマップ」 

学修指針 教養力 人間性 
コミュニケーショ

ン力 
社会性 専門力 判断力 技術力 実践力 

科目の該当 〇    △  ◎  

関連科目 日本・世界の歴史、文化史、宗教史、地理学、芸術、自然、観光学などの知識が身に着けられる科目と関連しています。 

その他 

この授業では、世界遺産「研究」をするのは受講生の皆さんです。 

世界遺産についてはインターネットで様々な情報が入手可能です。以下のサイトなどを参考にしてください。 

文化庁 HP <https://www.bunka.go.jp/seisaku/bunkazai/shokai/sekai_isan/ichiran/> 

日 本 の 世 界 遺 産 一 覧
<https://www.bunka.go.jp/seisaku/bunkazai/shokai/sekai_isan/ichiran/pdf/20200806_01.pd 

予習・復習の 
所要時間 

講義時間 30 時間（2 時間×15 週）＋予習・復習時間 60 時間（4 時間×15 週） 

実務経験を活かした
教育内容 

旅行会社で２５年勤務し、その中で海外駐在（ロシア）7 年の経験もあります。趣味も旅行で、5 大陸すべてを網羅し、訪問
海外国数は 60 ヵ国を超えました。そこで見てきた世界遺産について理解を深め、世界遺産検定 1 級も取得しています。旅行会
社のプロとして捉える「世界遺産」と、一人の旅好きとして捉える「世界遺産」の両方の視点で世界遺産について説明します。「世
界遺産」を切り口に受講生の国際感覚を養い、世界がより近くに感じられるような授業を行います。 
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法学 

科目分類（2025 年

～入学者） 

CS-L-121 

CT-L-121 

SD-L-121 

科目分類（～2024 年

入学者） 
100-120-11 授業コード F00940 

科目名称 法学 単位数 2.0 単位 

英文名称 Law 授業区分 講義 

科目責任者 福王 守 必修・選択 履修ガイド参照 

担当教員 福王 守 開講時期 1 年 

オフィスアワー 
前期 月曜日 13:00～14:30 木曜日 13:00～14:30 

後期 月曜日 13:00～14:30 木曜日 13:00～14:30 
研究室 10-614 

授業概要 

私たちの生活は、法によって規律されています。法は社会をよりよく営んでいくための手段です。その一方で、時にこれは私たちの生

活を厳しく制限します。ゆえに、「秩序」と「正義」という相矛盾しがちな 2 つの目的について、いかに妥協点を模索するかが法の責
務であるといわれます。前期の授業では、近代以降の市民社会のあゆみを踏まえて、「法とは何か」ということをていねいに伝えたい
と思います。できるだけ、身近な裁判例なども紹介します。様々な報道から伝えられる社会問題について、結論を急がずに考える

ためのきっかけとなれば幸いです。 

到達目標 
市民社会における客観的な判断基準としての「法」の役割を踏まえて、異なる意見を踏まえつつ筋道を立てて未解決の社会問

題を考える力を身につけることを目標とします。 

アクティブ・ラーニング

型授業 
有 全授業回数 15 回 メディア科目 － 

複数教員の場
合の授業形態 

 

授業 
回数 

担当者 授業の内容 

1 福王 守 

※ 毎回の授業後には、「問題解決型学習」の手段として課題レポートを作成してもらい、次回授業時にこれに対す

る解説と質問への回答を行います。 
 
【第 1 回】 

予習 ：本科目シラバスおよびテキストⅳ-ⅺ頁の講読 
授業 ：法学とは：この授業の目的・内容・学習方法について 【テキストⅳ-ⅺ頁】 「問題解決型学習」 
復習 ：テキストⅳ-ⅺ頁の再読、【第 1 回】授業ノートおよび配布プリントの整理 

2 福王 守 

【第 2 回】 
予習 ：テキスト 2-4 頁の講読およびキーワードの確認 

授業 ：市民社会と法：法の特性と日本の法体系【テキスト 2-4 頁】 「問題解決型学習」 
復習 ：テキスト 2-4 頁の再読、【第 2 回】授業ノートおよび配布プリントの整理 

3 福王 守 

【第 3 回】 
予習 ：テキスト 225-232 頁の講読およびキーワードの確認 
授業 ：市民社会と法： 近代市民社会の特徴と法的要請 【テキスト 225-232 頁】 「問題解決型学習」 

復習 ：テキスト 225-232 頁の再読、【第 3 回】授業ノートおよび配布プリントの整理 

4 福王 守 

【第 4 回】 

予習 ：テキスト 5-6、225、233 頁の講読およびキーワードの確認  
授業 ：市民社会と法：法目的としての「秩序と正義」 【テキスト 5-6、225、233 頁】 「問題解決型学習」 
復習 ：テキスト 5-6、225、233 頁の再読、【第 4 回】授業ノートおよび配布プリントの整理 

5 福王 守 

【第 5 回】 
予習 ：テキスト 6-8 頁の講読およびキーワードの確認 

授業 ：法のあり方：実定法の意義と問題点 【テキスト 6-8 頁】 「問題解決型学習」 
復習 ：テキスト 6-8 頁の再読、【第 5 回】授業ノートおよび配布プリントの整理 

6 福王 守 

【第 6 回】 
予習 ：テキスト 6-8、124-126、223 頁の講読およびキーワードの確認 
授業 ：法のあり方：判例法と裁判  【テキスト 6-8、124-126、223 頁】 「問題解決型学習」 

復習 ：テキスト 6-8、124-126、223 頁の再読、【第 6 回】授業ノートおよび配布プリントの整理 

7 福王 守 

【第 7 回】 

予習 ：テキスト 6-8、101-102 頁の講読およびキーワードの確認 
授業 ：法のあり方：条理と裁判 【テキスト 6-8、101-102 頁】 「問題解決型学習」 
復習 ：テキスト 6-8、101-102 頁の再読、【第 7 回】授業ノートおよび配布プリントの整理 

8 福王 守 

【第 8 回】 
予習 ：テキスト 10-12、24-42、78-80、88-90 頁の講読およびキーワードの確認 

授業 ：法の適用：事実認定 【テキスト 10-12、24-42、78-80、88-90 頁】 「問題解決型学習」 
復習 ：テキスト 10-12、24-42、78-80、88-90 頁の再読、【第 8 回】授業ノートおよび配布プリントの整理 

9 福王 守 

【第 9 回】 
予習 ：テキスト 239-243 頁の講読およびキーワードの確認 
授業 ：法の適用：法解釈における学説の対立 【テキスト 239-243 頁】 「問題解決型学習」 

復習 ：テキスト 239-243 頁の再読、【第 9 回】授業ノートおよび配布プリントの整理 
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10 福王 守 

【第 10 回】 
予習 ：第 2 回-9 回までのテキスト全学習頁の講読およびキーワードの確認 

授業 ：これまでの授業の総括と発展学習の手引：授業全体の体系的整理と論証に向けて【テキスト全学習頁】 
「問題解決型学習」 
復習 ：テキスト全学習頁の再読、【第 10 回】授業ノートおよび配布プリントの整理 

11 福王 守 

【第 11 回】 
予習 ：テキスト 9、99、172 頁の講読およびキーワードの確認 

授業 ：法の体系：公法と私法の区分 【テキスト 9、99、172 頁】 「問題解決型学習」 
復習 ：テキスト 9、99、172 頁の再読、【第 11 回】授業ノートおよび配布プリントの整理 

12 福王 守 

【第 12 回】 
予習 ：テキスト 9、132、236、241 頁の講読およびキーワードの確認 
授業 ：法の体系：公法と私法の分離と融合   【テキスト 9、132、236、241 頁】 「問題解決型学習」 

復習 ：テキスト 9、132、236、241 頁の再読、【第 12 回】授業ノートおよび配布プリントの整理 

13 福王 守 

【第 13 回】 

予習 ：テキスト 110、123-124、132-133、 236-237 頁の講読およびキーワードの確認 
授業 ：法の体系：社会法の特徴と種類   【テキスト 110、123-124、132-133、 236-237 頁】 「問題解
決型学習」 

復習 ：テキスト 110、123-124、132-133、 236-237 頁の再読、【第 13 回】授業ノートおよび配布プリント
の整理 

14 福王 守 

【第 14 回】 
予習 ：テキスト 121-122 頁の講読およびキーワードの確認 
授業 ：法の体系：社会法をめぐる今日的問題  【テキスト 121-122 頁】 「問題解決型学習」 

復習 ：テキスト 121-122 頁の再読、【第 14 回】授業ノートおよび配布プリントの整理 

15 福王 守 

【第 15 回】 

予習 ：テキストⅲ-Ⅹ頁の講読およびキーワードの確認 
授業 ：「法学」の総括と発展学習の手引き：授業全体の体系的整理と論証に向けて【テキスト 全学習頁】 「問
題解決型学習」 

復習 ：テキスト全学習頁の再読、【第 15 回】授業ノートおよび配布プリントの整理 

授業開始前学習 テレビや新聞の社会面･政治面の報道に、少しでも多く接する機会をもって下さい。必ずどこかで授業理解の助けになります。 

授業内課題のフィー

ドバックの方法 

  適宜次回の授業冒頭において課題レポートに対する講評と質問への回答を述べます。また第 10 回および 15 回目において、

レポート課題全般に関する講評と個々の問題解決に向けた助言等を行います。 

テキスト・教材 
宍戸常寿・石川博康編 『法学入門』 （有斐閣、2021 年） 

『ポケット六法（令和 8 年版）』 （有斐閣、2025 年） 

参考書 授業を通じて適宜紹介します。 

評価の基準と方法 
・15 回のレポートの総合点で評価します（10 点×15 回＝150 点を 100 点満点に換算）。 

・単位取得の前提として、すべての授業回数のうち出席に基づく 10 回以上の提出が必要です。 

ディプロマポリシー 「カリキュラムマップ」 

学修指針 教養力 人間性 
コミュニケーショ

ン力 
社会性 専門力 判断力 技術力 実践力 

科目の該当 ○ △  ◎     

関連科目 

法律学を学ぶ上で、最も基礎となる入門科目です。この授業に基づいて、発展科目としての「法と社会」が組み立てられていま

す。また、これらに関連して「日本国憲法Ⅰ・Ⅱ」「共生社会と人権（人権の基礎）」および「国際社会と法（国際法Ⅰ・Ⅱ）」

も構成されています。 

その他  

予習・復習の 

所要時間 
講義時間 30 時間（2 時間×15 週）＋予習・復習時間 60 時間（4 時間×15 週） 

実務経験を活かした

教育内容 
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数学の世界 

科目分類（2025 年

～入学者） 

CS-L-121 

CT-L-121 

SD-L-121 

科目分類（～2024 年

入学者） 
100-120-11 授業コード F01001 

科目名称 数学の世界 単位数 2.0 単位 

英文名称 World of Mathematics 授業区分 講義 

科目責任者 川村 翔 必修・選択 履修ガイド参照 

担当教員 川村 翔 開講時期 1 年 

オフィスアワー - 研究室 - 

授業概要 
本講義は共創文化学部・観光文化学部（人間総合学群）の授業の一環として、後の専門分野の修得に不可欠な数学的

な基礎知識、また社会生活における数学的知識を活用する応用力を身につける講義である。 

到達目標 
高校までに学習した数学の内容について、他の専門授業や社会生活に求められる数学的知識を円滑に使用できるようになる。

電卓の使用に慣れ、日常的に計算できるようになる。 

アクティブ・ラーニング

型授業 
無 全授業回数 15 回 メディア科目 － 

複数教員の場
合の授業形態 

 

授業 

回数 
担当者 授業の内容 

1 川村 翔 

【第 1 回】 

予習 ： シラバスを確認し、中学・高校の授業での未修・既修について各自把握しておく。 

授業 ： ガイダンス 

復習 ： ガイダンスで示された履修、課題提出方法等を確認しておく。 

2 川村 翔 

【第 2 回】 

予習 ： 数と式について、一般参考書等で予習しておく。 

授業 ： 数と式（整式・因数分解） 

復習 ： 講義内容について確実な理解ができるようにしておく。 

3 川村 翔 

【第 3 回】 

予習 ： とくに前回の講義と密接に関連しているので、疑問点は解決しておく。 

授業 ： 数と式（一次方程式・連立方程式） 

復習 ： 講義内容について確実な理解ができるようにしておく。 

4 川村 翔 

【第 4 回】 

予習 ： 関数について、一般参考書等で予習しておく。 

授業 ： 関数（一次関数、二次関数） 

復習 ： 講義内容について確実な理解ができるようにしておく。 

5 川村 翔 

【第 5 回】 

予習 ： とくに前回の講義と密接に関連しているので、疑問点は解決しておく。 

授業 ： 関数（二次方程式） 

復習 ： 講義内容について確実な理解ができるようにしておく。 

6 川村 翔 

【第 6 回】 

予習 ： 図形の性質について、一般参考書等で予習しておく。 

授業 ： 図形の性質（合同・相似・三平方の定理） 

復習 ： 講義内容について確実な理解ができるようにしておく。 

7 川村 翔 

【第 7 回】 

予習 ： とくに前回の講義と密接に関連しているので、疑問点は解決しておく。 

授業 ： 図形の性質（円の性質） 

復習 ： 講義内容について確実な理解ができるようにしておく。 

8 川村 翔 

【第 8 回】 

予習 ： 三角比の性質について、一般参考書等で予習しておく。 

授業 ： 図形と計量（三角比、三角関数） 

復習 ： 講義内容について確実な理解ができるようにしておく。 

9 川村 翔 

【第 9 回】 

予習 ： とくに前回の講義と密接に関連しているので、疑問点は解決しておく。 

授業 ： 図形と計量（三角形への応用） 

復習 ： 講義内容について確実な理解ができるようにしておく。 

10 川村 翔 

【第 10 回】 

予習 ： 場合の数について、一般の参考書等で予習する。 

授業 ： 場合の数（順列・組合せ） 

復習 ： 講義内容について確実な理解ができるようにしておく。 
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11 川村 翔 

【第 11 回】 

予習 ： 確率について、一般の参考書等で予習する。 

授業 ： 確率 

復習 ： 講義内容について確実な理解ができるようにしておく。 

12 川村 翔 

【第 12 回】 

予習 ： 整数の性質について、一般の参考書等で予習する。 

授業 ： 整数の性質（約数と倍数） 

復習 ： 講義内容について確実な理解ができるようにしておく。 

13 川村 翔 

【第 13 回】 

予習 ： 第 1 回から第 12 回までに学習した内容を各自通読しておく。 

授業 ： 設計活動における計算演習 

復習 ： 講義内容について身近な環境から理解・計算をできるようにする。 

14 川村 翔 

【第 14 回】 

予習 ： 第 1 回から第 12 回までに学習した内容を各自通読しておく。 

授業 ： 社会活動における計算演習 1 

復習 ： 講義内容について身近な環境から理解・計算をできるようにする。 

15 川村 翔 

【第 15 回】 

予習 ： 第 1 回から第 12 回までに学習した内容を各自通読しておく。 

授業 ： 社会活動における計算演習 2 

復習 ： 講義全体を通して疑問点が残らないように、学習内容を確認しておく。 

授業開始前学習 毎週の講義内容について予め予習資料を各自視聴・通読し予習する。 

授業内課題のフィー

ドバックの方法 

講義内の内容を復習や課題を通して確実に習得できるようにしておく。 

課題提出の際に質疑事項を記載する項目を用意するので疑問点があれば記載すること。 

テキスト・教材 講義内で PDF 資料等、適宜資料を配布する。 

参考書 『サンダイヤル 基本チェックノート 高校数学の基本』啓林館 

評価の基準と方法 
各講義の出席状況、講義後の課題提出、定期試験にて評価を行う。 

配点比率は「出席【2】：課題【3】：定期試験【5】」とする。 

ディプロマポリシー 「カリキュラムマップ」 

学修指針 教養力 人間性 
コミュニケーショ

ン力 
社会性 専門力 判断力 技術力 実践力 

科目の該当 ◎ ○       

関連科目  

その他 テキスト、方眼ノート、電卓（千円以下でよい）を用意すること。 

予習・復習の 

所要時間 
講義時間 30 時間（2 時間×15 週）＋予習・復習時間 60 時間（4 時間×15 週） 

実務経験を活かした

教育内容 
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物理の世界 

科目分類（2025 年

～入学者） 

CS-L-121 

CT-L-121 

SD-L-121 

科目分類（～2024 年

入学者） 
100-120-11 授業コード F01010 

科目名称 物理の世界 単位数 2.0 単位 

英文名称 World of Physics 授業区分 講義 

科目責任者 手塚 貴史 必修・選択 履修ガイド参照 

担当教員 手塚 貴史 開講時期 1 年 

オフィスアワー - 研究室 - 

授業概要 

本講義は共創文化学部・観光文化学部（人間総合学群）の授業の一環として、日常生活や身近な環境における物理現象

を理解し、物理学を身近に感じる視点を身に着ける、また後の専門分野の修得に必要な物理学の基礎知識を学習する講義で
ある。 

到達目標 
物理学を身近な現象として捉えられるようになる。 

電卓の使用に慣れ、日常的に計算できるようになる。 

アクティブ・ラーニング

型授業 
無 全授業回数 15 回 メディア科目 － 

複数教員の場

合の授業形態 
 

授業 
回数 

担当者 授業の内容 

1 手塚 貴史 

【第 1 回】 
予習 ： シラバスを確認し、中学・高校の授業での未修・既修について各自把握しておく。 
授業 ： ガイダンス 

復習 ： ガイダンスで示された履修、課題提出方法等を確認しておく。 

2 手塚 貴史 

【第 2 回】 

予習 ： 思いつく単位記号を書き出す 
授業 ： 物理学で扱う単位と数学的知識 
復習 ： 物理学における数学的知識をテキストなどで復習し不明点を解決しておく。 

3 手塚 貴史 

【第 3 回】 
予習 ： 日常的な移動、時間について考察しておく。 

授業 ： 物体の運動（速さ・速度・変位・合成・相対） 
復習 ： 講義を基に、テキストを通読して復習する。 

4 手塚 貴史 

【第 4 回】 
予習 ： とくに前回の講義と密接に関連しているので、疑問点は解決しておく。 
授業 ： 物体の運動（加速度・重力加速度） 

復習 ： 講義を基に、テキストを通読して復習する。 

5 手塚 貴史 

【第 5 回】 

予習 ： 身の回りの物に対する重さや移動について考察しておく。 
授業 ： 力学（力と運動） 
復習 ： 講義を基に、テキストを通読して復習する。 

6 手塚 貴史 

【第 6 回】 
予習 ： とくに前回の講義と密接に関連しているので、疑問点は解決しておく。 

授業 ： 力学（運動方程式・摩擦） 
復習 ： 講義を基に、テキストを通読して復習する。 

7 手塚 貴史 

【第 7 回】 
予習 ： 日常的に物を動かす際の力について考察しておく。 
授業 ： 仕事とエネルギー（仕事の正負・仕事率） 

復習 ： 講義を基に、テキストを通読して復習する。 

8 手塚 貴史 

【第 8 回】 

予習 ： とくに前回の講義と密接に関連しているので、疑問点は解決しておく。 
授業 ： 仕事とエネルギー（運動エネルギー・保存） 
復習 ： 講義を基に、テキストを通読して復習する。 

9 手塚 貴史 

【第 9 回】 
予習 ： 身の回りの環境で熱を感じる、与えることについて考察しておく。 

授業 ： 熱とエネルギー（熱量・比熱・保存） 
復習 ： 講義を基に、テキストを通読して復習する。 

10 手塚 貴史 

【第 10 回】 
予習 ： とくに前回の講義と密接に関連しているので、疑問点は解決しておく。 
授業 ： 熱とエネルギー（物質の三態・熱膨張・仕事） 

復習 ： 講義を基に、テキストを通読して復習する。 
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11 手塚 貴史 

【第 11 回】 
予習 ： 日常生活における音の高さ低さ、大きさについて考察しておく。 

授業 ： 音とは何か(波・音) 
復習 ： 講義を基に、テキストを通読して復習する。 

12 手塚 貴史 

【第 12 回】 
予習 ： 身の回りの電気や電磁波を活用している物について考察しておく。 
授業 ： 電気とは何か(電気・電磁波) 

復習 ： 講義を基に、テキストを通読して復習する。 

13 手塚 貴史 

【第 13 回】 

予習 ： これまでに講義で学習したエネルギーに関わる事について考察しておく。 
授業 ： 身の回りの物理学（エネルギーの利用と生活） 
復習 ： 講義を基に、テキストを通読して復習する。 

14 手塚 貴史 

【第 14 回】 
予習 ： 日常生活の中で目にする建物の構造について考察しておく。 

授業 ： 身の回りの物理学（構造物や防災技術） 
復習 ： 講義を基に、テキストを通読して復習する。 

15 手塚 貴史 

【第 15 回】 
予習 ： 第 1 回から第 14 回の講義内容を各自復習しておく。 
授業 ： まとめ 

復習 ： テキスト、参考書の再読。とくに講義内で強調した点などを後の専門分野の講義に照らし合わせ独習す
る。 

授業開始前学習 毎週に講義内容について予めテキストで各自通読し予習する。 

授業内課題のフィー

ドバックの方法 

講義内の内容を復習や課題を通して確実に習得できるようにしておく。 

課題提出の際に質疑事項を記載する項目を用意するので疑問点があれば記載すること。 

テキスト・教材 三浦登・前田京剛共著 シグマベスト 理解しやすい 物理基礎，文英堂，2022 

参考書  

評価の基準と方法 
各講義の出席状況、講義後の課題提出、定期試験にて評価を行う。 

配点比率は「出席【2】：課題【3】：定期試験【5】」とする。 

ディプロマポリシー 「カリキュラムマップ」 

学修指針 教養力 人間性 
コミュニケーショ

ン力 
社会性 専門力 判断力 技術力 実践力 

科目の該当 ◎ ○       

関連科目  

その他 テキスト、方眼ノート、電卓（千円以下でよい）を用意すること。 

予習・復習の 

所要時間 
講義時間 30 時間（2 時間×15 週）＋予習・復習時間 60 時間（4 時間×15 週） 

実務経験を活かした

教育内容 
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生物と生命 

科目分類（2025 年

～入学者） 

CS-L-121 

CT-L-121 

SD-L-121 

科目分類（～2024 年

入学者） 
100-120-11 授業コード F01020 

科目名称 生物と生命 単位数 2.0 単位 

英文名称 Biology and Life 授業区分 講義 

科目責任者 鞠子 典子 必修・選択 履修ガイド参照 

担当教員 鞠子 典子 開講時期 1 年 

オフィスアワー - 研究室 - 

授業概要 

私たち人間は生物の一員と言われていますが，“あなた”という人間は，生物的，社会的にどのような存在なのでしょうか？私た

ちは自然の恵みを受けて生活していますが，私たちの発達した脳は高度な科学技術を発達させ，私たちが恩恵を受けているは
ずの環境を破壊するに至っています。現代に生きる私たちには，将来世代に対してこの環境を残す責任があると思いませんか。こ
の授業では環境，生命，生物としてのヒト，社会的存在としての人間に関する様々なテーマを設定し，最新の話題を盛り込み

ながら講義していきます。さらに，生物としての女性，社会的存在としての女性という視点でも講義をしていきます。授業は，パ
ワーポイントを使用し，画像や動画を取り入れ，分かり易い言葉で進めていきながら，講義内容を具体的に理解できるように工
夫していきます。 

到達目標 
ヒトとは何か，人間とは何かを理解し，人間の活動によって生じた環境問題の理解と解決に資する科学リテラシーを身に着け，

持続可能なライフスタイルを大胆に発する能力を身につけます。 

アクティブ・ラーニング

型授業 
無 全授業回数 15 回 メディア科目 － 

複数教員の場
合の授業形態 

 

授業 

回数 
担当者 授業の内容 

1 鞠子 典子 

【第 1 回】 
授業：生物学を学ぶ意味（ガイダンス） 

予習：「人間とは何か」について考えてみよう 
復習：ワンポイント・レビューで知識を固定する 

2 鞠子 典子 

【第 2 回】 
授業：私たち生物は星のかけらでできているの？ 
予習：「生命の起源」に関する話題をインターネットで検索してみよう 

復習：ワンポイント・レビューで知識を固定する 

3 鞠子 典子 

【第 3 回】 

授業：あなたは「環境」について説明できますか？ 
予習：今回のキーワードとなる「主体-環境系の概念」について調べておこう 
復習：ワンポイント・レビューで知識を固定する 

4 鞠子 典子 

【第 4 回】 
授業：あなたとあなたのペットの似ているところと似ていないところ 

予習：今回のキーワードとなる「生物の共通性と多様性」についてを調べておこう 
復習：ワンポイント・レビューで知識を固定する 

5 鞠子 典子 

【第 5 回】 
授業：桜の開花予想はなぜ当たる？ ～日本の四季と自然～ 
予習：気象庁のホームページを利用してみよう 

復習：ワンポイント・レビューで知識を固定する 

6 鞠子 典子 

【第 6 回】 

授業：自然の恵みのお値段は？  
予習：今回のキーワードとなる「生態系サービス」についてを調べておこう 
復習：ワンポイント・レビューで知識を固定する 

7 鞠子 典子 

【第 7 回】 
授業：映画から水俣病について考えてみよう 

予習：「食物連鎖」・「生物濃縮」について調べておこう 
復習：ワンポイント・レビューで知識を固定する 

8 鞠子 典子 

【第 8 回】 
授業：マスコミが取り上げる気候変動における真実とフェイク 
予習：「気候変動」に関する話題を検索してみよう 

復習：ワンポイント・レビューで知識を固定する定 

9 鞠子 典子 

【第 9 回】 

授業：SDGs のジレンマ 
予習：SDGs の達成において，異なる目標間でのトレードオフについて調べておこう 
復習：ワンポイント・レビューで知識を固定する 
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10 鞠子 典子 

【第 10 回】 
授業：ヒトはどこから来たのか 

予習：私たち「ホモ・サピエンス」について調べてみよう 
復習：ワンポイント・レビューで知識を固定する 

11 鞠子 典子 

【第 11 回】 
授業：ヒトはどこへ向かうのか 
予習：私たち「ホモ・サピエンス」の将来について考えてみよう 

復習：ワンポイント・レビューで知識を固定する 

12 鞠子 典子 

【第 12 回】 

授業：未来世代に対して現代世代は責任を持つべきか 
予習：今回のキーワードとなる「世代間倫理」について調べておこう 
復習：ワンポイント・レビューで知識を固定する 

13 鞠子 典子 

【第 13 回】 
授業：生物学的性差とジェンダー性差 

予習：女と男はどう違うのか？生物学的視点と社会学的視点と分けて考えてみよう 
復習：ワンポイント・レビューで知識を固定する 

14 鞠子 典子 

【第 14 回】 
授業：あなたの一番関心のある「生物と生命」に関する疑問にお答えします！ 
予習：「生物と生命」に関する話題にアンテナを張ろう 

復習：ワンポイント・レビューで知識を固定する 

15 鞠子 典子 

【第 15 回】 

授業：生物と生命 総括と試験範囲の説明 
予習：「生物と生命」で学んだことを復習し，生物や生命に関する科学リテラシーの必要性について自分の意見をま
とめる 

復習：試験に向けた勉強をする 

授業開始前学習 常日頃から，授業と関連する話題に強い関心をもってニュースや新聞記事と接すること。 

授業内課題のフィー

ドバックの方法 
ワンポイントで復習できる課題の講評及び解答は講義内で行います。 

テキスト・教材 教科書は指定せず，資料を配布します。 

参考書 

「好きになる生物学」 吉田邦久著 （講談社サイエンティフィク） 

「面白くてよくわかる！エコロジー」 吉田久義著 （アスペクト） 

この他講義の中で適宜書籍を紹介します。 

評価の基準と方法 試験７０％，平常点（授業に臨む姿勢・提出物）３０％ 

ディプロマポリシー 「カリキュラムマップ」 

学修指針 教養力 人間性 
コミュニケーショ

ン力 
社会性 専門力 判断力 技術力 実践力 

科目の該当 ◎ ○       

関連科目  

その他 
授業の理解度などを勘案し，授業テーマの順序や内容を多少変更することがあります。 

講義で分からないことがある場合は，そのままにせず，いつでも質問してください。 

予習・復習の 

所要時間 
講義時間 30 時間（2 時間×15 週）＋予習・復習時間 60 時間（4 時間×15 週） 

実務経験を活かした

教育内容 
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色彩と科学 

科目分類（2025 年

～入学者） 

CS-L-121（Ｊ） 

CT-L-121（Ｊ） 

SD-L-121（Ｊ） 

科目分類（～2024 年

入学者） 

100-120-11

（Ｊ） 
授業コード F01060 

科目名称 色彩と科学 単位数 2.0 単位 

英文名称 Chromatics and Science 授業区分 講義 

科目責任者 稲葉 隆 必修・選択 履修ガイド参照 

担当教員 稲葉 隆 開講時期 1 年 

オフィスアワー - 研究室 - 

授業概要 
色彩と人の関わりを、伝達・文化・創造・生活・産業・社会という多面的な視点でとらえ、学ぶ。そのために、知覚・認知心理学を

ベースとした色彩に関する知識を得るための講義と、実践的な表現技術として身につけるための演習とを毎回繰り返す。 

到達目標 
色彩に関する基礎的な知識を学び、配色表現の技術を身につける。それらを生活、創作、実務の場において実践的に活用でき

るようになる。 

アクティブ・ラーニング

型授業 
有 全授業回数 15 回 メディア科目 － 

複数教員の場
合の授業形態 

 

授業 

回数 
担当者 授業の内容 

1 稲葉 隆 

【第 1 回】 
予習 ：日常生活においてカラー・デザインがどのような役割を果たしているのかを考える。色が見える条件の 1 つとし

て、光の性質について調べておく。 
授業 ：色が見えるしくみ 1（光と色）    
テキスト p142（混色）、 p52（光と色） 

復習 ：自分自身の色彩感覚を客観的に把握する。 

2 稲葉 隆 

【第 2 回】 

予習 ：色が知覚できる条件を考える。 
授業 ：色が見えるしくみ 2（目と色）。 
テキスト p86（目の働き） 【実習】 

復習 ：光の性質、物の表面の性質、さらに視覚系と脳による認知という一連の流れを理解する。 

3 稲葉 隆 

【第 3 回】 

予習 ：色の名前にはどのようなものがあるかを調べる。 
授業 ：色彩の伝え方（色名）  
テキスト p21（色名）、p9 などの「主なパレット」 【実習】 

復習 ：色名によるコミュニケーションの長所短所を理解する。 

4 稲葉 隆 

【第 4 回】 

予習 ：色を整理し記録するための客観的な方法を考える。 
授業 ：色彩の分類と表記（表色系）  
テキスト p21（色相とトーン）、p97（清色と濁色①）、p136-138（色彩の見方） 【実習】 

復習 ：マンセル表色系（色相・明度・彩度）の成り立ちを理解する。 

5 稲葉 隆 

【第 5 回】 

予習 ：色に関するイリュージョンの事例を調べる。 
授業 ：色による視覚的・生理的効果  
テキスト p5（進出色と後退色）、p84（グレア錯視） 【実習】 

復習 ：色による視覚的効果（対比、同化、恒常性）を整理して理解する。 

6 稲葉 隆 

【第 6 回】 

予習 ：色によって気持ちが左右されることがあるかを考える。 
授業 ：色彩の心理的効果（色彩感情）  
テキスト p116（清色と濁色②）、p134-135（配色を印象によって整理する） 【実習】 

復習 ：色が喚起する情緒的な印象を色の 3 属性との関連で考察する。 

7 稲葉 隆 

【第 7 回】 

予習 ：自然の中に見られる美しく、心地よい色の秩序について調べる。 
授業 ：色彩構成の基礎（配色調和）  
テキスト p28（ナチュラルハーモニー）、p29（色相対比）、p128（色相同士の関係）、p142（配色調和の

原理） 【実習】 
復習 ：色彩が調和する基本条件を整理する。 

8 稲葉 隆 

【第 8 回】 
予習 ：複数の色相、あるいは複数のトーンで構成された配色の事例を探す。 
授業 ：配色表現の基本技法①色相とトーン  

テキスト p35（配色の色数）、p140（カラーパレットを作る）  【実習】 
復習 ：配色のための色の選択方法の原則を理解し、実際に配色を作成する。 
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9 稲葉 隆 

【第 9 回】 
予習 ：色相あるいはトーンが徐々に変化するように並べられた配色の事例を探す。 

授業 ：配色表現の基本技法②セパレーションとグラデーション  
テキスト p10（2 つのグラデーション）、p20（グラデーション×セパレーション）、141（色を配列・構成する） 
【実習】 

復習 ：選択した色の配置方法の原則を理解し、実際に配色を作成する。 

10 稲葉 隆 

【第 10 回 】 

予習 ：ポスターやパッケージの色使いからどのような感性的な印象が感じられるかを考える。 
授業 ：配色表現の基本技法③イメージ表現  
総合演習課題として配色作成を中心とした演習をおこなう。 

テキスト p24（季節を配色で表現する）、p40（感情と配色）、p134-135（配色を印象によって整理する） 
【実習】 
復習 ：配色によるイメージ表現の重要性を認識し、テーマ別に配色を作成する。 

11 稲葉 隆 

【第 11 回】 
予習 ：自分と他者（家族や友人）の色の好みの共通点と相違点を考える。 

授業 ：色彩嗜好  
テキスト p133（イラスト作品に学ぶ配色構成の考え方）  【実習】 
復習 ：グローバルにみた日本人の色彩嗜好の特徴を整理し考察する。 

12 稲葉 隆 

【第 12 回】 
予習 ：ファッションにおける魅力的なカラー表現の事例を探す。 

授業 ：カラー・コーディネート(ファッション）  
テキスト p129（色と形の調和によるエレガントさ）、p132（人物と背景の対比と同化）   【実習】 
復習 ：カラー・コーディネートの基本的な考え方を理解し、実際に試みる。 

13 稲葉 隆 

【第 13 回】 
予習 ：身近な製品で用いられているカラー・バリエーションの事例を調べる。 

授業 ：カラー・バリエーション（プロダクト）  
テキスト p51（カラーバリエーションの狙い）、p78（清潔感溢れる質感の表現）  【実習】 
復習 ：目的に適した製品の色ぞろえの方法を理解した上で、色と質感・素材感の関係について整理する。 

14 稲葉 隆 

【第 14 回】 
予習 ：自宅や店舗の室内空間が、どのような色の製品によって構成されているかを調べる。 

授業 ：カラー・プランニング（インテリア・建築・景観）  
テキスト p14（面積比率を考慮した配色計画）  【実習】 
復習 ：暮らしを豊かにするインテリア空間のスタイルを整理し考察する。 

15 稲葉 隆 

【第 15 回】 
予習 ：日本らしい色彩について調べる。 

授業 ：文化としてのカラー・デザイン  
テキスト p45（色で情報を伝える）、p86（目の働き）  【実習】 
復習 ：カラー・ユニバーサル・デザインの事例を探し、その効果が有効か否かを考える。 

授業開始前学習 生活の中で、普段は何気なく目にしている「色」をできるだけ意識して見ること。 

授業内課題のフィー

ドバックの方法 
色彩教材『配色用色紙ロング（195ｍｍ）』を使った 演習課題などについて随時講評する。 

テキスト・教材 
『人気絵師の作品から学ぶ配色で生み出す物語』 （玄光社） 

『配色用色紙ロング（195ｍｍ）』 （日本カラーデザイン研究所） 

参考書 
『配色手帳 増補・新版』 （玄光社） 

『人気絵師の作品から学ぶ配色のヒミツ』 （玄光社） 

評価の基準と方法 各回の講義への積極的な参加と演習課題 65%、総合演習課題（第 10 回を予定） 35% 

ディプロマポリシー 「カリキュラムマップ」 

学修指針 教養力 人間性 
コミュニケーショ

ン力 
社会性 専門力 判断力 技術力 実践力 

科目の該当 ◎ ○       

関連科目  

その他 

1）色彩教材『配色用色紙ロング（195ｍｍ）』は教科書販売期間に必ず入手しておくこと。基本的に個人向け販売されてい

ない教材であり、これがないと演習課題が作成できないので注意する。 

2）以下のものを毎回授業で使用するので準備すること。①色彩教材『配色用色紙ロング（195ｍｍ）』、②はさみ、③スティ
ックタイプの固形のり、④筆記具（多色のボールペン、色鉛筆、マーカーなど）、⑥教科書『人気絵師の作品から学ぶ配色で生
み出す物語』 

予習・復習の 

所要時間 
講義時間 30 時間（2 時間×15 週）＋予習・復習時間 60 時間（4 時間×15 週） 

実務経験を活かした

教育内容 

プロダクト、建築、ブランドなど様々な分野の色彩計画業務をおこなっている。それらの実務経験を生かした講義と実践的な演習

をおこなう。 
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ｽﾎﾟｰﾂⅠ 

科目分類（2025 年

～入学者） 

CS-L-132（Ｊ） 

CT-L-132（Ｊ） 

SD-L-132（Ｊ） 

科目分類（～2024 年

入学者） 

100-131-21

（Ｊ） 
授業コード F01771 

科目名称 ｽﾎﾟｰﾂⅠ 単位数 1.0 単位 

英文名称 Physical EducationⅠ 授業区分 演習 

科目責任者 丸山 麻子 必修・選択 履修ガイド参照 

担当教員 丸山 麻子 開講時期 1･2 年 

オフィスアワー - 研究室 - 

授業概要 

生涯にわたり健康的な生活を送る上で、自分自身の身体に関する知識・関心を持つことは重要である。そして、心身の健康を維

持・増進するためには、運動を取り入れることが望ましい。しかし、誤った方法での運動は効果がないばかりか、心身を害することも
あるため、正しい運動の実施方法を理解し、修得することが必要である。 

本授業では様々な種類のスポーツを行うことにより、生涯を通して続けられるようなスポーツ・運動を見つけ、上達する方法につい

て探究する。 

到達目標 
本授業では様々なスポーツについて調べたうえで体験し、健やかな心身を形成するための運動に関する知識を得るととともに、

様々な人と関わりながら互いに協力し合う力を身につけることを目的とする。 

アクティブ・ラーニング

型授業 
有 全授業回数 15 回 メディア科目 － 

複数教員の場
合の授業形態 

 

授業 
回数 

担当者 授業の内容 

1 丸山 麻子 

【第 1 回】 

予習 ：体育実技にふさわしい服装の準備 
授業 ：オリエンテーション、スポーツを行う上での注意点 
復習 ：伝達事項ポイントの復習 

2 丸山 麻子 

【第 2 回】 
予習 ：ニュースポーツ（ピロポロなど）のルールを調べる 

授業 ：ニュースポーツ（ピロポロなど） 
復習 ：伝達事項ポイントの復習 

3 丸山 麻子 

【第 3 回】 
予習 ：ドッジボールのルールを調べる 
授業 ：ドッジボール（球技系スポーツ１）（実習） 

復習 ：プレー・ポイントの復習 

4 丸山 麻子 

【第 4 回】 

予習 ：卓球（シングルス）のルールを調べる 
授業 ：卓球（シングルス）（ラケット系スポーツ１）（実習） 
復習 ：プレー・ポイントの復習 

5 丸山 麻子 

【第 5 回】 
予習 ：卓球（ダブルス）のルールを調べる 

授業 ：卓球（ダブルス）（ラケット系スポーツ２）（実習） 
復習 ：プレー・ポイントの復習 

6 丸山 麻子 

【第 6 回】 
予習 ：卓球（団体戦）のルールを調べる 
授業 ：卓球（団体戦）（ラケット系スポーツ３）（実習） 

復習 ：プレー・ポイントの復習 

7 丸山 麻子 

【第 7 回】 

予習 ：バドミントン（シングルス）のルールを調べる 
授業 ：バドミントン（シングルス）（ラケット系スポーツ４）（実習） 
復習 ：プレー・ポイントの復習 

8 丸山 麻子 

【第 8 回】 
予習 ：バドミントン（ダブルス）のルールを調べる 

授業 ：バドミントン（ダブルス）（ラケット系スポーツ５）（実習） 
復習 ：プレー・ポイントの復習 

9 丸山 麻子 

【第 9 回】 
予習 ：ティーボールのルールを調べる 
授業 ：ティーボール（球技系スポーツ２）（実習） 

復習 ：プレー・ポイントの復習 

10 丸山 麻子 

【第 10 回】 

予習 ：バスケットボールのルールを調べる 
授業 ：バスケットボール（球技系スポーツ３）（実習） 
復習 ：プレー・ポイントの復習 
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11 丸山 麻子 

【第 11 回】 
予習 ：戦略を考える 

授業 ：バスケットボール（球技系スポーツ４）（実習） 
復習 ：プレー・ポイントの復習 

12 丸山 麻子 

【第 12 回】 
予習 ：レクリエーションスポーツ（バドポン等）のルールを調べる 
授業 ：レクリエーションスポーツ（バドポン等）（実習） 

復習 ：プレー・ポイントの復習 

13 丸山 麻子 

【第 13 回】 

予習 ：ソフトバレーボールのルールを調べる 
授業 ：ソフトバレーボール（球技系スポーツ５）（実習） 
復習 ：プレー・ポイントの復習 

14 丸山 麻子 

【第 14 回】 
予習 ：シッティングバレーボールのルールを調べる 

授業 ：シッティングバレーボール（球技系スポーツ５）（実習） 
復習 ：プレー・ポイントの復習 

15 丸山 麻子 

【第 15 回】 
予習 ：ルールを調べる 
授業 ：バレーボール（球技系スポーツ７）（実習） 

復習 ：プレー・ポイントの復習 

授業開始前学習 
日ごろから体を動かす習慣を作り、自らの体をよく知ること。また、受講前に行うスポーツを見るなどして事前にルール等の知識を得

てから受講すること。 

授業内課題のフィー

ドバックの方法 
毎授業において回収するレポートに対しては、理解度の確認および適宜個別にコメントし、授業内にて全体の講評等を行う。 

テキスト・教材 なし 

参考書  

評価の基準と方法 小テスト・レポート課題（60%）、授業参加態度（20％）、最終レポート（20％）を総合して評価を行う。 

ディプロマポリシー 「カリキュラムマップ」 

学修指針 教養力 人間性 
コミュニケーショ

ン力 
社会性 専門力 判断力 技術力 実践力 

科目の該当 ○ ○ ○ ○     

関連科目 なし 

その他 

受講の際には、ジャージ等運動着、靴下、運動靴（外履き不可）にて臨むこと。運動を行うために適していないと判断される服

装の場合には、受講を認めない。また、筆記用具および水分補給のための飲み物を持参すること。 

また授業内容については、参加人数で適宜変更して行うこともある。 

予習・復習の 

所要時間 
講義時間 30 時間（2 時間×15 週）＋予習・復習時間 15 時間（1 時間×15 週） 

実務経験を活かした

教育内容 
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ｽﾎﾟｰﾂⅠ 

科目分類（2025 年

～入学者） 

CS-L-132（Ｊ） 

CT-L-132（Ｊ） 

SD-L-132（Ｊ） 

科目分類（～2024 年

入学者） 

100-131-21

（Ｊ） 
授業コード F01772 

科目名称 ｽﾎﾟｰﾂⅠ 単位数 1.0 単位 

英文名称 Physical EducationⅠ 授業区分 演習 

科目責任者 塩嶋 理恵 必修・選択 履修ガイド参照 

担当教員 塩嶋 理恵 開講時期 1･2 年 

オフィスアワー - 研究室 - 

授業概要 

健康・体力づくりは、国民全体の大きな課題となっている。この科目の目標は、スポーツその他の身体運動（体操・バドミントン・

バレーボール）を通して継続できるスポーツを選択しながら、健康志向への動機付けを図り、それらの実践に関する知識や技術を
得ると共に、その方法を自分自身に当てはめ、応用展開する能力を体験して養ってもらうことである。スポーツ文化に親しむととも
に、健康維持のため、スポーツに楽しく取り組む姿勢を作ることが最大のねらいである。 

スポーツⅠの実技種目は、インドア（体育館）で体操・バドミントン・バレーボールなどを行う。 

到達目標 
各種スポーツにおけるルールの理解・個々のスキルアップを目指す。 

またチームプレイを通して協調性を養う。 

アクティブ・ラーニング

型授業 
有 全授業回数 15 回 メディア科目 － 

複数教員の場
合の授業形態 

 

授業 
回数 

担当者 授業の内容 

1 塩嶋 理恵 

【第 1 回】 

予習 ：体育実技にふさわしい服装の準備 
授業 ：ガイダンス（授業説明・注意事項） 
復習 ：高等学校で使用した体育館専用シューズの確認 

2 塩嶋 理恵 

【第 2 回】 
予習 ：体育実技にふさわしい服装と体育館専用シューズの準備 

授業 ：ゆがみ修正体操（実習） 
復習 ：ゆがみ修正体操 復習 

3 塩嶋 理恵 

【第 3 回】 
予習 ：服装とシューズの準備 
授業 ：バドミントン（基本練習・サーブ）（実習） 

復習 ：バドミントンのサーブの復習 

4 塩嶋 理恵 

【第 4 回】 

予習 ：バドミントンのルール確認。服装とシューズの準備 
授業 ：バドミントン（ゲーム・ルール説明）（実習） 
復習 ：バドミントンのルールの復習 

5 塩嶋 理恵 

【第 5 回】 
予習 ：バドミントンのゲーム方法の確認。服装とシューズの準備 

授業 ：バドミントン（ゲーム・マナー）（実習） 
復習 ：バドミントンのゲームとマナーの復習 

6 塩嶋 理恵 

【第 6 回】 
予習 ：バドミントンのゲーム方法の確認。服装とシューズの準備 
授業 ：バドミントン（ゲーム・フォーメーション）（実習） ① 

復習 ：バドミントンのゲームとフォーメーションの復習 

7 塩嶋 理恵 

【第 7 回】 

予習 ：バドミントンのシングルスゲーム方法の確認。服装とシューズの準備 
授業 ：バドミントン（ゲーム・フォーメーション）（実習） ② 
復習 ：バドミントンのゲームとフォーメーションの復習 

8 塩嶋 理恵 

【第 8 回】 
予習 ：バドミントンのダブルスゲーム方法の確認。服装とシューズの準備 

授業 ：バドミントン（ゲーム・フォーメーション）（実習） ③ 
復習 ：バドミントンのゲームとフォーメーションの復習 

9 塩嶋 理恵 

【第 9 回】 
予習 ：バレーボールのオーバー・アンダーハンドパスの予習 
授業 ：バレーボール（基本練習、オーバー・アンダーハンドパス）（実習） 

復習 ：バレーボールのオーバー・アンダーハンドパスの復習 

10 塩嶋 理恵 

【第 10 回】 

予習 ：バレーボールのアンダーサーブ・オーバーサーブの予習 
授業 ：バレーボール（基本練習・サーブ）（実習） 
復習 ：バレーボールのアンダー・オーバーサーブの復習 
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11 塩嶋 理恵 

【第 11 回】 
予習 ：バレーボールのサーブとレシーブの予習 

授業 ：バレーボール（基本練習・サーブとレシーブ）（実習） 
復習 ：バレーボールのサーブとレシーブの復習 

12 塩嶋 理恵 

【第 12 回】 
予習 ：バレーボールのゲーム・ルールの予習 
授業 ：バレーボール（ゲーム・ルール説明）（実習） 

復習 ：バレーボールのゲーム・ルールの復習 

13 塩嶋 理恵 

【第 13 回】 

予習 ：バレーボールのルールとマナーの予習 
授業 ：バレーボール（ゲーム・ルールとマナー説明）（実習） ① 
復習 ：バレーボールのルールとマナーの復習 

14 塩嶋 理恵 

【第 14 回】 
予習 ：バレーボールのルールとマナーの予習 

授業 ：バレーボール（ゲーム・ルールとマナー説明）（実習） ② 
復習 ：バレーボールのルールとマナーの復習 

15 塩嶋 理恵 

【第 15 回】 
予習 ：バレーボールのルールとマナーの予習 
授業 ：バレーボール（ゲーム・ルールとマナー説明）（実習） ③ 

復習 ：バレーボールのルールとマナーの復習 

授業開始前学習 体育実技にふさわしい服装の準備と高等学校で使用した体育館専用シューズの確認 

授業内課題のフィー

ドバックの方法 

授業８回目、１４回目に各種目ごとのゲーム結果を発表し、個人、チーム全体の講評を行う。 

個別の質問に回答する。 

テキスト・教材 特にありません 

参考書  

評価の基準と方法 実技態度 70%、技術・試合評価 30% 

ディプロマポリシー 「カリキュラムマップ」 

学修指針 教養力 人間性 
コミュニケーショ

ン力 
社会性 専門力 判断力 技術力 実践力 

科目の該当 ○ ○ ○ ○     

関連科目 スポーツⅡ 

その他 
人数調整等により卓球やソフトバレーボールなど他のスポーツを並行して実施することもある。 

体操では各自バスタオルを準備すること。 

予習・復習の 

所要時間 
講義時間 30 時間（2 時間×15 週）＋予習・復習時間 15 時間（1 時間×15 週） 

実務経験を活かした

教育内容 

競技チアリーディング上級指導資格・審査員資格をもち、幼児から大学生までを指導してきた経験を活かし、体のストレッチングや

柔軟性を高めるよう授業に取り入れて行う。 
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ｽﾎﾟｰﾂⅡ 

科目分類（2025 年

～入学者） 

CS-L-132（Ｊ） 

CT-L-132（Ｊ） 

SD-L-132（Ｊ） 

科目分類（～2024 年

入学者） 

100-131-21

（Ｊ） 
授業コード F01781 

科目名称 ｽﾎﾟｰﾂⅡ 単位数 1.0 単位 

英文名称 Physical EducationⅡ 授業区分 演習 

科目責任者 三辻 浩子 必修・選択 履修ガイド参照 

担当教員 三辻 浩子 開講時期 1･2 年 

オフィスアワー - 研究室 - 

授業概要 

自分の身体とは一生つきあって行かねばなりません。そして健康を維持する事が Happy につながります。ストレスの多い日々の中

で、音楽を使った運動で心も身体もリフレッシュしましょう。J-pop や K-pop も含め楽しい曲に合わせて動きます。初心者でも問
題なく動ける STEP の組み合わせなので安心して参加してください。また、トレーニングの中にはヨガやストレッチ、レジスタンス（筋
トレ）の要素も織り交ぜ、バランスよく楽しく運動を進めて行きましょう。毎回、スポーツクラブの 1 レッスン（60 分）が受けられる

のと同様のイメージをしてください。最後は横になってヒーリング音楽で安らぎましょう。 

到達目標 

・体力向上やシェイプアップできる運動を学ぶ 

・身体に良い食事のアドバイス 

・基本的な STEP を習得し楽しく動く事を学ぶ 

・正しい姿勢を習得することを学ぶ 

アクティブ・ラーニング

型授業 
有 全授業回数 15 回 メディア科目 － 

複数教員の場
合の授業形態 

 

授業 
回数 

担当者 授業の内容 

1 三辻 浩子 

【第 1 回】 

授業 ：エアロビクスとは 実技 1（フレックスクッション導入）（実習） 

   ＊健康を考える 

予習：エアロビクスについて調べておく 

復習：本日の STEP を合致させておく 

2 三辻 浩子 

【第 2 回】 

授業 ：ウオームアップについて 実技 2（実習） 

   ＊自己管理法 

予習：ウォームアップについて調べておく 

復習：本日の STEP を覚える 

3 三辻 浩子 

【第 3 回】 

授業 ：メインエクササイズについて 実技 3（実習） 

   ＊H.R（脈拍の変化について） 

予習：本日の STEP を合致させておく 

復習 ：本日のＳＴＥＰを覚える 

4 三辻 浩子 

【第 4 回】 

授業 ：筋肉強化エクササイズついて 実技 4（ダンベル導入）（実習） 

   ＊筋肉をつけるための食事について 

予習：本日の STEP を合致させておく 

復習 ：本日のＳＴＥＰを覚える 

5 三辻 浩子 

【第 5 回】 

授業 ：クールダウンについて 実技 5 （実習） 

   ＊食事についてアドバイス 

予習：本日の STEP を合致させておく 

復習 ：本日の STEP を覚える 

6 三辻 浩子 

【第 6 回】 

授業 ：（1）STEP のコンビネーションについて 実技 6（実習） 

   ＊Step の組み合わせ方について 

予習：今までの STEP 名を合致させておく 

復習 ：本日の STEP コンビネーションを復習 

7 三辻 浩子 

【第 7 回】 

授業 ：（2）アームス導入 実技 7（実習） 

   ＊Step の組み合わせと腕の動きについて 

予習 ：今までの STEP 名を合致させておく     

復習 ：本日の STEP コンビネーションを復習 
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8 三辻 浩子 

【第 8 回】 

授業 ：（3）フォーメーション・方向の導入  実技 8（実習） 

   ＊Step の組み合わせと重心の移動について（運動量を上げる方法） 

予習 ：今までの STEP 名を合致させておく      

復習 ：フォーメーションの種類を復習 

9 三辻 浩子 

【第 9 回】 

授業 ：（4） キューイングの導入 実技 9（実習） 

   ＊Step の組み合わせと声出しについて 

予習 ：自分で 32 カウントの創作をしてみる（STEP のみ） 

復習 ：32 カウントの創作したものを復習 

10 三辻 浩子 

【第 10 回】 

授業 ：（1）自分で組み合わせてみる 実技 10 （実習） 

   ＊Lesson の途中に 32 カウント創作の発表 

予習 ：自分で 32 カウントの創作をしてみる（アームス入れ） 

復習：自分で創作したものを好きな曲で復習 

11 三辻 浩子 

【第 11 回】 

授業 ：（2）自分で組み合わせてみる 実技 11（実習） 

予習：自分で 32 カウントの創作をしてみる（方向入れ） 

復習：自分で創作したものを好きな曲で復習 

12 三辻 浩子 

【第 12 回】 

授業 ：（3）自分で組み合わせてみる 実技 12（実習） 

予習：自分で 32 カウントの創作をしてみる（シンメトリー） 

復習 ：自分で創作したものを好きな曲で復習 

13 三辻 浩子 

【第 13 回】 

授業 ：（4）自分で組み合わせてみる 実技 13（実習） 

予習：自分で創作してみる 

復習 ：自分で創作したものを好きな曲で復習 

14 三辻 浩子 

【第 14 回】 

授業 ：（5）自分で組み合わせてみる 実技 14（実習） 

予習：今までのまとめ 

復習 ：自分で創作したものを好きな曲で復習 

15 三辻 浩子 

【第 15 回】 

授業 ：まとめ  実技 15（実習） 

予習：提出物の見直し（ステップシート） 

復習：今後の自分なりの健康管理を考える 

授業開始前学習 
『エアロビクス』が生まれた背景を調べておく。ケネス・H・クーパー、ジャッキー・ソーレンセン、ジェーン・フォンダの 3 人物を調べておく

こと。 

授業内課題のフィー

ドバックの方法 

少しずつ学び覚えた Step を組み合わせ創作を行う。その Step Sheet（用紙あり）を提出する。それに対してコメント（フィー

ドバック）を行う。 

テキスト・教材 プリント配布 

参考書  

評価の基準と方法 
実技＋授業態度（片付け・協力度・楽しく動いているか）・・・(80%)  

提出物（ステップシート）・・・(20%) 

ディプロマポリシー 「カリキュラムマップ」 

学修指針 教養力 人間性 
コミュニケーショ

ン力 
社会性 専門力 判断力 技術力 実践力 

科目の該当 ○ ○ ○ ○     

関連科目  

その他 シューズ・ソックス・ウエアー（動ける用意）・筆記用具・タオル・飲料（水分補給）を持参のこと 

予習・復習の 

所要時間 
講義時間 30 時間（2 時間×15 週）＋予習・復習時間 15 時間（1 時間×15 週） 

実務経験を活かした

教育内容 
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ｽﾎﾟｰﾂⅡ 

科目分類（2025 年

～入学者） 

CS-L-132（Ｊ） 

CT-L-132（Ｊ） 

SD-L-132（Ｊ） 

科目分類（～2024 年

入学者） 

100-131-21

（Ｊ） 
授業コード F01782 

科目名称 ｽﾎﾟｰﾂⅡ 単位数 1.0 単位 

英文名称 Physical EducationⅡ 授業区分 演習 

科目責任者 塩嶋 理恵 必修・選択 履修ガイド参照 

担当教員 塩嶋 理恵 開講時期 1･2 年 

オフィスアワー - 研究室 - 

授業概要 

自分の身体とは一生つきあっていかねばならない。そして健康を維持する事が幸せにつながる。更になりたい自分の身体づくりをす

ることは楽しさにもつながる。脂肪燃焼の仕方、筋肉の適正な付け方、きれいな姿勢など身体を意識していく。本授業では、ソフ
トバレーボール・卓球・軽スポーツなどを行う。スポーツ文化に親しむとともに、健康維持のため、スポーツに楽しく取り組む姿勢を作
ることが最大のねらいである。 

スポーツⅡの実技種目は、インドア（体育館）でソフトバレーボール・卓球・軽スポーツなどを行う。 

到達目標 
各種スポーツにおけるルールの理解・個々のスキルアップを目指す。 

またチームプレイを通して協調性を養う。 

アクティブ・ラーニング

型授業 
有 全授業回数 15 回 メディア科目 － 

複数教員の場
合の授業形態 

 

授業 
回数 

担当者 授業の内容 

1 塩嶋 理恵 

【第 1 回】 

予習 ：体育実技にふさわしい服装の準備 
授業 ：ガイダンス（授業説明・注意事項） 
復習 ：高等学校で使用した体育館専用シューズの確認 

2 塩嶋 理恵 

【第 2 回】 
予習 ：体育実技にふさわしい服装と体育館専用シューズの準備 

授業 ：リラックスヨガ（実習） 
復習 ：リラックスヨガの復習 

3 塩嶋 理恵 

【第 3 回】 
予習 ：服装とシューズの準備 
授業 ：ソフトバレーボール（基本練習・サーブ）（実習） 

復習 ：ソフトバレーボールサーブの復習 

4 塩嶋 理恵 

【第 4 回】 

予習 ：ソフトバレーボールのルール確認。服装とシューズの準備 
授業 ：ソフトバレーボール（ゲーム・ルール説明）（実習） 
復習 ：ソフトバレーボールのルールの復習 

5 塩嶋 理恵 

【第 5 回】 
予習 ：ソフトバレーボールのゲーム方法の確認。服装とシューズの準備 

授業 ：ソフトバレーボール（ゲーム・マナー）（実習） 
復習 ：ソフトバレーボールのゲームとマナーの復習 

6 塩嶋 理恵 

【第 6 回】 
予習 ：ソフトバレーボールのゲーム方法の確認。服装とシューズの準備 
授業 ：ソフトバレーボール（ゲーム・フォーメーション）（実習） ① 

復習 ：ソフトバレーボールのゲームとフォーメーションの復習 

7 塩嶋 理恵 

【第 7 回】 

予習 ：ソフトバレーボールゲーム方法の確認。服装とシューズの準備 
授業 ：ソフトバレーボール（ゲーム・フォーメーション）（実習） ② 
復習 ：ソフトバレーボールのフォーメーションの復習 

8 塩嶋 理恵 

【第 8 回】 
予習 ：ソフトバレーボールゲーム方法の確認。服装とシューズの準備 

授業 ：ソフトバレーボール（ゲーム・フォーメーション）（実習） ③ 
復習 ：ソフトバレーボールのゲームとフォーメーションの復習 

9 塩嶋 理恵 

【第 9 回】 
予習 ：卓球のフォア・バックの予習 
授業 ：卓球（基本練習、フォア・バック）（実習） 

復習：卓球のフォア・バックの復習 

10 塩嶋 理恵 

【第 10 回】 

予習 ：卓球のサーブの予習 
授業 ：卓球（基本練習・サーブ）（実習） 
復習 ：卓球のサーブの復習 
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11 塩嶋 理恵 

【第 11 回】 
予習 ：卓球のサーブとレシーブの予習 

授業 ：卓球（基本練習・サーブとレシーブ）（実習） 
復習 ：卓球のサーブとレシーブの復習 

12 塩嶋 理恵 

【第 12 回】 
予習 ：卓球のゲーム・ルールの予習 
授業 ：卓球（ゲーム・ルール説明）（実習） 

復習 ：卓球のゲーム・ルールの復習 

13 塩嶋 理恵 

【第 13 回】 

予習 ：卓球のルールとマナーの予習 
授業 ：卓球（ゲーム・ルールとマナー説明）（実習） ① 
復習 ：卓球のルールとマナーの復習 

14 塩嶋 理恵 

【第 14 回】 
予習 ：卓球のルールとマナーの予習 

授業 ：卓球（ゲーム・ルールとマナー説明）（実習） ② 
復習 ：卓球のルールとマナーの復習 

15 塩嶋 理恵 

【第 15 回】 
予習 ：卓球のゲームとルールの予習 
授業 ：卓球（ゲーム・ルールの説明）（実習） ③ 

復習 ：卓球のゲームとルールの復習 

授業開始前学習 体育実技にふさわしい服装の準備と高等学校で使用した体育館専用シューズの確認 

授業内課題のフィー

ドバックの方法 

授業８回目、１４回目に各種目ごとのゲーム結果を発表し、個人、チーム全体の講評を行う。 

個別の質問に回答する。 

テキスト・教材 特にありません 

参考書  

評価の基準と方法 実技態度 70%、技術・試合評価 30% 

ディプロマポリシー 「カリキュラムマップ」 

学修指針 教養力 人間性 
コミュニケーショ

ン力 
社会性 専門力 判断力 技術力 実践力 

科目の該当 ○ ○ ○ ○     

関連科目 スポーツⅠ 

その他 
人数に応じて、バドミントンや軽スポーツなど他のスポーツを並行して実施することもあります。 

リラックスヨガでは各自バスタオルを準備すること。 

予習・復習の 

所要時間 
講義時間 30 時間（2 時間×15 週）＋予習・復習時間 15 時間（1 時間×15 週） 

実務経験を活かした

教育内容 

競技チアリーディング上級指導資格・審査員資格をもち、幼児から大学生までを指導してきた経験を活かし、体のストレッチングや

柔軟性を高めるよう授業に取り入れて行う。 
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〈専門科目〉 

☆空間ﾃﾞｻﾞｲﾝの基礎Ⅰ／住空間ﾃﾞｻﾞｲﾝの基礎Ⅰ 

科目分類（2025 年

～入学者） 
SD-M-211 

科目分類（～2024 年

入学者） 
140-310-12 授業コード FG0011 

科目名称 ☆空間ﾃﾞｻﾞｲﾝの基礎Ⅰ／住空間ﾃﾞｻﾞｲﾝの基礎Ⅰ 単位数 2.0 単位 

英文名称 
Basics of Space Design Ⅰ／Basics of Living space 

designⅠ 
授業区分 講義 

科目責任者 鈴木 利彦 必修・選択 履修ガイド参照 

担当教員 鈴木 利彦 開講時期 2 年 

オフィスアワー 
前期 火曜日 09:00～12:10 

後期 火曜日 09:00～12:10 
研究室 10-509 

授業概要 

地域協力としてのポスターデザインなどデザインの基礎に触れること。 

りんどう祭参加など共同作業をとおして、デザインの基礎を実践すること。 

デザインの現場見学において、社会の中でのデザインの在り方を知ること。 

この授業では、「大学と地域に関わり、大学生活をより豊かに」をテーマに、課題演習、フィールドワーク、グループワーク、課題プレ

ゼンテーションを行い、主体的に学ぶ方法を体得する。 

到達目標 

デザインを題材に、自分の考えを表現すること、伝達すること、批評することなどができるようになること。 

共同作業を潤滑に行えること。 

またそれらを通じて自己の能力を発見し・高めること。 

アクティブ・ラーニング

型授業 
有 全授業回数 15 回 メディア科目 － 

複数教員の場
合の授業形態 

 

授業 

回数 
担当者 授業の内容 

1 鈴木 利彦 

【第 1 回】 
予習 ：シラバスを確認しておく 

授業 ：ガイダンス、「現場見学」課題説明 
復習 ：事例研究 

2 鈴木 利彦 

【第 2 回】 
予習 ：デザイン構想 
授業 ：「イルミネーションポスター」課題説明 

復習 ：「イルミネーションポスター」課題作業 

3 鈴木 利彦 

【第 3 回】 

予習 ：作業継続 
授業 ：「イルミネーションポスター」課題作業 
復習 ：作業継続 

4 鈴木 利彦 

【第 4 回】 
予習 ：作業継続  

授業 ：「イルミネーションポスター」課題作業 
復習 ：作業継続 

5 鈴木 利彦 

【第 5 回】 
予習 ：作業継続  
授業 ：「イルミネーションポスター」課題作業 

復習 ：作業継続 

6 鈴木 利彦 

【第 6 回】 

予習 ：事例研究 
授業 ：「現場見学」事前課題作業（グループワーク） 
復習 ：作業継続 

7 鈴木 利彦 

【第 7 回】 
予習 ：作業継続  

授業 ：「現場見学」事前課題作業（グループワーク） 
復習 ：作業継続 

8 鈴木 利彦 

【第 8 回】 
予習 ：作業継続 
授業 ：「現場見学」事前課題グループ発表（グループワーク・発表） 

復習 ：事例研究 

9 鈴木 利彦 

【第 9 回】 

予習 ：展示作品確認   
授業 ：「りんどう祭展示案」課題説明・作業、「イルミネーションポスター」投票 
復習 ：作業継続 
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10 鈴木 利彦 

【第 10 回】 
予習 ：作業継続   

授業 ：「りんどう祭展示案」作業 
復習 ：作業継続 

11 鈴木 利彦 

【第 11 回】 
予習 ：「現場見学」事前課題確認   
授業 ：「現場見学」実施（フィールドワーク） 

復習 ：「現場見学」事後課題作成 

12 鈴木 利彦 

【第 12 回】 

予習 ：作業継続   
授業 ：「りんどう祭展示案」作業（グループワーク） 
復習 ：作業継続 

13 鈴木 利彦 

【第 13 回】 
予習 ：作業継続   

授業 ：「りんどう祭展示案」作業（グループワーク） 
復習 ：作業継続 

14 鈴木 利彦 

【第 14 回】 
予習 ：発表準備   
授業 ：「りんどう祭展示案」講評会（グループワーク・発表） 

復習 ：実施に向けた計画を練る 

15 鈴木 利彦 

【第 15 回】 

予習 ：前期課題の見直し 
授業 ：「イルミネーションポスター」課題講評会・前期のまとめ・夏期課題説明 
復習 ：夏期課題作業 

授業開始前学習 住空間デザイン入門 II で設定された春休みの宿題 

授業内課題のフィー

ドバックの方法 

「イルミネーションポスター」： 

進捗状況を提出し、内容についてアドバイスを行う。（第 3-５回） 

学生による評価をもとに、主催者による審査結果を知らせる。（第 9 回） 

 

「現場見学」： 

進捗状況を提出し、内容についてアドバイスを行う。（第 6,7 回） 

グループ内発表について質疑や講評を行う。（第 8 回） 

 

「りんどう祭展示案」： 

進捗状況を提出し、内容についてアドバイスを行う。（第 12,13 回） 

学生による評価によって代表案を選定し、作品の選定理由や意見などをフィードバックする。（第 14 回） 

テキスト・教材 資料・プリント等を適宜配布する。 

参考書  

評価の基準と方法 
平常点（授業態度・提出期限厳守）、課題内容により評価する。 

平常点３０点、課題内容７０点とする。 

ディプロマポリシー 「カリキュラムマップ」 

学修指針 教養力 人間性 
コミュニケーショ

ン力 
社会性 専門力 判断力 技術力 実践力 

科目の該当  〇 〇 ◎ 〇    

関連科目 住空間デザイン入門 II、住空間デザインの基礎 II 

その他 

・現場見学の予定により、課題内容の変更、スケジュールの入れ替えがある。初回授業で授業予定を説明する。 

・正課学外授業にてショールーム、展示空間などの現場見学を授業日以外（土曜日など）に予定しているが、実施できない場

合もある。実施する際は、現地までの交通費等がかかる場合がある。 

・道具（色鉛筆、ペン、糊、はさみ、カッター、定規）、データ保存用 USB 等は各自で準備すること。 

予習・復習の 

所要時間 
講義時間 30 時間（2 時間×15 週）＋予習・復習時間 60 時間（4 時間×15 週） 

実務経験を活かした

教育内容 
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☆空間ﾃﾞｻﾞｲﾝの基礎Ⅰ／住空間ﾃﾞｻﾞｲﾝの基礎Ⅰ 

科目分類（2025 年

～入学者） 
SD-M-211 

科目分類（～2024 年

入学者） 
140-310-12 授業コード FG0012 

科目名称 ☆空間ﾃﾞｻﾞｲﾝの基礎Ⅰ／住空間ﾃﾞｻﾞｲﾝの基礎Ⅰ 単位数 2.0 単位 

英文名称 
Basics of Space Design Ⅰ／Basics of Living space 

designⅠ 
授業区分 講義 

科目責任者 神村 真由美 必修・選択 履修ガイド参照 

担当教員 神村 真由美 開講時期 2 年 

オフィスアワー 
前期 木曜日 14:30～17:30 

後期 木曜日 14:30～17:30 
研究室 1-201 

授業概要 

地域協力としてのポスターデザインなどデザインの基礎に触れること。 

りんどう祭参加など共同作業をとおして、デザインの基礎を実践すること。 

デザインの現場見学において、社会の中でのデザインの在り方を知ること。 

この授業では、「大学と地域に関わり、大学生活をより豊かに」をテーマに、課題演習、フィールドワーク、グループワーク、課題プレ

ゼンテーションを行い、主体的に学ぶ方法を体得する。 

到達目標 

デザインを題材に、自分の考えを表現すること、伝達すること、批評することなどができるようになること。 

共同作業を潤滑に行えること。 

またそれらを通じて自己の能力を発見し・高めること。 

アクティブ・ラーニング

型授業 
有 全授業回数 15 回 メディア科目 － 

複数教員の場
合の授業形態 

 

授業 

回数 
担当者 授業の内容 

1 神村 真由美 

【第 1 回】 
予習 ：シラバスを確認しておく 

授業 ：ガイダンス、「現場見学」課題説明 
復習 ：事例研究 

2 神村 真由美 

【第 2 回】 
予習 ：デザイン構想 
授業 ：「イルミネーションポスター」課題説明 

復習 ：「イルミネーションポスター」課題作業 

3 神村 真由美 

【第 3 回】 

予習 ：作業継続 
授業 ：「イルミネーションポスター」課題作業 
復習 ：作業継続 

4 神村 真由美 

【第 4 回】 
予習 ：作業継続  

授業 ：「イルミネーションポスター」課題作業 
復習 ：作業継続 

5 神村 真由美 

【第 5 回】 
予習 ：作業継続  
授業 ：「イルミネーションポスター」課題作業 

復習 ：作業継続 

6 神村 真由美 

【第 6 回】 

予習 ：事例研究 
授業 ：「現場見学」事前課題作業（グループワーク） 
復習 ：作業継続 

7 神村 真由美 

【第 7 回】 
予習 ：作業継続  

授業 ：「現場見学」事前課題作業（グループワーク） 
復習 ：作業継続 

8 神村 真由美 

【第 8 回】 
予習 ：作業継続 
授業 ：「現場見学」事前課題グループ発表（グループワーク・発表） 

復習 ：事例研究 

9 神村 真由美 

【第 9 回】 

予習 ：展示作品確認   
授業 ：「りんどう祭展示案」課題説明・作業、「イルミネーションポスター」投票 
復習 ：作業継続 

10 神村 真由美 

【第 10 回】 
予習 ：作業継続   

授業 ：「りんどう祭展示案」作業 
復習 ：作業継続 
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11 神村 真由美 

【第 11 回】 
予習 ：「現場見学」事前課題確認   

授業 ：「現場見学」実施（フィールドワーク） 
復習 ：「現場見学」事後課題作成 

12 神村 真由美 

【第 12 回】 
予習 ：作業継続   
授業 ：「りんどう祭展示案」作業（グループワーク） 

復習 ：作業継続 

13 神村 真由美 

【第 13 回】 

予習 ：作業継続   
授業 ：「りんどう祭展示案」作業（グループワーク） 
復習 ：作業継続 

14 神村 真由美 

【第 14 回】 
予習 ：発表準備   

授業 ：「りんどう祭展示案」講評会（グループワーク・発表） 
復習 ：実施に向けた計画を練る 

15 神村 真由美 

【第 15 回】 
予習 ：前期課題の見直し 
授業 ：「イルミネーションポスター」課題講評会・前期のまとめ・夏期課題説明 

復習 ：夏期課題作業 

授業開始前学習 住空間デザイン入門 II で設定された春休みの宿題 

授業内課題のフィー

ドバックの方法 

「イルミネーションポスター」： 

進捗状況を提出し、内容についてアドバイスを行う。（第 3-５回） 

学生による評価をもとに、主催者による審査結果を知らせる。（第 9 回） 

 

「現場見学」： 

進捗状況を提出し、内容についてアドバイスを行う。（第 6,7 回） 

グループ内発表について質疑や講評を行う。（第 8 回） 

 

「りんどう祭展示案」： 

進捗状況を提出し、内容についてアドバイスを行う。（第 12,13 回） 

学生による評価によって代表案を選定し、作品の選定理由や意見などをフィードバックする。（第 14 回） 

テキスト・教材 資料・プリント等を適宜配布する。 

参考書  

評価の基準と方法 
平常点（授業態度・提出期限厳守）、課題内容により評価する。 

平常点３０点、課題内容７０点とする。 

ディプロマポリシー 「カリキュラムマップ」 

学修指針 教養力 人間性 
コミュニケーショ

ン力 
社会性 専門力 判断力 技術力 実践力 

科目の該当  〇 〇 ◎ 〇    

関連科目 住空間デザイン入門 II、住空間デザインの基礎 II 

その他 

・現場見学の予定により、課題内容の変更、スケジュールの入れ替えがある。初回授業で授業予定を説明する。 

・正課学外授業にてショールーム、展示空間などの現場見学を授業日以外（土曜日など）に予定しているが、実施できない場
合もある。実施する際は、現地までの交通費等がかかる場合がある。 

・道具（色鉛筆、ペン、糊、はさみ、カッター、定規）、データ保存用 USB 等は各自で準備すること。 

予習・復習の 

所要時間 
講義時間 30 時間（2 時間×15 週）＋予習・復習時間 60 時間（4 時間×15 週） 

実務経験を活かした

教育内容 
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☆空間ﾃﾞｻﾞｲﾝの基礎Ⅰ／住空間ﾃﾞｻﾞｲﾝの基礎Ⅰ 

科目分類（2025 年

～入学者） 
SD-M-211 

科目分類（～2024 年

入学者） 
140-310-12 授業コード FG0013 

科目名称 ☆空間ﾃﾞｻﾞｲﾝの基礎Ⅰ／住空間ﾃﾞｻﾞｲﾝの基礎Ⅰ 単位数 2.0 単位 

英文名称 
Basics of Space Design Ⅰ／Basics of Living space 

designⅠ 
授業区分 講義 

科目責任者 三戸 美代子 必修・選択 履修ガイド参照 

担当教員 三戸 美代子 開講時期 2 年 

オフィスアワー 
前期 水曜日 09:00～12:10 

後期 水曜日 09:00～12:10 
研究室 1-211 

授業概要 

地域協力としてのポスターデザインなどデザインの基礎に触れること。 

りんどう祭参加など共同作業をとおして、デザインの基礎を実践すること。 

デザインの現場見学において、社会の中でのデザインの在り方を知ること。 

この授業では、「大学と地域に関わり、大学生活をより豊かに」をテーマに、課題演習、フィールドワーク、グループワーク、課題プレ

ゼンテーションを行い、主体的に学ぶ方法を体得する。 

到達目標 

デザインを題材に、自分の考えを表現すること、伝達すること、批評することなどができるようになること。 

共同作業を潤滑に行えること。 

またそれらを通じて自己の能力を発見し・高めること。 

アクティブ・ラーニング

型授業 
有 全授業回数 15 回 メディア科目 － 

複数教員の場
合の授業形態 

 

授業 

回数 
担当者 授業の内容 

1 三戸 美代子 

【第 1 回】 
予習 ：シラバスを確認しておく 

授業 ：ガイダンス、「現場見学」課題説明 
復習 ：事例研究 

2 三戸 美代子 

【第 2 回】 
予習 ：デザイン構想 
授業 ：「イルミネーションポスター」課題説明 

復習 ：「イルミネーションポスター」課題作業 

3 三戸 美代子 

【第 3 回】 

予習 ：作業継続 
授業 ：「イルミネーションポスター」課題作業 
復習 ：作業継続 

4 三戸 美代子 

【第 4 回】 
予習 ：作業継続  

授業 ：「イルミネーションポスター」課題作業 
復習 ：作業継続 

5 三戸 美代子 

【第 5 回】 
予習 ：作業継続  
授業 ：「イルミネーションポスター」課題作業 

復習 ：作業継続 

6 三戸 美代子 

【第 6 回】 

予習 ：事例研究 
授業 ：「現場見学」事前課題作業（グループワーク） 
復習 ：作業継続 

7 三戸 美代子 

【第 7 回】 
予習 ：作業継続  

授業 ：「現場見学」事前課題作業（グループワーク） 
復習 ：作業継続 

8 三戸 美代子 

【第 8 回】 
予習 ：作業継続 
授業 ：「現場見学」事前課題グループ発表（グループワーク・発表） 

復習 ：事例研究 

9 三戸 美代子 

【第 9 回】 

予習 ：展示作品確認   
授業 ：「りんどう祭展示案」課題説明・作業、「イルミネーションポスター」投票 
復習 ：作業継続 

10 三戸 美代子 

【第 10 回】 
予習 ：作業継続   

授業 ：「りんどう祭展示案」作業 
復習 ：作業継続 
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11 三戸 美代子 

【第 11 回】 
予習 ：「現場見学」事前課題確認   

授業 ：「現場見学」実施（フィールドワーク） 
復習 ：「現場見学」事後課題作成 

12 三戸 美代子 

【第 12 回】 
予習 ：作業継続   
授業 ：「りんどう祭展示案」作業（グループワーク） 

復習 ：作業継続 

13 三戸 美代子 

【第 13 回】 

予習 ：作業継続   
授業 ：「りんどう祭展示案」作業（グループワーク） 
復習 ：作業継続 

14 三戸 美代子 

【第 14 回】 
予習 ：発表準備   

授業 ：「りんどう祭展示案」講評会（グループワーク・発表） 
復習 ：実施に向けた計画を練る 

15 三戸 美代子 

【第 15 回】 
予習 ：前期課題の見直し 
授業 ：「イルミネーションポスター」課題講評会・前期のまとめ・夏期課題説明 

復習 ：夏期課題作業 

授業開始前学習 住空間デザイン入門 II で設定された春休みの宿題 

授業内課題のフィー

ドバックの方法 

「イルミネーションポスター」： 

進捗状況を提出し、内容についてアドバイスを行う。（第 3-５回） 

学生による評価をもとに、主催者による審査結果を知らせる。（第 9 回） 

 

「現場見学」： 

進捗状況を提出し、内容についてアドバイスを行う。（第 6,7 回） 

グループ内発表について質疑や講評を行う。（第 8 回） 

 

「りんどう祭展示案」： 

進捗状況を提出し、内容についてアドバイスを行う。（第 12,13 回） 

学生による評価によって代表案を選定し、作品の選定理由や意見などをフィードバックする。（第 14 回） 

テキスト・教材 資料・プリント等を適宜配布する。 

参考書  

評価の基準と方法 
平常点（授業態度・提出期限厳守）、課題内容により評価する。 

平常点３０点、課題内容７０点とする。 

ディプロマポリシー 「カリキュラムマップ」 

学修指針 教養力 人間性 
コミュニケーショ

ン力 
社会性 専門力 判断力 技術力 実践力 

科目の該当  〇 〇 ◎ 〇    

関連科目 住空間デザイン入門 II、住空間デザインの基礎 II 

その他 

・現場見学の予定により、課題内容の変更、スケジュールの入れ替えがある。初回授業で授業予定を説明する。 

・正課学外授業にてショールーム、展示空間などの現場見学を授業日以外（土曜日など）に予定しているが、実施できない場
合もある。実施する際は、現地までの交通費等がかかる場合がある。 

・道具（色鉛筆、ペン、糊、はさみ、カッター、定規）、データ保存用 USB 等は各自で準備すること。 

予習・復習の 

所要時間 
講義時間 30 時間（2 時間×15 週）＋予習・復習時間 60 時間（4 時間×15 週） 

実務経験を活かした

教育内容 
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☆空間ﾃﾞｻﾞｲﾝの基礎Ⅰ／住空間ﾃﾞｻﾞｲﾝの基礎Ⅰ 

科目分類（2025 年

～入学者） 
SD-M-211 

科目分類（～2024 年

入学者） 
140-310-12 授業コード FG0014 

科目名称 ☆空間ﾃﾞｻﾞｲﾝの基礎Ⅰ／住空間ﾃﾞｻﾞｲﾝの基礎Ⅰ 単位数 2.0 単位 

英文名称 
Basics of Space Design Ⅰ／Basics of Living space 

designⅠ 
授業区分 講義 

科目責任者 橘田 洋子 必修・選択 履修ガイド参照 

担当教員 橘田 洋子 開講時期 2 年 

オフィスアワー 
前期 火曜日 16:10～17:40 木曜日 14:40～16:10 

後期 火曜日 13:00～14:30 木曜日 14:40～16:10 
研究室 1-206 

授業概要 

地域協力としてのポスターデザインなどデザインの基礎に触れること。 

りんどう祭参加など共同作業をとおして、デザインの基礎を実践すること。 

デザインの現場見学において、社会の中でのデザインの在り方を知ること。 

この授業では、「大学と地域に関わり、大学生活をより豊かに」をテーマに、課題演習、フィールドワーク、グループワーク、課題プレ

ゼンテーションを行い、主体的に学ぶ方法を体得する。 

到達目標 

デザインを題材に、自分の考えを表現すること、伝達すること、批評することなどができるようになること。 

共同作業を潤滑に行えること。 

またそれらを通じて自己の能力を発見し・高めること。 

アクティブ・ラーニング

型授業 
有 全授業回数 15 回 メディア科目 － 

複数教員の場
合の授業形態 

 

授業 

回数 
担当者 授業の内容 

1 橘田 洋子 

【第 1 回】 
予習 ：シラバスを確認しておく 

授業 ：ガイダンス、「現場見学」課題説明 
復習 ：事例研究 

2 橘田 洋子 

【第 2 回】 
予習 ：デザイン構想 
授業 ：「イルミネーションポスター」課題説明 

復習 ：「イルミネーションポスター」課題作業 

3 橘田 洋子 

【第 3 回】 

予習 ：作業継続 
授業 ：「イルミネーションポスター」課題作業 
復習 ：作業継続 

4 橘田 洋子 

【第 4 回】 
予習 ：作業継続  

授業 ：「イルミネーションポスター」課題作業 
復習 ：作業継続 

5 橘田 洋子 

【第 5 回】 
予習 ：作業継続  
授業 ：「イルミネーションポスター」課題作業 

復習 ：作業継続 

6 橘田 洋子 

【第 6 回】 

予習 ：事例研究 
授業 ：「現場見学」事前課題作業（グループワーク） 
復習 ：作業継続 

7 橘田 洋子 

【第 7 回】 
予習 ：作業継続  

授業 ：「現場見学」事前課題作業（グループワーク） 
復習 ：作業継続 

8 橘田 洋子 

【第 8 回】 
予習 ：作業継続 
授業 ：「現場見学」事前課題グループ発表（グループワーク・発表） 

復習 ：事例研究 

9 橘田 洋子 

【第 9 回】 

予習 ：展示作品確認   
授業 ：「りんどう祭展示案」課題説明・作業、「イルミネーションポスター」投票 
復習 ：作業継続 

10 橘田 洋子 

【第 10 回】 
予習 ：作業継続   

授業 ：「りんどう祭展示案」作業 
復習 ：作業継続 
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11 橘田 洋子 

【第 11 回】 
予習 ：「現場見学」事前課題確認   

授業 ：「現場見学」実施（フィールドワーク） 
復習 ：「現場見学」事後課題作成 

12 橘田 洋子 

【第 12 回】 
予習 ：作業継続   
授業 ：「りんどう祭展示案」作業（グループワーク） 

復習 ：作業継続 

13 橘田 洋子 

【第 13 回】 

予習 ：作業継続   
授業 ：「りんどう祭展示案」作業（グループワーク） 
復習 ：作業継続 

14 橘田 洋子 

【第 14 回】 
予習 ：発表準備   

授業 ：「りんどう祭展示案」講評会（グループワーク・発表） 
復習 ：実施に向けた計画を練る 

15 橘田 洋子 

【第 15 回】 
予習 ：前期課題の見直し 
授業 ：「イルミネーションポスター」課題講評会・前期のまとめ・夏期課題説明 

復習 ：夏期課題作業 

授業開始前学習 住空間デザイン入門 II で設定された春休みの宿題 

授業内課題のフィー

ドバックの方法 

「イルミネーションポスター」： 

進捗状況を提出し、内容についてアドバイスを行う。（第 3-５回） 

学生による評価をもとに、主催者による審査結果を知らせる。（第 9 回） 

 

「現場見学」： 

進捗状況を提出し、内容についてアドバイスを行う。（第 6,7 回） 

グループ内発表について質疑や講評を行う。（第 8 回） 

 

「りんどう祭展示案」： 

進捗状況を提出し、内容についてアドバイスを行う。（第 12,13 回） 

学生による評価によって代表案を選定し、作品の選定理由や意見などをフィードバックする。（第 14 回） 

テキスト・教材 資料・プリント等を適宜配布する。 

参考書  

評価の基準と方法 
平常点（授業態度・提出期限厳守）、課題内容により評価する。 

平常点３０点、課題内容７０点とする。 

ディプロマポリシー 「カリキュラムマップ」 

学修指針 教養力 人間性 
コミュニケーショ

ン力 
社会性 専門力 判断力 技術力 実践力 

科目の該当  〇 〇 ◎ 〇    

関連科目 住空間デザイン入門 II、住空間デザインの基礎 II 

その他 

・現場見学の予定により、課題内容の変更、スケジュールの入れ替えがある。初回授業で授業予定を説明する。 

・正課学外授業にてショールーム、展示空間などの現場見学を授業日以外（土曜日など）に予定しているが、実施できない場
合もある。実施する際は、現地までの交通費等がかかる場合がある。 

・道具（色鉛筆、ペン、糊、はさみ、カッター、定規）、データ保存用 USB 等は各自で準備すること。 

予習・復習の 

所要時間 
講義時間 30 時間（2 時間×15 週）＋予習・復習時間 60 時間（4 時間×15 週） 

実務経験を活かした

教育内容 
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☆空間ﾃﾞｻﾞｲﾝの基礎Ⅰ／住空間ﾃﾞｻﾞｲﾝの基礎Ⅰ 

科目分類（2025 年

～入学者） 
SD-M-211 

科目分類（～2024 年

入学者） 
140-310-12 授業コード FG0015 

科目名称 ☆空間ﾃﾞｻﾞｲﾝの基礎Ⅰ／住空間ﾃﾞｻﾞｲﾝの基礎Ⅰ 単位数 2.0 単位 

英文名称 
Basics of Space Design Ⅰ／Basics of Living space 

designⅠ 
授業区分 講義 

科目責任者 小川 弾 必修・選択 履修ガイド参照 

担当教員 小川 弾 開講時期 2 年 

オフィスアワー 
前期 月曜日 13:00～14:30 金曜日 10:40～12:10 

後期 水曜日 13:00～14:30 金曜日 10:40～12:10 
研究室 1-210 

授業概要 

地域協力としてのポスターデザインなどデザインの基礎に触れること。 

りんどう祭参加など共同作業をとおして、デザインの基礎を実践すること。 

デザインの現場見学において、社会の中でのデザインの在り方を知ること。 

この授業では、「大学と地域に関わり、大学生活をより豊かに」をテーマに、課題演習、フィールドワーク、グループワーク、課題プレ

ゼンテーションを行い、主体的に学ぶ方法を体得する。 

到達目標 

デザインを題材に、自分の考えを表現すること、伝達すること、批評することなどができるようになること。 

共同作業を潤滑に行えること。 

またそれらを通じて自己の能力を発見し・高めること。 

アクティブ・ラーニング

型授業 
有 全授業回数 15 回 メディア科目 － 

複数教員の場
合の授業形態 

 

授業 

回数 
担当者 授業の内容 

1 小川 弾 

【第 1 回】 
予習 ：シラバスを確認しておく 

授業 ：ガイダンス、「現場見学」課題説明 
復習 ：事例研究 

2 小川 弾 

【第 2 回】 
予習 ：デザイン構想 
授業 ：「イルミネーションポスター」課題説明 

復習 ：「イルミネーションポスター」課題作業 

3 小川 弾 

【第 3 回】 

予習 ：作業継続 
授業 ：「イルミネーションポスター」課題作業 
復習 ：作業継続 

4 小川 弾 

【第 4 回】 
予習 ：作業継続  

授業 ：「イルミネーションポスター」課題作業 
復習 ：作業継続 

5 小川 弾 

【第 5 回】 
予習 ：作業継続  
授業 ：「イルミネーションポスター」課題作業 

復習 ：作業継続 

6 小川 弾 

【第 6 回】 

予習 ：事例研究 
授業 ：「現場見学」事前課題作業（グループワーク） 
復習 ：作業継続 

7 小川 弾 

【第 7 回】 
予習 ：作業継続  

授業 ：「現場見学」事前課題作業（グループワーク） 
復習 ：作業継続 

8 小川 弾 

【第 8 回】 
予習 ：作業継続 
授業 ：「現場見学」事前課題グループ発表（グループワーク・発表） 

復習 ：事例研究 

9 小川 弾 

【第 9 回】 

予習 ：展示作品確認   
授業 ：「りんどう祭展示案」課題説明・作業、「イルミネーションポスター」投票 
復習 ：作業継続 

10 小川 弾 

【第 10 回】 
予習 ：作業継続   

授業 ：「りんどう祭展示案」作業 
復習 ：作業継続 
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11 小川 弾 

【第 11 回】 
予習 ：「現場見学」事前課題確認   

授業 ：「現場見学」実施（フィールドワーク） 
復習 ：「現場見学」事後課題作成 

12 小川 弾 

【第 12 回】 
予習 ：作業継続   
授業 ：「りんどう祭展示案」作業（グループワーク） 

復習 ：作業継続 

13 小川 弾 

【第 13 回】 

予習 ：作業継続   
授業 ：「りんどう祭展示案」作業（グループワーク） 
復習 ：作業継続 

14 小川 弾 

【第 14 回】 
予習 ：発表準備   

授業 ：「りんどう祭展示案」講評会（グループワーク・発表） 
復習 ：実施に向けた計画を練る 

15 小川 弾 

【第 15 回】 
予習 ：前期課題の見直し 
授業 ：「イルミネーションポスター」課題講評会・前期のまとめ・夏期課題説明 

復習 ：夏期課題作業 

授業開始前学習 住空間デザイン入門 II で設定された春休みの宿題 

授業内課題のフィー

ドバックの方法 

「イルミネーションポスター」： 

進捗状況を提出し、内容についてアドバイスを行う。（第 3-５回） 

学生による評価をもとに、主催者による審査結果を知らせる。（第 9 回） 

 

「現場見学」： 

進捗状況を提出し、内容についてアドバイスを行う。（第 6,7 回） 

グループ内発表について質疑や講評を行う。（第 8 回） 

 

「りんどう祭展示案」： 

進捗状況を提出し、内容についてアドバイスを行う。（第 12,13 回） 

学生による評価によって代表案を選定し、作品の選定理由や意見などをフィードバックする。（第 14 回） 

テキスト・教材 資料・プリント等を適宜配布する。 

参考書  

評価の基準と方法 
平常点（授業態度・提出期限厳守）、課題内容により評価する。 

平常点３０点、課題内容７０点とする。 

ディプロマポリシー 「カリキュラムマップ」 

学修指針 教養力 人間性 
コミュニケーショ

ン力 
社会性 専門力 判断力 技術力 実践力 

科目の該当  〇 〇 ◎ 〇    

関連科目 住空間デザイン入門 II、住空間デザインの基礎 II 

その他 

・現場見学の予定により、課題内容の変更、スケジュールの入れ替えがある。初回授業で授業予定を説明する。 

・正課学外授業にてショールーム、展示空間などの現場見学を授業日以外（土曜日など）に予定しているが、実施できない場
合もある。実施する際は、現地までの交通費等がかかる場合がある。 

・道具（色鉛筆、ペン、糊、はさみ、カッター、定規）、データ保存用 USB 等は各自で準備すること。 

予習・復習の 

所要時間 
講義時間 30 時間（2 時間×15 週）＋予習・復習時間 60 時間（4 時間×15 週） 

実務経験を活かした

教育内容 
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☆空間ﾃﾞｻﾞｲﾝの基礎Ⅱ／住空間ﾃﾞｻﾞｲﾝの基礎Ⅱ 

科目分類（2025 年

～入学者） 
SD-M-211 

科目分類（～2024 年

入学者） 
140-310-12 授業コード FG0021 

科目名称 ☆空間ﾃﾞｻﾞｲﾝの基礎Ⅱ／住空間ﾃﾞｻﾞｲﾝの基礎Ⅱ 単位数 2.0 単位 

英文名称 
Basics of Space Design Ⅱ／Basics of Living space 

designⅡ 
授業区分 講義 

科目責任者 鈴木 利彦 必修・選択 履修ガイド参照 

担当教員 鈴木 利彦 開講時期 2 年 

オフィスアワー 
前期 火曜日 09:00～12:10 

後期 火曜日 09:00～12:10 
研究室 10-509 

授業概要 

デザインの現場見学について、事前の調査と情報の共有を行うことで、より深い理解を得ること。 

りんどう祭の展示において、共同作業の中で個人の役割を見いだし実践すること。 

ポートフォリオ制作などさまざまなデザインのツールやアウトプットを実践すること。 

この授業では、「大学と地域に関わり、大学生活をより豊かに」をテーマに、課題演習、フィールドワーク、グループワーク、課題プレ

ゼンテーションを行い、主体的に学ぶ方法を体得する 

到達目標 

デザインを題材に、自分の考えを表現すること、伝達すること、批評することなどができるようになること。 

共同作業を潤滑に行えること。 

パワーポイント、WEB、紙媒体などのプレゼンテーションにおける基礎的な技術を身につける。 

アクティブ・ラーニング

型授業 
有 全授業回数 15 回 メディア科目 － 

複数教員の場
合の授業形態 

 

授業 

回数 
担当者 授業の内容 

1 鈴木 利彦 

【第 1 回】 
予習 ：シラバスを確認しておく 

授業 ：ガイダンス、「現場見学」事前課題、りんどう祭 学類作品展示準備 
復習 ：前期課題の計画案を修正、課題作業継続 

2 鈴木 利彦 

【第 2 回】 
予習 ：作業継続 
授業 ：りんどう祭 学類作品展示準備 

復習 ：作業継続 

3 鈴木 利彦 

【第 3 回】 

予習 ：作業継続 
授業 ：りんどう祭 学類作品展示準備 
復習 ：りんどう祭 学類作品展示作業、課題作業継続 

4 鈴木 利彦 

【第 4 回】 
予習 ：りんどう祭 学類作品展示材料準備 

授業 ：りんどう祭 学類作品展示（グループワーク） 
復習 ：展示撤去 

5 鈴木 利彦 

【第 5 回】 
予習 ：事例研究    
授業 ：「インテリアパースの作成」課題説明 

復習 ：「インテリアパースの作成」課題作業 

6 鈴木 利彦 

【第 6 回】 

予習 ：作業継続 
授業 ：「インテリアパースの作成」課題作業 
復習 ：作業継続 

7 鈴木 利彦 

【第 7 回】 
予習 ：作業継続 

授業 ：「インテリアパースの作成」課題作業 
復習 ：作業継続 

8 鈴木 利彦 

【第 8 回】 
予習 ：作業継続 
授業 ：「インテリアパースの作成」課題作業 

復習 ：作業継続 

9 鈴木 利彦 

【第 9 回】 

予習 ：「現場見学」事前課題確認 
授業 ：「現場見学」実施（フィールドワーク） 
復習 ：「現場見学」事後課題作成 

10 鈴木 利彦 

【第 10 回】 
予習 ：過去の課題を整理して持参準備 

授業 ：「作品ポートフォリオ」課題説明・作業 
復習 ：「作品ポートフォリオ」作業 
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11 鈴木 利彦 

【第 11 回】 
予習 ：作業継続 

授業 ：「作品ポートフォリオ」作業 
復習 ：作業継続 

12 鈴木 利彦 

【第 12 回】 
予習 ：作業継続 
授業 ：「作品ポートフォリオ」作業 

復習 ：作業継続 

13 鈴木 利彦 

【第 13 回】 

予習 ：作業継続 
授業 ：「作品ポートフォリオ」作業 
復習 ：作業継続 

14 鈴木 利彦 

【第 14 回】 
予習 ：便覧の所定箇所を読んでおく 

授業 ：次年度コースおよびゼミ説明 
復習 ：コース選択調査票記入 

15 鈴木 利彦 

【第 15 回】 
予習 ：後期課題の見直し 
授業 ：「作品ポートフォリオ」「インテリアパースの作成」課題講評会・後期のまとめ・春期課題説明 

復習 ：春期課題作業 

授業開始前学習 住空間デザインの基礎 I で設定した夏期課題 

授業内課題のフィー

ドバックの方法 

「りんどう祭 学類作品展示準備」： 

進捗状況を提出し、分担したデザイン制作内容についてアドバイスを行う。（第 2,3 回） 

展示空間企画・実施において、共同作業の中で主体的に行動する際の適宜アドバイスを行う（第 4 回） 

 

「インテリアパースの作成」： 

進捗状況を提出し、内容についてアドバイスを行う。（第 6-8 回） 

優秀作品の紹介と選定理由など講評をフィードバックする。（第 15 回） 

 

「作品ポートフォリオ」： 

進捗状況を提出し、内容についてアドバイスを行う。（第 11-13 回） 

優秀作品の紹介と 

テキスト・教材 資料・プリント等を適宜配布する。 

参考書  

評価の基準と方法 
平常点（授業態度・提出期限厳守）、課題内容により評価する。 

平常点３０点、課題内容７０点とする。 

ディプロマポリシー 「カリキュラムマップ」 

学修指針 教養力 人間性 
コミュニケーショ

ン力 
社会性 専門力 判断力 技術力 実践力 

科目の該当  〇 〇 ◎ 〇    

関連科目 住空間デザインの基礎 I 

その他 

・現場見学の予定により、課題内容の変更、スケジュールの入れ替えがある。初回授業で授業予定を説明する。 

・正課学外授業にてショールーム、展示空間などの現場見学を授業日以外（土曜日など）に予定しているが、実施できない場
合もある。実施する際は、現地までの交通費等がかかる場合がある。 

・道具（色鉛筆、ペン、糊、はさみ、カッター、定規）、データ保存用 USB 等は各自で準備すること。 

予習・復習の 

所要時間 
講義時間 30 時間（2 時間×15 週）＋予習・復習時間 60 時間（4 時間×15 週） 

実務経験を活かした

教育内容 
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☆空間ﾃﾞｻﾞｲﾝの基礎Ⅱ／住空間ﾃﾞｻﾞｲﾝの基礎Ⅱ 

科目分類（2025 年

～入学者） 
SD-M-211 

科目分類（～2024 年

入学者） 
140-310-12 授業コード FG0022 

科目名称 ☆空間ﾃﾞｻﾞｲﾝの基礎Ⅱ／住空間ﾃﾞｻﾞｲﾝの基礎Ⅱ 単位数 2.0 単位 

英文名称 
Basics of Space Design Ⅱ／Basics of Living space 

designⅡ 
授業区分 講義 

科目責任者 神村 真由美 必修・選択 履修ガイド参照 

担当教員 神村 真由美 開講時期 2 年 

オフィスアワー 
前期 木曜日 14:30～17:30 

後期 木曜日 14:30～17:30 
研究室 1-201 

授業概要 

デザインの現場見学について、事前の調査と情報の共有を行うことで、より深い理解を得ること。 

りんどう祭の展示において、共同作業の中で個人の役割を見いだし実践すること。 

ポートフォリオ制作などさまざまなデザインのツールやアウトプットを実践すること。 

この授業では、「大学と地域に関わり、大学生活をより豊かに」をテーマに、課題演習、フィールドワーク、グループワーク、課題プレ

ゼンテーションを行い、主体的に学ぶ方法を体得する 

到達目標 

デザインを題材に、自分の考えを表現すること、伝達すること、批評することなどができるようになること。 

共同作業を潤滑に行えること。 

パワーポイント、WEB、紙媒体などのプレゼンテーションにおける基礎的な技術を身につける。 

アクティブ・ラーニング

型授業 
有 全授業回数 15 回 メディア科目 － 

複数教員の場
合の授業形態 

 

授業 

回数 
担当者 授業の内容 

1 神村 真由美 

【第 1 回】 
予習 ：シラバスを確認しておく 

授業 ：ガイダンス、「現場見学」事前課題、りんどう祭 学類作品展示準備 
復習 ：前期課題の計画案を修正、課題作業継続 

2 神村 真由美 

【第 2 回】 
予習 ：作業継続 
授業 ：りんどう祭 学類作品展示準備 

復習 ：作業継続 

3 神村 真由美 

【第 3 回】 

予習 ：作業継続 
授業 ：りんどう祭 学類作品展示準備 
復習 ：りんどう祭 学類作品展示作業、課題作業継続 

4 神村 真由美 

【第 4 回】 
予習 ：りんどう祭 学類作品展示材料準備 

授業 ：りんどう祭 学類作品展示（グループワーク） 
復習 ：展示撤去 

5 神村 真由美 

【第 5 回】 
予習 ：事例研究    
授業 ：「インテリアパースの作成」課題説明 

復習 ：「インテリアパースの作成」課題作業 

6 神村 真由美 

【第 6 回】 

予習 ：作業継続 
授業 ：「インテリアパースの作成」課題作業 
復習 ：作業継続 

7 神村 真由美 

【第 7 回】 
予習 ：作業継続 

授業 ：「インテリアパースの作成」課題作業 
復習 ：作業継続 

8 神村 真由美 

【第 8 回】 
予習 ：作業継続 
授業 ：「インテリアパースの作成」課題作業 

復習 ：作業継続 

9 神村 真由美 

【第 9 回】 

予習 ：「現場見学」事前課題確認 
授業 ：「現場見学」実施（フィールドワーク） 
復習 ：「現場見学」事後課題作成 

10 神村 真由美 

【第 10 回】 
予習 ：過去の課題を整理して持参準備 

授業 ：「作品ポートフォリオ」課題説明・作業 
復習 ：「作品ポートフォリオ」作業 
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11 神村 真由美 

【第 11 回】 
予習 ：作業継続 

授業 ：「作品ポートフォリオ」作業 
復習 ：作業継続 

12 神村 真由美 

【第 12 回】 
予習 ：作業継続 
授業 ：「作品ポートフォリオ」作業 

復習 ：作業継続 

13 神村 真由美 

【第 13 回】 

予習 ：作業継続 
授業 ：「作品ポートフォリオ」作業 
復習 ：作業継続 

14 神村 真由美 

【第 14 回】 
予習 ：便覧の所定箇所を読んでおく 

授業 ：次年度コースおよびゼミ説明 
復習 ：コース選択調査票記入 

15 神村 真由美 

【第 15 回】 
予習 ：後期課題の見直し 
授業 ：「作品ポートフォリオ」「インテリアパースの作成」課題講評会・後期のまとめ・春期課題説明 

復習 ：春期課題作業 

授業開始前学習 住空間デザインの基礎 I で設定した夏期課題 

授業内課題のフィー

ドバックの方法 

「りんどう祭 学類作品展示準備」： 

進捗状況を提出し、分担したデザイン制作内容についてアドバイスを行う。（第 2,3 回） 

展示空間企画・実施において、共同作業の中で主体的に行動する際の適宜アドバイスを行う（第 4 回） 

 

「インテリアパースの作成」： 

進捗状況を提出し、内容についてアドバイスを行う。（第 6-8 回） 

優秀作品の紹介と選定理由など講評をフィードバックする。（第 15 回） 

 

「作品ポートフォリオ」： 

進捗状況を提出し、内容についてアドバイスを行う。（第 11-13 回） 

優秀作品の紹介と 

テキスト・教材 資料・プリント等を適宜配布する。 

参考書  

評価の基準と方法 
平常点（授業態度・提出期限厳守）、課題内容により評価する。 

平常点３０点、課題内容７０点とする。 

ディプロマポリシー 「カリキュラムマップ」 

学修指針 教養力 人間性 
コミュニケーショ

ン力 
社会性 専門力 判断力 技術力 実践力 

科目の該当  〇 〇 ◎ 〇    

関連科目 住空間デザインの基礎 I 

その他 

・現場見学の予定により、課題内容の変更、スケジュールの入れ替えがある。初回授業で授業予定を説明する。 

・正課学外授業にてショールーム、展示空間などの現場見学を授業日以外（土曜日など）に予定しているが、実施できない場
合もある。実施する際は、現地までの交通費等がかかる場合がある。 

・道具（色鉛筆、ペン、糊、はさみ、カッター、定規）、データ保存用 USB 等は各自で準備すること。 

予習・復習の 

所要時間 
講義時間 30 時間（2 時間×15 週）＋予習・復習時間 60 時間（4 時間×15 週） 

実務経験を活かした

教育内容 
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☆空間ﾃﾞｻﾞｲﾝの基礎Ⅱ／住空間ﾃﾞｻﾞｲﾝの基礎Ⅱ 

科目分類（2025 年

～入学者） 
SD-M-211 

科目分類（～2024 年

入学者） 
140-310-12 授業コード FG0023 

科目名称 ☆空間ﾃﾞｻﾞｲﾝの基礎Ⅱ／住空間ﾃﾞｻﾞｲﾝの基礎Ⅱ 単位数 2.0 単位 

英文名称 
Basics of Space Design Ⅱ／Basics of Living space 

designⅡ 
授業区分 講義 

科目責任者 三戸 美代子 必修・選択 履修ガイド参照 

担当教員 三戸 美代子 開講時期 2 年 

オフィスアワー 
前期 水曜日 09:00～12:10 

後期 水曜日 09:00～12:10 
研究室 1-211 

授業概要 

デザインの現場見学について、事前の調査と情報の共有を行うことで、より深い理解を得ること。 

りんどう祭の展示において、共同作業の中で個人の役割を見いだし実践すること。 

ポートフォリオ制作などさまざまなデザインのツールやアウトプットを実践すること。 

この授業では、「大学と地域に関わり、大学生活をより豊かに」をテーマに、課題演習、フィールドワーク、グループワーク、課題プレ

ゼンテーションを行い、主体的に学ぶ方法を体得する 

到達目標 

デザインを題材に、自分の考えを表現すること、伝達すること、批評することなどができるようになること。 

共同作業を潤滑に行えること。 

パワーポイント、WEB、紙媒体などのプレゼンテーションにおける基礎的な技術を身につける。 

アクティブ・ラーニング

型授業 
有 全授業回数 15 回 メディア科目 － 

複数教員の場
合の授業形態 

 

授業 

回数 
担当者 授業の内容 

1 三戸 美代子 

【第 1 回】 
予習 ：シラバスを確認しておく 

授業 ：ガイダンス、「現場見学」事前課題、りんどう祭 学類作品展示準備 
復習 ：前期課題の計画案を修正、課題作業継続 

2 三戸 美代子 

【第 2 回】 
予習 ：作業継続 
授業 ：りんどう祭 学類作品展示準備 

復習 ：作業継続 

3 三戸 美代子 

【第 3 回】 

予習 ：作業継続 
授業 ：りんどう祭 学類作品展示準備 
復習 ：りんどう祭 学類作品展示作業、課題作業継続 

4 三戸 美代子 

【第 4 回】 
予習 ：りんどう祭 学類作品展示材料準備 

授業 ：りんどう祭 学類作品展示（グループワーク） 
復習 ：展示撤去 

5 三戸 美代子 

【第 5 回】 
予習 ：事例研究    
授業 ：「インテリアパースの作成」課題説明 

復習 ：「インテリアパースの作成」課題作業 

6 三戸 美代子 

【第 6 回】 

予習 ：作業継続 
授業 ：「インテリアパースの作成」課題作業 
復習 ：作業継続 

7 三戸 美代子 

【第 7 回】 
予習 ：作業継続 

授業 ：「インテリアパースの作成」課題作業 
復習 ：作業継続 

8 三戸 美代子 

【第 8 回】 
予習 ：作業継続 
授業 ：「インテリアパースの作成」課題作業 

復習 ：作業継続 

9 三戸 美代子 

【第 9 回】 

予習 ：「現場見学」事前課題確認 
授業 ：「現場見学」実施（フィールドワーク） 
復習 ：「現場見学」事後課題作成 

10 三戸 美代子 

【第 10 回】 
予習 ：過去の課題を整理して持参準備 

授業 ：「作品ポートフォリオ」課題説明・作業 
復習 ：「作品ポートフォリオ」作業 
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11 三戸 美代子 

【第 11 回】 
予習 ：作業継続 

授業 ：「作品ポートフォリオ」作業 
復習 ：作業継続 

12 三戸 美代子 

【第 12 回】 
予習 ：作業継続 
授業 ：「作品ポートフォリオ」作業 

復習 ：作業継続 

13 三戸 美代子 

【第 13 回】 

予習 ：作業継続 
授業 ：「作品ポートフォリオ」作業 
復習 ：作業継続 

14 三戸 美代子 

【第 14 回】 
予習 ：便覧の所定箇所を読んでおく 

授業 ：次年度コースおよびゼミ説明 
復習 ：コース選択調査票記入 

15 三戸 美代子 

【第 15 回】 
予習 ：後期課題の見直し 
授業 ：「作品ポートフォリオ」「インテリアパースの作成」課題講評会・後期のまとめ・春期課題説明 

復習 ：春期課題作業 

授業開始前学習 住空間デザインの基礎 I で設定した夏期課題 

授業内課題のフィー

ドバックの方法 

「りんどう祭 学類作品展示準備」： 

進捗状況を提出し、分担したデザイン制作内容についてアドバイスを行う。（第 2,3 回） 

展示空間企画・実施において、共同作業の中で主体的に行動する際の適宜アドバイスを行う（第 4 回） 

 

「インテリアパースの作成」： 

進捗状況を提出し、内容についてアドバイスを行う。（第 6-8 回） 

優秀作品の紹介と選定理由など講評をフィードバックする。（第 15 回） 

 

「作品ポートフォリオ」： 

進捗状況を提出し、内容についてアドバイスを行う。（第 11-13 回） 

優秀作品の紹介と 

テキスト・教材 資料・プリント等を適宜配布する。 

参考書  

評価の基準と方法 
平常点（授業態度・提出期限厳守）、課題内容により評価する。 

平常点３０点、課題内容７０点とする。 

ディプロマポリシー 「カリキュラムマップ」 

学修指針 教養力 人間性 
コミュニケーショ

ン力 
社会性 専門力 判断力 技術力 実践力 

科目の該当  〇 〇 ◎ 〇    

関連科目 住空間デザインの基礎 I 

その他 

・現場見学の予定により、課題内容の変更、スケジュールの入れ替えがある。初回授業で授業予定を説明する。 

・正課学外授業にてショールーム、展示空間などの現場見学を授業日以外（土曜日など）に予定しているが、実施できない場
合もある。実施する際は、現地までの交通費等がかかる場合がある。 

・道具（色鉛筆、ペン、糊、はさみ、カッター、定規）、データ保存用 USB 等は各自で準備すること。 

予習・復習の 

所要時間 
講義時間 30 時間（2 時間×15 週）＋予習・復習時間 60 時間（4 時間×15 週） 

実務経験を活かした

教育内容 
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☆空間ﾃﾞｻﾞｲﾝの基礎Ⅱ／住空間ﾃﾞｻﾞｲﾝの基礎Ⅱ 

科目分類（2025 年

～入学者） 
SD-M-211 

科目分類（～2024 年

入学者） 
140-310-12 授業コード FG0024 

科目名称 ☆空間ﾃﾞｻﾞｲﾝの基礎Ⅱ／住空間ﾃﾞｻﾞｲﾝの基礎Ⅱ 単位数 2.0 単位 

英文名称 
Basics of Space Design Ⅱ／Basics of Living space 

designⅡ 
授業区分 講義 

科目責任者 橘田 洋子 必修・選択 履修ガイド参照 

担当教員 橘田 洋子 開講時期 2 年 

オフィスアワー 
前期 火曜日 16:10～17:40 木曜日 14:40～16:10 

後期 火曜日 13:00～14:30 木曜日 14:40～16:10 
研究室 1-206 

授業概要 

デザインの現場見学について、事前の調査と情報の共有を行うことで、より深い理解を得ること。 

りんどう祭の展示において、共同作業の中で個人の役割を見いだし実践すること。 

ポートフォリオ制作などさまざまなデザインのツールやアウトプットを実践すること。 

この授業では、「大学と地域に関わり、大学生活をより豊かに」をテーマに、課題演習、フィールドワーク、グループワーク、課題プレ

ゼンテーションを行い、主体的に学ぶ方法を体得する 

到達目標 

デザインを題材に、自分の考えを表現すること、伝達すること、批評することなどができるようになること。 

共同作業を潤滑に行えること。 

パワーポイント、WEB、紙媒体などのプレゼンテーションにおける基礎的な技術を身につける。 

アクティブ・ラーニング

型授業 
有 全授業回数 15 回 メディア科目 － 

複数教員の場
合の授業形態 

 

授業 

回数 
担当者 授業の内容 

1 橘田 洋子 

【第 1 回】 
予習 ：シラバスを確認しておく 

授業 ：ガイダンス、「現場見学」事前課題、りんどう祭 学類作品展示準備 
復習 ：前期課題の計画案を修正、課題作業継続 

2 橘田 洋子 

【第 2 回】 
予習 ：作業継続 
授業 ：りんどう祭 学類作品展示準備 

復習 ：作業継続 

3 橘田 洋子 

【第 3 回】 

予習 ：作業継続 
授業 ：りんどう祭 学類作品展示準備 
復習 ：りんどう祭 学類作品展示作業、課題作業継続 

4 橘田 洋子 

【第 4 回】 
予習 ：りんどう祭 学類作品展示材料準備 

授業 ：りんどう祭 学類作品展示（グループワーク） 
復習 ：展示撤去 

5 橘田 洋子 

【第 5 回】 
予習 ：事例研究    
授業 ：「インテリアパースの作成」課題説明 

復習 ：「インテリアパースの作成」課題作業 

6 橘田 洋子 

【第 6 回】 

予習 ：作業継続 
授業 ：「インテリアパースの作成」課題作業 
復習 ：作業継続 

7 橘田 洋子 

【第 7 回】 
予習 ：作業継続 

授業 ：「インテリアパースの作成」課題作業 
復習 ：作業継続 

8 橘田 洋子 

【第 8 回】 
予習 ：作業継続 
授業 ：「インテリアパースの作成」課題作業 

復習 ：作業継続 

9 橘田 洋子 

【第 9 回】 

予習 ：「現場見学」事前課題確認 
授業 ：「現場見学」実施（フィールドワーク） 
復習 ：「現場見学」事後課題作成 

10 橘田 洋子 

【第 10 回】 
予習 ：過去の課題を整理して持参準備 

授業 ：「作品ポートフォリオ」課題説明・作業 
復習 ：「作品ポートフォリオ」作業 
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11 橘田 洋子 

【第 11 回】 
予習 ：作業継続 

授業 ：「作品ポートフォリオ」作業 
復習 ：作業継続 

12 橘田 洋子 

【第 12 回】 
予習 ：作業継続 
授業 ：「作品ポートフォリオ」作業 

復習 ：作業継続 

13 橘田 洋子 

【第 13 回】 

予習 ：作業継続 
授業 ：「作品ポートフォリオ」作業 
復習 ：作業継続 

14 橘田 洋子 

【第 14 回】 
予習 ：便覧の所定箇所を読んでおく 

授業 ：次年度コースおよびゼミ説明 
復習 ：コース選択調査票記入 

15 橘田 洋子 

【第 15 回】 
予習 ：後期課題の見直し 
授業 ：「作品ポートフォリオ」「インテリアパースの作成」課題講評会・後期のまとめ・春期課題説明 

復習 ：春期課題作業 

授業開始前学習 住空間デザインの基礎 I で設定した夏期課題 

授業内課題のフィー

ドバックの方法 

「りんどう祭 学類作品展示準備」： 

進捗状況を提出し、分担したデザイン制作内容についてアドバイスを行う。（第 2,3 回） 

展示空間企画・実施において、共同作業の中で主体的に行動する際の適宜アドバイスを行う（第 4 回） 

 

「インテリアパースの作成」： 

進捗状況を提出し、内容についてアドバイスを行う。（第 6-8 回） 

優秀作品の紹介と選定理由など講評をフィードバックする。（第 15 回） 

 

「作品ポートフォリオ」： 

進捗状況を提出し、内容についてアドバイスを行う。（第 11-13 回） 

優秀作品の紹介と 

テキスト・教材 資料・プリント等を適宜配布する。 

参考書  

評価の基準と方法 
平常点（授業態度・提出期限厳守）、課題内容により評価する。 

平常点３０点、課題内容７０点とする。 

ディプロマポリシー 「カリキュラムマップ」 

学修指針 教養力 人間性 
コミュニケーショ

ン力 
社会性 専門力 判断力 技術力 実践力 

科目の該当  〇 〇 ◎ 〇    

関連科目 住空間デザインの基礎 I 

その他 

・現場見学の予定により、課題内容の変更、スケジュールの入れ替えがある。初回授業で授業予定を説明する。 

・正課学外授業にてショールーム、展示空間などの現場見学を授業日以外（土曜日など）に予定しているが、実施できない場
合もある。実施する際は、現地までの交通費等がかかる場合がある。 

・道具（色鉛筆、ペン、糊、はさみ、カッター、定規）、データ保存用 USB 等は各自で準備すること。 

予習・復習の 

所要時間 
講義時間 30 時間（2 時間×15 週）＋予習・復習時間 60 時間（4 時間×15 週） 

実務経験を活かした

教育内容 
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☆空間ﾃﾞｻﾞｲﾝの基礎Ⅱ／住空間ﾃﾞｻﾞｲﾝの基礎Ⅱ 

科目分類（2025 年

～入学者） 
SD-M-211 

科目分類（～2024 年

入学者） 
140-310-12 授業コード FG0025 

科目名称 ☆空間ﾃﾞｻﾞｲﾝの基礎Ⅱ／住空間ﾃﾞｻﾞｲﾝの基礎Ⅱ 単位数 2.0 単位 

英文名称 
Basics of Space Design Ⅱ／Basics of Living space 

designⅡ 
授業区分 講義 

科目責任者 小川 弾 必修・選択 履修ガイド参照 

担当教員 小川 弾 開講時期 2 年 

オフィスアワー 
前期 月曜日 13:00～14:30 金曜日 10:40～12:10 

後期 水曜日 13:00～14:30 金曜日 10:40～12:10 
研究室 1-210 

授業概要 

デザインの現場見学について、事前の調査と情報の共有を行うことで、より深い理解を得ること。 

りんどう祭の展示において、共同作業の中で個人の役割を見いだし実践すること。 

ポートフォリオ制作などさまざまなデザインのツールやアウトプットを実践すること。 

この授業では、「大学と地域に関わり、大学生活をより豊かに」をテーマに、課題演習、フィールドワーク、グループワーク、課題プレ

ゼンテーションを行い、主体的に学ぶ方法を体得する 

到達目標 

デザインを題材に、自分の考えを表現すること、伝達すること、批評することなどができるようになること。 

共同作業を潤滑に行えること。 

パワーポイント、WEB、紙媒体などのプレゼンテーションにおける基礎的な技術を身につける。 

アクティブ・ラーニング

型授業 
有 全授業回数 15 回 メディア科目 － 

複数教員の場
合の授業形態 

 

授業 

回数 
担当者 授業の内容 

1 小川 弾 

【第 1 回】 
予習 ：シラバスを確認しておく 

授業 ：ガイダンス、「現場見学」事前課題、りんどう祭 学類作品展示準備 
復習 ：前期課題の計画案を修正、課題作業継続 

2 小川 弾 

【第 2 回】 
予習 ：作業継続 
授業 ：りんどう祭 学類作品展示準備 

復習 ：作業継続 

3 小川 弾 

【第 3 回】 

予習 ：作業継続 
授業 ：りんどう祭 学類作品展示準備 
復習 ：りんどう祭 学類作品展示作業、課題作業継続 

4 小川 弾 

【第 4 回】 
予習 ：りんどう祭 学類作品展示材料準備 

授業 ：りんどう祭 学類作品展示（グループワーク） 
復習 ：展示撤去 

5 小川 弾 

【第 5 回】 
予習 ：事例研究    
授業 ：「インテリアパースの作成」課題説明 

復習 ：「インテリアパースの作成」課題作業 

6 小川 弾 

【第 6 回】 

予習 ：作業継続 
授業 ：「インテリアパースの作成」課題作業 
復習 ：作業継続 

7 小川 弾 

【第 7 回】 
予習 ：作業継続 

授業 ：「インテリアパースの作成」課題作業 
復習 ：作業継続 

8 小川 弾 

【第 8 回】 
予習 ：作業継続 
授業 ：「インテリアパースの作成」課題作業 

復習 ：作業継続 

9 小川 弾 

【第 9 回】 

予習 ：「現場見学」事前課題確認 
授業 ：「現場見学」実施（フィールドワーク） 
復習 ：「現場見学」事後課題作成 

10 小川 弾 

【第 10 回】 
予習 ：過去の課題を整理して持参準備 

授業 ：「作品ポートフォリオ」課題説明・作業 
復習 ：「作品ポートフォリオ」作業 
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11 小川 弾 

【第 11 回】 
予習 ：作業継続 

授業 ：「作品ポートフォリオ」作業 
復習 ：作業継続 

12 小川 弾 

【第 12 回】 
予習 ：作業継続 
授業 ：「作品ポートフォリオ」作業 

復習 ：作業継続 

13 小川 弾 

【第 13 回】 

予習 ：作業継続 
授業 ：「作品ポートフォリオ」作業 
復習 ：作業継続 

14 小川 弾 

【第 14 回】 
予習 ：便覧の所定箇所を読んでおく 

授業 ：次年度コースおよびゼミ説明 
復習 ：コース選択調査票記入 

15 小川 弾 

【第 15 回】 
予習 ：後期課題の見直し 
授業 ：「作品ポートフォリオ」「インテリアパースの作成」課題講評会・後期のまとめ・春期課題説明 

復習 ：春期課題作業 

授業開始前学習 住空間デザインの基礎 I で設定した夏期課題 

授業内課題のフィー

ドバックの方法 

「りんどう祭 学類作品展示準備」： 

進捗状況を提出し、分担したデザイン制作内容についてアドバイスを行う。（第 2,3 回） 

展示空間企画・実施において、共同作業の中で主体的に行動する際の適宜アドバイスを行う（第 4 回） 

 

「インテリアパースの作成」： 

進捗状況を提出し、内容についてアドバイスを行う。（第 6-8 回） 

優秀作品の紹介と選定理由など講評をフィードバックする。（第 15 回） 

 

「作品ポートフォリオ」： 

進捗状況を提出し、内容についてアドバイスを行う。（第 11-13 回） 

優秀作品の紹介と 

テキスト・教材 資料・プリント等を適宜配布する。 

参考書  

評価の基準と方法 
平常点（授業態度・提出期限厳守）、課題内容により評価する。 

平常点３０点、課題内容７０点とする。 

ディプロマポリシー 「カリキュラムマップ」 

学修指針 教養力 人間性 
コミュニケーショ

ン力 
社会性 専門力 判断力 技術力 実践力 

科目の該当  〇 〇 ◎ 〇    

関連科目 住空間デザインの基礎 I 

その他 

・現場見学の予定により、課題内容の変更、スケジュールの入れ替えがある。初回授業で授業予定を説明する。 

・正課学外授業にてショールーム、展示空間などの現場見学を授業日以外（土曜日など）に予定しているが、実施できない場
合もある。実施する際は、現地までの交通費等がかかる場合がある。 

・道具（色鉛筆、ペン、糊、はさみ、カッター、定規）、データ保存用 USB 等は各自で準備すること。 

予習・復習の 

所要時間 
講義時間 30 時間（2 時間×15 週）＋予習・復習時間 60 時間（4 時間×15 週） 

実務経験を活かした

教育内容 
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平面と立体表現の基礎 

科目分類（2025 年

～入学者） 
SD-M-111 

科目分類（～2024 年

入学者） 
140-311-11 授業コード FG0031 

科目名称 平面と立体表現の基礎 単位数 2.0 単位 

英文名称 Plane and 3-Dimensional Expression Basics 授業区分 講義 

科目責任者 鈴木 利彦 必修・選択 履修ガイド参照 

担当教員 鈴木(利)・高橋(怜) 開講時期 1 年 

オフィスアワー - 研究室 - 

授業概要 
基本的な立体の構成を通して三次元としての建築空間の基礎を学び、同時にそれを二次元に表現する技法を学ぶ。課題を通

じて空間構成や三次元的空間認識力を高め三次元的思考を養う。 

到達目標 

三次元としての建築空間の基礎を理解し、同時にそれを二次元に表現する技法を習得する。 

空間構成や三次元的空間認識力を高め三次元的思考を身につける。  

材料や道具の基本的な使用方法を習得する。 

アクティブ・ラーニング

型授業 
有 全授業回数 15 回 メディア科目 － 

複数教員の場

合の授業形態 
共同 

授業 
回数 

担当者 授業の内容 

1 
鈴木 利彦 
高橋 怜奈 

【第 1 回】 

予習 ：シラバス参照 

授業 ：ガイダンス及びカッターその他道具の使い方の説明 

復習 ：道具の使い方練習 

2 
鈴木 利彦 
高橋 怜奈 

【第 2 回】 

予習 ：立方体の作成 

授業 ： スチレンボードによる立方体の製作の指導 

復習 ：提出課題の自習 

3 
鈴木 利彦 

高橋 怜奈 

【第 3 回】 

予習 ：事例検索 

授業 ： 課題Ⅰ（大小複数の立方体による連続する建築空間の構成 

復習 ：提出課題の自習 

4 
鈴木 利彦 
高橋 怜奈 

【第 4 回】 

予習 ：提出課題の自習 

授業 ：課題Ⅰ エスキース 

復習 ：提出課題の自習 

5 
鈴木 利彦 
高橋 怜奈 

【第 5 回】 

予習 ：提出課題の自習 

授業 ：課題Ⅰ エスキース 

復習 ：提出課題の自習 

6 
鈴木 利彦 

高橋 怜奈 

【第 6 回】 

予習 ：発表準備 

授業 ： 課題Ⅰ講評及び課題Ⅱ説明(基本ユニットによる三次元構造体の作成)（プレゼンテーション） 

復習 ：課題内容の確認 

7 
鈴木 利彦 
高橋 怜奈 

【第 7 回】 

予習 ：提出課題の自習 

授業 ：課題Ⅱ エスキース 

復習 ：提出課題の自習 

8 
鈴木 利彦 
高橋 怜奈 

【第 8 回】 

予習 ：提出課題の自習 

授業 ：課題Ⅱ エスキース 

復習 ：提出課題の自習 

9 
鈴木 利彦 

高橋 怜奈 

【第 9 回】 

予習 ：提出課題の自習 

授業 ：課題Ⅱ エスキース 

復習 ：提出課題の自習 

10 
鈴木 利彦 
高橋 怜奈 

【第 10 回】 

予習 ：発表準備 

授業 ：課題Ⅱ講評及び課題Ⅲ説明（上記２課題の平面表現）（プレゼンテーション） 

復習 ：課題内容の確認 
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11 
鈴木 利彦 

高橋 怜奈 

【第 11 回】 

予習 ：提出課題の自習 

授業 ：課題Ⅲエスキース 

復習 ：提出課題の自習 

12 
鈴木 利彦 
高橋 怜奈 

【第 12 回】 

予習 ：提出課題の自習 

授業 ：課題Ⅲエスキース 

復習 ：提出課題の自習 

13 
鈴木 利彦 
高橋 怜奈 

【第 13 回】 

予習 ：提出課題の自習 

授業 ：課題Ⅲエスキース 

復習 ：提出課題の自習 

14 
鈴木 利彦 

高橋 怜奈 

【第 14 回】 

予習 ：提出課題の自習 

授業 ：課題Ⅲエスキース 

復習 ：提出課題の自習 

15 
鈴木 利彦 
高橋 怜奈 

【第 15 回】 

予習 ：発表準備 

授業 ：講評会及びまとめ（プレゼンテーション） 

復習 ：授業プロセスの振り返り 

授業開始前学習 出来るだけ多くの建築雑誌、展覧会、建築等を見る事 

授業内課題のフィー

ドバックの方法 
各課題終了時に講評会を行い、個別の質問に対応する。 

テキスト・教材 特になし 

参考書 適宜紹介する 

評価の基準と方法 
課題、授業に対する取り組み（エスキース）等を総合して評価する。配点（100 点満点に於ける）は、課題評価 40 点・エス

キース 20 点・授業に対する取り組み 40 点とする。 

ディプロマポリシー 「カリキュラムマップ」 

学修指針 教養力 人間性 
コミュニケーショ

ン力 
社会性 専門力 判断力 技術力 実践力 

科目の該当   ○  ◎  △  

関連科目 建築・インテリアデザイン入門、プロダクトデザイン入門 

その他 模型材料費若干必要な場合もある（費用は個人の材料選択による） 

予習・復習の 

所要時間 
講義時間 30 時間（2 時間×15 週）＋予習・復習時間 60 時間（4 時間×15 週） 

実務経験を活かした

教育内容 
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平面と立体表現の基礎 

科目分類（2025 年

～入学者） 
SD-M-111 

科目分類（～2024 年

入学者） 
140-311-11 授業コード FG0032 

科目名称 平面と立体表現の基礎 単位数 2.0 単位 

英文名称 Plane and 3-Dimensional Expression Basics 授業区分 講義 

科目責任者 堀邉 阿伊子 必修・選択 履修ガイド参照 

担当教員 堀邉･中澤 開講時期 1 年 

オフィスアワー - 研究室 - 

授業概要 
基本的な立体の構成を通して三次元としての建築空間の基礎を学び、同時にそれを二次元に表現する技法を学ぶ。課題を通

じて空間構成や三次元的空間認識力を高め三次元的思考を養う。 

到達目標 

三次元としての建築空間の基礎を理解し、同時にそれを二次元に表現する技法を習得する。 

空間構成や三次元的空間認識力を高め三次元的思考を身につける。  

材料や道具の基本的な使用方法を習得する。 

アクティブ・ラーニング

型授業 
有 全授業回数 15 回 メディア科目 － 

複数教員の場

合の授業形態 
共同 

授業 
回数 

担当者 授業の内容 

1 
堀邉 阿伊子 
中澤 美奈 

【第 1 回】 

予習 ：シラバス参照 

授業 ：ガイダンス及びカッターその他道具の使い方の説明 

復習 ：道具の使い方練習 

2 
堀邉 阿伊子 
中澤 美奈 

【第 2 回】 

予習 ：立方体の作成 

授業 ： スチレンボードによる立方体の製作の指導 

復習 ：提出課題の自習 

3 
堀邉 阿伊子 

中澤 美奈 

【第 3 回】 

予習 ：事例検索 

授業 ： 課題Ⅰ（大小複数の立方体による連続する建築空間の構成 

復習 ：提出課題の自習 

4 
堀邉 阿伊子 
中澤 美奈 

【第 4 回】 

予習 ：提出課題の自習 

授業 ：課題Ⅰ エスキース 

復習 ：提出課題の自習 

5 
堀邉 阿伊子 
中澤 美奈 

【第 5 回】 

予習 ：提出課題の自習 

授業 ：課題Ⅰ エスキース 

復習 ：提出課題の自習 

6 
堀邉 阿伊子 

中澤 美奈 

【第 6 回】 

予習 ：発表準備 

授業 ： 課題Ⅰ講評及び課題Ⅱ説明(基本ユニットによる三次元構造体の作成)（プレゼンテーション） 

復習 ：課題内容の確認 

7 
堀邉 阿伊子 
中澤 美奈 

【第 7 回】 

予習 ：提出課題の自習 

授業 ：課題Ⅱ エスキース 

復習 ：提出課題の自習 

8 
堀邉 阿伊子 
中澤 美奈 

【第 8 回】 

予習 ：提出課題の自習 

授業 ：課題Ⅱ エスキース 

復習 ：提出課題の自習 

9 
堀邉 阿伊子 

中澤 美奈 

【第 9 回】 

予習 ：提出課題の自習 

授業 ：課題Ⅱ エスキース 

復習 ：提出課題の自習 

10 
堀邉 阿伊子 
中澤 美奈 

【第 10 回】 

予習 ：発表準備 

授業 ：課題Ⅱ講評及び課題Ⅲ説明（上記２課題の平面表現）（プレゼンテーション） 

復習 ：課題内容の確認 
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11 
堀邉 阿伊子 

中澤 美奈 

【第 11 回】 

予習 ：提出課題の自習 

授業 ：課題Ⅲエスキース 

復習 ：提出課題の自習 

12 
堀邉 阿伊子 
中澤 美奈 

【第 12 回】 

予習 ：提出課題の自習 

授業 ：課題Ⅲエスキース 

復習 ：提出課題の自習 

13 
堀邉 阿伊子 
中澤 美奈 

【第 13 回】 

予習 ：提出課題の自習 

授業 ：課題Ⅲエスキース 

復習 ：提出課題の自習 

14 
堀邉 阿伊子 

中澤 美奈 

【第 14 回】 

予習 ：提出課題の自習 

授業 ：課題Ⅲエスキース 

復習 ：提出課題の自習 

15 
堀邉 阿伊子 
中澤 美奈 

【第 15 回】 

予習 ：発表準備 

授業 ：講評会及びまとめ（プレゼンテーション） 

復習 ：授業プロセスの振り返り 

授業開始前学習 出来るだけ多くの建築雑誌、展覧会、建築等を見る事 

授業内課題のフィー

ドバックの方法 
各課題終了時に講評会を行い、個別の質問に対応する。 

テキスト・教材 特になし 

参考書 適宜紹介する 

評価の基準と方法 
課題、授業に対する取り組み（エスキース）等を総合して評価する。配点（100 点満点に於ける）は、課題評価 40 点・エス

キース 20 点・授業に対する取り組み 40 点とする。 

ディプロマポリシー 「カリキュラムマップ」 

学修指針 教養力 人間性 
コミュニケーショ

ン力 
社会性 専門力 判断力 技術力 実践力 

科目の該当   ○  ◎  △  

関連科目 建築・インテリアデザイン入門、プロダクトデザイン入門 

その他 模型材料費若干必要な場合もある（費用は個人の材料選択による） 

予習・復習の 

所要時間 
講義時間 30 時間（2 時間×15 週）＋予習・復習時間 60 時間（4 時間×15 週） 

実務経験を活かした

教育内容 
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製図の基礎 

科目分類（2025 年

～入学者） 
SD-M-111 

科目分類（～2024 年

入学者） 
140-311-11 授業コード FG0041 

科目名称 製図の基礎 単位数 2.0 単位 

英文名称 Drafting Basics 授業区分 講義 

科目責任者 渡辺 賢 必修・選択 履修ガイド参照 

担当教員 渡辺･立川 開講時期 1 年 

オフィスアワー - 研究室 - 

授業概要 

図面による建築空間の理解と図面表現の基礎的技術を学ぶ。企画・計画・設計・施工の一連の設計活動において、図面は最

も重要な表現手段の１つであり、伝達手段である。建築図面の読み方を学び、図面から空間を正確に把握できるようにする。ま
た、建築図面のトレース作業を通して、正確な図面表現技術の基礎を習得する。また、授業では個人演習やディスカッションを
通して学びを深める。 

到達目標 
設計やデザイン課題で必要となる図面表現の基礎的技術を習得すること。図面が示す空間を正しく理解し、また図面の種類に

応じて空間を正確に図面化する手法を身に付けること。 

アクティブ・ラーニング

型授業 
有 全授業回数 15 回 メディア科目 － 

複数教員の場
合の授業形態 

共同 

授業 

回数 
担当者 授業の内容 

1 
渡辺 賢 

立川 静香 

【第 1 回】 

予習 ：テキスト p.04-05、p.15 の精読 

授業 ：ガイダンス 

復習 ：製図の基本、製図用具の基本の復習 

2 
渡辺 賢 

立川 静香 

【第 2 回】 

予習 ： テキスト p.06-13 の精読 

授業 ：製図の用具、線の練習 p.06-13（個人演習・ディスカッション） 

復習 ： 製図の用具、線の練習の復習 

3 
渡辺 賢 

立川 静香 

【第 3 回】 

予習 ： テキスト p.18-23 の精読 

授業 ：木造   平面図 通り芯・柱 p.18-23（個人演習・ディスカッション） 

復習 ： 木造   平面図 通り芯・柱 までの製図仕上 

4 
渡辺 賢 

立川 静香 

【第 4 回】 

予習 ： テキスト p.18-23 の精読 

授業 ：木造   平面図 柱・壁 p.18-23（個人演習・ディスカッション） 

復習 ：木造   平面図 柱・壁までの製図仕上 

5 
渡辺 賢 

立川 静香 

【第 5 回】 

予習 ： テキスト p.18-23 の精読 

授業 ： 木造   平面図 建具・家具 p.18-23（個人演習・ディスカッション） 

復習 ： 木造   平面図 建具・家具までの製図仕上 

6 
渡辺 賢 

立川 静香 

【第 6 回】 

予習 ： テキスト p.18-23 の精読 

授業 ： 木造   平面図 家具・設備機器 p.18-23（個人演習・ディスカッション）  

復習 ： 木造   平面図 家具・設備機器までの製図仕上 

7 
渡辺 賢 

立川 静香 

【第 7 回】 

予習 ：テキスト p.18-23 の精読 

授業 ：木造   平面図 寸法・仕上げ p.18-23（個人演習・ディスカッション） 

復習 ：木造   平面図 寸法・仕上げまでの製図仕上 

8 
渡辺 賢 

立川 静香 

【第 8 回】 

予習 ： テキスト p.24-27 の精読 

授業 ：木造    断面図 p.24-27（個人演習・ディスカッション） 

復習 ：木造  断面図の仕上げ 

9 
渡辺 賢 

立川 静香 

【第 9 回】 

予習 ： テキスト p.24-27 の精読 

授業 ：木造   断面図 p.24-27（個人演習・ディスカッション） 

復習 ：木造   断面図の完成 

10 
渡辺 賢 

立川 静香 

【第 10 回】 

予習 ： テキスト p.28-31 の精読 

授業 ：木造   立面図 p.28-31（個人演習・ディスカッション） 

復習 ：木造   立面図の完成 
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11 
渡辺 賢 

立川 静香 

【第 11 回】 

予習 ： テキスト p.68-73 の精読 

授業 ：RC 造  平面図 p.68-73（個人演習・ディスカッション） 

復習 ：RC 造  平面図 

12 
渡辺 賢 

立川 静香 

【第 12 回】 

予習 ：テキスト p.68-73 の精読 

授業 ：RC 造  平面図 p.68-73（個人演習・ディスカッション） 

復習 ：RC 造  平面図 

13 
渡辺 賢 

立川 静香 

【第 13 回】 

予習 ：テキスト p.68-73 の精読 

授業 ：RC 造   平面図 p.68-73（個人演習・ディスカッション） 

復習 ： RC 造   平面図の完成 

14 
渡辺 賢 

立川 静香 

【第 14 回】 

予習 ：テキスト p.74-77 の精読 

授業 ：RC 造   断面図 p.74-77（個人演習・ディスカッション） 

復習 ：RC 造   断面図の完成 

15 
渡辺 賢 

立川 静香 

【第 15 回】 

予習 ：テキスト p.74-77 の精読 

授業 ：RC 造  立面図 p.74-77（個人演習・ディスカッション） 

復習 ：RC 造  立面図の完成 

授業開始前学習  

授業内課題のフィー

ドバックの方法 
授業前後および授業中に毎回個別エスキスを実施する。 

テキスト・教材 「新しい建築の製図」 学芸出版社 

参考書  

評価の基準と方法 

授業態度と課題の総合点で評価する。 

授業態度 20％ 課題合計点 80％の配分とする。 

出席回数が授業回数の 3 分の 2 未満の場合は単位取得できない。 

ディプロマポリシー 「カリキュラムマップ」 

学修指針 教養力 人間性 
コミュニケーショ

ン力 
社会性 専門力 判断力 技術力 実践力 

科目の該当     ◎  △  

関連科目  

その他 
シャープペンシル・定規等の製図用具一式を毎回持参すること。 

原則、製図用紙は課題ごとに配布する。 

予習・復習の 

所要時間 
講義時間 30 時間（2 時間×15 週）＋予習・復習時間 60 時間（4 時間×15 週） 

実務経験を活かした

教育内容 
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製図の基礎 

科目分類（2025 年

～入学者） 
SD-M-111 

科目分類（～2024 年

入学者） 
140-311-11 授業コード FG0042 

科目名称 製図の基礎 単位数 2.0 単位 

英文名称 Drafting Basics 授業区分 講義 

科目責任者 松元 良枝 必修・選択 履修ガイド参照 

担当教員 松元･小鹿 開講時期 1 年 

オフィスアワー - 研究室 - 

授業概要 

図面による建築空間の理解と図面表現の基礎的技術を学ぶ。企画・計画・設計・施工の一連の設計活動において、図面は最

も重要な表現手段の１つであり、伝達手段である。建築図面の読み方を学び、図面から空間を正確に把握できるようにする。ま
た、建築図面のトレース作業を通して、正確な図面表現技術の基礎を習得する。また、授業では個人演習やディスカッションを
通して学びを深める。 

到達目標 
設計やデザイン課題で必要となる図面表現の基礎的技術を習得すること。図面が示す空間を正しく理解し、また図面の種類に

応じて空間を正確に図面化する手法を身に付けること。 

アクティブ・ラーニング

型授業 
有 全授業回数 15 回 メディア科目 － 

複数教員の場
合の授業形態 

共同 

授業 

回数 
担当者 授業の内容 

1 
松元 良枝 

小鹿 智代 

【第 1 回】 

予習 ：テキスト p.04-05、p.15 の精読 

授業 ：ガイダンス 

復習 ：製図の基本、製図用具の基本の復習 

2 
松元 良枝 
小鹿 智代 

【第 2 回】 

予習 ： テキスト p.06-13 の精読 

授業 ：製図の用具、線の練習 p.06-13（個人演習・ディスカッション） 

復習 ： 製図の用具、線の練習の復習 

3 
松元 良枝 
小鹿 智代 

【第 3 回】 

予習 ： テキスト p.18-23 の精読 

授業 ：木造   平面図 通り芯・柱 p.18-23（個人演習・ディスカッション） 

復習 ： 木造   平面図 通り芯・柱 までの製図仕上 

4 
松元 良枝 

小鹿 智代 

【第 4 回】 

予習 ： テキスト p.18-23 の精読 

授業 ：木造   平面図 柱・壁 p.18-23（個人演習・ディスカッション） 

復習 ：木造   平面図 柱・壁までの製図仕上 

5 
松元 良枝 
小鹿 智代 

【第 5 回】 

予習 ： テキスト p.18-23 の精読 

授業 ： 木造   平面図 建具・家具 p.18-23（個人演習・ディスカッション） 

復習 ： 木造   平面図 建具・家具までの製図仕上 

6 
松元 良枝 
小鹿 智代 

【第 6 回】 

予習 ： テキスト p.18-23 の精読 

授業 ： 木造   平面図 家具・設備機器 p.18-23（個人演習・ディスカッション）  

復習 ： 木造   平面図 家具・設備機器までの製図仕上 

7 
松元 良枝 

小鹿 智代 

【第 7 回】 

予習 ：テキスト p.18-23 の精読 

授業 ：木造   平面図 寸法・仕上げ p.18-23（個人演習・ディスカッション） 

復習 ：木造   平面図 寸法・仕上げまでの製図仕上 

8 
松元 良枝 
小鹿 智代 

【第 8 回】 

予習 ： テキスト p.24-27 の精読 

授業 ：木造    断面図 p.24-27（個人演習・ディスカッション） 

復習 ：木造  断面図の仕上げ 

9 
松元 良枝 
小鹿 智代 

【第 9 回】 

予習 ： テキスト p.24-27 の精読 

授業 ：木造   断面図 p.24-27（個人演習・ディスカッション） 

復習 ：木造   断面図の完成 

10 
松元 良枝 

小鹿 智代 

【第 10 回】 

予習 ： テキスト p.28-31 の精読 

授業 ：木造   立面図 p.28-31（個人演習・ディスカッション） 

復習 ：木造   立面図の完成 
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11 
松元 良枝 

小鹿 智代 

【第 11 回】 

予習 ： テキスト p.68-73 の精読 

授業 ：RC 造  平面図 p.68-73（個人演習・ディスカッション） 

復習 ：RC 造  平面図 

12 
松元 良枝 
小鹿 智代 

【第 12 回】 

予習 ：テキスト p.68-73 の精読 

授業 ：RC 造  平面図 p.68-73（個人演習・ディスカッション） 

復習 ：RC 造  平面図 

13 
松元 良枝 
小鹿 智代 

【第 13 回】 

予習 ：テキスト p.68-73 の精読 

授業 ：RC 造   平面図 p.68-73（個人演習・ディスカッション） 

復習 ： RC 造   平面図の完成 

14 
松元 良枝 

小鹿 智代 

【第 14 回】 

予習 ：テキスト p.74-77 の精読 

授業 ：RC 造   断面図 p.74-77（個人演習・ディスカッション） 

復習 ：RC 造   断面図の完成 

15 
松元 良枝 
小鹿 智代 

【第 15 回】 

予習 ：テキスト p.74-77 の精読 

授業 ：RC 造  立面図 p.74-77（個人演習・ディスカッション） 

復習 ：RC 造  立面図の完成 

授業開始前学習  

授業内課題のフィー

ドバックの方法 
授業前後および授業中に毎回個別エスキスを実施する。 

テキスト・教材 「新しい建築の製図」 学芸出版社 

参考書  

評価の基準と方法 

授業態度と課題の総合点で評価する。 

授業態度 20％ 課題合計点 80％の配分とする。 

出席回数が授業回数の 3 分の 2 未満の場合は単位取得できない。 

ディプロマポリシー 「カリキュラムマップ」 

学修指針 教養力 人間性 
コミュニケーショ

ン力 
社会性 専門力 判断力 技術力 実践力 

科目の該当     ◎  △  

関連科目  

その他 
シャープペンシル・定規等の製図用具一式を毎回持参すること。 

原則、製図用紙は課題ごとに配布する。 

予習・復習の 

所要時間 
講義時間 30 時間（2 時間×15 週）＋予習・復習時間 60 時間（4 時間×15 週） 

実務経験を活かした

教育内容 
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図学と透視画の基礎 

科目分類（2025 年

～入学者） 
SD-M-111（Ｊ） 

科目分類（～2024 年

入学者） 

140-311-11

（Ｊ） 
授業コード FG0051 

科目名称 図学と透視画の基礎 単位数 2.0 単位 

英文名称 Descriptive Geometry and Perspective Drawing Basics 授業区分 講義 

科目責任者 ●未定 必修・選択 履修ガイド参照 

担当教員 ●･小鹿 開講時期 1 年 

オフィスアワー - 研究室 - 

授業概要 

空間や立体を正しく図面に表現する方法を、図法幾何学に沿って学ぶ。特に、建築・インテリア・造形に必要な透視図法(パース

図法)による内観・外観の空間表現を中心に進める。またデザインの検証やプレゼンテーションに使用する、パース図の着色表現
技術を習得する。授業では演習課題による実習と講評を行う。 

到達目標 
設計やデザイン課題で必要となる立体表現の基礎的技術を習得すること。図面が示す空間や立体を正しく理解し、また空間や

立体を正確に図面化する手法を身に付け、相応しい表現方法を選択できること。 

アクティブ・ラーニング

型授業 
有 全授業回数 15 回 メディア科目 － 

複数教員の場

合の授業形態 
共同 

授業 
回数 

担当者 授業の内容 

1 
● 

小鹿 

【第 1 回】 
予習 ：「パース」「透視画」という言葉を調べておく 
授業 ：ガイダンス p002-009 

復習 ：必要製図用具を確認し、用意する 

2 
● 

小鹿 

【第 2 回】 

予習 ：製図用具の確認と持参 
授業 ：基礎平面図形(1)（演習課題） 
復習 ：3 次元を表す 2 次元図面名を覚える 

3 
● 

小鹿 

【第 3 回】 
予習 ：先回に書いた図面を確認、持参  

授業 ：基礎平面図形(2)（演習課題） 
復習 ：基礎平面図形配布資料と作成した図を確認 

4 
● 

小鹿 

【第 4 回】 
予習 ：正投影図(1) 事前配布資料を予習 
授業 ：正投影図(1) （演習課題） p024-025, p052-053 

復習 ：正投影図(1) 配布資料と作成した図を確認 

5 
● 

小鹿 

【第 5 回】 

予習 ：正投影図(2) 事前配布資料を予習  
授業 ：正投影図(2) （演習課題） p024-025, p052-053 
復習 ：正投影図(2) 配布資料と作成した図を確認 

6 
● 

小鹿 

【第 6 回】 
予習 ：内観パース(1) 事前配布資料を予習  

授業 ：内観パース(1) 住宅（グリッド法 a）（演習課題） p052-069 
復習 ：内観パース(1)配布資料と作成した図を確認 

7 
● 

小鹿 

【第 7 回】 
予習 ：内観パース(1)配布資料と作成した図の状況を確認  
授業 ：内観パース(2) 住宅（グリッド法 a）着彩（演習課題） p052-069 

復習 ：内観パース(2)配布資料と作成した図を確認 

8 
● 

小鹿 

【第 8 回】 

予習 ：内観パース（3）用の事前配布資料を確認、予習   
授業 ：内観パース(3) 住宅（グリッド法 b）（演習課題） p052-069 
復習 ：内観パース(3)配布資料と作成した図を確認 

9 
● 

小鹿 

【第 9 回】 
予習 ：内観パース(3)で作成した図の進行状況を確認 し着彩用具準備  

授業 ：内観パース(4) 住宅（グリッド法 b）着彩（演習課題） p052-069 
復習 ：内観パース(4)配布資料と作成した図を確認 

10 
● 

小鹿 

【第 10 回】 
予習 ：内観パース（5）用の事前配布資料を確認、予習  
授業 ：内観パース(5) 住宅 （足線法）（演習課題） p052-069 

復習 ：内観パース(5)配布資料と作成した図を確認 

11 
● 

小鹿 

【第 11 回】 

予習 ：内観パース(5)で作成した図の進行状況を確認 
授業 ：内観パース(6) 住宅 （足線法）（演習課題） p052-069 
復習 ：内観パース(6)配布資料と作成した図を確認 
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12 
● 

小鹿 

【第 12 回】 
予習 ：事前配布資料を確認、予習 

授業 ：外観パース(1) 商業施設（D 点法）（演習課題） 
復習 ：外観パース(1)配布資料と作成した図を確認 

13 
● 

小鹿 

【第 13 回】 
予習 ：外観パース(1)で作成した図の状況を確認 し着彩用具準備 
授業 ：外観パース(2) 商業施設（D 点法）（演習課題） 

復習 ：外観パース(2)配布資料と作成した図を確認 

14 
● 

小鹿 

【第 14 回】 

予習 ：外観パース(2)で作成した図の状況を確認   
授業 ：外観パース(3) 商業施設（D 点法）着彩（演習課題） 
復習 ：外観パース(3)配布資料と作成した図を確認 

15 
● 

小鹿 

【第 15 回】 
予習 ：ここまでの各自の提出物状況を確認 

授業 ：講評 
復習 ：作成してきた図をすべて確認 

授業開始前学習 製図の基礎 の学習内容を確認しておくと理解しやすい 

授業内課題のフィー

ドバックの方法 
各課題の実施後に講評を行う。 

テキスト・教材 
村口峡子他著『新しいインテリアデザインの実技』（市ヶ谷出版社） 

その他、適宜必要資料を配布 

参考書  

評価の基準と方法 積極的な取り組み等の受講態度 4 割、提出作品 6 割の総合的な判断に基づき評価する。 

ディプロマポリシー 「カリキュラムマップ」 

学修指針 教養力 人間性 
コミュニケーショ

ン力 
社会性 専門力 判断力 技術力 実践力 

科目の該当     ◎  △  

関連科目 製図の基礎 

その他 製図用具一式、着色画材等を持参すること。 

予習・復習の 

所要時間 
講義時間 30 時間（2 時間×15 週）＋予習・復習時間 60 時間（4 時間×15 週） 

実務経験を活かした

教育内容 
本科目は建築士として設計業務の実務経験を有する担当教員が指導する。 
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図学と透視画の基礎 

科目分類（2025 年

～入学者） 
SD-M-111（Ｊ） 

科目分類（～2024 年

入学者） 

140-311-11

（Ｊ） 
授業コード FG0052 

科目名称 図学と透視画の基礎 単位数 2.0 単位 

英文名称 Descriptive Geometry and Perspective Drawing Basics 授業区分 講義 

科目責任者 堀邉 阿伊子 必修・選択 履修ガイド参照 

担当教員 堀邉･立川 開講時期 1 年 

オフィスアワー - 研究室 - 

授業概要 

空間や立体を正しく図面に表現する方法を、図法幾何学に沿って学ぶ。特に、建築・インテリア・造形に必要な透視図法(パース

図法)による内観・外観の空間表現を中心に進める。またデザインの検証やプレゼンテーションに使用する、パース図の着色表現
技術を習得する。授業では演習課題による実習と講評を行う。 

到達目標 
設計やデザイン課題で必要となる立体表現の基礎的技術を習得すること。図面が示す空間や立体を正しく理解し、また空間や

立体を正確に図面化する手法を身に付け、相応しい表現方法を選択できること。 

アクティブ・ラーニング

型授業 
有 全授業回数 15 回 メディア科目 － 

複数教員の場

合の授業形態 
共同 

授業 
回数 

担当者 授業の内容 

1 
堀邉 阿伊子 
立川 静香 

【第 1 回】 
予習 ：「パース」「透視画」という言葉を調べておく 
授業 ：ガイダンス p002-009 

復習 ：必要製図用具を確認し、用意する 

2 
堀邉 阿伊子 
立川 静香 

【第 2 回】 

予習 ：製図用具の確認と持参 
授業 ：基礎平面図形(1)（演習課題） 
復習 ：3 次元を表す 2 次元図面名を覚える 

3 
堀邉 阿伊子 

立川 静香 

【第 3 回】 
予習 ：先回に書いた図面を確認、持参  

授業 ：基礎平面図形(2)（演習課題） 
復習 ：基礎平面図形配布資料と作成した図を確認 

4 
堀邉 阿伊子 
立川 静香 

【第 4 回】 
予習 ：正投影図(1) 事前配布資料を予習 
授業 ：正投影図(1) （演習課題） p024-025, p052-053 

復習 ：正投影図(1) 配布資料と作成した図を確認 

5 
堀邉 阿伊子 
立川 静香 

【第 5 回】 

予習 ：正投影図(2) 事前配布資料を予習  
授業 ：正投影図(2) （演習課題） p024-025, p052-053 
復習 ：正投影図(2) 配布資料と作成した図を確認 

6 
堀邉 阿伊子 

立川 静香 

【第 6 回】 
予習 ：内観パース(1) 事前配布資料を予習  

授業 ：内観パース(1) 住宅（グリッド法 a）（演習課題） p052-069 
復習 ：内観パース(1)配布資料と作成した図を確認 

7 
堀邉 阿伊子 
立川 静香 

【第 7 回】 
予習 ：内観パース(1)配布資料と作成した図の状況を確認  
授業 ：内観パース(2) 住宅（グリッド法 a）着彩（演習課題） p052-069 

復習 ：内観パース(2)配布資料と作成した図を確認 

8 
堀邉 阿伊子 
立川 静香 

【第 8 回】 

予習 ：内観パース（3）用の事前配布資料を確認、予習   
授業 ：内観パース(3) 住宅（グリッド法 b）（演習課題） p052-069 
復習 ：内観パース(3)配布資料と作成した図を確認 

9 
堀邉 阿伊子 

立川 静香 

【第 9 回】 
予習 ：内観パース(3)で作成した図の進行状況を確認 し着彩用具準備  

授業 ：内観パース(4) 住宅（グリッド法 b）着彩（演習課題） p052-069 
復習 ：内観パース(4)配布資料と作成した図を確認 

10 
堀邉 阿伊子 
立川 静香 

【第 10 回】 
予習 ：内観パース（5）用の事前配布資料を確認、予習  
授業 ：内観パース(5) 住宅 （足線法）（演習課題） p052-069 

復習 ：内観パース(5)配布資料と作成した図を確認 

11 
堀邉 阿伊子 
立川 静香 

【第 11 回】 

予習 ：内観パース(5)で作成した図の進行状況を確認 
授業 ：内観パース(6) 住宅 （足線法）（演習課題） p052-069 
復習 ：内観パース(6)配布資料と作成した図を確認 
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12 
堀邉 阿伊子 

立川 静香 

【第 12 回】 
予習 ：事前配布資料を確認、予習 

授業 ：外観パース(1) 商業施設（D 点法）（演習課題） 
復習 ：外観パース(1)配布資料と作成した図を確認 

13 
堀邉 阿伊子 
立川 静香 

【第 13 回】 
予習 ：外観パース(1)で作成した図の状況を確認 し着彩用具準備 
授業 ：外観パース(2) 商業施設（D 点法）（演習課題） 

復習 ：外観パース(2)配布資料と作成した図を確認 

14 
堀邉 阿伊子 
立川 静香 

【第 14 回】 

予習 ：外観パース(2)で作成した図の状況を確認   
授業 ：外観パース(3) 商業施設（D 点法）着彩（演習課題） 
復習 ：外観パース(3)配布資料と作成した図を確認 

15 
堀邉 阿伊子 

立川 静香 

【第 15 回】 
予習 ：ここまでの各自の提出物状況を確認 

授業 ：講評 
復習 ：作成してきた図をすべて確認 

授業開始前学習 製図の基礎 の学習内容を確認しておくと理解しやすい 

授業内課題のフィー

ドバックの方法 
各課題の実施後に講評を行う。 

テキスト・教材 
村口峡子他著『新しいインテリアデザインの実技』（市ヶ谷出版社） 

その他、適宜必要資料を配布 

参考書  

評価の基準と方法 積極的な取り組み等の受講態度 4 割、提出作品 6 割の総合的な判断に基づき評価する。 

ディプロマポリシー 「カリキュラムマップ」 

学修指針 教養力 人間性 
コミュニケーショ

ン力 
社会性 専門力 判断力 技術力 実践力 

科目の該当     ◎  △  

関連科目 製図の基礎 

その他 製図用具一式、着色画材等を持参すること。 

予習・復習の 

所要時間 
講義時間 30 時間（2 時間×15 週）＋予習・復習時間 60 時間（4 時間×15 週） 

実務経験を活かした

教育内容 
本科目は建築士として設計業務の実務経験を有する担当教員が指導する。 
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建築･ｲﾝﾃﾘｱﾃﾞｻﾞｲﾝ入門 

科目分類（2025 年

～入学者） 
SD-M-122（Ｊ） 

科目分類（～2024 年

入学者） 

140-331-11

（Ｊ） 
授業コード FG0060 

科目名称 建築･ｲﾝﾃﾘｱﾃﾞｻﾞｲﾝ入門 単位数 2.0 単位 

英文名称 Introduction to Architecture and Interior Design 授業区分 講義 

科目責任者 佐藤 勉 必修・選択 履修ガイド参照 

担当教員 佐藤・茂木・山崎 開講時期 1 年 

オフィスアワー - 研究室 - 

授業概要 
建築・インテリア計画の基礎的なプロセスと考え方について学ぶ。日本の近代・現代における住宅作品を題材に、住宅の計画手

法を習得する。また、身近な空間のスケール感を身につけ、インテリアの計画手法についても習得する。 

到達目標 
建築やインテリアデザインの基本的な考え方を習得すること。図面の読み方、寸法計画、環境計画、内装計画などの空間デザイ

ンプロセスの基礎を理解し、建築・インテリアデザインを多面的な視点から捉えられること。 

アクティブ・ラーニング

型授業 
有 全授業回数 15 回 メディア科目 － 

複数教員の場

合の授業形態 
共同 

授業 
回数 

担当者 授業の内容 

1 

佐藤 勉 

茂木 弥生子 
山崎 陽菜 

【第 1 回】 
予習 ：授業準備 
授業 ：ガイダンス 

復習 ：授業計画の確認 

2 
佐藤 勉 

茂木 弥生子 

山崎 陽菜 

【第 2 回】 

予習 ：住宅の建築計画 事前学習 
授業 ：住宅の建築計画とは？ 
復習 ：住宅の建築計画  資料確認 

3 
佐藤 勉 

茂木 弥生子 
山崎 陽菜 

【第 3 回】 
予習 ：寸法計画(1) 事前学習 

授業 ：寸法計画(1) （演習課題） 
復習 ：寸法計画(1) 資料確認 

4 

佐藤 勉 

茂木 弥生子 
山崎 陽菜 

【第 4 回】 
予習 ：敷地の読み方と分析  事前学習 
授業 ：敷地の読み方と分析 （演習課題） 

復習 ：敷地の読み方と分析  資料確認 

5 
佐藤 勉 

茂木 弥生子 

山崎 陽菜 

【第 5 回】 

予習 ：住宅の機能を考える 事前学習 
授業 ：住宅の機能を考える （演習課題） 
復習 ：住宅の機能を考える 資料確認 

6 
佐藤 勉 

茂木 弥生子 
山崎 陽菜 

【第 6 回】 
予習 ：住宅の動線計画を考える 事前学習 

授業 ：住宅の動線計画を考える （演習課題） 
復習 ：住宅の動線計画を考える 資料確認 

7 

佐藤 勉 

茂木 弥生子 
山崎 陽菜 

【第 7 回】 
予習 ：実際の住宅を分析・考察する 課題準備 
授業 ：実際の住宅を分析・考察する【課題①】(1)（演習課題） 

復習 ：実際の住宅を分析・考察する 課題作業 

8 
佐藤 勉 

茂木 弥生子 

山崎 陽菜 

【第 8 回】 

予習 ：実際の住宅を分析・考察する 課題作業 
授業 ：実際の住宅を分析・考察する【課題①】(2)（演習課題） 
復習 ：実際の住宅を分析・考察する 課題作業、まとめ 

9 
佐藤 勉 

茂木 弥生子 
山崎 陽菜 

【第 9 回】 
予習 ：住宅のインテリア計画 事前学習 

授業 ：住宅のインテリア計画とは？ 
復習 ：住宅のインテリア計画 資料確認 

10 

佐藤 勉 

茂木 弥生子 
山崎 陽菜 

【第 10 回】 
予習 ：寸法計画(2) 事前学習 
授業 ：寸法計画(2) （演習課題） 

復習 ：寸法計画(2) 資料確認 

11 
佐藤 勉 

茂木 弥生子 

山崎 陽菜 

【第 11 回】 

予習 ：図面の読み方 事前学習 
授業 ：図面の読み方 （演習課題） 
復習 ：図面の読み方 資料確認 
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12 
佐藤 勉 

茂木 弥生子 
山崎 陽菜 

【第 12 回】 
予習 ：室内環境の考え方 事前学習 

授業 ：室内環境の考え方 （演習課題） 
復習 ：室内環境の考え方 資料確認 

13 

佐藤 勉 

茂木 弥生子 
山崎 陽菜 

【第 13 回】 
予習 ：内装計画の考え方 事前学習 
授業 ：内装計画の考え方 （演習課題） 

復習 ：内装計画の考え方 資料確認 

14 
佐藤 勉 

茂木 弥生子 

山崎 陽菜 

【第 14 回】 

予習 ：実際の住宅インテリアを分析・考察する 課題準備 
授業 ：実際の住宅インテリアを分析・考察する【課題②】(1)（演習課題） 
復習 ：実際の住宅インテリアを分析・考察する 課題作業 

15 
佐藤 勉 

茂木 弥生子 
山崎 陽菜 

【第 15 回】 
予習 ：実際の住宅インテリアを分析・考察する 課題作業 

授業 ：実際の住宅インテリアを分析・考察する【課題②】(2)（プレゼンテーション） 
復習 ：実際の住宅インテリアを分析・考察する 課題まとめ 

授業開始前学習 前期「製図の基礎」科目の内容を見直してしておくこと。 

授業内課題のフィー

ドバックの方法 
課題提出後の授業で講評を行う。 

テキスト・教材 特になし 

参考書  

評価の基準と方法 

課題と授業態度等を総合して評価する。 

配点（100 点満点）は、課題①30 点、課題②30 点、授業態度等 40 点とする。 

出席回数が授業回数の 3 分の 2 未満の場合は単位取得できない。 

ディプロマポリシー 「カリキュラムマップ」 

学修指針 教養力 人間性 
コミュニケーショ

ン力 
社会性 専門力 判断力 技術力 実践力 

科目の該当 ○  ○  ◎  △  

関連科目  

その他 必要な道具等は授業中に適宜説明する。 

予習・復習の 

所要時間 
講義時間 30 時間（2 時間×15 週）＋予習・復習時間 60 時間（4 時間×15 週） 

実務経験を活かした

教育内容 

本科目は複数の担当者が協同で指導する科目であり、担当教員全員が建築・インテリアデザイン分野の実務経験を有してい

る。本科目ではその経験を活かし、受講生が建築・インテリアデザインの実務に役立つ講義と実習を行う。 
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ﾌﾟﾛﾀﾞｸﾄﾃﾞｻﾞｲﾝ入門 

科目分類（2025 年

～入学者） 
SD-M-121（Ｊ） 

科目分類（～2024 年

入学者） 

140-330-11

（Ｊ） 
授業コード FG0070 

科目名称 ﾌﾟﾛﾀﾞｸﾄﾃﾞｻﾞｲﾝ入門 単位数 2.0 単位 

英文名称 Introduction to Product Design 授業区分 講義 

科目責任者 渡辺 賢 必修・選択 履修ガイド参照 

担当教員 渡辺 賢 開講時期 1 年 

オフィスアワー 
前期 木曜日 09:00～12:10 

後期 木曜日 09:00～12:10 
研究室 1-207 

授業概要 
この授業ではプロダクトデザインの背景、社会やビジネスとの関連性、デザインプロセス、デザイン調査、コンセプト作成のための手

法などプロダクトをデザインする際に必要な基礎を学びます。 

到達目標 
・デザインプロセスを理解し、基礎を身に付けることを目標とします。 

・デザインプロセスと共に素材や製造に関する理解を深め、デザインの発想法を学びます。 

アクティブ・ラーニング

型授業 
有 全授業回数 15 回 メディア科目 － 

複数教員の場

合の授業形態 
 

授業 
回数 

担当者 授業の内容 

1 渡辺 賢 

【第 1 回】 
予習：シラバスを読む。プロダクトデザインについて調べる。 
授業：プロダクトデザインの背景 

復習：講義を振り返り、プロダクトデザインに関する知見を深める。 

2 渡辺 賢 

【第 2 回】 

予習：プロダクトデザインと社会の関係性について調べる。 
授業：プロダクトデザインと社会 
復習：講義を振り返り、社会的な役割について知見を深める。 

3 渡辺 賢 

【第 3 回】 
予習：プロダクトデザインとビジネスの関係性について調べる。 

授業：プロダクトデザインとビジネス 
復習：講義を振り返り、ビジネスにおける役割について知見を深める。 

4 渡辺 賢 

【第 4 回】 
予習：デザインプロセスについて調べる。 
授業：デザインプロセス 

復習：講義を振り返り、デザインプロセスの知見を深める。 

5 渡辺 賢 

【第 5 回】 

予習：デザイン調査について調べる。 
授業：デザイン調査のための手法（関連課題①） 
復習：講義を振り返り、デザイン調査の手法を整理する。 

6 渡辺 賢 

【第 6 回】 
予習：コンセプトの作成のための手法について調べる。 

授業：コンセプト作成のための手法 
復習：講義を振り返り、コンセプト作成のための手法を整理する。 

7 渡辺 賢 

【第 7 回】 
予習：コンセプトを視覚化するための手法について調べる。 
授業：視覚化のための手法（関連課題②） 

復習：講義を振り返り、コンセプトを視覚化するための手法を整理する。 

8 渡辺 賢 

【第 8 回】 

予習：デザインを評価するための手法を調べる。 
授業：デザイン評価のための手法 
復習：講義を振り返り、デザイン評価の手法を整理する。 

9 渡辺 賢 

【第 9 回】 
予習：化学とデザインの関係性について調べる。 

授業：化学とデザイン 
復習：講義を振り返り、化学とデザインについて知見を深める。 

10 渡辺 賢 

【第 10 回】 
予習：マーケティングとデザインの関係性について調べる。 
授業：マーケティングとデザイン 

復習：講義を振り返り、マーケティングとデザインについて知見を深める。 

11 渡辺 賢 

【第 11 回】 

予習：身近な素材や製造方法について調べる。 
授業：技術とデザイン 
復習 ：講義を振り返り、技術とデザインについて深掘りする。 
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12 渡辺 賢 

【第 12 回】 
予習：陶器と磁器の違いや製造技術について調べる。 

授業：陶とデザイン（関連課題③） 
復習：講義を振り返り、素材や製造技術について深掘りする。 

13 渡辺 賢 

【第 13 回】 
予習：繊維素材や製造技術について調べる。 
授業：テキスタイルとデザイン（関連課題④） 

復習：講義を振り返り、素材や製造技術について深掘りする。 

14 渡辺 賢 

【第 14 回】 

予習：家具で扱われる素材や製造技術について調べる。 
授業：家具とデザイン（関連課題⑤） 
復習：講義を振り返り、素材や製造技術について深掘りする。 

15 渡辺 賢 

【第 15 回】 
予習：身近にあるくらしの環境とデザインについて調べる。 

授業：くらしの環境とデザイン 
復習：第１～15 回目の講義を振り返る。 

授業開始前学習 プロダクトデザインに関する書籍を読むこと。 

授業内課題のフィー

ドバックの方法 

この授業では課題を数回行います。各課題の回答を授業で共有し、自分と他者の考えの差異を確認します。また、その差異を

理解し、それを基に多様な発想ができるように授業中に討論します。 

テキスト・教材 配付資料 

参考書 
プロダクトデザインの基礎 スマートな生活を実現する 71 の知識（日本インダストリアルデザイナー協会） 

プロダクトデザイン 商品開発のための必須知識 105（日本インダストリアルデザイナー協会） 

評価の基準と方法 
授業への取り組み 30％、課題、レポートなど提出物７0％で評価。 

出席が 3 分２以下、または提出物が不足している場合は単位取得できない。 

ディプロマポリシー 「カリキュラムマップ」 

学修指針 教養力 人間性 
コミュニケーショ

ン力 
社会性 専門力 判断力 技術力 実践力 

科目の該当 ○  ○  ◎  △  

関連科目 
「家具・陶芸・テキスタイルデザイン入門」 

「建築・インテリアデザイン入門」空間デザインについての知見は、くらしの道具であるプロダクトデザインの理解を深めます。 

その他  

予習・復習の 

所要時間 
講義時間 30 時間（2 時間×15 週）＋予習・復習時間 60 時間（4 時間×15 週） 

実務経験を活かした

教育内容 

この授業では、プロダクトデザインの実務経験がある教員が担当し実際の制作に関する知識を生かした現実的な指導が受けられ

ます。 
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設計製図Ⅰ 

科目分類（2025 年

～入学者） 
SD-M-222（Ｊ） 

科目分類（～2024 年

入学者） 
140-331-22
（Ｊ） 

授業コード FG0080 

科目名称 設計製図Ⅰ 単位数 2.0 単位 

英文名称 Design and Drafting I 授業区分 演習・実習・実技 

科目責任者 佐藤 勉 必修・選択 履修ガイド参照 

担当教員 佐藤(勉)･小川･秋山･徳田･真泉･佐々木･宇津 開講時期 2 年 

オフィスアワー - 研究室 - 

授業概要 
小店舗を併用した住宅の計画及び設計を行う。敷地に対して最適な住宅の計画、設計、小店舗部分についてはインテリアの計
画を行い、建築設計とインテリアデザインを総合的に学ぶ。図面作成方法やプレゼンテーション手法なども指導する。授業では、
与えられた課題に対しての実習、ディスカッション、プレゼンテーションなどを行う。 

到達目標 
住宅の計画および設計、建築図面の作成の基礎を修得する。 

インテリアデザインの計画および設計、インテリア図面の作成の基礎を修得する。 

アクティブ・ラーニング
型授業 

有 全授業回数 15 回 メディア科目 － 
複数教員の場
合の授業形態 

共同 

授業 
回数 

担当者 授業の内容 

1 

秋山 照夫 
小川 弾 

佐々木 珠穂 
佐藤 勉 

徳田 慎一 
真泉 洋介 
宇津 奏子 

【第 1 回】 
予習 ：シラバスを確認しておく 

授業 ： ガイダンスと課題「小店舗併用住宅」の説明 
復習 ：材料、道具の確認 

2 

秋山 照夫 
小川 弾 

佐々木 珠穂 
佐藤 勉 

徳田 慎一 
真泉 洋介 
宇津 奏子 

【第 2 回】 

予習 ：敷地分析と規模確認 
授業 ：敷地分析と事例研究（実習）（プレゼンテーション） 
復習 ：事例収集 

3 

秋山 照夫 
小川 弾 

佐々木 珠穂 
佐藤 勉 

徳田 慎一 
真泉 洋介 
宇津 奏子 

【第 3 回】 
予習 ：店舗のプログラム構想 

授業 ： エスキース（実習）（ディスカッション） 
復習 ：チェックされた部分の確認・修正 

4 

秋山 照夫 
小川 弾 

佐々木 珠穂 
佐藤 勉 

徳田 慎一 
真泉 洋介 
宇津 奏子 

【第 4 回】 

予習 ：中間発表用図面作成 
授業 ：中間発表（プレゼンテーション） 
復習 ：中間発表の講評確認 

5 

秋山 照夫 
小川 弾 

佐々木 珠穂 
佐藤 勉 

徳田 慎一 
真泉 洋介 
宇津 奏子 

【第 5 回】 
予習 ：修正・検討 

授業 ：エスキース（実習）（ディスカッション） 
復習 ：チェックされた部分の確認・修正 

6 

秋山 照夫 
小川 弾 

佐々木 珠穂 
佐藤 勉 

徳田 慎一 
真泉 洋介 
宇津 奏子 

【第 6 回】 

予習 ：修正・検討 
授業 ：建築図面の作成（実習） 
復習 ：チェックされた部分の確認・修正 

7 

秋山 照夫 
小川 弾 

佐々木 珠穂 
佐藤 勉 

徳田 慎一 
真泉 洋介 
宇津 奏子 

【第 7 回】 
予習 ：修正・検討 

授業 ：建築図面の作成、模型制作（実習） 
復習 ：チェックされた部分の確認・修正 

8 

秋山 照夫 
小川 弾 

佐々木 珠穂 
佐藤 勉 

徳田 慎一 
真泉 洋介 
宇津 奏子 

【第 8 回】 

予習 ：模型材料購入 
授業 ：模型制作（実習） 
復習 ：模型作業続き 



178 

 

9 

秋山 照夫 
小川 弾 

佐々木 珠穂 
佐藤 勉 

徳田 慎一 
真泉 洋介 
宇津 奏子 

【第 9 回】 
予習 ：事例収集 
授業 ：小店舗のインテリア計画（実習） 

復習 ：修正・検討 

10 

秋山 照夫 
小川 弾 

佐々木 珠穂 
佐藤 勉 

徳田 慎一 
真泉 洋介 
宇津 奏子 

【第 10 回】 

予習 ：修正・検討 
授業 ：エスキース（実習）（ディスカッション） 
復習 ：チェックされた部分の確認・修正 

11 

秋山 照夫 
小川 弾 

佐々木 珠穂 
佐藤 勉 

徳田 慎一 
真泉 洋介 
宇津 奏子 

【第 11 回】 
予習 ：図面の作図方法確認 
授業 ：インテリア図面の作成（実習） 

復習 ：修正・検討 

12 

秋山 照夫 
小川 弾 

佐々木 珠穂 
佐藤 勉 

徳田 慎一 
真泉 洋介 
宇津 奏子 

【第 12 回】 

予習 ：修正図面作図 
授業 ：インテリア図面の作成（実習） 
復習 ：修正・検討 

13 

秋山 照夫 
小川 弾 

佐々木 珠穂 
佐藤 勉 

徳田 慎一 
真泉 洋介 
宇津 奏子 

【第 13 回】 
予習 ：模型制作準備 
授業 ：インテリア模型の作成（実習） 

復習 ：修正・検討 

14 

秋山 照夫 
小川 弾 

佐々木 珠穂 
佐藤 勉 

徳田 慎一 
真泉 洋介 
宇津 奏子 

【第 14 回】 

予習 ：模型制作準備 
授業 ：インテリア模型の作成（実習） 
復習 ：修正・検討 

15 

秋山 照夫 
小川 弾 

佐々木 珠穂 
佐藤 勉 

徳田 慎一 
真泉 洋介 
宇津 奏子 

【第 15 回】 
予習 ：提出準備 
授業 ：プレゼンテーション・講評（プレゼンテーション） 

復習 ： 講評確認・作品記録 

授業開始前学習 「製図の基礎」で学んだ製図方法、「建築・インテリアデザイン入門」で修得した模型表現について復習しておく。 

授業内課題のフィー
ドバックの方法 

毎回の授業で教員のチェックを受け、内容についてアドバイスを行う。 

第 4 回、第１５回のプレゼンテーションについては講評を行う。 

テキスト・教材  

参考書 

「建築計画設計シリーズ 41 新・住宅Ⅰ」（市ヶ谷出版社）  

「新しいインテリアデザインの実技」（市ヶ谷出版社） 

「第３版コンパクト建築設計資料集成」日本建築学会編（丸善出版） 

評価の基準と方法 

課題作品点と平常点（授業態度など・提出期限厳守）を総合して評価する。 

配点（100 点満点）は、課題作品点 70 点、平常点３０点とする。 

出席回数が授業回数の 3 分の 2 未満の場合は単位取得できない。 

ディプロマポリシー 「カリキュラムマップ」 

学修指針 教養力 人間性 
コミュニケーショ

ン力 
社会性 専門力 判断力 技術力 実践力 

科目の該当   〇  ◎ △ 〇  

関連科目 関連科目 建築・インテリアデザイン入門、建築計画 A、インテリアデザイン計画 A 

その他 

建築・インテリアデザイン入門を修得しないと履修できない。（前提科目） 

建築計画 A およびインテリアデザイン計画 A と同時に履修する事を勧める。 

製図道具（製図用ペン、面取り三角定規等）、模型制作に必要な道具（カッター、カッターマット、スチレンのり、金じゃく、ピン
セット等）と材料は個人で購入になるが、授業中に適宜説明する。 

授業開始後すぐに作業の説明等があるため、遅刻は厳禁。遅刻３回で欠席１回分とする。 

履修者を７グループに分け、それぞれ担当の教員が受け持つ。担当や教場については初回授業でアナウンスする 

予習・復習の 
所要時間 

講義時間 60 時間＋予習・復習時間 30 時間（2 時間×15 週） 

実務経験を活かした
教育内容 

本科目は建築士として設計業務の実務経験を有する複数の担当教員が指導する。 
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設計製図Ⅱ 

科目分類（2025 年

～入学者） 
SD-M-222（Ｊ） 

科目分類（～2024 年

入学者） 

140-331-22

（Ｊ） 
授業コード FG0091 

科目名称 設計製図Ⅱ 単位数 2.0 単位 

英文名称 Design and Drafting II 授業区分 演習・実習・実技 

科目責任者 茂木 弥生子 必修・選択 履修ガイド参照 

担当教員 茂木･川村･岸井 開講時期 2 年 

オフィスアワー - 研究室 - 

授業概要 

シェアハウスの計画及び設計を行う。敷地分析からコンセプトの立案、平面・断面・動線計画、インテリア計画、ランドスケープ計

画などを踏まえた総合的な建築・インテリアデザインの計画・設計スキルを学ぶ。計画内容を図面や模型等で表現し、プレゼンテ
ーションを行う。 

到達目標 
建築・インテリアデザインの総合的な計画・設計スキルを習得する。建築・インテリアデザインの図面や模型等の作成方法やプレゼ

ンテーション力を習得する。 

アクティブ・ラーニング

型授業 
有 全授業回数 15 回 メディア科目 － 

複数教員の場

合の授業形態 
共同 

授業 
回数 

担当者 授業の内容 

1 

川村 翔 

茂木 弥生子 
岸井 智子 

【第 1 回】 
予習 ：シラバスの内容を確認する 
授業 ：ガイダンスと課題「シェアハウス」の説明 

復習 ：配布資料を再読し、理解を深める 

2 
川村 翔 

茂木 弥生子 

岸井 智子 

【第 2 回】 

予習 ：シェアハウスの資料収集を行う 
授業 ：敷地分析・コンセプト立案・事例研究（実習） 
復習 ：事例研究を行う 

3 
川村 翔 

茂木 弥生子 
岸井 智子 

【第 3 回】 
予習 ：雑誌や書籍、ネット等を活用してシェアハウスの資料収集を行う 

授業 ：エスキース（実習） 
復習 ：エスキースで指摘された箇所について改善する 

4 

川村 翔 

茂木 弥生子 
岸井 智子 

【第 4 回】 
予習 ：エスキースのための準備をする 
授業 ：エスキース（実習） 

復習 ：エスキースで指摘された箇所について改善する 

5 
川村 翔 

茂木 弥生子 

岸井 智子 

【第 5 回】 

予習 ：エスキースのための準備をする 
授業 ：エスキース（実習） 
復習 ：エスキースで指摘された箇所について改善する 

6 
川村 翔 

茂木 弥生子 
岸井 智子 

【第 6 回】 
予習 ：中間発表の準備をする 

授業 ：中間発表 1（基本計画について）（プレゼンテーション） 
復習 ：講評で指摘された箇所について改善する 

7 

川村 翔 

茂木 弥生子 
岸井 智子 

【第 7 回】 
予習 ：エスキースのための準備をする 
授業 ：エスキース（実習） 

復習 ：エスキースで指摘された箇所について改善する 

8 
川村 翔 

茂木 弥生子 

岸井 智子 

【第 8 回】 

予習 ：製図作業を進める 
授業 ：建築図面の作成（実習） 
復習 ：製図作業を進めた図面に間違え等ないかチェックする 

9 
川村 翔 

茂木 弥生子 
岸井 智子 

【第 9 回】 
予習 ：製図作業を進める 

授業 ：建築図面の作成（実習） 
復習 ：製図作業を進めた図面に間違え等ないかチェックする 

10 

川村 翔 

茂木 弥生子 
岸井 智子 

【第 10 回】 
予習 ：製図作業を進める 
授業 ：建築図面の作成（実習） 

復習 ：製図作業を進めた図面に間違え等ないかチェックする 

11 
川村 翔 

茂木 弥生子 

岸井 智子 

【第 11 回】 

予習 ：中間発表の準備をする 
授業 ：中間発表 2（図面レイアウトについて）（プレゼンテーション） 
復習 ：講評で指摘された箇所について改善する 
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12 
川村 翔 

茂木 弥生子 
岸井 智子 

【第 12 回】 
予習 ：インテリア図面作業を進める 

授業 ：インテリア図面の作成（実習） 
復習 ：作業を進めた図面に間違え等ないかチェックする 

13 

川村 翔 

茂木 弥生子 
岸井 智子 

【第 13 回】 
予習 ：インテリア図面作業を進める 
授業 ：インテリア図面の作成（実習） 

復習 ：作業を進めた図面に間違え等ないかチェックする 

14 
川村 翔 

茂木 弥生子 

岸井 智子 

【第 14 回】 

予習 ：模型材料を準備する 
授業 ：プレゼンテーションシート・模型の作成（実習） 
復習 ：プレゼンテーションシート・模型を完成させる 

15 
川村 翔 

茂木 弥生子 
岸井 智子 

【第 15 回】 
予習 ：プレゼンテーションの準備をする 

授業 ：発表・講評（プレゼンテーション） 
復習 ：講評内容をもとに、自己評価を行う 

授業開始前学習 「設計製図Ⅰ」の課題を見直し、自己評価をまとめておく。 

授業内課題のフィー

ドバックの方法 

エスキース中の個別質問にはその都度回答する。また中間発表を重ねることで、学生間の学び合いを促進する。各講評では全

員へ抑えるべきポイントを伝達する。 

テキスト・教材 適宜資料を配布する。 

参考書 
「建築計画設計シリーズ 41 新・住宅Ⅰ」（市ヶ谷出版社） 「新しいインテリアデザインの実技」（市ヶ谷出版社） 

「第 4 版コンパクト建築設計資料集成」日本建築学会編（丸善出版） 

評価の基準と方法 

課題とプレゼンテーション、授業態度を総合して評価する。 

配点 (100 点満点)は、課題 50 点、プレゼンテーション 20 点、授業態度 30 点とする。 

出席回数が授業回数の 3 分の 2 未満の場合は単位取得できない。 

ディプロマポリシー 「カリキュラムマップ」 

学修指針 教養力 人間性 
コミュニケーショ

ン力 
社会性 専門力 判断力 技術力 実践力 

科目の該当   〇  ◎ △ 〇  

関連科目 設計製図Ⅰ、建築計画 A（独立住宅）、インテリアデザイン計画 A（住居・店舗） 

その他 
製図道具（製図用ペン、面取り三角定規等）、模型制作に必要な道具（カッター、カッターマット、スチレンのり、金じゃく、ピン

セット等）と材料は個人で購入になるが、授業中に適宜説明する。 

予習・復習の 

所要時間 
講義時間 60 時間＋予習・復習時間 30 時間（2 時間×15 週） 

実務経験を活かした

教育内容 
本科目の担当者は建築・インテリアの実務経験を有しており、その経験を活かして建築・インテリアデザインの実習を行う。 
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設計製図Ⅱ 

科目分類（2025 年

～入学者） 
SD-M-222（Ｊ） 

科目分類（～2024 年

入学者） 

140-331-22

（Ｊ） 
授業コード FG0092 

科目名称 設計製図Ⅱ 単位数 2.0 単位 

英文名称 Design and Drafting II 授業区分 演習・実習・実技 

科目責任者 茂木 弥生子 必修・選択 履修ガイド参照 

担当教員 松元･内海･手塚 開講時期 2 年 

オフィスアワー - 研究室 - 

授業概要 

シェアハウスの計画及び設計を行う。敷地分析からコンセプトの立案、平面・断面・動線計画、インテリア計画、ランドスケープ計

画などを踏まえた総合的な建築・インテリアデザインの計画・設計スキルを学ぶ。計画内容を図面や模型等で表現し、プレゼンテ
ーションを行う。 

到達目標 
建築・インテリアデザインの総合的な計画・設計スキルを習得する。建築・インテリアデザインの図面や模型等の作成方法やプレゼ

ンテーション力を習得する。 

アクティブ・ラーニング

型授業 
有 全授業回数 15 回 メディア科目 － 

複数教員の場

合の授業形態 
共同 

授業 
回数 

担当者 授業の内容 

1 

神村 真由美 

松元 良枝 
内海 繁 

【第 1 回】 
予習 ：シラバスの内容を確認する 
授業 ：ガイダンスと課題「シェアハウス」の説明 

復習 ：配布資料を再読し、理解を深める 

2 
神村 真由美 
松元 良枝 

内海 繁 

【第 2 回】 

予習 ：シェアハウスの資料収集を行う 
授業 ：敷地分析・コンセプト立案・事例研究（実習） 
復習 ：事例研究を行う 

3 
神村 真由美 
松元 良枝 
内海 繁 

【第 3 回】 
予習 ：雑誌や書籍、ネット等を活用してシェアハウスの資料収集を行う 

授業 ：エスキース（実習） 
復習 ：エスキースで指摘された箇所について改善する 

4 

神村 真由美 

松元 良枝 
内海 繁 

【第 4 回】 
予習 ：エスキースのための準備をする 
授業 ：エスキース（実習） 

復習 ：エスキースで指摘された箇所について改善する 

5 
神村 真由美 
松元 良枝 

内海 繁 

【第 5 回】 

予習 ：エスキースのための準備をする 
授業 ：エスキース（実習） 
復習 ：エスキースで指摘された箇所について改善する 

6 
神村 真由美 
松元 良枝 
内海 繁 

【第 6 回】 
予習 ：中間発表の準備をする 

授業 ：中間発表 1（基本計画について）（プレゼンテーション） 
復習 ：講評で指摘された箇所について改善する 

7 

神村 真由美 

松元 良枝 
内海 繁 

【第 7 回】 
予習 ：エスキースのための準備をする 
授業 ：エスキース（実習） 

復習 ：エスキースで指摘された箇所について改善する 

8 
神村 真由美 
松元 良枝 

内海 繁 

【第 8 回】 

予習 ：製図作業を進める 
授業 ：建築図面の作成（実習） 
復習 ：製図作業を進めた図面に間違え等ないかチェックする 

9 
神村 真由美 
松元 良枝 
内海 繁 

【第 9 回】 
予習 ：製図作業を進める 

授業 ：建築図面の作成（実習） 
復習 ：製図作業を進めた図面に間違え等ないかチェックする 

10 

神村 真由美 

松元 良枝 
内海 繁 

【第 10 回】 
予習 ：製図作業を進める 
授業 ：建築図面の作成（実習） 

復習 ：製図作業を進めた図面に間違え等ないかチェックする 

11 
神村 真由美 
松元 良枝 

内海 繁 

【第 11 回】 

予習 ：中間発表の準備をする 
授業 ：中間発表 2（図面レイアウトについて）（プレゼンテーション） 
復習 ：講評で指摘された箇所について改善する 
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12 
神村 真由美 
松元 良枝 
内海 繁 

【第 12 回】 
予習 ：インテリア図面作業を進める 

授業 ：インテリア図面の作成（実習） 
復習 ：作業を進めた図面に間違え等ないかチェックする 

13 

神村 真由美 

松元 良枝 
内海 繁 

【第 13 回】 
予習 ：インテリア図面作業を進める 
授業 ：インテリア図面の作成（実習） 

復習 ：作業を進めた図面に間違え等ないかチェックする 

14 
神村 真由美 
松元 良枝 

内海 繁 

【第 14 回】 

予習 ：模型材料を準備する 
授業 ：プレゼンテーションシート・模型の作成（実習） 
復習 ：プレゼンテーションシート・模型を完成させる 

15 
神村 真由美 
松元 良枝 
内海 繁 

【第 15 回】 
予習 ：プレゼンテーションの準備をする 

授業 ：発表・講評（プレゼンテーション） 
復習 ：講評内容をもとに、自己評価を行う 

授業開始前学習 「設計製図Ⅰ」の課題を見直し、自己評価をまとめておく。 

授業内課題のフィー

ドバックの方法 

エスキース中の個別質問にはその都度回答する。また中間発表を重ねることで、学生間の学び合いを促進する。各講評では全

員へ抑えるべきポイントを伝達する。 

テキスト・教材 適宜資料を配布する。 

参考書 
「建築計画設計シリーズ 41 新・住宅Ⅰ」（市ヶ谷出版社） 「新しいインテリアデザインの実技」（市ヶ谷出版社） 

「第 4 版コンパクト建築設計資料集成」日本建築学会編（丸善出版） 

評価の基準と方法 

課題とプレゼンテーション、授業態度を総合して評価する。 

配点 (100 点満点)は、課題 50 点、プレゼンテーション 20 点、授業態度 30 点とする。 

出席回数が授業回数の 3 分の 2 未満の場合は単位取得できない。 

ディプロマポリシー 「カリキュラムマップ」 

学修指針 教養力 人間性 
コミュニケーショ

ン力 
社会性 専門力 判断力 技術力 実践力 

科目の該当   〇  ◎ △ 〇  

関連科目 設計製図Ⅰ、建築計画 A（独立住宅）、インテリアデザイン計画 A（住居・店舗） 

その他 
製図道具（製図用ペン、面取り三角定規等）、模型制作に必要な道具（カッター、カッターマット、スチレンのり、金じゃく、ピン

セット等）と材料は個人で購入になるが、授業中に適宜説明する。 

予習・復習の 

所要時間 
講義時間 60 時間＋予習・復習時間 30 時間（2 時間×15 週） 

実務経験を活かした

教育内容 
本科目の担当者は建築・インテリアの実務経験を有しており、その経験を活かして建築・インテリアデザインの実習を行う。 
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ｸﾞﾗﾌｨｯｸﾃﾞｻﾞｲﾝ 

科目分類（2025 年

～入学者） 
SD-M-221 

科目分類（～2024 年

入学者） 
140-330-12 授業コード FG0111 

科目名称 ｸﾞﾗﾌｨｯｸﾃﾞｻﾞｲﾝ 単位数 2.0 単位 

英文名称 Graphic Design 授業区分 講義 

科目責任者 鈴木 利彦 必修・選択 履修ガイド参照 

担当教員 鈴木 利彦 開講時期 2 年 

オフィスアワー 
前期 火曜日 09:00～12:10 

後期 火曜日 09:00～12:10 
研究室 10-509 

授業概要 

グラフィックデザインは、画像・文字・記号といった要素どうしが平面上にレイアウトされることで関わり合い、さまざまな情報を伝達す

るというコミュニケーション手段です。授業では具体的な作品事例を挙げて解説し、グラフィック要素のそれぞれ固有の特徴や、伝
える／伝わる内容の違いを理解していきます。また、小型グラフィックを実作する課題をとおして、平面表現と空間表現に広く応用

できる知識と技術を養います。 

到達目標 ・グラフィックデザインの基礎的技法を修得し、平面表現に独創性を持って用いることができる。 

アクティブ・ラーニング

型授業 
無 全授業回数 15 回 メディア科目 － 

複数教員の場
合の授業形態 

 

授業 

回数 
担当者 授業の内容 

1 鈴木 利彦 

【第 1 回】 
予習：身の回りにある「グラフィックデザイン」に注目し、写真撮影やスクリーンショットなどで採集してみる。 

授業：グラフィックデザインの概説 
復習：引き続き、グラフィックデザイン作品や事例を自分なりに採集する。 

2 鈴木 利彦 

【第 2 回】 
予習：好きな絵画／イラストレーション／写真に注目し、写真撮影やスクリーンショットなどで採集してみる。 
授業：グラフィックエレメントの概説① 絵画・写真 

復習：引き続き、写真や絵画などのグラフィック作品や事例を自分なりに採集する。 

3 鈴木 利彦 

【第 3 回】 

予習：好きなデザインフォントに注目し、写真撮影やスクリーンショットなどで採集してみる。 
授業：グラフィックエレメントの概説② 文字 
復習：引き続き、文字（フォント）が特徴的なグラフィック作品や事例を自分なりに採集する。 

4 鈴木 利彦 

【第 4 回】 
予習：身の回りにある記号やピクトグラムに注目し、写真撮影やスクリーンショットなどで採集してみる。 

授業：グラフィックエレメントの概説③ 記号・ピクトグラム 
復習：引き続き、記号やピクトグラムが特徴的なグラフィック作品や事例を自分なりに採集する。 

5 鈴木 利彦 

【第 5 回】 
予習：好きな色使いの写真・イラストレーション・絵画・ポスターなどに注目し、写真撮影やスクリーンショットなどで採
集してみる。 

授業：グラフィックエレメントの概説④ 色彩 
復習：引き続き、色彩や色使いが特徴的なグラフィック作品や事例を自分なりに採集する。 

6 鈴木 利彦 

【第 6 回】 
予習：今まで採集したグラフィック作品や事例を整理しておく。 
授業：デザインエレメントの概説① 点・線・面・色 

復習：授業を受けて、採集したグラフィック作品や事例を分けてみたり、追加したりする。 

7 鈴木 利彦 

【第 7 回】 

予習：今まで採集したグラフィック作品や事例を整理しておく。 
授業：デザインエレメントの概説② 立体・空間・時間・音 
復習：授業を受けて、採集したグラフィック作品や事例を分けてみたり、追加したりする。 

8 鈴木 利彦 

【第 8 回】 
予習：授業クラスルーム掲出資料の確認をして、一読しておく。 

授業：視覚の原理と心理 感覚・認知・意識・錯覚 
復習：授業クラスルーム掲出資料の確認をして、次回授業の準備をしておく。 

9 鈴木 利彦 

【第 9 回】 
予習：授業クラスルーム掲出資料の確認をして、授業の準備をしておく。 
授業：形と中身の関係① ピクトグラムの作成（１）課題説明  

復習：課題説明を受けて、授業内制作のためのエスキースをしておく。 

10 鈴木 利彦 

【第 10 回】 

予習：授業クラスルーム掲出資料の確認をして、一読しておく。 
授業：形と中身の関係② ピクトグラムの作成（２）授業内制作 
復習：授業クラスルーム掲出資料の確認をして、次回授業の準備をしておく。 
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11 鈴木 利彦 

【第 11 回】 
予習：授業クラスルーム掲出資料の確認をして、授業準備をしておく。 

授業：形と中身の関係③ ピクトグラムの作成（３）進捗状況の共有 
復習：授業内での全体エスキースを受けて、課題提出の準備をしておく。 

12 鈴木 利彦 

【第 12 回】 
予習：制作した課題作品の提出と作品講評の準備をしておく。 
授業：形と中身の関係④ ピクトグラムの作成（４）作品講評と解説 

復習：講評コメントを提出する。 

13 鈴木 利彦 

【第 13 回】 

予習：授業クラスルーム掲出資料の確認をして、授業の準備をしておく。 
授業：レイアウトの手法 
復習：レイアウト手法についての授業コメントを提出する。 

14 鈴木 利彦 

【第 14 回】 
予習：授業クラスルーム掲出資料の確認をして、授業の準備をしておく。 

授業：デザインの手法 
復習：デザイン手法についての授業コメントを提出する。 

15 鈴木 利彦 

【第 15 回】 
予習：授業クラスルーム掲出資料の確認をして、授業の準備をしておく。 
授業：グラフィックデザインの総論 

復習：グラフィックデザインについての授業コメントを提出する。 

授業開始前学習 身の回りにある「グラフィックデザイン」と思われるものを、自分なりに見つけて、写真に撮って記録をしておく。 

授業内課題のフィー

ドバックの方法 

授業に関する質問などについては、授業クラスルームをとおして適宜講評および説明を行います。 

また、提出課題についてはエスキースや講評を行います。 

テキスト・教材 授業やクラスルームで適宜紹介します。 

参考書 授業やクラスルームで適宜紹介します。 

評価の基準と方法 
平常点（授業態度・提出期限厳守）、課題内容により評価します。 

平常点 30 点、課題内容 70 点とします。 

ディプロマポリシー 「カリキュラムマップ」 

学修指針 教養力 人間性 
コミュニケーショ

ン力 
社会性 専門力 判断力 技術力 実践力 

科目の該当 〇  〇  ◎    

関連科目 ｲﾝﾃﾘｱ･ｸﾞﾗﾌｨｯｸｽ／ｸﾞﾗﾌｨｯｸ･ｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝ学 

その他  

予習・復習の 

所要時間 
講義時間 30 時間（2 時間×15 週）＋予習・復習時間 60 時間（4 時間×15 週） 

実務経験を活かした

教育内容 
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福祉住環境ﾃﾞｻﾞｲﾝ 

科目分類（2025 年

～入学者） 
SD-M-221 

科目分類（～2024 年

入学者） 
140-331-12 授業コード FG0120 

科目名称 福祉住環境ﾃﾞｻﾞｲﾝ 単位数 2.0 単位 

英文名称 Housing Environment for Elderly and Disabled 授業区分 講義 

科目責任者 茂木 弥生子 必修・選択 履修ガイド参照 

担当教員 茂木 弥生子 開講時期 2･3･4 年 

オフィスアワー 
前期 火曜日 13:00～14:30 木曜日 13:00～14:30 

後期 水曜日 10:40～12:10 木曜日 13:00～14:30 
研究室 1-203 

授業概要 
高齢者や障がい者を取り巻く社会状況を把握し、福祉住環境に関連する分野についての基礎的な知識を身につける。また、高

齢者や障がい者が安全・安心して生活するための具体的な住環境整備の手法を学ぶ。 

到達目標 

福祉の視点から住環境について考え、高齢者や障がい者が安全・安心して生活できる環境を整備するための手法や、その背景

にある社会制度などについての基礎的な知識を習得する。高齢者や障がい者の身体的・精神的特性を理解したうえで、住環境

を整備するための具体的な手法を習得する。 

アクティブ・ラーニング

型授業 
有 全授業回数 15 回 メディア科目 － 

複数教員の場

合の授業形態 
 

授業 
回数 

担当者 授業の内容 

1 茂木 弥生子 

【第 1 回】 
予習 ：シラバスの内容を確認する 
授業 ：ガイダンス 

復習 ：配布資料を再読し、理解を深める 

2 茂木 弥生子 

【第 2 回】 

予習 ：テキスト（指定されたページ）を読む 
授業 ：少子高齢社会の現状と福祉住環境整備の重要性（演習課題 1） 
復習 ：テキストを再読し、「少子高齢社会の現状と福祉住環境整備の重要性」について復習する 

3 茂木 弥生子 

【第 3 回】 
予習 ：テキスト（指定されたページ）を読む 

授業 ：福祉に関する制度としくみ（演習課題 2） 
復習 ：テキストを再読し、「福祉に関する制度としくみ」について復習する 

4 茂木 弥生子 

【第 4 回】 
予習 ：テキスト（指定されたページ）を読む 
授業 ：高齢者や障害者の日常生活（演習課題 3） 

復習 ：テキストを再読し、「高齢者や障害者の日常生活について」復習する 

5 茂木 弥生子 

【第 5 回】 

予習 ：テキスト（指定されたページ）を読む 
授業 ：住まいの整備のための基本技術 ①移動 （演習課題 4） 
復習 ：テキストを再読し、「移動ための基本技術」について復習する 

6 茂木 弥生子 

【第 6 回】 
予習 ：テキスト（指定されたページ）を読む 

授業 ：住まいの整備のための基本技術 ②水廻り （演習課題 5） 
復習 ：テキストを再読し、「水廻りの基本技術」について復習する 

7 茂木 弥生子 

【第 7 回】 
予習 ：テキスト（指定されたページ）を読む 
授業 ：住まいの整備のための基本技術 ③温熱環境 （演習課題 6） 

復習 ：テキストを再読し、「温熱環境の基本技術」について復習する 

8 茂木 弥生子 

【第 8 回】 

予習 ：テキスト（指定されたページ）を読む 
授業 ：住まいの整備のための基本技術 ④インテリアデザイン （演習課題 7） 
復習 ：テキストを再読し、「インテリアデザインの基本技術」について復習する 

9 茂木 弥生子 

【第 9 回】 
予習 ：テキスト（指定されたページ）を読む 

授業 ：住まいの整備のための基本技術 ⑤屋外空間（演習課題 8） 
復習 ：テキストを再読し、「屋外空間の基本技術」について復習する 

10 茂木 弥生子 

【第 10 回】 
予習 ：体験場所について調べる 
授業 ：身近なバリアフリーを考える①（フィールドワーク） 

復習 ：演習課題をまとめる 

11 茂木 弥生子 

【第 11 回】 

予習 ：テキスト（指定されたページ）を読む 
授業 ：高齢期の住まい方① （演習課題 9） 
復習 ：テキストを再読し、「高齢期の住まい方」について復習する 
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12 茂木 弥生子 

【第 12 回】 
予習 ：テキスト（指定されたページ）を読む 

授業 ：福祉のまちづくり①（演習課題 10） 
復習 ：テキストを再読し、「福祉のまちづくり」について復習する 

13 茂木 弥生子 

【第 13 回】 
予習 ：テキスト（指定されたページ）を読む 
授業 ：福祉のまちづくり② （演習課題 11） 

復習 ：テキストを再読し、「福祉のまちづくり」について復習する 

14 茂木 弥生子 

【第 14 回】 

予習 ：テキスト（指定されたページ）を読む 
授業 ：身近なバリアフリーを考える②（フィールドワーク） 
復習 ：演習課題をまとめる 

15 茂木 弥生子 

【第 15 回】 
予習 ：前回までの演習課題を復習する 

授業 ：まとめ（演習課題 12） 
復習 ：すべての演習課題を復習する 

授業開始前学習 バリアフリーについてインターネットや書籍等で調べる。 

授業内課題のフィー

ドバックの方法 
毎回演習課題を実施し、講義の中で解説を行いながらフィードバックする。 

テキスト・教材 適宜プリントを配布する 

参考書 「心地よいバリアフリー住宅をデザインする方法」（エクスナレッジ） 

評価の基準と方法 

ミニテストと演習課題、授業態度を総合して評価する。 

配点（100 点満点）は、ミニテストと演習課題 70 点、授業態度 30 点とする。 

出席回数が授業回数の 3 分の 2 未満の場合は単位取得できない。 

ディプロマポリシー 「カリキュラムマップ」 

学修指針 教養力 人間性 
コミュニケーショ

ン力 
社会性 専門力 判断力 技術力 実践力 

科目の該当 〇 〇   ◎    

関連科目  

その他  

予習・復習の 

所要時間 
講義時間 30 時間（2 時間×15 週）＋予習・復習時間 60 時間（4 時間×15 週） 

実務経験を活かした

教育内容 
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環境ﾃﾞｻﾞｲﾝ 

科目分類（2025 年

～入学者） 
SD-M-221（Ｊ） 

科目分類（～2024 年

入学者） 

140-331-12

（Ｊ） 
授業コード FG0130 

科目名称 環境ﾃﾞｻﾞｲﾝ 単位数 2.0 単位 

英文名称 Environmental Design 授業区分 講義 

科目責任者 松元 良枝 必修・選択 履修ガイド参照 

担当教員 松元 良枝 開講時期 2･3･4 年 

オフィスアワー 
前期 月曜日 09:00～10:30 月曜日 14:40～16:10 

後期 火曜日 09:00～10:30 火曜日 10:40～12:10 
研究室 10-601 

授業概要 

持続可能な発展（サステナブル・ディベロップメント）を理解するため、地球の生態系保全（エコロジー）について考える「地球

環境」の基礎知識を踏まえ、住宅や建築物における人間の快適性を追求する「生活環境」に重点を置いた「環境デザイン」を学
ぶ。 

到達目標 
建築をとりまく環境を様々な側面から捉えて理解し、これからの循環型社会・持続可能な社会づくりに主体的に参画できるよう、

応用力をつける。 

アクティブ・ラーニング

型授業 
無 全授業回数 15 回 メディア科目 － 

複数教員の場

合の授業形態 
 

授業 
回数 

担当者 授業の内容 

1 松元 良枝 

【第 1 回】 
予習：「環境」「デザイン」の意味を考える 
授業：環境デザインの基本的な考え方 

復習：理解したこと、自分の考えを小レポートにまとめる 

2 松元 良枝 

【第 2 回】 

予習：「地球温暖化」と国際情勢について調べる 
授業：地球環境 ～エネルギーの消費と地球温暖化 
復習：理解したこと、自分の考えを小レポートにまとめる 

3 松元 良枝 

【第 3 回】 
予習：「再生可能エネルギー」と国際情勢について調べる 

授業：地球環境 ～再生可能エネルギーと創エネ 
復習：理解したこと、自分の考えを小レポートにまとめる 

4 松元 良枝 

【第 4 回】 
予習：「持続可能な社会」について調べる 
授業： 地球環境 ～身近なエコと環境ラベリング制度 

復習：理解したこと、自分の考えを小レポートにまとめる 

5 松元 良枝 

【第 5 回】 

予習：「世界の気候区分」について調べる 
授業：生活環境 ～地域の気候と住まい方① 
復習：理解したこと、自分の考えを小レポートにまとめる 

6 松元 良枝 

【第 6 回】 
予習：「日本の気候区分」について調べる 

授業：生活環境 ～地域の気候と住まい方② 
復習：理解したこと、自分の考えを小レポートにまとめる 

7 松元 良枝 

【第 7 回】 
予習：身近な「光環境」を見つける 
授業：生活環境 ～光環境のデザイン 

復習：理解したこと、自分の考えを小レポートにまとめる 

8 松元 良枝 

【第 8 回】 

予習：身近な「温熱環境」を見つける 
授業：生活環境 ～温熱環境のデザイン 
復習：理解したこと、自分の考えを小レポートにまとめる 

9 松元 良枝 

【第 9 回】 
予習：身近な「空気環境」を見つける 

授業：生活環境 ～空気環境のデザイン 
復習：理解したこと、自分の考えを小レポートにまとめる 

10 松元 良枝 

【第 10 回】 
予習：身近な「音環境」を見つける 
授業：生活環境 ～音環境のデザイン 

復習：理解したこと、自分の考えを小レポートにまとめる 

11 松元 良枝 

【第 11 回】 

予習：「緑化」の効用について調べる 
授業：生活環境 ～室内環境と緑化① 
復習：理解したこと、自分の考えを小レポートにまとめる 
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12 松元 良枝 

【第 12 回】 
予習：身近な「緑化」空間を見つける 

授業：生活環境 ～室内環境と緑化② 
復習：理解したこと、自分の考えを小レポートにまとめる 

13 松元 良枝 

【第 13 回】 
予習：これまでの授業内容を再確認する 
授業：生活環境デザイン演習① 

復習：理解したこと、自分の考えを小レポートにまとめる 

14 松元 良枝 

【第 14 回】 

予習：これまでの授業内容を再確認する 
授業：生活環境デザイン演習② 
復習：理解したこと、自分の考えを小レポートにまとめる 

15 松元 良枝 

【第 15 回】 
予習：これまでの授業内容で不明点を確認する 

授業：生活環境デザインのまとめ 
復習：理解したこと、自分の考えを小レポートにまとめる 

授業開始前学習  

授業内課題のフィー

ドバックの方法 
小レポートの内容に関して授業内で解説（または講評、補足）を適宜行う。 

テキスト・教材 授業開始時にテキスト・教材を指示する。 

参考書  

評価の基準と方法 
レポート、授業態度、課題提出で評価を行う。 

詳細については学生の理解度を勘案し調整するものとする。 

ディプロマポリシー 「カリキュラムマップ」 

学修指針 教養力 人間性 
コミュニケーショ

ン力 
社会性 専門力 判断力 技術力 実践力 

科目の該当 〇 〇   ◎    

関連科目  

その他  

予習・復習の 

所要時間 
講義時間 30 時間（2 時間×15 週）＋予習・復習時間 60 時間（4 時間×15 週） 

実務経験を活かした

教育内容 

建築設計の実務経験を活かし、 

環境諸問題に対し、建築分野を出発点とした際の接点や問題解決へのアプローチ（環境デザイン）について講義。 
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色彩ﾃﾞｻﾞｲﾝ 

科目分類（2025 年

～入学者） 
SD-M-221（Ｊ） 

科目分類（～2024 年

入学者） 

140-330-12

（Ｊ） 
授業コード FG0140 

科目名称 色彩ﾃﾞｻﾞｲﾝ 単位数 2.0 単位 

英文名称 Color Design 授業区分 講義 

科目責任者 滝沢 真美 必修・選択 履修ガイド参照 

担当教員 滝沢 真美 開講時期 2･3･4 年 

オフィスアワー - 研究室 - 

授業概要 

幅広い複合領域にまたがる色彩学を広く浅く全般的に学ぶのではなく、建築やインテリアの分野で必要な基礎知識に絞り理解を

深める。さらに、その知識を実践的に応用できるように、講義だけではなくワークや配色実習を通して体験的に学ぶ。カラーコーディ
ネーター検定受験に関しても、基礎的な知識を習得できるようにカリキュラムに組み込んでいる。 

到達目標 

建築インテリア分野で必要なマンセルカラーシステムを理解する。さらにマンセルシステムに基づく HUE&TONE システムを学び、建

築インテリア空間で使われる色の特徴と配色テクニックを理解する。色彩心理学的な視点からカラーイメージについて学び、好きな
色を使いこなす方法を理解する。さらに、現在の主要なインテリアテイストについて学び、好きか嫌いかという感覚で捉えられがちな

色やデザインを、ターゲットやコンセプトに合わせて建築インテリアの分野で、実践的に使えるようになることを目標とする。 

アクティブ・ラーニング

型授業 
有 全授業回数 15 回 メディア科目 － 

複数教員の場

合の授業形態 
 

授業 
回数 

担当者 授業の内容 

1 滝沢 真美 

【第 1 回】 

予習：この授業の中で知りたい色彩の知識は何かを考えてくる 

授業：色の果たす役割、建築インテリア分野における色の重要性 

復習：これから学ぶ授業の全体像を把握しておく。自分がこの授業で学びたいことを明確にしておく 

2 滝沢 真美 

【第 2 回】 

予習：色が見える状況はどんな時か考えておく 

授業：色が見える仕組み 1 色と光の関係（プリント使用・参考書併用） 

復習：照明と色の関係について自分の家のインテリアを観察する。課題レポート作成 

3 滝沢 真美 

【第 3 回】 

予習：読みやすいサイン、読みにくいサインを探しておく 

授業：色が見える仕組み 2 視覚のメカニズムとカラーユニバーサルデザイン（プリント使用・参考書併用・教科書

p58～59） 

復習：カラーユニバーサルデザインについて復習をしておく。課題レポート作成 

4 滝沢 真美 

【第 4 回】 

予習：テレビの画面とカラー印刷物について、ルーペを使って観察してくる 

授業：色を作る仕組み 加法混色と減法混色（プリント使用・参考書併用）/ デザイントーン一覧表の作成(実

習） 

復習：点描画の絵画を観察し中間混色について理解する。課題レポート作成/ デザイントーンの一覧表の完成 

5 滝沢 真美 

【第 5 回】 

予習：自分の知っている色名をチェックする 

授業：色を伝える方法１ 色名（プリント使用・参考書併用・教科書 p63）（発表） 

復習：色名の分類について復習し、知らない色名についてチェックしておく。課題レポート作成 

6 滝沢 真美 

【第 6 回】 

予習：教科書 1 章を通読しておく 

授業：色を伝える方法 2 色の三属性とマンセルカラーシステム （教科書 1 章 p9～13）（色相環作成実習） 

復習：マンセルの色相、明度、彩度を理解できているか確認しておく。課題レポート作成 

7 滝沢 真美 

【第 7 回】 

予習：教科書 1 章を通読しておく 

授業：色を伝える方法 3 HUE&TONE システム（教科書 1 章 p14～23）（トーン判別実習） 

復習：トーンの成り立ち、2 分類、4 分類について理解ができているか確認する。課題レポート作成 

8 滝沢 真美 

【第 8 回】 

予習：教科書 2 章を通読しておく 

授業：HUE&TONE システムの応用＆インテリア空間で使われる色の特徴（教科書 2 章 p26～38）（嗜好色

調査） 

復習：自分の好きな色とインテリアで使っている色の関連をチェックする。課題レポート作成 

9 滝沢 真美 

【第 9 回】 

予習：スーパーマーケットでミカンのネット、オクラのネットの色を確認しておく 

授業：対比と同化、色の心理的効果（プリント使用・参考書併用）（実習） 

復習：色は周りの状況で違って見えることを確認しておく。課題レポート作成 
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10 滝沢 真美 

【第 10 回】 

予習：自分の好きな配色について調べておく 

授業：6 つの基本配色テクニックの紹介と配色実習１（教科書 3 章 p40～47）（実習） 

復習：教科書 3 章 1 節を通読し基本 6 配色テクニックの全体像を理解する。練習用シートの完成 

11 滝沢 真美 

【第 11 回】 

予習：基本 6 配色テクニックについて復習をしておく 

授業：6 つの基本配色テクニックの配色実習 2（教科書 3 章 p40～47）（実習） 

復習：教科書 3 章を通読しておく。提出用シートの完成 

12 滝沢 真美 

【第 12 回】 

予習：教科書 3 章 2 節を通読しておく 

授業：配色センスアップの方法とインテリア分野への応用（教科書 3 章 p48～58） 

復習：配色テクニックをインテリア空間で応用する際のポイントを確認しておく。課題レポート作成 

13 滝沢 真美 

【第 13 回】 

予習：教科書 4 章を通読しておく 

授業：インテリア空間で好きな色を使う方法＆イメージスケールの紹介（教科書 4 章 p62～87＆6 章 1 節

p116～121） 

復習：第 6 章 1 節を読みイメージスケールについて理解を深めておく 

14 滝沢 真美 

【第 14 回】 

予習：教科書 5 章を通読しておく 

授業：主要なインテリアテイストの配色実習（教科書 5 章 p90～113）（実習） 

復習：主要なインテリアテイストの色やデザインの表現方法を復習しておく 

15 滝沢 真美 

【第 15 回】 

予習：レポート試験に備えて授業全体の復習をしておく 

授業：日本の色（講義）＆レポート試験 

復習：授業全体を振り返る 

授業開始前学習 
各回ごとに、指定の予習項目を記載しているので、それをよく読み実施すること。 

特に、最終回はレポート試験を実施するので、全体の復習して授業にのぞむこと。 

授業内課題のフィー

ドバックの方法 

ほぼ毎回レポート課題を出す。提出状況をチェックし日常点として配点する。ただし、個々のレポートの添削は行わないので、次

回の授業の冒頭に口頭で発表する模範解答を確認しておくこと。 

最終回のレポート試験は、この中から出題するので、理解が不足している場合は、授業中に質問をし、理解をしておくこと。 

テキスト・教材 

テキスト：『住宅インテリアのための実践カラーテクニック 改訂版』ISBN978-4-904403-26-6  

滝沢真美著（トーソー出版）定価 3300 円 

教材：新デザイントーン 130 シリーズ色紙 B8 発売元/（株）日本カラーデザイン研究所 定価 1430 円 

テキストと教材は必ず教科書販売期間中にセットで丸善キャンパスショップ駒沢学園店を通して購入しておくこと。 

特に実習で使用する教材は市販していないので注意すること。テキストと教材を購入しないものの受講は認めない。 

参考書 
『カラーコーディネーター検定試験 スタンダードクラス公式テキスト』東京商工会議所編（中央経済社） 

特に、検定試験受験予定者は参考書として購入しておくことが望ましい。 

評価の基準と方法 

毎回のレポート＆課題の提出状況 20 点 

最終回のレポート試験 60 点 

6 つの基本配色テクニック実習シート 20 点 

合計 100 点で 60 点以上を合格とする 

ディプロマポリシー 「カリキュラムマップ」 

学修指針 教養力 人間性 
コミュニケーショ

ン力 
社会性 専門力 判断力 技術力 実践力 

科目の該当 〇    ◎    

関連科目  

その他 座学だけでなく、実際の生活の中から美しい色彩を見つける姿勢を持ちながら、授業に臨んで欲しい。 

予習・復習の 

所要時間 
講義時間 30 時間（2 時間×15 週）＋予習・復習時間 60 時間（4 時間×15 週） 

実務経験を活かした

教育内容 

カラーマーケティングおよび色彩計画の専門家として、ハウスメーカー、建材メーカーなどの商品開発のための委託研究やコンサルテ

ィング、インテリアコーディネーター向けのセミナーを行っているので、その実践的な知識をインテリアを学ぶ学生に講義する。 
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ｴｸｽﾃﾘｱﾃﾞｻﾞｲﾝ 

科目分類（2025 年

～入学者） 
SD-M-221（Ｊ） 

科目分類（～2024 年

入学者） 
 授業コード FG1390 

科目名称 ｴｸｽﾃﾘｱﾃﾞｻﾞｲﾝ 単位数 2.0 単位 

英文名称 Exterior Design 授業区分 講義 

科目責任者 杉山 芳里 必修・選択 履修ガイド参照 

担当教員 久保･杉山 開講時期 2 年 

オフィスアワー - 研究室 - 

授業概要 

建築と外部空間の関係性に着目し、エクステリアデザインの基礎的な考え方を学ぶ授業です。門まわりや庭、アプローチ、街とのつ

ながりなど、建物の外側に広がる空間が人の行動や印象にどのような影響を与えるかを理解していきます。講義や事例分析に加
え、個人住宅・集合住宅・図書館を対象に、平面図や断面図のトレースを行いながら空間構成やスケール感を読み解きます。さ
らに設計課題を通して、建築と調和した外部空間を自ら構想し、具体的に表現する力を養うことを目的とした授業です。 

到達目標 

平面図および断面図の基本的な表現方法を習得し、図面を通して空間を的確に読み取り、伝える力を身につけることを目標と

します。また、建築の内部空間との関係性を踏まえながら、外部空間としてのエクステリアを計画する視点を養います。さらに、個

人住宅や集合住宅、図書館といった用途や規模の違いに応じて、それぞれにふさわしいエクステリアのあり方を考え、具体的に提
案できる力を身につけることを目指します。 

アクティブ・ラーニング

型授業 
有 全授業回数 15 回 メディア科目 － 

複数教員の場
合の授業形態 

オムニバス 

授業 

回数 
担当者 授業の内容 

1 
杉山 芳里 
久保 沙織 

【第 1 回】 
授業 ： ガイダンス（講義の内容と自己紹介） 

2 杉山 芳里 
【第 2 回】 
実習：榎が丘の家（平面図・断面図トレース） 

3 久保 沙織 
【第 3 回】 

実習： 杉並の家（平面図・断面図トレース） 

4 杉山 芳里 
【第 4 回】 
実習 ：セカンドハウス（平面図・断面図トレース） 

5 久保 沙織 
【第 5 回】 
実習： セカンドハウス（設計） 

6 久保 沙織 
【第 6 回】 

発表： 講評（第 6 回の設計課題について発表してもらい講評をします） 

7 
杉山 芳里 
久保 沙織 

【第 7 回】  
実習：石垣島シェアハウス（平面図・断面図トレース） 

8 久保 沙織 
【第 8 回】  
実習：多摩川住宅（平面図・断面図トレース） 

9 杉山 芳里 
【第 9 回】 

実習：多摩川住宅（設計） 

10 杉山 芳里 
【第 10 回】  
発表：講評（第１０回の設計課題について発表してもらい講評をします） 

11 久保 沙織 
【第 1１回】  
実習： 佐川町立図書館さくとー１（平面図・断面図トレース） 

12 杉山 芳里 
【第 12 回】 

実習：佐川町立図書館さくとー２（平面図・断面図トレース） 

13 
杉山 芳里 
久保 沙織 

【第 13 回】 
実習：佐川町立図書館さくとー１（設計） 
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14 久保 沙織 
【第 14 回】 
実習：佐川町立図書館さくとー２（設計） 

15 
杉山 芳里 
久保 沙織 

【第 15 回】 
発表：講評（第１４回の設計課題について発表してもらい講評をします） 

授業開始前学習  

授業内課題のフィー

ドバックの方法 

レポート提出回には、授業内で各自の内容を発表してもらいます。発表後は質疑応答の時間を設け、教員および受講者からの

コメントを通して多角的な視点でフィードバックを行います。これにより、自身の考えを客観的に見直し、次の課題や設計に活かし

ていく機会とします。 

テキスト・教材 適宜資料を配布する。 

参考書 適宜、推薦図書・参考図書を紹介する。 

評価の基準と方法 

事例研究、課題等の提出物と授業参加度を総合して評価する。 

配点（１００点満点）は、提出物６０点、授業参加度４０点とする。 

出席回数が授業回数の３分の２未満の場合は、単位取得できない。 

ディプロマポリシー 「カリキュラムマップ」 

学修指針 教養力 人間性 
コミュニケーショ

ン力 
社会性 専門力 判断力 技術力 実践力 

科目の該当 〇    ◎ 〇   

関連科目  

その他 課題制作には、色鉛筆などの道具が必要になる。 

予習・復習の 

所要時間 
講義時間 30 時間（2 時間×15 週）＋予習・復習時間 60 時間（4 時間×15 週） 

実務経験を活かした

教育内容 

実務経験を活かし、実際に設計した事例をもとに計画意図やプロセスを解説する授業を行います。あわせて、実務で作成した平

面図や断面図のトレースを通して表現方法や空間の読み取り方を学びます。さらに、即日設計課題に取り組むことで理解度を

深め、設計意図を自ら考え、表現する力を養います。 
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CADⅠ 

科目分類（2025 年

～入学者） 
SD-M-112 

科目分類（～2024 年

入学者） 
140-311-21 授業コード FG0151 

科目名称 CADⅠ 単位数 1.0 単位 

英文名称 CADⅠ 授業区分 演習 

科目責任者 山崎 陽菜 必修・選択 履修ガイド参照 

担当教員 山崎･秋山 開講時期 1 年 

オフィスアワー - 研究室 - 

授業概要 
建築設計やプロダクトデザインなどの分野で一般的となっているコンピュータによる作図（CAD：キャド、 Computer Aided 

Design）技術の基礎を学ぶ。CAD ソフトは VectorWorks（エーアンドエー株式会社）を使用する。 

到達目標 
VectorWorks の基本操作を習得し、テキストの指示通りのモデリングができる。また、与えられた課題について操作方法の解説

が無くても独力でモデリングができる。 

アクティブ・ラーニング

型授業 
無 全授業回数 15 回 メディア科目 － 

複数教員の場

合の授業形態 
共同 

授業 
回数 

担当者 授業の内容 

1 
山崎 陽菜 
秋山 照夫 

【第 1 回】 

予習 ：シラバスを読んでおく。テキスト購入。 

授業 ：ガイダンス 

復習 ：教場、機材、ログイン方法再確認。 

2 
山崎 陽菜 
秋山 照夫 

【第 2 回】 

予習 ：教科書 p.010-021 下読み 

授業 ：作業環境と基本操作 p.010-021 

復習 ：教科書 p.010-021 の例題自習 

3 
山崎 陽菜 

秋山 照夫 

【第 3 回】 

予習 ：教科書 p.022-026 下読み 

授業 ：作図操作に慣れる p.022-026 

復習 ：教科書 p.022-026 の例題。p.026 画面表示の検討 

4 
山崎 陽菜 
秋山 照夫 

【第 4 回】 

予習 ：教科書 p.027-036 下読み 

授業 ：基本図形(1) p.027-036 

復習 ：教科書 p.027-036 の例題。p.021 の属性パレット確認。 

5 
山崎 陽菜 
秋山 照夫 

【第 5 回】 

予習 ：教科書 p.037-042 下読み 

授業 ：基本図形(2) p.037-042 

復習 ：教科書 p.037-042 の例題。 

6 
山崎 陽菜 

秋山 照夫 

【第 6 回】 

予習 ：教科書 p.043-044 下読み 

授業 ：名刺と表札を作る p.043-044 

復習 ：名刺課題の提出 

7 
山崎 陽菜 
秋山 照夫 

【第 7 回】 

予習 ：取り込みたい画像（写真等）の準備 

授業 ：スキャナを使って画像を取り込む 

復習 ：スキャナ課題の提出 

8 
山崎 陽菜 
秋山 照夫 

【第 8 回】 

予習 ：一般図（前期「製図の基礎」）の種類を復習しておく。 

授業 ：住宅の平面図兼配置図を描く(1) p.045-068 

復習 ：開口部の表現は前期「製図の基礎」より復習しておく。 

 

9 
山崎 陽菜 

秋山 照夫 

【第 9 回】 

予習 ：教科書 p.069-087 下読み  

授業 ：住宅の平面図兼配置図を描く(2) p.069-087  

復習 ：教科書 p.087 までの作業完了 

10 
山崎 陽菜 
秋山 照夫 

【第 10 回】 

予習 ：教科書 p.088-099 下読み  

授業 ：住宅の平面図兼配置図を描く(3) p.088-099 

復習 ：教科書 p.099 までの作業完了 
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11 
山崎 陽菜 

秋山 照夫 

【第 11 回】 

予習 ：教科書 p.100-101 下読み 

授業 ：住宅の断面図を描く(1) p.100-101 

復習 ：教科書 p.101 までの作業完了 

12 
山崎 陽菜 
秋山 照夫 

【第 12 回】 

予習 ：教科書 p.102-107 下読み 

授業 ：住宅の断面図を描く(2) p.102-107 

復習 ：教科書 p.107 までの作業完了 

13 
山崎 陽菜 
秋山 照夫 

【第 13 回】 

予習 ：教科書 p.108-112 下読み 

授業 ：住宅の立面図を描く p.108-112 

復習 ：教科書 p.112 までの作業完了 

14 
山崎 陽菜 

秋山 照夫 

【第 14 回】 

予習 ：教科書 p.113-115 下読み 

授業 ：ビューポート、シートレイヤ p.113-115 

復習 ：教科書 p.115 までの作業完了 

15 
山崎 陽菜 
秋山 照夫 

【第 15 回】 

予習 ：提出済み課題の確認。 

授業 ：到達度チェック 

復習 ：到達度チェック問題でできなかった部分の確認 

授業開始前学習 
「製図の基礎」で学んだ手描きの製図方法について復習しておく。 

テキストを購入しておく。 

授業内課題のフィー

ドバックの方法 

毎回の課題は翌週の講義の最初にポイントを解説し、課題の上書きができる。 

学習用教材ついては、示された手順に従って各自が繰り返し練習・復習ができる。 

各自の提出内容について、評価の基準を明示して採点し返却を行う。 

テキスト・教材 最短で学ぶ Vectorworks 建築製図とプレゼンテーション（学芸出版社） 

参考書 「はじめての設計製図」＜建築のテキスト＞編集委員会（学芸出版社） 

評価の基準と方法 
授業中の演習課題の提出内容および授業態度を 5 割、期末に行う到達度チェックを 5 割の目安で総合して評価する。 

出席回数が授業回数の 3 分の 2 未満の場合は単位取得できない。 

ディプロマポリシー 「カリキュラムマップ」 

学修指針 教養力 人間性 
コミュニケーショ

ン力 
社会性 専門力 判断力 技術力 実践力 

科目の該当     ◎  △  

関連科目 CADⅡ 

その他 

・CAD の操作は順を追って学ぶものであるので、出席を重視する。 

・テキストは基本操作の解説書であり、他の授業でも CAD の操作は必要であるため必ず購入すること。 

・テキストはバージョンアップする可能性があるため、初回受講時に指導する。 

・再履修者は CADI-a、CADI-b、CADI-c、CADI-d のどれを履修してもよいが、初回授業で履修したいコマを申しでること。 

予習・復習の 

所要時間 
講義時間 30 時間（2 時間×15 週）＋予習・復習時間 15 時間（1 時間×15 週） 

実務経験を活かした

教育内容 
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CADⅠ 

科目分類（2025 年

～入学者） 
SD-M-112 

科目分類（～2024 年

入学者） 
140-311-21 授業コード FG0152 

科目名称 CADⅠ 単位数 1.0 単位 

英文名称 CADⅠ 授業区分 演習 

科目責任者 鈴木 利彦 必修・選択 履修ガイド参照 

担当教員 鈴木(利)・高橋(怜) 開講時期 1 年 

オフィスアワー - 研究室 - 

授業概要 
建築設計やプロダクトデザインなどの分野で一般的となっているコンピュータによる作図（CAD：キャド、 Computer Aided 

Design）技術の基礎を学ぶ。CAD ソフトは VectorWorks（エーアンドエー株式会社）を使用する。 

到達目標 
VectorWorks の基本操作を習得し、テキストの指示通りのモデリングができる。また、与えられた課題について操作方法の解説

が無くても独力でモデリングができる。 

アクティブ・ラーニング

型授業 
無 全授業回数 15 回 メディア科目 － 

複数教員の場

合の授業形態 
共同 

授業 
回数 

担当者 授業の内容 

1 
鈴木 利彦 
高橋 怜奈 

【第 1 回】 

予習 ：シラバスを読んでおく。テキスト購入。 

授業 ：ガイダンス 

復習 ：教場、機材、ログイン方法再確認。 

2 
鈴木 利彦 
高橋 怜奈 

【第 2 回】 

予習 ：教科書 p.010-021 下読み 

授業 ：作業環境と基本操作 p.010-021 

復習 ：教科書 p.010-021 の例題自習 

3 
鈴木 利彦 

高橋 怜奈 

【第 3 回】 

予習 ：教科書 p.022-026 下読み 

授業 ：作図操作に慣れる p.022-026 

復習 ：教科書 p.022-026 の例題。p.026 画面表示の検討 

4 
鈴木 利彦 
高橋 怜奈 

【第 4 回】 

予習 ：教科書 p.027-036 下読み 

授業 ：基本図形(1) p.027-036 

復習 ：教科書 p.027-036 の例題。p.021 の属性パレット確認。 

5 
鈴木 利彦 
高橋 怜奈 

【第 5 回】 

予習 ：教科書 p.037-042 下読み 

授業 ：基本図形(2) p.037-042 

復習 ：教科書 p.037-042 の例題。 

6 
鈴木 利彦 

高橋 怜奈 

【第 6 回】 

予習 ：教科書 p.043-044 下読み 

授業 ：名刺と表札を作る p.043-044 

復習 ：名刺課題の提出 

7 
鈴木 利彦 
高橋 怜奈 

【第 7 回】 

予習 ：取り込みたい画像（写真等）の準備 

授業 ：スキャナを使って画像を取り込む 

復習 ：スキャナ課題の提出 

8 
鈴木 利彦 
高橋 怜奈 

【第 8 回】 

予習 ：一般図（前期「製図の基礎」）の種類を復習しておく。 

授業 ：住宅の平面図兼配置図を描く(1) p.045-068 

復習 ：開口部の表現は前期「製図の基礎」より復習しておく。 

 

9 
鈴木 利彦 

高橋 怜奈 

【第 9 回】 

予習 ：教科書 p.069-087 下読み  

授業 ：住宅の平面図兼配置図を描く(2) p.069-087  

復習 ：教科書 p.087 までの作業完了 

10 
鈴木 利彦 
高橋 怜奈 

【第 10 回】 

予習 ：教科書 p.088-099 下読み  

授業 ：住宅の平面図兼配置図を描く(3) p.088-099 

復習 ：教科書 p.099 までの作業完了 
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11 
鈴木 利彦 

高橋 怜奈 

【第 11 回】 

予習 ：教科書 p.100-101 下読み 

授業 ：住宅の断面図を描く(1) p.100-101 

復習 ：教科書 p.101 までの作業完了 

12 
鈴木 利彦 
高橋 怜奈 

【第 12 回】 

予習 ：教科書 p.102-107 下読み 

授業 ：住宅の断面図を描く(2) p.102-107 

復習 ：教科書 p.107 までの作業完了 

13 
鈴木 利彦 
高橋 怜奈 

【第 13 回】 

予習 ：教科書 p.108-112 下読み 

授業 ：住宅の立面図を描く p.108-112 

復習 ：教科書 p.112 までの作業完了 

14 
鈴木 利彦 

高橋 怜奈 

【第 14 回】 

予習 ：教科書 p.113-115 下読み 

授業 ：ビューポート、シートレイヤ p.113-115 

復習 ：教科書 p.115 までの作業完了 

15 
鈴木 利彦 
高橋 怜奈 

【第 15 回】 

予習 ：提出済み課題の確認。 

授業 ：到達度チェック 

復習 ：到達度チェック問題でできなかった部分の確認 

授業開始前学習 
「製図の基礎」で学んだ手描きの製図方法について復習しておく。 

テキストを購入しておく。 

授業内課題のフィー

ドバックの方法 

毎回の課題は翌週の講義の最初にポイントを解説し、課題の上書きができる。 

学習用教材ついては、示された手順に従って各自が繰り返し練習・復習ができる。 

各自の提出内容について、評価の基準を明示して採点し返却を行う。 

テキスト・教材 最短で学ぶ Vectorworks 建築製図とプレゼンテーション（学芸出版社） 

参考書 「はじめての設計製図」＜建築のテキスト＞編集委員会（学芸出版社） 

評価の基準と方法 
授業中の演習課題の提出内容および授業態度を 5 割、期末に行う到達度チェックを 5 割の目安で総合して評価する。 

出席回数が授業回数の 3 分の 2 未満の場合は単位取得できない。 

ディプロマポリシー 「カリキュラムマップ」 

学修指針 教養力 人間性 
コミュニケーショ

ン力 
社会性 専門力 判断力 技術力 実践力 

科目の該当     ◎  △  

関連科目 CADⅡ 

その他 

・CAD の操作は順を追って学ぶものであるので、出席を重視する。 

・テキストは基本操作の解説書であり、他の授業でも CAD の操作は必要であるため必ず購入すること。 

・テキストはバージョンアップする可能性があるため、初回受講時に指導する。 

・再履修者は CADI-a、CADI-b、CADI-c、CADI-d のどれを履修してもよいが、初回授業で履修したいコマを申しでること。 

予習・復習の 

所要時間 
講義時間 30 時間（2 時間×15 週）＋予習・復習時間 15 時間（1 時間×15 週） 

実務経験を活かした

教育内容 
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CADⅡ 

科目分類（2025 年

～入学者） 
SD-M-212 

科目分類（～2024 年

入学者） 
140-311-22 授業コード FG0161 

科目名称 CADⅡ 単位数 1.0 単位 

英文名称 CADⅡ 授業区分 演習・実習・実技 

科目責任者 松元 良枝 必修・選択 履修ガイド参照 

担当教員 松元･手塚 開講時期 2 年 

オフィスアワー - 研究室 - 

授業概要 
建築設計やプロダクトデザインなどの分野で一般的となっている CAD ソフト VectorWorks を用いて、3D の基本を学び、住宅

や商業施設などの建築物のモデリングやプレゼンテーション技術を習得する。 

到達目標 
VectorWorks の基本操作を習得し、テキストの指示通りのモデリングができる。また、与えられた課題について操作方法の解説

が無くても自力でモデリングができる。 

アクティブ・ラーニング

型授業 
無 全授業回数 15 回 メディア科目 － 

複数教員の場

合の授業形態 
共同 

授業 
回数 

担当者 授業の内容 

1 
松元 良枝 
手塚 貴史 

【第 1 回】 
予習 ：授業テキストの見直し 
授業 ：ガイダンス 

復習 ：授業計画の再確認 

2 
松元 良枝 
手塚 貴史 

【第 2 回】 

予習 ：該当ページの通読 
授業 ：モデリングの基礎 
復習 ：設定を変えて操作を試行する 

3 
松元 良枝 

手塚 貴史 

【第 3 回】 
予習 ：該当ページの通読 

授業 ：三面図(1) 
復習 ：設定を変えて操作を試行する 

4 
松元 良枝 
手塚 貴史 

【第 4 回】 
予習 ：該当ページの通読 
授業 ：三面図(2)  

復習 ：設定を変えて操作を試行する 

5 
松元 良枝 
手塚 貴史 

【第 5 回】 

予習 ：該当ページの通読 
授業 ：三面図とモデリング 
復習 ：課題以外の形状のモデリングを試行する 

6 
松元 良枝 

手塚 貴史 

【第 6 回】 
予習 ：該当ページの通読 

授業 ：住宅（木造）のモデリング(1) 
復習 ：設定を変えて操作を試行する 

7 
松元 良枝 
手塚 貴史 

【第 7 回】 
予習 ：該当ページの通読 
授業 ：住宅（木造）のモデリング(2) 

復習 ：設定を変えて操作を試行する 

8 
松元 良枝 
手塚 貴史 

【第 8 回】 

予習 ：該当ページの通読 
授業 ：住宅（木造）のモデリング(3) 
復習 ：自由な要素を追加してモデリングを試行する 

9 
松元 良枝 

手塚 貴史 

【第 9 回】 
予習 ：該当ページの通読 

授業 ：商業施設（RC 造）のレンダリングとライティング(1) 
復習 ：設定を変えて操作を試行する 

10 
松元 良枝 
手塚 貴史 

【第 10 回】 
予習 ：該当ページの通読 
授業 ：商業施設（RC 造）のレンダリングとライティング(2) 

復習 ：自由な要素を追加してモデリングを試行する 

11 
松元 良枝 
手塚 貴史 

【第 11 回】 

予習 ：該当ページの通読 
授業 ：商業施設（RC 造）のテクスチャマッピング 
復習 ：自由なテクスチャを追加してモデリングを試行する 
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12 
松元 良枝 

手塚 貴史 

【第 12 回】 
予習 ：該当ページの通読 

授業 ：建築物のプレゼンテーション 
復習 ：設定を変えて操作を試行する 

13 
松元 良枝 
手塚 貴史 

【第 13 回】 
予習 ：該当ページの通読 
授業 ：応用課題 1 住宅（木造）のプレゼンテーション 

復習 ：設定を変えて操作を試行する 

14 
松元 良枝 
手塚 貴史 

【第 14 回】 

予習 ：該当ページの通読 
授業 ：応用課題 2 住宅（RC 造）のプレゼンテーション 
復習 ：設定を変えて操作を試行する 

15 
松元 良枝 

手塚 貴史 

【第 15 回】 
予習 ： 過去課題を見直す 

授業 ：到達度チェック 
復習 ： 到達度チェック  内容の見直し 

授業開始前学習 「CADⅠ」で学んだ２次元の操作方法について、復習しておく。 

授業内課題のフィー

ドバックの方法 
提出された課題について、学生の中からとくに代表的なものを複数選び、スクリーンに表示しながら解説してフィードバックする。 

テキスト・教材 「最短で学ぶ Vectorworks 建築製図とプレゼンテーション」（学芸出版社） 

参考書  

評価の基準と方法 
授業中の演習課題の提出内容および授業態度を 5 割、期末に行う到達度チェックを 5 割の目安で総合して評価する。 

出席回数が授業回数の 3 分の 2 未満の場合は単位取得できない。 

ディプロマポリシー 「カリキュラムマップ」 

学修指針 教養力 人間性 
コミュニケーショ

ン力 
社会性 専門力 判断力 技術力 実践力 

科目の該当     ◎  〇  

関連科目 CADⅠ 

その他 

・CAD の操作は順を追って学ぶものであるので、出席を重視する。 

・テキストは基本操作の解説書であり、他の授業でも CAD の操作は必要であるため必ず購入すること。 

・テキストはバージョンアップする可能性があるため、初回受講時に指導する。 

・この授業を履修するには、「CADⅠ」を修得済であること。 

予習・復習の 

所要時間 
講義時間 30 時間（2 時間×15 週）＋予習・復習時間 15 時間（1 時間×15 週） 

実務経験を活かした

教育内容 
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CADⅢ 

科目分類（2025 年

～入学者） 
SD-M-222 

科目分類（～2024 年

入学者） 
140-331-22 授業コード FG0171 

科目名称 CADⅢ 単位数 1.0 単位 

英文名称 CADⅢ 授業区分 演習・実習・実技 

科目責任者 西尾 尚子 必修・選択 履修ガイド参照 

担当教員 西尾 尚子 開講時期 2 年 

オフィスアワー 
前期 水曜日 13:00～14:30 水曜日 14:40～16:10 

後期 水曜日 13:00～14:30 水曜日 14:40～16:10 
研究室 2-214 

授業概要 
VecterWorks(CAD ソフト)を用いて、三次元データを CG にするための技能を習得する。 

また、他のアプリケーションを用いて、効果的なプレゼンテーション表現についても学ぶ。 

到達目標 CAD ソフト、画像処理ソフト等を用いて、図面、3D パースなどを含むプレゼンテーション資料が作成できる。 

アクティブ・ラーニング

型授業 
無 全授業回数 15 回 メディア科目 － 

複数教員の場

合の授業形態 
 

授業 
回数 

担当者 授業の内容 

1 西尾 尚子 

【第 1 回】 
予習 ：授業準備 
授業 ：概要、3D ボリューム作成レビュー 

復習 ：授業計画の確認 

2 西尾 尚子 

【第 2 回】 

予習 ：3D フィレットと NURBS 曲線等 事前学習 
授業 ：3D フィレットと NURBS 曲線等 
復習 ：3D フィレットと NURBS 曲線等 見直し 

3 西尾 尚子 

【第 3 回】 
予習 ：課題演習 a ボリューム作成補足 事前学習 

授業 ：課題演習 a ボリューム作成補足 
復習 ：課題演習 a ボリューム作成補足 見直し 

4 西尾 尚子 

【第 4 回】 
予習 ：課題演習 b テクスチャについて 事前学習 
授業 ：課題演習 b テクスチャについて 

復習 ：課題演習 b テクスチャについて 見直し 

5 西尾 尚子 

【第 5 回】 

予習 ：課題演習 c マッピングについて 事前学習 
授業 ：課題演習 c マッピングについて 
復習 ： 課題演習 c マッピングについて 見直し 

6 西尾 尚子 

【第 6 回】 
予習 ：課題演習 d テクスチャの編集と作成 事前学習 

授業 ：課題演習 d テクスチャの編集と作成 
復習 ：課題演習 d テクスチャの編集と作成 見直し 

7 西尾 尚子 

【第 7 回】 
予習 ：課題演習 e ライティング 1 事前学習 
授業 ：課題演習 e ライティング 1 

復習 ：課題演習 e ライティング 1 見直し 

8 西尾 尚子 

【第 8 回】 

予習 ：課題演習 f ライティング 2 事前学習 
授業 ：課題演習 f ライティング 2 
復習 ：課題演習 f ライティング 2 見直し 

9 西尾 尚子 

【第 9 回】 
予習 ：課題演習 g アングルの作成、登録画面の作成 事前学習 

授業 ：課題演習 g アングルの作成、登録画面の作成 
復習 ：課題演習 g アングルの作成、登録画面の作成 見直し 

10 西尾 尚子 

【第 10 回】 
予習 ：課題演習 h 画像ファイルの保存と活用 事前学習 
授業 ：課題演習 h 画像ファイルの保存と活用 

復習 ：課題演習 h 画像ファイルの保存と活用 見直し 

11 西尾 尚子 

【第 11 回】 

予習 ：課題演習 i 3D データの補足 事前学習 
授業 ：課題演習 i 3D データの補足 
復習 ：課題演習 i 3D データの補足 見直し 
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12 西尾 尚子 

【第 12 回】 
予習 ：課題演習 j Photoshop で添景を加工する 事前学習 

授業 ：課題演習 j Photoshop で添景を加工する 
復習 ：課題演習 j Photoshop で添景を加工する 見直し 

13 西尾 尚子 

【第 13 回】 
予習 ：課題演習 k 添景を合成する 事前学習 
授業 ：課題演習 k 添景を合成する 

復習 ：課題演習 k 添景を合成する 見直し 

14 西尾 尚子 

【第 14 回】 

予習 ：課題演習 l CG 完成作業 事前学習 
授業 ：課題演習 l CG 完成作業 
復習 ：課題演習 l CG 完成作業 見直し 

15 西尾 尚子 

【第 15 回】 
予習 ：全授業内容の再確認 

授業 ：まとめ 
復習 ：見直し 

授業開始前学習 「CADⅠ」「CADⅡ」で学習した Vectorworks の２次元、３次元の基本的操作を復習しておく。 

授業内課題のフィー

ドバックの方法 
毎回の課題は翌週の講義の最初にポイントを解説し、課題の上書きができる。 

テキスト・教材 必要資料を適宜配布する。 

参考書 「10 日間でマスター！Vectorworks」（エクスナレッジムック） 

評価の基準と方法 
出席状況、授業中の演習課題の提出内容および受講態度 3 割、提出作品 7 割の総合的な判断に基づき評価する。 

出席回数が授業回数の 3 分の 2 未満の場合は単位取得できない。 

ディプロマポリシー 「カリキュラムマップ」 

学修指針 教養力 人間性 
コミュニケーショ

ン力 
社会性 専門力 判断力 技術力 実践力 

科目の該当   〇  ◎  〇  

関連科目 CADⅠ、CADⅡ 

その他 

・「CADⅡ」までの単位を取得していること。 

・CAD の操作は順を追って学ぶものであるので、出席を重視する。 

・履修者がパソコン台数を超えた場合、初回の講義への出席、学年等に配慮してクラスを調整する。 

・履修制限を行う場合は、初回の講義への出席が基本条件となる。 

予習・復習の 

所要時間 
講義時間 30 時間（2 時間×15 週）＋予習・復習時間 15 時間（1 時間×15 週） 

実務経験を活かした

教育内容 
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ﾌｨｰﾙﾄﾞﾜｰｸ 

科目分類（2025 年

～入学者） 
SD-M-223 

科目分類（～2024 年

入学者） 
140-330-22 授業コード FG0200 

科目名称 ﾌｨｰﾙﾄﾞﾜｰｸ 単位数 1.0 単位 

英文名称 Fieldwork 授業区分 演習・実習・実技 

科目責任者 堀邉 阿伊子 必修・選択 履修ガイド参照 

担当教員 鈴木(利)･堀邉 開講時期 2･3･4 年 

オフィスアワー - 研究室 - 

授業概要 

地域に育まれた伝統的な文化や建物・街並みを調査・体験し、伝統工芸や食文化などに触れることにより、その土地の生活文

化を調査研究する。 

授業では、ディスカッションやグループ発表などのグループワークやプレゼンテーションを実施する。さらに、現地を訪れてフィールドワー
ク実習を行う。 

到達目標 
現地を訪れ学ぶために必要となる的確な計画立案力・情報収集力を身につける。特色あるその土地の文化や工芸、インテリアや

建築などの知識を深める。グループワークや団体行動を通して、社会で必要となる力を身につける。 

アクティブ・ラーニング

型授業 
有 全授業回数 15 回 メディア科目 － 

複数教員の場
合の授業形態 

共同 

授業 

回数 
担当者 授業の内容 

1 
鈴木 利彦 

堀邉 阿伊子 

【第 1 回】 
予習：シラバスをよく読む 

授業：事前授業 1（4 月）：ガイダンス 
復習：配布資料をよく読む 

2 
鈴木 利彦 

堀邉 阿伊子 

【第 2 回】 
予習：実習エリアの資料収集 
授業：事前授業 2（5 月）：課題説明・フィールドワーク行動計画（グループワーク） 

復習：訪問先の検討 

3 
鈴木 利彦 

堀邉 阿伊子 

【第 3 回】 

予習：訪問先資料の収集 
授業：事前授業 3（6 月）：フィールドワーク訪問先調査研究 1（グループワーク） 
復習：訪問先資料の整理 

4 
鈴木 利彦 

堀邉 阿伊子 

【第 4 回】 
予習：訪問先資料の収集 

授業：事前授業 4（7 月）：フィールドワーク訪問先調査研究 2（グループワーク） 
復習：訪問先資料のまとめ 

5 
鈴木 利彦 

堀邉 阿伊子 

【第 5 回】 
予習：訪問先資料の収集 
授業：事前授業 5（8 月）：フィールドワーク訪問先研究発表（グループワーク・プレゼンテーション） 

復習：資料の完成 

6 
鈴木 利彦 

堀邉 阿伊子 

【第 6 回】 

予習：訪問先資料の確認 
授業：フィールドワーク実習-1 日目①（夏季集中）（フィールドワーク） 
復習：実習成果の記録 

7 
鈴木 利彦 

堀邉 阿伊子 

【第 7 回】 
予習：訪問先資料の確認 

授業：フィールドワーク実習-1 日目②（夏季集中）（フィールドワーク） 
復習：実習成果の記録 

8 
鈴木 利彦 

堀邉 阿伊子 

【第 8 回】 
予習：訪問先資料の確認 
授業：フィールドワーク実習-1 日目③（夏季集中）（フィールドワーク） 

復習：実習成果の記録 

9 
鈴木 利彦 

堀邉 阿伊子 

【第 9 回】 

予習：訪問先資料の確認 
授業：フィールドワーク実習-2 日目①（夏季集中）（フィールドワーク） 
復習：実習成果の記録 

10 
鈴木 利彦 

堀邉 阿伊子 

【第 10 回】 
予習：訪問先資料の確認 

授業：フィールドワーク実習-2 日目②（夏季集中）（フィールドワーク） 
復習：実習成果の記録 



202 

 

11 
鈴木 利彦 

堀邉 阿伊子 

【第 11 回】 
予習：訪問先資料の確認 

授業：フィールドワーク実習-2 日目③（夏季集中）（フィールドワーク） 
復習：実習成果の記録 

12 
鈴木 利彦 

堀邉 阿伊子 

【第 12 回】 
予習：訪問先資料の確認 
授業：フィールドワーク実習-3 日目①（夏季集中）（フィールドワーク） 

復習：実習成果の記録 

13 
鈴木 利彦 

堀邉 阿伊子 

【第 13 回】 

予習：訪問先資料の確認 
授業：フィールドワーク実習-3 日目②（夏季集中）（フィールドワーク） 
復習：実習成果の記録 

14 
鈴木 利彦 

堀邉 阿伊子 

【第 14 回】 
予習：訪問先資料の確認 

授業：フィールドワーク実習-3 日目③（夏季集中）（フィールドワーク） 
復習：実習成果の記録 

15 
鈴木 利彦 

堀邉 阿伊子 

【第 15 回】 
予習：発表準備 
授業：実習成果の発表・まとめ（グループワーク・プレゼンテーション） 

復習：報告書の完成 

授業開始前学習  

授業内課題のフィー

ドバックの方法 
計画立案から調査研究・実習の間、ディスカッションを通してフィードバックする。 

テキスト・教材  

参考書  

評価の基準と方法 
この科目は団体行動となるため授業態度と協調性を重視する。 

事前授業及び報告会などへの出席・提出物・授業態度 50％、フィールドワーク実習 50％で評価する。 

ディプロマポリシー 「カリキュラムマップ」 

学修指針 教養力 人間性 
コミュニケーショ

ン力 
社会性 専門力 判断力 技術力 実践力 

科目の該当 〇  〇 ◎     

関連科目  

その他 

・この授業は国内（主に地方）での集中講義を実施するため、費用が 1 人３～５万円程度かかる予定。 

・履修者は初回授業に必ず出席すること。 

・2025 年度は実施形態を 2 泊 3 日としているが、社会事情（感染拡大など）により短縮実施もあり得る。 

・履修人数が 60 名を超えた場合は抽選を行う。最少および最大催行人数を設定する。大学側との協議の結果、実施できない
可能性もある 。 

・団体行動のため、指示に従わない等の場合は履修を取り消していただきます。 

予習・復習の 

所要時間 
講義時間 30 時間（2 時間×15 週）＋予習・復習時間 15 時間（1 時間×15 週） 

実務経験を活かした

教育内容 
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ｲﾝﾃﾘｱﾃﾞｻﾞｲﾝ論 

科目分類（2025 年

～入学者） 
SD-M-221（Ｊ） 

科目分類（～2024 年

入学者） 

141-331-12

（Ｊ） 
授業コード FG0430 

科目名称 ｲﾝﾃﾘｱﾃﾞｻﾞｲﾝ論 単位数 2.0 単位 

英文名称 Theory of Interior Design 授業区分 講義 

科目責任者 佐藤 勉 必修・選択 履修ガイド参照 

担当教員 佐藤 勉 開講時期 2 年 

オフィスアワー 
前期 火曜日 13:00～16:10 火曜日 13:00～14:30 

後期 水曜日 10:40～12:10 水曜日 13:00～14:30 
研究室 1-202 

授業概要 

インテリア空間を理解し、空間のデザインを促すための論である。 

インテリア空間をデザインするためには、さまざまなインテリアの要素、要因などの知識が必要である。 

要素、要因の観点は多種多様であるが、この論では、空間の考え方と有り様を中心に論ずる。 

その内容を各自が問題意識を持ち、研究・習得する。授業では小課題のグループ発表などを行う。 

到達目標 
インテリアデザインを考える上で必要な知識を幅広く身につけること。それらの知識をふまえ、小課題やレポートを通して、インテリア

空間を自分の視点で正確に読み取り、的確に表現できること。 

アクティブ・ラーニング

型授業 
有 全授業回数 15 回 メディア科目 － 

複数教員の場
合の授業形態 

 

授業 

回数 
担当者 授業の内容 

1 佐藤 勉 

【第 1 回】 
予習 ：シラバスを読み込んでおく 

授業 ：ガイダンス 
復習 ：授業のテーマと目的を良く理解しておく（小課題 1） 

2 佐藤 勉 

【第 2 回】 
予習 ：インテリアデザインと聞いてイメージするキーワードの考察 
授業 ：インテリアデザインとは （小課題 1 グループ発表） 

復習 ：インテリアデザインの領域の再確認 

3 佐藤 勉 

【第 3 回】 

予習 ：住まい以外の好きな空間 
授業 ：何も無かった空間 
復習 ：インテリアデザインの用途別分類（小課題 2） 

4 佐藤 勉 

【第 4 回】 
予習 ：日本と海外の住まいの違い 

授業 ：様々な空間 （小課題 2 グループ発表） 
復習 ：日本と海外の空間の歴史とその違いと特徴を認識 

5 佐藤 勉 

【第 5 回】 
予習 ：自分の家の玄関のリサーチ 
授業 ：靴を脱ぐ住まい 

復習 ：玄関、畳の名称や寸法 

6 佐藤 勉 

【第 6 回】 

予習 ：季節の行事 
授業 ：人の動作、行動と寸法 
復習 ：モジュールについて（小課題 3） 

7 佐藤 勉 

【第 7 回】 
予習 ：自分の部屋にある家具の確認 

授業 ：家具の役割（小課題 3 グループ発表） 
復習 ：家具の種類、用途の再確認 

8 佐藤 勉 

【第 8 回】 
予習 ：自分の部屋の収納量をリサーチ 
授業 ：収納 

復習 ：部屋別の収納家具やその寸法、デザインの再確認 

9 佐藤 勉 

【第 9 回】 

予習 ：自分の部屋の照明のリサーチ 
授業 ：自然のあかりと人工のあかり 
復習 ：あかりの種類の確認（小課題 4） 

10 佐藤 勉 

【第 10 回】 
予習 ：自分のキッチンのリサーチ 

授業 ：台所、風呂、便所（小課題 4 グループ発表） 
復習 ：キッチン、風呂、トイレに使われている素材の確認 
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11 佐藤 勉 

【第 11 回】 
予習 ：自分の寝室のリサーチ 

授業 ：寝室、玄関 
復習 ：寝室、玄関に使われている素材の確認 

12 佐藤 勉 

【第 12 回】 
予習 ：自分の家の中に使われている素材の整理 
授業 ：素材１ 

復習 ：自分の家の床・壁・天井など素材を確認 

13 佐藤 勉 

【第 13 回】 

予習 ：自分の好きな素材・色を探す 
授業 ：素材２ 
復習 ：素材の種類、トレンドの確認 

14 佐藤 勉 

【第 14 回】 
予習 ：自分の好きな家具のデザイン 

授業 ：まとめ１ 
復習 ：室内環境の再認識 

15 佐藤 勉 

【第 15 回】 
予習 ：自分の好きなインテリアスタイル 
授業 ：まとめ２ 

復習 ：15 回の授業内容を良く理解しておく 

授業開始前学習 「図学と透視画の基礎」授業で使用した教科書「新しいインテリアデザインの実技」第１章１−１と１−２をよく読んでおくこと。 

授業内課題のフィー

ドバックの方法 
小課題ワークシート提出後の授業でグループ発表と講評を行う。 

テキスト・教材 
授業に必要な資料は指示、又は配布する。 

作業に必要な用具、教材は指示に応じて各自用意する。 

参考書 授業にあわせて、推選図書、参考書は紹介をする。 

評価の基準と方法 

小課題と最終レポート、受講態度等を総合して評価する。 

配点（100 点満点における）は、小課題等 20 点、受講態度等 30 点、最終レポート 50 点の配分とする。 

出席が 10 回未満の場合は、単位修得不可。 

ディプロマポリシー 「カリキュラムマップ」 

学修指針 教養力 人間性 
コミュニケーショ

ン力 
社会性 専門力 判断力 技術力 実践力 

科目の該当 〇    ◎ 〇   

関連科目 インテリアデザインⅠ、インテリアデザインⅡ 

その他  

予習・復習の 

所要時間 
講義時間 30 時間（2 時間×15 週）＋予習・復習時間 60 時間（4 時間×15 週） 

実務経験を活かした

教育内容 
建築、インテリアデザインの実務経験あり。建築・インテリアデザイン分野の実務に役立つ内容について講義する。 
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☆ｲﾝﾃﾘｱﾃﾞｻﾞｲﾝ計画 A(住居･店舗)／ｲﾝﾃﾘｱﾃﾞｻﾞｲﾝ計画 A 

科目分類（2025 年

～入学者） 
SD-M-221（Ｊ） 

科目分類（～2024 年

入学者） 

141-331-12

（Ｊ） 
授業コード FG0440 

科目名称 ☆ｲﾝﾃﾘｱﾃﾞｻﾞｲﾝ計画 A(住居･店舗)／ｲﾝﾃﾘｱﾃﾞｻﾞｲﾝ計画 A 単位数 2.0 単位 

英文名称 Interior Design A (Housing and Shop)／Interior Design A 授業区分 講義 

科目責任者 橘田 洋子 必修・選択 履修ガイド参照 

担当教員 橘田 洋子 開講時期 2 年 

オフィスアワー 
前期 火曜日 16:10～17:40 木曜日 14:40～16:10 

後期 火曜日 13:00～14:30 木曜日 14:40～16:10 
研究室 1-206 

授業概要 

住居・店舗のインテリア空間を形（造形）や機能としてとらえるだけでなく、 

光・音・香り・映像・会話そして朝昼晩といった時間の経過を含む「情景／シーン」として考察し、学んでいく。 

実測や空間体験を通して、材質感やスケール感覚などを理解するとともに、 

住居・店舗におけるインテリアデザイン計画の基本的知識を身につけることを目的とする。 

到達目標 
実測や空間体験を通して、材質感やスケール感覚などを理解するとともに、 

住居・店舗空間におけるインテリアデザイン計画の基本的知識を身につけることを目標とする。 

アクティブ・ラーニング

型授業 
有 全授業回数 15 回 メディア科目 － 

複数教員の場
合の授業形態 

 

授業 

回数 
担当者 授業の内容 

1 橘田 洋子 

【第 1 回】 
予習 ：シラバスを読み込んでおく 

授業 ：ガイダンス・住居空間インテリアデザイン概論 
復習 ：授業のテーマと目的を良く理解しておく 

2 橘田 洋子 

【第 2 回】 
予習 ：自分の家のエントランス空間をリサーチ 
授業 ：エントランス空間 

復習 ：自分の家のエントランス空間の部材・素材の確認 

3 橘田 洋子 

【第 3 回】 

予習 ：自分の家のリビング・ダイニング空間のリサーチ 
授業 ：リビング・ダイニング空間  
復習 ：自分の家のリビング・ダイニング空間の部材・素材の確認 

4 橘田 洋子 

【第 4 回】 
予習 ：様々な人が集う空間のリサーチ 

授業 ：実測①人が集う空間のスケール把握 
復習 ：実測①の分析資料を作成 

5 橘田 洋子 

【第 5 回】 
予習 ：自分の家のキッチン空間のリサーチ  
授業 ：キッチン空間 

復習 ：自分の家のキッチン空間の部材・素材の確認 

6 橘田 洋子 

【第 6 回】 

予習 ：自分の家のサニタリー空間のリサーチ 
授業 ：サニタリー空間 
復習 ：自分の家のサニタリー空間の部材・素材の確認 

7 橘田 洋子 

【第 7 回】 
予習 ：様々な機能的な空間をリサーチ  

授業 ：実測② 機能的空間のスケール把握 
復習 ：実測②の分析資料を作成 

8 橘田 洋子 

【第 8 回】 
予習 ：自分の家の働く・寝る・子ども・和の空間のリサーチ   
授業 ：働く・寝る・子ども・和の空間 

復習 ：自分の家の働く・寝る・子ども・和の空間の部材・素材の確認 

9 橘田 洋子 

【第 9 回】 

予習 ：自分の家の個人的な空間をリサーチ   
授業 ：実測③ 個人的空間のスケール把握 
復習 ：実測③の分析資料を作成 

10 橘田 洋子 

【第 10 回】 
予習 ：身近な店舗のインテリアデザインを確認しておく  

授業 ：店舗空間インテリアデザイン概論 
復習 ：住居と店舗のインテリアデザインの違いを自分なりに整理しておく 
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11 橘田 洋子 

【第 11 回】 
予習 ：身近な Café 店舗 1 件を選定・体験しておく    

授業 ：飲食空間① 
復習 ：選定した Café 店舗の空間の部材・素材の確認 

12 橘田 洋子 

【第 12 回】 
予習 ：身近なレストラン店舗 1 件を選定・体験しておく    
授業 ：飲食空間② 

復習 ：選定したレストラン店舗の空間の部材・素材の確認 

13 橘田 洋子 

【第 13 回】 

予習 ：身近なギフトショップ 1 件を選定・体験しておく    
授業 ：物販空間① 
復習 ：選定したギフトショップの空間の部材・素材の確認 

14 橘田 洋子 

【第 14 回】 
予習 ：身近なセレクトショップ 1 件を選定・体験しておく    

授業 ：物販空間② 
復習 ：選定したセレクトショップの空間の部材・素材の確認 

15 橘田 洋子 

【第 15 回】 
予習 ：自分の好きなインテリアデザイン空間のある住居・店舗をリサーチ 
授業 ：講評 

復習 ：15 回の授業内容をよく理解しておく 

授業開始前学習 
出来るだけ多くの空間デザインに触れ、観察するように。 

デザインには経験のストックが重要。 

授業内課題のフィー

ドバックの方法 
演習を実施した際には、講義内での解説を行う。課題発表やグループ発表では、講評を行う。 

テキスト・教材 授業中に配布する。必要に応じて指示する。 

参考書 講義中に指示する。 

評価の基準と方法 

評価は出席状況、課題提出内容、提出期限を重視し評価を行う。 

配点(100 点満点における）は、ミニテスト 20 点・演習課題内容・提出期限 70 点、授業態度 10 点の配分とする。 

出席が 10 回未満（講義回数の 3 分の 2 回未満）、及び課題未提出のいずれの場合も単位取得できない。 

ディプロマポリシー 「カリキュラムマップ」 

学修指針 教養力 人間性 
コミュニケーショ

ン力 
社会性 専門力 判断力 技術力 実践力 

科目の該当 〇    ◎ 〇   

関連科目 設計製図Ⅰ、設計製図Ⅱ、インテリアデザインⅠ 

その他 学外で見学会を行うことがあります。その際に必要な交通費・入場料などの経費は自己負担となります。 

予習・復習の 

所要時間 
講義時間 30 時間（2 時間×15 週）＋予習・復習時間 60 時間（4 時間×15 週） 

実務経験を活かした

教育内容 

・建築・インテリアデザイン分野における実務経験あり。 

・建築・インテリアデザイン等の実務に役立つ実習等を行う。 
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家具･陶芸･ﾃｷｽﾀｲﾙﾃﾞｻﾞｲﾝ入門 

科目分類（2025 年

～入学者） 
SD-M-122（Ｊ） 

科目分類（～2024 年

入学者） 
 授業コード FG1400 

科目名称 家具･陶芸･ﾃｷｽﾀｲﾙﾃﾞｻﾞｲﾝ入門 単位数 2.0 単位 

英文名称 Introduction to Furniture, Ceramics and Textile Design 授業区分 演習 

科目責任者 渡辺 賢 必修・選択 履修ガイド参照 

担当教員 田中･渡辺(賢)･渡辺(信)･古府 開講時期 1 年 

オフィスアワー - 研究室 - 

授業概要 

 3 種類の自然素材を使い、プロダクトデザインの基礎を学ぶ科目。3 グループに分け、交互に 3 種類の内容を学ぶ。 

◻︎家具デザイン（5 回）：木材を使い、素材の特性や道具の使い方を学び、家具デザインの基本プロセスを体験する。 

◻︎陶芸デザイン（5 回）：土を使い、素材である陶土に触れ、土練・成形・絵付け・釉掛け・焼成の工程を体験する。 

◻︎テキスタイルデザイン（5 回）：繊維を使い、織の基本的な要素である素材・色・織物の構造を学び、織造形の入り口を体

験する。 

到達目標 

 3 種類の自然素材に触れ、素材と造形の関係性を追求する。身近なプロダクトを通して人と空間の関係性を探求する。 

◻︎家具デザイン：素材特性の理解とデザインプロセスである調査・企画立案・アイデア展開・設計・制作・プレゼンテーションを習
得する。 

◻︎陶芸デザイン：普段生活の中で使用している陶器の制作・製造過程を理解する。 

◻︎テキスタイルデザイン：テキスタイル、糸の基本知識を習得する。また織の 3 原組織の実習を体験することにより、織物の基礎
を身につけることを目標とする。 

アクティブ・ラーニング

型授業 
有 全授業回数 15 回 メディア科目 － 

複数教員の場
合の授業形態 

オムニバス 

授業 

回数 
担当者 授業の内容 

1 渡辺 賢 

【第 1 回】家具デザイン 
予習：シラバスを読む、身近な木製品の調査 

授業：オリエンテーション、素材体験、人体寸法調査 
復習：講義内容を振り返り、素材の理解を深める 

2 渡辺 賢 

【第 2 回】家具デザイン 
予習：テーマ設定、アイデアスケッチ 
授業：アイデア展開、ラフ図面 

復習：デザイン決定、ヒューマンスケールの確認 

3 渡辺 賢 

【第 3 回】家具デザイン 

予習：制作工程の計画 1 
授業：構造の確認、スケールモデルの制作（組立） 
復習：制作工程の見直し 

4 渡辺 賢 

【第 4 回】家具デザイン 
予習：制作工程の計画 2 

授業：スケールモデルの制作（組立、仕上げ） 
復習：制作物の完成 

5 渡辺 賢 

【第 5 回】家具デザイン 
予習：プレゼンテーションの準備 
授業：講評会（プレゼンテーション） 

復習：作品情報及び必要データの提出 

6 
渡辺 信史 
田中 真琴 

【第 6 回】陶芸デザイン 

予習：シラバスを読む、身近なやきものを調査する 
授業：オリエンテーション、ワークショップ 
復習：インターネット等でやきものを調べる 

7 
渡辺 信史 

田中 真琴 

【第 7 回】陶芸デザイン 
予習：アイデアスケッチ 

授業：アイデアチェック・土練りと手びねり、玉づくり 
復習：素材と工程を復習する 

8 
渡辺 信史 
田中 真琴 

【第 8 回】陶芸デザイン 
予習：制作方法の確認 
授業：玉づくりによる成形 

復習：制作物の修正 

9 
渡辺 信史 
田中 真琴 

【第 9 回】陶芸デザイン 

予習：絵付けのアイデアスケッチ 
授業：絵付け 
復習：プレゼンテーション研究 
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10 
渡辺 信史 

田中 真琴 

【第 10 回】陶芸デザイン 
予習：プレゼンテーション制作 

授業：講評会（プレゼンテーション） 
復習：データ提出 

11 古府 千枝 

【第 11 回】テキスタイルデザイン 
予習：シラバスを読む、身近なテキスタイルの調査 
授業：講義、授業説明、織り機・道具準備 

復習：プリントを読み、講義内容を復習する 

12 古府 千枝 

【第 12 回】テキスタイルデザイン 

予習：生活空間にある織物をよく観察する 
授業：3 種の織り方のサンプル制作 
復習：織り方の復習 

13 古府 千枝 

【第 13 回】テキスタイルデザイン 
予習：本制作のデザインを考える 

授業：本制作デザイン決定、経糸準備、織作業 
復習：決定したデザインの完成イメージをする 

14 古府 千枝 

【第 14 回】テキスタイルデザイン 
予習：緯糸に使用する糸を考える 
授業：本制作織作業 

復習：織制作・授業内でやり残した作業を完成させる 

15 古府 千枝 

【第 15 回】テキスタイルデザイン 

予習：プレゼンテーション、講評会の準備 
授業：織仕上げ作業、作品画像撮影、講評会（プレゼンテーション） 
復習：プレゼン資料とともに作品画像を提出 

授業開始前学習 
履修ガイドの該当項目を熟読すること。 

身近なプロダクトに触れ、素材や機能、また人や空間との関係性を観察すること。 

授業内課題のフィー

ドバックの方法 

それぞれの最終授業で行うプレゼンレーションや講評会を通して、他者の考えや自分自身の作品に対する問題提起、課題解決

の方法を確認し整理する。 

テキスト・教材 資料、プリントな等を適宜配布する。 

参考書 資料等を適宜配布、紹介する。 

評価の基準と方法 
提出物、受講態度などにより評価する。 

評価は提出物 70%、受講態度など 30% 

ディプロマポリシー 「カリキュラムマップ」 

学修指針 教養力 人間性 
コミュニケーショ

ン力 
社会性 専門力 判断力 技術力 実践力 

科目の該当 ○    ◎  △  

関連科目 
「建築・インテリアデザイン入門」 

「プロダクトデザイン入門」 

その他 

・この科目では以下の 3 グループに分け、交互に 3 種類の内容を学ぶ。 

 A 班：家具→陶芸→テキスタイル、B 班：陶芸→テキスタイル→家具、C 班：テキスタイル→家具→陶芸 

・学外で見学会を行う際は、その見学に必要な交通費や入場料は自己負担とする。 

・授業に臨む際は、筆記用具と B4 サイズ以上のスケッチブックを持参する。 

予習・復習の 

所要時間 
講義時間 30 時間（2 時間×15 週）＋予習・復習時間 60 時間（4 時間×15 週） 

実務経験を活かした

教育内容 

本科目は複数の担当者が共同で指導する科目であり、担当教員は家具・陶芸・テキスタイルデザインそれぞれの実務経験を有

している。 

本科目ではその経験を活かし、受講生はプロダクトデザインの導入となる演習を行う。 
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家具ﾃﾞｻﾞｲﾝⅠ 

科目分類（2025 年

～入学者） 
SD-M-222（Ｊ） 

科目分類（～2024 年

入学者） 

141-330-22

（Ｊ） 
授業コード FG0471 

科目名称 家具ﾃﾞｻﾞｲﾝⅠ 単位数 2.0 単位 

英文名称 Furniture Design Ⅰ 授業区分 演習・実習・実技 

科目責任者 渡辺 賢 必修・選択 履修ガイド参照 

担当教員 野田･渡辺(賢) 開講時期 2･3 年 

オフィスアワー - 研究室 - 

授業概要 

特定の場所で使用されることを前提とした家具をデザインし、縮尺模型を制作する課題。 

家具の主素材として用いられることが多い木材（合板）を用い、人・モノ・空間の相互関係から造形を導き出す。 

素材の特性や加工方法を学び、家具制作に必要不可欠な図面の作図と、デザインプロセスを学習する。 

到達目標 

・特定の場所における問題点を各自が定め、人・モノ・空間の相互関係から課題解決する力を養う。 

・デザインプロセスの基本となる調査・企画立案・アイデア展開・設計・制作・プレゼンテーションの一連の流れを習得する。 

・CAD の演習を通し、家具デザインにおける各種図面の作図と活用方法を習得する。 

アクティブ・ラーニング

型授業 
有 全授業回数 15 回 メディア科目 － 

複数教員の場
合の授業形態 

共同 

授業 
回数 

担当者 授業の内容 

1 
渡辺 賢 

野田 昇一郎 

【第 1 回】 

予習：履修ガイド該当科目の熟読 
授業：オリエンテーション、素材体験 
復習：講義内容を振り返り、条件を整理する。 

2 
渡辺 賢 

野田 昇一郎 

【第 2 回】 
予習：関連事項の調査 

授業：調査報告、テーマ設定、企画立案 
復習：企画案の調整 

3 
渡辺 賢 

野田 昇一郎 

【第 3 回】 
予習：アイデアスケッチ 
授業：アイデア展開、板取図の計画（手書き） 

復習：板取図の見直し（手書き） 

4 
渡辺 賢 

野田 昇一郎 

【第 4 回】 

予習：配布資料の熟読 
授業：CAD による作図の基本操作演習 
復習：基本操作の復習 

5 
渡辺 賢 

野田 昇一郎 

【第 5 回】 
予習：配布資料の熟読 

授業：CAD による板取図の作図演習 
復習：板取図の作図完成 

6 
渡辺 賢 

野田 昇一郎 

【第 6 回】 
予習：配布資料の熟読 
授業：CAD による 3D モデリング 

復習：3D モデリングの完成 

7 
渡辺 賢 

野田 昇一郎 

【第 7 回】 

予習：配布資料の熟読 
授業：CAD による三面図の作図演習 
復習：三面図の完成 

8 
渡辺 賢 

野田 昇一郎 

【第 8 回】 
予習：板取図の事前準備 

授業：ホワイトモデルの制作（板取、切削、組立） 
復習：ホワイトモデルの完成 

9 
渡辺 賢 

野田 昇一郎 

【第 9 回】 
予習：中間発表の準備 
授業：中間発表（プレゼンテーション） 

復習：中間発表の振り返り、ブラッシュアップ 

10 
渡辺 賢 

野田 昇一郎 

【第 10 回】 

予習：制作工程の計画 
授業：スケールモデルの制作（板取、切削） 
復習：制作工程の見直し 
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11 
渡辺 賢 

野田 昇一郎 

【第 11 回】 
予習：制作工程の計画 

授業：スケールモデルの制作（切削、組立） 
復習：制作工程の見直し 

12 
渡辺 賢 

野田 昇一郎 

【第 12 回】 
予習：制作工程の計画 
授業：スケールモデルの制作（切削、組立） 

復習：制作工程の見直し 

13 
渡辺 賢 

野田 昇一郎 

【第 13 回】 

予習：制作工程の計画 
授業：スケールモデルの制作（組立、仕上げ） 
復習：制作物の完成 

14 
渡辺 賢 

野田 昇一郎 

【第 14 回】 
予習：プレゼンテーション資料の計画 

授業：作品撮影、プレゼンテーション資料の作成 
復習：プレゼンテーション資料の完成 

15 
渡辺 賢 

野田 昇一郎 

【第 15 回】 
予習：プレゼンテーションの準備 
授業：講評会（プレゼンテーション） 

復習：レポート、作品データの提出 

授業開始前学習 身近な家具に触れ、素材や機能、また人や空間との関係性を観察すること。 

授業内課題のフィー

ドバックの方法 

個別指導、中間発表、最終日に行うプレゼンテーションや講評会を通して、他者の考えや自分自身の作品に対する問題提起、

課題解決の方法を確認し整理する。 

テキスト・教材 

【学生が準備するもの】 

・ノートパソコン ・筆記用具 ・クロッキー帳 ・コンベックス ・30cm 直定規 ・三角定規 

・デザインカッター （30°刃のもの） ・スコヤ ・三角スケール ・電卓（携帯可） 

・製図用シャーペン（図学で使用している 0.3、0.5、0.7 の 3 種類） 

※ノートパソコンには事前に Vectorworks 学生向けライセンス（無料）をインストールしてください。 

【テキスト・教材】 

資料、プリント等を適宜配布する。 

参考書 資料等を適宜配布、紹介する。 

評価の基準と方法 授業の取り組み 30%、課題成果物及びレポートなどの提出物 70%にて総合評価とする。 

ディプロマポリシー 「カリキュラムマップ」 

学修指針 教養力 人間性 
コミュニケーショ

ン力 
社会性 専門力 判断力 技術力 実践力 

科目の該当     ◎ 〇 〇  

関連科目 「家具・陶芸・テキスタイルデザイン入門」「プロダクトデザイン入門」「空間デザイン入門」 

その他 
・教場設備の関係で、定員が 40 名を超えた場合は抽選による科目実施を検討する。 

・学外で見学会を行う際は、その見学に必要な交通費や入場料は自己負担とする。 

予習・復習の 

所要時間 
講義時間 60 時間＋予習・復習時間 30 時間（2 時間×15 週） 

実務経験を活かした

教育内容 

担当教員は家具デザインの実務経験有している。 

本科目ではその経験を活かし、実務に即したデザインプロセスや家具図面の作図方法、素材の加工方法を演習する。 
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家具ﾃﾞｻﾞｲﾝⅡ 

科目分類（2025 年

～入学者） 
SD-M-222（Ｊ） 

科目分類（～2024 年

入学者） 

141-330-22

（Ｊ） 
授業コード FG0480 

科目名称 家具ﾃﾞｻﾞｲﾝⅡ 単位数 2.0 単位 

英文名称 Furniture Design Ⅱ 授業区分 演習・実習・実技 

科目責任者 渡辺 賢 必修・選択 履修ガイド参照 

担当教員 野田･渡辺(賢) 開講時期 2･3 年 

オフィスアワー - 研究室 - 

授業概要 

自分自身のための椅子をデザインし、実寸大のモックアップを制作する課題。 

家具の主素材として用いられることが多い木材（無垢材）を用い、人・モノ・空間の相互関係から造形を導き出す。 

前期で得たデザインプロセスを踏まえ実材に触れ、手工具の使い方や素材の特性を踏まえた加工方法を学びます。 

実寸大のモックアップに座る体験を通して身体を通した気付きと学びを目指します。 

到達目標 

・木材の特徴を学びながら木工用手工具を安全に使用できるようになる。 

・使用する環境を各自が定め、人・モノ・空間の相互関係から課題を解決する力を養う。 

・前期で得たデザインプロセスを活かしながら実寸大制作に結びつける力を養う。 

・完成した作品を共有し、座る体験を通して今後の制作活動に活かす。 

アクティブ・ラーニング

型授業 
有 全授業回数 15 回 メディア科目 － 

複数教員の場
合の授業形態 

共同 

授業 

回数 
担当者 授業の内容 

1 
渡辺 賢 

野田 昇一郎 

【第 1 回】 
予習：履修ガイド該当科目の熟読 
授業：オリエンテーション、名作椅子体験 
復習：講義内容を振り返り、条件を整理する。 

2 
渡辺 賢 

野田 昇一郎 

【第 2 回】（交替制） 
予習：配布資料の熟読 
授業：木材加工-1「はかる、たたく」 
復習：「はかる、たたく」について復習 
 
予習：椅子の調査 
授業：テーマ設定、企画立案 
復習：企画案の調整 

3 
渡辺 賢 

野田 昇一郎 

【第 3 回】（交替制） 
予習：配布資料の熟読 
授業：木材加工-2「切る、削る」 
復習：「切る、削る」について復習 
 
予習：アイデアスケッチ 
授業：アイデア展開 
復習：アイデアブラッシュアップ 

4 
渡辺 賢 

野田 昇一郎 

【第 4 回】（交替制） 
予習：配布資料の熟読 
授業：木材加工-3「掘る、あける」 
復習：「掘る、あける」について復習 
 
予習：デザイン検討 
授業：CAD による 3D モデリング 
復習：デザイン調整 

5 
渡辺 賢 

野田 昇一郎 

【第 5 回】（交替制） 
予習：配布資料の熟読 
授業：木材加工-4「抜く、締める」 
復習：「抜く、締める」について復習 
 
予習：基本デザイン決定 
授業：CDA による三面図 
復習：デザイン調整 

6 
渡辺 賢 

野田 昇一郎 

【第 6 回】（交替制） 
予習：配布資料の熟読 
授業：木材加工-5「仮固定、磨く」 
復習：「仮固定、磨く」について復習 
 
予習：材取計画 
授業：CDA による材取計画 
復習：デザイン調整 
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7 
渡辺 賢 

野田 昇一郎 

【第 7 回】（交替制） 
予習：配布資料の熟読 
授業：木材加工-6「接着、仕上」 
復習：「接着、仕上」について復習 
 
予習：組立方法の計画 
授業：接着方法の計画 
復習：デザイン調整 

8 
渡辺 賢 

野田 昇一郎 

【第 8 回】 
予習：中間発表の準備 
授業：中間発表（プレゼンテーション） 
復習：中間発表の振り返り、ブラッシュアップ 

9 
渡辺 賢 

野田 昇一郎 

【第 9 回】 
予習：制作工程の計画 
授業：制作（切削） 
復習：制作工程の見直し 

10 
渡辺 賢 

野田 昇一郎 

【第 10 回】 
予習：制作工程の計画 
授業：制作（切削） 
復習：制作工程の見直し 

11 
渡辺 賢 

野田 昇一郎 

【第 11 回】 
予習：制作工程の計画 
授業：制作（切削、組立） 
復習：制作工程の見直し 

12 
渡辺 賢 

野田 昇一郎 

【第 12 回】 
予習：制作工程の計画 
授業：制作（切削、組立） 
復習：制作工程の見直し 

13 
渡辺 賢 

野田 昇一郎 

【第 13 回】 
予習：制作工程の計画 
授業：制作（組立、仕上） 
復習：デザインの変更点に図面の調整 

14 
渡辺 賢 

野田 昇一郎 

【第 14 回】 
予習：制作工程の計画 
授業：制作（組立、仕上） 
復習：デザインの変更点に図面の調整 

15 
渡辺 賢 

野田 昇一郎 

【第 15 回】 
予習：プレゼンテーションの準備 
授業：講評会、実証体験（プレゼンテーション） 
復習：レポート、作品データの提出 

授業開始前学習 前期に学習したデザインプロセス、CAD による作図方法を復習しておくこと。 

授業内課題のフィー

ドバックの方法 

各回の授業で個別チェックを行いブラッシュアップを行う。 

中間発表、最終日に行うプレゼンテーション、及び実証体験や講評会を通して、他者の考えや自分自身の作品に対する問題提
起、課題解決の方法を確認し整理する。 

テキスト・教材 

【学生が準備するもの】 

・ノートパソコン ・筆記用具 ・クロッキー帳 ・コンベックス ・30cm 直定規 ・三角定規 

・デザインカッター （30°刃のもの） ・スコヤ ・三角スケール ・電卓（携帯可） 

・製図用シャーペン（図学で使用している 0.3、0.5、0.7 の 3 種類） 

【テキスト・教材】 

資料、プリント等を適宜配布する。 

参考書 資料等を適宜配布、紹介する。 

評価の基準と方法 授業の取り組み 30%、課題成果物及びレポートなどの提出物 70%にて総合評価とする。 

ディプロマポリシー 「カリキュラムマップ」 

学修指針 教養力 人間性 
コミュニケーショ

ン力 
社会性 専門力 判断力 技術力 実践力 

科目の該当     ◎ 〇 〇  

関連科目 「家具・陶芸・テキスタイルデザイン入門」「プロダクトデザイン入門」「空間デザイン入門」 

その他 

・工房設備の関係で、定員は 40 名とする。 

・履修希望者が定員を超えた場合は抽選による科目実施とする。 

・工房設備の関係で、履修人数により授業内容を調整することがある。 

・工房設備の関係で、履修人数により交替制で教室を入れ替えることがある。 

・学外で見学会を行う際は、その見学に必要な交通費や入場料は自己負担とする。 

予習・復習の 
所要時間 

講義時間 60 時間＋予習・復習時間 30 時間（2 時間×15 週） 

実務経験を活かした
教育内容 

担当教員は家具デザインの実務経験有している。 

本科目ではその経験を活かし、実務に即したデザインプロセスや家具図面の作図方法、素材の加工方法を演習する。 
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☆陶芸ﾃﾞｻﾞｲﾝ入門／陶芸ﾃﾞｻﾞｲﾝⅠ 

科目分類（2025 年

～入学者） 
SD-M-222（Ｊ） 

科目分類（～2024 年

入学者） 

141-330-22

（Ｊ） 
授業コード FG0510 

科目名称 ☆陶芸ﾃﾞｻﾞｲﾝ入門／陶芸ﾃﾞｻﾞｲﾝⅠ 単位数 2.0 単位 

英文名称 Introduction to Ceramic Design／Ceramic Design Ⅰ 授業区分 演習・実習・実技 

科目責任者 渡辺 信史 必修・選択 履修ガイド参照 

担当教員 田中(真)・渡辺(信) 開講時期 2･3 年 

オフィスアワー - 研究室 - 

授業概要 

陶器の「ロクロ成形」の基本を経験する事により、普段の生活の中にある「器」がどの様に「制作」・「製造」されているのかをより具

体的に考察、研究する。 

また、制作する際には、「自ら」もしくは「誰かが」が使用する事を考えデザインする。食生活に欠かせない器をデザインする時の要
素である形、大きさ、重さ、色、柄、収納性、食べ物との関係、いい雰囲気、魅力等をバランスよく考える。また各人、陶磁器には

どんなものがあるか？その歴史は？資料を集め、研究する。 

実習・資料制作の２課題を行う。 

到達目標 ロクロ成形の基本を理解し、既存の陶磁器への理解を深める。 

アクティブ・ラーニング

型授業 
無 全授業回数 15 回 メディア科目 － 

複数教員の場

合の授業形態 
共同 

授業 
回数 

担当者 授業の内容 

1 
田中 真琴 
渡辺 信史 

【第 1 回】 
予習 ：シラバスを読む  
授業 ：オリエンテーション（課題解決型学習） 

復習 ：配布資料を読み問題抽出 

2 
田中 真琴 
渡辺 信史 

【第 2 回】 

予習 ：参考資料を見る 
授業 ：ロクロ成形 ワークショップ（発表） 
復習 ：アイデア研究  問題点の整理 

3 
田中 真琴 

渡辺 信史 

【第 3 回】 
予習 ：参考資料収集 アイデアスケッチ 

授業 ：ロクロ成形（実習） 
復習 ：参考資料まとめ  問題点の整理 

4 
田中 真琴 
渡辺 信史 

【第 4 回】 
予習 ：アイデアスケッチ 
授業 ：ロクロ成形（実習） 

復習 ：アイデア研究  問題点の整理 

5 
田中 真琴 
渡辺 信史 

【第 5 回】 

予習 ：アイデアスケッチ 
授業 ：ロクロ成形（実習） 
復習 ：手捻りによる取っ手付きの器のまとめ  問題点の整理 

6 
田中 真琴 

渡辺 信史 

【第 6 回】 
予習 ：参考資料収集 アイデアスケッチ 

授業 ：ロクロ成形 （実習） 
復習 ：アイデア研究  問題点の整理 

7 
田中 真琴 
渡辺 信史 

【第 7 回】 
予習 ：陶磁器研究 
授業 ：課題説明・質疑応答 

復習 ：課題の理解 

8 
田中 真琴 
渡辺 信史 

【第 8 回】 

予習 ：陶磁器研究 
授業 ：資料制作 
復習 ：資料検討・問題点の整理 

9 
田中 真琴 

渡辺 信史 

【第 9 回】 
予習 ：陶磁器研究 

授業 ：資料制作 
復習 ：資料検討・問題点の整理 

10 
田中 真琴 
渡辺 信史 

【第 10 回】 
予習 ：陶磁器研究 
授業 ：資料制作 

復習 ：資料検討・問題点の整理 
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11 
田中 真琴 

渡辺 信史 

【第 11 回】 
予習 ：資料を検討 

授業 ：資料発表（プレゼンテーション） 
復習 ：問題点の整理 

12 
田中 真琴 
渡辺 信史 

【第 12 回】 
予習 ：絵付けアイデア検討 
授業 ：「ろくろ制作」見本に沿って制作する（実習） 

復習 ：「ろくろ制作」のまとめ 問題点の整理 

13 
田中 真琴 
渡辺 信史 

【第 13 回】 

予習 ：絵付けアイデア検討 
授業 ：絵付け  釉がけ（課題解決型学習） 窯詰め（実習）（グループワーク） 
復習 ：絵付け・釉がけのまとめ 

14 
田中 真琴 

渡辺 信史 

【第 14 回】 
予習 ：配布資料を読む 

授業 ：窯だし（実習） 作品の写真撮影 プレゼンテーション制作説明（グループワーク） 
復習 ：プレゼンテーション研究 

15 
田中 真琴 
渡辺 信史 

【第 15 回】 
予習 ：プレゼンテーション研究 
授業 ：講評（発表）（プレゼンテーション）（ディスカッション） 

復習 ：ふりかえり  制作作品を使う 

授業開始前学習 

・料理雑誌や図書館、インターネットを活用し、自分が作りたい器・絵付けのイメージを固める。 

・普段使用している器の「サイズ」や「使い心地」を考察しておく。 

・自分が好きな陶磁器を探す。 

授業内課題のフィー

ドバックの方法 

制作する前には、各人アイデアチェックを行い、ディスカッションを通して幅広い考察を行う。授業 11 回・15 回目の講評では、制

作した器及び資料について発表を行い、個別に講評、質問に回答する。 

テキスト・教材 必要な資料は指示、または配布する 

参考書  

評価の基準と方法 出席状況、提出作品、積極的な授業態度で評価を行う。配点は、実習 50％・資料制作 50％とする。 

ディプロマポリシー 「カリキュラムマップ」 

学修指針 教養力 人間性 
コミュニケーショ

ン力 
社会性 専門力 判断力 技術力 実践力 

科目の該当     ◎ 〇 〇  

関連科目 2022 年度以前に入学の学生はプロダクトデザイン入門を習得済みであること。 

その他 工房設備の関係で、希望者が多い場合履修制限、もしくは一部授業内容を変更する場合があります。 

予習・復習の 

所要時間 
講義時間 60 時間＋予習・復習時間 30 時間（2 時間×15 週） 

実務経験を活かした

教育内容 

現在、陶芸作家として陶器のデザイン、制作、販売を行っております。株式会社 九つ井（ここのついど）にて、蕎麦屋店舗にて

実際に使用する器のデザイン、制作の実務経験がある。本学にて長年にわたる非常勤講師の実務経験があり、これらを活かし
現在の教育に従事する。 
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☆陶芸ﾃﾞｻﾞｲﾝ A／陶芸ﾃﾞｻﾞｲﾝⅡ 

科目分類（2025 年

～入学者） 
SD-M-222（Ｊ） 

科目分類（～2024 年

入学者） 

141-330-22

（Ｊ） 
授業コード FG0520 

科目名称 ☆陶芸ﾃﾞｻﾞｲﾝ A／陶芸ﾃﾞｻﾞｲﾝⅡ 単位数 2.0 単位 

英文名称 Ceramic Design A／Ceramic Design Ⅱ 授業区分 演習・実習・実技 

科目責任者 渡邉 真理子 必修・選択 履修ガイド参照 

担当教員 土橋・渡辺(真) 開講時期 2･3 年 

オフィスアワー - 研究室 - 

授業概要 

陶磁器における代表的な成形法、タタラ技法（板作り）による花器の制作を行う。 

① 2～10mm の板状の粘土は、柔らかいうちは丸めるなどで形作ることが出来、型などに押しつけることで変形させることも出来
る。また板状の粘土を少し乾かし、板同士を張り合わせることによって形を作ることもで出来る。このように一つの技法でも粘土の
状態により適する形やデザインがあることを理解し制作を進める。 

② 花器の制作をするにあたり、1 つ花（草花や苔、ドライフラワーなど）を各自選定し、その花のための花器をデザイン制作す
る。 

③ 設置空間に調和する器物の研究をする。 

到達目標 
タタラ技法の制作工程を理解すること と 選定した花の研究 と 花器と花と設置空間の調和 といった 

複合的要素を組み合わせデザインすることで、より高いデザイン力を身につけることを目標とする。 

アクティブ・ラーニング

型授業 
有 全授業回数 15 回 メディア科目 － 

複数教員の場
合の授業形態 

共同 

授業 

回数 
担当者 授業の内容 

0 
渡邉 真理子 

土橋 美緒 

【第 1 回】 
予習：シラバスを読む 

授業：オリエンテーション（課題解決型学習）粘土板（タタラ）のワークショップ 
復習：配布資料をよく読み授業計画を確認するあれ 

2 
渡邉 真理子 
土橋 美緒 

【第 2 回】 
予習：身近にある花器を調査する 
授業：粘土板（タタラ）のワークショップ（発表）（プレゼンテーション）（課題解決型学習） 

復習：粘土板（タタラ）のワークショップのまとめ 

3 
渡邉 真理子 

土橋 美緒 

【第 3 回】 

予習：固いタタラ箱の展開を研究する 
授業：花器資料の資料の発表。課題①-固いタタラと柔らかいタタラの成形の研究 アイデアスケッチ マケット制作
（課題解決型学習） 

復習：タタラ箱のマケット制作 

4 
渡邉 真理子 

土橋 美緒 

【第 4 回】 

予習：参考資料を見る 箱制作準備 
授業：課題①-固いタタラと柔らかいタタラのアイデアチェック 制作発表（発表）（プレゼンテーション）（グループデ
ィスカッション） 

復習：アイデアスケッチ マケット制作の展開 

5 
渡邉 真理子 
土橋 美緒 

【第 5 回】 

予習：固いタタラのアイデアスケッチ マケット制作まとめ 
授業：課題①-固いタタラと柔らかいタタラの研究制作（実習） 
復習：固いタタラ マケット問題点抽出 

6 
渡邉 真理子 

土橋 美緒 

【第 6 回】 
予習：固いたタタラのアイデアスケッチ 

授業：課題①-固いタタラの研究制作（実習） 
復習：固いタタラ マケット問題点抽出 

7 
渡邉 真理子 
土橋 美緒 

【第 7 回】 
予習：器物に花を生ける 
授業：課題①-講評（発表）（プレゼンテーション） 

復習：器物の空間設定の検討 

8 
渡邉 真理子 

土橋 美緒 

【第 8 回】 

予習：暮らしの中の器物を調査 
授業：課題②造形花器 アイデア研究（課題解決型学習）（実習） 
 

復習：柔らかい造形のアイデア検討 

9 
渡邉 真理子 
土橋 美緒 

【第 9 回】 

予習：アイデアスケッチ マケット制作 
授業：課題②造形花器 アイデアチェック（発表）（プレゼンテーション）（グループディスカッション）（実習） 
復習：アイデアスケッチ マケット制作の展開 
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10 
渡邉 真理子 

土橋 美緒 

【第 10 回】 
予習：アイデアスケッチ  

授業：課題②造形花器 制作 マケットから実作へ（実習） 
復習：バランス検討 

11 
渡邉 真理子 
土橋 美緒 

【第 11 回】 
予習：アイデア検討 
授業：課題②造形花器 制作（実習） 

復習：空間と器物のバランス研究 

12 
渡邉 真理子 
土橋 美緒 

【第 12 回】 

予習：柔らかい造形花器に花を活ける 
授業：課題②造形花器 講評（発表）（プレゼンテーション） 
復習：課題②振り返り 

13 
渡邉 真理子 

土橋 美緒 

【第 13 回】 
予習：花器、空間、植物のバランス検討 

授業：プレゼンテーション研究（課題解決型学習）（実習）（ディスカッション） 
復習：プレゼンテーション研究 

14 
渡邉 真理子 
土橋 美緒 

【第 14 回】 
予習：花器の設定空間を検討 
授業：上絵基礎 プレゼンテーション研究（課題解決型学習）（ディスカッション） 

復習：器物と植物のまとめ 

15 
渡邉 真理子 
土橋 美緒 

【第 15 回】 

予習：プレゼンテーション研究 
授業：講評（発表）（プレゼンテーション）（ディスカッション） 
復習：振り返り 設定空間に花を活けてみる 

授業開始前学習 自分の作りたい形、雰囲気などを検索し、資料等まとめておくこと。 

授業内課題のフィー

ドバックの方法 

授業 4、9 回目はチェックを全体で行い、アイデアを煮詰める。授業 7、13 回目は実作を個別にチェックし問題点を整理する。授

業 15 回目の全体講評では、実作、プレゼン資料で発表を行い、個別に講評、質問に答える。 

テキスト・教材 必要な資料は指示、または配布する。 

参考書  

評価の基準と方法 タタラ技法の工程理解度 30%、提出作品 50%、プレゼンテーション 20%の配分とする。 

ディプロマポリシー 「カリキュラムマップ」 

学修指針 教養力 人間性 
コミュニケーショ

ン力 
社会性 専門力 判断力 技術力 実践力 

科目の該当     ◎ 〇 〇  

関連科目 
この授業を履修するには、2023 年度入学の学生は陶芸デザイン入門を習得済みであること、 

2022 年度以前に入学の学生はプロダクトデザイン入門を習得済みであること。 

その他  

予習・復習の 

所要時間 
講義時間 60 時間＋予習・復習時間 30 時間（2 時間×15 週） 

実務経験を活かした

教育内容 

自身の陶作品制作活動の経験を活かし、焼き物を通じて自己を表現することの楽しさを伝えていきたい。 

美術大学での陶芸実習指導を長年行っている。 

器物からオブジェまで幅広く制作をしている。土橋も同様に制作活動を行っており、また指導の経験がある。 
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☆ﾃｷｽﾀｲﾙﾃﾞｻﾞｲﾝⅠ／ﾃｷｽﾀｲﾙﾃﾞｻﾞｲﾝ入門／立体織ﾃﾞｻﾞｲﾝⅠ 

科目分類（2025 年

～入学者） 
SD-M-222（Ｊ） 

科目分類（～2024 年

入学者） 

141-330-22

（Ｊ） 
授業コード FG0550 

科目名称 ☆ﾃｷｽﾀｲﾙﾃﾞｻﾞｲﾝⅠ／ﾃｷｽﾀｲﾙﾃﾞｻﾞｲﾝ入門／立体織ﾃﾞｻﾞｲﾝⅠ 単位数 2.0 単位 

英文名称 
Textile Design Ⅰ／Introduction to Textile Design／2-

Dimensional Textile Design Ⅰ 
授業区分 演習・実習・実技 

科目責任者 加藤 富喜 必修・選択 履修ガイド参照 

担当教員 加藤 富喜 開講時期 2･3 年 

オフィスアワー - 研究室 - 

授業概要 

・ハンス J.ウェグナーの Y チェア座面布をデザインし、住居空間におけるテキスタイルの効果を考察する。作品は、織の基本となる

数種類の織組織を学習した上で、ウール糸やアクリル糸を用いて、木枠型の織機または卓上織機で制作し、実物大に仕上げ
る。 

 

・２０２２年度以前に入学の学生でこの授業を履修するには、プロダクトデザイン入門を習得済みであること。 

到達目標 
・織の技法による、色彩や柄、質感の効果を理解し、デザインや制作を行うことで、どのようなテキスタイルによって、住居空間の雰

囲気が変化するのか、イメージできるようになること。 

アクティブ・ラーニング

型授業 
有 全授業回数 15 回 メディア科目 － 

複数教員の場
合の授業形態 

 

授業 

回数 
担当者 授業の内容 

1 加藤 富喜 

【第 1 回】 
予習 ： シラバスを読んでくる 

授業 ： オリエンテーション・テキスタイルについてと織布の特徴 
復習 ： 身近にあるテキスタイルを意識して見るようにする 

2 加藤 富喜 

【第 2 回】 
予習 ： 教室にある織機を見ておく 
授業 ： 木枠型織機の説明・サンプル用経糸の準備（実習／木枠に経糸を張る、綜絖作り） 

復習 ： 経糸の準備の続きをする（木枠に経糸を張る、綜絖作りまで） 

3 加藤 富喜 

【第 3 回】 

予習 ： 経糸の準備の続きをする（木枠に経糸を張る、綜絖作りまで） 
授業 ： 織り組織の説明・織る作業（実習／試し織り） 
復習 ： 織る作業の続きをする（試し織りまで） 

4 加藤 富喜 

【第 4 回】 
予習 ： 織る作業の続きをする（試し織りまで） 

授業 ： 織る作業（実習）・課題の説明 
復習 ： 織る作業の続きをする 

5 加藤 富喜 

【第 5 回】 
予習 ： 織る作業の続きをする 
授業 ： 仕上げ方の説明・サンプルの完成、提出（実習） 

復習 ： テキスタイルに関する資料を調べる 

6 加藤 富喜 

【第 6 回】 

予習 ： デザイン考察の参考になる資料を見ておく 
授業 ： 課題の説明・コンセプト、デザインの考察・コンセプト、経糸の色の決定 
復習 ： デザインの考察 

7 加藤 富喜 

【第 7 回】 
予習 ： デザインの考察 

授業 ： デザインの決定、デザイン画の提出 
復習 ： サンプルを制作した時の経糸の準備工程を確認しておく 

8 加藤 富喜 

【第 8 回】 
予習 ： サンプルを制作した時の経糸の準備工程を確認しておく 
授業 ： 経糸の準備（実習／木枠に経糸を張る） 

復習 ： 経糸準備の続きをする（木枠に経糸を張る作業まで） 

9 加藤 富喜 

【第 9 回】 

予習 ： 経糸の準備の続きをする（木枠に経糸を張る作業まで） 
授業 ： 経糸の準備（実習／綜絖作り、織り付け） 
復習 ： 経糸の準備の続きをする（綜絖作り、織り付けまで） 

10 加藤 富喜 

【第 10 回】 
予習 ： 経糸の準備の続きをする（綜絖作り、織り付けまで） 

授業 ： 織る作業（実習／緯糸の見え方を確認する） 
復習 ： 織る作業の続きをする 
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11 加藤 富喜 

【第 11 回】 
予習 ： 織る作業の続きをする 

授業 ： 織る作業（実習） 
復習 ： 織る作業の続きをする 

12 加藤 富喜 

【第 12 回】 
予習 ： 織る作業の続きをする 
授業 ： 織る作業（実習／仕上げ方の説明） 

復習 ： 織る作業の続きをする 

13 加藤 富喜 

【第 13 回】 

予習 ： 織る作業の続きをする 
授業 ： 織る作業（実習／仕上げ） 
復習 ： 仕上げの作業の続きをする 

14 加藤 富喜 

【第 14 回】 
予習 ： 仕上げの作業の続きをする 

授業 ： 仕上げ、作品の撮影（実習） 
復習 ： 作品撮影・画像を印刷する・レポートの作成をする 

15 加藤 富喜 

【第 15 回】 
予習 ： 作品、作品の写真、レポートを提出出来るようにする・講評会で作品を紹介できるようにコメントを準備し
ておく 

授業 ： 講評会・課題の提出 
復習 ： 講評会での講師や他学生からのコメントを振り返り、今後の学習に活かす 

授業開始前学習 

・シラバスを読んでおく 

・ハンス J.ウェグナーの Y チェアを実際に見ておくと課題がイメージしやすい 

 （本学図書館にあります） 

授業内課題のフィー

ドバックの方法 

第 6 回、第 7 回のコンセプト、デザインの考察の授業では、個別に相談に乗りながら、アドバイスを行う。 

第 15 回の授業では一人ずつコメントを聞き、質問や講評を行う。 

テキスト・教材 

特定のテキストは無い。参考資料として、プリントを配布する。 

道具類は授業内で限定して貸し出す。糸などの材料を、必要に応じ各自で購入してもらう場合がある（教室内にも 

使用可能な糸や材料はある） 

参考書  

評価の基準と方法 課題の提出状況、課題の内容（60％）と制作意欲・出欠回数（40％）による。 

ディプロマポリシー 「カリキュラムマップ」 

学修指針 教養力 人間性 
コミュニケーショ

ン力 
社会性 専門力 判断力 技術力 実践力 

科目の該当     ◎ 〇 〇  

関連科目 2022 年度以前に入学の学生はプロダクトデザイン入門を習得済みであること。 

その他  

予習・復習の 

所要時間 
講義時間 60 時間＋予習・復習時間 30 時間（2 時間×15 週） 

実務経験を活かした

教育内容 

非常勤講師としての織物の組織・色彩構成・素材に特化した授業経験を活かし、組織を学習する授業を行うとともに、制作活

動の経験を活かし、住空間における織物についての制作工程の説明や実習を行う。 
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☆ﾃｷｽﾀｲﾙﾃﾞｻﾞｲﾝⅡ／ﾃｷｽﾀｲﾙﾃﾞｻﾞｲﾝ A／立体織ﾃﾞｻﾞｲﾝⅡ 

科目分類（2025 年

～入学者） 
SD-M-222 

科目分類（～2024 年

入学者） 
141-330-22 授業コード FG0560 

科目名称 ☆ﾃｷｽﾀｲﾙﾃﾞｻﾞｲﾝⅡ／ﾃｷｽﾀｲﾙﾃﾞｻﾞｲﾝ A／立体織ﾃﾞｻﾞｲﾝⅡ 単位数 2.0 単位 

英文名称 
Textile Design Ⅱ／Textile Design Ａ／2-Dimensional 

Textile Design Ⅱ 
授業区分 演習・実習・実技 

科目責任者 野田 吟 必修・選択 履修ガイド参照 

担当教員 野田 吟 開講時期 2･3 年 

オフィスアワー - 研究室 - 

授業概要 

糸素材が持つ質感や色彩を考察し、デザイン計画を行い、木枠で小さなタペストリーを織る。具体的には、まず平織りのつづれ織

りでの模様織り、ノッティング（結び織り、シャギー）、及びルーピング等の技法の修得（サンプル作り）を行う。その後それらを駆
使して、公的空間のインテリアとして機能するタペストリー制作を行い、簡単なプレゼンシートも作成する。 

到達目標 
テキスタイルの基本的な構造、技術の基礎知識を身に付ける事を目標とする。また、デザインコンセプトを自身で立ち上げ、それに

沿って制作の完成度を高める事も目指す。 

アクティブ・ラーニング

型授業 
無 全授業回数 15 回 メディア科目 － 

複数教員の場
合の授業形態 

 

授業 
回数 

担当者 授業の内容 

1 野田 吟 

【第 1 回】 

予習 ：身の回りのテキスタイルに注視する（ラグや服地など、その組織やデザイン）  
授業 ：オリエンテーション ・世界各地の織り物の紹介スライドを鑑賞し、感想記入 ・課題説明 ・整経（木枠に
たて糸を張る） 

復習 ：日常の中で織物を探し、良く観察してみる（糸の成り立ちを観察したり、素材感を確かめてみる） 

2 野田 吟 

【第 2 回】 

予習 ：配布プリントと、配信（Classroom 内）資料に目を通しておく  
授業 ：サンプル作り① ・木枠に経糸（たていと）を張る（整経）   
復習 ：・枠織り機の仕組みを理解する 

3 野田 吟 

【第 3 回】 
予習 ：配布の技法資料に目を通しておく 

授業 ：サンプル織り②（つづれの模様織り技法）  
復習 ：その日学んだ技法を覚える 

4 野田 吟 

【第 4 回】 
予習 ：引き続き、配布の技法資料に目を通しておく 
授業 ：サンプル織り③（つづれの模様織り技法） 

復習 ：その日学んだ技法を覚える 

5 野田 吟 

【第 5 回】 

予習 ：引き続き、配布の技法資料に目を通しておく 
授業 ：サンプル織り④（つづれの模様織の技法、ノッティング、ルーピング、他） 
復習 ：その日学んだ技法を覚える 

6 野田 吟 

【第 6 回】 
予習 ：引き続き、配布の技法資料に目を通しておく 

授業 ：サンプル織り⑤（つづれの模様織の技法、ノッティング、ルーピング、他） 
復習 ：その日学んだ技法を覚える 

7 野田 吟 

【第 7 回】 
予習 ：自分が制作する課題１作品のイメージをする 
授業 ：・コンセプト考案（シート記入、デザイン画作成） ・試し織り 

復習 ：・コンセプトシート完成 

8 野田 吟 

【第 8 回】 

予習 ：素材の準備 
授業 ：課題作品制作①  （試し織りの後、本番制作） 
復習 ：・織り具合チェック ・修正点等、その日の記録①（作業を通しての気づき等を記す） 

9 野田 吟 

【第 9 回】 
予習 ：引き続き、素材の準備 

授業 ：課題作品制作② 
復習 ：・織り具合チェック ・修正点等、その日の記録②（作業を通しての気づき等を記す） 

10 野田 吟 

【第 10 回】 
予習 ：引き続き、素材の準備 
授業 ：課題作品制作③ 

復習 ：・織り具合チェック ・修正点等、その日の記録③（作業を通しての気づき等を記す） 
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11 野田 吟 

【第 11 回】 
予習 ：引き続き、素材の準備 

授業 ：課題作品制作④ 
復習 ：・織り具合チェック ・修正点等、その日の記録④（作業を通しての気づき等を記す） 

12 野田 吟 

【第 12 回】 
予習 ：引き続き、素材の準備 
授業 ：課題作品制作⑤ 

復習 ：・織り具合チェック ・修正点等、その日の記録⑤（作業を通しての気づき等を記す） 

13 野田 吟 

【第 13 回】 

予習 ：引き続き、素材の準備 
授業 ：課題作品制作⑥（織り上げた後、経糸の処理、展示形態への仕上げを行う）、作品の写真撮影、プレ
ゼンシート作成の為の資料の準備 

復習 ：・織り具合チェック ・その日の記録⑥（作業を通しての気づき等を記す） 

14 野田 吟 

【第 14 回】 

予習 ：課題プレゼンシート作成の為の資料の準備、PC 持参 
授業 ：・作品写真撮影 ・課題プレゼンシート作成 （持参した PC で、又は PC ルームにて） 
復習 ：・課題プレゼンシートの完成 

15 野田 吟 

【第 15 回】 
予習 ：発表に向けて、自作発表コメント内容考案 

授業 ：発表（・一人ずつ作品発表 ・他の人の作品への感想等、考察アンケート記入） 
復習 ：・アンケート提出 ・その後、各自、自作へのコメントを読む 

授業開始前学習 
絨毯やタペストリー等が、インテリアまたは空間デザインに於いてどのように設置され、また扱われているか、興味を持って色々見て

おく。 

授業内課題のフィー

ドバックの方法 

課題作品制作時は、各学生のその日の記録（Google Classroom 内予定）に、それぞれへのアドバイス等を記入する。ま

た、授業中にも個別に都度話し合いながら制作を進めていき、各学生とのやり取りを綿密に行う。授業第１５回には、履修者
全体の発表を行う。自身の作品の、コンセプトや織りのデザイン、作業内容について、良かった点、課題点等を確認する。また他
人のデザインや考えに対して比較考察する。 

テキスト・教材 
授業の中にプリント配布と、Classroom 内で資料（技法動画等）配信。教材（木枠と素材）は、基本的に学校の備品を使

用。随時、必要に応じて個別で準備するものを追加指示する。 

参考書  

評価の基準と方法 課題作品 85％、授業内レポート 5％、練習課題 10% 

ディプロマポリシー 「カリキュラムマップ」 

学修指針 教養力 人間性 
コミュニケーショ

ン力 
社会性 専門力 判断力 技術力 実践力 

科目の該当     ◎ 〇 〇  

関連科目 
この授業を履修するには、2025 年度入学の学生は家具・陶芸・テキスタイルデザイン入門を習得済みであること、2023・2024

年度入学の学生はテキスタイルデザイン入門を習得済みであること 

その他  

予習・復習の 

所要時間 
講義時間 60 時間＋予習・復習時間 30 時間（2 時間×15 週） 

実務経験を活かした

教育内容 
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☆ｲﾝﾃﾘｱ材料学／加工･材料学 

科目分類（2025 年

～入学者） 
SD-M-221（Ｊ） 

科目分類（～2024 年

入学者） 

141-330-12

（Ｊ） 
授業コード FG0580 

科目名称 ☆ｲﾝﾃﾘｱ材料学／加工･材料学 単位数 2.0 単位 

英文名称 Interior Materials Science／Processing and Materials 授業区分 講義 

科目責任者 中野 彩子 必修・選択 履修ガイド参照 

担当教員 中野 彩子 開講時期 2 年 

オフィスアワー - 研究室 - 

授業概要 

素材と加工方法の知識は、建築／インテリア／プロダクトの全ての領域にまたがる重要な要素である。この授業では身近な素材

を切り口にして、その特性や加工技術によるデザインの可能性をテーマに、環境問題に絡めながら学習する。また、講義、デザイン
演習、製作、実験という体験型の授業や素材に実際に触れながら学ぶことで経験的に知識を身に付ける。 

到達目標 

建築物の室内を構成する各材料を知識として習得し、設計時に適切な材料の選択ができる力を身につける。また、安全性・居

住性・生産性・耐久性・環境性を考慮して材料を選択することで、快適で豊かな空間をつくるための知識を修得することを目標と
する。 

アクティブ・ラーニング

型授業 
無 全授業回数 15 回 メディア科目 － 

複数教員の場
合の授業形態 

 

授業 
回数 

担当者 授業の内容 

1 中野 彩子 

【第 1 回】 

予習 ：シラバスを読む 

授業 ：インテリア材料と加工の目的 

復習 ：講義内容のふりかえり 

2 中野 彩子 

【第 2 回】 

予習 ：興味があるインテリア材料について調べる 

授業 ：インテリア材料と環境 

復習 ：講義内容のふりかえり 

3 中野 彩子 

【第 3 回】 

予習 ：木材（天然材）について調べる 

授業 ：木材と木質系材１（天然材） 

復習 ：講義内容のふりかえり 

4 中野 彩子 

【第 4 回】 

予習 ：木質系材（人工材）について調べる 

授業 ：木材と木質系材２（人工材） 

復習 ：講義内容のふりかえり 

5 中野 彩子 

【第 5 回】 

予習 ：鋼・鉄について調べる 

授業 ：金属材１（鋼・鉄） 

復習 ：講義内容のふりかえり 

6 中野 彩子 

【第 6 回】 

予習 ：非鉄金属について調べる 

授業 ：金属材２（非鉄金属） 

復習 ：講義内容のふりかえり 

7 中野 彩子 

【第 7 回】 

予習 ：石材について調べる 

授業 ：石材 

復習 ：講義内容のふりかえり 

8 中野 彩子 

【第 8 回】 

予習 ：タイルについて調べる 

授業 ：タイル 

復習 ：講義内容のふりかえり 

9 中野 彩子 

【第 9 回】 

予習 ：ガラスについて調べる 

授業 ：ガラス 

復習 ：講義内容のふりかえり 

10 中野 彩子 

【第 10 回】 

予習 ：左官材について調べる 

授業 ：左官材（土・漆喰・モルタル） 

復習 ：講義内容のふりかえり 
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11 中野 彩子 

【第 11 回】 

予習 ：繊維材について調べる 

授業 ：繊維材（テキスタイル・畳） 

復習 ：講義内容のふりかえり 

12 中野 彩子 

【第 12 回】 

予習 ：紙材・皮革材について調べる 

授業 ：紙材・皮革材 

復習 ：講義内容のふりかえり 

13 中野 彩子 

【第 13 回】 

予習 ：樹脂系材について調べる 

授業 ：樹脂系材 

復習 ：講義内容のふりかえり 

14 中野 彩子 

【第 14 回】 

予習 ：塗料について調べる 

授業 ：塗料 

復習 ：講義内容のふりかえり 

15 中野 彩子 

【第 15 回】 

予習 ：新しいインテリア材料について調べる 

授業 ：これからのインテリア材料 

復習 ：講義内容のふりかえり 

授業開始前学習 さまざまなインテリアの材料について関心を持ち、身近な素材について調べること。 

授業内課題のフィー

ドバックの方法 
授業内で出題する小課題やレポートを提出する。 

テキスト・教材 必要に応じて資料を配布する。 

参考書 適宜、推薦図書・参考図書を紹介する。 

評価の基準と方法 課題等の提出物 60％、授業への取り組み 40％で評価。 

ディプロマポリシー 「カリキュラムマップ」 

学修指針 教養力 人間性 
コミュニケーショ

ン力 
社会性 専門力 判断力 技術力 実践力 

科目の該当 〇   〇 ◎    

関連科目 インテリアデザイン論、建築材料 

その他  

予習・復習の 

所要時間 
講義時間 30 時間（2 時間×15 週）＋予習・復習時間 60 時間（4 時間×15 週） 

実務経験を活かした

教育内容 
建築・インテリアにおける実務経験を活かし、インテリア材料とその加工法についての講義を行う。 
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工芸ﾃﾞｻﾞｲﾝ論 

科目分類（2025 年

～入学者） 
SD-M-221（Ｊ） 

科目分類（～2024 年

入学者） 

141-330-12

（Ｊ） 
授業コード FG0600 

科目名称 工芸ﾃﾞｻﾞｲﾝ論 単位数 2.0 単位 

英文名称 Theory of Craft Design 授業区分 講義 

科目責任者 石河 美和子 必修・選択 履修ガイド参照 

担当教員 石河 美和子 開講時期 2 年 

オフィスアワー - 研究室 - 

授業概要 

近代以降、道具類の生産が手工芸から工業生産中心に移り変わる際の理念と実践、日本の伝統的な手工芸の源泉と現代

工芸デザインの展開を重ね合わせて、その関係性を理解する。今後の持続的な環境、地域、社会形成にむけての課題や展望、
自分ができる一歩について考察する。 

到達目標 
近代以前から現代まで、各地区のものづくりの歴史、技術の発達と時代の価値観の変遷を捉え、自分たちが暮らす現代社会に

おけるものづくり、工芸・デザインの課題や可能性について見通して自ら考え、行動できるようにする。 

アクティブ・ラーニング

型授業 
無 全授業回数 15 回 メディア科目 － 

複数教員の場

合の授業形態 
 

授業 
回数 

担当者 授業の内容 

1 石河 美和子 

【第 1 回】 

予習 ： 授業資料講読および「グッドデザイン賞」サイトを閲覧[グッドデザイン賞, https://www.g-mark.org/] 

授業 ： くらしとデザイン：グッドデザイン賞にみる「デザイン」概念のひろがり：授業のまとめ・考察を作成提出。 

復習 ： グッドデザイン賞の中から自分の気に入った、気になった作例を紹介、小レポートとして提出。 

2 石河 美和子 

【第 2 回】 

予習 ：授業資料と『世界デザイン史』該当箇所を講読。 

授業 ：世界の近代デザイン(1) 産業革命と近代デザインのはじまり：授業のまとめ、考察を作成・提出。 

復習 ：工業生産社会が環境にもたらした課題をあげ、今後の行動で改善できることを考える。 

3 石河 美和子 

【第 3 回】 

予習 ：授業資料と『世界デザイン史』該当箇所を講読。 

授業 ：世界の近代デザイン(2) ウイリアム・モリスとアーツ＆クラフツ運動：授業のまとめ、考察を作成・提出。 

復習 ：モリスとその周辺の作家、作品名を確認し、その理想とした考え方を確認する。 

4 石河 美和子 

【第 4 回】 

予習 ：授業資料と『世界デザイン史』該当箇所を講読。 

授業 ：世界の近代デザイン(3) アール・ヌーヴォー、分離派とジャポニズム：授業のまとめ、考察を作成・提出。 

復習 ：各地のアール・ヌーヴォーについて傾向を知り、専門用語や、作家と作品名を一致できるよう確認する。 

5 石河 美和子 

【第 5 回】 

予習 ：授業資料と『世界デザイン史』該当箇所を講読。 

授業 ：世界の近代デザイン(4)表現主義、構成主義、機能主義：授業のまとめ、考察を作成・提出。 

復習 ：20 世紀初頭の各地のデザインの主義と動向を知り、現代の様々なデザイン思想のルーツとして確認する。 

6 石河 美和子 

【第 6 回】 

予習 ：授業資料と『世界デザイン史』該当箇所を講読。 

    自分の気になる、好きな近現代デザイン事例を選び、写真を用意し、そのルーツを調べて、授業で紹介できる

ようにする。 

授業 ：世界の近代デザイン(5)バウハウスと工業デザインの発展：授業のまとめ、考察を作成・提出。 

復習 ：ドイツ工作連盟やバウハウスの思想と作例、その後のアメリカや日本のデザインへの影響を把握する。 

7 石河 美和子 

【第 7 回】 

予習 ：自分の好きな絵画・工芸・建築等を一つ選び、時代背景や産地、作者を紹介できるようにしておく。 

    自分の影響を受けた家やまち、場所について、思い出しておく。 

授業 ：日本のデザインの源泉と発展(1) 日本の風土と家・町並み：日本と外国の風土とまちづくりへの取り組み

を知る。 

復習 ：自分が影響を受けた作品、工芸品やいえ、まちとその造りとその暮らしの文化を小レポートで紹介する。 

8 石河 美和子 

【第 8 回】 

予習 ：授業資料を講読し、琳派の作家や作例を概観する。できれば国立博物館や根津美術館などで作例を見

学 

授業 ：日本のデザインの源泉と発展(2) 琳派のデザイン：授業のまとめ、考察を作成・提出。 

復習 ：琳派の作家・作例を一つ選んで詳述。現代の道具やメディアで琳派と思うものを探し、小レポートにする。 

9 石河 美和子 

【第 9 回】 

予習 ：自分の気になるテキスタイルや柄をリサーチ 

授業 ：柄とパターンについて実践体験。展開：授業のまとめ、考察を作成・提出。 

復習 ：授業内で行ったことを振り返りリアクションペーパー提出 
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10 石河 美和子 

【第 10 回】 

予習 ：身近な陶器を見つけ、特徴を調べる。 

授業 ： 陶芸の種類と技法、陶芸の発達史、各産地の特徴：授業のまとめ、考察を作成・提出。 

復習 ：授業内で行ったことを振り返りリアクションペーパー提出 

11 石河 美和子 

【第 11 回】 

予習 ：授業資料を講読、閲覧し、文様の構成や、日本と世界の文様の関係性を学んでおく。 

授業 ：文様：日本と東洋、中東、西洋の文様リサーチ：まとめ、考察を作成・提出。 

復習 ：授業内で行ったことを振り返りリアクションペーパー提出 

12 石河 美和子 

【第 12 回】 

予習 ：日常にある素材についてリサーチ 

授業 ：金工、陶芸他工芸の素材について考え触れる体験。考察を作成・提出。 

復習 ：授業内で行ったことを振り返りリアクションペーパー提出 

13 石河 美和子 

【第 13 回】 

予習 ：授業資料を講読し日本の民藝運動と世界、現代への展開を調べる。日本民藝館等を見学（日本民藝

館は最終課題としても出題見学必須）。 

授業 ：日本の民藝運動：柳宗悦と日本民芸館、日本の民藝作家とバーナードリーチらとの交流：授業のまとめ、

考察を作成提出。 

復習 ：授業内で行ったことを振り返りリアクションペーパー提出 

14 石河 美和子 

【第 14 回】 

予習 ：資料を講読し、北欧デザインの思想や展開、素材や空間の生かし方について知っておく。 

授業 ：北欧のデザイン＆クラフト：食器、家具、服飾など総合的なデザインを知る：授業の感想・考察を提出。 

復習 ：授業内で行ったことを振り返りリアクションペーパー提出 

15 石河 美和子 

【第 15 回】 

予習 ：地域の素材や技術を活かしたものづくりがどう現代社会に活かされようとしているか、事例を調べレポートをま

とめる。 

授業 ：風土、素材、伝統技法を生かしたものづくりを調べ、今後の展望について考察する。 

復習 ：授業内で行ったことを振り返りリアクションペーパー提出 

授業開始前学習 
授業で扱う内容について、近代デザイン史、近代建築史、日本工芸史、日本建築史の概説書、「グッドデザイン賞」サイト

https://www.g-mark.org/を調べておくと理解しやすい。 

授業内課題のフィー

ドバックの方法 

授業では毎回、授業の内容について、学生は自分の意見・感想を、内容を整理しながら小レポートとしてまとめ、提出する。それ

に対して、後日の授業で、復習を兼ねて、全体的な傾向、記述内容や整理法、着眼点などに対して紹介する。 

テキスト・教材 授業に必須の部分や他の関連資料は PDF 等にして提供する。 

参考書 日本工芸会編『日本伝統工芸鑑賞の手引き』、竹原あきこ＋森山明子『日本デザイン史』（美術出版社）等 

評価の基準と方法 各授業のまとめ・感想 30％、課題・小レポート 30% 最終レポート 40% 

ディプロマポリシー 「カリキュラムマップ」 

学修指針 教養力 人間性 
コミュニケーショ

ン力 
社会性 専門力 判断力 技術力 実践力 

科目の該当 〇    ◎ 〇   

関連科目 芸術論、西欧および日本の美術・意匠・デザイン、建築に関するすべての授業 

その他 

・日頃から、日常の生活道具、生活空間にあるものの意図、効果を意識して確認する。 

・気になるデザインやものづくりの記事などをスクラップやダウンロードし、感想をメモしていく。 

・工芸・デザインに関連する博物館・美術館の展示、家具や工芸のギャラリーやショールーム、売り場などを見に行き、できるだけ実
物に触れるようにする。 

・授業と並行して「地域性と伝統、持続性を踏まえた現代のものづくり」について、自分でテーマを探し、最終レポートにつなげてい

く。 

予習・復習の 

所要時間 
講義時間 30 時間（2 時間×15 週）＋予習・復習時間 60 時間（4 時間×15 週） 

実務経験を活かした

教育内容 

木工、陶芸、漆芸、染織など、伝統的な技術を現代社会に生かす現代作家や現代デザイナーのとりくみを紹介する。また、これ

らを総合的に生かした空間デザイン、環境デザイン、事業の例を紹介する。 
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ｲﾝﾃﾘｱﾌﾟﾛﾀﾞｸﾄ論／住空間とｲﾝﾃﾘｱﾌﾟﾛﾀﾞｸﾄ 

科目分類（2025 年

～入学者） 
SD-M-221（Ｊ） 

科目分類（～2024 年

入学者） 

141-331-12

（2023 年～入学

者） 

140-331-12（～

2022 年入学者）

（Ｊ） 

授業コード FG0110 

科目名称 ｲﾝﾃﾘｱﾌﾟﾛﾀﾞｸﾄ論／住空間とｲﾝﾃﾘｱﾌﾟﾛﾀﾞｸﾄ 単位数 2.0 単位 

英文名称 
Theory of Interior Products／Living Space and Interior 

Products 
授業区分 講義 

科目責任者 橘田 洋子 必修・選択 履修ガイド参照 

担当教員 橘田 洋子 開講時期 2 年 

オフィスアワー 
前期 火曜日 16:10～17:40 木曜日 14:40～16:10 

後期 火曜日 13:00～14:30 木曜日 14:40～16:10 
研究室 1-206 

授業概要 
現代の住空間は、様々なインテリアプロダクトによって構成され、機能している。 

この授業では、それら様々なインテリアプロダクトについての知識とともに住空間との関係を考え学んでいく。 

到達目標 
インテリアプロダクトの様々を通して、造形・素材・機能・サスティナブル＆ユニバーサルデザイン等の知識を得る こと。 

住空間デザインスキル・コーディネートスキルを高めることを目標とする。 

アクティブ・ラーニング

型授業 
有 全授業回数 15 回 メディア科目 － 

複数教員の場
合の授業形態 

 

授業 

回数 
担当者 授業の内容 

1 橘田 洋子 

【第 1 回】 

予習 ：シラバスを参照 

授業 ：ガイダンス（インテリアプロダクトとは何か） 

復習 ：授業計画の確認 

2 橘田 洋子 

【第 2 回】 

予習 ：住まいとユニバーサルデザイン①事前調査 

授業 ：住まいとユニバーサルデザイン① 

復習 ：住まいとユニバーサルデザイン①キーワードの確認 

3 橘田 洋子 

【第 3 回】 

予習 ： 住まいとユニバーサルデザイン②事前調査 

授業 ： 住まいとユニバーサルデザイン② 

復習 ： 住まいとユニバーサルデザイン②キーワードの確認 

4 橘田 洋子 

【第 4 回】 

予習 ：住まいとサスティナブルデザイン①事前調査 

授業 ：住まいとサスティナブルデザイン① 

復習 ：住まいとサスティナブルデザイン①キーワードの確認 

5 橘田 洋子 

【第 5 回】 

予習 ：住まいとサスティナブルデザイン②事前調査 

授業 ：住まいとサスティナブルデザイン② 

復習 ：住まいとサスティナブルデザイン②キーワードの確認 

6 橘田 洋子 

【第 6 回】 

予習 ：住まいとユニバーサル＆サスティナブルデザインリサーチ 

授業 ：住まいとユニバーサル＆サスティナブルデザイン発表・講評・まとめ 

復習 ：住まいとユニバーサル＆サスティナブルデザイン分析まとめ 

7 橘田 洋子 

【第 7 回】 

予習 ：住まいと日本の工芸デザイン①事前調査 

授業 ：住まいと日本の工芸デザイン① 

復習 ：住まいと日本の工芸デザイン①キーワードの確認 

8 橘田 洋子 

【第 8 回】 

予習 ：住まいと日本の工芸デザイン②事前調査 

授業 ：住まいと日本の工芸デザイン② 

復習 ：住まいと日本の工芸デザイン②キーワードの確認 

9 橘田 洋子 

【第 9 回】 

予習 ：住まいと日本の工芸デザイン③事前調査 

授業 ：住まいと日本の工芸デザイン③ 

復習 ：住まいと日本の工芸デザイン③キーワードの確認 
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10 橘田 洋子 

【第 10 回】 

予習 ：住まいと海外の工芸デザイン①事前調査 

授業 ：住まいと海外の工芸デザイン① 

復習 ：住まいと海外の工芸デザイン①キーワードの確認 

11 橘田 洋子 

【第 11 回】 

予習 ：住まいと海外の工芸デザイン②事前調査 

授業 ：住まいと海外の工芸デザイン② 

復習 ：住まいと海外の工芸デザイン②①キーワードの確認 

12 橘田 洋子 

【第 12 回】 

予習 ：住まいと海外の工芸デザイン③事前調査 

授業 ：住まいと海外の工芸デザイン③ 

復習 ：住まいと海外の工芸デザイン③キーワードの確認 

13 橘田 洋子 

【第 13 回】 

予習 ：住まいと日本＆海外の工芸デザインリサーチ 

授業 ：住まいと日本＆海外の工芸デザイン発表・講評・まとめ 

復習 ：住まいと日本＆海外の工芸デザイン分析まとめ 

14 橘田 洋子 

【第 14 回】 

予習 ：配布資料の講読 

授業 ：世界を変えるインテリアプロダクト 

復習 ：気になるキーワードをまとめておく 

15 橘田 洋子 

【第 15 回】 

予習 ：授業内配布資料の講読 

授業 ：インテリアプロダクトまとめ 

復習 ：全回の住空間とインテリアプロダクトのキーワードの確認 

授業開始前学習 レポート課題完成のために事前に入念に資料、情報を収集、分析すること。 

授業内課題のフィー

ドバックの方法 
演習を実施した際には、講義内での解説を行う。 

テキスト・教材 授業中に配布する。必要に応じて指示する。 

参考書 住宅インテリア・インテリアプロダクト関係雑誌等、適宜指示をする。 

評価の基準と方法 

評価は出席状況、課題提出内容、提出期限を重視し評価を行う。 

配点(100 点満点における）は、ミニテスト 20 点・レポート課題内容・提出期限 70 点、授業態度 10 点の配分とする。 

出席が 10 回未満（講義回数の 3 分の 2 回未満）、及び課題未提出のいずれの場合も単位取得できない。 

ディプロマポリシー 「カリキュラムマップ」 

学修指針 教養力 人間性 
コミュニケーショ

ン力 
社会性 専門力 判断力 技術力 実践力 

科目の該当 ◎ 〇   〇    

関連科目  

その他 授業の順番等は適宜変更する事もある。 

予習・復習の 

所要時間 
講義時間 30 時間（2 時間×15 週）＋予習・復習時間 60 時間（4 時間×15 週） 

実務経験を活かした

教育内容 

・インテリア・プロダクトデザイン分野における実務経験あり。 

・インテリア・プロダクトデザイン等の実務に役立つ実習等を行う。 
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ｲﾝﾃﾘｱの知識と技術Ⅰ 

科目分類（2025 年

～入学者） 
SD-M-221 

科目分類（～2024 年

入学者） 
141-331-12 授業コード FG0630 

科目名称 ｲﾝﾃﾘｱの知識と技術Ⅰ 単位数 2.0 単位 

英文名称 Knowledge and Skill of Interior Design Ⅰ 授業区分 講義 

科目責任者 山崎 陽菜 必修・選択 履修ガイド参照 

担当教員 山崎 陽菜 開講時期 2･3･4 年 

オフィスアワー 
前期 火曜日 11:00～12:30 金曜日 09:00～10:30 

後期 水曜日 14:30～16:00 金曜日 09:00～10:30 
研究室 2-201 

授業概要 
科目で学んだ内容を生かし、建築士やインテリアプランナー、インテリアコーディネーター等を目指す際に必要となるインテリア空間に

関わる基本知識と技術への総合的理解を深める。 

到達目標 
建築、インテリア関連資格を目指す際に必要となるインテリア空間に関わる基本知識と技術を総合的に理解することを目標にす

る。 

アクティブ・ラーニング

型授業 
無 全授業回数 15 回 メディア科目 〇 

複数教員の場

合の授業形態 
 

授業 
回数 

担当者 授業の内容 

1 山崎 陽菜 

【第 1 回】 
予習 ：テキストの準備 
授業 ：オリエンテーション 

復習 ：テキストの確認 

2 山崎 陽菜 

【第 2 回】 

予習 ：インテリアの歴史予習 
授業 ：インテリアの歴史 
復習 ：インテリアの歴史の復習 

3 山崎 陽菜 

【第 3 回】 
予習 ：インテリア計画予習 

授業 ：インテリア計画 
復習 ：インテリア計画の復習 

4 山崎 陽菜 

【第 4 回】 
予習 ：環境工学予習 
授業 ：環境工学 

復習 ：環境工学の復習 

5 山崎 陽菜 

【第 5 回】 

予習 ：構造と施工予習 
授業 ：構造と施工 
復習 ：構造と施工の復習 

6 山崎 陽菜 

【第 6 回】 
予習 ：表現技法 1 予習 

授業 ：表現技法 1 
復習 ：表現技法 1 の復習 

7 山崎 陽菜 

【第 7 回】 
予習 ：表現技法 2 予習 
授業 ：表現技法 2 

復習 ：表現技法 2 の復習 

8 山崎 陽菜 

【第 8 回】 

予習 ：演習 1 予習 
授業 ：演習 1 
復習 ：演習 1 の復習 

9 山崎 陽菜 

【第 9 回】 
予習 ： 色彩と造形予習 

授業 ： 色彩と造形 
復習 ： 色彩と造形の復習 

10 山崎 陽菜 

【第 10 回】 
予習 ：建築関係法規予習 
授業 ：建築関係法規 

復習 ：建築関係法規の復習 

11 山崎 陽菜 

【第 11 回】 

予習 ：住宅設備 1 予習 
授業 ：住宅設備 1 
復習 ：住宅設備 1 復習 
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12 山崎 陽菜 

【第 12 回】 
予習 ： 住宅設備 2 予習 

授業 ： 住宅設備 2 
復習 ： 住宅設備 2 の復習 

13 山崎 陽菜 

【第 13 回】 
予習 ：材料予習 
授業 ：材料 

復習 ：材料の復習 

14 山崎 陽菜 

【第 14 回】 

予習 ：住宅と社会予習 
授業 ：住宅と社会 
復習 ：住宅と社会の復習 

15 山崎 陽菜 

【第 15 回】 
予習 ：演習 2 予習 

授業 ：演習 2 
復習 ：演習 2 の復習 

授業開始前学習  

授業内課題のフィー

ドバックの方法 
授業内で行う問題演習や小テストは講義の中で解説を行う。 

テキスト・教材 「インテリアコーディネーターハンドブック（上・下）」（インテリア産業協会） 

参考書 授業中に適宜紹介する 

評価の基準と方法 

授業態度と授業内の各種テスト、小テスト、演習テストの成績の総合点で評価する。 

授業態度 10%、授業内の小テストの評価等 30%、演習テスト 60%の配分とする。 

出席回数が授業回数の 3 分の 2 未満の場合は単位取得できない。 

ディプロマポリシー 「カリキュラムマップ」 

学修指針 教養力 人間性 
コミュニケーショ

ン力 
社会性 専門力 判断力 技術力 実践力 

科目の該当 〇    ◎  〇  

関連科目 インテリアの知識と技術Ⅱ 

その他 

履修条件の詳細説明を 1 回目のオリエンテーションにて行う。履修者は必ずこれを受講すること。 

自己のスケジュール管理を行い計画的に自主的に学習する意欲を持つこと。建築士やインテリアコーディネーター等の資格を目指
す意識があることが望ましい。 

予習・復習の 

所要時間 
講義時間 30 時間（2 時間×15 週）＋予習・復習時間 60 時間（4 時間×15 週） 

実務経験を活かした

教育内容 
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建築ﾃﾞｻﾞｲﾝ論 

科目分類（2025 年

～入学者） 
SD-M-221 

科目分類（～2024 年

入学者） 
142-331-12 授業コード FG0930 

科目名称 建築ﾃﾞｻﾞｲﾝ論 単位数 2.0 単位 

英文名称 Theory of Architectural Design 授業区分 講義 

科目責任者 西尾 尚子 必修・選択 履修ガイド参照 

担当教員 西尾 尚子 開講時期 2 年 

オフィスアワー 
前期 水曜日 13:00～14:30 水曜日 14:40～16:10 

後期 水曜日 13:00～14:30 水曜日 14:40～16:10 
研究室 2-214 

授業概要 

近代建築以降の日本及び海外の住宅や建築の事例紹介を通じて「建築デザイン」とは何かを考えて行く。具体的には平面計

画と様々な外的・内的与条件の関係や、住空間及び建築空間に対する考え方を学ぶ。また、授業では提出されたレポート課題
に関するディスカッションを行う。 

到達目標 

20 世紀モダニズム建築作品とその歴史的意義を学ぶ。 

日本の現代建築作品に対する基礎的な知識を習得する。 

現在の建築を切り開いている建築家の作品の建築的意味を理解することを目標とする。 

アクティブ・ラーニング

型授業 
有 全授業回数 15 回 メディア科目 － 

複数教員の場
合の授業形態 

 

授業 
回数 

担当者 授業の内容 

1 西尾 尚子 

【第 1 回】 

予習 ：シラバスを読むこと 

授業 ： ガイダンス（授業の目的と進め方の説明） 

復習 ：配布資料のキーワードの確認 

2 西尾 尚子 

【第 2 回】 

予習 ：配布資料の事前参照 

授業 ：19 世紀末及び 20 世紀初頭のヨーロッパの状況（小レポート） 

復習 ：配布資料のキーワードの確認 

3 西尾 尚子 

【第 3 回】 

予習 ：サヴォア邸について検索 

授業 ：ル・コルビジェの住宅と建築（小レポート・ディスカッション） 

復習 ：近代建築の五原則確認 

4 西尾 尚子 

【第 4 回】 

予習 ： 落水荘について検索 

授業 ： フランク・ロイド・ライトの住宅と建築（小レポート・ディスカッション） 

復習 ：有機的建築についてキーワード確認 

5 西尾 尚子 

【第 5 回】 

予習 ：ファンズワース邸について検索 

授業 ： ミース・ファン・デル・ローエの住宅と建築（小レポート・ディスカッション） 

復習 ：ミース・ファン・デル・ローエのキーワードの確認 

6 西尾 尚子 

【第 6 回】 

予習 ：国立西洋美術館について検索 

授業 ：三巨匠の日本建築家への影響とその遺産（小レポート・ディスカッション） 

復習 ：戦後公共建築の復讐 

7 西尾 尚子 

【第 7 回】 

予習 ：吉村順三「軽井沢の家」について検索 

授業 ：吉村順三の住宅建築とその系譜（小レポート・ディスカッション） 

復習 ：吉村順三の住宅のキーワード確認 

8 西尾 尚子 

【第 8 回】 

予習 ：清家清の自邸について検索 

授業 ：清家清の住宅建築とその系譜（小レポート・ディスカッション） 

復習 ：清家清の住宅のキーワード確認 

9 西尾 尚子 

【第 9 回】 

予習 ：配布資料の事前参照 

授業 ：団地の誕生と集合住宅 （小レポート・ディスカッション） 

復習 ：配布資料のキーワードの確認 

10 西尾 尚子 

【第 10 回】 

予習 ：丹下健三について検索 

授業 ：丹下健三の建築とその弟子たち（国家と建築）（小レポート・ディスカッション） 

復習 ：戦後第一世代の建築家の作品検索 
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11 西尾 尚子 

【第 11 回】 

予習 ：「住吉の長屋」図面参照 

授業 ：安藤忠雄の住宅と建築（ミニマリズムとコンクリート）（小レポート・ディスカッション） 

復習 ：安藤建築のキーワード確認 

12 西尾 尚子 

【第 12 回】 

予習 ：伊東豊雄について検索 

授業 ：伊東豊雄の住宅と建築（時代への対応）（小レポート・ディスカッション） 

復習 ：伊東豊雄の建築のキーワード確認 

13 西尾 尚子 

【第 13 回】 

予習 ：金沢２１世紀美術館の検索 

授業 ：SANAA の住宅と建築（小レポート・ディスカッション） 

復習 ：SANNA 建築のキーワード確認 

14 西尾 尚子 

【第 14 回】 

予習 ：藤本壮介について検索 

授業 ：若手世代の住宅と建築（小レポート・ディスカッション） 

復習 ：藤本荘介の建築キーワードの確認 

15 西尾 尚子 

【第 15 回】 

予習 ：配布資料の事前参照 

授業 ：建築の可能性へ向けて（小レポート・ディスカッション） 

復習 ：配布資料のキーワードの確認 

授業開始前学習 各建築家について調べる。 

授業内課題のフィー

ドバックの方法 
毎回提出する小レポートに対して、次の週にフィードバックする。 

テキスト・教材 特になし。適宜プリントを配布する。 

参考書 建築雑誌等、作品集等。 

評価の基準と方法 小レポート及びレポート 70 点、平常点（授業態度、課題提出）30 点とする。 

ディプロマポリシー 「カリキュラムマップ」 

学修指針 教養力 人間性 
コミュニケーショ

ン力 
社会性 専門力 判断力 技術力 実践力 

科目の該当 〇    ◎ 〇   

関連科目 設計製図Ⅱ、建築デザインⅠ、建築デザインⅡ 

その他 授業の順番等は適宜変更する事もある。 

予習・復習の 

所要時間 
講義時間 30 時間（2 時間×15 週）＋予習・復習時間 60 時間（4 時間×15 週） 

実務経験を活かした

教育内容 
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☆建築計画 A(独立住宅)／建築計画 A 

科目分類（2025 年

～入学者） 
SD-M-221（Ｊ） 

科目分類（～2024 年

入学者） 

142-331-12

（Ｊ） 
授業コード FG0940 

科目名称 ☆建築計画 A(独立住宅)／建築計画 A 単位数 2.0 単位 

英文名称 
Architectural Planning A (Independent Housing)／

Architectural Planning A 
授業区分 講義 

科目責任者 三戸 美代子 必修・選択 履修ガイド参照 

担当教員 三戸 美代子 開講時期 2 年 

オフィスアワー 
前期 水曜日 09:00～12:10 

後期 水曜日 09:00～12:10 
研究室 1-211 

授業概要 

建築物の中で最も歴史が古く、また、人間が一生の中で多くの時間を過ごす「住宅」。建築設計の基本でありながら、一方で深く

難しいともいわれる「住宅設計」を題材に、建築計画に必要な知識や方法を修得する。授業では講義にともなって演習課題を行
う。 

到達目標 
「住宅設計」を題材に、建築計画、建築設計の基礎を修得する。 

名作といわれる住宅建築についての知識を広げる。 

アクティブ・ラーニング

型授業 
無 全授業回数 15 回 メディア科目 － 

複数教員の場
合の授業形態 

 

授業 
回数 

担当者 授業の内容 

1 三戸 美代子 

【第 1 回】 

予習 ：教科書の購入 
授業 ：ガイダンス（テキスト p.18-27) 
復習 ：教科書の見直し（p.18-27) 

2 三戸 美代子 

【第 2 回】 
予習 ：製図の基礎で学んだ図面の種類をみておく 

授業 ：図面の作法 
復習 ：配布資料見直し 

3 三戸 美代子 

【第 3 回】 
予習 ： 教科書を読んでおく(p.10-17) 
授業 ：住宅設計とは何か（テキスト p.10-17)（演習課題１） 

復習 ：授業中に出題された課題調査 

4 三戸 美代子 

【第 4 回】 

予習 ：教科書を読んでおく(p.28-29)  
授業 ：こんな家に住みたい（テキスト p.28-29) 
復習 ：事例研究 

5 三戸 美代子 

【第 5 回】 
予習 ：教科書を読んでおく(p.32-37)  

授業 ：住宅計画１（敷地環境の分析）（テキスト p.32-37)（演習課題２） 
復習 ：授業中に出題された課題調査 

6 三戸 美代子 

【第 6 回】 
予習 ：教科書を読んでおく(p.38-41)  
授業 ：住宅計画２（動線計画）（テキスト p.38-41) 

復習 ：事例研究 

7 三戸 美代子 

【第 7 回】 

予習 ：教科書を読んでおく(p.42-45)  
授業 ：住宅計画３（食空間の計画）（テキスト p.42-45)（演習課題３） 
復習 ：授業中に出題された課題調査 

8 三戸 美代子 

【第 8 回】 
予習 ：教科書を読んでおく(p.46-49)   

授業 ：住宅計画４（パブリック空間の計画）（テキスト p.46-49) 
復習 ：事例研究 

9 三戸 美代子 

【第 9 回】 
予習 ：教科書を読んでおく(p.50-53)   
授業 ： 住宅計画５（プライベート空間の計画）（テキスト p.50-53)（演習課題４） 

復習 ：授業中に出題された課題調査 

10 三戸 美代子 

【第 10 回】 

予習 ：教科書を読んでおく(p.54-56)   
授業 ：住宅計画６（収納計画）（テキスト p.54-56) 
復習 ：事例研究 

11 三戸 美代子 

【第 11 回】 
予習 ：教科書を読んでおく(p.58-59)   

授業 ：住宅計画７（ユニバーサルデザイン）（テキスト p.58?59)（演習課題５） 
復習 ：授業中に出題された課題調査 
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12 三戸 美代子 

【第 12 回】 
予習 ：教科書を読んでおく(p.60-61)   

授業 ：平面計画の考え方 1（テキスト p.60-61) 
復習 ：事例研究 

13 三戸 美代子 

【第 13 回】 
予習 ：教科書を読んでおく(p.62-63)   
授業 ：平面計画の考え方 2（テキスト p.62-63)（演習課題６） 

復習 ：授業中に出題された課題調査 

14 三戸 美代子 

【第 14 回】 

予習 ：教科書を読んでおく(p.64-65)   
授業 ：断面計画の考え方（テキスト p.64-65) 
復習 ：事例研究 

15 三戸 美代子 

【第 15 回】 
予習 ：過去の課題を整理して持参準備 

授業 ：前期のまとめ・アンケート実施 
復習 ：授業中に出題された課題調査 

授業開始前学習 教科書を購入し目を通しておくこと。 

授業内課題のフィー

ドバックの方法 
出題された課題は、内容に応じて学生の提出物を共有したり、模範回答を解説するなどでフィードバックを行う。 

テキスト・教材 「建築計画設計シリーズ 41 新・住宅 I」市ヶ谷出版 

参考書 
「建築計画設計シリーズ 40 新・設計基礎（構造・環境設備・法規）」（市ヶ谷出版社） 

「第３版コンパクト建築設計資料集成」日本建築学会編（丸善出版） 

評価の基準と方法 演習課題提出状況：30 点、演習課題の内容による：70 点 

ディプロマポリシー 「カリキュラムマップ」 

学修指針 教養力 人間性 
コミュニケーショ

ン力 
社会性 専門力 判断力 技術力 実践力 

科目の該当 〇    ◎ 〇   

関連科目 設計製図Ⅰ、設計製図Ⅱ 

その他 ・設計製図 I の課題の進度に合わせて必要な知識を学ぶため、同時に履修することを強く推奨する。 

予習・復習の 

所要時間 
講義時間 30 時間（2 時間×15 週）＋予習・復習時間 60 時間（4 時間×15 週） 

実務経験を活かした

教育内容 
本科目は一級建築士有資格者が担当する。 
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構造力学Ⅰ 

科目分類（2025 年

～入学者） 
SD-M-221（Ｊ） 

科目分類（～2024 年

入学者） 

142-331-12

（Ｊ） 
授業コード FG0980 

科目名称 構造力学Ⅰ 単位数 2.0 単位 

英文名称 Structural TheoryⅠ 授業区分 講義 

科目責任者 小川 弾 必修・選択 履修ガイド参照 

担当教員 小川 弾 開講時期 2 年 

オフィスアワー 
前期 月曜日 13:00～14:30 金曜日 10:40～12:10 

後期 水曜日 13:00～14:30 金曜日 10:40～12:10 
研究室 1-210 

授業概要 
基本的な建築構造力学の講義により、建築物を計画・設計・施工するために必要となる知識を習得する。静定構造物を中心

に荷重・外力のモデル化、応力や変形の性質を学ぶ。 

到達目標 設定された構造モデルにおける、部材の断面算定が数値的にできることを目指す。 

アクティブ・ラーニング

型授業 
無 全授業回数 15 回 メディア科目 － 

複数教員の場

合の授業形態 
 

授業 
回数 

担当者 授業の内容 

1 小川 弾 

【第 1 回】 
予習 ：方程式の解き方、三角関数、平面幾何及びベクトルについて理解しておくこと。 
授業 ：ガイダンス、力のつり合い 

復習 ：力のつり合いを理解するよう努める 

2 小川 弾 

【第 2 回】 

予習 ：モーメントの概念について理解しておくこと 
授業 ：モーメントの概念 
復習 ：モーメントの概念を理解するよう演習問題で理解すること 

3 小川 弾 

【第 3 回】 
予習 ：部材の伸縮、応力度、ひずみを理解しておくこと 

授業 ：部材の伸縮、応力度、ひずみ 
復習 ：部材の伸縮、応力度、ひずみを理解するよう演習問題で理解すること 

4 小川 弾 

【第 4 回】 
予習 ：トラスの原理を理解しておくこと 
授業 ： トラスの原理 

復習 ：トラスの原理を理解するよう演習問題で理解すること 

5 小川 弾 

【第 5 回】 

予習 ：トラスの解法を理解しておくこと 
授業 ：トラスの解法 
復習 ：トラスの解法を理解するよう演習問題で理解すること 

6 小川 弾 

【第 6 回】 
予習 ：片持ち梁・単純梁を理解しておくこと 

授業 ：片持梁にかかる応力 
復習 ：片持梁にかかる応力を理解するよう演習問題で理解すること 

7 小川 弾 

【第 7 回】 
予習 ：荷重を理解しておくこと 
授業 ：分布荷重 

復習 ：分布荷重を理解するよう演習問題で理解すること 

8 小川 弾 

【第 8 回】 

予習 ：応力度を理解しておくこと 
授業 ：曲げ応力度 
復習 ：曲げ応力度を理解するよう演習問題で理解すること 

9 小川 弾 

【第 9 回】 
予習 ：たわみを理解しておくこと 

授業 ：たわみ 
復習 ：たわみを理解するよう演習問題で理解すること 

10 小川 弾 

【第 10 回】 
予習 ：座屈を理解しておくこと 
授業 ：座屈 

復習 ：座屈を理解するよう演習問題で理解すること 

11 小川 弾 

【第 11 回】 

予習 ：許容応力度を理解しておくこと 
授業 ：梁の断面設計?１ 
復習 ：梁の断面設計法を理解するよう演習問題で理解すること 
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12 小川 弾 

【第 12 回】 
予習 ：梁の断面設計を理解しておくこと 

授業 ：梁の断面設計?２ 
復習 ：梁の断面設計法を理解するよう演習問題で理解すること 

13 小川 弾 

【第 13 回】 
予習 ：反力を理解しておくこと 
授業 ：静定ラーメンの反力ー１ 

復習 ：反力の求め方を理解するよう演習問題で理解すること 

14 小川 弾 

【第 14 回】 

予習 ：反力の求め方を理解しておくこと 
授業 ：静定ラーメンの反力ー２ 
復習 ：反力の求め方を理解するよう演習問題で理解すること 

15 小川 弾 

【第 15 回】 
予習 ：演習問題の内容を理解しておくこと 

授業 ：評価 
復習 ：授業内容を理解するよう演習問題で理解すること 

授業開始前学習 
授業に必要な力学や数学の知識は授業内で解説を行うが、高等学校数学（数学Ⅰ、数学 A 及び数学 B）で扱う方程式の

解き方、三角関数、平面幾何及びベクトルについて復習すると理解がしやすい。 

授業内課題のフィー

ドバックの方法 
小テストを行った際は、採点と講義内での解説を行う。 

テキスト・教材 
改訂版図説やさしい構造力学（学芸出版） 

やさしい構造力学演習問題集（学芸出版） 

参考書 図説やさしい建築数学（学芸出版） 

評価の基準と方法 定期試験および、授業内で行う小テストで評価を行う。配点は、定期試験 60％、小テスト 40％の配分とする。 

ディプロマポリシー 「カリキュラムマップ」 

学修指針 教養力 人間性 
コミュニケーショ

ン力 
社会性 専門力 判断力 技術力 実践力 

科目の該当 〇    ◎    

関連科目 
「構造力学Ⅰ、Ⅱ」は建築物及び建築物を構成する部材を数値化して技術的に取り扱う手法を学び、「建築構造Ⅰ、Ⅱ」は建

築物の成り立ちや概観を通して建築構造全体を俯瞰する知識を身につけていく。 

その他  

予習・復習の 

所要時間 
講義時間 30 時間（2 時間×15 週）＋予習・復習時間 60 時間（4 時間×15 週） 

実務経験を活かした

教育内容 
建築設計事務所における設計・監理の実務経験あり。構造力学の基礎について講義する。 
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構造力学Ⅱ 

科目分類（2025 年

～入学者） 
SD-M-221（Ｊ） 

科目分類（～2024 年

入学者） 

142-331-12

（Ｊ） 
授業コード FG0990 

科目名称 構造力学Ⅱ 単位数 2.0 単位 

英文名称 Structural TheoryⅡ 授業区分 講義 

科目責任者 小川 弾 必修・選択 履修ガイド参照 

担当教員 小川 弾 開講時期 2 年 

オフィスアワー 
前期 月曜日 13:00～14:30 金曜日 10:40～12:10 

後期 水曜日 13:00～14:30 金曜日 10:40～12:10 
研究室 1-210 

授業概要 
建築物を計画・設計・施工するために必要となる知識すなわち、力の流れや構造のしくみ、構造材料の特質などの力学的な知

識と理解力を習得する。 

到達目標 
設定された構造モデルにおける、部材の断面算定が数値的にできること。同時に部材内の応力度について理解を深めることを目

指す。 

アクティブ・ラーニング

型授業 
無 全授業回数 15 回 メディア科目 － 

複数教員の場

合の授業形態 
 

授業 
回数 

担当者 授業の内容 

1 小川 弾 

【第 1 回】 
予習 ：トラスの種類について理解しておくこと。  
授業 ：トラス トラスの種類及びトラスの解法 

復習 ：トラスの種類及び解法について理解するよう演習すること 

2 小川 弾 

【第 2 回】 

予習 ：節点法を理解しておくこと 
授業 ：トラス 節点法によるトラスの解法 
復習 ：節点法について理解するよう演習すること 

3 小川 弾 

【第 3 回】 
予習 ：切断法を理解しておくこと 

授業 ：トラス 切断法によるトラスの解法 
復習 ：切断法について理解するよう演習すること 

4 小川 弾 

【第 4 回】 
予習 ：断面積・断面 1 次モーメントを理解しておくこと 
授業 ：断面に関する数量-1 

復習 ：断面に関する数量について理解するよう演習すること 

5 小川 弾 

【第 5 回】 

予習 ：断面 2 次モーメント・断面係数・断面 2 次半径を理解しておくこと 
授業 ：断面に関する数量-2 
復習 ：断面に関する数量について理解するよう演習すること 

6 小川 弾 

【第 6 回】 
予習 ：これまで扱った断面に関する数量を理解しておくこと 

授業 ：断面に関する数量-3 
復習 ：断面に関する数量について理解するよう演習すること 

7 小川 弾 

【第 7 回】 
予習 ：応力度の概念を理解しておくこと 
授業 ：応力度-1 

復習 ：応力度について理解するよう演習すること 

8 小川 弾 

【第 8 回】 

予習 ：曲げ・せん断応力度を理解しておくこと 
授業 ：応力度-2 
復習 ：応力度について理解するよう演習すること 

9 小川 弾 

【第 9 回】 
予習 ：引張・圧縮応力度を理解しておくこと 

授業 ：応力度-3 
復習 ：応力度について理解するよう演習すること 

10 小川 弾 

【第 10 回】 
予習 ：不静定構造物を理解しておくこと 
授業 ：不静定構造物の基礎-不静定構造物の原理と基礎的解法 

復習 ：不静定構造物の基礎について理解するよう演習すること 

11 小川 弾 

【第 11 回】 

予習 ：不静定応力について理解しておくこと 
授業 ：不静定構造物の基礎-固定法 
復習 ：固定法について理解するよう演習すること 
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12 小川 弾 

【第 12 回】 
予習 ：不静定応力について理解しておくこと 

授業 ：不静定構造物の基礎-たわみ角法 
復習 ：たわみ角法について理解するよう演習すること 

13 小川 弾 

【第 13 回】 
予習 ：不静定応力について理解しておくこと 
授業 ：不静定構造物の基礎-ラーメン構造と D 値法 

復習 ：D 値法について理解するよう演習すること 

14 小川 弾 

【第 14 回】 

予習 ：塑性解析について理解しておくこと 
授業 ：塑性解析の基礎?全塑性モーメントと不静定梁の崩壊 
復習 ：全塑性モーメントについて理解するよう演習すること 

15 小川 弾 

【第 15 回】 
予習 ：保有水平耐力について理解しておくこと 

授業 ：塑性解析の基礎?不静定ラーメンの崩壊と保有水平耐力 
復習 ：保有水平耐力について理解するよう演習すること 

授業開始前学習 
授業に必要な力学や数学の知識は授業内で解説を行うが、高等学校数学（数学Ⅰ、数学 A 及び数学 B）で扱う方程式の

解き方、三角関数、平面幾何及びベクトルについて復習すると理解がしやすい。 

授業内課題のフィー

ドバックの方法 
小テストを行った際は、採点と講義内での解説を行う。 

テキスト・教材 
図説やさしい構造力学（学芸出版） 

やさしい構造力学演習問題（学芸出版） 

参考書 図説やさしい建築数学（学生出版） 

評価の基準と方法 定期試験および、授業内で行う小テストで評価を行う。配点は、定期試験 60%、小テスト 40%の配分とする。 

ディプロマポリシー 「カリキュラムマップ」 

学修指針 教養力 人間性 
コミュニケーショ

ン力 
社会性 専門力 判断力 技術力 実践力 

科目の該当 〇    ◎    

関連科目 
「構造力学Ⅰ、Ⅱ」は建築物及び建築物を構成する部材を数値化して技術的に取り扱う手法を学び、「建築構造Ⅰ、Ⅱ」は建

築物の成り立ちや概観を通して建築構造全体を俯瞰する知識を身につけていく。 

その他  

予習・復習の 

所要時間 
講義時間 30 時間（2 時間×15 週）＋予習・復習時間 60 時間（4 時間×15 週） 

実務経験を活かした

教育内容 
建築設計事務所における設計・監理の実務経験あり。構造力学の基礎について講義する。 
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建築構造Ⅰ 

科目分類（2025 年

～入学者） 
SD-M-221（Ｊ） 

科目分類（～2024 年

入学者） 

142-331-12

（Ｊ） 
授業コード FG1000 

科目名称 建築構造Ⅰ 単位数 2.0 単位 

英文名称 Architectural StructureⅠ 授業区分 講義 

科目責任者 小川 弾 必修・選択 履修ガイド参照 

担当教員 小川 弾 開講時期 2 年 

オフィスアワー 
前期 月曜日 13:00～14:30 金曜日 10:40～12:10 

後期 水曜日 13:00～14:30 金曜日 10:40～12:10 
研究室 1-210 

授業概要 建築の空間は構造体や設備が一体となって実現できる。空間を形作る種々の構造体の概念と成り立ちを理解する。 

到達目標 木造建物を中心に、建築物の成り立ちについて理解を深めることを目標とする。 

アクティブ・ラーニング

型授業 
無 全授業回数 15 回 メディア科目 － 

複数教員の場

合の授業形態 
 

授業 
回数 

担当者 授業の内容 

1 小川 弾 

【第 1 回】 
予習 ： 身の回りの建物について注意を持って観察しておくこと 
授業 ：ガイダンス、概論 

復習 ：概論について理解するよう努める 

2 小川 弾 

【第 2 回】 

予習 ：前回授業の内容を理解しておくこと 
授業 ：歴史的建造物の構造 
復習 ：歴史的建造物の構造について理解するよう努める 

3 小川 弾 

【第 3 回】 
予習 ：歴史的建造物の構造を理解しておくこと 

授業 ：近代建築の構造とデザインの発展 
復習 ：近代建築の構造について理解するよう努める 

4 小川 弾 

【第 4 回】 
予習 ：近代建築の構造とデザインの発展を理解しておくこと 
授業 ：民家および在来工法 

復習 ：民家および在来工法について理解するよう努める 

5 小川 弾 

【第 5 回】 

予習 ：民家および在来工法を理解しておくこと 
授業 ：木材の性質と構造原理 
復習 ：木材の性質と構造原理について理解するよう努める 

6 小川 弾 

【第 6 回】 
予習 ：木材の性質と構造原理を理解しておくこと 

授業 ：木造の小屋組 
復習 ：木造の小屋組について理解するよう努める 

7 小川 弾 

【第 7 回】 
予習 ：木造の小屋組を理解しておくこと 
授業 ：木造の軸組 

復習 ：木造の軸組について理解するよう努める 

8 小川 弾 

【第 8 回】 

予習 ：木造の軸組を理解しておくこと 
授業 ：地盤・基礎 
復習 ：地盤・基礎について理解するよう努める 

9 小川 弾 

【第 9 回】 
予習 ：地盤・基礎を理解しておくこと 

授業 ：屋根の形状 
復習 ：屋根の形状について理解するよう努める 

10 小川 弾 

【第 10 回】 
予習 ：屋根の形状を理解しておくこと 
授業 ：壁の構造と構法 

復習 ：壁の構造と構法について理解するよう努める 

11 小川 弾 

【第 11 回】 

予習 ：壁の構造と構法を理解しておくこと 
授業 ：集成材の構造 
復習 ：集成材の構造について理解するよう努める 
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12 小川 弾 

【第 12 回】 
予習 ：集成材の構造を理解しておくこと 

授業 ：工業化住宅の構造-1 
復習 ：工業化住宅の構造について理解するよう努める 

13 小川 弾 

【第 13 回】 
予習 ：工業化住宅の構造を理解しておくこと 
授業 ：工業化住宅の構造-2 

復習 ：工業化住宅の構造について理解するよう努める 

14 小川 弾 

【第 14 回】 

予習 ：工業化住宅の構造を理解しておくこと 
授業 ：地震と構造 
復習 ：地震と構造について理解するよう努める 

15 小川 弾 

【第 15 回】 
予習 ：地震と構造を理解しておくこと 

授業 ：評価 
復習 ：今学期の配布資料を熟読し、内容を把握するよう努める 

授業開始前学習 
雑誌・書籍や TV 等にみられる建築物、現実に見られる構造物の全体や細部の成り立ちや形態についてよく観察をしておくと、講

義中の説明を理解しやすい。 

授業内課題のフィー

ドバックの方法 
レポートは個別に採点し返却を行う。 

テキスト・教材 建築構法（市ヶ谷出版社） 

参考書  

評価の基準と方法 
レポートと授業内で行う小テストおよびミニットペーパーで評価する。配点は、レポート 40%、小テスト 20%、ミニットパーパー

40%の配分とする。 

ディプロマポリシー 「カリキュラムマップ」 

学修指針 教養力 人間性 
コミュニケーショ

ン力 
社会性 専門力 判断力 技術力 実践力 

科目の該当     ◎ 〇   

関連科目 
「構造力学Ⅰ、Ⅱ」は建築物及び建築物を構成する部材を数値化して技術的に取り扱う手法を学び、「建築構造Ⅰ、Ⅱ」は建

築物の成り立ちや概観を通して建築構造全体を俯瞰する知識を身につけていく。 

その他  

予習・復習の 

所要時間 
講義時間 30 時間（2 時間×15 週）＋予習・復習時間 60 時間（4 時間×15 週） 

実務経験を活かした

教育内容 
建築設計事務所における設計・監理の実務経験あり。建築物の構造体の概念と成り立ちについて講義する。 
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建築構造Ⅱ 

科目分類（2025 年

～入学者） 
SD-M-221（Ｊ） 

科目分類（～2024 年

入学者） 

142-331-12

（Ｊ） 
授業コード FG1010 

科目名称 建築構造Ⅱ 単位数 2.0 単位 

英文名称 Architectural StructureⅡ 授業区分 講義 

科目責任者 小川 弾 必修・選択 履修ガイド参照 

担当教員 小川 弾 開講時期 2 年 

オフィスアワー 
前期 月曜日 13:00～14:30 金曜日 10:40～12:10 

後期 水曜日 13:00～14:30 金曜日 10:40～12:10 
研究室 1-210 

授業概要 建物は材料と構法の組み合わせによって成立する。建物の設計において、建物に要求される断面・材料の基本を身につける。 

到達目標 鋼構造及び鉄筋コンクリート構造建物を中心に、建物の成り立ちと特徴を理解することを目指す。 

アクティブ・ラーニング

型授業 
無 全授業回数 15 回 メディア科目 － 

複数教員の場

合の授業形態 
 

授業 
回数 

担当者 授業の内容 

1 小川 弾 

【第 1 回】 
予習 ：身の回りの建物について注意を持って観察しておくこと 
授業 ：ガイダンス 

復習 ：配布資料を熟読し、授業内容を理解するよう努める 

2 小川 弾 

【第 2 回】 

予習 ：ガイダンスを理解しておくこと 
授業 ：鋼材の性質と構造原理 
復習 ：鋼材の性質と構造原理について理解するよう努める 

3 小川 弾 

【第 3 回】 
予習 ：鋼材の性質と構造原理を理解しておくこと 

授業 ：鉄骨構造の骨組 
復習 ：鉄骨構造の骨組について理解するよう努める 

4 小川 弾 

【第 4 回】 
予習 ：鉄骨構造の骨組を理解しておくこと 
授業 ：鉄骨構造の継手・筋かい 

復習 ：鉄骨構造の継手・筋かいについて理解するよう努める 

5 小川 弾 

【第 5 回】 

予習 ：鉄骨構造の継手・筋かいを理解しておくこと 
授業 ：鉄骨構造の溶接 
復習 ：鉄骨構造の溶接について理解するよう努める 

6 小川 弾 

【第 6 回】 
予習 ：鉄骨構造の溶接を理解しておくこと 

授業 ：鉄筋コンクリートの原理 
復習 ：鉄筋コンクリートの原理について理解するよう努める 

7 小川 弾 

【第 7 回】 
予習 ：鉄筋コンクリートの原理を理解しておくこと 
授業 ：鉄筋コンクリートの構造形式 

復習 ：鉄筋コンクリートの構造形式について理解するよう努める 

8 小川 弾 

【第 8 回】 

予習 ：鉄筋コンクリートの構造形式を理解しておくこと 
授業 ：鉄筋コンクリートの配筋-柱 
復習 ：鉄筋コンクリートの柱配筋について理解するよう努める 

9 小川 弾 

【第 9 回】 
予習 ：鉄筋コンクリートの柱配筋を理解しておくこと 

授業 ：鉄筋コンクリートの配筋-梁 
復習 ：鉄筋コンクリートの梁配筋について理解するよう努める 

10 小川 弾 

【第 10 回】 
予習 ：鉄筋コンクリートの梁配筋を理解しておくこと 
授業 ：鉄骨鉄筋コンクリート構造の原理 

復習 ：鉄骨鉄筋コンクリート構造の原理について理解するよう努める 

11 小川 弾 

【第 11 回】 

予習 ：鉄骨鉄筋コンクリート構造の原理を理解しておくこと 
授業 ：PC 構造の原理と力学的性状 
復習 ：PC 構造の原理と力学的性状について理解するよう努める 
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12 小川 弾 

【第 12 回】 
予習 ：PC 構造の原理と力学的性状を理解しておくこと 

授業 ：ブロック造の原理と力学的性状 
復習 ：ブロック造の原理と力学的性状について理解するよう努める 

13 小川 弾 

【第 13 回】 
予習 ：ブロック造の原理と力学的性状を理解しておくこと 
授業 ：壁構造の種類と構造原理 

復習 ：壁構造の種類と構造原理について理解するよう努める 

14 小川 弾 

【第 14 回】 

予習 ：壁構造の種類と構造原理を理解しておくこと 
授業 ：風や積雪と構造 
復習 ：風や積雪と構造について理解するよう努める 

15 小川 弾 

【第 15 回】 
予習 ：風や積雪と構造を理解しておくこと 

授業 ：評価 
復習 ：今学期の配布資料を熟読し、全ての内容を理解するよう努める 

授業開始前学習 
雑誌・書籍や TV 等にみられる建築物、現実に見られる構造物の全体や細部の成り立ちや形態についてよく観察をしておくと、講

義中の説明を理解しやすい。 

授業内課題のフィー

ドバックの方法 
レポートは個別に採点し返却を行う。 

テキスト・教材 建築構法（市ヶ谷出版社） 

参考書  

評価の基準と方法 
レポートと授業内で行う小テストおよびミニットペーパーで評価する。配点は、レポート 40%、小テスト 20%、ミニットパーパー

40%の配分とする。 

ディプロマポリシー 「カリキュラムマップ」 

学修指針 教養力 人間性 
コミュニケーショ

ン力 
社会性 専門力 判断力 技術力 実践力 

科目の該当     ◎ 〇   

関連科目 
「構造力学Ⅰ、Ⅱ」は建築物及び建築物を構成する部材を数値化して技術的に取り扱う手法を学び、「建築構造Ⅰ、Ⅱ」は建

築物の成り立ちや概観を通して建築構造全体を俯瞰する知識を身につけていく。 

その他  

予習・復習の 

所要時間 
講義時間 30 時間（2 時間×15 週）＋予習・復習時間 60 時間（4 時間×15 週） 

実務経験を活かした

教育内容 
建築設計事務所における設計・監理の実務経験あり。建築物の構造体の概念と成り立ちについて講義する。 



241 

 

日本建築史 

科目分類（2025 年

～入学者） 
SD-M-221 

科目分類（～2024 年

入学者） 
142-331-12 授業コード FG1020 

科目名称 日本建築史 単位数 2.0 単位 

英文名称 History of Japanese Architecture 授業区分 講義 

科目責任者 堀邉 阿伊子 必修・選択 履修ガイド参照 

担当教員 堀邉 阿伊子 開講時期 2･3･4 年 

オフィスアワー 
前期 火曜日 13:00～16:00 

後期 金曜日 13:00～16:00 
研究室 10-619 

授業概要 
自然・社会・文化との密接な関わりのなかで、日本建築がいかに発展してきたかを概観し、その技術や意匠、様式上の特質につ

いて理解する。身近に接し鑑賞できる近代・現代の日本建築・都市などにも視野を拡げて考察する。 

到達目標 
日本建築についての様式上の特質・意匠・技術について理解を深め、専門用語の説明ができるようになる。日本建築に対して、

関心をもち、自分自身の考えを広げられるようになる。 

アクティブ・ラーニング

型授業 
無 全授業回数 15 回 メディア科目 － 

複数教員の場

合の授業形態 
 

授業 
回数 

担当者 授業の内容 

1 堀邉 阿伊子 

【第 1 回】 
予習 ：「参考図書」日本建築の特徴についてを講読 
授業 ：日本建築の特徴・日本の住様式  

復習 ：日本の住式様式について、図版・専門用語の意味・建築名を確認する 

2 堀邉 阿伊子 

【第 2 回】 

予習 ：「参考図書」飛鳥・奈良時代の神社建築についてを講読 
授業 ：古代（1）飛鳥・奈良時代の神社建築  
復習 ：伊勢神宮、出雲大社他について、図版・専門用語の意味・建築名を確認する 

3 堀邉 阿伊子 

【第 3 回】 
予習 ：「参考図書」飛鳥・奈良時代の寺院建築についてを講読 

授業 ：古代（2）飛鳥・奈良時代の寺院建築  
復習 ：法隆寺、東大寺、薬師寺他について、図版・専門用語の意味・建築名を確認する 

4 堀邉 阿伊子 

【第 4 回】 
予習 ：「参考図書」平安時代の神社・寺院建築についてを講読 
授業 ：古代（3）平安時代の神社・寺院建築  

復習 ：密教建築、浄土教建築、春日大社他について、図版・専門用語の意味・建築名を確認する 

5 堀邉 阿伊子 

【第 5 回】 

予習 ：「参考図書」都城の制と宮殿、邸宅についてを講読 
授業 ：古代（4）都城の制と宮殿、邸宅  
復習 ：平城京、平安京、寝殿造について、図版・専門用語の意味・建築名を確認する 

6 堀邉 阿伊子 

【第 6 回】 
予習 ：「参考図書」鎌倉・室町時代の神社建築についてを講読 

授業 ：中世（1）鎌倉・室町時代の神社建築  
復習 ：中世の寺社建築、技術条の特徴について、図版・専門用語の意味・建築名を確認する 

7 堀邉 阿伊子 

【第 7 回】 
予習 ：「参考図書」鎌倉・室町時代の寺院・庭園建築についてを講読 
授業 ：中世（2）鎌倉・室町時代の寺院・庭園建築  

復習 ：大仏様・禅宗様について、図版・専門用語の意味・建築名を確認する 

8 堀邉 阿伊子 

【第 8 回】 

予習 ：「参考図書」中世都市と住宅についてを講読 
授業 ：中世（3）中世都市と住宅  
復習 ：寺内町、書院造について、図版・専門用語の意味・建築名を確認する 

9 堀邉 阿伊子 

【第 9 回】 
予習 ：「参考図書」安土桃山・江戸時代の神社・寺院建築についてを講読 

授業 ：近世（1）安土桃山・江戸時代の神社・寺院・霊廟建築 
復習 ：黄檗宗の建築、東照宮他について、図版・専門用語の意味・建築名を確認する 

10 堀邉 阿伊子 

【第 10 回】 
予習 ：「参考図書」城郭建築、近世武家住宅についてを講読 
授業 ：近世（2）城郭建築と城下町、近世武家住宅 

復習 ：城郭建築、書院造について、図版・専門用語の意味・建築名を確認する 

11 堀邉 阿伊子 

【第 11 回】 

予習 ：「参考図書」茶室・数寄屋建築についてを講読 
授業 ：茶室・数寄屋建築（1）  
復習 ：茶室建築について、図版・専門用語の意味・建築名を確認する 
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12 堀邉 阿伊子 

【第 12 回】 
予習 ：「参考図書」茶室・数寄屋建築についてを講読 

授業 ：茶室・数寄屋建築（2） 
復習 ：茶室建築の展開・数寄屋建築について、図版・専門用語の意味・建築名を確認する 

13 堀邉 阿伊子 

【第 13 回】 
予習 ：「参考図書」近代洋風建築についてを講読 
授業 ：近代洋風建築  

復習 ：明治の開国からコンドル、辰野金吾他について、図版・専門用語の意味・建築名を確認する 

14 堀邉 阿伊子 

【第 14 回】 

予習 ：「参考図書」日本のモダニズムについてを講読 
授業 ：日本のモダニズム  
復習 ：分離派建築会、近代和風、近代合理主義について、図版・専門用語の意味・建築名を確認する 

15 堀邉 阿伊子 

【第 15 回】 
予習 ：「参考図書」これまでの関連ページを講読 

授業 ：全体のまとめ  
復習 ：モダニズム、ポスト・モダンの建築について、図版・専門用語の意味・建築名を確認する 

授業開始前学習 授業で対象となる建築の時代について、政治・文化的な日本史の要旨を理解しておくことがのぞましい。 

授業内課題のフィー

ドバックの方法 

授業では毎回、授業の内容について、自分たちの意見・感想を、内容を整理しながら設定時間内に小レポートとしてまとめ、提

出する。復習としてまとめる際に、全体的な傾向、記述内容や整理法、着眼点などに対して講評する。 

テキスト・教材 関連資料は、適宜 PDF（またはプリント）として配布する。 

参考書 

①太田博太郎監修「カラー版 日本建築様式史」（美術出版社、1999 年） 

②日本建築学会編「日本建築史図集」（彰国社、2009 年） 

③光井渉、太記祐一「カラー版 建築と都市の歴史」（井上書院、2013 年） 

評価の基準と方法 

レポートによる成績、平常点などから総体的に評価する。 

点数配分は 100 点満点のうち、平常点（毎回の授業の小レポートと受講態度）が 60 点、40 点は中間・期末の 2 回のレポ
ートの成果から判断する。出席数が 10 回未満の場合は、原則としては単位取得できない。 

ディプロマポリシー 「カリキュラムマップ」 

学修指針 教養力 人間性 
コミュニケーショ

ン力 
社会性 専門力 判断力 技術力 実践力 

科目の該当 〇    ◎ 〇   

関連科目 日本の建築意匠・デザインを扱うすべての授業、日本史、日本文化史 

その他 

授業中に配布した関連資料は各自で整理し、また解説した内容についてはノートをとり、映像資料については必要であれば簡単

なスケッチをしながら聴講すると、復習がしやすい。 

日本建築の歴史をしっかりと把握し、さらに未来に向けて創造的に還元できることがのぞましい。日本建築の特徴を生かした近
代・現代の建築についても資料を調べ、見学することを勧める。 

予習・復習の 

所要時間 
講義時間 30 時間（2 時間×15 週）＋予習・復習時間 60 時間（4 時間×15 週） 

実務経験を活かした

教育内容 
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西洋建築史 

科目分類（2025 年

～入学者） 
SD-M-221 

科目分類（～2024 年

入学者） 
142-331-12 授業コード FG1030 

科目名称 西洋建築史 単位数 2.0 単位 

英文名称 History of Western Architecture 授業区分 講義 

科目責任者 堀邉 阿伊子 必修・選択 履修ガイド参照 

担当教員 堀邉 阿伊子 開講時期 2･3･4 年 

オフィスアワー 
前期 火曜日 13:00～16:00 

後期 金曜日 13:00～16:00 
研究室 10-619 

授業概要 
西欧の建築･都市を古代から時代ごとに考察し、広い視野をもって世界の建築に対する関心を高める。建築や都市をその基底と

なる社会・文化と合わせて歴史的に理解すると同時に、専門的な理解を深めていく。 

到達目標 
西欧の建築について、様式・意匠・技術などの特徴や専門用語を理解し、広い視野をもつと同時に、自分自身との関わりを考

え、関心が持てるようになる。 

アクティブ・ラーニング

型授業 
無 全授業回数 15 回 メディア科目 － 

複数教員の場

合の授業形態 
 

授業 
回数 

担当者 授業の内容 

1 堀邉 阿伊子 

【第 1 回】 
予習 ：「参考図書」にある時代区分を確認 
授業 ：西洋建築史ガイダンス  

復習 ：古代以来の西欧建築の時代区分とその特徴について、図版・資料をもとに確認する 

2 堀邉 阿伊子 

【第 2 回】 

予習 ：「参考図書」の p.18ーp.27 を講読 
授業 ：古代ギリシア建築  
復習 ：ギリシア神殿とオーダーについて、図版・専門用語の意味・建築名を確認する 

3 堀邉 阿伊子 

【第 3 回】 
予習 ：「参考図書」の p.27ーp.32 を講読 

授業 ：古代ギリシア建築と都市  
復習 ：古代ギリシアの都市、住宅建築について、図版・専門用語の意味・建築名を確認する 

4 堀邉 阿伊子 

【第 4 回】 
予習 ：「参考図書」の p.34ーp.42 を講読 
授業 ：古代ローマ建築  

復習 ：古代ローマ建築の特徴について、図版・専門用語の意味・建築名を確認する 

5 堀邉 阿伊子 

【第 5 回】 

予習 ：「参考図書」の p.43ーp.46 を講読 
授業 ：古代ローマ建築と都市 
復習 ：西欧各地のローマによる建築・都市について、図版・専門用語の意味・建築名を確認する 

6 堀邉 阿伊子 

【第 6 回】 
予習 ：「参考図書」の p.48ーp.56 を講読 

授業 ：ビザンティン建築 
復習 ：ビザンティン建築、初期キリスト教建築について、図版・専門用語の意味・建築名を確認する 

7 堀邉 阿伊子 

【第 7 回】 
予習 ：「参考図書」の p.12ーp.16 を講読 
授業 ：オリエントの建築、イスラム建築 

復習 ：エジプト建築やイスラム教の建築について、図版・専門用語の意味・建築名を確認する 

8 堀邉 阿伊子 

【第 8 回】 

予習 ：「参考図書」の p.56、p.58ーp.70 を講読 
授業 ：プレ・ロマネスク建築、ロマネスク建築 
復習 ：プレ・ロマネスク、ロマネスク建築について、図版・専門用語の意味・建築名を確認する 

9 堀邉 阿伊子 

【第 9 回】 
予習 ：「参考図書」の p.72ーp.80 を講読 

授業 ：ゴシック建築 
復習 ：フランスを中心に各国のゴシック建築について、図版・専門用語の意味・建築名を確認する 

10 堀邉 阿伊子 

【第 10 回】 
予習 ：「参考図書」の p.80ーp.84 を講読 
授業 ：中世の建築と都市 

復習 ：西欧中世の都市と建築について、図版・専門用語の意味・建築名を確認する 

11 堀邉 阿伊子 

【第 11 回】 

予習 ：「参考図書」の p.86?p.92 、p.102ーp.112 を講読 
授業 ：ルネサンス建築と都市 
復習 ：各国のルネサンス建築、ルネサンス都市について、図版・専門用語の意味・建築名を確認する 
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12 堀邉 阿伊子 

【第 12 回】 
予習 ：「参考図書」の p.93ーp.100 を講読 

授業 ：マニエリスム建築 
復習 ：イタリアを中心とするマニエリスム建築について、図版・専門用語の意味・建築名を確認する 

13 堀邉 阿伊子 

【第 13 回】 
予習 ：「参考図書」の p.114ーp.126 を講読 
授業 ：バロック建築 

復習 ：各国のバロック建築について、図版・専門用語の意味・建築名を確認する 

14 堀邉 阿伊子 

【第 14 回】 

予習 ：「参考図書」の p.128ーp.135 を講読 
授業 ：バロック建築と都市 
復習 ：バロック建築と都市の特徴について、図版・専門用語の意味・建築名を確認する 

15 堀邉 阿伊子 

【第 15 回】 
予習 ：「参考図書」の p.135ーp.140、p.142ーp.152 を講読 

授業 ：新古典主義建築 
復習 ：イギリス、フランスの新古典主義建築について、図版・専門用語の意味・建築名を確認する 

授業開始前学習 
配布資料に目を通し確認する。また、授業の内容に関連する時代の政治･文化について、世界史の要旨を把握しておくと理解し

やすい。 

授業内課題のフィー

ドバックの方法 

毎回、授業の内容について整理し、自分たちの意見・感想を合わせ小レポートとして提出する。レポートの記述内容や整理法、

着眼点などに対して講評する。 

テキスト・教材 関連資料は、PDF（またはコピー）により配布する。 

参考書 
①熊倉洋介、末永航 他「カラー版 西洋建築様式史」（美術出版社、2010 年） 

②光井渉、太記祐一「カラー版 建築と都市の歴史」（井上書院、2013 年） 

評価の基準と方法 
100 点満点のうち、平常点（毎回の授業のと小レポートと受講態度）が 60 点、中間・期末の 2 回のレポートが 40 点である。

出席が 10 回未満の場合は、原則として単位取得できない。 

ディプロマポリシー 「カリキュラムマップ」 

学修指針 教養力 人間性 
コミュニケーショ

ン力 
社会性 専門力 判断力 技術力 実践力 

科目の該当 〇    ◎ 〇   

関連科目 西欧の歴史・意匠に関する全ての授業、文化史・歴史 

その他 

授業中に配布した関連資料は各自で整理し、また解説した内容についてはノートをとり、映像資料については必要であれば簡単

なスケッチをしながら聴講すると、復習がしやすい。 

授業のなかで説明した建築・都市に関連する内容について、具体的に世界遺産などを調べてさらに関心を深めていくことを勧め
る。 

予習・復習の 

所要時間 
講義時間 30 時間（2 時間×15 週）＋予習・復習時間 60 時間（4 時間×15 週） 

実務経験を活かした

教育内容 
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〈博物館学芸員養成課程科目〉 

☆博物館概論 

科目分類（2025 年

～入学者） 
ZM-9-111（Ｊ） 

科目分類（～2024 年

入学者） 

110-411-11

（Ｊ） 
授業コード B23270 

科目名称 ☆博物館概論 単位数 2.0 単位 

英文名称 Introduction to Museology 授業区分 講義 

科目責任者 下川 雅弘 必修・選択 履修ガイド参照 

担当教員 下川 雅弘 開講時期 1 年 

オフィスアワー 
前期 月曜日 13:00～14:30 水曜日 14:40～16:10 

後期 月曜日 13:00～14:30 水曜日 14:40～16:10 
研究室 10-706 

授業概要 
本講義では、博物館学とは何か、博物館の定義・種類・目的・機能についての概要を学習した後に、日本および諸外国の博物

館の歴史、博物館を取り巻く現状と課題、学芸員の役割と実態について授業を行う。授業では課題解決型学習を行う。 

到達目標 
１、博物館に関する基礎的な知識を修得する。 

２、博物館および学芸員に課せられた役割とは何かについて理解できる。 

アクティブ・ラーニング

型授業 
有 全授業回数 15 回 メディア科目 － 

複数教員の場

合の授業形態 
 

授業 
回数 

担当者 授業の内容 

1 下川 雅弘 

【第 1 回】 
予習 ：博物館の定義と目的について教科書の空欄を穴埋めする 
授業 ：博物館の定義と目的（教科書 2 頁から 5 頁）（課題解決型学習） 

復習 ：博物館の定義と目的について要点を整理する 

2 下川 雅弘 

【第 2 回】 

予習 ：博物館学とは何かについて教科書の空欄を穴埋めする 
授業 ：博物館学とは何か（教科書 6 頁から 7 頁） 
復習 ：博物館学とは何かについて要点を整理する 

3 下川 雅弘 

【第 3 回】 
予習 ：博物館の基本的機能と学芸員の役割について教科書の空欄を穴埋めする 

授業 ：博物館の基本的機能と学芸員の役割（教科書 8 頁から 14 頁）（課題解決型学習） 
復習 ：博物館の基本的機能と学芸員の役割について要点を整理する 

4 下川 雅弘 

【第 4 回】 
予習 ：博物館の種類について教科書の空欄を穴埋めする 
授業 ：博物館の種類（教科書 15 頁から 17 頁）（課題解決型学習） 

復習 ：博物館の種類について要点を整理する 

5 下川 雅弘 

【第 5 回】 

予習 ：博物館を支える仕組みについて教科書の空欄を穴埋めする 
授業 ：博物館を支える仕組み（教科書 18 頁から 20 頁） 
復習 ：博物館を支える仕組みについて要点を整理する 

6 下川 雅弘 

【第 6 回】 
予習 ：博物館組織と博物館を支える人々について教科書の空欄を穴埋めする 

授業 ：博物館組織と博物館を支える人々（教科書 21 頁から 22 頁） 
復習 ：博物館組織と博物館を支える人々について要点を整理する 

7 下川 雅弘 

【第 7 回】 
予習 ：博物館の起源と欧米の博物館の歴史について教科書の空欄を穴埋めする 
授業 ：博物館の起源と欧米の博物館の歴史（教科書 23 頁から 25 頁） 

復習 ：博博物館の起源と欧米の博物館の歴史について要点を整理する 

8 下川 雅弘 

【第 8 回】 

予習 ：日本の博物館の歴史について教科書の空欄を穴埋めする 
授業 ：日本の博物館の歴史（教科書 26 頁から 30 頁） 
復習 ：日本の博物館の歴史について要点を整理する 

9 下川 雅弘 

【第 9 回】 
予習 ：文化財保護制度の歴史について教科書の空欄を穴埋めする 

授業 ：文化財保護制度の歴史（教科書 31 頁から 32 頁） 
復習 ：文化財保護制度の歴史について要点を整理する 

10 下川 雅弘 

【第 10 回】 
予習 ：文化財保護の体系について教科書の空欄を穴埋めする 
授業 ：文化財保護の体系（教科書 33 頁から 39 頁） 

復習 ：文化財保護の体系について要点を整理する 



246 

 

11 下川 雅弘 

【第 11 回】 
予習 ：文化財保護と博物館について教科書の空欄を穴埋めする 

授業 ：文化財保護と博物館（教科書 40 頁から 43 頁）（課題解決型学習） 
復習 ：文化財保護と博物館について要点を整理する 

12 下川 雅弘 

【第 12 回】 
予習 ：学校教育と博物館について教科書の空欄を穴埋めする 
授業 ：学校教育と博物館（教科書 44 頁から 45 頁）（課題解決型学習） 

復習 ：学校教育と博物館について要点を整理する 

13 下川 雅弘 

【第 13 回】 

予習 ：生涯学習と博物館について教科書の空欄を穴埋めする 
授業 ：生涯学習と博物館（教科書 46 頁から 48 頁）（課題解決型学習） 
復習 ：生涯学習と博物館について要点を整理する 

14 下川 雅弘 

【第 14 回】 
予習 ：博物館の現状と行政改革について教科書の空欄を穴埋めする 

授業 ：博物館の現状と行政改革（教科書頁 49 から 51 頁）（課題解決型学習） 
復習 ：博物館の現状と行政改革について要点を整理する 

15 下川 雅弘 

【第 15 回】 
予習 ：期待される博物館について教科書の空欄を穴埋めする 
授業 ：期待される博物館（教科書 52 頁から 54 頁） 

復習 ：期待される博物館について要点を整理する 

授業開始前学習 普段からできる限り多くの博物館を訪れることが望ましい。また、文部科学省令必修科目共通テキストをあらかじめ読んでおく。 

授業内課題のフィー

ドバックの方法 
提出課題に対しては、翌週以降に全体の講評や必要なコメントを行うとともに、個別の質問にも回答する。 

テキスト・教材 

全国大学博物館学講座協議会西日本部会編『新時代の博物館学』（芙蓉書房出版） 

駒沢女子大学教科書シリーズ『博物館概論』 

駒沢女子大学講義ノートシリーズ『博物館実習』 

参考書  

評価の基準と方法 提出課題７０％、授業内テスト３０％により評価する。 

ディプロマポリシー 「カリキュラムマップ」 

学修指針 教養力 人間性 
コミュニケーショ

ン力 
社会性 専門力 判断力 技術力 実践力 

科目の該当 △    ◎ ○ ◎  

関連科目 
「博物館経営論」「博物館資料論」「博物館資料保存論」「博物館展示論」「博物館教育論」「博物館情報・メディア論」「博物

館実習」が省令必修科目として相互に関連する。 

その他 
1 年次 4 月から学芸員養成課程に登録していることを履修の条件とする。条件に当てはまらない者がこの科目を履修登録した

場合、本人の了解を得ずに登録が抹消されるので注意すること。 

予習・復習の 

所要時間 
講義時間 30 時間（2 時間×15 週）＋予習・復習時間 60 時間（4 時間×15 週） 

実務経験を活かした

教育内容 
自治体史編纂の実務経験あり。博物館の概要や学芸員の役割などを講義する。 
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☆博物館資料論 

科目分類（2025 年

～入学者） 
ZM-9-211（Ｊ） 

科目分類（～2024 年

入学者） 

110-411-12

（Ｊ） 
授業コード B23290 

科目名称 ☆博物館資料論 単位数 2.0 単位 

英文名称 Museum Collection and Information Management 授業区分 講義 

科目責任者 井本 悠紀 必修・選択 履修ガイド参照 

担当教員 井本 悠紀 開講時期 2 年 

オフィスアワー - 研究室 - 

授業概要 

本講義では、博物館資料に対する基本的な考え方を学習した後に、歴史・考古・民俗・美術資料を中心として、人文系博物

館資料の収集理念、分類・整理・取り扱い、情報公開等の方法論を学ぶとともに、人文系博物館における調査研究活動の実
際について授業を行う。授業では課題解決型学習を行う。 

到達目標 
１、博物館資料の収集、整理保存、情報管理の方法等を習得する。 

２、博物館資料に対する理論・知識・技術を含めた基礎的な能力を身に付ける。 

アクティブ・ラーニング

型授業 
有 全授業回数 15 回 メディア科目 － 

複数教員の場

合の授業形態 
 

授業 
回数 

担当者 授業の内容 

1 井本 悠紀 

【第 1 回】 
予習：博物館資料とは何かについて教科書で調べる 
授業：博物館資料とは何か（教科書 94 頁から 96 頁） 

復習：博物館資料とは何かについてノートに要点を整理する 

2 井本 悠紀 

【第 2 回】 

予習：博物館資料収集の理念と方法について教科書で調べる 
授業：博物館資料収集の理念と方法（教科書 97 頁から 100 頁） 
復習：博物館資料収集の理念と方法についてノートに要点を整理する 

3 井本 悠紀 

【第 3 回】 
予習：博物館資料の関連法規について教科書で調べる 

授業：博物館資料の関連法規（教科書 102 頁から 103 頁） 
復習：博物館資料の関連法規についてノートに要点を整理する 

4 井本 悠紀 

【第 4 回】 
予習：博物館資料の分類と整理方法について教科書で調べる 
授業：博物館資料の分類と整理方法（教科書 103 頁から 110 頁） 

復習：博物館資料の分類と整理方法についてノートに要点を整理する 

5 井本 悠紀 

【第 5 回】 

予習：興味ある博物館・美術館に足を運び、館の特徴を考えること 
授業：博物館活動を考えるー展示企画にむけてー（教科書 94 頁から 110 頁）（課題解決型学習） 
復習：講義内容についてノートに要点を整理する 

6 井本 悠紀 

【第 6 回】 
予習：博物館における調査・研究について教科書で調べる 

授業：博物館における調査・研究（教科書 113 頁から 115 頁）（課題解決型学習） 
復習：博物館における調査・研究についてノートに要点を整理する 

7 井本 悠紀 

【第 7 回】 
予習：博物館資料の調査・研究について教科書で調べる 
授業：博物館資料の調査・研究（教科書 117 頁から 124 頁） 

復習：博物館資料の調査・研究についてノートに要点を整理する 

8 井本 悠紀 

【第 8 回】 

予習：興味ある博物館資料について、展覧会の観覧また図録等で調べる 
授業：博物館活動を考えるー展示企画にむけてー（教科書 122 頁から 124 頁）（課題解決型学習） 
復習：博物館資料の活用についてノートに要点を整理する 

9 井本 悠紀 

【第 9 回】 
予習：資料の取り扱いについて教科書で調べる 

授業：資料の取り扱い（教科書 127 頁から 131 頁） 
復習：資料の取り扱いについてノートに要点を整理する 

10 井本 悠紀 

【第 10 回】 
予習：資料取り扱いについて教科書で調べる 
授業：美術工芸品の取り扱い（教科書 127 頁から 129 頁） 

復習：美術工芸品の取り扱いについてノートに要点を整理する 

11 井本 悠紀 

【第 11 回】 

予習：博物館資料の保存・修復について教科書で調べる 
授業：博物館資料の保存・修復（教科書 137 頁から 138 頁） 
復習：博物館資料の保存・修復についてノートに要点を整理する 
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12 井本 悠紀 

【第 12 回】 
予習：博物館資料とデジタル化について教科書で調べる 

授業：博物館資料とデジタル化（教科書 139 頁から 140 頁） 
復習：博物館資料とデジタル化についてノートに要点を整理する 

13 井本 悠紀 

【第 13 回】 
予習：博物館資料の可能性について教科書で調べる 
授業：博物館資料の可能性（教科書 141 頁から 143 頁） 

復習：博物館資料の可能性についてノートに要点を整理する 

14 井本 悠紀 

【第 14 回】 

予習：博物館資料収集の理念から調査・研究までを復習する 
授業：博物館活動を考えるー展示企画発表ー（課題解決形授業） 
復習：発表を振り返り、博物館活動と資料について考える 

15 井本 悠紀 

【第 15 回】 
予習：博物館資料論で学習したすべての範囲を教科書で確認する 

授業：博物館資料論で学習した内容の要点整理 
復習：博物館資料論で学習した内容の要点をノートに整理する 

授業開始前学習 
日頃から博物館に出向き、展示や諸活動を体験するなどして博物館・学芸員の仕事に興味を持つようにする。また展示を観覧

するだけではなく、各館が抱える問題点など課題をみつける視点をもつことも大事である。 

授業内課題のフィー

ドバックの方法 
各講義で集めたレスポンスペーパーやレポートの返却は行わないが、必要に応じて個別または全体講評としてコメントを行う。 

テキスト・教材 全国大学博物館学講座協議会西日本部会編『新時代の博物館学』（芙蓉書房出版） 

参考書  

評価の基準と方法 平常点（授業態度・課題提出）10％、課題（小テスト・発表）60%、期末レポート 30% 

ディプロマポリシー 「カリキュラムマップ」 

学修指針 教養力 人間性 
コミュニケーショ

ン力 
社会性 専門力 判断力 技術力 実践力 

科目の該当     ◎ 〇 ◎ △ 

関連科目 
「博物館概論」「博物館経営論」「博物館資料保存論」「博物館展示論」「博物館教育論」「博物館情報・メディア論」「博物館

実習」が省令必修科目として相互に関連する。 

その他 
1 年次 4 月から学芸員養成課程に登録していることを履修の条件とする。条件に当てはまらない者がこの科目を履修登録した

場合、本人の了解を得ずに登録が抹消されるので注意すること。 

予習・復習の 

所要時間 
講義時間 30 時間（2 時間×15 週）＋予習・復習時間 60 時間（4 時間×15 週） 

実務経験を活かした

教育内容 
博物館学芸員としての実務経験を活かし、博物館資料の特性や課題などについて講義をおこなう。 
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☆博物館実習 A(見学実習)／博物館実習 A 

科目分類（2025 年

～入学者） 
ZM-9-212（Ｊ） 

科目分類（～2024 年

入学者） 

110-411-22

（Ｊ） 
授業コード D20370 

科目名称 ☆博物館実習 A(見学実習)／博物館実習 A 単位数 1.0 単位 

英文名称 Museum Training A (Tour training) 授業区分 演習・実習・実技 

科目責任者 下川 雅弘 必修・選択 履修ガイド参照 

担当教員 下川 雅弘 開講時期 2 年 

オフィスアワー 
前期 月曜日 13:00～14:30 水曜日 14:40～16:10 

後期 月曜日 13:00～14:30 水曜日 14:40～16:10 
研究室 10-706 

授業概要 

本実習（見学実習）には、教員が引率するものと、学生が単独で訪れるものがある。どちらの見学でも、博物館ごとに特定のテ

ーマ（展示物の配置、照明と採光、展示資料の解説等）を設定したレポートを課す。見学に訪れた博物館の学芸員等から直
接話を聞くことにより、学芸員の仕事とはどのようなものかについて考える。授業はグループワーク・発表・フィールドワークを中心に行
う。 

到達目標 
博物館の実態や展示の仕方を学ぶという観点から、さまざまな博物館を見学し、他の博物館に関する科目で修得した知識につ

いて、さらに理解を深めることができる。 

アクティブ・ラーニング

型授業 
有 全授業回数 14 回 メディア科目 － 

複数教員の場
合の授業形態 

 

授業 

回数 
担当者 授業の内容 

1 下川 雅弘 

【第 1 回】 

予習 ：シラバスを読み、学修内容を確認する 

授業 ：ガイダンス／自治体直営型博物館と公設民営型博物館の公立博物館について 

復習 ：グループと前期担当の公立博物館を決定する 

2 下川 雅弘 

【第 2 回】 

予習 ：前期担当となった公立博物館のホームページ分析課題と博物館見学課題を提出する 

授業 ：公立博物館のグループ発表の準備（グループワーク） 

復習 ：グループ発表のスライドを完成させる 

3 下川 雅弘 

【第 3 回】 

予習 ：前期担当となった公立博物館のホームページ分析課題と博物館見学課題を提出する 

授業 ：公立博物館のグループ発表の準備（＊予備日）（グループワーク） 

復習 ：グループ発表のスライドを完成させる 

4 下川 雅弘 

【第 4 回】 

予習 ：前期担当となった公立博物館のスライドを提出する 

授業 ：公立博物館のグループ発表（グループワーク・発表） 

復習 ：自分の考えを整理して提出する 

5 下川 雅弘 

【第 5 回】 

予習 ：担当となった公立博物館のスライドを提出する 

授業 ：公立博物館のグループ発表（＊予備日）（グループワーク・発表） 

復習 ：自分の考えを整理して提出する／公立博物館の前期レポート課題を提出する 

6 下川 雅弘 

【第 6 回】 

予習 ：担当する博物館の情報を収集する 

授業 ：博物館資料から地域文化を考察する個人発表のガイダンス 

復習 ：個人発表で取り上げる博物館資料の事前学習課題を提出する 

7 下川 雅弘 

【第 7 回】 

予習 ：正課学外活動の事前学習課題を提出する 

授業 ：正課学外活動【博物館見学実習】「公立博物館またはテーマ型博物館を訪ねる」（フィールドワーク） 

復習 ：正課学外活動で得た情報を「実習ノート」にメモする 

8 下川 雅弘 

【第 8 回】 

予習 ：正課学外活動の成果を整理する 

授業 ：正課学外活動の学びの総括（授業内レポート課題の執筆） 

復習 ：「博物館実習日誌」（『博物館実習』テキスト）に必要事項を記入する 

9 下川 雅弘 

【第 9 回】 

予習 ：担当となった博物館資料の個人発表レジュメの作成を進める 

授業 ：博物館資料から地域文化を考察する個人発表の準備 

復習 ：担当となった博物館資料の個人発表レジュメの作成を進める 

10 下川 雅弘 

【第 10 回】 

予習 ：担当となった博物館資料の個人発表レジュメの作成を進める 

授業 ：博物館資料から地域文化を考察する個人発表の準備 

復習 ：担当となった博物館資料の個人発表レジュメの作成を進める 
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11 下川 雅弘 

【第 11 回】 

予習 ：担当となった博物館資料の個人発表レジュメの作成を進める 

授業 ：博物館資料から地域文化を考察する個人発表の準備（＊予備日） 

復習 ：担当となった博物館資料の個人発表レジュメの作成を進める 

12 下川 雅弘 

【第 12 回】 

予習 ：担当となった博物館資料の個人発表レジュメを提出する 

授業 ：博物館資料から地域文化を考察する個人発表（発表） 

復習 ：自分の考えを整理して提出する／博物館資料から地域文化を考察する後期レポート課題を提出する 

13 下川 雅弘 

【第 13 回】 

予習 ：担当となった博物館資料の個人発表レジュメを提出する 

授業 ：博物館資料から地域文化を考察する個人発表（＊予備日）（発表） 

復習 ：自分の考えを整理して提出する／博物館資料から地域文化を考察する後期レポート課題を提出する 

14 下川 雅弘 

【第 14 回】 

予習 ：「3 年生に向けたガイダンス」のプリントを読んでおく 

授業 ：3 年生に向けたガイダンス 

復習 ：「博物館実習日誌」（『博物館実習』テキスト）に必要事項を記入する 

   

授業開始前学習 
在住する市区町村やその近隣にどのような地域博物館があるのか調べておくとともに、普段からできる限り多くの博物館を訪れ、

理想的な博物館とはどのようなものか、自分なりの考えをまとめておくことが望ましい。 

授業内課題のフィー

ドバックの方法 
課題・発表に対して、全体の講評や必要なコメントを行うとともに、個別の質問にも回答する。 

テキスト・教材 駒沢女子大学講義ノートシリーズ『博物館実習』 

参考書  

評価の基準と方法 事前学習課題４０％、レポート３０％、授業内テスト３０％により評価する。 

ディプロマポリシー 「カリキュラムマップ」 

学修指針 教養力 人間性 
コミュニケーショ

ン力 
社会性 専門力 判断力 技術力 実践力 

科目の該当   △   〇 ◎ ◎ 

関連科目 
「博物館概論」「博物館経営論」「博物館資料論」「博物館資料保存論」「博物館展示論」「博物館教育論」「博物館情報・メ

ディア論」が省令必修科目として相互に関連する。 

その他 

見学実習のうち 1 回を、教員が引率する正課学外活動として夏期休暇期間中の土曜日（場合によって日曜日）（予定）に

実施する（交通費は自己負担）。 

1 年次 4 月から学芸員養成課程に登録していることを履修の条件とする。条件に当てはまらない者がこの科目を履修登録した
場合、本人の了解を得ずに登録が抹消されるので注意すること。 

予習・復習の 

所要時間 
講義時間 30 時間（2 時間×15 週）＋予習・復習時間 15 時間（1 時間×15 週） 

実務経験を活かした

教育内容 
自治体史編纂の実務経験あり。博物館の見学実習のための指導を行う。 
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博物館教育論 

科目分類（2025 年

～入学者） 
ZM-9-211（Ｊ） 

科目分類（～2024 年

入学者） 

110-411-12

（Ｊ） 
授業コード D20420 

科目名称 博物館教育論 単位数 2.0 単位 

英文名称 Museum Education Theory 授業区分 講義 

科目責任者 稲川 裕己 必修・選択 履修ガイド参照 

担当教員 稲川 裕己 開講時期 2･3 年 

オフィスアワー - 研究室 - 

授業概要 

本講義では、生涯教育の場、人材養成の場、地域教育の場、文化情報リテラシー教育の場としての博物館の意義・理念や、

博物館教育の方針・評価について学ぶとともに、博物館の利用実態と学びの特性、博物館教育の実際について、具体的な事
例をあげながら授業を行う。本授業は、グループワーク、プレゼンテーション、フィールドワークを伴う。 

到達目標 
博物館における教育活動の重要性を学び、博物館の教育活動の基盤となる理論や実践に関する知識と方法を習得し、博物

館の教育機能に関する基礎的な能力を身に付ける。 

アクティブ・ラーニング

型授業 
有 全授業回数 15 回 メディア科目 － 

複数教員の場

合の授業形態 
 

授業 
回数 

担当者 授業の内容 

1 稲川 裕己 

【第 1 回】 
予習 ：「博物館教育」について、自分なりのイメージするものを書き出してみる。 
授業 ：《ガイダンス》博物館教育とは何か（教科書 pp.281～283 、p.314） 

復習 ：配布資料を再読し、自分なりに授業内容をまとめてみる。 

2 稲川 裕己 

【第 2 回】 

予習 ：『国史大辞典』（吉川弘文館）やインターネットを使い博物館の教育的役割を調べてみる。 
授業 ：博物館教育の歴史（教科書 pp.272～274） 
復習 ：配布資料を再読し、自分なりに授業内容をまとめてみる。 

3 稲川 裕己 

【第 3 回】 
予習 ：教科書 pp.277～280 に目を通し、さらに博物館のホームページを見て、実際にどのような人々が教育活

動を行っているかを確認してみる。 
授業 ：博物館教育に関わる人材（教科書 pp.277～280） 
復習 ：配布資料を再読するとともに、今後博物館実習に臨むにあたって、自分が博物館教育にどのように関わりた

いか考えや期待することをまとめてみる。 

4 稲川 裕己 

【第 4 回】 

予習 ：博物館で行われているギャラリートークや講座について調べ、その内容をノートにメモをする。 
授業 ：博物館教育の方法①（教科書 pp.285～287） 
復習 ：授業で紹介した博物館以外での取り組みをウェブサイトサイトで確認をし、ノートにまとめておく。 

5 稲川 裕己 

【第 5 回】 
予習 ：博物館のウェブ上のデジタルコンテンツを見て、その感想をメモする。 

授業 ：博物館教育の方法②（教科書 pp.287～290） 
復習 ：配布資料を再読し、授業で紹介したツールを博物館教育で用いるメリットやデメリットを考えてみる。 

6 稲川 裕己 

【第 6 回】 
予習 ：教科書 pp.322～324 を読み、博物館が担う役割を確認し、メモしておく。 
授業 ：博物館の連携による教育活動～地域、他館、研究機関～ 

復習 ：博物館の連携による教育活動の実践例を探してみる。 

7 稲川 裕己 

【第 7 回】 

予習 ：小学校・中学校・高校時代に博物館の出張（出前）授業や博物館に見学をしたならば、その時の印象を
書き出してみる。 
授業 ：博物館と学校との連携 

復習 ：学校団体の利用や出張授業について、実践例を調べてまとめみる。 

8 稲川 裕己 

【第 8 回】 

予習 ：子供向けの博物館展示について、教科書とインターネットで調べてみる。 
授業 ：子供向けの博物館事業について（教科書 pp.281～282、pp.293～305） 
復習 ：子供向けの事業を企画・立案し、企画書を作成してみる。 

9 稲川 裕己 

【第 9 回】 
予習 ：博物館の展示解説の実践例について調べてみる。 

授業 ：展示解説について（グループワーク）（教科書 pp.285～286） 
復習 ：グループワークででた意見をもとに、展示解説の台本を作成してみる。 

10 稲川 裕己 

【第 10 回】 
予習 ：「アウトリーチ」という言葉について、インターネット等で調べてみて、その内容をノートにまとめみる。 
授業 ：博物館にとっての「アウトリーチ」とは何か？（教科書 pp.290～292） 

復習 ：博物館のアウトリーチの実践例を調べてみる。 
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11 稲川 裕己 

【第 11 回】 
予習 ：博物館の教育事業について、自分がどのような事業を行いたいかをノートにメモしておく。 

授業 ：博物館の教育事業を企画する①（グループワーク） 
復習 ：自分が企画した事業に関する調査をしておく。 

12 稲川 裕己 

【第 12 回】 
予習 ：自身が企画した事業に関する調査内容を確認する。 
授業 ：博物館の教育事業を企画する②（グループワーク） 

復習 ：グループワークで出た意見をもとに自身の企画を見直す。 

13 稲川 裕己 

【第 13 回】 

予習 ：自身の企画した内容を見直しておく。 
授業 ：博物館の教育事業を企画する③ まとめ（グループワーク） 
復習 ：グループワークで出た意見をもとに自身の企画を見直し、次回のプレゼンテーションに向けて準備をする。 

14 稲川 裕己 

【第 14 回】 
予習 ：自らの企画を完成させておき、プレゼンテーションができるようにする。 

授業 ：博物館の教育事業を発表する（プレゼンテーション） 
復習 ：グループワークで出た意見を整理し、レポート課題として提出できるようにしておくこと。 

15 稲川 裕己 

【第 15 回】 
予習 ：教科書 pp.309～311 と、これまでの配布資料を見直しておく。 
授業 ：博物館教育の課題と展望について議論（グループワーク）と、レポート課題へのフィードバック 

復習 ：グループワークででた意見を整理しておく。 

授業開始前学習 
できる限り多くの博物館を見学しておいてください。また可能であれば、「参考書」に挙げておいた書籍は比較的入手しやすいの

で、大学図書館や公共図書館で借りるだけでも良いので、目を通してください。 

授業内課題のフィー

ドバックの方法 

各授業への質問・意見・感想などのコメントを提出してもらい、その中からいくつかピックアップして、次回の授業でフィードバックしま

す。 

テキスト・教材 全国大学博物館学講座協議会西日本部会編『新時代の博物館学』（芙蓉書房出版） 

参考書 

滝登くらげ『学芸員の観察日記 ミュージアムのうらがわ』（文学通信、2023 年） 

駒見和夫編『総説 博物館を学ぶ』（同成社、2024 年） 

黒澤浩 編『博物館教育論 第 2 版 学芸員の現場で役立つ基礎と実践』（講談社、2025 年） 

評価の基準と方法 平常点（リアクションペーパー）10％、授業への参画度（議論への参加状況）35％、プレゼンテーション 30％、レポート 25％ 

ディプロマポリシー 「カリキュラムマップ」 

学修指針 教養力 人間性 
コミュニケーショ

ン力 
社会性 専門力 判断力 技術力 実践力 

科目の該当     ◎ 〇 ◎ △ 

関連科目 
「博物館概論」「博物館経営論」「博物館資料論」「博物館資料保存論」「博物館展示論」「博物館情報・メディア論」「博物館

実習」が省令必修科目として相互に関連する。 

その他 

①1 年次 4 月から学芸員養成課程に登録していることを履修の条件とします。条件に当てはまらない者がこの科目を履修登録

した場合、本人の了解を得ずに登録が抹消されるので注意してください。 

②本授業ではグループ発表に向けて大学近辺の博物館を各自で見学してもらいます。その際には、交通費（大学からを想定）
と入館料を合わせて 1,000 円程度は受講者の負担となります。 

③生成 AI が出力した内容をそのままレポートの成果物として提出した場合には、成果物とは認めません。 

予習・復習の 

所要時間 
講義時間 30 時間（2 時間×15 週）＋予習・復習時間 60 時間（4 時間×15 週） 

実務経験を活かした

教育内容 
博物館の実務経験あり。博物館の教育活動などを講義する。 
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博物館情報･ﾒﾃﾞｨｱ論 

科目分類（2025 年

～入学者） 
ZM-9-211（Ｊ） 

科目分類（～2024 年

入学者） 

110-411-12

（Ｊ） 
授業コード D20430 

科目名称 博物館情報･ﾒﾃﾞｨｱ論 単位数 2.0 単位 

英文名称 Museum Information and Media Theory 授業区分 講義 

科目責任者 小山 貴子 必修・選択 履修ガイド参照 

担当教員 小山 貴子 開講時期 2･3 年 

オフィスアワー - 研究室 - 

授業概要 

本講義では、博物館における情報・メディアの歴史と意義、博物館活動と情報ネット化の現状を踏まえ、博物館資料の情報化

（データベースの作成、マルチメディアの活用等）やデジタル情報発信の基本を学ぶとともに、著作権や個人情報等、博物館に
おける知的財産の扱いについて授業を行う。 

到達目標 
博物館における情報の意義と活用方法、情報発信の課題等について学び、博物館における情報の提供と活用に関する基礎的

な能力を身に付ける。 

アクティブ・ラーニング

型授業 
無 全授業回数 15 回 メディア科目 － 

複数教員の場

合の授業形態 
 

授業 
回数 

担当者 授業の内容 

1 小山 貴子 

【第 1 回】テキスト Ｐ234-235 
予習 ：デジタルアーカイブの構築について教科書で調べる 
授業 ：デジタルアーカイブの構築 

復習 ：デジタルアーカイブの構築についてノートに要点を整理する 

2 小山 貴子 

【第 2 回】テキスト Ｐ235-237 

予習 ：多様な博物館資料と情報について教科書で調べる 
授業 ：多様な博物館資料と情報 
復習 ：多様な博物館資料と情報についてノートに要点を整理する 

3 小山 貴子 

【第 3 回】テキスト Ｐ237-239 
予習 ：整備された情報と活用手段について教科書で調べる 

授業 ：整備された情報と活用手段 
復習 ：整備された情報と活用手段についてノートに要点を整理する 

4 小山 貴子 

【第 4 回】テキスト Ｐ239-241 
予習 ：マルチメディアと博物館について教科書で調べる 
授業 ：マルチメディアと博物館 

復習 ：マルチメディアと博物館についてノートに要点を整理する 

5 小山 貴子 

【第 5 回】テキスト Ｐ241-242 

予習 ：管理情報と研究情報について教科書で調べる 
授業 ：管理情報と研究情報 
復習 ：管理情報と研究情報についてノートに要点を整理する 

6 小山 貴子 

【第 6 回】テキスト Ｐ243-248 
予習 ：博物館資料のドキュメンテーションについて教科書で調べる 

授業 ：博物館資料のドキュメンテーション 
復習 ：博物館資料のドキュメンテーションについてノートに要点を整理する 

7 小山 貴子 

【第 7 回】テキスト Ｐ243-248 
予習 ：博物館資料とデータベースについて教科書で調べる 
授業 ：博物館資料とデータベース 

復習 ：博物館資料とデータベースについてノートに要点を整理する 

8 小山 貴子 

【第 8 回】テキスト Ｐ249-254 

予習 ：情報伝達手段としてのメディア媒体について教科書で調べる 
授業 ：情報伝達手段としてのメディア媒体 
復習 ：情報伝達手段としてのメディア媒体についてノートに要点を整理する 

9 小山 貴子 

【第 9 回】テキスト Ｐ249-254 
予習 ：博物館における情報展示について教科書で調べる 

授業 ：博物館における情報展示 
復習 ：博物館における情報展示についてノートに要点を整理する 

10 小山 貴子 

【第 10 回】テキスト Ｐ254-256 
予習 ：博物館外への情報サービスの実際について教科書で調べる 
授業 ：博物館外への情報サービスの実際 

復習 ：博物館外への情報サービスの実際についてノートに要点を整理する 

11 小山 貴子 

【第 11 回】テキスト Ｐ257-263 

予習 ：博物館における情報公開と個人情報の保護について教科書で調べる 
授業 ：博物館における情報公開と個人情報の保護 
復習 ：博物館における情報公開と個人情報の保護についてノートに要点を整理する 
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12 小山 貴子 

【第 12 回】テキスト Ｐ257-263 
予習 ：博物館の展示情報技術について教科書で調べる 

授業 ：博物館の展示情報技術 
復習 ：博物館の展示情報技術についてノートに要点を整理する 

13 小山 貴子 

【第 13 回】テキスト Ｐ263-268 
予習 ：博物館と知的財産権について教科書で調べる 
授業 ：博物館と知的財産権 

復習 ：博物館と知的財産権についてノートに要点を整理する 

14 小山 貴子 

【第 14 回】テキスト Ｐ269-270 

予習 ：博物館情報・メディアの今後の課題と展望について教科書で調べる 
授業 ：博物館情報・メディアの今後の課題と展望 
復習 ：博物館情報・メディアの今後の課題と展望についてノートに要点を整理する 

15 小山 貴子 

【第 15 回】テキスト Ｐ234-270 
予習 ：博物館情報・メディア論で学習したすべての範囲を教科書で確認する 

授業 ：博物館情報・メディア論で学習した内容の要点整理 
復習 ：博物館情報・メディア論で学習した内容の要点をノートに整理する 

授業開始前学習 普段からできる限り多くの博物館を訪れることが望ましい。また、文部科学省令必修科目共通テキストをあらかじめ読んでおく。 

授業内課題のフィー

ドバックの方法 
次回授業開始時にコメントに関する講評（主に質問への回答、フィードバック）を行う。 

テキスト・教材 参考書として全国大学博物館学講座協議会西日本部会編『新時代の博物館学』（芙蓉書房出版） 

参考書  

評価の基準と方法 授業内試験・レポート（60％）、平常点（授業態度・課題提出）（40％） 

ディプロマポリシー 「カリキュラムマップ」 

学修指針 教養力 人間性 
コミュニケーショ

ン力 
社会性 専門力 判断力 技術力 実践力 

科目の該当     ◎ 〇 ◎ △ 

関連科目 
「博物館概論」「博物館経営論」「博物館資料論」「博物館資料保存論」「博物館展示論」「博物館教育論」「博物館実習」が

省令必修科目として相互に関連する。 

その他 

1 年次 4 月から学芸員養成課程に登録していることを履修の条件とする。条件に当てはまらない者がこの科目を履修登録した

場合、本人の了解を得ずに登録が抹消されるので注意すること。 

また、参考書としてテキストを使用するが、授業の進捗によって内容を変更することもある。 

予習・復習の 

所要時間 
講義時間 30 時間（2 時間×15 週）＋予習・復習時間 60 時間（4 時間×15 週） 

実務経験を活かした

教育内容 
博物館の実務経験あり。博物館資料の情報化・デジタル情報発信などを講義する。 
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博物館展示論 

科目分類（2025 年

～入学者） 
ZM-9-211（Ｊ） 

科目分類（～2024 年

入学者） 

110-411-12

（Ｊ） 
授業コード D20440 

科目名称 博物館展示論 単位数 2.0 単位 

英文名称 Museum Display Theory 授業区分 講義 

科目責任者 亀川 泰照 必修・選択 履修ガイド参照 

担当教員 亀川 泰照 開講時期 2 年 

オフィスアワー - 研究室 - 

授業概要 
博物館展示の社会的役割を学んだあと、展示作業の流れに沿って展示に必要な知識や方法論、考え方について講義を行う。

授業ではディスカッション、課題解決型学習を行う。 

到達目標 
博物館の展示の機能や役割を理解すること、それと同時に展示の方法・技術、その背景となる考え方など、博物館展示に関す

る基礎的な知識を身に付けること。 

アクティブ・ラーニング

型授業 
有 全授業回数 15 回 メディア科目 － 

複数教員の場

合の授業形態 
 

授業 
回数 

担当者 授業の内容 

1 亀川 泰照 

【第 1 回】 

予習 ：博物館展示論で学ぶことを教科書で調べる（教科書目次） 

授業 ：オリエンテーション 授業の及び展示に関わる人々の見取り図の解説と展示の歴史 

復習 ：自分の博物館経験について振り返りノートに要点を整理する 

2 亀川 泰照 

【第 2 回】 

予習 ：展示の歴史について教科書で調べる（教科書 188 頁から 191 頁） 

授業 ：展示の歴史 展示の歴史的変遷から現在の博物館展示を考える。  

復習 ：展示の歴史についてノートに要点を整理する 

3 亀川 泰照 

【第 3 回】 

予習 ：展示の中立性・公共性について教科書で調べる（教科書 227 頁から 229 頁） 

授業 ：展示の中立性 差別に関わる展示を紹介し、展示の機能や博物館の歴史性や社会性をめぐる議論を学

ぶ。また来館者と展示の関係も考える。  

復習 ：展示の中立性についてノートに要点を整理する 

4 亀川 泰照 

【第 4 回】 

予習 ：展示の諸形態について教科書で調べる（教科書 215 頁から 226 頁） 

授業 ：展示の目的の在り方と展示の諸形態、あるいは展示論について学ぶ。 

復習 ：特に人文系の展示についてノートに要点を整理する 

5 亀川 泰照 

【第 5 回】 

予習 ：自分が展示を行うことの準備。何を展示するか、何を説明するのかを考え用意する。 

授業 ：展示の実践 受講者一人一人発表する。 

復習 ：実践したことを振り返り反省点や考えたことをノートにまとめる 

6 亀川 泰照 

【第 6 回】 

予習 ：展示の構想と企画、設計と施行について教科書で調べる（教科書 194 頁から 200 頁） 

授業 ：展示の構想と企画、設計と施行 具体例から、展示の行程を紹介し、基本的な展示の構成方法やパター

ンを学ぶ。 

復習 ：展示の構想と企画、設計と施行についてノートに要点を整理する 

7 亀川 泰照 

【第 7 回】 

予習 ：展示資料の調査と収集について教科書で調べる（教科書 192 頁から 200 頁） 

授業 ：展示資料の調査と収集 具体例から、展示資料の収集や博物館における調査・研究について考える。 

復習 ：展示資料の調査と収集についてノートに要点を整理する。自分が展示を行うこと、何を展示するかを含めて

考える。 

8 亀川 泰照 

【第 8 回】 

予習 ：展示資料の借用及び展示の広報について教科書等で調べる（77～78 頁）。 

授業 ：企画展の広報について具体例からその役割を学ぶ。 

復習 ：広報についてノートに要点を整理する 

9 亀川 泰照 

【第 9 回】 

予習 ：展示と解説について教科書で調べる（教科書 210 頁から 212 頁） 

授業 ：展示と解説 博物館の様々な情報伝達手段を念頭に、文字情報による情報伝達手段の特徴や方法、

基本的な考え方を学ぶ。  

復習 ：展示と解説についてノートに要点を整理する 
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10 亀川 泰照 

【第 10 回】 

予習 ：展示の図録・カタログについて教科書で調べる（教科書 212 頁から 214 頁）。また実物を確認する。ま

た、それに製作にともなう法令についても学ぶ（教科書 200 頁から 201 頁） 

授業 ：展示と解説 博物館の様々な情報伝達手段を念頭に、本の形態をとる情報伝達手段やサービスの基本

的な考え方を博物館全体の活動の中に位置づけ学ぶ。 また、展示に関わる法令（博物館法・文化財保護法・著

作権法等）について学ぶ。 

復習 ：展示と解説についてノートに要点を整理する 

11 亀川 泰照 

【第 11 回】 

予習：展示室の空間構成について調べ、考える。 

授業：展示の空間構成 具体的な例から空間構成や動線設計に関する基本的な考え方を学ぶ 

復習：展示の空間構成についてノートに要点を整理する。 

12 亀川 泰照 

【第 12 回】 

予習 ：展示の環境と整備・展示作業について教科書で調べる（教科書 202 頁から 206 頁） 

授業 ：展示の環境と整備・展示作業、展示空間の構成にやケースの役割、資料借用などに関する基本的な在り

方を学ぶ。 

復習 ：展示の環境と整備・展示作業についてノートに要点を整理する 

13 亀川 泰照 

【第 13 回】 

予習 ：展示の照明について教科書で調べる（教科書 206 頁から 209 頁） 

授業 ：展示の照明  具体例を示しながら、照明の役割を学ぶ 

復習 ：展示の照明と音響についてノートに要点を整理する。 

 

14 亀川 泰照 

【第 14 回】 

予習 ：展示と音響の関係について教科書で調べる（教科書 209 頁から 210 頁） 

授業 ：音声(人･機材等)をはじめとするさまざまな情報伝達機器を紹介し、音響装置等の役割やその考え方を知

る。 

復習 ：展示と音響についてノートに要点を整理する 

15 亀川 泰照 

【第 15 回】 

予習 ：展示の評価について教科書で調べる（教科書 229 頁から 231 頁） 

授業 ：展示の評価 展示評価の意義と展示や博物館活動の改善について学ぶ。 

復習 ：展示の評価についてノートに要点を整理する 

授業開始前学習 
普段からできる限り多くの博物館を訪れることが望ましい。また、日ごろから博物館・美術館・動物園・文化財に関するニュースを

チェックしておくこと。 

授業内課題のフィー

ドバックの方法 
授業内課題は、リアクションペーパーで提出してもらう。翌週以降に質問の回答やコメントを行う。 

テキスト・教材 全国大学博物館学講座協議会西日本部会編『新時代の博物館学』（芙蓉書房出版） 

参考書 
柴正博『博物館と学芸員のおしごと 【博物館概論】』（東海教育研究所、2023 年）。 

その他については、授業の中で随時紹介する。 

評価の基準と方法 授業内試験・レポート（70％）、課題等（30％） 

ディプロマポリシー 「カリキュラムマップ」 

学修指針 教養力 人間性 
コミュニケーショ

ン力 
社会性 専門力 判断力 技術力 実践力 

科目の該当     ◎ 〇 ◎ △ 

関連科目 
「博物館概論」「博物館経営論」「博物館資料論」「博物館資料保存論」「博物館教育論」「博物館情報・メディア論」「博物館

実習」が省令必修科目として相互に関連する。 

その他 
1 年次 4 月から学芸員養成課程に登録していることを履修の条件とする。条件に当てはまらない者がこの科目を履修登録した

場合、本人の了解を得ずに登録が抹消されるので注意すること。 

予習・復習の 

所要時間 
講義時間 30 時間（2 時間×15 週）＋予習・復習時間 60 時間（4 時間×15 週） 

実務経験を活かした

教育内容 
区立の博物館（地域博物館）での実務経験を交えて講義する。 
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